


　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
刊
に
あ
た
っ
て

　
（
一
社
）
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
で
は
、
そ
の
前
身
の(

社)

九
州
建
設
弘
済
会
の
時
代
か
ら
、
公
益
事
業
の
一
環
と
し
て
土
木
遺
産
の
発
掘
調
査
の
取
り
組

み
を
始
め
、
九
州
地
域
に
お
け
る
近
世
か
ら
昭
和
期
ま
で
の
土
木
施
設
を
対
象
と
し
、
そ
の
立
地
や
年
代
、
構
造
諸
元
、
設
計
施
工
者
等
に
つ
い
て
調
査
し
、

平
成
二
十
三
年
六
月
に
土
木
遺
産
品
ｉ
ｎ
九
州
と
し
て
、
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
土
木
遺
産
の
中
か
ら
主
要
な
も
の
を
選
び
、
建
設
に
携
わ
っ
た
先
人
達
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
取
り
組
み
を
試
み
、
こ
れ
ま
で
の
技
術
的
な
観

点
だ
け
で
な
く
、
長
年
に
わ
た
る
構
想
、
携
わ
っ
て
き
た
担
当
技
術
者
の
努
力
、
地
域
の
方
々
の
大
き
な
協
力
等
に
よ
り
成
し
遂
げ
ら
れ
た
実
現
の
ド
ラ
マ

を
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
九
州
」
と
し
て
、
第
一
巻
を
皮
切
り
に
第
三
巻
を
平
成
二
十
五
年
八
月
ま
で
に
発
刊
し
ま
し
た
。

　

今
回
発
刊
し
ま
す
第
四
巻
は
土
木
遺
産
の
建
設
か
ら
少
し
離
れ
、「
荒
ぶ
る
自
然
」
に
立
ち
向
か
い
数
多
く
の
公
共
施
設(

土
木
遺
産) 

を
守
り
、
ひ
い
て
は

地
域
社
会
を
守
っ
て
き
た
土
木
技
術
者
の
「
人
と
技
術
と
情
熱
の
物
語
」
で
す
。

　

九
州
地
方
は
、
自
然
環
境
や
地
理
的
条
件
と
近
年
の
気
象
条
件
が
相
ま
っ
て
、
大
規
模
な
風
水
害
や
土
砂
災
害
の
他
火
山
噴
火
に
よ
る
災
害
等
多
様
な
災
害

が
発
生
し
、
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
巻
で
は
、
都
市
災
害
の
原
点
と
し
て
の
「
長
崎
大
災
害
」
か
ら
最
近
の
九
州
北
部
豪
雨

ま
で
の
九
州
の
災
害
の
軌
跡
た
ど
り
、
土
石
流
な
ど
で
寸
断
さ
れ
た
道
路
や
決
壊
し
た
堤
防
の
復
旧
の
た
め
の
昼
夜
兼
行
の
闘
い
と
、
南
九
州
特
有
の
特
殊
土

壌
で
あ
る
「
シ
ラ
ス
」
の
防
災
対
策
等
に
使
命
感
を
も
っ
て
挑
ん
だ
土
木
技
術
者
に
焦
点
を
当
て
、
数
多
く
の
関
係
者
に
精
力
的
取
材
し
て
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
、
今
後
の
災
害
に
対
す
る
教
訓
に
と
願
う
筆
者
の
熱
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

近
年
の
異
常
気
象
等
に
よ
る
気
候
変
動
で
水
害
・
土
砂
災
害
は
全
国
的
に
多
発
し
て
お
り
、
尊
い
人
命
や
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
国
土
強
靱
化

法
等
が
整
備
さ
れ
、
災
害
等
に
対
す
る
備
え
は
再
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
脆
弱
で
狭
隘
な
国
土
に
あ
っ
て
安
全
で
快
適
な
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め
に

は
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の
努
力
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
、
改
め
て
多
く
の
方
々
の
社
会
資
本
整
備
の
重
要
性
の
再
認
識
に
繋
が
り
、
ま
た
携
わ
る
人
達
の
仕
事
へ
の
志
を
高
め
、
若
い
土
木
技
術

者
の
教
育
啓
発
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
発
刊
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。
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古
事
記
１
３
０
０
年
の
イ
ベ
ン
ト
で
に

ぎ
や
か
な
島
根
県
・
出
雲
を
訪
れ
た
。
宮

崎
と
並
ぶ
神
話
の
里
。
出
雲
大
社
の
本
殿

修
復
と
大
遷
宮
の
神
事
が
催
さ
れ
、
神
話

博
も
行
わ
れ
た
。
見
た
か
っ
た
の
は
「
神

楽
」
で
あ
る
。
須
佐
之
命
（
ス
サ
ノ
ウ
ノ

ミ
コ
ト
）
が
八
岐
大
蛇
（
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ

チ
）
を
退
治
す
る
、
華
や
か
で
勇
ま
し
い

神
楽
で
、
特
に
神
楽
殿
い
っ
ぱ
い
に
と
ぐ

ろ
を
巻
く
大
蛇
と
須
佐
之
命
と
の
格
闘

シ
ー
ン
は
圧
巻
だ
。

　

戦
争
末
期
、
鹿
児
島
市
が
米
軍
大
空
襲

を
受
け
る
と
い
う
の
で
、
島
根
県
・
石
見

に
疎
開
し
て
七
年
を
暮
し
た
。
稲
刈
り
が

終
わ
る
と
、
秋
祭
り
。
近
く
の
神
社
で
夜

を
徹
し
て
舞
わ
れ
る
の
が
こ
の
神
楽
だ
っ

た
。
男
の
子
た
ち
は
「
タ
ン
チ
キ
チ
ッ

チ
」
と
、
笛
、
太
鼓
の
囃
子
ま
ね
た
、
か

け
声
で
拍
子
を
と
り
、
棒
を
振
り
、
舞
い

を
し
て
そ
の
夜
を
待
つ
の
で
あ
る
。

　

須
佐
之
命
が
高
天
原
を
追
わ
れ
て
出
雲

の
国
に
来
た
と
き
、
娘
を
抱
い
て
嘆
く
老

夫
婦
と
出
会
う
。
聞
け
ば
こ
れ
ま
で
七
人

の
大
事
な
娘
を
オ
ロ
チ
に
奪
わ
れ
、
最
後

の
稲
田
姫
と
別
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。

オ
ロ
チ
は
頭
が
八
つ
、
尾
が
八
つ
。
八
つ

の
谷
と
八
つ
の
峰
に
渡
る
大
蛇
だ
と
い

う
。
オ
ロ
チ
は
大
酒
を
飲
み
、
酔
っ
た
と

こ
ろ
を
須
佐
之
命
に
退
治
さ
れ
、
そ
の
尾

か
ら
「
草
薙
の
剣
」
が
出
て
く
る
目
出
度

い
結
末
と
な
る
。
こ
の
オ
ロ
チ
は
、
実
は

山
か
ら
襲
う
洪
水
、
特
に
土
砂
災
害
の
猛

威
を
象
徴
す
る
も
の
で
、
須
佐
之
命
は

「
治
山
治
水
」
の
功
労
者
で
は
な
い
か
と

い
う
解
釈
を
聞
い
た
。
そ
う
い
え
ば
、
襲

い
く
る
土
石
流
を
「
ヘ
ビ
抜
け
」
と
も
呼

ぶ
。

○
「
蛇
」
が
鎌
首
を
も
た
げ
て

土
石
流
は
、
蛇
が
鎌
首
を
も
た
げ
た
よ
う

に
、
先
端
が
髙
く
盛
り
上
が
る
「
段
波
」

を
作
り
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
襲
う
。
頭
部
の

段
波
は
、
巨
大
な
石
を
含
み
、
家
屋
を

粉
々
に
砕
き
な
が
ら
流
れ
下
っ
て
く
る
。

続
く
蛇
の
胴
体
と
な
る
土
石
群
は
、
谷
間

に
沿
っ
て
ま
さ
に
蛇
行
し
て
続
く
。
そ
の

恐
怖
の
光
景
は
雲
仙
・
水
無
川
の
土
石
流

を
目
撃
し
た
人
々
の
脳
裏
に
今
も
焼
き
付

い
て
い
る
。
鹿
児
島
県
・
針
原
川
の
土
石

流
量
は
16
万
㎥
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

都
市
水
害
で
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ

る
。
し
か
し
、
そ
の
大
半
が
都
市
周
辺
で

の
土
砂
（
石
）
災
害
だ
。
長
崎
水
害
（
昭

和
57
年
７
月
）
の
死
者
２
９
９
人
の
う
ち

80
％
が
市
周
辺
の
崖
崩
れ
、
土
石
流
な
ど

土
砂
災
害
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
し
、
続
く

鹿
児
島
水
害
で
も
約
１
２
０
０
人
を
列
車

ご
と
危
機
に
さ
ら
し
た
の
は
竜
ヶ
水
の
崖

崩
れ
、
土
石
流
だ
っ
た
。
土
石
流
な
ど
土

砂
災
害
は
、
山
奥
の
山
間
部
の
出
来
事
で

は
な
い
。
山
腹
、
斜
面
の
住
宅
開
発
な
ど

市
街
地
の
膨
張
は
、
土
砂
災
害
を
、
大
き

な
「
都
市
災
害
」
と
し
て
招
き
よ
せ
て
い

る
、
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

○
「
神
が
」
な
せ
る
災
害

　

長
﨑
水
害
後
、
現
地
に
入
っ
た
土
木
技

術
者
が
、
崩
れ
た
土
砂
が
谷
間
の
集
落
を

襲
い
、
そ
の
土
砂
が
さ
ら
に
向
か
い
の
山

腹
に
駆
け
上
が
っ
て
い
る
惨
状
を
見
て
、

想
像
を
絶
す
る
自
然
の
パ
ワ
ー
に
た
じ
ろ

ぎ
「
神
の
な
せ
る
」
こ
と
と
思
っ
た
、
と

述
懐
し
た
。

　

土
砂
災
害
は
都
市
を
孤
立
さ
せ
る
。
救

援
や
復
旧
が
阻
ま
れ
る
の
も
、
被
災
都
市

に
向
か
う
道
路
が
土
砂
災
害
で
寸
断
さ
れ

る
た
め
だ
。
復
旧
の
カ
ギ
は
土
砂
災
害
で

損
傷
し
た
「
道
路
復
旧
」
に
あ
る
。
医

療
、
生
活
物
資
、
復
旧
資
材
を
運
び
込
む

ル
ー
ト
回
復
が
急
が
れ
る
。
土
木
関
係
者

は
、
災
害
直
後
か
ら
泥
と
水
と
の
昼
夜
兼

行
の
闘
い
に
挑
む
。
泥
に
足
を
奪
わ
れ
、

命
の
危
険
す
ら
あ
る
泥
海
と
落
石
群
の
中

で
大
量
の
土
砂
の
排
除
、
崖
の
保
全
、
仮

橋
建
設
な
ど
の
応
急
工
事
を
、「
開
通
は

ま
だ
か
」
と
せ
っ
つ
く
大
声
の
中
で
進
め

て
行
く
。

　

土
砂
災
害
は
日
本
列
島
の
い
た
る
と
こ

ろ
で
発
生
し
て
い
る
。
九
州
の
土
砂
被
災

が
特
に
ひ
ど
い
の
は
活
火
山
が
多
く
、
こ

の
島
の
大
半
が
シ
ラ
ス
な
ど
火
山
噴
出
物

で
お
お
わ
れ
、
脆
く
、
水
に
弱
い
火
山
岩

な
ど
の
地
質
、
地
形
、
そ
し
て
、
日
本
列

島
の
西
端
に
あ
り
、
激
し
い
気
象
現
象
に

さ
ら
さ
れ
る
位
置
に
あ
る
た
め
だ
。
台
風

常
襲
地
帯
で
あ
り
、
梅
雨
前
線
の
停
滞
に

よ
る
集
中
豪
雨
の
激
し
さ
。
加
え
て
最
近

の
異
常
気
象
に
よ
る
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼

ば
れ
る
局
地
的
な
集
中
豪
雨
の
多
発
も
あ

る
。

○
地
下
水
の
滝
が

　

平
成
24
年
の
九
州
北
部
を
襲
っ
た
ゲ
リ

ラ
的
豪
雨
は
阿
蘇
地
方
、
日
田
、
柳
川
な

ど
矢
部
川
流
域
に
大
き
な
被
害
を
出
し

た
。
地
表
を
叩
く
よ
う
に
降
る
豪
雨
だ
け

で
は
な
い
。
阿
蘇
外
輪
山
の
国
道
57
号
・

滝
室
坂
を
中
心
と
し
た
崖
崩
れ
、
土
石
流

跡
は
、
山
腹
か
ら
滝
の
よ
う
に
地
下
水
が

噴
出
、「
地
下
水
の
滝
」
と
で
も
呼
べ
る

光
景
が
見
ら
れ
た
。
溶
結
凝
灰
岩
な
ど
水

を
通
し
や
す
い
火
山
性
岩
は
、
水
量
が
多

く
な
る
と
堅
い
岩
層
と
の
間
に
滑
り
面
を

造
り
大
規
模
な
土
砂
災
害
を
引
き
起
こ

す
。

　

泥
と
水
と
の
闘
い
の
災
害
復
旧
、
防
災

工
事
、
人
知
れ
ず
山
中
で
続
け
ら
れ
る
地

す
べ
り
な
ど
の
砂
防
工
事
は
、
長
大
橋

の
完
成
の
よ
う
な
華
や
か
さ
は
な
い
が
、

黙
々
と
人
命
と
社
会
を
守
る
献
身
的
な

人
々
が
お
り
、
果
て
し
の
な
い
自
然
制
御

の
た
め
の
技
術
の
摸
索
が
あ
り
、
そ
の
使

命
を
果
た
そ
う
と
す
る
人
び
と
の
情
熱
が

あ
る
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
Ⅳ
で
は
、
山

崩
れ
、
土
石
流
な
ど
、
宿
命
的
と
も
い
え

る
土
砂
災
害
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
九
州
の

大
水
害
と
復
旧
、
軌
跡
と
そ
れ
に
立
ち
向

か
う
「
人
と
技
術
と
情
熱
の
物
語
」
に
焦

点
を
当
て
た
。

平
成
26
年
夏

�

　
　
　

玉
川　

孝
道

は
じ
め
に

「
荒
ぶ
る
自
然
」
に
立
ち
向
か
う
人
び
と



　
「
都
市
水
害
の
原
点
」
と
し
て
多
く
の
教
訓
を
残
し
た
長
崎
大
水
害
（
昭

和
57
年
７
月
）
か
ら
30
年
が
す
ぎ
た
。
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨

が
「
坂
の
街
」
長
崎
を
襲
い
、
２
９
９
人
の
犠
牲
者
と
甚
大
な
被
害
を
与
え

た
。
未
曾
有
の
豪
雨
と
は
い
え
、
被
害
の
様
相
は
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い

も
の
で
あ
り
、
都
市
の
災
害
へ
の
脆
弱
さ
を
あ
ら
わ
に
し
た
。
大
量
の
車
が

流
さ
れ
、
郊
外
の
斜
面
に
広
が
っ
た
住
宅
群
は
崖
崩
れ
・
土
石
流
に
流
さ

れ
、
飲
み
込
ま
れ
て
多
く
の
命
を
奪
っ
た
。
道
路
は
寸
断
さ
れ
、
長
崎
市
街

は
孤
立
し
た
。
ま
た
、
長
く
外
国
と
の
窓
口
と
な
っ
た
都
市
ナ
ガ
サ
キ
に
残

さ
れ
た
石
橋
群
、
日
本
初
の
上
水
道
ダ
ム
な
ど
歴
史
・
文
化
遺
産
は
、
災
害

後
の
防
災
都
市
づ
く
り
の
中
で
、
撤
去
か
保
存
か
の
選
択
に
迫
ら
れ
た
。
都

市
災
害
へ
の
長
崎
の
教
訓
は
、
生
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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―
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昭
和
57
年
（
１
９
８
２
）
７
月
23
日
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨
が
、

長
崎
市
を
襲
っ
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者

２
９
９
人
を
出
し
た
「
長
崎
大
水
害
」
は
、

都
市
で
の
人
口
の
密
集
、
社
会
機
能
の
集

中
と
都
市
の
肥
大
化
、
車
社
会
の
進
展
と

そ
れ
に
追
い
つ
か
な
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
脆
弱
さ
を
露
呈
し
た
。
都
市
機
能
の

喪
失
を
も
た
ら
し
た
だ
け
で
な
く
、
市
民

の
人
命
、
財
産
へ
の
大
き
な
被
害
と
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
切
断
に
よ
っ
て
市
民
の
暮
ら

し
が
脅
か
さ
れ
た
。
国
道
34
号
な
ど
基
幹

道
路
の
損
壊
、寸
断
に
よ
っ
て
災
害
救
援
、

復
旧
も
困
難
に
し
た
。「
長
崎
の
水
害
は

こ
れ
ま
で
の
洪
水
災
害
と
全
く
様
相
を
変

え
た
都
市
水
害
で
あ
っ
た
」（
高
橋
裕
東

大
名
誉
教
授
）。
あ
れ
か
ら
30
年
、
都
市

災
害
は
鹿
児
島
、
福
岡
を
は
じ
め
全
国
各

地
で
発
生
、「
災
害
に
弱
い
都
市
」
の
状

況
は
続
い
て
い
る
。

 

都
市
災
害
の
原
点
・
長
崎 

　
「
都
市
災
害
」
と
し
て
の
長
崎
大
水
害

の
大
き
な
特
徴
は
、土
砂
災
害
に
よ
っ
て
、

多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
、
市
街
地
へ
の
浸

水
に
よ
る
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
に
よ
っ
て
、
市
民
の
暮

ら
し
、
都
市
機
能
が
マ
ヒ
。
同
時
に
12
人

の
人
命
が
失
わ
れ
た
自
動
車
「
被
害
」
の

大
き
さ
と
、
漂
流
車
両
が
も
た
ら
す
「
加

害
」
深
刻
さ
で
あ
っ
た
。

　

長
崎
市
周
辺
の
山
間
、
斜
面
で
は
、
が

け
崩
れ
・
土
石
流
が
同
時
多
発
的
に
、
郊

外
集
落
、
住
宅
池
を
襲
っ
て
、
多
数
の
人

命
が
失
わ
れ
た
。
長
崎
県
下
で
の
土
石
流

被
害
は
84
カ
所
、
う
ち
74
カ
所
が
坂
の

街
・
長
崎
市
内
で
発
生
。
死
者
・
行
方
不

明
２
９
９
人
の
う
ち
１
２
５
人
が
が
け
崩

れ
、
あ
る
い
は
土
石
流
に
巻
き
込
ま
れ
、

流
さ
れ
て
亡
く
な
っ
て
い
る
。
家
屋
も
全

半
壊
３
１
６
棟（
県
下
全
体
で
５
３
８
棟
）

に
お
よ
び
、
被
害
総
額
は
３
１
５
３
億
円

に
上
り
、「
土
石
流
の
恐
怖
」
を
ま
ざ
ま

ざ
と
感
じ
さ
せ
た
大
水
害
で
あ
っ
た
。
ま

た
、「
都
市
の
孤
立
」
も
招
い
た
。
都
市

は
消
費
地
で
あ
り
生
活
物
資
は
、
外
か
ら

搬
入
さ
れ
る
が
、
土
砂
災
害
に
よ
っ
て
物

流
の
国
道
34
号
な
ど
基
幹
道
路
が
寸
断
さ

れ
、
救
援
・
復
旧
物
資
の
搬
入
を
困
難
に

し
た
。

　

日
本
応
用
地
質
学
会
九
州
支
部
が
ま
と

め
た
統
計
に
よ
る
と
、
長
崎
大
水
害
に
よ

る
土
砂
災
害
・
斜
面
災
害
は
５
７
４
９
箇

所
（
長
崎
県
）
で
、
昭
和
28
年
の
西
日
本

大
水
害
の
５
１
６
７
カ
所
を
上
回
り
、
九

州
の
戦
後
災
害
史
の
中
で
最
大
の
も
の
で

あ
っ
た
。
戦
後
最
大
の
水
害
と
さ
れ
る
西

日
本
水
害
（
昭
和
28
年
）
は
福
岡
、
熊

本
、
佐
賀
な
ど
複
数
県
に
渡
る
広
域
水
害

で
あ
っ
た
の
に
比
べ
、
長
崎
水
害
は
長
崎

市
を
中
心
に
限
定
さ
れ
た
地
域
で
集
中
発

生
し
、
極
め
て
深
刻
な
事
態
と
な
っ
た
。

　

も
う
一
つ
、
特
徴
が
あ
る
、
西
日
本
大

水
害
は
、
堤
防
決
壊
な
ど
洪
水
に
よ
る
人

的
被
害
が
大
き
か
っ
た
が
、
長
崎
大
水
害

の
人
的
被
害
は
、
が
け
崩
れ
、
土
石
流
な

ど
土
砂
災
害
が
中
心
（
死
者
行
方
不
明
者

の
74
％
）
の
被
害
で
あ
り
「
水
」
か
ら

「
土
砂
」
に
加
害
の
主
役
が
代
わ
っ
て
い

る
。
県
全
体
で
は
２
９
９
人
の
死
者
行
方

不
明
者
の
内
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る
被
害
者

は
２
２
０
人
（
市
内
で
は
１
９
４
人
）
に

上
り
、
国
道
34
号
と
長
崎
バ
イ
パ
ス
沿

い
の
山
地
斜
面
に
犠
牲
者
が
集
中
し
た
。

災
害
復
旧
工
事
を
要
す
る
崩
壊
カ
所
は

２
３
６
４
カ
所
（
長
崎
県
警
調
べ
）
に
及

ん
だ
。

　

長
崎
市
街
で
は
、
洪
水
が
市
街
地
を
襲

い
、
濁
流
に
大
量
の
車
が
流
木
の
よ
う
に

流
さ
れ
漂
流
、
市
民
生
活
と
都
市
機
能
を

プロジェクト九州

第1節
①土石流

都市を襲う
'82長崎大水害

被
害
、
戦
後
最
大
。
都
市
災
害
の
原
点

脆
弱
だ
っ
た
都
市
防
災
と
そ
の
教
訓

自
動
車
「
被
害
」
と
「
加
害
」
の
深
刻
さ
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マ
ヒ
さ
せ
た
。
水
が
引
い
た
後
、
道
路
、

市
街
地
・
道
路
に
車
両
が
折
り
重
な
っ
て

「
粗
大
ゴ
ミ
」
化
し
て
、
復
旧
の
大
き
な

さ
ま
た
げ
と
な
っ
た
。
自
動
車
は
被
害
者

で
あ
り
加
害
者
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

車
社
会
と
都
市
水
害
が
引
き
起
こ
す
、
こ

れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
災
害
状
況
を
造
り

だ
し
て
い
た
。
市
街
地
を
流
れ
る
都
市
河

川
は
川
幅
が
狭
く
、
浅
い
。
洪
水
調
整
力

を
上
げ
る
た
め
拡
幅
な
ど
の
河
川
改
修
の

必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
川
沿
い

の
多
数
の
建
物
移
転
な
ど
が
伴
い
、
多
額

の
事
業
費
が
か
か
る
。
洪
水
に
弱
い
中
心

市
街
地
の
防
災
対
策
は
遅
々
と
し
て
進
ま

な
か
っ
た
。

　

ま
た
、港
町
特
有
の
都
市
構
造―

―

［
坂

の
街
］
も
被
害
を
大
き
く
し
た
。
観
光
名

所
・
オ
ラ
ン
ダ
坂
の
よ
う
に
、
細
く
急
な

坂
が
迷
路
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い

る
が
、
斜
面
の
細
道
は
豪
雨
と
共
に
急
流

の
川
と
化
し
、
流
れ
下
っ
て
海
沿
い
の
中

心
市
街
に
殺
到
す
る
。
市
街
地
で
は
急
激

に
水
位
が
上
が
り
、
商
店
街
な
ど
に
濁
流

が
渦
巻
い
た
。
長
崎
水
害
は
そ
れ
ま
で
の

水
害
と
全
く
様
相
を
変
え
る
災
害
状
況
を

つ
く
り
出
し
、「
都
市
防
災
の
原
点
」
と

な
り
、
急
テ
ン
ポ
で
進
む
都
市
化
に
大
き

な
教
訓
を
残
し
て
い
る
。

 

追
い
つ
か
な
い
都
市
防
災 

　

台
風
と
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
、
九
州
で

繰
り
返
し
発
生
し
た
洪
水
被
害
の
教
訓
に

よ
っ
て
洪
水
調
節
ダ
ム
や
、
分
水
路
の
建

設
、
堤
防
の
強
化
な
ど
河
川
改
修
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
被

害
な
ど
、
な
お
水
害
は
続
く
も
の
の
、
国

が
直
轄
管
理
す
る
１
級
河
川
な
ど
の
防
災

強
化
は
あ
る
程
度
、
進
ん
で
「
水
の
被

害
」
は
か
な
り
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
急
速
に
肥
大
化
し
た
都
市

の
水
害
へ
の
脆
弱
さ
は
依
然
と
し
て
続
い

て
い
る
。
ビ
ル
群
は
そ
の
高
さ
と
共
に
地

下
へ
の
深
度
を
深
め
て
い
る
。
ビ
ル
の
地

下
階
や
都
心
の
道
路
の
地
下
は
商
店
街
と

な
り
、
さ
ら
に
深
い
地
下
階
に
、
配
電
な

ど
ビ
ル
の
管
理
維
持
施
設
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ビ
ル
や
地
下
商
店
街
防
水
対
策
は

防
水
板
で
水
の
地
下
侵
入
を
防
ぐ
な
ど
初

歩
の
域
を
出
て
い
な
い
。
福
岡
市
や
東
京

都
下
で
地
下
街
が
水
没
、
取
り
残
さ
れ
た

人
が
水
死
し
た
事
故
は
記
憶
に
新
し
い
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
固
め

ら
れ
た
都
市
は
地
中
へ
の
水
の
浸
透
が
少

な
く
、
都
市
河
川
は
狭
隘
な
ま
ま
だ
。
そ

の
一
方
で
、
地
下
貯
留
ダ
ム
な
ど
巨
額
の

建
設
費
が
必
要
な
水
防
施
設
の
整
備
は
簡

単
に
は
進
ま
な
い
。

　

都
市
へ
の
人
口
集
中
は
、
ス
プ
ロ
ー
ル

化
を
招
く
。
郊
外
で
の
住
宅
団
地
造
成
、

そ
れ
も
山
地
斜
面
の
宅
地
造
成
が
広
が

り
、
よ
り
脆
弱
な
「
人
工
斜
面
」
に
人
々

が
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。
長
崎
だ
け
で
な

く
港
湾
都
市
は
深
い
入
り
江
と
そ
こ
か
ら

急
斜
面
で
立
ち
上
が
る
山
地
に
形
成
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
住
宅
が
山
や
谷
間
を
駆

け
上
が
る
よ
う
に
頂
上
に
向
か
っ
て
造
ら

れ
て
行
く
。
長
崎
市
の
こ
う
し
た
地
形
か

ら
、
こ
れ
ま
で
も
土
砂
災
害
の
発
生
が
圧

倒
的
に
多
く
、
防
災
対
策
が
な
か
な
か
追

い
つ
い
て
い
な
い
現
実
が
あ
っ
た
。

 

浅
い
表
層
が
滑
る 

　

加
え
て
、長
崎
水
害
で
は
、新
し
く
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
な
っ
た
時
津
、
長
与
、
多
良

見
な
ど
市
北
部
で
全
体
の
70
％
の
土
砂
崩

壊
が
発
生
、
東
長
崎
地
区
で
は
山
崩
れ
、

土
石
流
が
起
こ
り
、
そ
の
土
砂
が
泥
土
と

な
っ
て
住
宅
地
を
埋
め
る
大
き
な
被
害
を

出
し
た
。

　

土
砂
崩
壊
は
厚
さ
数
10
㎝
の
浅
い
表
層

が
滑
り
落
ち
た
も
の
で
、
基
盤
地
層
の
崩

壊
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
同
じ
長
崎
県

の
北
松
浦
地
方
で
頻
発
す
る「
地
す
べ
り
」

は
浸
透
し
た
雨
水
が
下
層
に
す
べ
り
面
を

造
り
、
大
規
模
な
地
す
べ
り
を
起
こ
す
も

の
で
、
長
崎
の
土
砂
災
害
と
は
様
相
を
異

に
し
て
い
た
。

　

長
崎
水
害
の
土
砂
崩
壊
は
表
層
と
は
い

え
、
水
が
集
ま
る
谷
間
の
地
形
で
は
大
き

な
崩
壊
と
土
石
流
が
発
生
し
て
い
る
。
豪

雨
で
大
量
の
水
を
含
ん
だ
表
面
土
層
が
軟

弱
化
し
て
い
た
所
に
、
さ
ら
に
集
中
豪
雨

に
よ
り
表
流
水
が
激
し
く
洗
掘
、
浸
食
し

て
、
崩
壊
、
土
石
流
と
な
っ
て
滑
り
落
ち

た
も
の
だ
っ
た
。
奥
山
地
区
で
は
土
石
流

が
谷
間
の
集
落
を
襲
い
さ
ら
に
向
か
い
の

山
に
駆
け
上
が
っ
て
い
っ
た
。
復
旧
に
向

か
っ
た
土
木
技
術
者
た
ち
は
「
自
然
の
威

力
、
恐
ろ
し
さ
」
に
立
ち
す
く
ん
だ
と
い

う
。

　

こ
の
よ
う
な
土
砂
災
害
は
、
そ
の
後
、

他
都
市
で
も
繰
り
返
さ
れ
た
。

　

例
え
ば
長
崎
水
害
の
11
年
後
に
起
こ
っ

た
「
93
鹿
児
島
大
水
害
」
は
、
被
害
の
形

態
と
し
て
は
、
中
心
市
街
地
へ
の
浸
水
と

共
に
、
市
周
縁
部
で
は
土
砂
災
害
が
多
く

の
人
の
生
命
を
脅
か
し
た
。
表
層
の
シ
ラ

ス
土
壌
特
有
の
「
水
に
対
す
る
弱
さ
」
も

あ
っ
て
土
砂
崩
れ
、
土
石
流
が
住
宅
地
や

道
路
、
鉄
道
を
襲
い
、
鹿
児
島
市
を
孤
立

さ
せ
る
と
い
う
、
長
崎
水
害
の
惨
状
を
な

ぞ
る
よ
う
な
被
災
で
あ
っ
た
。
ま
た
多
数

の
車
が
被
害
を
受
け
、
同
時
に
竜
ヶ
水
な

ど
国
道
10
号
の
路
上
に
放
棄
さ
れ
、
土
砂

に
埋
ま
っ
た
多
数
の
車
両
が
復
旧
を
妨
げ

る
、と
い
う
同
じ
事
態
も
発
生
し
て
い
る
。

九
州
北
部
水
害
（
平
成
24
年
）
で
も
日
田

市
や
熊
本
市
で
同
じ
光
景
が
繰
り
返
さ
れ

た
。

 

異
常
な
集
中
豪
雨 

　

さ
ら
に
、
気
象
の
変
化
が
あ
る
。
局
地

的
に
、
し
か
も
短
時
間
に
集
中
す
る
「
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
」
豪
雨
が
発
生
、
総

雨
量
も
記
録
的
な
も
の
が
多
く
な
っ
て
い

る
こ
と
だ
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気

象
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　

長
崎
大
水
害
の
日
、
建
設
省
（
九
州
地

方
建
設
局
）
の
雨
量
レ
ー
ダ
ー
は
長
崎
上

空
を
動
か
な
い
雨
雲
を
と
ら
え
、
真
っ
赤

に
染
め
て
、
異
常
な
集
中
豪
雨
を
示
し
て

い
た
。
前
線
上
に
低
気
圧
が
停
滞
、
そ
こ

に
大
量
の
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
「
バ

ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
」
様
な
雨
が
長

崎
市
と
そ
の
周
辺
を
襲
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
た
。

　

長
崎
市
北
に
あ
る
長
与
町
役
場
の
屋
上

に
設
置
さ
れ
て
い
た
雨
量
計
に
よ
る
と
、

７
月
23
日
夜
、
時
間
雨
量
１
８
７
㎜
を
記

録
。
こ
れ
は
我
が
国
観
測
史
上
最
大
の
時

間
雨
量
で
、
こ
れ
ま
で
の
静
岡
県
富
士
宮



－ � －

市
の
１
５
３
㎜（
１
９
７
２
年
８
月
24
日
）

を
大
き
く
超
え
る
日
本
記
録
で
あ
り
、
ま

た
午
後
７
時
か
ら
同
10
時
ま
で
の
３
時
間

雨
量
は
３
１
５
㎜
に
達
し
た
。
最
近
、
九

州
北
部
豪
雨
の
よ
う
に
狭
い
地
域
に
豪
雨

が
集
中
し
て
降
る
気
象
現
象
が
頻
発
し
て

い
る
が
、
長
崎
水
害
は
そ
れ
を
象
徴
す
る

よ
う
な
局
所
型
集
中
豪
雨
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
年
、
長
崎
地
方
は
６
月
に
入
り
、

梅
雨
入
り
し
た
も
の
の
、
全
般
的
に
雨
量

が
少
な
く
、
渇
水
が
心
配
さ
れ
る
ほ
ど

の
「
空
梅
雨
」
模
様
だ
っ
た
が
、
７
月
10

日
ご
ろ
か
ら
雨
が
続
き
、
同
月
23
日
に
は

北
上
し
た
梅
雨
前
線
が
長
崎
県
南
部
を
横

断
、
そ
の
前
線
に
向
か
っ
て
、
大
量
の
雨

を
降
ら
せ
る
空
気
が
流
れ
込
ん
だ
。
こ
の

た
め
「
湿
舌
現
象
」―

―

ち
ょ
う
ど
人
間

の
舌
の
よ
う
な
形
で
、雨
域
が
入
り
込
み
、

雷
鳴
と
共
に
「
天
が
抜
け
た
よ
う
な
」
局

地
的
な
集
中
豪
雨
と
な
っ
た
。

 

簡
単
に
「
車
が
流
さ
れ
る
」 

　

豪
雨
の
始
ま
っ
た
午
後
７
時
頃
、
市
内

は
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
で
、
満
潮
も
重
な
っ

て
、
あ
ふ
れ
出
て
き
た
洪
水
に
よ
っ
て
都

市
部
が
瞬
く
間
に
１―

２
ｍ
も
冠
水
、「
道

路
が
川
に
な
り
」、
坂
道
や
傾
斜
面
で
は

鉄
砲
水
が
走
り
始
め
て
い
た
。
道
路
上
の

車
が
人
を
乗
せ
た
ま
ま
流
さ
れ
始
め
た
。

脱
出
す
る
い
と
ま
も
な
か
っ
た
。
車
は
流

木
と
共
に
浮
か
び
、
流
さ
れ
転
覆
、
あ
る

い
は
横
倒
し
と
な
っ
て
流
れ
を
せ
き
止
め

た
。
経
験
の
な
い
都
市
水
害
特
有
の
恐
怖

で
あ
っ
た
。

　

自
動
車
の
、水
害
に
よ
る
大
量
被
害
は
、

冠
水
１
９
５
９
台
、
流
出
５
２
６
台
、
計

２
４
８
５
台
（
長
崎
消
防
局
調
べ
）、
長

崎
水
害
で
初
め
て
経
験
し
た
事
態
で
あ
っ

た
。
車
が
出
水
に
弱
く
、
か
つ
危
険
物
に

な
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
認

識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
実
際
に
道
路
が

冠
水
し
始
め
、
ド
ア
上
水
深
10―

20
㎝
で

浮
く
車
が
出
始
め
、
道
路
が
川
の
よ
う
に

な
る
と
、
車
は
流
れ
始
め
る
。
ド
ア
の
半

分
程
度
ま
で
水
位
が
上
昇
す
る
と
水
圧
で

ド
ア
が
開
か
な
く
な
り
、
脱
出
が
難
し
く

な
る
。
防
水
対
策
が
ほ
と
ん
ど
な
い
自
動

車
は
冠
水
に
よ
っ
て
、
ま
ず
電
気
系
統
が

ス
ト
ッ
プ
、
電
動
ウ
イ
ン
ド
ウ
も
動
か

ず
、
運
転
者
は
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ま
ま
、

漂
流
す
る
こ
と
に

な
る
。
車
中
で
溺

死
し
た
人
は
長
崎

市
内
で
12
人
（
車

両
５
台
）、
出
水

に
よ
る
全
死
亡
者

（
31
人
）
の
40
％

を
占
め
た
。

　

東
長
崎
矢
上
町

で
は
定
期
バ
ス
が

濁
流
に
流
さ
れ
、

歩
道
橋
下
で
身
動

き
つ
か
な
く
な
っ

て
い
た
。
バ
ス
か

ら
助
け
を
求
め
る

乗
客
。
付
近
の
住

民
が
歩
道
橋
の
上

か
ら
カ
ー
テ
ン
を

結
び
、
つ
な
い
だ

布
を
バ
ス
に
お
ろ

し
、
そ
れ
を
命
綱

に
全
員
を
助
け
出
す
救
助
劇
も
あ
っ
た
。

　

人
的
な
犠
牲
者
だ
け
で
は
な
い
。
浸

水
で
動
か
な
く
な
っ
た
車
両
か
ら
運
転

者
は
脱
出
、
路
上
に
放
置
（
放
置
台
数

１
５
９
８
台
・
長
崎
県
警
調
べ
）
さ
れ
、

無
人
の
ま
ま
流
れ
始
め
、漂
流
を
始
め
る
。

や
が
て
流
木
な
ど
と
重
な
り
堆
積
し
て
道

路
上
に
「
堰
」
を
造
り
、
交
通
を
寸
断
。

救
急
車
や
災
害
復
旧
車
な
ど
の
通
行
を
妨

げ
、
救
援
活
動
や
復
旧
工
事
の
大
き
な
支

障
と
な
っ
た
。
死
者
行
方
不
明
者
の
ほ

か
、
１
１
９
番
通
報
を
受
け
出
動
し
た
長

崎
市
消
防
局
の
救
急
隊
に
よ
っ
て
危
う
く

救
出
さ
れ
た
人
は
２
２
５
人
に
も
上
る
。

１
１
９
番
通
報
中
、
悲
鳴
と
共
に
通
話
が

切
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
通
報
中
に
土

石
流
に
襲
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
死

者
・
行
方
不
明
者
と
合
わ
せ
て
、
い
か
に

都
市
住
民
の
救
援
が
難
し
い
か
を
如
実
に

物
語
っ
て
い
る
。

　

車
社
会
が
進
ん
だ
都
市
水
害
の
中
で
、

特
に
車
が
集
中
す
る
市
街
地
で
の
「
自
動

車
に
よ
る
災
害
」
は
、
運
転
者
が
犠
牲
に

な
る
と
同
時
に
、
漂
流
物
と
な
っ
て
被
害

を
増
大
し
、
救
急
だ
け
で
な
く
災
害
後
、

放
棄
車
両
は
復
旧
活
動
の
大
き
な
妨
げ
に

な
っ
た
。
ま
た
、水
害
に
弱
い
車
の
構
造
、

運
転
者
の
水
害
に
対
す
る
対
応
の
「
未
経

験
さ
」も
重
な
っ
て
被
害
を
大
き
く
し
た
。

車に乗ったまま５人が犠牲になった
国道34号　芒塚地区

バスの乗客が布の「ロープ」で歩道橋へ避難（東長崎で）
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都
市
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
切
断 

　

一
方
、
市
街
地
で
は
、
河
川
か
ら
あ
ふ

れ
出
た
泥
水
が
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
断
ち
切
り
、
ビ
ル
地
下

の
非
常
用
の
自
家
発
電
装
置
を
不
能
に
し

た
。長
崎
市
水
道
局
の
62
％
が
給
水
不
能
、

都
市
ガ
ス
の
44
・
４
％
が
供
給
出
来
ず
、

17
％
が
停
電
し
た
。
こ
う
し
て
破
壊
さ
れ

た
市
民
生
活
、
都
市
機
能
復
旧
の
た
め
の

外
か
ら
の
「
人
と
物
」
の
供
給
ル
ー
ト
の

主
力
・
国
道
34
号
と
長
崎
バ
イ
パ
ス
（
日

本
道
路
公
団
管
理
）
が
途
絶
し
、
わ
ず
か

に
一
般
国
道
２
０
６
号
が
生
き
残
る
「
孤

立
し
た
都
市
」状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

長
崎
市
へ
向
か
う
道
路
、
鉄
道
が
寸
断

さ
れ
救
援
隊
や
物
資
の
運
搬
ル
ー
ト
が
断

ち
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

降
雨
続
き
で
緩
ん
だ
斜
面
で
は
、
午
後

７
時
頃
か
ら
集
中
豪
雨
が
始
ま
る
と
間
も

な
く
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
始
め
た
。
雨

の
ピ
ー
ク
に
な
る
と
、
各
地
で
同
時
多
発

的
に
、
が
け
崩
れ
が
始
ま
り
、
降
り
始
め

か
ら
１
時
間
後
に
は
国
道
34
号
の
同
市
芒

塚
で
大
土
石
流
が
発
生
、
鳴
滝
の
斜
面
崩

壊
と
土
砂
災
害
な
ど
が
続
発
し
て
い
る
。

土
石
流
は
84
カ
所
、
斜
面
崩
壊
は
10
カ
所

で
発
生
、
発
生
時
間
も
集
中
豪
雨
ピ
ー
ク

の
３
時
間
に
集
中
、
こ
の
間
、
土
砂
災
害

で
１
２
５
人
の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
。

　

土
石
流
が
多
発
し
た
の
は
「
時
津
火
山

岩
類
」
や
「
長
崎
火
山
岩
類
」
が
分
布
す

る
地
質
に
、
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
風
化
し
た

土
壌
、
岩
石
が
乗
っ
て
い
る
岩
錘
個
所
に

集
中
、
不
安
定
な
地
形
、
地
層
の
豪
雨
に

対
す
る
も
ろ
さ
を
持
っ
て
い
た
。
山
崩
れ

や
土
砂
災
害
が
起
こ
れ
ば
、
山
腹
や
谷
間

を
走
る
道
路
が
た
だ
ち
に
被
災
す
る
状
況

に
あ
っ
た
。
国
道
、
地
方
道
合
わ
せ
て
道

路
損
壊
は
４
９
６
９
カ
所
に
及
ん
だ
。
道

路
不
通
箇
所
は
国
道
34
号
で
９
、
長
崎
バ

イ
パ
ス
10
、
国
道
２
０
６
号
７
、
そ
の
他

の
国
道
23
、
県
道
34
、
計
83
カ
所
に
及
ん

だ
。

 

被
害
大
き
い
国
道　

号 

　

長
崎
水
害
ま
で
の
急
傾
斜
地
で
の
「
崩

壊
危
険
区
域
」
は
傾
斜
30
度
以
上
、
高
さ

５
ｍ
以
上
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
以
下

の
傾
斜
20―
30
度
の
緩
や
か
な
斜
面
で
も

土
砂
崩
壊
が
多
発
し
た
。

　

諫
早
市
か
ら
長
崎
に
通
ず
る
基
幹
道
路

は
国
道
34
号
（
建
設
省
管
理
）
で
、
多
良

見
で
長
崎
バ
イ
パ
ス
（
日
本
道
路
公
団
管

理
）
と
の
分
岐
点
に
達
す
る
。
国
道
34
号

は
八
郎
川
沿
い
を
南
下
し
て
東
長
崎
か
ら

登
り
、
芒
塚
、
日
見
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
、

長
崎
市
街
に
向
か
っ
て
下
り
、
日
本
最
初

の
上
水
用
ダ
ム
・
本
河
内
ダ
ム
の
横
を
通

過
、
路
面
電
車
終
点
・
蛍
茶
屋
に
出
る
。

こ
の
間
、
約
９
・
６
ｋ
ｍ
、
９
カ
所
の
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
て
お
り
、
長
崎
市
内
へ

の
交
通
を
遮
断
さ
せ
た
。

　

と
く
に
日
見
ト
ン
ネ
ル
の
手
前
、
宿
町

か
ら
芒
塚
に
か
け
て
は
、
大
規
模
な
斜
面

崩
壊
で
道
路
は
失
わ
れ
、
あ
る
い
は
埋
ま

り
、
崩
壊
し
た
路
肩
か
ら
車
が
次
々
に
転

落
、
新
築
祝
い
の
席
に
土
石
流
が
襲
い
11

人
の
命
を
飲
み
込
む
悲
劇
も
。
国
道
34
号

は
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
状
態
だ
っ
た
。
日

見
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
は
逃
げ
込
ん
だ
車
と

人
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
九
死
に
一
生
を
得

た
人
々
だ
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
、

本
河
内
ダ
ム
の
間
の
奥
山
地
区
で
も
大
崩

壊
が
起
こ
り
、
崩
落
し
た
土
砂
は
ダ
ム
湖

に
突
っ
込
み
、
さ
ら
に
対
岸
を
駆
け
上

が
っ
て
い
た
。
も
う
一
本
の
長
崎
バ
イ
パ

ス
も
土
砂
崩

れ
で
交
通
止

め
。
長
崎
へ

の
基
幹
道
路

は
塞
が
れ
て

し
ま
っ
た
。

 

災
害
に
強
い
道
路
網 

　

国
道
34
号
は
、
長
崎
に
も
た
ら
さ
れ
た

西
洋
文
化
が
日
本
列
島
を
東
上
し
た
「
長

崎
街
道
」
が
基
本
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。
古

く
か
ら
道
路
改
築
を
進
め
て
き
て
は
い
る

が
、
日
見
峠
越
え
の
道
が
、
山
腹
に
ト
ン

ネ
ル
が
建
設
（
大
正
15
年
完
成
）
さ
れ
た

程
度
で
、
基
本
的
に
は
大
き
な
変
更
は
な

く
、
山
腹
の
斜
面
を
走
っ
て
い
る
。

　

長
崎
大
水
害
ま
で
は
、
諫
早
か
ら
長
崎

市
街
地
へ
の
道
は
こ
の
国
道
34
号
と
長
崎

バ
イ
パ
ス
し
か
な
く
、
斜
面
崩
壊
や
土
石

流
な
ど
で
一
日
約
２
５
０
０
０
台
の
車
両

通
行
を
担
う
34
号
は
寸
断
さ
れ
、
総
力
を

挙
げ
て
の
復
旧
工
事
だ
っ
た
が
、
28
日
間

も
か
か
っ
た
。
長
崎
バ
イ
パ
ス
も
前
岳
ト

ン
ネ
ル
付
近
の
崖
崩
れ
、
土
砂
崩
れ
で
道

路
が
埋
ま
る
な
ど
23
カ
所
に
わ
た
り
全
面

ス
ト
ッ
プ
し
た
。

　

国
道
34
号
に
比
べ
、
高
速
道
路
級
の
規

格
で
建
設
さ
れ
た
長
崎
バ
イ
パ
ス
は
、
は

る
か
に
強
靭
で
３
日
後
の
26
日
に
は
１
車

線
が
復
旧
さ
れ
た
。
し
か
し
、
殺
到
す
る

車
で
大
渋
滞
と
な
り
、
救
急
物
資
を
は
じ

め
、
復
旧
資
材
な
ど
の
運
搬
に
大
き
な
支

障
が
生
じ
た
。
長
崎
に
生
野
菜
が
運
ば
れ

た
の
は
こ
の
26
日
か
ら
だ
っ
た
。

　

大
水
害
が
残
し
た
教
訓
は
何
よ
り
「
災

害
に
強
い
道
路
」
の
建
設
と
、
た
と
え
一

つ
の
道
路
が
被
災
し
て
も
迂
回
で
き
る

「
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
整
備
（
リ
ダ

ン
ダ
ン
シ
ー
）
だ
っ
た
。
長
崎
へ
の
交
通

網
の
脆
弱
さ
は
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
、
長

崎
バ
イ
パ
ス
の
拡
幅
、
長
崎
環
状
道
路
、

特
に
34
号
被
災
区
間
は
道
路
拡
張
と
日
見泥に埋った車両―日見トンネルから芒塚の崩落個所

土
石
流
、「
新
築
祝
い
」
を
襲
う

34
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バ
イ
パ
ス
（
平
成
13
年
12
月
完
成
）
の
建

設
等
が
計
画
さ
れ
ル
ー
ト
も
決
ま
っ
て
い

た
も
の
の
、
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な

か
っ
た
。
長
崎
市
民
も
被
災
し
て
初
め
て

そ
の
必
要
を
強
く
認
識
す
る
人
が
多
か
っ

た
。
都
市
の
膨
張
と
、
そ
の
膨
張
に
追
い

つ
い
て
い
な
い
道
路
網
。
長
崎
大
水
害
が

残
し
た
大
き
な
教
訓
の
一
つ
で
あ
る
。

 

リ
ス
ク
上
昇
、低
迷
す
る
防
災
組
織 

　

長
崎
大
水
害
か
ら
30
年
が
過
ぎ
、
長
崎

道
の
延
伸
、
日
見
バ
イ
パ
ス
の
建
設
な
ど

の
ハ
ー
ド
面
、
ま
た
ソ
フ
ト
面
も
対
策
が

強
化
さ
れ
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
市

民
の
意
識
調
査
で
は
災
害
リ
ス
ク
が
大
幅

に
下
が
っ
た
と
考
え
る
人
は
多
く
は
な

い
。
地
震
や
津
波
に
よ
る
東
日
本
大
震
災

や
豪
雨
に
よ
る
紀
伊
半
島
で
の
大
災
害

（
２
０
１
１
年
３
月
と
９
月
発
生
）
な
ど

を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
か
ら
で
も
あ

ろ
う
。
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
長
崎
県
の

自
主
防
災
組
織
率
は
約
43
％
、
全
国
45
位

（
２
０
１
１
年
調
査
）
と
低
迷
し
て
い
る

現
実
も
あ
る
。

　

む
し
ろ
、
長
崎
の
災
害
リ
ス
ク
は
上

が
っ
て
い
る
。
長
崎
県
下
で
の
時
間
最
大

雨
量
１
０
０
㎜
を
超
え
る
降
雨
回
数
は
増

加
し
て
い
る
。
長
崎
大
水
害
の
前
20
年
間

で
は
、
10
年
に
３
回
だ
っ
た
も
の
が
、
大

水
害
の
年
か
ら
10
年
間
は
６
回
、
次
の
10

年
は
５
回
だ
が
、
最
近
10
年
間
は
９
回
と

増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

被
害
の
大
き
か
っ
た
国
道
34
号
を
走
っ

て
み
た
。
日
見
ト
ン
ネ
ル
か
ら
市
内
側

に
は
斜
面
に
住
宅
が
張
り
付
い
て
い
る
。

高
度
経
済
成
長
期
に
人
口
の
集
中
が
続

き
、
ス
プ
ロ
ー
ル
が
進
み
、
住
宅
地
が
山

を
登
り
始
め
た
。
昭
和
35
年
に
は
標
高

１
２
０
ｍ
だ
っ
た
も
の
が
同
55
年
に
は
最

高
２
０
０
ｍ
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
そ
の

傾
向
は
今
も
変
わ
り
は
な
い
。

　

防
災
工
事
は
ど
う
か
。
長
崎
側
か
ら
日

見
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
死
者
17
名
を
出

し
た
芒
塚
。
大
水
害
後
、
７
カ
所
の
土

砂
災
害
工
事

が
行
わ
れ
た

も
の
の
、
な

お
15
カ
所
の

危
険
個
所
が

残
っ
て
い
た
。旧
長
崎
街
道
は
峠
を
越
え
、

ト
ン
ネ
ル
出
口
に
出
、
そ
こ
か
ら
芒
塚
の

急
こ
う
配
を
降
り
て
い
く
。
谷
間
の
斜
面

に
今
も
住
む
住
民
は
「
確
か
に
道
路
整
備

は
進
ん
だ
が
、
今
も
安
心
で
き
な
い
」
と

不
安
げ
だ
。
長
崎
県
下
の
「
要
・
対
策
箇

所
」
は
６
５
８
５
カ
所
、
対
策
が
実
施
さ

れ
た
の
は
１
３
３
０
カ
所
、
全
体
の
20
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
年
間
25
カ
所
の
対

策
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
。

　

し
か
し
、
長
崎
市
街
地
に
向
か
う
道
路

網
と
し
て
は
、水
害
後
大
き
く
変
わ
っ
た
。

国
道
34
号
も
改
築
さ
れ
て
、
上
を
日
見
バ

イ
パ
ス
・
新
日
見
ト
ン
ネ
ル
、
さ
ら
に
芒

塚
Ｉ
Ｃ
か
ら
の
高
速
道
路
・
長
崎
道
が
そ

の
上
を
走
っ
て
い
る
。
長
崎
河
川
国
道
事

務
所
の
屋
上
か
ら
見
る
と
、
崖
面
を
長
崎

道
の
「
日
見
夢
大
橋
」
が
斜
張
橋
の
美
し

さ
を
見
せ
、
そ
の
下
に
日
見
バ
イ
パ
ス
と

国
道
34
号
、
さ
ら
に
深
い
谷
間
を
九
十
九

折
に
降
り
て
行
く
旧
長
崎
街
道
が
見
え

る
。
長
崎
水
害
後
の
道
路
づ
く
り
の
変
化

と
進
展
を
見
て
い
る
よ
う
で
、興
味
深
い
。

　

長
崎
市
街
地
か
ら
、
蛍
茶
屋
の
国
道

34
号
の
坂
道
を
登
っ
て
行
く
と
、
日
見

バ
イ
パ
ス
と
の
分
岐
点
に
至
る
。
こ
こ

で
右
へ
の
旧
道
に
入
る
と
、「
日
見
ト

ン
ネ
ル
」
に
入
る
。
２
年
が
か
り
の
工

事
で
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）

完
成
、延
長
６
４
０
ｍ
は
当
時
、

日
本
一
だ
っ
た
。
坑
門
は
石
垣

作
り
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の

城
門
の
よ
う
に
両
側
に
塔
を
思

わ
せ
る
石
組
み
、
上
辺
に
は
長

方
形
の
飾
り
石
を
10
個
置
い

て
、
中
央
に
「
日
見
隧
道
」
と

彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
大
正
期

の
デ
ザ
イ
ン
の
質
の
高
さ
を
、

今
日
に
伝
え
て
い
る
。

　

工
事
概
要
に
よ
る
と
「
本
隧

道
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
数
約
二
十
五
万
個
を
横
一
列
に
並
べ

る
時
は
殆
ど
二
十
五
万
尺
（
約
二
十

里
）
鉄
路
長
崎
よ
り
早
岐
に
達
し
（
中

略
）
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
総
量
二
十
五
万

本
」
と
あ
る
。
ど
の
数
量
も
25

に
合
わ
せ
て
い
る
の
は
当
時
は

国
道
25
号
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
ト
ン
ネ
ル
の
幅
は
７
・
２

ｍ
、
こ
の
時
代
す
で
に
自
動
車

時
代
を
迎
え
る
こ
と
を
予
測
し

て
い
た
。

　

開
通
の
瞬
間
を
当
時
の
新
聞

は
「
音
も
な
く
一
脈
の
風
が
流

る
る　

忽
ち
歓
声
が
雷
の
如
く

起
る　

導
坑
は
完
成
し
た
の
で

あ
る
」
と
美
文
調
で
そ
の
感
激

を
表
現
し
て
い
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
右

側
に
細
い
長
崎
街
道
が
下
り
て

き
て
い
る
。
坂
本
竜
馬
も
シ
ー

ボ
ル
ト
も
こ
の
街
道
を
通
っ

て
、
江
戸
に
向
か
っ
た
。
峠
へ

は
九
十
九
折
の
急
坂
を
登
る

が
、
ほ
と
ん
ど
登
山
に
近
い
。

急
峻
な
峠
越
え
の
山
道
か
ら
、
山
頂
を

切
り
開
い
て
人
力
車
や
荷
車
が
通
る
切

通
し
、そ
し
て
ト
ン
ネ
ル
へ
。
さ
ら
に
、

高
速
道
路
（
長
崎
道
）
が
高
架
で
難
所

を
ま
た
い
で
走
る
。「
道
の
歴
史
と
変

遷
」
が
そ
の
ま
ま
、
こ
こ
に
あ
る
。

日見トンネル
－中世の城門のデザイン

日見トンネル
大正期の意匠を
今日に伝える坑門

被
災
か
ら
30
年
、
課
題
は
大
き
く
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都
市
の
肥
大
化
は
、
ち
ょ
う
ど
肥
満
体

の
人
の
健
康
状
態
と
似
て
い
る
。
糖
尿
病

や
肥
満
に
か
か
わ
る
成
人
病
、
例
え
ば
肝

臓
機
能
の
不
全
、
血
管
・
心
臓
病
な
ど
疾

病
を
持
っ
て
い
て
も
、
強
い
自
覚
症
状
は

な
い
。
同
じ
よ
う
に
、
肥
大
し
た
都
市
の

様
々
な
「
病
い
」
を
「
自
覚
す
る
」
市
民

は
少
な
い
。
突
き
出
た
お
腹
が
社
長
体
形

と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
都
市
の
肥
大
化
は

「
成
長
」
と
「
繁
栄
」
を
物
語
る
も
の
と

し
て
称
賛
す
ら
さ
れ
て
き
た
。成
人
病
が
、

自
覚
症
状
が
少
な
い
ま
ま
進
行
し
て
取
り

返
し
が
つ
か
な
い
事
態
を
招
く
よ
う
に
、

長
崎
大
水
害
の
よ
う
な
都
市
水
害
が
発
生

し
て
、
初
め
て
都
市
の
病
気
と
し
て
意
識

さ
れ
る
。

　

肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
言
わ
れ
る
。

自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
、
機
能
障
害
が
進

み
、
肝
硬
変
、
肝
が
ん
、
つ
い
に
は
命
取

り
に
な
る
よ
う
に
、
都
市
の
機
能
障
害
も

強
く
自
覚
さ
れ
な
い
ま
ま
肥
大
が
続
く
。

意
識
さ
れ
た
と
し
て
も
、
騒
音
、
大
気
汚

染
な
ど
都
市
環
境
の
悪
化
で
あ
り
、
交
通

渋
滞
も
、「
不
満
」「
不
便
」
以
上
の
も
の

に
は
な
ら
な
い
。
都
市
に
と
っ
て
、
あ
る

い
は
市
民
に
と
っ
て
致
命
的
な
も
の
と
し

て
の
「
危
機
意
識
」
ま
で
に
は
な
り
に
く

い
。

 
「
坂
の
街
」
の
魅
力
と
危
う
さ 

　

30
年
前
の
長
崎
大
水
害
は
、
都
市
災
害

の
危
険
と
い
う
自
覚
症
状
を
強
く
感
じ
な

い
ま
ま
都
市
膨
張
を
続
け
て
き
た
県
都
・

長
崎
市
に
、
集
中
豪
雨
が
い
き
な
り
一
撃

を
加
え
、
都
市
の
命
に
係
わ
る
ほ
ど
の
災

害
と
な
っ
た
。長
崎
は
山
地
斜
面
が
直
接
、

海
に
落
ち
る
特
異
な
地
形
の
土
地
に
形
成

さ
れ
た
「
港
湾
都
市
の
構
造
」
を
持
ち
な

が
ら
、
災
害
に
対
す
る
脆
弱
さ
を
意
識
す

る
こ
と
な
く
成
長
を
続
け
た
「
都
市
の
履

歴
」が
被
害
を
甚
大
に
し
た
と
も
言
え
る
。

　

長
崎
市
は
「
坂
の
街
」
を
観
光
の
看
板

に
し
て
い
る
。「
山
を
登
る
よ
う
に
」山
腹
、

斜
面
に
住
宅
が
張
り
付
い
て
、
膨
張
す
る

特
異
な
都
市
形
成
を
続
け
て
き
た
。
そ
れ

が
ま
た
、
夜
に
は
斜
面
に
広
が
る
「
街
の

灯
」
を
立
体
的
に
見
せ
、
観
光
都
市
と
し

て
の
売
り
物
に
な
っ
て
「
１
０
０
万
ド
ル

の
夜
景
」
を
演
出
し
た
。

　

山
地
の
急
斜
面
が
い
き
な
り
海
に
達
す

る
地
形
は
同
時
に
深
い
水
深
を
持
つ
港
湾

と
し
て
、有
利
な
地
形
的
好
条
件
で
あ
る
。

軍
港
・
佐
世
保
も
国
際
港
湾
・
神
戸
な
ど

も
同
じ
地
形
を
持
っ
て
い
る
。
長
崎
は
、

古
く
か
ら
外
国
文
化
の
受
け
入
れ
窓
口
と

な
り
、
湾
岸
に
は
造
船
工
場
と
港
湾
施
設

が
立
ち
並
び
、
グ
ラ
バ
ー
邸
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
急
斜
面
の
高
台
に
、
住
宅
が

張
り
付
い
た
。

　

土
砂
崩
れ
な
ど
の
警
鐘
は
幾
度
も
鳴
ら

さ
れ
は
し
た
が
、
こ
の
港
湾
都
市
は
過
去

１
９
０
年
間
、
大
災
害
に
遭
う
こ
と
も
な

く
、
平
穏
な
時
が
流
れ
て
い
た
。
あ
の
悲

劇
的
な
原
爆
投
下
で
さ
え
も
、
幾
重
も
重

な
っ
た
山
ひ
だ
は
、
扇
状
地
に
発
達
し
た

同
じ
被
爆
地
・
広
島
に
比
べ
て
、
原
爆
の

威
力
を
減
殺
し
た
と
も
言
わ
れ
る
。
戦

後
、
高
度
経
済
成
長
、
人
口
の
都
市
集
中

に
よ
っ
て
、
住
宅
造
成
は
さ
ら
に
市
街
地

の
傾
斜
地
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
山
間
に

ま
で
進
ん
だ
。

 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶 

　

長
崎
は
九
州
最
西
端
の
有
力
都
市
で
あ

り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
都
市
だ
。
都
市
の
多
く

の
必
要
物
資
が
、外
部
か
ら
供
給
さ
れ
る
。

そ
の
供
給
パ
イ
プ
の
役
割
を
担
う
道
路
は

こ
の
都
市
機
能
、
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
っ
た
。

　

長
崎
は
、
江
戸
期
か
ら
の
長
崎
街
道
を

な
ぞ
る
よ
う
に
改
築
さ
れ
た
国
道
34
号
が

メ
イ
ン
ル
ー
ト
だ
っ
た
が
、
諫
早
～
多
良

見
間
の
現
道
拡
幅
、
さ
ら
に
多
良
見
～
長

崎
市
内
間
の
有
料
道
路「
長
崎
バ
イ
パ
ス
」

が
建
設
さ
れ
、
従
来
の
国
道
34
号
と
と
も

に
Ｙ
字
型
の
道
路
網
に
よ
っ
て
市
・
内
外

交
通
を
受
け
止
め
て
い
た
。

　

国
道
34
号
は
諫
早
か
ら
多
良
見
、
さ
ら

に
東
長
崎
の
矢
上
町
な
ど
橘
湾
沿
い
に
出

て
、
宿
町
か
ら
日
見
峠
に
向
け
て
芒
塚
の

急
斜
面
を
登
る
。
こ
こ
は
長
崎
街
道
時
代

か
ら
九
十
九
折
の
難
所
で
、
国
道
は
山
腹

に
改
築
さ
れ
て
は
い
る
が「
道
路
の
弱
さ
」

か
ら
日
見
バ
イ
パ
ス
計
画
が
立
て
ら
れ
た

も
の
の
、
住
民
の
反
対
で
ス
ト
ッ
プ
し
て

し
ま
っ
た
。「
今
、
そ
こ
に
あ
る
危
機
」

プロジェクト九州

第1節
②都市への一撃

'82長崎大水害

「
坂
の
街
」
の
構
造
と
履
歴
が
被
害
増
大

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
切
断
、
都
市
生
活
マ
ヒ

困
難
を
極
め
た
28
日
間
の
復
旧
工
事

漂流し、土砂に埋った自動車（長崎市）
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に
対
す
る
強
い
認
識
は
多
く
の
市
民
の
間

に
は
な
か
っ
た
。
長
崎
大
水
害
は
、
そ
の

よ
う
な
都
市
・
長
崎
へ
の
ま
さ
に
強
力
な

「
一
撃
」
だ
っ
た
。

　

昭
和
57
年
７
月
23
日
。
い
ま
だ
に
我
が

国
最
大
雨
量
と
さ
れ
る
集
中
豪
雨
が
国
道

34
号
を
襲
っ
た
。
諫
早
か
ら
、
芒
塚
、
日

見
峠
（
ト
ン
ネ
ル
）
を
越
え
て
中
島
川
沿

い
に
市
街
地―

湾
岸
に
入
る
こ
の
道
路

は
、
日
見
峠
を
挟
ん
で
９
カ
所
が
寸
断
さ

れ
た
。
崖
・
土
砂
崩
れ
、土
石
流
等
に
よ
っ

て
、
道
路
は
埋
ま
り
、
あ
る
い
は
崩
壊
し

て
谷
底
へ
落
ち
た
。
一
日
２
５
０
０
０
台

の
及
ぶ
車
両
通
行
が
ス
ト
ッ
プ
、
ま
た
長

崎
バ
イ
パ
ス
も
不
通
に
追
い
込
ま
れ
た
。

基
幹
道
路
が
崩
壊
、
寸
断
さ
れ
て
孤
島
と

化
し
た
都
市
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
る

か
。
食
糧
、
例
え
ば
日
々
の
食
事
に
欠
か

せ
な
い
野
菜
が
運
び
込
め
な
い
。
そ
の
た

め
「
新
鮮
野
菜
」
運
搬
車
は
緊
急
車
両
と

し
て
優
先
的
に
通
行
を
認
め
ざ
る
を
得
な

い
。
土
砂
災
害
を
受
け
た
国
道
34
号
を

走
っ
て
長
崎
市
街
へ
「
鶏
肉
」
を
運
ぼ
う

と
し
た
運
搬
車
が
転
落
、
運
転
者
が
亡
く

な
っ
た
。
物
資
食
糧
の
不
足
は
、
そ
れ
ほ

ど
切
迫
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
医
療
品
に

始
ま
っ
て
復
興
資
材
か
ら
燃
料
ま
で
、
あ

ら
ゆ
る
物
資
の
供
給
パ
イ
プ
が
切
断
さ
れ

た
。
市
民
は
、
日
頃
、
意
識
す
る
こ
と
の

な
い
「
あ
っ
て
当
た
り
前
」
の
日
常
物
資

ま
で
日
々
不
足
し
て
生
活
が
追
い
詰
め
ら

れ
て
ゆ
く
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。

　

突
然
、
重
体
と
な
っ
た

都
市
と
い
う
患
者
に
、
酸

素
も
血
液
も
送
れ
な
い
状

況
を
生
み
出
す
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

　

道
路
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
回
復
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

国
道
34
号
の
維
持
管
理
に
当
た
っ
て
い

た
の
は
建
設
省
長
崎
工
事
事
務
所
で
あ

る
。
復
旧
す
る
た
め
に
は
何
よ
り
被
災
状

況
の
把
握
が
先
決
と
な
る
。
当
時
の
３
回

に
わ
た
る
災
害
直
後
の
調
査
記
録
（
国
道

34
号
復
旧
記
）
で
辿
っ
て
み
る
。

 
国
道　

号
の
惨
状 

　

現
地
調
査
は
雨
が
小
降
り
に
な
っ
た
７

月
23
日
の
午
後
11
時
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
。「
光
の
街
」
長
崎
市
内
は
電
線
の
切

断
で
灯
ひ
と
つ
な
い
漆
黒
の
闇
の
底
に
沈

ん
で
い
た
。
調
査
員
は
懐
中
電
灯
を
頼
り

に
日
見
ト
ン
ネ
ル
に
向
か
っ
て
流
木
と
土

砂
の
道
を
登
り
始
め
る
。
本
河
内
ダ
ム
付

近
か
ら
道
路
の
破
壊
が
始
ま
っ
て
い
た
。

路
肩
が
崩
れ
落
ち
、
さ
ら
に
暗
渠
も
ろ
と

も
道
路
が
押
し
流
さ
れ
て
い
る
。
分
断
さ

れ
た
道
路
ご
と
に
車
が
数
珠
つ
な
ぎ
に
放

置
さ
れ
て
い
る
。
進
む
に
進
め
ず
、
タ
ー

ン
も
出
来
な
い
状
況
と
な
り
、
運
転
者
は

車
を
捨
て
て
避
難
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

日
見
ト
ン
ネ
ル
手
前
は
土
石
流
の
後

も
、
道
路
は
水
深
50
㎝
も
の
激
流
が
走
る

川
と
化
し
て
い
た
。
上
り
勾
配
の
ト
ン
ネ

ル
の
中
は
腰
ま
で
水
が
た
ま
っ
て
い
る
。

入
り
口
が
土
石
で
埋
ま
り
ト
ン
ネ
ル
内
が

「
ダ
ム
化
」
し
た
の
だ
。
中
に
は
車
が
約

30
台
、
人
々
は
車
の
中
で
身
を
縮
め
て
い

た
。「
ト
ン
ネ
ル
の
外
に
出
な
い
で
」
と

警
告
し
な
が
ら
進
む
。

　

ト
ン
ネ
ル
を
出
て
、
芒
塚
へ
。
土
石

に
埋
ま
っ
た
４
台
の
車
を
「
乗
り
越
え
」

た
。
そ
の
先
に
は
目
を
疑
う
よ
う
な
光
景

が
あ
っ
た
。「
道
路
が
な
い
じ
ゃ
あ
な
い

か
」。
大
崩
壊
が
起
こ
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
急
カ
ー
ブ
の
80
ｍ
が
崩
落
。
そ
の
先

は
１
４
０
ｍ
に
渡
っ
て
土
石
が
道
路
を
埋

め
て
い
た
。
足
を
踏
み
入
れ
る
と
「
底
な

し
沼
の
よ
う
に
ず
ぶ
ず
ぶ
と
入
り
込
む
」。

民
家
が
巻
き
込
ま
れ
た
の
か
、
台
所
用
品

な
ど
が
散
乱
し
て
い
る
。
こ
こ
が
最
大
の

被
災
箇
所
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
宿
町
で
の
光
景
は
悲
惨
だ
っ

た
。
道
路
上
の
潮
見
山
観
音
寺
の
裏
山

が
崩
壊
、「
本
堂
も
ろ
と
も
国
道
、
さ
ら

に
道
路
下
の
民
家
に
流
れ
込
ん
で
い
た
」。

新
築
祝
い
の
集
ま
り
が
あ
り
、
11
人
の
祝

い
客
全
員
の
命
を
飲
み
込
ん
だ
。
た
ま
た

ま
買
い
物
に
出
か
け
て
い
た
主
婦
た
だ
一

人
が
生
き
残
っ
た
と
い
う
。
山
道
を
下
っ

て
橘
湾
に
面
す
る
東
長
崎
・
矢
上
町
は
八

郎
川
の
氾
濫
と
満
潮
が
重
な
っ
て
、
街
が

「
水
没
」
し
て
い
た
。

 

復
旧
へ
の
道 

 

「
い
つ
開
通
す
る
の
か
」「
１
日
も
早
く

復
旧
を
」。
矢
の
催
促
が
長
崎
工
事
事
務

所
に
殺
到
し
た
。
い
か
に
早
く
復
旧
工
事

を
進
め
る
か
。
さ
ら
に
１
車
線
復
旧
を
優

先
す
る
か
、
２
車
線
復
旧
か
、
難
し
い
判

断
に
も
迫
ら
れ
た
。
１
車
線
だ
と
早
期
開

通
が
出
来
る
。
し
か
し
、
上
り
下
り
通
行

を
交
互
に
行
う
規
制
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、

3434

流された車は交通をストップさせた

新
築
祝
い
の
11
人
が
犠
牲
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交
通
容
量
が
極
端
に
減
る
。
延
々
と
車
の

列
が
続
く
大
渋
滞
と
な
り
、
結
局
、
緊
急

時
の
「
交
通
機
能
」
は
失
わ
れ
、
さ
ら
に

復
旧
工
事
そ
の
も
の
が
大
幅
に
遅
れ
る
。

　

大
車
輪
で
の
「
２
車
線
復
旧
」
が
決
定

さ
れ
た
。
被
災
し
た
深
夜
に
は
、
鉄
製
応

急
橋
（
ベ
イ
リ
ー
橋
）
を
九
州
技
術
事
務

所
（
久
留
米
市
）
か
ら
運
搬
し
て
仮
設
す

る
こ
と
が
決
っ
た
。
翌
朝
に
は
、
長
崎
市

街
地
側
と
諫
早
側
の
両
面
か
ら
復
旧
作
業

に
か
か
っ
た
。
道
路
か
ら
土
砂
、
流
失
物

を
取
り
除
き
、
２
箇
所
の
道
路
流
失
箇

所
で
は
、
応
急
橋
に
よ
る
１
車
線
の
確

保
、
及
び
迂
回
路
の
建
設
。
斜
面
崩
壊
箇

所
で
は
排
土
、
法
面
整
形
、
危
険
箇
所
に

は
、
防
護
柵
、
路
肩
補
強
。

そ
れ
で
も
２
次
災
害
の
恐

れ
が
あ
る
場
合
は
、
警
報

装
置
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
緊
急
設
備
と
方

法
を
動
員
し
て
徐
々
に
２
車
線
の
応
急
復

旧
へ
の
道
筋
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

本
河
内
ダ
ム
に
流
れ
込
む
暗
渠
が
路
体

も
ろ
と
も
流
失
し
て
い
た
。
ま
ず
は
、
工

事
車
両
用
に
１
車
線
の
ベ
イ
リ
ー
橋
を
架

設
し
た
が
、
一
般
車
に
供
用
す
る
２
車
線

復
旧
の
た
め
に
は
大
断
面
（
３
ｍ
四
方
）

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
22
基
が
必
要

と
な
っ
た
。

　

全
国
に
手
配
さ
れ
、
福
島
県
い
わ
き
市

の
業
者
が
17
基
保
有
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
、
あ
と
５
基
を
急
い
で
製
作
し
て
も

ら
っ
て
、
長
崎
ま
で
の
１
６
０
０
㎞
を
運

搬
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
緊
急
事
態
と

あ
っ
て
、
パ
ト
カ
ー
が
先
導
し
た
。
日
見

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
東
長
崎
側
は
、
芒
塚

の
道
路
崩
落
と
、
埋
没
箇
所
の
大
型
復
旧

が
大
車
輪
で
行
わ
れ
た
。

　
「
８
月
20
日
開
通
。
お
待
た
せ
し
ま
し

た
」。
白
地
に
赤
い
文
字
の
横
断
幕
が
、

芒
塚
崩
落
地
に
掲
げ
ら
れ
た
。
豪
雨
の
日

か
ら
28
日
ぶ
り
、
道
路
と
い
う
基
幹
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
つ
な
が
り
、
長
崎
市
は
蘇
生

へ
の
道
を
進
み
始
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

目
標
の
１
か
月
を
切
る
、
不
眠
不
休
の
復

旧
工
事
で
あ
っ
た
。

 

災
害
に
強
い
道
路
を 

　

長
崎
街
道
、
そ
れ
を
改
築
し
た
国
道
34

号
は
、
日
本
の
道
路
改
修
の
遅
々
た
る
歩

み
を
物
語
る
。
日
見
峠
越
え
の
長
崎
街
道

が
国
道
34
号
に
改
築
さ
れ
、
日
見
ト
ン
ネ

ル
が
建
設
さ
れ
た
の
は
大
正
15
年
。
戦

後
、
車
社
会
に
備
え
て
改
築
が
進
め
ら
れ

た
が
、
基
本
的
な
ル
ー
ト
は
変
わ
ら
ず
、

特
に
諫
早
か
ら
長
崎
市
に
向
か
う
道
路
は

山
間
を
抜
け
、
山
腹
斜
面
を
走
る
「
災
害

に
弱
い
道
路
」
と
早
く
か
ら
警
告
さ
れ
て

い
た
。
長
崎
水
害
で
被
災
し
た
道
路
は
、

長
崎
か
ら
「
日
見
ト
ン
ネ
ル
」
を
挟
ん
で

９
・
６
㎞
の
区
間
で
、
損
壊
は
９
カ
所
に

及
ん
だ
。

　

復
旧
工
事
の
陣
頭
指
揮
に
当
た
っ
た
長

崎
工
事
事
務
所
所
長
、針
貝
武
紀
氏
は（
長

崎
大
水
害
の
）「
災
害
自
体
は
避
け
得
な

か
っ
た
と
し
て
も
長
崎
バ
イ
パ
ス
の
拡
幅

延
長
、
長
崎
環
状
道
路
、
日
見
バ
イ
パ
ス

（
延
長
７
・
１
㎞
）
の
完
成
な
ど
、
道
路
網

の
拡
充
が
な
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
代

替
ル
ー
ト
の
確
保
が
早
く
、
復
旧
も
ず
い

ぶ
ん
と
早
ま
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
」
と
道
路

改
築
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
不
足
を
指

摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
区
間
に
は
災
害
前
か
ら
、
日
見
バ

イ
パ
ス
計
画
が
あ
り
、
長
崎
市
内
側
か
ら

奥
山
地
区
に
上
り
、「
新
・
日
見
ト
ン
ネ
ル
」

を
建
設
す
る
も
の
で
、
そ
の
ル
ー
ト
も
決

ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
地
元
住
民
に
反

対
の
声
が
大
き
く
、
計
画
は
行
き
悩
ん
で

い
た
。

　

そ
の
奥
山
集
落
を
、
高
さ
40

ｍ
か
ら
「
山
津
波
」

と
も
い
う
べ
き
斜
面

崩
壊
が
起
き
、
大
量

の
土
砂
は
道
路
を
埋

め
、
民
家
と
人
命
を

飲
み
込
み
、
反
対
側
の
山
腹
ま
で

駆
け
上
っ
た
。
そ
の
崩
壊
で
地
元

住
民
に
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
、

道
路
寸
断
は
、
長
崎
市
民
の
命
と

都
市
を
危
う
く
し
た
。
日
見
バ
イ

パ
ス
が
完
成
し
た
の
は
、
災
害
後

20
年
が
過
ぎ
た
、
平
成
13
年
12
月

で
あ
っ
た
。

　

九
州
に
お
け
る
人
口
と
社
会
機

能
の
都
市
集
中
現
象
は
急
速
に
進

ん
で
い
る
。
７
つ
の
県
庁
所
在
地

と
北
九
州
、
久
留
米
、
佐
世
保
市

の
10
都
市
圏
に
九
州
総
人
口
の
約

90
％
が
暮
ら
し
て
い
る
。
各
県
と

も
大
半
の
県
民
が
県
都
と
そ
の
都

市
圏
で
集
中
し
て
い
る
。
急
速
な

都
市
化
と
膨
張
に
、
防
災
都
市
づ
く
り
、

防
災
対
策
が
追
い
付
か
ず
、
洪
水
と
土
砂

災
害
に
弱
い
「
脆
弱
都
市
」
を
創
り
出
し

て
き
た
。
土
石
流
な
ど
土
砂
災
害
は
、
そ

の
11
年
後
の
平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
鹿

児
島
大
水
害
で
は
同
市
の
竜
ヶ
水
で
約

２
０
０
０
人
の
人
び
と
の
命
を
脅
か
し
、

市
内
へ
の
道
路
と
鉄
道
を
途
絶
さ
せ
、
洪

水
は
市
街
地
を
襲
い
、
都
市
機
能
を
マ
ヒ

さ
せ
た
。

　

長
崎
大
水
害
か
ら
30
年
、
災
害
に
対
す

る
都
市
の
脆
弱
さ
は
、
今
日
な
お
大
き
な

社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

仮
橋
、
１
６
０
０
㎞
を
運
ぶ

大村湾

国道206号国道206号

芒塚芒塚
日見トンネル日見トンネル

長
崎
市
街

長
崎
市
街

諫
早
市

諫
早
市

国道20７号国道20７号

国
道
34
号

国
道
34
号

長崎バ
イパス

長崎バ
イパス

長
崎
の
道
路
網
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「
西
の
箱
根
」
と
呼
ば
れ
た
長
崎

街
道
・
日
見
峠
を
登
っ
た
。
長
崎
水
害

で
大
き
な
被
害
を
出
し
た
同
市
芒
塚
か

ら
急
坂
の
街
道
を
登
っ
て
行
く
。
谷
間

の
道
だ
が
、住
宅
が
斜
面
に
建
ち
並
び
、

土
石
流
に
襲
わ
れ
、
破
壊
さ
れ
流
さ
れ

た
。
急
斜
面
に
張
り
付
く
よ
う
に
立
つ

住
宅
の
間
の
、
迷
路
の
よ
う
な
坂
道
を

登
る
。
見
上
げ
る
と
高
速
道
路
・
長
崎

道
の
日
見
夢
大
橋
が
斜
張
橋
の
美
し
い

姿
で
、
谷
を
ひ
と
ま
た
ぎ
し
て
い
る
。

国
道
34
号
に
出
て
、さ
ら
に
登
る
と「
日

見
隧
道
」
と
書
か
れ
た
ト
ン
ネ
ル
に
出

る
。
坑
門
柱
に
は
意
匠
が
施
さ
れ
、
ト

ン
ネ
ル
掘
削
の
喜
び
と
誇
り
が
こ
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
ば
ら
く
佇
ん
で

見
入
る
。

　

と
、
ト
ン
ネ
ル
の
左
側
に
「
長
崎

街
道
」
と
書
か
れ
た
小
さ
な
標
識
を

見
つ
け
た
。
左
手

に
、
幅
１
ｍ
ほ
ど

の
細
い
ジ
グ
ザ
グ

道
が
崖
に
張
り
付

く
よ
う
に
登
っ
て

い
る
。　

間
も
な

く
石
碑
が
何
本
か

立
っ
て
い
る
小
さ

な
広
場
。
向
井
去

来
（
１
６
５
１―

１
７
０
４
）
の
句

碑
だ
っ
た
。

「
君
が
手
も
ま
じ
る

な
る
べ
し
花
薄（
は

な
す
す
き
）」

　

去
来
は
長
﨑
の

人
。
俳
人
・
芭
蕉

に
師
事
、
名
を
成

し
た
。
江
戸
か
ら

故
郷
に
帰
り
、
俳

句
を
教
え
、
再
び

江
戸
へ
向
う
時
、

こ
こ
で
別
れ
を
告

げ
た
。
江
戸
時
代

の
旅
人
、
坂
本
竜
馬
な
ど
幕
末
の
志
士

た
ち
、
そ
し
て
シ
ー
ボ
ル
ト
も
こ
こ
で

見
送
り
の
人
々
と
別
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。

　

さ
ら
に
、
急
坂
を
、
息
切
ら
し
て
登

る
。
こ
ん
な
急
斜
面
で
も
、
住
宅
が
崖

に
小
さ
な
平
地
を
見
つ
け
て
建
っ
て
い

る
。
そ
の
横
を
や
や
広
い
道
が
う
ね
る

よ
う
に
通
り
、
や
が
て
切
通
（
明
治
新

道
）
が
現
れ
る
。
明
治
15
年
、
荷
馬
車

が
通
れ
る
道
に
開
削
さ
れ
、
物
流
、
人

の
流
れ
共
に
大
い
に
便
利
に
な
っ
た
。

地
山
を
高
さ
33
ｍ
も
切
り
開
い
た
、
と

い
う
。
人
は
１
厘
、
馬
車
は
５
銭
の
通

行
料
を
支
払
っ
た
。

　

旧
長
崎
街
道
は
さ
ら
に
急
坂
が
続

き
、
日
見
峠
越
え
と
な
る
。
振
り
返
る

と
橘
湾
の
向
こ
う
に
う
っ
す
ら
と
雲
仙

の
山
々
が
見
え
た
。
長
崎
側
か
ら
の
旅

人
は
、
こ
の
峠
で
江
戸
へ
の
旅
に
心
を

新
た
に
し
た
だ
ろ
う
し
、
長
崎
に
向
か

う
人
た
ち
は
、
外
国
か
ら
の
技
術
・
文

化
が
花
開
く
長
崎
へ
一
気
に
駆
け
下
ろ

う
と
、
は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
か
ね
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

切
通
の
道
に
降
り
る
と
、
ハ
イ
カ
ー

が
二
人
。
そ
ろ
い
の
赤
い
セ
ー
タ
ー
の

若
い
カ
ッ
プ
ル
が
、
地
図
を
広
げ
て
峠

の
上
を
眺
め
て
い
た
。

長崎街道、最大の難所
「西の箱根」－日見峠を越える

向井去来の句碑「君が手も…」
（日見峠）

明治15年に切り開かれた日見峠の切通（明治街道）。

斜
面
崩
壊

斜
面
崩
壊

斜
面
崩
壊

斜
面
崩
壊

大
規
模
斜
面
崩
壊

大
規
模
斜
面
崩
壊

路
肩
崩
壊

路
肩
崩
壊

路
体
流
出

路
体
流
出

土
石
流

土
石
流

盛
土
流
失

盛
土
流
失

盛
土
流
失

盛
土
流
失

盛
土
流
失

盛
土
流
失

浸
水
浸
水

諫早へ→諫早へ→←長崎へ←長崎へ

日見トンネル日見トンネル

（
矢
上
）

（
矢
上
）

①①②②③③④④

⑤⑤⑥⑥⑦⑦⑧⑧⑨⑨

国道34号被災状況
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針
貝
武
紀
氏

　

�

長
崎
水
害
当
時
、
長
崎
工
事
事

務
所
所
長

　

国
道
34
号
は
、
１
日
２
万
５
千
台
の
車

が
通
る
、
２
車
線
の
長
崎
市
へ
の
基
幹
道

路
で
し
た
。
こ
の
道
路
が
日
見
ト
ン
ネ
ル

を
挟
ん
で
、
大
き
な
土
砂
崩
れ
な
ど
で
、

埋
ま
り
、
あ
る
い
は
流
失
、
崩
壊
な
ど
で

寸
断
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
発
生
か
ら
１
週

間
は
、
滝
壺
に
落
と
さ
れ
た
よ
う
な
混
沌

の
日
々
を
送
り
ま
し
た
が
、
そ
の
あ
が
き

の
中
に
解
決
策
は
準
備
さ
れ
て
い
る
の
で

す
ね
。
長
崎
市
内
が
陸
の
孤
島
に
な
っ
た

ん
で
す
か
ら
窒
息
状
態
が
日
々
進
行
す
る

わ
け
で
、「
と
に
か
く
、
１
日
も
早
く
復

旧
開
通
さ
せ
て
く
れ
」
と
い
う
の
が
、
地

元
住
民
の
切
実
な
願
い
で
し
た
。
問
い
合

わ
せ
や
要
望
の
電
話
が
ひ
っ
き
り
な
し
に

か
か
っ
て
く
る
。「
い
つ
開
通
す
る
の
か
。」

そ
れ
に
尽
き
ま
す
。

 
勝
負
は
二
カ
所 

　

災
害
に
は
全
体
復
旧
を
制
す
る
個
所
が

あ
る
も
の
で
す
。
一
つ
は
、御
手
洗
水（
お

ち
ょ
う
ず
）
の
道
路
流
失
箇
所
で
し
た
。

日
見
ト
ン
ネ
ル
の
長
崎
市
街
地
側
、
本
河

内
ダ
ム
に
流
れ
る
沢
の
道
路
下
の
暗
渠

が
、
道
路
も
ろ
と
も
流
れ
落
ち
て
い
た
。

も
う
一
つ
が
、
長
崎
市
街
地
側
か
ら
日
見

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
芒
塚
地
区
の
大
崩
落

で
し
た
。
災
害
規
模
の
大
き
さ
か
ら
は
、

芒
塚
地
区
の
道
路
流
失
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
ち
ら
は
迂
回
路
を
設
け
て
凌
ぎ
ま
し
た

か
ら
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
に
は
な
ら
な

か
っ
た
で
す
。

　

そ
こ
で
、
御
手
洗
水
に
つ
い
て
は
、
久

留
米
の
技
術
事
務
所
か
ら
搬
送
し
た
鉄
製

応
急
橋
で
工
事
用
の
通
路
１
車
線
を
確
保

し
、
他
の
被
災
個
所
の
復
旧
工
事
を
急
ぎ

な
が
ら
２
車
線
分
の
本
格
復
旧
の
作
戦
を

練
っ
た
わ
け
で
す
。
芒
塚
は
作
業
に
か
か

れ
る
ま
で
に
１
週
間
を
要
し
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
遅
れ
て
の
工
事
な
の
で
、
予
想
通

り
こ
の
現
場
の
工
程
が
開
通
日
を
決
定
し

ま
し
た
。

 

八
月
い
っ
ぱ
い
を
目
標
に 

　

話
は
戻
り
ま
す
が
、
混
沌
の
六
日
目
。

「
こ
の
人
、
こ
の
話
題
」
と
い
う
テ
レ
ビ

番
組
で
、
開
通
目
標
を
問
わ
れ
、「
見
通

し
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
被
災
後
一
カ

月
に
挑
戦
し
ま
す
」と
宣
言
し
た
の
で
す
。

そ
の
後
間
も
な
く
、両
箇
所
の
復
旧
方
針
、

工
程
計
画
も
定
ま
っ
て
き
た
し
、
本
省
の

沓
掛
哲
男
道
路
局
長
が
お
い
で
に
な
っ

て
、
８
月
一
杯
を
目
標
に
、
が
公
式
見
解

と
な
り
ま
し
た
。

　

御
手
洗
水
に
つ
い
て
は
、
小
断
面
の
暗

渠
が
押
し
流
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
と
に
か

く
断
面
を
大
き
く
す
る
し
か
な
い
。
橋
梁

建
設
は
時
間
的
に
無
理
。
暗
渠
で
あ
れ
ば

最
低
３
㍍
四
方
の
ボ
ッ
ク
ス
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
現
場
打
ち
で
も
時
間
が
か
か

る
。
だ
っ
た
ら
既
製
品
は
な
い
か
、
と
い

う
わ
け
で
、
全
国
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
業
者

に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
幸
運
な
こ
と

に
そ
れ
が
あ
っ
た
の
で
す
。
福
島
県
い
わ

き
市
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
業
者
さ
ん
が
注
文

プロジェクト九州

第1節
③現場証言

「針貝武紀氏」
'82長崎大水害

三
日
三
晩
、
１
６
０
０
㌔
を
運
ん
だ
ボ
ッ
ク
ス

「
一
日
も
早
い
復
旧
を
」
の
声
う
け
て

被
災
か
ら
28
日
目―

「
精
霊
船
が
駆
け
抜
け
た
」
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を
受
け
て
17
基
（
長
さ
１
㍍
）
作
っ
て
い

た
の
で
す
。
22
㍍
分
、
22
基
が
い
る
。
ま

ず
は
17
基
を
先
に
搬
送
し
て
据
え
付
け

る
、
残
り
５
基
を
急
ぎ
作
っ
て
も
ら
う
方

針
決
定
を
し
ま
し
た
。

 

何
と
し
て
も
二
車
線
で 

　

電
気
、
水
道
、
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
復
旧
す
る
に
つ
れ
、
市
民
の
い
ら

立
ち
が
道
路
の
復
旧
に
向
か
っ
て
く
る
の

が
わ
か
り
ま
す
。
一
車
線
で
も
い
い
か
ら

開
通
さ
せ
て
く
れ
、
と
。
２
万
５
千
台
の

車
が
押
し
か
け
た
ら
、
１
車
線
で
は
諫
早

か
ら
長
崎
市
街
地
ま
で
動
け
ぬ
車
で
埋
ま

り
、
復
旧
工
事
も
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。
絶

対
２
車
線
で
な
け
れ
ば
。
わ
か
っ
て
く
れ

よ
、
と
い
う
心
境
で
し
た
ね
。

　

芒
塚
の
大
規
模
な
斜
面
崩
壊
で
は
、
道

路
中
心
線
を
谷
側
に
ず
ら
し
て
法
面
勾
配

を
緩
や
か
に
し
、
万
一
崩
壊
の
兆
し
が
あ

れ
ば
警
報
が
鳴
る
よ
う
に
し
よ
う
と
。
そ

の
工
事
を
や
っ
て
い
る
間
に
、
御
手
洗
水

用
の
残
り
５
基
を
据
え
付
け
て
完
成
さ
せ

る
作
戦
で
す
。
そ
ん
な
中
、
精
霊
船
が
波

止
場
に
行
け
る
よ
う
に
８
月
15
日
夕
刻
に

間
に
あ
わ
せ
よ
う
、
と
い
う
の
が
合
言
葉

に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
13

日
の
夕
刻
ま
で
に
到
着
し
な
い
と
い
け
な

い
。
８
月
11
日
朝
、
二
人
の
運
転
手
が
い

わ
き
市
を
出
発
し
ま
し
た
。
長
崎
ま
で

１
６
０
０
キ
ロ
㍍
、
そ
れ
も
昼
夜
兼
行

で
走
っ
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
問

題
は
お
盆
で
す
。

途
中
行
方
不
明
、
大
渋
滞
、
な
ど
な
ど

大
変
で
し
た
が
、
と
に
か
く
13
日
夕
刻
、

や
っ
と
九
州
入
り
。
鞍
手
イ
ン
タ
ー
辺
り

で
パ
ン
ク
し
て
「
今
日
は
こ
れ
以
上
勘
弁

し
て
！
」。
疲
労
と
睡
魔
で
す
。「
鳥
栖
で

パ
ト
カ
ー
が
待
機
し
て
い
る
か
ら
ぜ
ひ
」。

頼
む
の
も
辛
か
っ
た
け
れ
ど
も
運
転
再

開
、
鳥
栖
で
国
道
34
号
に
降
り
て
、
佐
賀

県
警
、
次
い
で
長
崎
県
警
の
パ
ト
カ
ー
が

異
例
の
先
導
を
し
て
く
れ
た
。
到
着
は
14

日
午
前
２
時
。
半
日
遅
れ
。

 

精
霊
舟
が
、駆
け
下
る 

　

現
場
で
は
ク
レ
ー
ン

車
２
台
が
待
ち
受
け
て
、

吊
り
上
げ
、据
付
、裏
込
、

舗
装
と
昼
夜
兼
行
の
突

貫
工
事
。
約
１
日
半
で

完
成
。
間
に
合
っ
た
の

で
す
。
15
日
午
後
６
時
、

開
通
を
待
つ
精
霊
船
が

法
被
を
着
た
男
衆
に
担

が
れ
て
勢
い
よ
く
渡
っ

て
い
き
ま
す
。
作
業
員

は
み
な
睡
眠
不
足
と
疲

労
困
憊
。
そ
れ
で
も
、

駆
け
下
る
精
霊
船
の
光

景
に
疲
れ
は
飛
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。

　

２
車
線
開
通
し
た
の

は
、
８
月
20
日
午
前
６

時
。
工
事
開
始
か
ら
28
日
目
。
１
か
月
で

開
通
の
約
束
を
守
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

す
。
白
地
に
赤
い
文
字
で
「
８
月
20
日
開

通　

お
ま
た
せ
し
ま
し
た
」
の
横
断
幕
。

そ
の
下
を
、
車
が
次
々
と
走
り
抜
け
て
い

き
ま
し
た
。

針
貝
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

九
州
大
学
土
木
工
学
科
修
士
卒
、
41
年
建

設
省
九
州
地
方
建
設
局
で
パ
ー
ソ
ン
ト

リ
ッ
プ
調
査
法
の
開
発
に
従
事
。
九
州
主

要
都
市
の
道
路
交
通
計
画
及
び
福
岡
、
北

九
州
高
速
道
路
計
画
等
。
外
務
省
経
済
協

力
局
政
策
課
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
地
理
的
配
分
、

国
別
協
力
政
策
を
立
案
。

計
画
局
に
て
建
設
白
書
執
筆
に
参
加
、
道

路
局
、
長
崎
、
大
分
、
横
浜
国
道
事
務
所

勤
務
、
中
国
地
方
建
設
局
時
代
、
道
の
駅

の
制
度
立
案
に
参
加
。

海
外
経
験
は
、
中
南
米
、
東
西
ア
フ
リ
カ
、

中
央
ア
ジ
ア
、
南
西
、
東
南
、
北
東
ア
ジ

ア
、
欧
州
道
路
調
査
団
、
バ
ン
コ
ッ
ク
首

都
圏
道
路
交
通
計
画
等
。

現
在
、
地
域
づ
く
り
に
ま
い
進
。
福
山
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
顧
問

苦闘の末、開通した国道34号―喜びが沿道にあふれた

睡
魔
と
戦
い
、間
に
合
わ
せ
た
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長
崎
港
の
岸
壁
に
立
っ
て
、見
渡
す
と
、

市
街
地
を
取
り
巻
く
よ
う
に
海
抜
２
０
０

―

５
０
０
ｍ
の
比
較
的
低
い
山
々
に
囲
ま

れ
て
い
る
。
岩
尾
山
（
４
７
５
ｍ
）
稲
佐

山
（
３
３
２
ｍ
）
な
ど
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
出
来
た
火
山
岩

類
（
長
崎
火
山
岩
）
で
、
長
崎
水
害
時
に

は
（
昭
和
57
年
７
月
）
そ
の
斜
面
が
記
録

的
な
豪
雨
に
よ
っ
て
崩
壊
、
大
き
な
被
害

を
出
し
た
。
九
州
は
火
山
島
で
あ
り
、
火

山
岩
類
の
崩
壊
が
ど
の
よ
う
に
し
て
起

こ
っ
た
か
、
そ
の
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解

明
は
、
今
後
の
防
災
対
策
に
大
き
く
役
立

つ
と
み
ら
れ
て
い
る
。

 

雲
仙
並
の
「
長
崎
火
山
」 

　

長
崎
市
周
辺
の
火
山
岩
類
の
分
布
地
域

を
「
長
崎
火
山
」
と
呼
ぶ
学
者
も
い
る
。

東
西
約
15
㎞
、
南
北
約
20
㎞
の
雲
仙
岳
に

匹
敵
す
る
火
山
が
存
在
し
、
初
期
噴
火
に

よ
っ
て
軽
石
を
含
む
凝
灰
質
の
堆
積
物
が

形
成
さ
れ
、
次
い
で
凝
灰
角
礫
岩
の
層
が

重
な
り
、
最
後
に
溶
岩
（
輝
石
安
山
岩
）

が
流
れ
出
て
、
溶
岩
台
地
を
形
成
し
た
と

み
ら
れ
て
い
る
。

　

市
周
辺
の
山
の
地
質
を
見
る
と
、
麓
に

は
安
山
岩
の
溶
岩
が
見
ら
れ
、
中
腹
に
は

凝
灰
角
礫
岩
層
、
山
頂
付
近
は
灰
色
の
輝

石
安
山
岩
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
82
年
長
崎
水
害
」
で
大
き
な
土
石
流

に
見
舞
わ
れ
、
24
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た

長
崎
市
奥
山
地
区
は
烽
火
山
の
南
東
斜
面

に
当
た
る
が
、
２
回
に
わ
た
っ
て
崖
・
土

砂
の
滑
落
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
の
滑
落

部
分
の
表
面
は
凝
灰
角
礫
岩
で
、
下
部
は

安
山
岩
。
崩
壊
の
深
さ
は
約
４
ｍ
で
、
風

化
し
た
凝
灰
角
礫
岩
が
崩
壊
、
地
滑
り
を

起
こ
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

西
山
川
（
中
島
川
支
流
）
上
流
の
木
場

地
区
で
は
斜
面
崩
壊
で
７
人
の
命
が
奪
わ

れ
た
。
こ
こ
も
奥
山
地
区
と
同
様
、
風
化

し
た
凝
灰
角
礫
岩
の
下
３―

４
ｍ
に
安
山

岩
溶
岩
が
あ
り
、
や
は
り
表
土
の
凝
灰
角

礫
岩
が
滑
り
落
ち
た
も
の
と
み
ら
れ
、
両

地
区
と
も
同
じ
地
質
構
造
で
の
斜
面
崩
壊

で
あ
っ
た
。

 

水
を
含
み
や
す
い
地
質
構
造 

　

大
崩
落
が
発
生
し
て
国
道
34
号
を
寸

断
、
集
落
に
大
き
な
被
害
が
出
し
た
芒
塚

な
ど
も
同
じ
地
層
構
造
で
、
風
化
し
た
表

土
の
凝
灰
角
礫
岩
の
崩
壊
が
多
い
の
は
、

水
を
安
山
岩
よ
り
含
み
や
す
い
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
凝
灰
角
礫
岩
と
安
山
岩
の
含

水
比
は
ほ
ぼ
同
じ
程
度
と
み
ら
れ
る
が
、

「
風
化
」
し
た
場
合
、
凝
灰
角
礫
岩
は
よ

り
水
を
含
み
、
透
し
や
す
く
な
る
。
長
雨

や
豪
雨
で
浸
透
し
た
水
は
風
化
し
た
凝
灰

角
礫
岩
を
通
り
、
下
部
の
安
山
岩
層
に

よ
っ
て
止
め
ら
れ
、
凝
灰
角
礫
層
の
地
下

水
の
水
位
が
上
が
り
、「
滑
り
の
抵
抗
力

が
弱
ま
っ
て
」
子
供
が
滑
り
台
を
滑
り
落

ち
る
よ
う
に
、
崩
落
が
起
こ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

長
崎
火
山
岩
類
が
分
布
す
る
長
崎
市
と

そ
の
周
辺
は
凝
灰
角
礫
岩
と
安
山
岩
が
水

平
に
重
な
っ
て
い
る
ほ
ぼ
同
じ
地
質
構
造

を
持
っ
て
い
る
。
同
時
多
発
的
な
土
砂
崩

壊
が
発
生
し
た
の
は
こ
の
た
め
と
み
ら
れ

て
い
る
。

 

も
ろ
さ
と
複
雑
さ 

　

長
崎
水
害
の
11
年
後
に
発
生
し
た
「
93

鹿
児
島
大
水
害
」
で
、
鹿
児
島
市
・
竜
ヶ

水
で
の
斜
面
崩
壊
も
ほ
ぼ
同
じ
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

道路崩落で、家屋も危険に（長崎市・日見）

プロジェクト九州

第1節
④長崎市周辺
の地質と崩壊

'82長崎大水害

表
層
の
火
山
性
岩
が
崩
れ
落
ち
る

風
化
が
進
み
、
水
を
含
ん
で
斜
面
崩
壊

「
も
ろ
さ
」
と
複
雑
さ―

難
し
い
対
策
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竜
ヶ
水
地
区
で
は
溶
結
凝
灰
岩
に
生
じ
た

割
れ
目
を
通
し
て
浸
透
し
た
水
が
下
部
の

海
成
層
（
シ
ル
ト
岩
）
に
よ
っ
て
、
浸
透

を
止
め
ら
れ
、
水
を
大
量
に
含
ん
だ
溶
結

凝
灰
岩
が
崩
壊
、
国
道
10
号
、
Ｊ
Ｒ
日
豊

線
を
埋
め
る
大
災
害
を
引
き
起
こ
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
竜
ヶ
水
駅
か
ら
、
土
石
流
が
発
生

し
た
崖
を
登
る
と
、
桜
島
を
含
む
錦
江
湾

岸
が
ぐ
る
り
と
カ
ル
デ
ラ
壁
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
土
石
流
跡
は
深
く
細

く
掘
り
こ
ま
れ
た
よ
う
な
谷
間
と
な
っ
て

い
る
。
崖
の
途
中
に
小
型
の
砂
防
ダ
ム
が

建
設
さ
れ
て
い
る
が
、
再
発
を
食
い
止
め

る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

　

竜
ヶ
水
の
対
岸
、
大
隅
半
島
の
カ
ル
デ

ラ
淵
を
国
道
２
２
０
号
が
走
っ
て
い
る

が
、
こ
こ
の
牛
根
、
早
崎
地
区
も
崖
崩
れ

が
頻
発
す
る
た
め
、
崖
か
ら
離
れ
た
ル
ー

ト
に
新
し
く
２
橋
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
最
近
の
九
州
北
部
豪
雨
（
平
成
24

年
）
に
よ
っ
て
、
土
石
流
が
国
道
57
号
を

押
し
流
し
、
長
期
の
交
通
止
め
を
引
き
起

こ
し
た
熊
本
・
阿
蘇
、
滝
室
坂
の
土
砂
災

害
の
現
場
も
カ
ル
デ
ラ
壁
に
当
た
る
。
こ

こ
で
は
大
分
方
面
の
登
り
坂
の
９
カ
所
で

被
災
、
仮
橋
建
設
ま
で
１
か
月
以
上
通
行

止
め
と
な
っ
て
い
る
。
約
４
㎞
の
ト
ン
ネ

ル
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
急
こ
う
配
と

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
な
お
実
現
可
能

性
の
模
索
が
続
い
て
い
る
。

 
九
州
を
覆
う
火
山
岩 

　

長
崎
か
ら
鹿
児
島
に
至
る

中
、
南
九
州
に
は
太
古
か
ら
の

活
発
な
火
山
活
動
に
よ
っ
て
吐

き
出
さ
れ
た
火
山
岩
層
が
覆
う

よ
う
に
分
布
し
て
い
る
。
火
山

か
ら
噴
出
し
た
火
山
灰
や
火
砕

流
、
溶
岩
な
ど
が
主
体
の
地
層

は
様
々
な
種
類
の
堆
積
物
を
含

ん
た
岩
石
が
多
く
、
火
山
の
高

熱
に
よ
っ
て
出
来
た
空
隙
が
無

数
に
出
来
た
軽
石
の
よ
う
に
透

水
性
が
高
く
、
ま
た
そ
の
強
度

の
違
い
も
大
き
い
。
そ
の
も
ろ

さ
と
複
雑
さ
が
九
州
の
地
す
べ

り
の
解
明
と
対
策
を
難
し
く
し

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

土石流で多くの住宅が全、半壊した。右側が国道34号
（長崎市・芒塚で）

　

長
﨑
大
水
害
で
多
く
の
死
者
を
出
し

た
「
土
砂
災
害
」
を
引
き
起
こ
し
た
斜

面
崩
壊
。
そ
の
大
き
な
特
徴
は
、「
自

然
斜
面
」の
崩
壊
が
多
か
っ
た
こ
と
だ
。

自
然
斜
面
の
崩
壊
は
全
体
の
約
63
％
を

超
え
た
。

　

市
街
地
周
辺
は
、
斜
面
に
住

宅
が
山
を
登
る
よ
う
に
建
て
ら

れ
て
い
た
が
、
意
外
に
も
、
斜

面
崩
壊
は
比
較
的
少
な
か
っ

た
。
石
垣
な
ど
で
宅
地
が
造
成

さ
れ
、
人
工
的
な
崖
も
存
在
し

た
が
、
そ
の
崩
壊
は
多
く
は
な

か
っ
た
。
例
え
ば
長
崎
で
早
く

か
ら
大
規
模
な
宅
地
開
発
が
行

わ
れ
て
き
た
「
滑
石
団
地
」
で

は
、
宅
地
化
さ
れ
た
団
地
内
で

は
地
す
べ
り
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
団
地
周
辺
で
無
数
の
自
然

斜
面
崩
壊
が
発
生
し
て
い
る
。

被
害
は
流
れ
出
た
土
砂
が
住
宅

を
襲
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

だ
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
深
層

崩
壊
と
言
わ
れ
る
厚
い
土
層
の

崩
壊
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
厚
さ

数
10
㎝
程
度
の
浅
い
表
層
が
滑

り
落
ち
た
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ

れ
は
、
長
い
雨
で
柔
ら
か
く

な
っ
た
表
層
土
が
、
そ
の
後
の

強
い
雨
に
打
た
れ
て
浸
食
さ
れ

た
り
洗
掘
さ
れ
、滑
り
落
ち
た
も
の
で
、

北
松
地
す
べ
り
地
帯
と
呼
ば
れ
る
、
北

松
浦
半
島
で
の
深
層
地
す
べ
り
と
は
様

相
を
異
に
し
て
い
る
。

　

北
松
で
は
通
常
、
玄
武
岩
の
柱
状
節

理
な
ど
を
通
し
て
地
山
が
水
を
含
み
、

下
部
に
浸
透
、
滑
り
面
を
作
り
、
大
規

模
な
斜
面
崩
壊
を
起
こ
し
て
い
る
。
長

崎
大
水
害
の
場
合
で
は
基
盤
崩
壊
は
す

く
な
く
、
水
が
集
ま
り
や
す
い
谷
間
で

土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い
る
の

が
特
徴
だ
。

　

死
者
24
人
を
出
し
た
鳴
滝
地

区
は
谷
間
に
沿
っ
て
住
宅
が
立

て
ら
れ
、
一
気
に
土
石
流
に
飲

み
込
ま
れ
て
い
る
。
通
常
、
傾

斜
角
度
30
度
以
上
が「
急
傾
斜
」

と
さ
れ
、
危
険
地
帯
の
指
定
基

準
と
な
っ
て
き
た
が
、
長
崎
で

は
そ
れ
以
下
の
傾
斜
角
度
の
斜

面
で
も
多
発
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
、
長
崎
の
谷
間
を
中
心
と

す
る
斜
面
崩
壊
の
特
徴
は
、
そ

の
後
の
防
災
対
策
、
都
市
計
画

へ
の
大
き
な
警
鐘
と
な
っ
た
。

斜面崩壊のメカニズム
自然斜面の表層が水を含み、滑る

土石流で多くの住宅が全、半壊
した（長崎市・芒塚付近）
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―
―

―
―

長
崎
大
水
害
で
国
道
34
号
は
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
発
生
当
時
、

ど
の
よ
う
な
感
想
を
お
持
ち
で
し
た
か
。

一
之
瀬
氏　

住
民
の
方
々
は
、
周
辺
は
岩

山
・
谷
で
、
こ
こ
で
は
土
石
流
な
ど
起
こ

ら
な
い
。
だ
か
ら
災
害
は
な
い
と
信
じ
て

お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
私
に
は
痛
烈
な
経

験
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学
１
年
の
時
、
佐

賀
県
・
有
田
水
害
で
被
災
し
た
の
で
す
。

登
り
窯
で
有
名
な
中
尾
山
（
波
佐
見
・
月

の
谷
）で
土
砂
崩
れ
が
発
生
、15
人
の
方
々

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。私
の
親
戚
も
被
災
、

亡
く
な
ら
れ
た
従
姉
妹
を
自
宅
で
安
置
、

そ
の
横
で
寝
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な

状
況
で
、
今
で
も
そ
の
方
の
白
布
か
ら
出

た
髪
に
土
砂
が
つ
い
て
い
た
の
を
思
い
出

し
ま
す
。
そ
う
し
た
被
災
体
験
か
ら
、
被

災
地
に
立
っ
て
も
比
較
的
、
冷
静
に
対
応

出
来
ま
し
た
。

―
―

大
変
な
体
験
で
し
た
ね
。

一
之
瀬
氏　

実
は
、
昭
和
33
年
、
高
校
３

年
（
佐
世
保
工
業
高
校
）
の
時
、
諫
早
水

害
の
体
験
も
あ
り
ま
す
。
本
明
川
工
事
事

務
所
に
実
習
動
員
さ
れ
た
の
で
す
。
九
州

各
地
の
学
生
が
動
員
さ
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
技
術
補
助
員

と
し
て
建
設
省
に
入
省
し
ま
し
た
。
長
崎

国
道
工
事
事
務
所
時
代
は
災
害
が
次
々
に

発
生
、夢
中
で
働
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

大
分
・
別
大
国
道
の
土
砂
崩
れ
の
復
旧
工

事
に
当
た
る
な
ど
し
ま
し
た
。
長
崎
水
害

の
時
は
長
崎
国
道
工
事
事
務
所
で
監
督
官

と
し
て
国
道
34
号
拡
幅
工
事
を
担
当
し
て

い
ま
し
た
。

―
―

国
道
34
号
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
被
災

し
ま
し
た
。

一
之
瀬
氏　

長
崎
市
街
か
ら
日
見
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
る
と
、
日
見
、
芒
塚
地
区
が
あ

り
ま
す
が
こ
こ
の
住
宅
が
土
砂
に
埋
ま

り
、
住
民
の
方
々
が
食
糧
な
ど
の
買
い
物

も
で
き
な
い
状
態
で
困
っ
て
い
る
。
針
貝

武
紀
所
長
な
ど
上
司
か
ら
「
何
と
か
し
て

や
れ
な
い
か
」
と
い
う
事
で
、
食
料
を
届

け
た
り
、
救
援
活
動
を
し
ま
し
た
。
印
象

深
い
の
は
、
旧
長
崎
街
道
の
道
路
が
泥
に

埋
ま
っ
て
方
向
さ
え
分
か
ら
な
い
。
買
い

出
し
に
出
か
け
る
人
な
ど
が
多
く
、
住
民

は
助
け
合
い
の
中
、
竹
の
先
を
割
っ
て
、

紙
に
「
長
崎
方
面
・
足
元
に
は
注
意
」
な

ど
の
道
標
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
看
板
屋

さ
ん
に
急
遽
頼
ん
で
、
分
か
り
や
す
い
道

標
２
０
０
枚
を
２―

３
日
で
作
っ
て
も
ら

い
、
住
民
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。

―
―

国
道
34
号
は
長
崎
市
へ
の
基
幹
道
路

で
す
か
ら
「
一
日
で
も
早
く
復
旧
を
」
と

い
う
要
請
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

一
之
瀬
氏　

そ
う
し
た
声
を
受
け
て
、
針

貝
所
長
を
先
頭
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

た
だ
復
旧
工
事
を
や
る
だ
け
で
な
く
、
被

災
個
所
は
拡
張
計
画
が
あ
り
、
そ
れ
を
頭

に
入
れ
て
や
ろ
う
、
と
い
う
事
で
災
害
復

旧
費
と
改
築
を
合
わ
せ
た
や
り
方
を
行
う

こ
と
な
り
ま
し
た
。
復
旧
を
急
ぐ
と
言
っ

て
も
、
二
次
災
害
が
起
こ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
幸
い
な
こ
と
に
、
地
質
調
査
担
当

者
が
、
被
災
現
地
を
万
遍
な
く
踏
査
、
こ

れ
以
上
の
土
砂
崩
れ
は
起
こ
ら
な
い
と
い

う
診
断
で
し
た
。
万
一
の
こ
と
を
考
え
て

「
ワ
イ
ヤ
ー
セ
ン
サ
ー
」
を
設
置
し
ま
し

た
。

―
―

そ
う
は
い
っ
て
も
、
現
地
を
見
る
と

山
が
急
峻
で
、
大
変
な
復
旧
工
事
に
な
り

ま
し
た
ね
。

一
之
瀬
氏　

交
通
量
が
多
い
た
め
交
通
対

策
か
ら
２
車
線
の
道
路
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
、
ま
た
崖
の
中
腹
に
道
路
を
確
保

す
る
の
で
す
か
ら
、
通
常
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
擁
壁
を
造
る
場
合
で
は
、
ま
ず
斜
面
を

掘
削
し
て
型
枠
を
設
置
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
打
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ

で
は
用
地
買
収
を
は
じ
め
施
工
に
、
時
間

と
作
業
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
用
地
買
収
が
必
要
で
な
く
、
工
期

が
短
縮
で
き
る
擁
壁
工
法
を
選
び
ま
し

た
。

　

大
孔
ボ
ー
リ
ン
グ
（
径
４
５
０
㎜
）
を

行
い
、
Ｈ
鋼
を
立
て
込
み
、
根
固
め
に
モ

ル
タ
ル
で
固
め
、
杭
の
裏
側
に
鋼
矢
板
を

横
張
り
し
て
、
背
面
に
土
を
盛
り
、
仮
復

旧
し
ま
し
た
。

　

そ
の
杭
を
用
い
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
壁
を
造
り
、
本
復
旧
に
も
活
用
で
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ボ
ー
リ
ン
グ
機
械
が

九
州
に
は
な
い
の
で
、
全
国
に
手
配
し
12

台
集
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
そ
う
し
た
大

口
径
で
の
打
ち
こ
み
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
当
時
は
九
州
中
で
も
行
わ
れ
て
い

THE CIVIL ENGINEER

第1節
⑤インタビュー

「一之瀬恭之氏」

道路復旧を現場指揮
一之瀬 恭之 氏

（いちのせとしゆき） プロフィール

昭和 14年 11 月 27 日生まれ、
長崎県出身。昭和 33 年建設省
入省、長崎県諫早市・本明川工
事事務所から長崎、大分、北九州
国道工事事務所などに勤務し、昭
和57年長崎工事事務所建設監督
官、長崎大水害国道34号の復旧
工事に当たる。その後、大隅工事
（桜島担当）、九州技術事務所建設
専門官として技術開発、民間技術
の収集、技術活用パイロット事業
等統括に当たり、退官。川崎地質
（株）などの技術顧問。現在、特
殊高所技術（株）技術顧問。
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な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
―

国
道
34
号
は
、
道
路
半
分
が
崩
れ
落

ち
た
り
、
全
部
が
崩
れ
た
り
、
文
字
通
り

ズ
タ
ズ
タ
に
な
り
ま
し
た
。
山
の
中
腹
に

造
ら
れ
た
道
路
で
す
か
ら
そ
の
「
土
台
」

が
し
っ
か
り
し
な
け
れ

ば
復
旧
で
き
ま
せ
ん
。

一
之
瀬
氏　

大
変
な
「
援

軍
」
が
来
て
く
れ
ま
し

た
。
北
九
州
市
の
新
日

鉄
高
炉
セ
メ
ン
ト
（
株
）

が
、粘
土
土
砂
を
素
早
く
凝
固
さ
せ
る「
ソ

ル
ス
タ
ー
」（
セ
メ
ン
ト
系
固
化
剤
）
を

寄
付
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
ト
ラ
ッ
ク
10

台
を
連
ね
て
「
災
害
復
旧
支
援
資
材
」
と

し
て
運
び
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
日
見
ト

ン
ネ
ル
近
く
の
芒
塚
、
文
明
堂
本
店
近
く

の
道
路
が
半
分
近
く
崩
れ
落
ち
（
盛
り
土

流
失
）
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ソ
ル
ス
タ
ー

を
使
っ
て
路
体
路
床
を
凝
固
さ
せ
、
道
路

を
復
旧
さ
せ
ま
し
た
。
現
場
で
は
「
食
も

な
く
、
水
も
な
く
（
山
肌
か
ら
滴
り
落
ち

る
水
を
飲
み
な
が
ら
）
徹
夜
の
連
続
だ
っ

た
」
と
思
い
ま
す
。
私
は
大
分
勤
務
の
昭

和
50
年
こ
ろ
、
大
分
新
日
鉄
な
ど
で
高
炉

か
ら
出
る
ス
ラ
ッ
グ
（
鋼
滓
）
を
路
盤
材

に
活
用
す
る
建
設
省
の
方
針
が
あ
り
、
ま

た
軟
弱
土
の
改
良
用
固
化
剤
に
有
効
利
用

で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
北
九

州
・
曽
根
バ
イ
パ
ス
の
道
路
側
面
の
石
積

の
基
礎
地
盤
の
凝
固
に
使
っ
た
経
験
が
あ

り
ま
し
た
し
、
有
明
の
干
潟
の
道
路
工
事

に
も
使
っ
て
い
ま
す
。

―
―

早
期
開
通
の
た
め
に
、
様
々
な
工
法

を
動
員
し
た
わ
け
で
す
ね
。

一
之
瀬
氏　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｌ
型
擁
壁
も

使
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
工
場
で
あ
ら
か

じ
め
造
っ
た
Ｌ
字
型
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
で
、
Ｌ
字
の
底
辺
約
１
・
５
ｍ
、

高
さ
２
ｍ
、
幅
１
ｍ
ぐ
ら
い
の
ブ
ロ
ッ
ク

で
、
こ
れ
を
道
路
際
に
並
べ
て
敷
設
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
と
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
擁
壁
づ
く
り
は
実
に
速
か
っ
た
。

―
―

一
番
苦
労
さ
れ
た
の
が
、
34
号
の
道

路
が
全
部
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
大
曲
の
現

場
で
橋
を
架
け
て
復
旧
さ
れ
た
工
事
で
す

ね
。

一
之
瀬
氏　

約
80
ｍ
の
道
路
が
そ
の
ま

ま
崩
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た

の
で
す
か
ら
、
現
場
は
谷

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
に
架
橋
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
34
号
の

通
行
復
旧
が
第
一
で
す
か

ら
、
架
橋
現
場
の
山
側
に

「
う
回
路
」
を
造
り
取
り
あ
え
ず
開
通
さ

せ
、
架
橋
工
事
に
か
か
り
ま
し
た
。
土
砂

崩
れ
で
谷
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
両
側

に
14
・
５
ｍ
の
深
礎
工
を
行
い
、
そ
の
上

に
橋
を
乗
せ
る
橋
台
・
橋
脚
２
基
を
造
り

ま
し
た
。
そ
の
深
礎
工
事
施
工
の
た
め
、

谷
の
下
に
ロ
ー
プ
に
ぶ
ら
下
が
る
な
ど
し

て
現
場
に
降
り
、
基
礎
工
事
を
昼
夜
止
め

な
い
よ
う
に
立
ち
会
い
、
監
督
を
し
ま
し

た
。
大
き
な
石
（
礫
）
が
混
じ
っ
た
難

し
い
現
場
で
し
た
が
、
作
業
の
皆
さ
ん
、

よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
架
橋
は

１
２
５
ｔ
ク
レ
ー
ン
で
、
ト
ラ
ッ
ク
で
運

ん
で
き
た
ブ
ロ
ッ
ク
桁
を
橋
台
、
橋
脚
の

上
に
載
せ
て
い
き
ま
し
た
。
あ
ん
な
に
早

く
橋
が
出
来
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―

日
見
ト
ン
ネ
ル
の
長
崎
市
街
地
側
で

道
路
が
流
失
し
た
箇
所
（
本
河
内
地
区
）

で
は
九
州
技
術
事
務
所
の
仮
橋
も
使
わ
れ

ま
し
た
ね
。

一
之
瀬
氏　

１
車
線
を
確
保
す
る
た
め

ベ
ー
リ
ー
橋
を
ま
ず
設
置
し
て
、
本
工
事

に
か
か
り
ま
し
た
。
道
路
流
失
は
ボ
ッ
ク

ス
カ
ル
バ
ー
ト
が
小
型
す
ぎ
て
、
流
木
で

ふ
さ
が
れ
、
ダ
ム
ア
ッ
プ
し
た
た
め
で
し

た
。
と
も
か
く
、
早
期
復
旧
が
必
要
で
す

か
ら
、
局
・
技
術
管
理
課
に
要
請
し
て
全

国
に
手
配
し
て
大
型
の
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
を
探
し
ま
し
た
。
よ
う
や
く
福

島
県
で
見
つ
け
、
追
加
製
作
も
お
願
い

し
て
、
急
遽
、
運
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

１
６
０
０
㎞
、
３
日
３
晩
、
不
眠
不
休
で

運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
運
転
手
さ
ん
が
目

を
真
っ
赤
に
し
て
現
場
到
着
し
た
と
き
は

感
激
し
ま
し
た
。
原
発
事
故
な
ど
で
福
島

は
今
大
変
で
す
が
、
恩
返
し
し
た
い
で
す

ね
。

―
―

結
局
、
28
日
間
で
全
面
復
旧
し
ま
し

た
。

一
之
瀬
氏　

う
れ
し
い
こ
と
に
、
長
崎
の

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
被
災
地
域
の
人
た

ち
が
復
旧
記
念
碑
（
芒
塚
橋
・
土
砂
砂
防

公
園
）
を
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
道
路
復
旧

は
１
日
で
も
１
時
間
で
も
早
く
や
る
べ
き

な
の
で
す
。
被
災
者
が
破
壊
さ
れ
た
生
活

基
盤
を
立
て
直
す
に
は
、
道
路
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
昼
夜
兼
行
の
作
業
も

厭
い
ま
せ
ん
し
、
新
技
術
も
動
員
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
持
ち
歩
く
名
刺

に
「
良
質
な
社
会
資
本
づ
く
り
は
た
ゆ
ま

な
い
技
術
の
開
発
と
管
理
か
ら
」
と
書
き

込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
精
神
が
次
世
代
に

技
術
者
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。

国道34号の復旧記念碑

食
も
水
も
な
い
、
徹
夜
作
業
の
連
続
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す
。
大
雨
警
報
を
踏
ま
え
て
土
砂
災
害
情

報
が
発
令
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
警

戒
対
象
地
域
あ
る
い
は
逆
に
警
戒
解
除
地

域
、
降
雨
の
予
測
と
土
砂
災
害
の
危
険
の

度
合
い
な
ど
で
あ
る
。
難
し
い
が
、
適
切

な
時
期
に
適
切
な
情
報
伝
達
を
、
で
あ
る
。 

 災
害
防
止
の
た
め
の
区
域
指
定 

 

土
砂
災
害
が
想
定
さ
れ
る
区
域
に
関
し
、

あ
ら
か
じ
め
指
定
し
て
区
域
内
の
土
地
改

変
な
ど
を
規
制
し
、
災
害
防
止
策
が
図
ら

れ
る
。
そ
れ
ら
が
砂
防
三
法
に
定
め
ら
れ

る
つ
ぎ
の
区
域
で
あ
る
。 

一
つ
は
「
砂
防
指
定
地
」
で
あ
る
。
砂

防
の
た
め
に
、
え
ん
堤
な
ど
の
砂
防
設
備

が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
土
地
、
ま
た
は
一

定
の
行
為
を
禁
止
し
、
も
し
く
は
制
限
を

行
う
必
要
が
あ
る
土
地
に
つ
い
て
、
国
土

交
通
大
臣
が
指
定
す
る(

砂
防
法)

。
指
定

さ
れ
れ
ば
、
土
砂
流
出
を
誘
発
す
る
行
為

が
禁
止
ま
た
は
制
限
さ
れ
る
。
工
作
物
の

新
築
・
改
築
の
禁
止
、
掘
削
・
切
土
・
盛

土
や
土
石
採
取
な
ど
の
土
地
の
形
状
変
更
、

土
石
・
木
材
な
ど
の
集
積
・
投
棄
、
木
材

の
伐
採
な
ど
。 

二
つ
目
は
「
地
す
べ
り
防
止
区
域
」
で

あ
る
。
地
す
べ
り
区
域
お
よ
び
そ
れ
に
隣

接
す
る
区
域
で
、
地
す
べ
り
を
助
長
し
、

誘
発
す
る
、
あ
る
い
は
、
そ
の
恐
れ
が
大

き
な
区
域
を
主
務
大
臣(

国
土
交
通
、
農
林

水
産)

が
指
定
す
る
（
地
す
べ
り
等
防
止

法
）
。
指
定
区
域
で
は
地
下
水
排
水
施
設
の

機
能
を
阻
害
す
る
行
為
、
地
表
水
の
放
流
、

の
り
切
り
や
切
土
、
た
め
池
や
用
排
水
路

の
新
築
な
ど
が
禁
止
さ
れ
、
あ
る
い
は
、

県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
。 

ま
た
、
同
じ
地
す
べ
り
等
防
止
法
で
、

ぼ
た
山
が
存
在
す
る
区
域
で
、
公
共
の
利

害
に
密
接
に
関
係
す
る
も
の
は
「
ぼ
た
山

崩
壊
防
止
区
域
」
に
指
定
さ
れ
る
（
主
務

大
臣
）
。
ぼ
た
山
は
石
炭
の
採
掘
で
生
じ
た

捨
石
（
ぼ
た
）
を
集
積
し
た
山
で
あ
る
。

本
区
域
で
禁
止
ま
た
は
県
知
事
の
許
可
が

必
要
な
行
為
は
、
立
木
や
竹
の
伐
採
、
木

や
竹
の
滑
下
・
地
引
に
よ
る
搬
出
、
土
石

の
採
取
な
ど
で
あ
る
。 

三
つ
目
は
「
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
」

で
あ
る
。
が
け
崩
れ
地
で
、
斜
面
の
高
さ

が
５
ｍ
以
上
の
う
ち
、
保
全
対
象
の
人
家

が
５
戸
以
上
、
ま
た
は
そ
れ
未
満
で
も
官

公
署
や
学
校
、
病
院
、
旅
館
等
に
危
害
が

及
ぶ
恐
れ
の
あ
る
地
区
を
、
県
知
事
が
指

定
す
る
（
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害

の
防
止
に
関
す
る
法
律
）。
区
域
内
は
、
水

の
放
流
や
の
り
切
り
・
切
土
・
掘
削
・
盛

土
、
た
め
池
等
の
設
置
、
立
木
竹
の
伐
採
、

土
石
の
採
取
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
。 

土
砂
災
害
危
険
地
域
お
よ
び
そ
の
周
辺

で
は
、
前
述
し
た
行
為
の
規
制
に
加
え
、

当
然
な
が
ら
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
も
大

切
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
土
砂
災
害
防
止

法
に
よ
る
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
の
指

定(

知
事)

が
あ
る
。
土
石
流
、
地
す
べ
り
、

急
傾
斜
地
そ
れ
ぞ
れ
に
警
戒
区
域
が
指
定

さ
れ
る
。
同
区
域
で
は
、
災
害
情
報
の
収

集
・
伝
達
・
予
報
・
警
報
の
発
令
と
伝
達

や
避
難
、
救
助
な
ど
の
体
制
が
定
め
ら
れ

る
。 ま

た
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

建
築
物
が
損
壊
し
、
住
民
の
生
命
に
危
害

が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
土
地

の
区
域
で
は
、「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」

が
指
定
さ
れ
る(

知
事)

。
開
発
行
為
の
制

限
、
建
築
物
の
構
造
規
制
が
必
要
で
あ
る
。 

要
す
る
に
、
災
害
の
危
険
が
あ
る
区
域

に
的
を
絞
り
、
人
命
を
損
な
う
こ
と
の
な

い
対
策
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、

こ
う
し
た
様
々
な
区
域
指
定
を
行
っ
て
い

る
。 因

み
に
、
九
州
各
県
の
土
砂
災
害
危
険

個
所
と
警
戒
区
域
の
密
度
を
示
せ
ば
表
２

の
と
お
り
で
あ
る
。
佐
賀
、
長
崎
に
危
険

箇
所
が
密
集
し
て
い
る
。
ま
た
、
九
州
全

体
で
は
、
１
㎢
当
た
り
危
険
箇
所
２
．
１

７
、
警
戒
区
域
０
．７
８
の
密
度
で
あ
る
。 

 土
砂
災
害
の
状
況
と
主
な
事
例 

 
土
砂
災
害
は
、
土
砂
の
存
在
、
地
す
べ

り
地
や
急
傾
斜
地
の
存
在
が
あ
り(

素
因)

、

そ
こ
に
大
雨
や
台
風
等
の
引
き
金
に
な
る

も
の(

誘
因)
が
作
用
し
発
生
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
素
因
お
よ
び
誘
因
対
策
を
講
じ

る
こ
と
で
災
害
の
発
生
が
抑
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
効
果
的
な
策
の
実
施
は
容
易
で
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
九
州
で
は
、
毎
年
の
よ
う

に
多
く
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。 

表
３
に
過
去
１
４
年
間
（
１
９
９
８
～

２
０
１
１
）
の
土
砂
災
害
発
生
件
数
を
示

す
。
年
に
よ
っ
て
大
き
く
変
動
す
る
が
、

特
に
減
少
ま
た
は
増
加
傾
向
は
み
ら
れ
な

い
。
年
平
均
で
２
２
４
件
の
土
砂
災
害
が

発
生
し
て
い
る
。
う
ち
、
が
け
崩
れ
が
７

８
％
と
大
半
を
占
め
、
土
石
流
１
８
％
、

地
す
べ
り
５
％
で
あ
る
。
ま
た
、
全
国
と

の
対
比
で
は
、
土
砂
災
害
の
件
数
で
は
全

国
の
２
２
％
を
占
め
、
九
州
の
面
積
割
合

１
１
％
に
比
し
て
大
き
い
。
中
で
も
、
が

け
崩
れ
は
全
国
の
２
７
％
を
占
め
、
土
石

流
で
も
１
８
％
で
あ
る
。
逆
に
、
地
す
べ

り
は
６
％
と
少
な
い
。 

表
４
は
、
過
去
１
４
年
間
の
県
別
デ
ー

タ
で
あ
る
。
土
砂
災
害
の
件
数
で
は
鹿
児

島
県
が
最
も
多
く
、
年
平
均
に
す
れ
ば
６

１
件
／
年
で
あ
る
。
つ
い
で
大
分
、
宮
崎

県
が
続
き
、
そ
し
て
、
佐
賀
県
が
最
も
小

さ
く
、
８
件
／
年
で
あ
る
。 

表３ 1998～2011 の九州の土砂災害 

表２ 土砂災害警戒区域お
よび危険箇所の密度 

県 警戒区域 危険箇所＊

福岡 1.13 2.39

佐賀 0.34 3.80

長崎 1.61 3.56

熊本 0.55 1.72

大分 0.30 2.90

宮崎 0.29 1.42

鹿児島 1.26 1.50

区域/㎞２ 箇所/㎞２

＊　土石、急傾斜ともに人家１戸以上

年 土石流 地すべり がけ崩れ 土砂災害

1998 30 6 154 190

1999 44 20 247 311

2000 24 19 60 103

2001 23 7 102 132

2002 12 10 46 68

2003 34 7 191 232

2004 40 6 259 305

2005 111 26 206 343

2006 39 13 448 500

2007 20 6 170 196

2008 1 8 137 146

2009 29 10 94 110

2010 84 11 188 283

2011 63 5 147 215

平均 39.6 11.0 174.9 223.9

割合 0.18 0.05 0.78 1.00
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し
か
し
、
こ
れ
を
面
積
で
除
し
た
密
度

に
直
せ
ば
表
下
段
の
と
お
り
で
あ
り
、
状

況
が
異
な
る
。
土
石
流
で
は
鹿
児
島
、
地

す
べ
り
で
は
長
崎
、
が
け
崩
れ
で
は
長
崎

と
鹿
児
島
の
密
度
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
土
砂
災
害
全
体
の
密
度
は
長
崎
県

の
０
．
１
０
件
／
㎢
が
最
も
大
き
く
、
つ

い
で
鹿
児
島
で
あ
る
。
佐
賀
と
福
岡
が
最

も
小
さ
く
。
０
．
０
５
で
あ
る
。 

戦
後
の
九
州
に
お
け
る
土
砂
災
害
で
、

複
数
人
以
上
の
人
命
に
か
か
わ
る
事
故
が

あ
っ
た
も
の
を
拾
い
出
せ
ば
、
表
５
の
と

お
り
で
あ
る
。
前
述
す
る
よ
う
に
、
土
砂

災
害
は
多
い
が
、
人
命
を
損
な
う
災
害
の

件
数
と
な
れ
ば
、そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
は
た
ま
た
ま
の
こ
と
で
あ

り
、
十
分
な
警
戒
が
必
要
で
あ
る
。 

表
中
に
地
す
べ
り
が
３
件
あ
る
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
第
三
紀
層
地
す
べ
り
で
あ

る
。 佐

賀
県
の
人
形
石
山
地
す
べ
り
は
、
１

９
５
１
年
２
月
に
北
隣
の
区
域
で

地
す
べ
り
が
み
ら
れ
、
ま
た
南
隣

で
も
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
１
９

５
７
年
７
月
に
４
日
間
の
連
続
雨

量
４
０
７
㎜
が
あ
っ
た
後
に
大
音

響
と
と
も
に
地
滑
り
が
あ
っ
た
。

７
名
が
犠
牲
に
な
り
、
１
３
戸
の

家
屋
が
埋
没
し
た
。 

宮
崎
県
の
え
び
の
地
す
べ
り
は
、

梅
雨
前
線
の
豪
雨
が
引
き
が
ね
で

あ
る
。
急
傾
斜
の
カ
ル
デ
ラ
（
火

山
活
動
で
で
き
た
く
ぼ
地
）
壁
や

シ
ラ
ス
台
地
の
崩
壊
で
大
量
の
土

砂
に
よ
る
山
津
波
が
発
生
し
た
。 

い
ま
一
つ
特
異
な
も
の
に
２
０

０
６
年
の
佐
賀
県
伊
万
里
市
黒
川
町
清
水

に
お
け
る
鉄
砲
水
が
あ
る
。
た
ま
た
ま
車

で
通
り
か
か
っ
た
親
子
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

こ
の
事
故
現
場
近
く
を
流
れ
る
白
土
川
の

礫
の
散
乱
状
況
か
ら
、
川
が
一
時
的
に
天

然
ダ
ム
で
閉
塞
さ
れ
、
そ
れ
が
決
壊
し
て

鉄
砲
水
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

土
砂
災
害
の
中
で
最
も
多
い
の
は
斜
面

や
山
腹
の
崩
壊
だ
。
１
９
８
２
年
７
月
の

長
崎
大
水
害
で
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
時

間
雨
量
１
０
０
㎜
を
こ
え
る
記
録
的
な
大

雨
が
降
り
続
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
約

４
７
０
０
箇
所
に
及
ん
で
山
腹
が
崩
壊
し
、

土
石
流
や
洪
水
が
発
生
し
、
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
た
。
中
で
も
、
川
平
、
奥
山
、

鳴
滝
、
さ
ら
に
芒
塚
、
宿
町
（
し
ゅ
く
ま

ち
）
の
諸
地
区
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
２
４
～

３
４
名
の
犠
牲
が
出
た
。
こ
れ
ら
は
、
ミ

ニ
開
発
が
進
み
、
住
宅
団
地
が
形
成
さ
れ

て
い
た
地
区
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
被
害

を
拡
大
し
た
と
い
え
る
。 

土
石
流
災
害
の
典
型
的
な
も
の
に
、
１

９
９
７
年
７
月
の
出
水
市
に
お
け
る
針
原

川
土
石
流
が
あ
る
。
７
日
か
ら
降
り
始
め

た
雨
は
１
０
日
に
は
４
０
０
㎜
に
達
し
、

市
内
が
冠
水
し
た
。
そ
し
て
、
一
旦
、
雨

が
降
り
止
ん
だ
。
こ
の
た
め
、
自
主
避
難

の
呼
び
か
け
は
あ
っ

た
が
、
住
民
は
安
心

し
た
の
か
避
難
を
し

な
か
っ
た
。
そ
こ
に
、

突
然
、
建
設
中
の
砂

防
ダ
ム
を
乗
り
越
え

る
大
規
模
な
深
層
崩

壊
型
の
土
石
流
が
発

生
し
た
。
多
く
の
犠

牲
を
出
し
、
死
者
２

１
名
、
重
症
者
１
３

名
、
家
屋
全
壊
１
９

棟
が
あ
っ
た
。 

九
州
は
、
中
央
に

山
地
が
あ
り
、
平
野

が
少
な
い
。
こ
の
た

め
、
ま
ち
や
村
が
急

峻
な
地
形
を
そ
の
ま

ま
背
負
い
な
が
ら
形

成
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
ま
た
、
無
理
な

斜
面
地
開
発
を
せ
ざ

る
を
え
な
い
こ
と
が

多
々
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
と
、
梅
雨
の
豪

雨
や
台
風
に
よ
る
大

雨
に
し
ば
し
ば
遭
遇

す
る
こ
と
か
ら
、
土

砂
災
害
、
と
り
わ
け

が
け
崩
れ
に
よ
る
災

害
が
多
く
発
生
す
る
。
油
断
す
る
こ
と
な

く
災
害
に
対
し
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
工
夫

し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
に
よ
る
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
促
進
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

表４ 1998～2011 の県別土砂災害 

件数 土石流 地すべり がけ崩れ 土砂災害

福岡 14 21 206 241

佐賀 28 10 100 115

長崎 13 26 382 421

熊本 58 21 361 440

大分 46 23 473 542

宮崎 88 30 405 523

鹿児島 307 23 522 852

件／㎞
２

土石流 地すべり がけ崩れ 土砂災害

福岡 0.003 0.004 0.041 0.048

佐賀 0.011 0.004 0.041 0.047

長崎 0.003 0.006 0.093 0.103

熊本 0.008 0.003 0.049 0.059

大分 0.007 0.004 0.075 0.086

宮崎 0.011 0.004 0.052 0.068

鹿児島 0.033 0.003 0.057 0.093

九州 0.013 0.004 0.058 0.074

全国 0.008 0.007 0.027 0.042

表５ 犠牲者を伴った主な土砂災害（1945～2011） 

人的被

害（人） 幅ｍ 長さｍ 土量ｍ
３

'49/8 霧島の崩壊 鹿児島県姶良郡牧園町霧島温泉 台風 36 崩壊 30 310 2.5万
'53/6 門司・小倉梅雨期 福岡県門司市、小倉市 梅雨、台風 県下286 崩壊 78万
'53/6 瓜ヶ坂崩壊 佐賀県東松浦郡肥前町瓜ヶ坂 台風 26 崩壊 85 850  7万
'57/7 人形石山地すべり 佐賀県伊万里市人形石山 断層運動 7 地すべり 250 500
'62/7 権現山崩壊 佐賀県藤津郡太良町 豪雨 31 崩壊 150 300 7.4万
'72/7 えびの地すべり崩壊 宮崎県えびの市真幸 梅雨前線 4 地すべり 1300 100万
'72/7 47豪雨崩壊（天草） 熊本県天草上島 梅雨前線 115 崩壊 25～30万
'73/7 宝満・三郡山系災害 福岡県嘉穂、粕屋郡、太宰府市 豪雨 24 崩壊、土石

'7７/6 竜ヶ水の崩壊 鹿児島県鹿児島市竜ヶ水 降雨 9 崩壊

'82/7 奥山崩壊 長崎県長崎市本河内町奥山 大雨 24 崩壊 45 450 5000
'82/7 鳴滝崩壊 長崎県長崎市鳴滝１丁目 大雨 24 崩壊 25 255 500
'82/7 川平崩壊 長崎県長崎市川平町川平ＩＣ 大雨 34 崩壊 33 650 700
'89/9 丸尾地すべり 長崎県松浦郡新魚目町 豪雨 4 地すべり 150 130 19万
'90/7 根子岳崩壊 熊本県阿蘇郡一宮町 豪雨 8 崩壊、土石

'90/9 奄美大島崩壊 鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 台風 11 崩壊、土石 20 400 3000
'93/8 鹿児島豪雨崩壊 鹿児島県鹿児島周辺地域 豪雨 49 崩壊

'97/7 針原川土石流 鹿児島県出水市境町針原地区 梅雨前線 21 崩壊、土石 80 200 16.5万
'03/7 ― 熊本県水俣市宝川内集地区 梅雨前線 15 土石流 約80 170 5～10万
'05/7 筋湯、上津江豪雨 大分県筋湯温泉、上津江 梅雨前線 3 土石流 22 15
'05/9 2005九州土砂災害 鹿児島県垂水市新師堂 台風 5 土石、斜面 8 15
'06/9 伊万里市鉄砲水 佐賀県伊万里市黒川町清水 降雨 2 鉄砲水

注)　土石:土石流.　斜面:斜面崩壊.

3566箇所

土砂変動の規模
年月 災害名称 場所 誘因 現象

3500箇所

（
樗
木
武
）
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長
崎
は
誰
も
が
知
る
、
古
く
か
ら
の
国

際
港
湾
、
港
町
で
あ
る
。
南
蛮
、
中
国
と

の
長
い
交
易
の
歴
史
は
こ
の
町
に
多
く
の

歴
史
、
文
化
遺
産
を
残
し
、
明
治
以
降
も

導
入
し
た
先
駆
的
な
外
国
技
術
を
使
っ
た

橋
梁
、
上
水
道
、
ダ
ム
な
ど
の
近
代
化
遺

産
が
、今
も
現
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

同
時
に
神
戸
な
ど
と
同
じ
港
町
特
有
の
海

岸
ま
で
山
地
が
迫
り
、
そ
の
急
傾
斜
の
山

腹
に
住
宅
が
張
り
付
く
特
異
な
「
坂
の

街
」
を
形
成
し
て
き
た
。
そ
の
上
、
日
本

列
島
の
最
西
端
に
位
置
し
、
台
風
、
集
中

豪
雨
な
ど
に
最
初
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
昭
和
57
年
７
月
の
長
崎
水
害
は
い

ま
だ
に
破
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
記
録
的
な

降
雨
（
時
間
当
た
り
の
最
大
降
水
量
）
に

よ
っ
て
、
斜
面
の
住
宅
を
土
砂
災
害
が
襲

い
、
海
沿
い
の
市
街
地
は
洪
水
で
大
き
な

損
害
を
出
し
た
。

　

こ
の
経
験
か
ら
長
崎
は
「
防
災
都
市
」

を
目
指
し
た
。
自
然
災
害
に
強
い
「
強
靭

な
都
市
」
へ
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
都
市
河
川
の
改
修
は
大
き
な

問
題
と
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
長
崎
市

の
歴
史
で
あ
る
石
橋
群
や
日
本
最
初
の
上

水
道
ダ
ム
群
の
更
新
、
ま
た
は
強
化
で
あ

る
。
特
に
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る
眼
鏡

橋
は
現
地
保
存
か
、
治
水
の
た
め
河
川
改

修
で
撤
去
す
る
か
、
市
を
２
分
す
る
論
議

と
な
っ
た
。
長
崎
市
の
選
択
は
、
治
水
工

事
と
歴
史
・
文
化
遺
産
の
保
存
の
両
立
を

模
索
す
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
っ
た
。

 

「
眼
鏡
橋
」
の
惨
状 

　

昭
和
57
年
（
１
９
８
２
）
７
月
23
日
、

長
崎
市
を
襲
っ
た
未
曾
有
の
豪
雨
に
よ
っ

て
、
急
斜
面
を
流
れ
下
っ
た
洪
水
は
た
ち

ま
ち
、
川
幅
の
狭
い
中
島
川
か
ら
あ
ふ
れ

出
て
、
市
街
に
浸
水
し
た
。

　

市
街
を
襲
っ
た
洪
水
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

す
さ
ま
じ
さ
は
、
街
の
中
央
を
流
れ
る
中

島
川
に
頑
強
に
造
ら
れ
た
「
眼
鏡
橋
」
の

惨
状
に
現
れ
て
い
た
。
橋
の
両
岸
の
張
り

石
や
石
垣
が
え
ぐ
り
と
ら
れ
、
橋
自
体
も

ア
ー
チ
上
の
路
面
張
石
が
は
ぎ
取
ら
れ
、

高
欄
の
一
部
も
流
さ
れ
た
。
し
か
し
、
二

つ
の
ア
ー
チ
の
骨
格
は
激
し
い
水
勢
に
よ

く
耐
え
て
残
り
、
石
橋
の
強
さ
を
見
せ
て

い
た
。
欄
干
に
は
材
木
が
引
っ
掛
か
り
、

水
位
が
橋
を
超
え
る
高
さ（
地
表
か
ら
１
・

56
ｍ
）ま
で
達
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
眼
鏡
橋
」
は
そ
の
名
の
通
り
、
二
つ

の
ア
ー
チ
を
持
つ
石
橋
で
、
川
面
に
映
る

ア
ー
チ
で
二
つ
の
円
を
描
き
「
メ
ガ
ネ
」

と
な
る
。
１
６
３
４
年
、
江
戸
時
代
の
初

期
、
日
本
で
初
め
て
造
ら
れ
た
ア
ー
チ
式

石
橋
で
、
国
指
定
重
要
文
化
財
。
そ
れ
ま

で
の
木
の
橋
は
し
ば
し
ば
流
さ
れ
、
交
易

に
長
崎
に
来
た
中
国
商
人
ら
が
見
か
ね
て

資
金
を
だ
し
、
唐
僧
・
黙
子
如
定
に
よ
っ

て
石
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
た
と
伝
え
ら

る
。
外
国
文
化
の
流
入
窓
口
だ
っ
た
長
崎

の
シ
ン
ボ
ル
的
文
化
・
歴
史
資
産
で
あ
っ

た
。

　

中
島
川
は
鋒
火
山
矢
筈
岳
（
標
高

４
２
６
ｍ
）
を
源
流
と
し
、
途
中
で
西
山

川
と
合
流
、
長
崎
市
の
繁
華
街
を
流
れ
て

長
崎
港
に
注
い
で
い
る
。
そ
の
長
さ
、
わ

ず
か
に
５
・
８
㎞
の
小
河
川
だ
。

　

中
島
川
が
対
処
で
き
た
流
量
は
１
秒
間

に
１
０
０
㎥
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
川
に
殺

到
し
た
の
は
、
そ
の
５
倍
以
上
の
５
３
０

㎥
、
処
理
能
力
を
は
る
か
に
超
え
る
異
常

な
水
量
で
あ
っ
た
。
こ
の
洪
水
で
、
中
島

川
に
架
け
ら
れ
て
い
た
11
の
石
橋
の
う
ち

６
橋
の
橋
体
全
部
が
流
失
、
眼
鏡
橋
の
よ

う
に
、損
壊
し
な
が
ら
も
、辛
う
じ
て
残
っ

た
の
は
上
流
か
ら
桃
渓
橋
、
眼
鏡
橋
、
袋

橋
の
３
橋
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
現

川
な
ど
の
５
つ
の
石
橋
も
流
失
し
て
し

ま
っ
た
。

　

長
崎
の
地
理
的
条
件
も
「
河
川
氾
濫
」

を
招
い
た
。
山
が
海
岸
近
く
か
ら
急
傾
斜

で
囲
む
よ
う
に
並
ぶ
。
そ
こ
へ
か
つ
て
な

い
豪
雨
が
襲
っ
た
。
山
地
か
ら
流
れ
下
る

長
崎
市
の
河
川
は
、流
域
が
極
め
て
狭
く
、

急
こ
う
配
で
、
川
の
長
さ
は
短
い
。
都
市

を
流
れ
る
河
川
と
し
て
は
厳
し
い
条
件
を

持
つ
、
特
異
な
小
河
川
と
言
え
る
。
し
か

も
、
長
崎
市
は
海
沿
い
の
平
地
が
狭
く
、

市
街
地
を
流
れ
る
川
の
両
岸
に
家
屋
、
建

物
が
立
ち
並
ぶ
。
降
っ
た
雨
は
一
気
に
こ

の
小
さ
な
川
を
流
れ
下
り
、
あ
ふ
れ
る
た

め
被
害
を
受
け
や
す
い
。
中
島
川
、
浦
上

川
な
ど
の
氾
濫
よ
る
全
市
で
の
住
宅
被
害

は
、
全
・
半
壊
１
５
３
８
棟
、
床
上
浸
水

プロジェクト九州

第2節
①「眼鏡橋」
は残った

河川改修と現地保存

中
島
川
の
河
川
改
修
「
治
水
も
保
存
も
」

市
民
を
二
分
す
る
激
論―

折
衷
案
も
模
索

暗
渠
分
水
路
の
建
設
、
な
お
論
議
続
く

両岸に分水路（暗渠）が作られ、眼鏡橋と袋橋は保存
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１
７
９
０
９
棟
に
及
ん
だ
。

 

諫
早
水
害
の
教
訓 

　

長
崎
水
害
の
後
、
当
然
、
中
島
川
の
川

幅
を
広
げ
、
河
床
を
掘
り
下
げ
て
、
洪
水

調
節
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
検
討
さ
れ

た
。
こ
の
河
川
改
修
を
行
う
と
、
眼
鏡
橋

な
ど
石
橋
は
橋
の
長
さ
、
橋
脚
の
高
さ
が

不
足
し
て
し
ま
い
、
撤
去
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
。

　

死
者
・
行
方
不
明
者
５
１
９
人
を
出
し

た
諫
早
水
害
（
１
９
５
７
年
７
月
）
で
は

本
明
川
に
架
か
る
石
橋
・
諫
早
眼
鏡
橋
に

流
木
な
ど
漂
流
物
が
か
か
り「
堰
」と
な
っ

て
、
諫
早
市
街
へ
の
浸
水
を
大
き
く
し
た

原
因
の
一
つ
と
さ
れ
、
撤
去
（
移
設
保

存
）
さ
れ
て
い
た
。
長
崎
水
害
の
11
年
後

に
発
生
し
た
鹿
児
島
市
水
害（
１
９
９
３
）

で
、
や
は
り
市
街
地
を
流
れ
る
甲
突
川
に

名
工
・
岩
永
三
五
郎
に
よ
っ
て
架
け
ら
れ

た
西
田
橋
は
洪
水
に
よ
く
耐
え
て
残
っ
た

が
同
様
の
理
由
で
撤
去
、
大
半
が
流
失
し

た
武
之
橋
な
ど
と
と
も
に
、
５
大
石
橋
全

て
が
撤
去
（
石
橋
記
念
公
園
に
三
橋
が
移

設
）
さ
れ
て
い
る
。

　

洪
水
被
害
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず

中
島
川
の
治
水
能
力
を
高
め
る
こ
と
だ
。

長
崎
水
害
時
の
流
量
（
眼
鏡
橋
地
点
）
は

毎
秒
５
３
０
㎥
、
上
流
の
３
ダ
ム
が
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
上
水
道
専
用
ダ
ム
で
洪
水

調
節
容
量
は
な
い
が
水
位
上
昇
に
よ
る
若

干
の
洪
水
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
中
島
川

が
流
せ
る
能
力
（
流
下
容
量
）
は
わ
ず
か

１
０
０
㎥
、
５
分
の
１
に
過
ぎ
な
い
。
長

崎
豪
雨
と
同
規
模
の
洪
水
に
対
処
す
る
た

め
に
は
、
中
島
川
の
容
量
を
上
回
っ
た
毎

秒
４
３
０
㎥
に
対
応
す
る
河
川
改
修
を
ど

の
よ
う
に
行
う
か
に
な
る
。
結
論
は
、
上

水
道
水
源
は
雪
浦
ダ
ム
な
ど
他
に
求
め
、

上
流
の
３
つ
の
ダ
ム
に
１
５
０
㎥
の
洪
水

調
節
機
能
を
確
保
、
残
る
２
８
０
㎥
に
耐

え
得
る
河
川
改
修
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
長
崎
水
害
同
規
模
の
洪
水
に
対
処
で

き
る
こ
と
に
な
る
。

　

問
題
は
河
川
改
修
の
方
法
で
あ
る
。
ま

ず
は
川
幅
を
広
げ
る
こ
と
。
そ
れ
で
は
眼

鏡
橋
の
現
地
保
存
は
不
可
能
と
な
り
、
撤

去
と
な
る
。
し
か
し
、「
長
崎
市
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
り
、
主
要
な
観
光
資
源
で
も
あ

る
文
化
歴
史
財
産
が
失
わ
れ
る
」
と
、
撤

去
反
対
運
動
が
起
こ
り
、
水
害
後
、
設
け

ら
れ
た
「
長
崎
防
災
都
市
構
想
策
定
委
員

会
」
で
の
論
議
は
沸
騰
し
た
。
長
崎
県
は

災
害
後
間
も
な
く
、
眼
鏡
橋
な
ど
を
撤
去

し
て
、
中
島
川
の
拡
幅
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
へ
の
架
け
替
え
を
柱
と
す
る
河
川
改
修

方
針
を
決
定
、
市
民
に
発
表
、
国
に
予
算

要
求
、
内
定
を
得
て
い
た
。

 

現
地
保
存
運
動
広
が
る 

　

防
災
都
市
構
想
策
定
委
員
会
で
は
現
地

保
存
派
委
員
か
ら
「
重
要
文
化
財
の
眼
鏡

橋
を
（
現
地
に
）
残
す
方
法
を
検
討
す
べ

き
だ
」（
第
２
、３
回
委
員
会
）「
眼
鏡
橋

は
江
戸
期
か
ら
２
０
０
年
、
街
の
中
で
生

き
た
形
で
残
っ
て
き
た
。
街
の
中
で
生
き

た
形
で
残
ら
な
け
れ
ば
、
文
化
財
と
し
て

評
価
さ
れ
る
か
ど
う
か
」（
第
９
回
委
員

会
）な
ど
現
地
保
存
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

市
民
の
間
で
は
流
失
し
た
石
橋
に
使
わ
れ

て
い
た
石
材
回
収
運
動
が
広
が
り
、
回
収

率
は
60
％
に
も
達
し
て
い
た
。「
長
崎
の

よ
う
な
世
界
史
的
な
歴
史
性
を
持
つ
街
に

お
い
て
は
、
そ
の
個
性
あ
る
景
観
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
現
代
社
会
に
適
応
す
る
街

づ
く
り
を
す
べ
き
だ
」（
片
寄
俊
秀
・
当
時
、

長
崎
総
合
技
術
大
学
教
授
）。

　

折
衷
案
と
し
て
、
眼
鏡
橋
の
両
岸
に
暗

渠
で
バ
イ
パ
ス
水
路
を
建
設
し
て
流
量
を

確
保
す
る
提
案
が
検
討
さ
れ
た
。
暗
渠
で

現
在
の
川
幅
を
維
持
で
き
る
し
、
流
量
も

増
や
せ
、
眼
鏡
橋
は
現
地
に
そ
の
ま
ま
残

せ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
暗
渠
バ
イ
パ
ス

は
拡
幅
案
に
比
べ
て
10
倍
の
工
事
費
が
か

か
る
」「
諫
早
方
式
（
移
転
保
存
）
を
検

討
す
べ
き
だ
」「
眼
鏡
橋
一
つ
を
残
す
た

め
暗
渠
を
造
り
、
こ
れ
ほ
ど
の
無
理
を
す

べ
き
か
再
検
討
す
べ
き
」（
第
９
回
委
員

会
）
と
い
う
反
対
論
が
出
て
、対
立
し
た
。

ま
た
、
暗
渠
に
す
る
と
、
洪
水
時
に
流
木

な
ど
で
ト
ン
ネ
ル
（
暗
渠
部
分
）
が
塞
さ

が
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
日
常

の
維
持
管
理
に
も
問
題
が
指
摘
さ
れ
た

が
、
長
崎
市
在
住
以
外
の
委
員
た
ち
は
最

後
は
「
地
元
判
断
に
任
せ
る
」
と
し
、
そ

れ
以
上
、
十
分
に
詰
め
ら
れ
る
論
議
は
な

か
っ
た
。

　

結
局
「
眼
鏡
橋
は
、
暗
渠
バ
イ
パ
ス
方

式
に
よ
っ
て
保
存
す
る
」
と
委
員
会
は
結

論
付
け
た
。
石
橋
の
現
地
復
活
を
両
立
さ

せ
る
た
め
、
眼
鏡
橋
、
袋
橋
付
近
の
川
幅

は
拡
げ
な
い
ま
ま
、
両
岸
に
地
下
水
路
を

建
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
流
量
を
増
や
す

ほ
か
な
い
と
の
判
断
で
あ
っ
た
。

　

バ
イ
パ
ス
水
路
建
設(

両
岸
に
約

３
０
０
ｍ
）が
選
択
さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
っ

て
、「
眼
鏡
橋
」は
水
害
の
翌
年
10
月
に
は
、

再
び
美
し
い
姿
で
戻
っ
た
。
や
は
り
一
部

流
失
し
た
眼
鏡
橋
の
す
ぐ
下
の
袋
橋
も
現

地
保
存
で
き
た
。
上
流
の
桃
渓
橋
は
ダ
ム

改
修
で
そ
の
ま
ま
現
地
保
存
が
可
能
に

な
っ
た
。
こ
れ
で
流
失
を
免
れ
た
石
橋
３

橋
は
現
地
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 

難
航
し
た
分
水
路
建
設 

　

バ
イ
パ
ス
水
路
の
右
岸
側
は
昭
和
59
年

着
工
、
公
園
な
ど
公
共
の
土
地
だ
っ
た
た

め
工
事
は
ス
ム
ー
ス
に
進
み
、
同
63
年
に

は
完
成
し
た
が
、問
題
は
左
岸
側
だ
っ
た
。

川
沿
い
に
商
店
な
ど
の
家
屋
が
46
軒
立
ち

並
ぶ
左
岸
側
の
用
地
買
収
は
難
航
、
移
転

交
渉
に
20
年
が
か
か
っ
た
。
右
岸
側
が
先

行
し
て
完
成
し
た
た
め
、
治
水
対
策
は
こ

れ
で
十
分
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
水
害
体

験
の
風
化
が
始
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

特
に
施
工
方
法
に
注
文
が
多
か
っ
た
。

先
行
し
た
右
岸
の
分
水
路
工
事
で
行
っ
た

「
連
続
式
地
中
壁
工
法
」
で
は
工
事
期
間

が
長
す
ぎ
る
、
交
通
へ
の
支
障
、
振
動
、

騒
音
等
の
苦
情
が
出
さ
れ
た
。

　

連
続
地
中
壁
工
法
も
住
民
の
暮
ら
し
へ

の
影
響
を
避
け
る
た
め
、
通
常
の
オ
ー
プ

「
水
害
被
害
を
増
大
」―

撤
去
論
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ン
カ
ッ
ト
方
式
を
取
ら
ず
、
暗
渠
の
、
ま

ず
壁
部
分
を
先
行
し
て
造
り
、
掘
削
し
て

底
盤
と
上
部
の
頂
版
を
造
る
施
工
方
法
が

と
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
側
壁
の
パ
イ

プ
の
打
ち
こ
み
や
大
石
を
砕
く
削
岩
の
振

動
と
音
が
響
き
、住
民
の
不
満
を
招
い
た
。

右
岸
と
同
じ
こ
の
工
法
で
は
左
岸
住
民
の

納
得
は
得
ら
れ
な
い
。

 

工
法
に
厳
し
い
注
文 

　

住
民
説
明
会
な
ど
で
は
、
工
期
短
縮
に

よ
っ
て
、
交
通
へ
の
支
障
を
最
小
限
に
抑

え
、
騒
音
、
振
動
つ
い
て
も
厳
し
い
規
制

が
求
め
ら
れ
た
。こ
れ
に
対
応
す
る
設
計
、

施
工
な
ど
様
々
な
検
討
、提
案
が
行
わ
れ
、

右
岸
と
は
全
く
違
う
工
法
が
選
ば
れ
た
。

「
新
オ
ー
プ
ン
（
上
部
開
放
型
）
シ
ー
ル

ド
工
法
」。
住
民
の
暮
ら
し
へ
の
影
響
を

最
小
限
に
抑
え
よ
う
と
す
る
、
長
崎
県
で

は
初
め
て
採
用
さ
れ
た
工
法
だ
っ
た
。

左
岸
バ
イ
パ
ス
水
路
（
２
６
２
ｍ
）
の
う

ち
ト
ン
ネ
ル
部
分
は
長
さ
１
７
５
・
７
ｍ
、

内
空
の
断
面
は
５
ｍ
×
６
ｍ
。
こ
の
工
法

は
、
ま
ず
、
両
側
に
直
径
１
・
５
ｍ
の
大

口
径
の
穴
を
掘
り
、
鉄
筋
を
入
れ
て
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
た
柱
（
親
杭
）
を
立

て
、横
矢
板
で
土
止
め
を
行
っ
た
う
え
で
、

ス
ラ
イ
ド
式
の
土
止
め
板
で
土
砂
崩
れ
を

防
ぐ
な
ど
し
て
近
接
家
屋
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
し
な
が
ら
、
シ
ー
ル
ド
機
で
掘
削

を
進
め
る
。
こ
の
シ
ー
ル
ド
掘
進
機
は

高
さ
７
・
６
ｍ
、
幅
６
・
58
ｍ
、
総
重
量

３
３
０
ｔ
の
大
型
重
機
。
掘
削
が
終
わ
っ

た
水
路
幅
に
暗
渠
用
の
ボ
ッ
ク
ス
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
函
を
順
次
、埋
め
込
ん
で
ゆ
く
。

　

掘
削
は
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
行
う
が
、
現
場

は
ハ
ウ
ス
で
覆
い
、
工
事
の
騒
音
が
外
部

に
漏
れ
な
い
よ
う
に
し
、
土
砂
を
運
び
出

す
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
は
、
い
き
な
り
路
上

に
出
ず
、
暗
渠
用
に
据
え
付
け
ら
れ
た

ボ
ッ
ク
ス
内
を
走
り
、
運
搬
で
生
じ
る
騒

音
を
抑
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
騒
音
防

止
だ
け
で
な
く
、
工
事
現
場
や
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
等
重
機
が
陸
上
で
姿
を
見
せ
ず
に

す
み
、
観
光
都
市
・
長
崎
、
特
に
石
橋
群

を
訪
れ
た
観
光
客
の
目
に
、
触
れ
な
い
よ

う
な
景
観
配
慮
に
も
な
っ
た
。

 
石
橋
群
と
し
て
の
魅
力 

　

都
市
で
の
あ
ら
ゆ
る
工
事
は
、
人
家
が

密
集
し
、
交
通
量
も
多
い
中
で
行
わ
れ

る
。
何
よ
り
市
民
の
日
常
の
暮
ら
し
を
乱

さ
な
い
工
法
が
求
め
ら
れ
る
。
騒
音
、
振

動
な
ど
環
境
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
や

完
工
後
の
景
観
形
成
、
さ
ら
に
は
工
事
現

場
を
見
せ
な
い
工
夫
ま
で
、
厳
し
い
制
約

の
中
で
の
工
事
と
な
る
。
眼
鏡
橋
の
現
地

保
存
と
全
国
に
も
例
の
な
い
ト
ン
ネ
ル
分

水
路
の
建
設
は
そ
う
し
た
都
市
土
木
の
持

つ
課
題
を
一
つ
一
つ
解
き
ほ
ぐ
し
て
行
っ

た
。
着
工
か
ら
６
年
後
に
は
工
事
完
了
し

た
右
岸
側
の
地
下
水
路
に
対
し
、
左
岸
側

が
完
成
し
た
の
は
24
年
後
の
２
０
０
６
年

に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

　

中
島
川
は
眼
鏡
橋
だ
け
で
な
く
11
の
石

橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
。
河
畔
を
散
策
す

る
と
、
ア
ー
チ
式
石
橋
が
幾
つ
も
連
な
る

景
観
が
観
光
客
を
魅
了
す
る
。
そ
の
「
石

橋
群
」
と
し
て
の
魅
力
を
洪
水
に
押
し
流

さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と

い
う
の
が
市
民
感
覚
だ
っ
た
。
現
地
保
存

さ
れ
る
眼
鏡
橋
と
袋
橋
、
上
流
の
桃
渓
橋

３
橋
以
外
の
、
流
失
し
た
４
石
橋
が
、
太

鼓
橋
の
連
な
る
「
昭
和
の
石
橋
群
」
と
し

て
新
し
く
架
け
ら
れ
た
。

　
「
拡
幅
部
分
に
お
け
る
代
替
橋
は
可
能

な
限
り
石
橋
と
し
て
架
け
替
え
る
」
と
の

委
員
会
の
答
申
に
基
づ
い
て
、
新
し
く
石

橋
が
架
け
ら
れ
た
が
、
問
題
が
あ
っ
た
。

河
川
構
造
令
で
洪
水
時
の
水
位
以
下
に
新

し
い
も
の
は
建
設
で
き
な
い
。
こ
の
た
め

ア
ー
チ
が
描
く
弧
は
高
く
、
橋
は
急
坂
と

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
渡
り
口
は
石
段
に

な
っ
た
。「
背
が
高
く
、
渡
る
に
は
階
段

が
あ
っ
て
市
民
に
は
評
判
が
悪
い
」（
片

寄
教
授
）
の
声
も
あ
る
。
滑
る
、
渡
り
に

く
い
な
ど
の
批
判
は
今
で
も
残
る
。
太
鼓

橋
は
車
が
走
れ
な
い
た
め
流
失
し
た
芋
原

橋
な
ど
２
橋
は
道
路
橋
と
し
、
魚
市
橋
は

幅
員
４
ｍ
を
９
ｍ
に
拡
幅
し
た
が
、
大
正

時
代
に
架
け
ら
れ
た
高
欄
を
そ
の
ま
ま
保

存
、
新
橋
に
取
り
付
け
た
。

　

委
員
会
は
「
中
島
川
並
び
に
、
浦
上
川

上
流
の
本
河
内
、
西
山
、
浦
上
の
各
ダ
ム

の
治
水
化
を
図
る
。
そ
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
現
在
ま
で
利
水
ダ
ム
で
あ
っ
た
こ

れ
ら
の
ダ
ム
に
代
わ
っ
て
、
雪
浦
ダ
ム

（
１
９
７
７
年
完
成
）
等
か
ら
の
広
域
的

な
利
水
水
源
の
確
保
」
を
す
る
と
し
て
い

る
。
長
崎
は
山
が
低
く
水
源
に
乏
し
い
。

そ
の
た
め
に
ダ
ム
は
上
水
確
保
の
た
め
の

も
の
で
。
治
水
の
た
め
の
洪
水
調
節
容
量

は
多
く
は
な
か
っ
た
。
利
水
か
ら
治
水
ダ

ム
へ
の
切
り
替
え
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ダ
ム
改
修
に
当
た
っ
て
も
、
眼

鏡
橋
な
ど
石
橋
群
の
保
存
と
同
様
な
課
題

が
あ
っ
た
。

　

西
山
ダ
ム
、
本
河
内
高
部
ダ
ム
・
低
部

ダ
ム
は
、
水
源
の
少
な
い
長
崎
市
に
水
道

を
敷
設
す
る
た
め
水
源
確
保
の
上
水
道
専

用
ダ
ム
（
１
日
２
万
８
０
０
ｔ
を
供
給
）

で
あ
り
、本
河
内
高
部
ダ
ム
は
明
治
24
年
、

吉
村
長
策
ら
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
、
日

本
初
の
上
水
用
ア
ー
ス
ダ
ム
で
あ
る
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ
る
本
河
内
低
部
ダ

ム
、
西
山
ダ
ム
も
老
朽
化
は
し
て
い
る
が

歴
史
的
価
値
は
大
き
い
。
歴
史
的
構
造
物

の
保
存
と
新
し
い
治
水
能
力
を
付
け
加
え

る
更
新
工
事
の
両
立
は
、
中
島
川
の
石
橋

保
存
と
同
様
、悩
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

洪
水
時
に
は
上
流
の
ダ
ム
で
貯
水
し
、

下
流
へ
の
流
下
量
を
大
幅
に
減
ら
し
、
河

川
改
修
と
共
に
洪
水
を
防
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
上
水
用
の
ダ
ム
を
生

か
し
な
が
ら
、
新
た
に
洪
水
調
節
用
の
貯

水
量
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
新
え
ん
堤

の
建
設
と
旧
ダ
ム
の

堤
体
強
化
に
よ
る
貯

水
量
ア
ッ
プ
が
必
要

に
な
る
。
本
河
内
高
部
ダ
ム
は
、
旧
ダ
ム

に
接
続
し
て
上
流
に
新
し
く
高
い
堤
体
を

建
設
、
貯
水
量
を
増
や
し
て
い
る
。
こ
の

ダ
ム
で
は
そ
の
上
流
50
ｍ
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
堤
体
を
重
ね
る
よ
う
に
建
設
さ
れ
た
結

果
、
吉
村
ら
が
建
設
し
た
ダ
ム
堤
体
は
そ

ダ
ム
に
新
た
な
治
水
能
力
を
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の
ま
ま
「
現
地
保
存
」
さ
れ
、
か
つ
２
重

の
堤
体
と
な
り
強
化
さ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

西
山
ダ
ム
で
は
、
そ
の
下
流
約
60
ｍ
に

新
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
を
建
設
、
本

河
内
低
部
ダ
ム
で
は
堤
体
前
面（
上
流
側
）

に
新
堤
体
を
重
ね
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
厚
く

し
て
強
化
。洪
水
吐
き
は
貯
水
池
内
に（
呑

口
）
を
造
り
、
堤
体
の
下
を
通
す
竪
坑
型

ト
ン
ネ
ル
式
を
採
用
し
て
い
る
。
水
害
か

ら
30
年
が
過
ぎ
た
、
２
０
１
３
年
度
か
ら

運
用
開
始
し
て
い
る
。

 

今
も
意
見
対
立
が 

　

眼
鏡
橋
の
現
地
保
存
問
題
と
は
対
照
的

に
、
ダ
ム
の
治
水
化
工
事
は
比
較
的
ス

ム
ー
ス
に
進
ん
だ
。
し
か
し
、
眼
鏡
橋
と

い
う
歴
史
的
構
造
物
の
現
地
保
存
と
市
民

の
生
命
財
産
を
守
る
「
治
水
」
の
た
め
の

河
川
改
修
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
に
は
難
し

さ
が
あ
っ
た
。

　

長
崎
水
害
の
10
年
後
、
同
じ
よ
う
に
洪

水
で
流
失
し
た
り
、
壊
さ
れ
た
り
し
た
鹿

児
島
市
の
５
つ
の
石
橋
は
、全
て
撤
去（
う

ち
３
橋
は
記
念
公
園
に
移
設
）
さ
れ
た
。

現
地
保
存
を
求
め
る
市
民
団
体
の
強
い
反

対
運
動
を
押
し
切
っ
て
の
撤
去
で
あ
り
、

長
崎
の
眼
鏡
橋
の
現
地
保
存
と
は
対
照
的

な
治
水
優
先
の
対
応
と
な
っ
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
鹿
児
島
で
は
甲
突
川

上
流
に
洪
水
調
整
の
ダ
ム
が
建
設
で
き

ず
、
河
川
改
修
に
よ
る
対
応
し
か
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
都
市
河
川
の
改
修
に
は

厳
し
さ
が
あ
る
。
都
市
に
は
人
口
が
集
中

し
、
様
々
な
建
造
物
が
集
積
し
て
、
都
市

機
能
を
高
め
て
い
る
。
そ
こ
に
洪
水
が
ひ

と
た
び
起
こ
れ
ば
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
寸

断
さ
れ
、人
命
財
産
へ
の
被
害
も
大
き
い
。

　

し
か
し
、
日
本
の
都
市
は
浸
水
、
洪

水
に
は
極
め
て
脆
弱

で
あ
る
。
高
度
経
済

成
長
時
代
、
急
速
な

人
口
、
社
会
機
能
の

都
市
集
中
が
進
ん
だ
。

低
地
に
も
か
か
わ
ら

ず
家
屋
や
ビ
ル
が
密

集
し
て
建
て
ら
れ
、

膨
張
し
て
い
っ
た
。

そ
れ
に
対
応
す
る
都

市
河
川
の
改
修
は
追

い
つ
か
ず
、
集
中
豪

雨
に
よ
っ
て
河
川
が
氾
濫
す
る
と
、
た
ち

ま
ち
地
下
街
や
ビ
ル
の
地
下
は
水
没
し
て

機
能
マ
ヒ
に
陥
る
事
態
が
生
ま
れ
た
。
福

岡
市
、
東
京
都
な
ど
で
逃
げ
遅
れ
た
人
が

地
下
の
店
舗
な
ど
で
溺
死
す
る
悲
劇
も
起

こ
り
、
商
店
街
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
の

被
害
も
甚
大
と
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
市

民
の
防
災
意
識
は
決
し
て
高
く
は
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
力
も
弱
い
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
市
河
川
の
改
修

に
は
難
し
さ
が
つ
き
ま
と
う
。
川
幅
を
広

げ
よ
う
に
も
、
両
岸
に
は
ビ
ル
や
住
宅
、

商
店
街
な
ど
建
造
物
が
立
ち
並
び
、
流
量

を
増
や
す
た
め
の
川
幅
の
拡
幅
工
事
に
は

厖
大
な
事
業
費
が
か
か
る
。
都
市
か
ら
田

畑
が
消
え
「
遊
水
」
機
能
も
落
ち
て
い
る
。

洪
水
の
「
一
手
引
き
受
け
」
と
な
っ
た
河

川
の
堤
防
を
高
く
す
れ
ば
、
市
民
か
ら
川

を
遠
ざ
け
、「
親
水
性
」「
都
市
の
う
る
お

い
」が
失
わ
れ
る
。
河
川
が
増
水
し
た
際
、

高
い
堤
防
が
目
隠
し
と
な
り
、
市
民
の
避

難
を
遅
ら
せ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

 

第
３
の
選
択
と
し
て 

　

中
島
川
の
眼
鏡
橋
の
現
地
保
存
の
た
め

の
、
暗
渠
に
よ
る
バ
イ
パ
ス
分
水
路
建
設

は
、
や
む
を
得
な
い
、
ベ
ス
ト
で
は
な
い

が
ベ
タ
ー
の
選
択
だ
っ
た
と
し
て
も
、
河

川
技
術
者
の
な
か
に
は
今
で
も
河
川
の
暗

渠
化
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
す
る
意
見

が
く
す
ぶ
っ
て
い
る
。
実
際
、
東
京
な
ど

大
都
市
で
の
河
川
の
暗
渠
に
よ
る
「
地
下

水
化
」
へ
の
批
判
は
強
い
。
逆
に
、
甲
突

川
か
ら
撤
去
し
た
鹿
児
島
市
の
石
橋
群
に

対
し
て
は
、
現
地
保
存
し
な
か
っ
た
こ
と

へ
の
批
判
が
収
ま
っ
て
い
な
い
。
街
の
中

で
「
生
き
て
」
保
存
さ
れ
て
こ
そ
、
歴
史

的
、文
化
的
意
味
が
あ
る
と
い
う
主
張
だ
。

　

石
橋
が
並
ぶ
中
島
川
沿
い
を
犬
を
連
れ

た
市
民
や
観
光
客
、
写
真
撮
影
に
余
念
の

な
い
カ
メ
ラ
マ
ン
等
、
多
く
の
人
た
ち
が

川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
聞
き
な
が
ら
散
策

し
て
い
る
。
河
畔
ま
で
下
り
ら
れ
る
石
段

が
設
け
ら
れ
、
親
水
性
を
高
め
て
い
る
。

見
上
げ
る
と
、
石
橋
群
の
ア
ー
チ
が
幾
重

に
も
重
な
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
景
観
を
創

り
出
し
て
い
る
。

　

韓
国
ソ
ウ
ル
市
は
中
心
部
の
清
渓
川
を

埋
め
立
て
て
造
ら
れ
た
高
速
道
路
を
撤
去

し
て
「
都
市
に
親
水
性
」
を
蘇
ら
せ
た
。

効
率
性
、
利
便
性
、
機
能
中
心
に
走
り
が

ち
な
都
市
づ
く
り
に
一
石
を
投
じ
た
こ
の

事
例
は
記
憶
に
新
し
い
。
都
市
に
う
る
お

い
を
も
た
ら
す
親
水
性
や
、
眼
鏡
橋
の
よ

う
な
都
市
の
歴
史
を
物
語
る
土
木
遺
産
の

保
存
と
、
住
民
の
生
命
財
産
の
「
安
全
」

策
と
が
二
者
択
一
で
な
く
「
両
立
」
を
模

索
し
た
第
３
の
選
択
と
し
て
「
長
崎
の
眼

鏡
橋
」
は
語
り
継
が
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
治
水
を
河
川
改
修
だ

け
に
た
よ
ら
な
い
、
ダ
ム
や
地
下
遊
水
池

な
ど
総
合
的
な
都
市
防
災
政
策
が
必
要
と

な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

保存された石橋には観光客が多く訪れる

追
い
付
か
な
い
都
市
河
川
の
改
修
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華やかに装飾されたアレキサンダー３世橋とエッフェル塔

　

パ
リ
発
祥
の
地
・
シ
テ
島
に
は
、ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
な
ど
歴
史
的
な
建
造

物
が
建
ち
並
ぶ
。
こ
の
島
へ
渡
る
橋
は

皆
、
物
語
を
持
っ
て
い
る
。
ア
ン
リ―

騎
馬
像
が
勇
ま
し
く
建
つ
「
ボ
ン
・
ヌ

フ
橋
」
は
、
そ
の
意
味
は
新
橋
と
言
い

な
が
ら
、
パ
リ
の
現
存
す
る
橋
で
最
も

古
い
（
１
６
０
７
年
完
成
）。

　

そ
の
隣
の
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
へ
渡
る

橋
は
「
両
替
橋
」（
ボ
ン
・
ト
ー
・
シ
ャ

ン
ジ
ュ
）
と
い
う
一
風
変
わ
っ
た
名
前

を
持
っ
て
い
る
。
シ
テ
島
に
は
か
つ
て

堅
固
な
要
塞
が
あ
り
、
パ
リ
で
一
番
安

全
な
場
所
だ
っ
た
た
め
、
貴
金
属
商
や

両
替
商
が
こ
の
橋
の
上
に
店
を
並
べ

た
。
ち
ょ
う
ど
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
レ
ン

ツ
エ
の
「
ブ
ェ
ッ
キ
オ
橋
」
の
よ
う
な

も
の
で
、
店
舗
が
集
ま
っ
て
橋
の
街
を

形
成
し
た
の
は
、
ま
だ
木
の
橋
だ
っ
た

こ
ろ
（
１
３
０
０

年
ご
ろ
）
か
ら
で
、

人
呼
ん
で
両
替
橋

と
な
っ
た
。
今
で

も
警
視
庁
が
あ
る

か
ら
、
安
全
性
は

確
保
さ
れ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い

が
、
も
う
、
店
舗

は
な
い
。
続
く
橋

は
６
つ
の
ア
ー
チ

を
持
つ
美
し
い
石

橋
・
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
橋
。

　

大
統
領
官
邸
エ

リ
ゼ
宮
か
ら
、シ
ャ

ン
ゼ
リ
ゼ
大
通
り

を
横
切
っ
て
、セ
ー

ヌ
川
へ
向
か
う
と
、

パ
リ
で
最
も
豪
華

な
橋
に
出
る
。
金

色
の
像
を
持
つ
高

い
橋
塔
、
ア
ー
ル

ヌ
ボ
ー
の
街
灯
、

美
し
く
彫
り
込
ま
れ
た
欄
干
な
ど
バ

ロ
ッ
ク
風
の
華
や
か
な
装
飾
を
ま
と
っ

て
、
人
の
目
を
引
き
付
け
る
の
が
ア
レ

キ
サ
ン
ダ
ー
３
世
橋
だ
。１
８
８
９
年
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
１
０
０
年
記
念
の
パ
リ

万
博
開
催
に
合
わ
せ
て
、
エ
ッ
フ
ェ
ル

塔
と
共
に
建
設
さ
れ
た
。

　

同
時
に
そ
れ
は
鉄
文
明
到
来
の
シ
ン

ボ
ル
と
も
な
っ
た
。
人
と
自
然
の
調
和

を
最
高
の
価
値
と
し
た
時
代
か
ら
、
圧

倒
的
な
人
工
構
造
物
が
文
明
を
象
徴
す

る
時
代
に
な
り
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
な
ど

文
化
人
は「
世
紀
末
」と
嘆
い
た
が
、鉄
、

電
力
、
さ
ら
に
石
油
文
明
は
お
構
い
な

く
驀
進
、
現
代
に
至
っ
て
い
る
。

　

パ
リ
・
セ
ー
ヌ
川
に
か
け
ら
れ
た
橋

は
一
つ
と
し
て
似
た
橋
は
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
が
個
性
を
持
ち
、
着
飾
り
、
歴
史

を
語
り
、
こ
の
都
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
エ
ッ
フ
ェ

ル
塔
前
の
船
着
き
場
か
ら
セ
ー
ヌ
川
ク

ル
ー
ズ
が
楽
し
め
る
。
ガ
ラ
ス
張
り
の

遊
覧
船
が
、
次
々
と
意
匠
を
変
え
る
橋

を
く
ぐ
り
抜
け
、
シ
テ
島
、
サ
ン
ル
イ

島
ま
で
を
一
周
。
乗
り
降
り
自
由
で
、

名
所
を
見
上
げ
な
が
ら
の
ク
ル
ー
ズ
と

な
る
。

　

セ
ー
ヌ
川
の
橋
群
は
パ
リ
を
語
る
に

欠
か
せ
な
い
存
在
な
の
だ
。

パリの橋は都市の歴史の語り部

パリで最も古い「ポン・ヌフ橋」

恋人たちが「愛のちぎり」を永遠にとかけた南京錠 セーヌ川畔で憩うパリ市民
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―
―

ご
自
身
が
河
川
管
理
者
と
し
て
体
験

さ
れ
た
、
昭
和
57
年
７
月
23
日
の
豪
雨
の

降
り
始
め
の
状
況
か
ら
。

篠
氏　
「
中
島
川
が
氾
濫
し
て
い
る
」
と

い
う
情
報
で
、
そ
の
日
の
午
後
８
時
頃

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
県
庁
に
向
か
い
ま

し
た
。
そ
の
前
、
所
要
で
午
後
６
時
頃
外

出
し
た
と
き
、
雨
が
傘
を
突
き
抜
け
て
く

る
、
そ
れ
は
異
常
な
ほ
ど
の
豪
雨
で
、
初

め
て
の
体
験
で
し
た
。
県
庁
玄
関
で
は
す

で
に
避
難
し
て
き
た
人
々
が
お
ら
れ
「
ご

苦
労
さ
ん
」
の
声
が
か
か
り
ま
し
た
。
６

階
の
部
屋
は
停
電
で
真
っ
暗
、
長
崎
の
街

中
が
す
で
に
停
電
し
て
い
ま
し
た
。多
分
、

初
盆
の
方
々
へ
の
「
ろ
う
そ
く
」
だ
っ
た

ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
火
を
つ
け

て
明
か
り
を
取
り
ま
し
た
。
奇
妙
な
こ
と

に
ゴ
キ
ブ
リ
が
飛
び
走
り
回
り
、
救
急
車

の
サ
イ
レ
ン
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。

―
―

被
害
状
況
の
把
握
は
。

篠
氏　

電
話
も
不
通
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
無
線
で
建
設
省
本
省
か
ら
「
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
」。「
わ
か
り
ま
せ
ん
」

と
答
え
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
翌

朝
（
24
日
）、
午
前
７
時
半
ご
ろ
職
員

が
出
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。「
と
に
か

く
、
洪
水
の
状
況
と
写
真
を
撮
っ
て

き
て
く
れ
」と
。
水
害
対
応
の
基
本
は
、

何
よ
り
ま
ず
、
状
況
把
握
で
す
か
ら
。

当
時
、
雲
仙
で
県
下
各
市
町
村
の
各

種
協
議
会
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

小
鳥
井
清
河
川
課
長
が
帰
庁
し
ま
し
た
。

午
前
１
１
時
ご
ろ
、
泥
だ
ら
け
の
姿
で
し

た
。
す
で
に
国
道
34
号
・
日
見
ト
ン
ネ
ル

周
辺
が
土
砂
崩
れ
な
ど
で
寸
断
さ
れ
て
い

て
、
旧
道
を
歩
い
て
帰
庁
さ
れ
た
の
で
し

た
。

―
―

被
害
の
状
況
は
ど
う
で
し
た
。

篠
氏　

最
近
は
や
り
言
葉
の
「
想
定
外
」

の
災
害
状
況
で
し
た
。
危
険
指
定
地
以
外

の
所
で
も
が
け
崩
れ
、
土
石
流
が
多
発
、

土
砂
と
水
が
一
気
に
流
れ
下
り
、
砂
防
ダ

ム
さ
え
壊
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
下
流

市
街
地
で
の
河
川
の
氾
濫
。
自
然
の
動
き

に
は
人
間
の
考
え
以
上
の
も
の
が
あ
る
。

人
間
の
知
識
な
ど
通
用
し
な
い
と
実
感
し

ま
し
た
。

―
―

市
内
を
流
れ
る
中
島
川
、
浦
上
川
な

ど
の
氾
濫
が
市
街
地
を
襲
い
ま
し
た
。

篠
氏　

長
崎
市
の
川
は
山
か
ら
一
気
に
流

れ
下
る
急
傾
斜
の
小
河
川
で
す
。
我
々
の

仕
事
は
、
ど
う
し
た
ら
安
全
な
「
き
ち
ん

と
し
た
河
川
に
す
る
」こ
と
が
出
来
る
か
、

で
す
。
ま
ず
は
復
旧
、
そ
し
て
復
興
。
建

設
省
と
検
討
し
て
１
０
０
億
円
規
模
の
激

特
事
業
で
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
よ
う
な
水
害
の
流
量
に
も
耐
え
ら
れ

る
「
強
靭
な
河
川
」
に
す
る
た
め
に
河
川

改
修
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
で
す
。

―
―

中
島
川
の
具
体
的
な
改
修
計
画
の
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た
の
で
す

か
。

篠
氏　

流
域
全
体
で
計
画
を
考
え
ま
し

た
。
ま
ず
上
流
の
本
河
内
ダ
ム
（
高
部
、

低
部
）、
そ
れ
に
西
山
ダ
ム
は
い
ず
れ
も

上
水
用
の
ダ
ム
で
す
が
、
こ
れ
に
１
５
０

ｔ
（
毎
秒
）
の
洪
水
調
節
能
力
を
持
た
せ
、

河
川
改
修
に
よ
っ
て
３
８
０
ｔ
（
同
）、

計
５
３
０
ｔ
（
同
）
の
流
量
を
処
理
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
島
川
は

両
岸
共
に
住
宅
な
ど
建
造
物
が
建
て
こ

み
、
簡
単
に
川
幅―

流
下
断
面
を
広
げ
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
全
面
拡
幅
す
る
と
し

て
も
、
膨
大
な
予
算
が
必
要
と
な
る
。
あ

の
川
は
残
念
な
が
ら
河
道
の
み
で
の
対
策

で
は
、
解
決
で
き
な
い
川
な
の
で
す
。

―
―

そ
こ
で
石
橋
を
ど
う
す
る
か
が
問
題

に
な
り
ま
し
た
。

篠
氏　

河
川
構
造
令
を
見
て
も
ら
え
ば
、

全
て
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
諫
早
水
害

の
貴
重
な
教
訓
を
生
か
す
た
め
、
石
橋
に

流
木
な
ど
漂
流
物
が
引
っ
掛
か
り
流
水
を

阻
害
す
る
「
堰
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
。
つ
ま
り
近
代
橋
に
架
け
替
え
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
島
川
に
は
11
の
石

橋
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
６
橋
が
流
失
、
重

要
文
化
財
の
眼
鏡
橋
な
ど
は
大
き
く
損
壊

し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。我
々
と
し
て
は
、

THE CIVIL ENGINEER

第2節
②インタビュー

河川改修に当った篠勤氏

中島川改修と眼鏡橋
篠　　勤 氏

（しのつとむ） プロフィール

昭和13年７月21日生まれ、東
京都出身。昭和38年、東京農工
大卒。長崎県庁に入り河川改修、
土砂災害に取り組む。雲仙普賢岳
噴火災害では、砂防地すべり技術
センター雲仙対策部長を務める。
長崎水害当時は県河川係長として
中島川河川改修、上流の本河内ダ
ムなどの改築設計などにあたっ
た。現在アサヒコンサル（株）理事。

「
総
合
治
水
観
点
か
ら
、

都
市
を
見
直
そ
う
」
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眼
鏡
橋
は
諫
早
方
式
で
移
転
保
存
が
最
適

の
選
択
だ
と
考
え
ま
し
た
。

―
―

と
こ
ろ
が
大
反
発
が
起
こ
っ
た
。

篠
氏　

現
地
保
存
の
大
合
唱
で
、
我
々
は

「
針
の
む
し
ろ
」
に
座
ら
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。「
眼
鏡
橋
を

残
そ
う
」
と
い
う
１
０
０
万
人
署
名
が
集

め
ら
れ
、「
長
崎
防
災
都
市
構
想
策
定
委

員
会
」
も
「
残
す
（
現
地
保
存
）
方
向
で

検
討
す
る
」
と
い
う
報
告
書
を
ま
と
め
ま

し
た
。
論
議
は
そ
の
方
向
で
終
始
し
ま
し

た
。「
な
ん
と
い
う
馬
鹿
な
」
が
率
直
な

私
の
感
想
で
今
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

―
―

そ
こ
で
折
衷
案
的
に
両
岸
に
水
路
バ

イ
パ
ス
を
造
る
案
が
登
場
す
る
。

篠
氏　

文
化
財
を
残
し
て
、
治
水
と
の
両

立
を
構
想
せ
よ
と
い
う
わ
け
で
す
が
、
長

崎
水
害
で
体
験
し
た
よ
う
に
、
自
然
（
の

猛
威
）
と
は
、
そ
ん
な
甘
い
も
の
で
は
な

い
。「
違
う
」、
と
思
い
ま
す
。
自
然
に
逆

ら
っ
て
は
、
市
民
の
安
全
は
守
れ
な
い
。

ま
た
、
東
京
・
神
田
川
な
ど
暗
渠
に
す
る

「
川
の
ト
ン
ネ
ル
化
」
は
、
下
水
化
な
ど

本
来
の
川
の
姿
で
は
な
く
、
極
度
に
機
能

化
し
、
そ
れ
が
親
水
性
を
奪
い
、
現
在
で

は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
、
そ
の
反
省
か

ら
総
合
治
水
が
出
て
き
て
い
る
の
で
す
。

地
下
に
分
水
路
を
建
設
す
る
の
は
「
自
然

の
摂
理
に
反
す
る
」
と
思
い
ま
す
。

―
―

バ
イ
パ
ス
分
水
路
に
つ
い
て
は
、
模

型
実
験
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
ね
。

篠
氏　

自
然
と
い
う
の
は
「
計
算
」
で
は

な
く
、
自
然
の
営
み
を
観
察
し
、
そ
の
摂

理
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

確
か
に
都
市
化
に
よ
っ
て
、
河
川
に
流
れ

込
む
水
量
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
防
災
調
整
池
だ
と
か
、
地
下

貯
留
、
浸
透
舗
装
で
対
処
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
総
合
治
水
の
観
点

に
立
っ
て
都
市
を
見
つ
め
直
し
、
そ
の
中

で
文
化
財
も
考
え
る
。
川
は
治
水
も
、
利

水
も
、
環
境
も
、
一
体
と
な
っ
て
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
な
の
に
、
あ

の
委
員
会
の
論
議
で
我
々
に
問
わ
れ
た
の

は
眼
鏡
橋
付
近
の
流
量
ば
か
り
で
し
た
。

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

―
―

暗
渠
バ
イ
パ
ス
の
問
題
点
は

篠
氏　

水
の
流
れ
が
自
然
で
は
な
い
こ
と

で
す
。
市
民
は
流
れ
を
見
る
こ
と
も
出
来

ま
せ
ん
し
、
暗
渠
分
水
路
で
す
か
ら
、
流

下
物
が
引
っ
掛
か
っ
た
り
し
て
、
詰
ま
る

（
閉
塞
）
危
険
が
あ
り
ま
す
し
、
日
常
的

な
維
持
管
理
が
難
し
く
、
大
き
な
課
題
を

残
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
は
絶
え
ず
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る

も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
危
険
（
の
原
因
）
因
子
を
取
り
除
く

こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
暗
渠
バ
イ
パ
ス

は
危
険
因
子
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
文
化
財

の
保
存
も
必
要
で
し
ょ
う
が
、
市
民
の
命

に
か
か
わ
り
、
暮
ら
し
の
安
全
を
守
る
た

め
に
、
自
然
に
対
す
る
理
解
と
配
慮
が

も
っ
と
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

長
崎
の
眼
鏡
橋
は
興
福
寺
２
代
住
持

唐
僧
・
黙
子
如
定
に
よ
っ
て
、
江
戸
初

期
（
１
６
３
４
）
に
最
初
に
架
け
ら
れ

た
石
橋
で
、「
流
れ
な
い
橋
」
と
し
て

当
時
か
ら
有
名
で
あ
っ
た
。
山
口
県
・

岩
国
市
を
流
れ
る
錦
川
に
架
け

ら
れ
た
５
連
の
ア
ー
チ
橋
（
う

ち
２
橋
は
反
橋
）「
錦
帯
橋
」

は
、
洪
水
の
た
び
に
流
失
す
る

橋
を
、
何
と
か
強
い
橋
に
し
て

架
け
た
い
と
、
藩
主
が
技
術
習

得
の
た
め
長
崎
留
学
を
さ
せ
た

ほ
ど
。
島
津
藩
も
、
鹿
児
島
市

内
を
流
れ
る
甲
突
川
に
五
石
橋

を
、
名
工
・
岩
永
三
五
郎
に
架

け
さ
せ
た
。
そ
の
技
術
の
ル
ー

ツ
も
長
崎
発
の
も
の
だ
っ
た
。

実
際
、
昭
和
57
年
の
長
崎
水
害

で
も
、
一
部
損
壊
し
た
も
の
の

「
流
れ
な
い
橋
」
で
あ
る
こ
と

を
証
明
し
て
み
せ
た
。

　

現
地
保
存
さ
れ
た
長
崎
「
眼

鏡
橋
」
は
、
渡
る
人
が
気
が
付

か
な
い
所
で
、
よ
り
強
く
補
強

さ
れ
て
い
る
。
石
橋
の
ア
ー
チ

を
支
え
る
両
岸
の
橋
の
た
も
と

は
、
10
ｍ
の
深
さ
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
円
柱
（
深
礎
杭
）

が
10
基
も
埋
め
込
ま
れ
、
が
っ

ち
り
と
眼
鏡
橋
を
守
っ
て
い

る
。
直
径
１
・
５
ｍ
、
網
の
よ

う
に
組
ま
れ
た
鉄
筋
だ
け
で
そ
の
重
量

約
10
ｔ
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
と
は
い
え
、

鉄
の
柱
に
近
い
。

　

橋
沿
い
の
石
垣
は
、
バ
イ
パ
ス
分
水

路
建
設
で
積
み
直
さ
れ
た
が
、「
自
然

石
で
」
と
い
う
市
民
の
要
望
で
、
工
事

で
掘
り
出
さ
れ
た
巨
石
を
割
っ
て
、
積

み
上
げ
て
い
る
。
そ
の
中
に
ハ
ー
ト
形

の
石
が
埋
め
込
ま
れ
た
。
石
工
た
ち
の

小
さ
な
秘
密
。「
ハ
ー
ト
ス
ト
ー
ン
」

と
呼
ば
れ
、
カ
ッ
プ
ル
た
ち
が

橋
の
上
か
ら
「
見
つ
け
っ
こ
」

し
て
楽
し
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
眼
鏡
橋
の
中
央
の
橋

脚
（
水
切
り
柱
）「
願
い
が
叶

う
」
よ
う
コ
イ
ン
を
投
げ
る
。

眼
鏡
橋
が
繋
か
っ
て
い
る
場
所

で
「
堅
い
縁
」
を
誓
う
。

　

右
岸
に
は
中
国
の
少
年
と
日

本
の
少
女
の
像
が
あ
る
。
風
を

呼
び
雨
を
呼
ぶ
巨
大
な
竜
を
、

二
人
が
従
わ
せ
て
い
る
姿
で
、

長
崎
水
害
で
荒
れ
狂
っ
た
川
を

治
め
る
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
像
は
中
国
製
で
、
こ
の
橋

が
中
国
人
僧
侶
に
よ
っ
て
架
け

ら
れ
た
日
本
最
初
の
ア
ー
チ
式

石
橋
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
、

日
中
友
好
の
思
い
も
あ
る
。

眼鏡橋の秘密― 10 基の深礎工で強化

強化保存された長崎眼鏡橋
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長
崎
防
災
都
市
構
想
策
定
委
員
会
に
は

中
島
川
を
守
る
会
副
会
長
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。
小
川
緑
会
長
の
代
理
出
席
の
形

で
し
た
。
長
崎
水
害
を
踏
ま
え
て
防
災
都

市
を
ど
う
作
る
か
を
考
え
る
委
員
会
で
し

た
が
、
印
象
と
し
て
は
、
論
議
は
「
眼
鏡

橋
を
ど
う
す
る
か
」、「
保
存
か
撤
去
か（
あ

る
い
は
移
転
保
存
か
）」
に
終
始
し
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
現
地
保
存
を
主

張
す
る
私
と
他
の
委
員
、
１
対
30
の
議
論

で
し
た
。

　

大
方
の
意
見
は
、
県
庁
な
ど
行
政
が
考

え
て
い
た
よ
う
に
、
中

島
川
の
川
幅
を
広
げ

て
石
橋
を
新
し
い
橋

に
造
り
か
え
る
方
向

で
し
た
。
し
か
し
、
私

は
反
対
で
し
た
。
特
に
、
眼
鏡
橋
は
江
戸

時
代
に
造
ら
れ
、
外
国
と
の
交
易
都
市
、

そ
こ
か
ら
導
入
さ
れ
た
外
国
技
術
に
よ
っ

て
架
橋
さ
れ
、
全
国
に
石
橋
文
化
が
広

が
っ
て
い
っ
た
「
長
崎
の
シ
ン
ボ
ル
」
的

な
存
在
で
す
。
し
か
も
、
そ
れ
が
街
の
中

に
あ
っ
て
、
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
姿
こ

そ
、
価
値
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
撤
去
は

勿
論
、
移
転
保
存
で
あ
っ
て
も
そ
の
歴
史

的
、文
化
的
価
値
が
減
殺
さ
れ
る
の
で
す
。

ま
た
、
観
光
都
市
長
崎
に
と
っ
て
は
大
き

な
財
産
で
す
。
長
崎
の
よ
う
な
世
界
的
な

歴
史
性
を
持
つ
街
で
は
、
そ
の
個
性
あ
る

景
観
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
災
害
に
適
応

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

確
か
に
、
中
島
川
の
川
幅
を
広
げ
て
、

流
量
を
大
き
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
洪
水

を
防
ぐ
こ
と
と
、
眼
鏡
橋
の
現
地
保
存
と

を
両
立
さ
せ
る
の
は
難
し
い
。
長
崎
市
に

と
っ
て
み
れ
ば
「
つ
ら
い
」
と
こ
ろ
で
す
。

　

河
川
改
修
、
川
幅
を
広
げ
る
こ
と
は
中

島
川
に
切
開
手
術
を
施
し
て
、
病
気
を
治

そ
う
と
い
う
い
わ
ば
局
部
へ
の
対
症
療
法

に
似
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
考
え
て
み
れ

ば
、
長
崎
は
水
害
被
害
を
受
け
や
す
い
都

市
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
海
岸
沿
い
の

狭
い
平
地
に
市
街
、
都
市
機
能
が
集
中
、

人
口
増
と
共
に
周
辺
の
山
地
に
住
宅
が

上
っ
て
行
っ
た
。
そ
こ
に
、
30
年
た
っ
た

現
在
ま
で
、
今
も
っ
て
破
ら
れ
て
い
な
い

記
録
的
な
豪
雨
が
来
た
の
で
す
か
ら
。

　

地
形
的
な
制
約
か
ら
、
長
崎
が
水
害
に

弱
い
都
市
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
つ
い

て
は
市
民
意
識
の
中
に
は
浸
透
し
て
い

て
、
何
度
か
の
被
災
経
験
か
ら
「
自
分
で

守
る
工
夫
」が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
す
。

先
人
の
知
恵
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
河
川
改
修
は
終
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
も
う
一
度
、
あ
の
よ
う
な
豪
雨
が
来

れ
ば
、
や
は
り
被
害
は
出
る
で
し
ょ
う
。

再
び
、
街
に
、
あ
る
程
度
あ
ふ
れ
出
る
こ

と
も
あ
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

完
全
に
抑
え
込
む
の
は
不
可
能
で
す
。
つ

ま
り
、
我
々
に
出
来
る
こ
と
は
、
減
災
で

あ
っ
て
，
改
修
に
よ
っ
て
完
璧
な
防
災
を

目
指
す
の
は
無
理
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

被
災
後
、
行
政
の
技
術
者
た
ち
の
献
身

的
な
努
力
に
は
敬
意
を
表
し
ま
す
。
し
か

し
ハ
ー
ド
の
み
の
防
災
対
策
で
は
な
く
、

ソ
フ
ト
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
、
防
災
都

市
づ
く
り
を
す
る
事
が
必
要
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ハ
ー
ド
の
河
川
改
修
工

事
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
う
事
を
認
識
す

る
こ
と
が
重
要
に
な
る
の
で
す
。

　

そ
う
考
え
て
く
る
と
、
眼
鏡
橋
と
い
う

貴
重
な
市
民
の
財
産
の
現
地
保
存
の
可
能

性
は
十
分
に
出
て
く
る
。
委
員
会
で
も
改

修
と
保
存
の
折
衷
案
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
暗
渠
に
よ
る
バ
イ
パ
ス
水
路
案
で

す
。
文
化
庁
も
当
時
の
建
設
省
も
受
け
入

れ
た
案
で
、委
員
会
の
最
終
答
申
に
も「
現

地
保
存
」
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
眼
鏡
橋
は
残
っ
た
が
、
改
修

工
事
に
よ
っ
て
「
江
戸
時
代
の
石
橋
群
」

は
、
必
ず
し
も
形
の
良
く
な
い
、
ま
た
、

渡
り
に
く
い
「
昭
和
の
石
橋
群
」
と
な
り
、

現
地
保
存
さ
れ
た
眼
鏡
橋
の
両
脇
は
大
き

な
暗
渠
が
造
ら
れ
て
い
る
。

　

長
崎
の
都
市
構
造
を
考
え
る
と
確
か
に

水
害
に
弱
い
。
と
言
っ
て
、
都
市
を
抜
本

的
に
改
造
す
る
の
は
、
財
政
の
問
題
も

あ
っ
て
な
か
な
か
難
し
い
。
都
市
に
改
良

を
加
え
な
が
ら
、
ま
た
私
が
提
案
す
る

「
防
災
シ
ェ
ル
タ
ー
」
づ
く
り
を
進
め
て
、

市
民
生
活
を
出
来
る
だ
け
安
全
に
し
な
が

ら
、ま
た
こ
の
町
の
資
産
を
守
り
な
が
ら
、

抑
え
込
め
な
か
っ
た
自
然
災
害
を
、
受
け

流
し
て
「
し
の
い
で
ゆ
く
」
知
恵
あ
る
選

択
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
、

こ
れ
か
ら
そ
の
方
向
で
努
力
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

プロジェクト九州

第2節
③現場証言
眼鏡橋の保存

片寄　俊秀　氏
（かたより としひで）

昭和 13 年１月９日生ま
れ。奈良市出身、京都大
学大学院工学研究科建築
学（都市計画）卒業後、
大阪府に入り、長崎造船
大学（現長崎総合技術大
学へ）．関西大学教授を
経て、現在大阪人間科学
大学教授。

光りと石橋と川面（長崎市・中島川）

知
恵
あ
る
選
択
だ
っ
た
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長
崎
市
・
中
島
川
の
眼
鏡
橋
は
日
本
で

最
初
の
ア
ー
チ
式
石
橋
。
国
指
定
の
重
要

文
化
財
で
錦
帯
橋
（
岩
国
市
）
と
並
ぶ
日

本
三
名
橋
の
一
つ
で
す
。長
崎
水
害
の
時
、

眼
鏡
橋
は
高
欄
部
と
壁
石
が
、
す
ぐ
下
流

の
袋
橋
は
ア
ー
チ
部
を
の
ぞ
い
て
ほ
と
ん

ど
流
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
青
年
会
議

所
な
ど
市
民
が
流
失
し
た
石
材
を
集
め
る

な
ど
、
復
旧
へ
の
市
民
の
熱
意
が
強
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
崎
防
災
都
市
構
想
策

定
委
員
会
が
市
民
の
要
望

を
受
け
「
現
地
保
存
」
を
決

定
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

ど
う
す
る
か
。
眼
鏡
橋
の
地
点
で
は
毎
秒

３
８
０
㎥
の
流
水
を
本
川
と
バ
イ
パ
ス
水

路
に
ど
の
よ
う
に
分
水
す
る
か
。
当
時
の

土
木
研
究
所
（
建
設
省
）
で
水
理
実
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
工
事
は
ま
ず
、
公
園
な

ど
が
あ
る
右
岸
側
の
工
事
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
右
岸
バ
イ
パ
ス
は
昭
和
63
年

に
完
成
し
ま
し
た
が
、
問
題
は
左
岸
側
で

し
た
。
こ
こ
に
は
商
店
な
ど
46
戸
の
建
物

が
あ
り
、
移
転
交
渉
20
年
、
よ
う
や
く
着

工
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
こ
ろ
で
、
地
元
説
明

会
に
入
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
強
い
反

対
運
動
に
直
面
し
ま
し
た
。
右
岸
工
事
の

時
の
「
騒
音
、振
動
が
ひ
ど
く
」
と
て
も
、

工
事
を
容
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と

言
う
の
で
す
。

　

何
度
も
地
元
説
明
会
を
開
き
、長
崎
県
・

市
、
施
工
業
者
が
地
元
民
と
約
２
年
間
話

し
合
い
を
続
け
ま
し
た
。
よ
う
や
く
①
施

工
方
法
を
変
更
、
騒
音
、
振
動
な
ど
抑
え

込
む
工
事
を
す
る
②
工
期
を
出
来
る
だ
け

短
縮
す
る―

こ
と
で
了
解
を
得
ま
し
た
。

着
工
し
た
の
は
平
成
15
年
に
な
っ
て
か
ら

で
す
。

　

施
工
方
法
を
、
右
岸
で
行
っ
た
連
続
地

「いい仕事が出来た」
と語る壇 誠氏

プロジェクト九州

第2節
④現場証言
眼鏡橋の保存

壇　誠　氏
（だん　まこと）

（長崎県北振興局建設部
河川課長）
　長崎市の中島川・眼鏡
橋保存のためバイパス暗
渠建設に専門幹（長崎土
木事務所河川防災課）と
して携わった。昭和 32
年９月生まれ、福岡県出
身。

対
話
重
視
、見
学
会
30
回
も

　

諫
早
水
害
（
昭
和
32
年
）
で
本
明
川

に
架
か
る
諫
早
眼
鏡
橋
、長
崎
水
害（
昭

和
57
年
）
で
の
長
崎
眼
鏡
橋
、
そ
し
て

鹿
児
島
水
害
（
平
成
５
年
）
で
の
西
田

橋
な
ど
五
大
石
橋
な
ど
石
橋
は
大
水
害

の
「
主
犯
」
扱
い
さ
れ
た
。
石
橋
に
流

木
な
ど
が
引
っ
掛
か
り
、
水
を
せ
き
止

め
、
市
街
地
に
浸
水
さ
せ
た
、
と
し
て
、

取
り
壊
し
、
撤
去
が
提
案
さ
れ
、
こ
れ

に
対
し
て
貴
重
な
文

化
財
と
し
て
現
地
保

存
す
べ
き
だ
と
す
る

市
民
団
体
と
が
鋭
く

対
立
し
た
。

　

激
し
い
論
議
や
対

立
、
鹿
児
島
市
で
は

撤
去
工
事
の
阻
止
行

動
な
ど
が
繰
り
返
さ

れ
た
。
諫
早
眼
鏡
橋

は
川
沿
い
の
公
園
に

保
存
、
鹿
児
島
で
は

甲
突
川
か
ら
離
れ
て

石
橋
記
念
公
園
が
作

ら
れ
、
五
つ
の
石
橋

の
う
ち
三
つ
が
移
設

保
存
さ
れ
て
い
る
。

長
崎
市
の
眼
鏡
橋
は

現
地
保
存
さ
れ
大
き

な
観
光
資
源
と
な
っ

て
い
る
。
三
者
三
様

の
展
開
を
見
せ
て
き

た
。

　

文
化
財
保
護
と
治
水
・
市
民
の
安
全

の
二
者
選
択
の
対
立
構
図
と
な
っ
た

が
、
治
水
の
在
り
方
に
つ
て
の
論
議
も

深
ま
っ
た
。
川
幅
を
広
げ
直
線
化
、
堤

防
を
高
く
す
る
河
川
改
修
を
中
心
と
す

る
治
水
の
あ
り
方
に
対
す
る
反
省
か
ら

遊
水
地
造
成
な
ど
流
域
全
体
を
見
て
総

合
治
水
が
ら
都
市
計
画
全
体
を
考
え
直

す
方
向
に
進
ん
で
い
る
。

　

石
橋
が
撤
去
さ
れ
た
甲
突
川
ぞ
い

は
、
河
川
敷
や
沿
岸
ス
ペ
ー
ス
が
公
園

化
、
散
策
路
が
作
ら
れ
、
市
民
の
憩
い

の
場
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
石
橋
が
地
域
の
歴
史
資
産
、

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
大
き
な
意
味

を
持
つ
こ
と
か
ら
、
よ
り
強
く
現
地
保

存
の
可
能
性
と
方
法
を
検
討
す
る
な
ど

幅
広
い
論
議
を
呼
ん
で
き
た
。

水害と石橋―保存は三者三様

石橋保存のため、完成した暗渠（中島川で）
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１
９
５
７
年
７
月
25
日
、
諫
早
市
を

中
心
に
死
者
・
行
方
不
明
者
９
９
２
人

を
出
す
都
市
型
大
水
害
が
起
こ
っ
た
。

停
滞
梅
雨
前
線
上
を
移
動
し
て
き
た
低

気
圧
に
よ
る
梅
雨
末
期
の
集
中

豪
雨
は
、
九
州
西
部
で
記
録
的

な
豪
雨
を
も
た
ら
し
、
長
崎
県

瑞
穂
町
西
郷
（
雲
仙
岳
北
斜
面
）

で
24
時
間
降
雨
量
が
１
１
０
９

㎜
と
い
う
驚
異
的
な
降
水
量
を

記
録
、
日
本
最
高
記
録
と
な
っ

て
い
る
。
諫
早
市
内
を
流
れ
る

本
明
川
は
午
後
10
時
過
ぎ
、
10

分
間
に
１
・
５
ｍ
も
の
急
激
な

水
位
上
昇
に
よ
っ
て
氾
濫
、
上

流
で
発
生
し
た
土
石
流
も
市
街

地
を
襲
っ
た
。
諫
早
市
だ
け

で
死
者
６
３
０
人
、
重
軽
傷
者

１
５
４
７
人
。
市
街
地
は
壊
滅

状
態
に
な
っ
た
。

　

こ
の
洪
水
の
生
々
し
い
記
録

が
あ
る
。
同
市
教
育
委
員
会
が

ま
と
め
た
水
害
体
験
記
「
洪
水
」

で
、
教
師
、
生
徒
の
作
文
集
。

九
州
地
方
建
設
局
長
崎
工
事
事
務
所
が

「
水
害
を
忘
れ
な
い
た
め
に
」
30
年
後
、

復
刻
し
た
。

―

夕
刻
か
ら
再
び
降
り
始
め
た
豪
雨
は

本
明
川
を
溢
れ
、
市
街
地
を
襲
っ
た
。

家
が
次
々
と
流
さ
れ
て
ゆ
く
。

　

屋
根
に
避
難
し
た
本
野
小
５
年
生
の

西
村
幸
子
さ
ん
一
家
５
人
は
、
家
ご
と

流
さ
れ
た
。
途
中
、
屋
根
が
木
に
引
っ

掛
か
り
、
幸
子
さ
ん
に
は
、
そ
の
木
が

雷
光
で
見
え
た
。「
私
は
そ
の
木
に
朝

ま
で
し
が
み
つ
き
朝
が
来
る
の
を
待
っ

て
い
ま
し
た
」。
屋
根
は
そ
の
ま
ま
流

れ
「
お
父
さ
ん
も
、
お
母
さ
ん
も
お
ば

あ
さ
ん
も
お
兄
さ
ん
も
妹
も
弟
も
死
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
家
も
田
も
畑
も
流

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」。

　

有
明
海
に
ま
で
流
さ
れ
た
北

諫
早
中
３
年
の
小
森
洋
子
さ
ん

は
漂
流
12
時
間
の
末
、
奇
跡
的

に
救
助
さ
れ
た
。
家
を
流
さ
れ
、

一
家
５
人
は
濁
流
の
中
を
泳
ぎ

な
が
ら
、
近
く
の
２
階
屋
の
窓

を
叩
き
、
助
け
て
も
ら
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
家
も
流
れ
始
め

一
家
は
バ
ラ
バ
ラ
に
。
洋
子
さ

ん
は
流
木
に
つ
か
ま
っ
て
流
れ

て
い
た
。
そ
の
時
「
私
に
、
来

い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
ボ
ル
ト

締
め
し
た
大
き
な
木
が
流
れ
て

き
た
。
一
匹
の
カ
エ
ル
が
ポ
ン

と
跳
び
移
っ
た
。
そ
の
木
に
乗

り
移
っ
て
び
っ
く
り
し
た
。
カ

エ
ル
の
大
群
が
い
た
。」
カ
エ

ル
と
友
達
に
な
っ
て
有
明
海
を

漂
流
、
夜
明
け
に
通
り
か
か
っ

た
船
に
救
助
さ
れ
た
。

　

本
明
川
を
押
し
流
さ
れ
て
き
た
材
木

な
ど
漂
流
物
が
石
橋
の
ア
ー
チ
部
分
に

た
ま
り
「
堰
」
と
な
っ
て
、
氾
濫
を
起

こ
し
市
街
地
に
浸
水
し
た
。
石
橋
「
眼

鏡
橋
」（
長
さ
49
・
25
ｍ
、
幅
５
・
５
ｍ
、

２
８
０
０
個
の
石
を
使
っ
て
い
る
）
の

頑
丈
さ
が
結
果
と
し
て
、
水
害
を
大
き

く
し
た
と
さ
れ
、
本
明
川
か
ら
撤
去
、

川
沿
い
の
諫
早
公
園
に
移
築
さ
れ
た
。

　

眼
鏡
橋
は
江
戸
後
期
（
天
保
９
年
、

１
８
３
９
）、「
永
久
不
壊
の
橋
」
と
し

て
造
ら
れ
た
。
し
か
し
、
洪
水
防
止
の

た
め
撤
去
が
決
ま
り
、
爆
破
破
壊
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
当
時
の
野
村
義

平
市
長
が
、
文
化
財
と
し
て
貴
重
で
あ

り
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
保
存
を
決

定
。
そ
の
移
転
、
再
建
築
に
当
た
っ
た

の
が
、
の
ち
に
石
橋
研
究
家
と
な
る
山

口
祐
造
氏
。
５
分
の
１
の
正
確
な
模
型

を
作
り
、
再
建
し
た
。
国
の
重
要
文
化

財
。

　

諫
早
市
で
は
、
犠
牲
者
の
霊
を
慰
め

る
た
め
、
毎
年
７
月
25
日
、
万
灯
川
祭

り
を
開
催
、
市
民
は
「
あ
の
日
を
忘
れ

な
い
」
と
誓
っ
て
い
る
。

貴重な体験記―「洪水」
「あの日を忘れない」

992人の犠牲者を出した諫早大水害

諫
早
大
水
害
と
眼
鏡
橋

中
壁
工
法
か
ら
オ
ー
プ
ン
シ
ー
ル
ド
工
法

に
変
え
、
防
音
ハ
ウ
ス
な
ど
で
騒
音
を
出

さ
な
い
等
の
新
方
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

10
人
の
地
域
代
表
と
工
事
担
当
者
で
「
安

全
協
議
会
」
を
作
り
、
毎
月
１
回
開
催
、

振
動
、
騒
音
、
安
全
確
保
へ
の
対
応
を
話

し
合
い
、
現
地
見
学
会
も
30
回
以
上
も

行
っ
て
い
る
。
出
来
る
だ
け
、
住
民
の
声

を
聴
き
、
工
事
の
や
り
方
で
も
対
応
も
し

ま
し
た
。

 

完
成
を
市
民
と
喜
ぶ 

　

完
成
は
平
成
18
年
、
地
元
の
人
た
ち
と

の
完
成
祝
い
の
「
一
杯
」
を
や
り
、「（
工

事
を
）
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。
重
要
文
化
財
で
あ
る
眼
鏡

橋
な
ど
が
ト
ン
ネ
ル
分
水
路
で
現
地
保
存

さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
市
民
の
安

全
性
の
確
保
、
親
水
性
、
景
観
、
水
辺
空

間
も
大
き
く
な
り
「
い
い
仕
事
が
出
来

た
」
と
河
川
技
術
者
と
し
て
自
負
し
て
い

ま
す
。
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長
崎
大
水
害
（
昭
和
57
年
）
は
、
市
街

地
を
流
れ
る
都
市
河
川
の
治
水
能
力
の
低

さ
が
、
被
害
を
拡
大
し
た
。
中
島
川
、
浦

上
川
、
八
郎
川
な
ど
、
長
崎
市
街
地
に

向
か
っ
て
流
れ
下
る
小
河
川
が
こ
と
ご

と
く
氾
濫
、
市
街
地
を
水
浸
し
に
し
た
。

１
万
７
９
０
９
戸
の
床
上
浸
水
を
は
じ

め
、
中
心
商
店
街
に
ま
で
水
に
つ
か
り
、

商
品
を
押
し
流
し
、
あ
る
い
は
泥
ま
み
れ

に
し
て
、
商
業
被
害
は
９
３
６
億
円
（
全

被
害
の
30
％
）
に
の
ぼ
っ
た
。
災
害
後
、

こ
れ
ら
の
都
市
河
川
の
治
水
力
ア
ッ
プ
の

た
め
河
川
改
修
と
洪
水
調
節
の
た
め
の
緊

急
ダ
ム
事
業
が
立
案
さ
れ
た
。
特
に
、
中

島
川
上
流
の
本
河
内
高
部
、
西
山
ダ
ム
が

改
築
さ
れ
、
最
後
に
、
水
害
か
ら
30
年
、

平
成
24
年
度
に
中
島
川
本
上
流
の
本
河
内

低
部
ダ
ム
が
完
工
し
た
。
３
ダ
ム
と
も
、

日
本
で
は
先
駆
的
な
上
水
道
用
の
ダ
ム

で
、
歴
史
的
、
文
化
的
に
も
貴
重
な
土
木

遺
産
で
あ
り
、
眼
鏡
橋
と
同
様
、
改
築
と

保
存
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

 

多
目
的
ダ
ム
に
改
築 

　

水
害
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因
は
、
市

内
を
流
れ
る
中
島
川
な
ど
河
川
自
身
が
小

河
川
で
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
洪
水
へ
の
対

応
力
の
低
さ
に
あ
っ
た
。
下
流
の
市
街
地

を
流
れ
る
川
の
幅
は
狭
く
、
と
言
っ
て
，

改
修
工
事
に
よ
っ
て
川
幅
を
広
げ
よ
う
に

も
、
長
崎
市
街
地
を
流
れ
る
中
島
川
な
ど

は
河
岸
ま
で
家
屋
が
建
て
こ
み
、
余
裕
と

し
て
は
、
わ
ず
か
に
川
沿
い
を
細
い
道
路

が
走
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
治
水
の
た
め
川

幅
を
拡
幅
、
大
幅
に
流
量
を
増
や
す
に
は

限
界
が
あ
り
、
長
年
、
本
格
的
な
治
水
工

事
は
手
つ
か
ず
の
状
態
だ
っ
た
。

　

一
方
、
中
島
川
の
上
流
に
は
明
治
期
に

建
設
さ
れ
た
本
河
内
ダ
ム
（
高
部
、
低

部
）
と
支
流
の
西
山
川
の
西
山
ダ
ム
の
３

ダ
ム
は
、
い
ず
れ
も
居
留
す
る
外
国
人
か

ら
の
コ
レ
ラ
な
ど
伝
染
病
を
防
ぐ
た
め
の

要
望
と
渇
水
対
策
の
た
め
建
設
さ
れ
た
上

水
道
用
の
利
水
ダ
ム
で
、
洪
水
調
整
の
た

め
の
貯
水
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
な
い
ま

ま
だ
っ
た
。

　

災
害
後
、
洪
水
調
整
の
た
め
の
緊
急
ダ

ム
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中

島
川
の
河
川
改
修
だ
け
で
は
、
長
崎
水
害

並
み
の
流
量
を
処
理
で
き
ず
、
上
流
の
３

ダ
ム
で
新
た
に
洪
水
調
整
用
の
容
量
を
確

保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
流
、
下
流
で

治
水
機
能
を
強
化
す
る
狙
い
だ
。
ま
た
、

３
ダ
ム
と
も
日
本
上
水
道
事
業
の
曙
時
代

の
ダ
ム
建
設
技
術
を
物
語
る
ダ
ム
で
は
あ

る
が
、
１
０
０
歳
を
超
え
た
堤
体
か
ら
の

漏
水
な
ど
老
朽
化
も
進
ん
で
お
り
、
改
築

の
必
要
性
が
あ
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
①
中
島
川
水
系
の
本
河
内

高
部
・
低
部
、
西
山
ダ
ム
の
３
ダ
ム
は
水

道
専
用
ダ
ム
か
ら
、
利
水
機
能
と
洪
水
調

節
機
能
を
持
つ
多
目
的
ダ
ム
に
改
築
す
る

②
そ
の
た
め
の
代
替
水
源
と
し
て
八
郎
川

（
東
長
崎
）
に
中
尾
ダ
ム
を
新
し
く
建
設
し

て
、
八
郎
川
の
治
水
も
行
う
③
浦
上
川
の

浦
上
ダ
ム
も
利
水
専
用
か
ら
洪
水
調
節
機

能
を
持
つ
多
目
的
ダ
ム
に
改
築
、
そ
の
代

替
水
源
と
し
て
、
大
瀬
戸
町
の
雪
浦
ダ
ム

な
ど
を
建
設
す
る
ー
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

中
島
川
の
３
ダ
ム
は
、
日
本
初
の
水
道
専

用
ダ
ム
群
と
し
て
平
成
２
年
４
月
に
は
歴

史
的
保
全
事
業
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
堤
体

を
取
り
壊
し
て
、
新
し
い
ダ
ム
を
建
設
す
る

こ
と
は
避
け
た
い
。
旧
ダ
ム
堤
体
を
保
存
し

て
、
か
つ
、
新
し
く
治
水
機
能
を
果
た
せ
る

多
目
的
ダ
ム
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
。
中
島
川
の
眼
鏡
橋
保
存
と
河
川
改
修

の
両
立
と
同
じ
課
題
が
、
ダ
ム
改
築
に
お
い

て
も
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
古
い
ダ
ム
を
保

存
し
、
新
し
く
治
水
機
能
を
持
つ
ダ
ム
を

造
る
。
こ
の
二
つ
を
両
立
さ
せ
る
た
め
様
々

な
検
討
が
行
わ
れ
た
。

 

上
流
に
新
堤
体
、
本
河
内
高
部
ダ
ム 

　

本
河
内
高
部
ダ
ム
は
、
明
治
24
年
３
月

に
上
水
道
ダ
ム
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
吉
村
長

策
の
設
計
、
監
督
に
よ
っ
て
完
成
し
た
日

本
最
初
の
水
道
専
用
ダ
ム
で
、
昭
和
60
年

（
１
９
８
５
）
近
代
水
道
１
０
０
選
に
選

ば
れ
て
い
る
。
堤
体
は
土
石
を
突
き
固
め

た
ア
ー
ス
ダ
ム
で
、
中
心
に
遮
水
力
の
あ

る
粘
土
層
で
壁
（
芯
壁
）
を
つ
く
り
、
そ

の
外
側
に
精
選
土
、
さ
ら
に
普
通
土
を
重

ね
て
山
形
の
堤
体
を
築
い
て
い
る
。
上
流

側
の
堤
体
斜
面
は
貯
水
に
よ
る
洗
掘
を
抑

プロジェクト九州

第2節
⑤洪水調整へ
ダム改築と保存
新旧ダムの共存

明
治
と
平
成
の
新
旧
ダ
ム
の
合
体

日
本
最
初
の
上
水
用
ダ
ム
保
存
の
た
め
に

堤
体
を
重
ね
、
景
観
、
環
境
に
配
慮

本河内高部ダムの旧堤体はそのまま保存された
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え
る
た
め
自
然
石
を
び
っ
し
り
と
貼
り
付

け
て
あ
る
。
下
流
側
堤
体
の
、
の
り
面
は

降
雨
な
ど
に
よ
っ
て
崩
れ
な
い
よ
う
に
芝

生
を
張
り
つ
め
て
い
る
。

　

現
代
の
技
術
者
を
驚
か
せ
た
の
は
、
堤

体
の
中
央
に
取
水
施
設
を
置
い
て
い
る
事

だ
。「
大
体
、
取
水
口
は
堤
体
か
ら
離
し

て
作
り
ま
す
。
堤
体
の
ど
真
ん
中
に
造
る

と
は
、（
堤
体
の
安
定
性
な
ど
）
す
ご
い

自
信
を
明
治
の
技
術
者
は
持
っ
て
い
た

し
、実
際
、そ
の
技
術
も
素
晴
ら
し
い
」と
、

改
築
に
当
た
っ
た
三
根
祐
吉
さ
ん
（
現
・

長
崎
県
五
島
振
興
局
上
五
島
支
所
建
設

部
）
は
感
嘆
す
る
。

　

わ
が
国
の
近
代
上
水
道
ダ
ム
の
先
駆
け

で
あ
る
本
河
内
高
部
ダ
ム
堤
体
の「
保
存
」

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
よ
り
治
水
能
力

の
優
れ
た
ダ
ム
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
検
討
の
結
果
、
旧
ダ
ム
の
堤
体
の
中

心
か
ら
約
50
ｍ
上
流
に
重
力
式
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
新
堤
体

（
堤
高
28
・
２
ｍ
、

堤
長
１
５
８
ｍ
）

を
建
設
し
て
、「
旧

堤
体
を
い
じ
め
な
い
よ
う
」、
新
旧
の
堤

体
を
間
隔
を
置
い
て
重
ね
る
構
造
に
な
っ

た
。

　

こ
れ
は
旧
堤
体
の
す
ぐ
下
流
に
ダ
ム
建

設
当
時
か
ら
の
浄
水
施
設
が
あ
り
、
上
流

に
新
堤
体
（
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
を

建
設
す
る
選
択
肢
し
か
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
る
。
新
旧
両
ダ
ム
の
間
は
盛
り
土
、
埋

戻
さ
れ
て
、
芝
生
張
り
の
下
流
面
の
形
状

は
そ
の
ま
ま
残
り
建
設
当
時
の
姿
を
「
保

存
」
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

だ
が
上
流
に
堤
体
が
建
設
さ
れ
た
分
、

貯
水
池
が
小
さ
く
な
り
、貯
水
量
が
減
る
。

そ
の
た
め
、
新
堤
体
の
堤
高
を
旧
堤
体
よ

り
11
ｍ
高
く
し
て
貯
水
量
を
確
保
し
た
。

新
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堤
体
工
事
は
貯
水
池
か

ら
水
を
す
べ
て
抜
い
て
行
う
こ
と
が
出
来

た
。
す
で
に
西
山
、中
尾
ダ
ム
で
上
水
道
・

利
水
分
の
貯
水
は
確
保
さ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
工
事
終
了
後
は
貯
水
池
の
底
に

堆
積
し
た
「
１
０
０
年
の
堆
泥
」
が
新
た

に
埋
め
戻
さ
れ
た
。
そ
の
堆
泥
が
旧
堤
体

な
ど
貯
水
池
か
ら
の
漏
水
を
防
ぎ
、
十
分

に
守
る
効
果
を
発
揮
し
て
き
た
た
め
で
あ

る
。

 

新
旧
堤
体
を
重
ね
た
低
部
ダ
ム 

　
「
本
河
内
低
部
ダ
ム
」
は
、
高
部
ダ

ム
が
建
設
さ
れ
て
12
年
後
の
明
治
36
年

（
１
９
０
３
）
に
完
成
し
た
、
重
力
式
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、
高
部
ダ
ム
の
す
ぐ

下
流
か
ら
を
貯
水
池
と
し
て
い
る
。
高

部
ダ
ム
が
完
成
し
て
、
長
崎
市
の
水
不

足
が
解
消
、
コ
レ
ラ
流
行
も
阻
止
で
き

る
思
っ
た
と
た
ん
、
日
清
戦
争
が
勃
発

（
１
８
４
９
）。
長
崎
市
は
港
湾
都
市
と
し

て
大
き
く
発
展
し
た
も
の
の
、
た
ち
ま
ち

水
不
足
に
陥
っ
て
、
給
水
制
限
を
行
わ
ざ

る
を
得
な
い
事
態
に
な
っ
た
。
低
部
ダ
ム

は
そ
の
た
め
、
急
ぎ
造
ら
れ
た
ダ
ム
だ
。

　

堤
体
に
は
、「
当
時
高
価
だ
っ
た
セ
メ

ン
ト
を
節
約
す
る
た
め
か
」
直
径
１
ｍ
も

の
巨
石
も
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
は
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
い

た
が
、
一
部
、
ク
ラ
ッ
ク
や
風
化
に
よ
っ

て
漏
水
が
見
ら
れ
た
た
め
、
堤
体
の
半
分

を
切
っ
て
作
り
直
し
、
新
堤
体
と
す
る
改

築
方
法
も
検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
歴
史
的

に
貴
重
な
ダ
ム
で
あ
り
、
全
保
存
す
べ
き

だ
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
旧
堤
体
の
上
流
面
に
新
た

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堤
体
を
密
着
、
重
ね

て
、
堤
体
を
厚
く
し
、
強
化
す
る
（
上
流

面
腹
付
き
方
式
）。
高
部
ダ
ム
と
違
っ
て
、

低
部
ダ
ム
の
旧
堤
体
は
新
堤
体
と
一
体
で

機
能
さ
せ
る
わ
け
だ
。
し
か
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
旧
堤
体
の
水
漏

れ
を
防
ぐ
た
め
、
堤
体
中
央
に
カ
ー
テ
ン

グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
で
止
水
壁
を
造
り
強
化
し

た
。
そ
の
上
で
旧
堤
体
の
上
流
壁
に
、
一

段
低
く
、
新
堤
体
を
満
水
位
よ
り
下
部
に

貼
り
付
け
る
よ
う
に
造
り
、
新
旧
堤
体
を

合
体
、
分
厚
く
強
化
す
る
と
同
時
に
、
旧

堤
体
の
姿
だ
け
が
見
え
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　

旧
堤
体
の
表
面
は
上
流
・
下
流
面
共
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
「
石
垣
」
イ

メ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
お
り
そ
の

景
観
は
損
な
わ
れ
て
い
な
い
。
新
た
に
重

ね
ら
れ
た
堤
体
は
水
面
よ
り
低
く
造
ら
れ

て
目
立
た
な
い
よ
う
に
配
慮
、
壁
面
も
石

張
り
に
し
、
景
観
全
体
を
損
な
わ
な
い
よ

う
に
し
た
。

 

堤
体
の
下
に
ト
ン
ネ
ル 

　

し
か
し
、
低
部
ダ
ム
に
治
水
ダ
ム
機
能

を
持
た
せ
、
多
目
的
に
性
格
替
え
す
る
に

は
、
洪
水
調
節
の
た
め
の
「
洪
水
吐
き
」

を
新
た
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

通
常
、
洪
水
調
整
ダ
ム
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

え
ん
堤
の
上
部
や
中
間
の
高
さ
に
洪
水
吐

き
を
設
け
て
、
増
水
し
た
流
量
を
越
流
さ

せ
、
調
節
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
旧
堤

体
は
上
水
道
用
で
あ
り
、
洪
水
吐
き
は
必

要
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
洪
水
調
節
の
た

め
に
は
欠
か
せ
な
い
装
置
。
市
街
地
に
近

い
ダ
ム
と
い
う
事
も
あ
り
、
え
ん
堤
の

中
・
上
部
に
新
た
に
ゲ
ー
ト
や
放
流
孔
を

造
り
、
放
流
、
落
下
さ
せ
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
す
ぐ
下
流
に
は
住
宅
が
立
ち
並
ん

で
お
り
、高
い
位
置
か
ら
の
「
水
の
放
出
」

は
落
下
時
の
音
響
な
ど
様
々
な
影
響
を
与

え
、
到
底
、
不
可
能
だ
。

　

こ
の
た
め
「
ト
ン
ネ
ル
式
洪
水
吐
き
」

が
わ
が
国
で
初
め
て
採
用
さ
れ
た
。
円
筒

形
の
洪
水
吐
き
（
竪
坑
）
を
貯
水
池
の
中

に
作
り
、
そ
こ
を
水
の
入
口
（
呑
口
）
と

し
て
落
下
さ
せ
、
ダ
ム
堤
体
の
下
約
20
ｍ

の
ト
ン
ネ
ル
で
く
ぐ
ら
せ
て
、
ダ
ム
の
下

流
で
放
流
（
吐
口
）
す
る
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
洪
水
調
節
も
出
来
、
旧
堤

体
を
解
体
、
改
造
す
る
こ
と
な
く
、
保
存

新堤体 旧堤体

本河内低部ダム

本河内ダム低部ダムの断面図
（上流面腹付方式）

 
日
本
初
の
ト
ン
ネ
ル
式
洪
水
吐 
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で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ト
ン
ネ
ル
式
洪
水
吐
の
た
め
、
土
木
研
究

所
（
建
設
省
）
に
実
物
15
分
の
１
の
模
型

が
造
ら
れ
、
洪
水
時
に
水
を
ど
の
よ
う
に

流
せ
る
か
、
流
速
、
水
圧
、
流
水
で
騒
音

被
害
が
出
さ
な
い
よ
う
、
慎
重
な
実
験
、

検
討
が
行
わ
れ
た
。
特
に
吐
き
出
し
口
か

ら
水
が
出
る
と
き
，
流
水
が
排
気
を
伴
っ

て
大
き
な
音
が
出
る
た
め
、
排
気
装
置
な

ど
消
音
の
た
め
の
工
夫
が
必
要
だ
っ
た
。

　

施
行
の
上
で
も
難
問
が
あ
っ
た
。
新
旧

二
重
の
堤
体
の
下
を
く
ぐ
る
ト
ン
ネ
ル
を

掘
削
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
発
破
な
ど

は
使
え
な
い
。
旧
堤
体
に
い
さ
さ
か
の
影

響
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
近
く
に
住

宅
群
が
あ
り
、
工
事
に
よ
る
振
動
や
音
を

た
て
て
は
な
ら
な
い
か
ら
だ
。こ
の
た
め
、

山
岳
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
す
る
と
き
使
わ
れ

て
き
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
工
法
と
し
て
採
用
さ

れ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
掘
削

は
、
ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
が
地
山

に
密
着
し
、
安
定
性
も
高
い
。
断
面
や
壁

面
の
割
れ
目
な
ど
を
持
つ
地
山
の
改
良
強

化
に
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
や
セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク

を
注
入
す
る
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
を
行
う
。
旧

堤
体
の
水
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
の
グ
ラ
ウ
チ

ン
グ
は
ト
ン
ネ
ル
内
か
ら
も
行
わ
れ
、
上

下
両
方
向
か
ら
の
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
が
繋

が
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
、
と
い

う
。

 

公
園
化
さ
れ
た
西
山
ダ
ム 

　

中
島
川
の
支
流
・
西
山
川
に
建
設
さ
れ

た
西
山
ダ
ム
は
、
低
部
ダ
ム
の
１
年
後
、

明
治
37
年
（
１
９
０
４
）
に
完
成
し
て
い

る
。
日
本
で
２
番
目
の
重
力
式
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ダ
ム
で
、
こ
れ
も
水
道
専
用
ダ
ム

と
し
て
造
ら
れ
た
。
堤
高
31
・
82
ｍ
、
堤

長
１
３
９
・
39
ｍ
。

　

新
西
山
ダ
ム
の
堤
体
は
旧
ダ
ム
の
下
流

60
ｍ
に
建
設
さ
れ
た
。
堤
高
40
ｍ
、
堤
長

２
１
６
ｍ
。
周
辺
は
河
川
公
園
（
西
山
ダ

ム
公
園
）
に
な
っ
て
お
り
、
新
旧
ダ
ム
の

堤
体
の
上
を
回
遊
で
き
る
。
両
ダ
ム
の
間

は
貯
水
さ
れ
て
い
る
の
で
、
人
工
池
の
周

り
を
散
策
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な

る
。
ダ
ム
歩
道
に
は
ガ
ス
灯
デ
ザ
イ
ン
の

照
明
が
並
び
、
レ
ン
ガ
造
り
の
洋
館
（
管

理
棟
）
や
移
転
さ
れ
た
石
橋
・
高
麗
橋
と

共
に
長
崎
ら
し
さ
を
演
出
し
て
い
る
。

　

新
西
山
ダ
ム
の
建
設
現
場
は
、
右
岸

に
長
崎
バ
イ
パ
ス
が
走
り
、
住
宅
地
が
密

集
し
て
い
る
し
、
す
ぐ
下
流
に
も
住
宅
が

迫
っ
て
い
る
。
ダ
ム
建
設
現
場
は
そ
の
多

く
が
人
里
離
れ
た
山
奥
の
急
峻
な
谷
間
だ

が
、
西
山
ダ
ム
は
郊
外
と
は
い
え
、
都
市

の
中
の
ダ
ム
建
設
で
あ
り
、
周
辺
環
境
へ

の
十
分
な
配
慮
が
必
要
だ
っ
た
。

　

新
ダ
ム
貯
水
に
よ
る
水
の
浸
透
を
防
止

す
る
た
め
、
ダ
ム
堤
体
の
地
下
60
ｍ
に
ま

で
「
カ
ー
テ
ン
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
」
を
行
っ

た
。
セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
を
注
入
し
て
、
ダ

ム
周
辺
の
地
下
に
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
セ

メ
ン
ト
の
壁
を
張
り
巡
ら
せ
、
堤
体
の
基

礎
部
分
へ
の
浸
水
を
防
ぐ
の
だ
。
特
に
右

岸
は
長
崎
バ
イ
パ
ス
と
、
住
宅
団
地
が
あ

り
、
道
路
を
横
断
し
た
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
工

事
を
バ
イ
パ
ス
を
片
側
通
行
に
規
制
し
て

行
っ
た
。
洪
水
時
の
放
流
の
た
め
の
洪
水

吐
き
は
、
堤
体
の
ほ
ぼ
中
央
に
置
き
、
え

ん
堤
頂
上
（
天
端
）
か
ら
放
流
す
る
。
放

流
さ
れ
た
水
の
勢
い
を
削
ぐ
た
め
減
勢
工

と
副
ダ
ム
を
設
け
て
い
る
。

　

水
道
専
用
に
造
ら
れ
た
旧
ダ
ム
の
堤
体

は
老
朽
化
に
伴
っ
て
ク
ラ
ッ
ク（
割
れ
目
）

が
生
じ
て
、
漏
水
も
見
ら
れ
、
最
初
は
撤

去
の
方
針
だ
っ
た
。
し
か
し
、「
貴
重
な

歴
史
的
構
造
物
と
し
て
、保
存
す
べ
き
だ
」

と
の
声
を
受
け
て
、残
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

新
堤
体
の
上
流
に
残
る
旧
堤
体
の
水
面

下
に
６
個
の
穴
を
開
け
、
貯
水
が
抵
抗

堤体に造られた散策路（西山ダム）

新旧の堤体を重ねた本河内低部ダム

本河内高部ダムの新旧両堤体間を土砂で埋めた

堤
体
下
60
ｍ
ま
で
セ
メ
ン
ト
壁
で
止
水
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な
く
新
堤
体
へ
流
れ
込
む
工
夫
が
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
新
旧
、
二
つ
の
堤

体
が
並
ぶ
景
観
が
形
成
さ
れ
、
見
学
者
は

１
０
０
年
以
上
も
建
設
時
期
に
差
の
あ
る

新
旧
ダ
ム
堤
体
の
上
を
歩
き
な
が
ら
見

学
、
比
較
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

ま
た
、
旧
ダ
ム
堤
体
の
下
流
側
堤
体
部

に
は
約
５
ｍ
間
隔
で
、
幅
約
１
ｍ
、
長
さ

10―

15
ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
が
並
ん

で
横
た
わ
っ
て
い
た
。
何
に
使
っ
た
か
不

明
だ
っ
た
が
、
堤
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

の
時
、
足
場
に
使
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
察
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
ダ
ム
建
設
で

は
型
枠
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
新
し
く
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
型
枠
に
使
う
な

ど
新
し
い
建
築
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る

ダ
ム
技
術
の
歴
史
遺
産
と
し
て
こ
の
柱
も

保
存
さ
れ
て
い
る
。

 

［
メ
モ
］
長
崎
水
害
緊
急
事
業 

　

長
崎
水
害
で
の
中
島
川
、
浦
上
川
の
氾

濫
の
教
訓
か
ら
、
両
河
川
の
抜
本
的
な
治

水
対
策
と
し
て
、
治
水
ダ
ム
へ
の
改
築
と

河
道
改
修
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ダ
ム
に
つ
い
て
は
①
中
島
川
で
は
水
道

専
用
ダ
ム
の
本
河
内
高
部
、
低
部
ダ
ム
お

よ
び
西
山
ダ
ム
の
利
水
容
量
を
高
部
ダ
ム

を
除
い
て
治
水
目
的
に
変
更
し
ダ
ム
に
よ

る
洪
水
調
節
お
よ
び
河
道
改
修
を
行
う
②

浦
上
川
で
も
水
道
専
用
の
浦
上
ダ
ム
の
利

水
容
量
を
治
水
目
的
に
変
更
す
る
③
こ
の

計
画
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
利
水
機
能
は
新

高
部
ダ
ム
の
建
設
と
共
に
浦
上
ダ
ム
と
八

郎
川
水
系
に
中
尾
ダ
ム
を
建
設
、
洪
水
調

節
と
合
わ
せ
て
利
水
容
量
を
確
保
④
長
崎

地
区
に
対
し
て
新
た
に
利
水
１
４
０
０
㎥

（
日
）
を
確
保
す
る―

と
し
た
。

　

予
算
は
昭
和
58
年
か
ら
５
ダ
ム
を
１
事

業
と
し
て
計
上
。
事
業
総
額
は
７
７
５
億

円
。
こ
れ
に
よ
っ
て
水
道
専
用
の
高
部

ダ
ム
（
利
水
容
量
38
・
６
万
㎥
）
を
除

い
て
、
低
部
ダ
ム
の
洪
水
調
節
容
量
54
・

３
万
㎥
（
同
４
・
３
万
㎥
）、
西
山
ダ
ム

で
71
万
㎥
（
同
76
万
㎥
）、
浦
上
ダ
ム
で

１
３
７
・
５
万
㎥
（
同
30
万
㎥
）
に
そ
れ

ぞ
れ
改
築
さ
れ
た
。

貯水池に作られた取水施設（本河内低部ダム）

　

長
崎
県
は
38
（
治
水
ダ
ム
19
、
多
目

的
ダ
ム
19
）
の
ダ
ム
を
持
つ
全
国
有
数

の
ダ
ム
県
で
あ
る
。
大
河
が
な
く
、
小

河
川
で
洪
水
が
多
く
、
逆
に
渇
水
も
多

い
た
め
、
洪
水
調
節
と
上
水
な
ど
利
水

の
他
、
多
目
的
の
ダ
ム
を
数
多
く
建
設

し
て
き
た
。
歴
史
も
長
い
。

１
８
８
５
年
、
コ
レ
ラ
が

発
生
。
長
崎
市
の
上
水
道

の
た
め
、
中
島
川
上
流

に
日
本
で
初
め
て
の
本
河

内
高
部
ダ
ム
（
１
８
９
１

年
完
成
）
等
の
設
計
、
建

設
、
監
督
に
当
た
っ
た
吉

村
長
策
（
長
崎
県
河
川
課

技
官
）
な
ど
、
ダ
ム
建
設

技
術
の
パ
イ
オ
ニ
ア
が
い

る
。
吉
村
は
、
工
部
大
学

校
（
現
東
京
大
学
）
助
教

授
か
ら
当
時
の
県
令
（
知

事
）
日
下
義
雄
か
ら
懇
請

さ
れ
、
工
帥
長
と
し
て
こ

の
事
業
に
当
た
っ
た
。
海

軍
鎮
守
府
が
置
か
れ
た
佐

世
保
で
も
上
水
道
の
必
要

性
か
ら
、
吉
村
の
指
導
で

岡
本
ダ
ム
（
１
９
０
０
年

完
成
）
が
建
設
さ
れ
て
い

る
。

戦
後
、「
長
崎
砂
漠
」
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
渇
水
状
態
が
続
き
、

長
崎
市
を
は
じ
め
水
需
要
が
高
ま
っ

た
。
窮
余
の
一
策
と
し
て
、
遠
く
筑
後

川
か
ら
の
給
水
ま
で
構
想
さ
れ
た
が
実

現
せ
ず
、
長
崎
県
な
ど
が
自
前
で
ダ
ム

を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
長
崎
に
は
小
河
川
が
数
多

い
た
め
、
比
較
的
小
型
の
ダ
ム
を
多

数
、
建
設
す
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
小
河
川
な
が
ら
、
水
源
の

山
は
標
高
が
低
い
も
の
が
多
く
、
し
か

も
急
傾
斜
。
山
地
か
ら
海
岸
ま
で
短
距

離
で
、
水
が
走
る
た
め
貯

水
力
は
低
い
。

　

ま
た
、
地
質
も
ダ
ム
建

設
に
不
向
き
な
所
が
多
い
。

古
第
３
紀
堆
積
岩
の
砂
岩
、

頁
岩
、
凝
灰
岩
な
ど
の
上

を
、
安
山
岩
、
凝
灰
角
礫

岩
な
ど
火
山
噴
出
岩
が
覆

う
。
こ
の
た
め
、
洪
水
と

共
に
土
砂
崩
れ
が
多
発
す

る
。
透
水
性
が
高
く
、
も

ろ
い
地
質
の
た
め
、
ダ
ム

建
設
地
は
限
ら
れ
て
く
る

し
、
建
設
技
術
も
高
さ
が

求
め
ら
れ
る
。

　

長
崎
県
の
高
い
技
術
を

示
す
ダ
ム
と
し
て
、
萱
瀬

ダ
ム
の
再
開
発
が
あ
る
。

諫
早
水
害
後
、
治
水
ダ
ム

と
し
て
建
設
さ
れ
た
が
、

多
目
的
ダ
ム
と
し
て
再
開

発
。
貯
水
し
た
ま
ま
、
堤

体
の
カ
サ
上
げ
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
貯
水
量

は
二
倍
以
上
の
６
８
１
万
㎥
に
ア
ッ
プ

（
平
成
12
年
完
成
）
し
た
。
長
崎
県
は

ダ
ム
再
開
発
で
も
先
駆
的
な
役
割
を
果

し
て
い
る
。

ダムの県・長崎
渇水、洪水を防ぐ38のダム群
小河川と脆弱な地質との闘い

西山ダム

高
部
ダ
ム

低
部
ダ
ム

位
置
図

新堤体 旧堤体

中島川
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―
―

長
崎
大
水
害
に
伴
っ
て
、
中
島
川
上

流
の
上
水
道
専
用
だ
っ
た
本
河
内
高
部
、

低
部
そ
し
て
西
山
の
３
つ
の
ダ
ム
が
洪
水

調
節
の
た
め
改
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
改
築

の
型
式
が
３
つ
と
も
違
い
ま
す
ね
。
ま
ず

高
部
ダ
ム
か
ら
。

三
根
氏　

長
崎
大
水
害
の
後
、
緊
急
ダ
ム

事
業
と
し
て
、
こ
の
３
ダ
ム
は
洪
水
調
節

の
た
め
、
ま
た
、
老
朽
化
も
あ
っ
て
全
面

改
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
街

地
を
流
れ
る
中
島
川
の
河
川
改
修
だ
け
で

は
、
洪
水
が
防
げ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
た

め
で
す
。
本
河
内
高
部
ダ
ム
は
わ
が
国
で

最
も
古
い
上
水
道
用
ダ
ム
で
、
堤
体
は
土

を
突
き
固
め
た
ア
ー
ス
ダ
ム
で
す
か
ら
、

重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
新
堤
体
を
上
流

側
に
造
り
、
貯
水
池
容
量
を
増
や
す
た
め
、

え
ん
堤
を
11
ｍ
高
く
し
て
い
ま
す
。
そ
の

分
だ
け
貯
水
池
が
広
が
る
た
め
用
地
買
収

や
小
学
校
の
移
転
な
ど
の
必
要
が
生
じ
ま

し
た
。
下
流
側
に
は
浄
水
場
が
あ
り
新
堤

体
の
建
設
は
無
理
で
し
た
。
上
水
用
の
代

替
貯
水
は
他
の
ダ
ム
で
確
保
さ
れ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
貯
水
池
を
空
に
し
て
、
上
流

側
に
新
堤
体
を
新
築
し
た
わ
け
で
す
。

―
―

高
部
ダ
ム
の
す
ぐ
下
流
に
あ
る
「
本

河
内
低
部
ダ
ム
」は
長
崎
水
害
か
ら
30
年
、

平
成
25
年
、
試
験
湛
水
を
終
え
、
よ
う
や

く
改
築
を
終
え
ま
し
た
。

三
根
氏　

こ
の
ダ
ム
は
明
治
34
年

（
１
９
０
１
）
完
成
で
す
。
わ
が
国
二
番

目
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、
そ

の
約
１
０
年
前
に
建
設
さ
れ
た
本
河
内
高

部
ダ
ム
は
土
で
築
か
れ
た
ア
ー
ス
ダ
ム
。

わ
ず
か
１
０
年
で
、
日
本
の
ダ
ム
技
術
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
え
ん
堤
を
建
設
す
る
ほ

ど
飛
躍
的
に
進
歩
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

実
は
、
低
部
ダ
ム
の
旧
堤
体
は
新
堤
体

建
設
を
機
に
、
取
り
壊
そ
う
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
建
設
か
ら
１
１
０
年
以
上
に
も

な
り
、
老
朽
化
が
進
み
、
堤
体
に
ク
ラ
ッ

ク
（
割
れ
目
）
が
多
く
生
じ
、
漏
水
が
見

ら
れ
た
た
め
で
す
。
少
な
く
と
も
旧
堤
体

の
半
分
は
作
り
変
え
る
方
向
で
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
建
設
省
土
木
研
究
所
か
ら

「
こ
れ
ほ
ど
歴
史
的
に
貴
重
な
ダ
ム
を
壊

す
な
ん
て
。
我
が
国
の
近
代
化
遺
産
と
し

て
保
存
す
る
方
法
を
研
究
し
よ
う
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
全
部
残

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―
―

そ
こ
で
、
旧
堤
体
の
上
流
側
に
新
堤

体
を
重
ね
て
、
堤
体
を
二
重
に
し
て
強
化

し
た
わ
け
で
す
ね
。

三
根
氏　

旧
堤
体
は
粗
石
コ
ン
ク
リ
ー
ト

と
言
っ
て
、
直
径
１
ｍ
も
の
大
石
を
入
れ

て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
て
い
ま
す
。

あ
る
い
は
セ
メ
ン
ト
不
足
を
補
う
た
め
の

工
夫
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

堤
体
の
ご
く
初
期
の
こ
ろ
に
し
て
は
打
設

さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
は
良
く
出

来
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
老
朽
化
に
は
勝

て
ず
、
水
漏
れ
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
旧
堤
体
の
補
強
や
漏
水
防
止
の
た

め
カ
ー
テ
ン
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
し
て
、
止
水

力
を
高
め
る
な
ど
し
ま
し
た
。

―
―

日
本
で
初
め
て
の
ト
ン
ネ
ル
式
洪
水

吐
を
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

三
根
氏　

貯
水
池
の
中
に「
呑
口
」を
作
り
、

竪
坑
で
湖
底
の
地
下
ま
で
掘
り
下
げ
、
堤

体
の
約
20
ｍ
下
を
ト
ン
ネ
ル
で
抜
き
、
下

流
で
放
流
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
旧
堤
体
が
保
存
で
き
た
わ
け

で
す
。
ま
た
直
下
に
住
宅
が
あ
り
ま
す
の

で
、
放
流
の
音
や
水
勢
、
流
れ
の
抑
制
の

た
め
排
気
竪
坑
や
減
勢
竪
坑
な
ど
模
型
実

験
を
繰
り
返
し
て
そ
の
効
果
を
確
認
し
ま

THE CIVIL ENGINEER

第2節
⑥インタビュー

ダムの改築に当った
三根祐吉氏

新旧ダムの共存
三根 祐吉 氏

（みねゆうきち） プロフィール

昭和 30 年５月生まれ、長崎県
出身。県立佐世保工高卒業後、長
崎県庁に入り雪浦ダム建設事務所
（大瀬戸土木事務所）、長崎土木事
務所ダム建設室、県北振興局や諫
早土木事務所、対馬支庁などの各
ダム建設班勤務から、県北振興局
砂防防災課長、同県五島振興局・
上五島支所建設部検査指導幹。

 

パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
の

 

仕
事
を
残
し
た
か
っ
た

新コンクリート堤体

盛り土

本河内高部ダム

旧堤体（アースダム）

中島川、本河内高部ダム（断面図）
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し
た
。
そ
こ
で
様
々
な
課
題
が
浮
か
び
上

が
り
ま
し
た
。
貯
水
池
の
呑
口
か
ら
取
水

す
る
と
き
、
水
が
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
壁
に

当
た
っ
て
飛
散
し
て
大
量
の
空
気
が
ト
ン

ネ
ル
内
に
入
っ
て
、
出
口
で
吹
き
上
が
る

現
象
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
呑
口
を

２
ゲ
ー
ト
に
し
て
水
勢
を
減
ら
し
、
出
口

に
は
排
気
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
な
ど
の

対
応
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
ト

ン
ネ
ル
式
洪
水
吐
建
設
で
、
か
つ
住
宅
が

近
く
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
必
要
で
し
た
。

―
―

中
島
川
支
流
の
西
山
川
上
流
の
西
山

ダ
ム
は
60
ｍ
下
流
に
新
堤
体
を
造
ら
れ
ま

し
た
。
ダ
ム
サ
イ
ト
は
公
園
化
さ
れ
て
お

り
、
近
代
上
水
道
施
設
や
ダ
ム
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

三
根
氏　

低
部
ダ
ム
と
西
山
ダ
ム
は
同
時

着
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
も
１
０
０
年

以
上
も
経
過
し
て
老
朽
化
し
た
箇
所
も
あ

り
、
古
い
堤
体
を
切
っ
て
撤
去
す
る
予
定

で
し
た
。
水
漏
れ
し
て
、
下
流
側
の
堤
体

面
は
一
面
濡
れ
て
見
え
る
よ
う
な
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
し
、
地
震
な
ど
振
動
に
対
し

て
も
不
安
が
あ
り
、
も
は
や
使
え
な
い
と

い
う
判
断
だ
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
ダ
ム
も「
壊
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
」

と
土
木
研
究
所
か
ら
保
存
を
求
め
る
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
貯
水
し
た

ま
ま
で
の
工
事
は
難
し
い
。研
究
所
で「
旧

堤
体
を
残
し
た
ま
ま
工
事
を
行
う
工
法
を

研
究
し
て
み
る
」
と
い
う
事
に
な
り
ま
し

た
。
長
崎
は
、
小
さ
な
川
し
か
な
く
、
昭

和
30
年
代
に
は
遠
く
、
筑
後
川
か
ら
分
水

し
て
も
ら
お
う
と
い
う
構
想
も
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
１
０
０
年
以
上
、
自
前

の
水
確
保
に
苦
労
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
切
実
な
要
請
に
応
え
、
厖
大
な
建
設

資
金
の
調
達
に
も
苦
労
し
て
造
ら
れ
た
、

こ
の
三
つ
の
ダ
ム
は
、
我
が
国
の
ダ
ム
の

先
駆
者
、

吉
村
長
策

氏
ら
当
時

の
ダ
ム
技

術
者
が
苦

労
を
重
ね
て
建
設
、
技
術
史
的
に
も
貴
重

な
も
の
で
す
。
近
代
上
水
道
の
パ
イ
オ
ニ

ア
の
業
績
と
し
て
残
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
ダ
ム
で
す
。

―
―

旧
堤
体
保
存
に
は
、
ど
の
よ
う
な
工

法
が
考
え
ら
れ
た
の
で
す
か
。

三
根
氏　

新
堤
体
が
完
成
し
た
後
、
上
流

側
の
残
っ
て
い
る
旧
堤
体
に
６
つ
の
穴
を

あ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
穴
を
あ
け

る
場
所
の
上
流
側
に
丸
い
蓋
の
よ
う
な
止

水
壁
を
造
り
、
下
流
側
か
ら
、
ま
ず
穴
と

な
る
円
形
の
渕
に
ぐ
る
り
と
小
さ
な
穴
を

開
け
、
そ
の
内
側
を
抜
く
よ
う
に
掘
削
し

て
行
く
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
穴
か
ら
、

水
が
流
れ
出
し
、
新
堤
体
と
旧
堤
体
の
間

に
水
が
満
た
さ
れ
て
い
く
と
い
う
わ
け
で

す
。
で
す
か
ら
旧
堤
体
は
、
ダ
ム
堤
体
と

し
て
は
現
在
、
機
能
は
果
た
し
て
い
ま
せ

ん
。
歴
史
的
遺
産
と
し
て
存
在
し
続
け

る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
わ
け

で
す
。

―
―

長
崎
バ
イ
パ
ス
沿
い
で
、
住
宅
地
も

近
い
。通
常
の
山
奥
で
の
工
事
と
違
っ
て
、

市
街
地
で
の
ダ
ム
工
事
と
な
り
、
難
し
い

仕
事
に
な
り
ま
し
た
ね
。

三
根
氏　

打
設
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
量

が
大
き
く
、
し
か
し
、
夜
間
の
打
設
が
出

来
な
い
。
大
量
の
打
設
に
よ
っ
て
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
発
熱
し
、
ひ
び
割
れ
な
ど
の
原

因
に
な
り
ま
す
か
ら
、
低
温
で
打
設
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
た
め

コ
ン
ク
リ
ー
ト
骨
材
や
水
を
冷
や
す
た
め

エ
ア
コ
ン
ま
で
導
入
し
ま
し
た
。
夏
場
、

昼
食
時
な
ど
は
現
場
か
ら
作
業
員
の
姿
が

消
え
、
一
人
も
い
な
く
な
る
。
み
ん
な
骨

材
を
冷
や
す
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
建
物
に

集
ま
っ
て
ー
「
最
高
の
場
所
だ
」
と
言
っ

て
ね
（
笑
い
）。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
隅
々
ま
で
充
填
す
る

た
め
に
は
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー（
振
動
発
生
）

を
使
い
た
い
の
で
す
が
、
住
民
の
間
か
ら

「
あ
の
音
は
、
戦
争
中
に
聞
い
た
米
軍
Ｂ

29
爆
撃
機
を
思
い
出
す
」
と
言
わ
れ
る
な

ど
色
々
あ
り
ま
し
た
。

　
　

◇　
　

◇

［
ダ
ム
銘
板
］

　

本
河
内
高
部
ダ
ム
は
日
本
最
初
の
水
道

専
用
ダ
ム
、
近
代
水
道
百
選
に
も
選
ば
れ

た
。
銘
板
の
文
字
は
「
龍
瓶
」。
龍
は
雲

を
呼
び
、
雨
を
も
た
ら
す
。
瓶
は
首
の
長

い
花
瓶
の
こ
と
。
ま
た
、
同
低
部
ダ
ム
に

は
「
水
旱
無
増
減
」
の
銘
板
が
あ
り
、
絶

え
る
こ
と
の
な
い
、
清
浄
な
水
源
で
あ
り

続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

石垣の意匠を残した本河内低部ダム

住宅地と道路に配慮したダム改築工事
（西山ダム）

都
市
で
の
ダ
ム
建
設―

苦
労
も
多
く
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中
島
川
上
流
に
は
三
つ
の
有
名
な
ダ

ム
が
あ
る
。
本
河
内
高
部
ダ
ム
、
低

部
ダ
ム
そ
し
て
西
山
ダ
ム
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
、
長
崎
市
民
用

に
水
道
水
を
溜
め
、
送
る
た
め

の
貯
水
池
と
し
て
造
ら
れ
、
特

に
本
河
内
高
部
ダ
ム
は
わ
が
国

最
初
の
上
水
用
ダ
ム
。
長
崎
水

害
後
の
治
水
対
策
と
し
て
改

築
、
同
時
に
こ
の
記
念
碑
的
ダ

ム
を
保
存
す
る
た
め
、
そ
の
上

流
側
に
隣
接
し
て
新
た
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
堤
体
が
造
ら
れ
、
洪

水
調
節
の
貯
水
量
を
確
保
し
て

い
る
。
赤
レ
ン
ガ
の
建
物
を
持

つ
西
山
ダ
ム
も
、
旧
堤
体
を
残

し
、
そ
の
下
流
に
新
た
に
平
成

４
年
（
１
９
９
２
）
に
重
力
式

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
を
建
設
。

本
河
内
低
部
ダ
ム
は
試
験
湛
水

を
終
え
、
平
成
25
年
に
改
築
が

終
わ
っ
て
い
る
。
３
つ
の
「
ダ
ム
・
ト

リ
オ
」
と
も
新
旧
の
ダ
ム
堤
体
が
同
時

に
見
ら
れ
る
珍
し
い
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
。

〇
本
河
内
高
部
ダ
ム

　

明
治
24
年
（
１
８
９
１
）
に
完
成
し

た
我
が
国
で
最
初
の
近
代
水
道

貯
水
池
（
ア
ー
ス
ダ
ム
）。
明

治
19
年
（
１
８
８
６
）、
全
国

で
10
万
人
の
死
者
を
出
し
た

コ
レ
ラ
の
大
流
行
が
あ
り
、
上

水
道
の
整
備
が
外
国
人
か
ら
も

強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
た
め
、
上
水
道
の
整

備
を
急
ぐ
た
め
、
ま
ず
外
国
人

居
留
地
の
あ
る
横
浜
、
函
館
に

次
い
で
３
番
目
に
長
崎
に
近
代

上
水
道
を
建
設
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
横
浜
、
函
館
は
河
川

取
水
だ
っ
た
が
、
大
き
な
川
の

な
い
長
崎
だ
け
は
貯
水
池
方
式

の
上
水
道
と
す
る
こ
と
に
な

り
、
本
河
内
ダ
ム
（
高
部
）
の

建
設
が
決
ま
っ
た
。
設
計
、
監

督
は
吉
村
長
策
。

　

総
工
費
30
万
円
。
当
時
の
長
崎
市
の

総
予
算
の
７
・
５
倍
と
言
う
巨
額
な
も

の
だ
っ
た
。
明
治
22
年
４
月
着
工
、
同

24
年
に
完
成
し
て
い
る
。
ダ
ム
は
ア
ー

ス
ダ
ム
で
、
高
さ
18
・
15
ｍ
、
堤
長

１
２
７
・
27
ｍ
。

　

堤
体
の
構
造
は
中
央
に
遮
水
性
の
あ

る
粘
土
で
壁
を
造
り
、
そ
の
外
側
は
粘

着
力
の
あ
る
土
を
盛
り
重
ね
、
さ
ら
に

通
常
の
土
で
固
め
て
い
る
。
貯
水
池
側

は
水
に
よ
る
洗
掘
を
防
止
す
る
た
め
野

面
石
を
敷
き
、
下
流
側
の
斜
面
は
芝
生

で
覆
っ
て
い
る
。
長
崎
市
街
地
か
ら
国

道
34
号
を
登
る
と
左
側
に
緑
の
ダ
ム
斜

面
が
見
え
て
く
る
。

〇
本
河
内
低
部
ダ
ム

　

高
部
ダ
ム
が
完
成
し
て
10
年
後
長
崎

市
は
人
口
増
も
あ
っ
て
、
深
刻
な
水
不

足
に
陥
っ
た
。
こ
の
た
め
、
本
河
内
高

部
ダ
ム
の
下
流
に
こ
の
「
低
部
ダ
ム
」

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

明
治
34
年
（
１
９
０
１
）
に
着
工
、

２
年
後
の
同
36
年
１
月
に
完
成
し
て
い

る
。
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
我

が
国
で
２
番
目
。
ダ
ム
堤
体
の
高
さ

22
・
71
ｍ
、
長
さ
１
１
５
・
15
ｍ
。
高

部
ダ
ム
は
土
え
ん
堤
（
ア
ー
ス
ダ
ム
）

だ
が
、
そ
の
完
成
か
ら
わ
ず
か
１
０
年

後
に
は
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
に

着
工
す
る
と
い
う
ダ
ム
技
術
の
進
歩
に

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
吉
村
は

同
時
着
工
し
た
西
山
ダ
ム
建
設
と
共
に

「
顧
問
」
と
し
て
技
術
指
導
に
当
た
っ

て
い
る
。

〇
西
山
ダ
ム

　

水
不
足
に
陥
っ
た
長
崎
市
の
上
水
対

策
と
し
て
、
中
島
川
の
支
流
、
西
山
川

に
明
治
34
年
、
低
部
ダ
ム
と
同
時
着
工

さ
れ
た
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
。

高
さ
31
・
82
ｍ
、
長
さ
１
３
９
・
39
ｍ
。

軟
弱
地
盤
の
た
め
、
工
事
が
大
幅
に
遅

れ
、
完
成
し
た
の
は
低
部
ダ
ム
の
１
年

後
の
明
治
37
年
３
月
、
日
本
で
３
番
目

の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
だ
。
ダ

ム
堤
体
の
両
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
張
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

長
崎
水
害
を
契
機
と
し
て
水
道
専
用

ダ
ム
か
ら
洪
水
調
節
も
加
え
た
多
目
的

ダ
ム
に
改
築
さ
れ
た
（
１
９
９
２
年
完

成
）。
旧
堤
体
は
高
部
ダ
ム
と
同
様
、

保
存
さ
れ
、
新
旧
の
堤
体
が
併
存
し
て

い
る
。
ダ
ム
周
辺
に
は
散
策
路
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。

我国最初の上水道ダム群

西山ダム
レンガ建て管理室

本河内高部ダム

二重堤体の本河内低部ダム
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東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
、
家
、
家
財

な
ど
の
漂
流
物
と
共
に
押
し
流
さ
れ
る
自

動
車
の
光
景
は
、
多
く
の
人
々
に
衝
撃
を

与
え
た
。
長
崎
大
水
害
で
も
、
同
じ
光
景

が
あ
っ
た
。
市
街
地
で
の
「
水
害
」
に
共

通
す
る
災
害
で
あ
る
。

　

長
崎
大
水
害
（
昭
和
57
年
７
月
23
日
）

は
、
水
に
流
さ
れ
や
す
く
、
脱
出
し
に
く

い
「
自
動
車
の
危
険
」
を
初
め
て
経
験
し

た
都
市
災
害
で
あ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災

は
海
か
ら
の
津
波
、
長
崎
は
山
か
ら
の
洪

水
だ
が
、
道
路
に
あ
ふ
れ
、
川
の
よ
う
に

流
れ
る
水
は
、軽
々
と
自
動
車
を
浮
か
せ
、

浮
遊
物
と
し
て
押
し
流
し
て
ゆ
く
。
流
さ

れ
た
車
は
、
流
木
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、

交
差
点
な
ど
で
折
り
重
な
り
、
被
害
を
さ

ら
に
大
き
く
す
る
。

　

山
間
地
で
も
、「
車
の
被
害
」
が
多
数

み
ら
れ
た
。
国
道
34
号
を
襲
っ
た
土
砂
崩

れ
や
土
石
流
は
、
車
列
を
分
断
し
、
道
路

か
ら
が
け
下
に
押
し
落
と
し
、
あ
る
い
は

道
路
と
共
に
崩
れ
落
ち
、
運
転
者
の
命
を

奪
っ
た
。
車
に
迫
る
危
険
を
感
じ
て
、
運

転
者
が
車
外
に
避
難
す
る
と
、
そ
の
車
両

は
救
急
や
復
旧
作
業
の
障
害
物
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
光
景
は
、
こ
れ
ま

で
の
水
害
と
は
様
相
を
異
に
し
、
車
社
会

で
の
水
害
被
害
の
様
相
の
変
貌
を
物
語
っ

て
い
た
。

二
つ
の
車
被
災�

　

長
崎
水
害
の
車
の
人
的
被
災
は
、
市
街

地
の
道
路
で
「
出
水
」
に
よ
っ
て
運
転
中

に
流
さ
れ
、
漂
流
、
沈
没
し
た
り
、
川
に

流
れ
込
み
犠
牲
と
な
っ
た
ケ
ー
ス（
８
件
）

と
、
土
砂
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
、
道
路
損

壊
に
よ
っ
て
転
落
、
あ
る
い
は
道
路
ご
と

押
し
流
さ
れ
て
遭
難
（
４
件
）
し
た
ケ
ー

ス
の
、
お
お
よ
そ
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

長
崎
水
害
で
の
特
徴
は
、
市
街
地
で
の
こ

の
自
動
車
の
被
災
で
あ
っ
た
。「
坂
の
街
」

長
崎
で
は
滝
の
よ
う
な
豪
雨
に
よ
っ
て
、

坂
を
下
る
道
路
が
「
川
」
と
な
っ
て
、
流

れ
下
り
、
市
街
地
の
道
路
が
瞬
く
間
に
水

没
し
た
。
激
し
い
雨
と
な
っ
た
午
後
７
時

ご
ろ
、
夕
方
の
ラ
ッ
シ
ュ
と
重
な
り
、
国

道
２
０
６
号
、
２
０
２
号
な
ど
市
街
地
の

基
幹
道
路
は
混
雑
し
て
い
た
。
両
国
道
は

Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
を
中
心
に
南
北
に
延
び
、
国

道
34
号
、
同
３
２
４
号
の
ほ
か
、
数
多
く

の
街
路
が
、
東
の
山
手
か
ら
流
れ
込
む
。

支
流
か
ら
本
流
に
流
れ
込
む
川
の
よ
う

に
、
合
流
し
て
坂
の
道
を
流
れ
下
る
車
が

数
多
く
み
ら
れ
た
。

　

運
転
者
た
ち
の
証
言
で
は
、
ワ
イ
パ
ー

で
さ
ば
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の
豪
雨
に
な

り
、
車
輪
が
空
回
り
を
は
じ
め
、
車
体
が

浮
き
始
め
た
。
ハ
ン
ド
ル
が
効
か
な
く
な

り
制
御
で
き
な
い
ま
ま
流
さ
れ
始
め
た
。

脱
出
し
よ
う
に
も
、
ド
ア
の
半
分
ぐ
ら
い

水
没
す
る
と
開
け
ず
、電
気
系
統
も
故
障
、

窓
も
開
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
車
外
脱
出

で
き
ず
、
車
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
水
に
流

さ
れ
た
車
が
多
く
み
ら
れ
た
。
川
に
、
車

ご
と
水
没
し
て
命
を
失
っ
た
人
も
出
た
。

　

道
路
冠
水
に
よ
っ
て
エ
ン
ス
ト
し
た
段

階
で
多
く
の
運
転
者
が
車
か
ら
脱
出
し
た

が
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
車
内
に
と
ど
ま
っ
た

人
も
多
数
い
た
。
水
害
に
よ
る
車
の
被
災

経
験
に
乏
し
く
車
を
放
棄
す
る
の
が
躊
躇

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
運
転
者
を
失
っ
た
車

は
ラ
イ
ト
が
付
き
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴

り
始
め
る
、
異
様
な
音
と
光
景
を
造
り
だ

し
た
。
車
に
カ
ギ
を
か
け
て
、
離
れ
る
人

も
多
く
、
水
が
引
い
た
後
の
復
旧
作
業
で

は
転
覆
あ
る
い
は
横
転
、
施
錠
し
た
車
が

積
み
重
な
り
粗
大
ご
み
の
山
と
化
し
た
車

の
排
除
が
復
旧
の
大
き
な
支
障
と
な
っ
た
。

�

運
転
者
に
情
報
届
か
ず�

　

も
う
一
つ
、
マ
イ
カ
ー
の
運
転
者
は
密

室
状
態
で
孤
立
、
災
害
情
報
が
届
き
に
く

い
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
タ
ク
シ
ー
の
被

災
は
冠
水
、
流
失
等
１
８
２
件
に
及
ん
だ

が
、
大
半
が
市
街
地
冠
水
と
共
に
「
坂
の

上
に
上
が
れ
」「
高
台
に
避
難
せ
よ
」
な

ど
の
避
難
指
示
を
無
線
で
受
け
て
お
り
、

危
険
地
帯
の
情
報
も
伝
え
ら
れ
た
。
し
か

し
、
一
般
車
両
に
は
ラ
ジ
オ
な
ど
の
一
般

的
な
災
害
情
報
ほ
か
は
、
車
外
へ
の
脱
出

に
つ
な
が
る
情
報
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
２
万
台
に
も
及
ぶ
車
両
の
大
量
被
災

は
「
想
定
外
の
出
来
事
」
だ
っ
た
の
で
あ

る
。

プロジェクト九州

第3節
①車が流される
車社会と都市水害

車
が
浮
き
、
流
さ
れ
、
漂
流
す
る
都
市
水
害

「
自
動
車
が
危
険
」―

原
点
と
な
っ
た
長
崎
水
害

困
難
な
「
密
室
」
か
ら
の
脱
出
、
情
報
も
届
か
ず

アーケード街に流れ込んだ車（浜町）
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中
で
も
中
島
川
沿
い
の
道
路
な
ど
で

は
、
流
木
と
共
に
「
ま
る
で
津
波
の
よ
う

な
濁
流
」
が
押
し
寄
せ
、
車
外
に
出
た
人

た
ち
を
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
。
必
死
で
泳

ぐ
人
、
電
柱
等
に
し
が
み
つ
き
大
声
で
助

け
を
呼
ぶ
人
な
ど
、「
地
獄
絵
」
を
見
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。

　

幸
運
な
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
東
長

崎
・
矢
上
町
の
国
道
34
号
の
路
上
で
は
、

バ
ス
の
乗
客
の
救
出
劇
が
演
じ
ら
れ
た
。

２
台
の
バ
ス
が
67
人
の
乗
客
を
乗
せ
て
流

れ
始
め
て
い
た
。
運
転
手
は
窓
を
破
っ
て

バ
ス
の
屋
根
上
に
乗
客
を
避
難
さ
せ
た
。

　

そ
の
光
景
を
目
撃
し
た
住
民
が
歩
道
橋

か
ら
、
カ
ー
テ
ン
布
を
破
っ
て
作
っ
た

ロ
ー
プ
を
流
し
て
、
一
人
ひ
と
り
、
歩
道

橋
の
上
に
救
出
し
た
。
運
行
中
バ
ス
運
転

手
に
も
、
避
難
情
報
、
指
令
は
届
い
て
い

な
か
っ
た
。

　

情
報
途
絶
は
土
石
流
に
巻
き
込
ま
れ
た

運
転
者
も
同
様
だ
っ
た
。
国
道
34
号
の
日

見
ト
ン
ネ
ル
前
後
で
は
、
豪
雨
と
共
に
崖

崩
れ
、
土
石
流
が
同
時
多
発
し
た
。
し
か

し
、
通
行
規
制
が
行
わ
れ
る
間
も
な
く
、

道
路
が
崩
壊
、
道
路
と
共
に
崖
下
へ
転
落

し
た
り
、
路
肩
の
崩
れ
で
落
ち
て
行
く
車

両
が
続
出
し
た
。
助
か
っ
た
の
は
、
幸
運

に
も
ト
ン
ネ
ル
内
に
避
難
で
き
た
車
両
で

あ
っ
た
。
芒
塚
で
は
、
自
衛
隊
に
よ
る
救

助
活
動
、
捜
索
が
行
わ
れ
た
が
、
同
国
道

で
の
被
災
者
は
５
人
、
中
に
は
車
内
で
２

歳
の
子
供
を
抱
え
る
よ
う
に
し
て
発
見
さ

れ
た
母
親
の
姿
も
あ
っ
た
と
い
う
。

 

車
両
被
災
の
メ
カ
ニ
ズ
ム 

　

洪
水
時
、
車
が
ど
の
よ
う
に
浮
き
、
漂

流
し
、
沈
没
、
堆
積
す
る
の
か
、
そ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
が
急
が
れ
た
。

　

京
都
大
学
で
の
実
験
で
、
驚
く
べ
き
事

実
が
分
か
っ
た
。
水
の
流
れ
の
速
さ
が
毎

秒
２
ｍ
を
越
え
て
、
水
深
が
わ
ず
か
50
㎝

に
達
す
る
と
、
車
は
漂
流
を
始
め
た
。
と

く
に
、
通
勤
、
買
い
物
な
ど
に
使
わ
れ
る

セ
ダ
ン
や
軽
自
動
車
は
、
い
っ
た
ん
漂
流

し
始
め
る
と
、
流
さ
れ
る
速
度
は
速
く
、

流
速
の
70
％
に
達
し
た
。
長
崎
や
神
戸
両

市
の
よ
う
な
急
斜
面
の
多
い
都
市
で
は
漂

流
の
速
度
も
速
く
、
被
害
は
倍
加
す
る
と

思
わ
れ
る
。

　

車
か
ら
の
脱
出
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ

う
。
実
験
に
よ
る
と
、
水
深
が
深
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
水
圧
が
高
ま
り
、
ド
ア
は
開

け
に
く
く
な
る
。水
深
80
㎝
に
達
す
る
と
、

ド
ア
を
開
け
る
の
は
成
人
男
性
で
も
困
難

と
な
る
事
が
実
験
で
わ
か
っ
た
。
女
性
運

転
者
の
場
合
は
、
も
っ
と
厳
し
い
。
長
崎

豪
雨
で
は
水
没
し
た
車
中
で
命
を
失
っ
た

人
が
多
数
出
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
洪
水
時
の
「
車
の
危
険
性
」

は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

都
市
と
車
社
会
は
、
同
時
進
行
す
る
。

長
﨑
水
害
に
よ
る
、
市
街
地
や
山
手
の
道

路
で
の
車
の
被
災
は
「
都
市
水
害
」
を
特

徴
づ
け
る
も
の
で
、
長
崎
特
有
の
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、
水
害
に
対
す
る
車
両

構
造
の
改
良
、
情
報
伝
達
、
避
難
方
法
な

ど
運
転
者
へ
の
教
育
な
ど
は
、
30
年
後
の

今
日
で
も
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
は
な
い
。

 

も
う
一
つ
の
被
災
、
地
下
街 

　

長
崎
水
害
で
は
多
く
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
被
災
が
ビ
ル
の
地
下
、
地
下
街
商

店
街
で
起
こ
っ
て
い
る
。
都
市
水
害
の
も

う
一
つ
の
特
徴
だ
。

　

博
多
駅
前
の
地
下
街
へ
の
階
段
を
、
滝

の
よ
う
に
流
れ
下
る
光
景
は
人
々
に
強
い

印
象
を
残
し
て
い
る
。
地
下
商
店
街
を
水

没
さ
せ
て
商
品
な
ど
大
き
な
被
害
を
出
す

と
共
に
、
逃
げ
場
を
失
っ
た
人
々
の
生
命

を
危
険
に
陥
れ
る
。
ま
た
、
自
家
発
電
機

な
ど
、
ビ
ル
機
能
を
維
持
す
る
機
材
は
ほ

と
ん
ど
が
地
下
階
に
置
か
れ
、
そ
の
水
没

は
ビ
ル
化
し
た
都
市
全
体
の
機
能
を
奪
っ

て
し
ま
う
。
長
崎
水
害
の
翌
年
１
９
８
３

年
・
東
京
、
地
下
鉄
・
赤
坂
見
附
駅
、

１
９
９
９
年
の
博
多
駅
地
下
街
浸
水
は
溺

死
者
を
各
一
人
を
出
し
た
。

　

地
下
室
に
浸
水
し
た
場
合
、
脱
出
す
る

時
間
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
実
験
で

は
水
深
35
㎝
に
な
る
と
、
女
性
の
力
で
は

部
屋
の
ド
ア
は
開
け
ら
れ
な
く
な
り
、
男

性
で
も
不
可
能
に
近
く
な
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
地
下
街
で
は
流
出
口
が
な
い
た

め
浸
水
、
水
没
が
早
い
。
早
期
避
難
が
極

め
て
重
要
で
、
逃
げ
遅
れ
る
と
、
部
屋
に

閉
じ
込
め
ら
れ
、
溺
死
の
可
能
性
が
高
く

な
る
。
２
０
０
８
年
の
岡
崎
豪
雨
の
よ
う

に
、短
時
間
で
地
下
街
全
体
が
水
没
す
る
。

　

ま
た
地
下
鉄
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。

２
０
０
０
年
の
名
古
屋
市
地
下
鉄
に
続
い

て
翌
年
、韓
国
・
ソ
ウ
ル
地
下
鉄
、次
の
年

プ
ラ
ハ
で
も
地
下
鉄
に
浸
水
し
て
い
る
。

［
証
言
］（
国
道
34
号
、
東
長
崎
）

　
「
渋
滞
、
そ
し
て
車
の
流
れ
が
止
ま
っ

た
。
側
溝
か
ら
あ
ふ
れ
た
水
は
、
次
第
に

路
面
を
川
に
変
え
て
い
っ
た
。
前
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
の
マ
フ
ラ
ー
か
ら
排
気
が
ブ
ク

ブ
ク
と
泡
を
作
り
始
め
た
。
流
れ
て
き
た

石
が
ゴ
ト
ゴ
ト
音
を
た
て
て
車
に
当
る
。

軽
自
動
車
が
流
れ
て
き
て
電
柱
に
衝
突
、

止
ま
っ
た
。
運
転
を
あ
き
ら
め
て
車
外
に

出
る
人
も
出
始
め
た
。
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん

で
も
、
車
輪
は
空
回
り
。
外
に
出
て
約
10

ｍ
、
振
り
返
る
と
私
の
車
は
な
か
っ
た
」

（
Ｉ
さ
ん
、
男
性
、
42
歳
）

―
―

高
橋
和
雄
氏
ら
著
作
「
ク
ル
マ
社
会

と
水
害
」（
体
験
記
か
ら
要
約
。）

浸水で流され横転して、重なる車両（長崎市内）

洪
水
時
の
車
の
危
険
性
を
解
明
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東
日
本
大
震
災
で
も
、
高
速
道
路
を
は

じ
め
高
規
格
道
路
が
災
害
に
強
い
こ
と
を

証
明
し
た
が
、
長
崎
水
害
は
災
害
に
弱
い

一
般
道
路
と
強
靭
な
高
規
格
道
路
が
鮮
や

か
な
対
照
を
見
せ
た
。
長
崎
市
へ
は
諫
早

市
か
ら
の
国
道
34
号
が
基
幹
道
路
と
し
て

動
脈
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
82
年

長
崎
豪
雨
で
、
土
石
流
や
山
崩
れ
な
ど
土

砂
災
害
に
よ
っ
て
寸
断
さ
れ
、
長
崎
市
は

「
孤
島
化
」し
た
。し
か
し
、長
崎
市
を
救
っ

た
の
は
、
当
時
、
長
崎
道
の
終
点
だ
っ
た

多
良
見
Ｉ
Ｃ
か
ら
市
街
を
結
ぶ
長
崎
バ
イ

パ
ス
（
延
長
約
12
㎞
）
だ
っ
た
。

 

命
綱
に
な
っ
た
バ
イ
パ
ス 

　

長
崎
バ
イ
パ
ス
も
無
傷
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
昭
和
57
年
７
月
23
日

（
１
９
８
２
）
夕
刻
、
長
崎
バ
イ
パ
ス
事

務
所
（
当
時
道
路
公
団
）
に
、「
途
中
の

前
岳
ト
ン
ネ
ル
付
近
の
道
路
に
水
と
土
砂

が
流
れ
込
ん
で
い
る
」
と
の
通
報
が
あ

り
、
点
検
の
た
め
直
ち
に
パ
ト
ロ
ー
ル
車

が
現
地
派
遣
さ
れ
た
。
通
行
止
め
の
案
内

中
、
突
然
、
ド
ド
ー
と
い
う
音
と
共
に
土

砂
崩
れ
が
起
こ
り
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
避
難

す
る
途
中
で
、
坑
口
は
土
砂
に
埋
も
れ
、

九
死
に
一
生
を
得
た
と
い
う
。
同
日
午
後

７
時
半
現
在
で
、
４
か
所
で
土
砂
が
道
路

路
面
を
埋
め
、
交
通
止
め
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
被
害
を
受
け
た
箇
所
は
27
か
所
に
も

及
ん
だ
。
幸
い
、
土
砂
に
埋
も
れ
た
車
両

は
な
か
っ
た
が
、
な
お
、
崖
崩
れ
の
恐
れ

は
大
き
く
全
面
通
行
止
め
の
措
置
が
取
ら

れ
た
。

　

翌
24
日
朝
か
ら
緊
急
復
旧
工
事
が
長

崎
、
諫
早
両
側
か
ら
開
始
さ
れ
、
応
援
部

隊
も
駆
け
つ
け
て
不
眠
不
休
の
作
業
が
続

き
、
１
車
線
が
確
保
さ
れ
た
。
交
互
交
通

な
が
ら
、
緊
急
車
両
を
通
行
可
能
に
し
、

26
日
に
は
長
崎
バ
イ
パ
ス
は
１
車
線
の
み

だ
が
全
面
開
通
、
緊
急
物
資
の
ほ
か
、
市

内
に
生
鮮
食
料
品
が
届
け
ら
れ
、
28
日
に

は
全
面
開
通
に
漕
ぎ
つ
け
た
。
一
方
、
国

道
34
号
は
、
被
害
も
大
き
く
、
懸
命
の
復

旧
作
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開
通
し
た
の

は
約
１
か
月
後
の
８
月
20
日
。
こ
の
約
30

日
間
、
長
崎
バ
イ
パ
ス
が
孤
立
し
た
長
崎

市
民
の
「
命
綱
」
に
な
っ
て
、
生
鮮
食
料

品
の
緊
急
輸
送
や
復
旧
作
業
の
た
め
の
資

材
、
人
員
の
輸
送
が
行
わ
れ
た
。

 
高
規
格
道
路
の
強
靭
さ 

　

高
規
格
道
路
の
構
造
的
な
強
さ
が
、
被

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
早
期
復
旧
を
可

能
に
し
た
。
バ
イ
パ
ス
の
終
点
近
く
の
川

平
地
区
で
は
、
土
石
流
が
バ
イ
パ
ス
を
乗

り
越
え
て
民
家
を
襲
い
17
人
の
犠
牲
者
を

出
し
、
さ
ら
に
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
浦
上

川
を
押
し
渡
っ
て
対
岸
の
県
道
を
破
壊
し

た
。
し
か
し
バ
イ
パ
ス
自
体
の
損
傷
は
大

き
く
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
旧
長
崎
街
道
を
改
築

し
て
造
ら
れ
た
国
道
34
号
は
、
東
長
崎
・

矢
上
か
ら
芒
塚
、
日
見
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ

て
御
手
洗
地
区
、
滝
の
観
音
地
区
な
ど
は

崖
崩
れ
で
道
路
が
埋
ま
り
、あ
る
は
陥
没
、

流
失
し
、
寸
断
さ
れ
た
。
災
害
当
時
は
日

見
バ
イ
パ
ス
（
平
成
13
年
開
通
）
も
な
く
、

国
道
34
号
だ
け
が
生
命
線
で
あ
っ
た
。
諫

早
市
か
ら
長
崎
に
向
か
う
こ
の
国
道
は
多

良
見
を
過
ぎ
て
古
賀
ま
で
長
崎
本
線
と
並

行
し
て
走
り
、
分
か
れ
て
八
郎
川
に
沿
っ

て
、
橘
湾
沿
い
の
矢
上
町
に
下
る
。
宿
町

か
ら
芒
塚
を
経
て
、
日
見
峠
へ
上
っ
て
行

く
。
そ
の
山
腹
斜
面
の
芒
塚
地
点
で
、
約

70
ｍ
に
渡
っ
て
大
規
模
な
道
路
流
失
が
起

こ
っ
た
。

 

日
見
夢
大
橋 

　

現
在
、
芒
塚
の
麓
か
ら
見
上
げ
る
と
、

４
本
の
新
旧
道
路
を
一
度
に
見
る
こ
と
が

出
来
る
。
谷
間
を
縫
う
よ
う
に
の
ぼ
る
旧

長
崎
街
道
。
坂
本
竜
馬
も
シ
ー
ボ
ル
ト
も

西
の
箱
根
と
呼
ば
れ
る
こ
の
坂
道
を
、
長

崎
へ
の
最
後
の
難
所
・
日
見
峠
へ
息
を
切

ら
し
な
が
ら
登
っ
た
の
だ
ろ
う
。
山
腹
を

走
る
の
は
国
道
34
号
、
そ
の
上
を
日
見
バ

イ
パ
ス
。
バ
イ
パ
ス
は
す
ぐ
日
見
ト
ン
ネ

ル
に
入
る
。
そ
し
て
最
上
段
に
長
崎
自
動

車
道
の
「
日
見
夢
大
橋
」（
長
崎
Ｉ
Ｃ
か

ら
４
㎞
地
点
）
が
、
こ
れ
ら
３
つ
の
道
路

を
見
下
ろ
し
て
、
渡
っ
て
い
る
。

　

例
え
長
崎
水
害
が
再
来
し
て
も
、
こ
の

プロジェクト九州

第3節
②災害に強い

高速道路
強靱な道路づくりを

長
崎
バ
イ
パ
ス
、
救
援
道
路
と
し
て
大
き
な
役
割

災
害
に
強
い
道
路
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

夢
大
橋
、
長
崎
道
の
延
伸
、
バ
イ
パ
ス
整
備

命綱となった長崎バイパス
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
大
橋
は
長
崎
へ
の
道
を
、

悠
然
と
確
保
し
続
け
る
だ
ろ
う
。
橋
の
長

さ
３
６
５
ｍ
、
中
央
支
間
１
８
０
ｍ
（
両

側
の
支
間
は
91
・
75
ｍ
）。
橋
脚
は
日
見

バ
イ
パ
ス
脇
に
建
て
ら
れ
、
土
砂
災
害
に

あ
っ
た
芒
塚
の
谷
（
砂
防
指
定
地
域
）
を

ひ
と
ま
た
ぎ
す
る
。

　

通
常
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
（
Ｐ
Ｃ
橋
）

の
路
面
と
な
る
床
板
を
支
え
る
桁
は
「
箱

桁
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
４
方
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
壁
に
囲
ん
だ
箱
型
に
造
ら
れ
る
。

し
か
し
箱
桁
は
重
く
な
る
た
め
、
日
見
夢

大
橋
は
主
桁
両
側
の
側
壁
を
波
形
を
し
た

鋼
板
（
波
形
鋼
板
ウ
エ
ブ
）
を
使
い
、
軽

量
化
を
図
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
側
壁
を

逆
台
形
型
に
し
て
斜
材
を
使
う
の
は
日
本

で
は
初
め
て
の
試
み
の
た
め
、
橋
の
２
分

の
１
の
大
き
な
模
型
を
作
っ
て
風
洞
・
振

動
実
験
な
ど
様
々
な
実
験
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
橋
は
両
側
の
主
塔
か
ら

ケ
ー
ブ
ル
で
主
桁
を
吊
る
す
斜
張
橋
の
一

つ
、
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
（
３
径

間
）
と
呼
ば
れ
る
形
式
で
、
橋
脚
は
42
ｍ

を
超
え
る
が
、
主
塔
は
約
20
ｍ
と
低
く

抑
え
ら
れ
、
ま
た
桁
高
も
４
ｍ
と
薄
く
、

全
体
的
に
は
お
し
ゃ
れ
な

桁
橋
の
印
象
だ
。
二
つ
の

主
塔
か
ら
両
側
に
張
り
出

す
よ
う
に
桁
を
延
ば
し
て

ゆ
き
、
中
央
で
閉
合
さ
せ

た
。
こ
の
橋
の
工
事
は
下

を
走
る
国
道
34
号
（
１
日

３
５
０
０
０
台
）
の
通
行

を
妨
げ
な
い
夜
間
、
し
か

も
時
間
制
限
の
中
で
ワ
ー

ゲ
ン
を
移
動
さ
せ
る
厳
し

い
条
件
下
で
の
施
工
で
あ
っ
た
。
平
成
16

年
完
成
。

 

災
害
に
強
い
道
路
へ 

　

国
道
34
号
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地

域
、
多
良
見
Ｉ
Ｃ
か
ら
長
崎
Ｉ
Ｃ
ま
で
の

間
は
４
つ
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
と
こ
の
芒
塚

夢
大
橋
で
繋
が
れ
、
山
崩
れ
や
土
石
流
の

影
響
を
避
け
た
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
長

崎
水
害
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

災
害
に
強
い
道
路
構
造
だ
け
で
な
く
、

道
路
網
の
整
備
も
「
安
心
安
全
」
の
た
め

に
欠
か
せ
な
い
。
長
崎
自
動
車
道
の
延
伸

の
ほ
か
災
害
後
、
長
崎
バ
イ
パ
ス
の
４
車

線
化
、
日
見
バ
イ
パ
ス
の
完
成
、
さ
ら
に

は
長
崎
湾
を
ま
た
ぐ
女
神
大
橋
に
つ
な
が

る
長
崎
外
環
状
道
路
計
画
が
着
々
と
進
め

ら
れ
た
。

　

国
道
34
号
に
頼
り
切
っ
て
い
た
長
崎
市

の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
一
変
し
た
と
い

え
よ
う
。

日見夢大橋
芒塚の谷をひとまたぎ。

　

気
象
庁
が
名
前
を
付
け
る
「
異
常
な

豪
雨
」
は
、
九
州
で
３
回
あ
る
。

　

第
１
は
「
諫
早
豪
雨
」。
昭
和
32
年

（
１
９
５
７
）
７
月
25
、
26
日
、
長
崎

県
諫
早
市
で
本
明
川
な
ど
が
氾
濫
、
死

者
９
９
２
人
を
出
し
た
大
惨
事
。
１
時

間
に
１
０
０
㎜
を
超
え
る
大
雨
が
降

り
３
時
間
で
３
７
７
㎜
、
日
降
水
量

１
１
０
９
・
２
㎜
を
記
録
し
た
。

（
瑞
穂
町
、
日
本
第
２
位
）

　

第
２
は
「
長
崎
水
害
」。
昭

和
57
年
（
１
９
８
２
）
７
月
23

日
。
中
島
川
な
ど
が
氾
濫
、
国

道
34
号
が
が
け
崩
れ
な
ど
で

寸
断
さ
れ
た
。
県
内
の
死
者

２
９
９
人
（
県
外
も
合
わ
せ
る

と
３
４
５
人
）。
長
与
町
で
１

時
間
降
水
量
１
８
７
㎜
（
日
本

最
高
）
を
記
録
し
た
。

　

第
３
が
「
鹿
児
島
豪
雨
」。

平
成
５
年
７
月
か
ら
９
月
の
３

カ
月
間
、
長
期
の
大
雨
が
降
り
、

甲
突
川
の
氾
濫
や
シ
ラ
ス
崩
れ

が
頻
発
。
死
者
１
２
１
人
。

　

い
ず
れ
も
梅
雨
期
の
集
中
豪

雨
に
見
舞
わ
れ
、
鹿
児
島
水
害

で
は
台
風
襲
来
も
重
な
っ
て
、

大
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
最

近
で
は
、
短
期
集
中
的
な
豪
雨
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
地
球
温
暖

化
に
よ
る
、
九
州
地
方
の
「
亜
熱
帯
気

候
化
の
進
行
」
も
言
わ
れ
て
い
る
。
実

例
と
し
て
奄
美
大
島
で
の
豪
雨
災
害
な

ど
局
地
的
な
集
中
豪
雨
の
頻
発
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
異
常
気
象
の
原
因

と
し
て
は
「
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
」
も

あ
り
、
干
ば
つ
、
洪
水
、
異
常
高
温
・

低
温
な
ど
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
エ
ル

ニ
ー
ニ
ョ
現
象
は
太
平
洋
赤
道
域
の
南

米
海
岸
か
ら
広
い
海
域
で
海
面
温
度
が

高
く
な
る
現
象
で
鹿
児
島
水
害
の
平
成

５
年
に
発
生
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
３
つ
の
大
水
害
で
共
通
す
る

の
は
、
い
ず
れ
も
有
名
な
石
橋
が
あ
っ

た
こ
と
だ
。
石
橋
の
ア
ー
チ
部

が
流
木
な
ど
に
よ
っ
て
塞
が
れ

て
、
市
街
地
へ
の
氾
濫
を
引
き

起
こ
し
た
と
さ
れ
、
河
川
改
修

に
当
た
っ
て
、
現
地
保
存
か
撤

去
か
、
大
き
な
論
議
に
な
っ
た
。

諫
早
の
眼
鏡
橋
は
公
園
へ
移
転

保
存
、
長
崎
の
眼
鏡
橋
は
現
地

保
存
、
鹿
児
島
５
石
橋
は
撤
去
、

一
部
、
公
園
移
転
・
保
存
さ
れ

た
。
石
橋
は
江
戸
期
に
造
ら
れ

た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ま
で
の

木
の
橋
に
変
え
て
「
流
れ
な
い

橋
」
と
し
て
貴
重
な
存
在
だ
っ

た
。
石
橋
は
そ
の
地
方
が
昔
か

ら
、
洪
水
多
発
地
区
で
あ
っ
た

証
明
と
も
言
え
よ
う
。

九州３大豪雨

諫早大水害
眼鏡橋は撤去された
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平
成
24
年
（
２
０
１
２
）
は
、
死
者
行

方
不
明
者
２
９
９
人
を
出
し
た
長
崎
大
水

害
（
平
成
５
年
、
１
９
８
２
）
か
ら
30
年

目
に
当
た
り
、
長
崎
を
中
心
に
「
30
年
前

を
忘
れ
な
い
」「
今
、
そ
の
教
訓
は
生
か

さ
れ
て
い
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
、
様
々
な
防
災
行
事
が
行
な
わ

れ
た
。

　

水
害
に
対
す
る
都
市
の
も
ろ
さ
、
被
害

の
甚
大
さ
。
長
﨑
で
初
め
て
経
験
し
た
都

市
災
害
は
、
全
国
の
都
市
へ
の
警
鐘
で
あ

り
、
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
て
の
教
訓
だ
っ

た
。
あ
れ
か
ら
30
年
、
ど
の
よ
う
に
教
訓

は
生
か
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

 

委
員
会
提
言
は
生
か
さ
れ
て
い
る
か  

　

長
崎
県
は
長
崎
大
水
害
の
後
た
だ
ち
に

長
崎
防
災
都
市
構
想
策
定
委
員
会
を
設

置
、
学
識
経
験
者
を
中
心
に
検
討
、
提
言

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
骨
子
は

　

①
総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

　

②
安
全
な
斜
面
空
間
の
創
出

　

③
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

④
災
害
に
強
い
基
幹
交
通
網
の
確
立

　

⑤�

行
政
と
民
間
が
一
体
と
な
っ
た
総
合

的
な
防
災
対
策
の
確
立

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
提
言
を
実
現
す
る
た

め
の
目
標
年
次
の
設
定
や
工
程
、
進
捗
の

管
理
、
第
三
者
に
よ
る
点
検
な
ど
は
必
ず

し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

　

長
崎
市
だ
け
で
な
く
、
高
度
経
済
成
長

と
歩
み
を
共
に
し
た
都
市
へ
の
人
口
集
中

と
膨
張
に
よ
っ
て
「
災
害
に
弱
い
都
市
」

は
全
国
に
広
が
り
、
長
崎
の
教
訓
は
生
か

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
長
崎
以
後
も
、
都
市

災
害
が
続
発
し
て
犠
牲
を
出
し
た
。
 

河
川
改
修
と
眼
鏡
橋
保
存 

　

ま
ず
総
合
的
な
治
水
対
策
だ
が
、
長
崎

で
は
明
治
以
降
、
大
水
害
が
な
く
、
本
格

的
な
河
川
改
修
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
家
屋
が
川
際
ま
で
迫
り
、
抜
本
的
な

改
修
工
事
を
難
し
く
し
、
し
か
も
山
間
、

斜
面
へ
の
住
宅
立
地
が
進
ん
だ
こ
と
に

よ
っ
て
、
短
時
間
に
大
雨
が
河
川
を
流
れ

下
り
、
急
激
な
増
水
と
な
る
可
能
性
を
高

く
し
て
い
た
。

　

長
崎
水
害
で
は
中
島
川
、
浦
上
川
、
八

郎
川
が
氾
濫
し
、
下
流
域
の
市
街
地
に
浸

水
、
商
店
街
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
出
し

た
ほ
か
、
路
上
を
走
行
あ
る
い
は
駐
車
中

の
車
両
を
押
し
流
し
、
ま
た
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
切
断
な
ど
都
市
機
能
を
マ
ヒ
さ
せ
る

な
ど
重
大
な
被
災
と
な
っ
た
。
中
心
市
街

地
を
流
れ
る
中
島
川
の
流
量
を
高
め
、
洪

水
に
対
応
で
き
る
河
川
改
修
が
急
が
れ
た

が
、
多
く
の
難
問
に
直
面
し
た
。

　

中
島
川
に
架
か
る
眼
鏡
橋
を
は
じ
め
、

江
戸
期
か
ら
の
11
の
石
橋
群
の
保
存
問
題

が
論
議
を
呼
ん
だ
。
特
に
、
眼
鏡
橋
に
つ

い
て
は
長
崎
の
シ
ン
ボ
ル
、
そ
の
歴
史
と

文
化
財
と
し
て
の
保
存
、
観
光
資
源
と
し

て
「
現
地
保
存
」
が
強
く
主
張
さ
れ
た
。

長
崎
防
災
都
市
構
想
策
定
委
員
会
な
ど

で
も
「
守
る
会
」
代
表

が
強
く
主
張
。
保
存
運

動
も
あ
っ
て
難
航
し
た

が
、
打
開
策
と
し
て
、

眼
鏡
橋
の
両
岸
に
暗
渠

の
バ
イ
パ
ス
分
水
路
を

建
設
、
眼
鏡
橋
を
現
地

保
存
す
る
こ
と
で
治
水

と
の
両
立
の
道
を
開
い

た
。

　

ま
た
新
し
く
建
設
さ

れ
た
石
橋
群
は
、
流
量
増
大
や
川
幅
に
合

わ
せ
、
高
く
大
き
な
ア
ー
チ
を
描
く
石
橋

と
な
っ
た
。
渡
る
た
め
の
階
段
を
新
設
す

る
な
ど
し
た
た
め
旧
石
橋
に
戻
す
べ
き
だ

と
い
う
原
形
保
存
の
主
張
も
残
り
、
こ
れ

ら
「
昭
和
の
石
橋
」
の
評
価
は
厳
し
い
。

　

石
橋
保
存
論
議
は
他
都
市
で
も
起
こ
っ

た
。
長
崎
水
害
に
先
立
つ
諫
早
水
害
（
昭

和
32
年
）
で
本
明
川
に
架
か
る
諫
早
眼
鏡

橋
は
撤
去
、
川
沿
い
の
公
園
に
移
設
保
存

さ
れ
て
い
る
。
長
崎
大
水
害
か
ら
11
年
後

の
「
93
鹿
児
島
水
害
」
で
は
甲
突
川
の
架

け
ら
れ
た
五
石
橋
が
全
部
撤
去
さ
れ
、
石

橋
記
念
公
園
に
移
転
保
存
さ
れ
た
が
、
今

も
評
価
は
分
れ
て
い
る
。
平
成
24
年
の
九

州
北
部
災
害
で
、
大
分
県
・
山
国
川
に
架

か
る
名
勝
・
耶
馬
渓
の
耶
馬
渓
橋
な
ど
の

石
橋
に
つ
い
て
も
、
水
害
防
止
と
保
存
問

題
が
論
議
を
呼
ん
だ
。

 

ダ
ム
で
の
治
水
対
策 

　

都
心
を
流
れ
る
中
島
川
は
狭
く
浅
い
。

し
か
し
、
両
岸
に
建
物
が
建
て
込
み
、
川

幅
を
広
げ
る
に
は
限
界
が
あ
り
、
河
床
を

プロジェクト九州

第3節
③その教訓は
生されたか
長崎水害30年

ハ
ー
ド
対
策
の
限
界
と
ソ
フ
ト
対
策

求
め
ら
れ
る
都
市
構
造
の
改
善
と
防
災
都
市
づ
く
り

危
険
増
す
車
社
会
と
都
市
膨
張
、
異
常
気
象

道路崩壊とともに転落した車
（芒塚）
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深
く
掘
り
下
げ
れ
ば
、
親
水
性
を
損
な

う
。
残
る
手
立
て
は
上
流
に
治
水
ダ
ム
を

造
り
、
中
島
川
の
洪
水
調
整
を
行
う
ほ
か

は
な
い
。

　

中
島
川
上
流
に
は
明
治
初
期
、
吉
村
長

策
ら
の
指
導
で
建
設
さ
れ
た
上
水
道
用
の

三
つ
の
ダ
ム
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
歴
史
、

文
化
的
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

治
水
の
た
め
の
貯
水
量
を
確
保
す
る
に

は
、
雨
季
は
出
来
る
だ
け
ダ
ム
の
貯
水
量

を
減
ら
し
で
洪
水
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら

い
。
上
水
道
用
の
水
源
を
他
の
新
ダ
ム
に

求
め
、
同
時
に
３
ダ
ム
と
も
、
老
朽
化
も

進
ん
で
い
た
る
た
め
、
洪
水
調
整
の
た
め

に
は
、抜
本
的
な
改
築
が
必
要
で
あ
っ
た
。

堤
体
を
よ
り
強
化
し
て
貯
水
能
力
を
高
め

る
再
開
発
と
共
に
、
旧
堤
体
の
「
保
存
」

を
ど
う
進
め
る
か
、
事
業
者
、
技
術
者
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

 

斜
面
対
策
は
進
ん
だ
か 

　

安
全
な
斜
面
空
間
の
創
出
は
、
ど
う
進

ん
だ
の
だ
ろ
う
。

　

長
崎
は
「
坂
の
街
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
傾
斜
面
に
家
屋
が
建
ち
並
び
、
多
く

の
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
個
所
を
抱
え
て
い

る
。
港
湾
都
市
で
あ
り
、
山
に
囲
ま
れ
た

地
形
も
あ
っ
て
既
成
市
街
地
の
約
７
割
が

斜
面
地
と
い
う
異
常
な
都
市
構
造
を
持
っ

て
い
る
。

　

ま
た
都
市
の
膨
張
に
よ
っ
て
さ
ら
に
周

辺
の
山
地
や
谷
間
の
住
宅
開
発
が
進
み
、

長
崎
水
害
で
は
崖
崩
れ
、
地
滑
り
な
ど
、

土
砂
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
（
死
者
の
87
・

６
％
）
を
多
く
出
し
た
。

　

長
崎
市
は
長
崎
水
害
以
降
、
安
全
都

市
づ
く
り
を
目
指
し
た
斜
面
対
策
を
検

討
、
急
斜
面
に
住
宅
が
張
り
付
い
た
都
市

構
造
の
改
善
を
目
指
し
て
い
る
。
既
成
の

斜
面
市
街
地
で
は
、
新
た
な
避
難
路
や
避

難
地
の
造
成
を
進
め
て
き
た
が
、
住
民

の
合
意
形
成
、
建
設
コ
ス
ト
な
ど
の
面

で
、
そ
の
歩
み
は
速
く
は
な
い
。
土
砂
災

害
危
険
個
所
と
し
て
長
崎
県
が
指
定
し
た

１
万
６
２
３
１
カ
所
の
う
ち
急
斜
面
崩
壊

危
険
個
所
は
８
８
６
６
カ
所
。
長
崎
市
内

の
公
共
事
業
で
防
災
工
事
が
行
わ
れ
る
の

は
１
０
１
７
カ
所
。
24
年
度
末
ま
で
に
完

成
す
る
の
は
そ
の
う
ち
２
４
４
カ
所
で

24
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
「
都
市
部
に
お
い
て
は
無
理
な
宅
地
開

発
に
よ
り
危
険
個
所
は
か
え
っ
て
増
大
す

る
傾
向
に
あ
り
（
中
略
）
都
市
計
画
部
局

お
よ
び
住
宅
建
設
部
局
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
急
傾
斜
崩
壊
危
険
区
域
の
増
大
を

抑
制
す
る
必
要
」（
長
崎
県
斜
面
懇
談
会
）

が
求
め
ら
れ
、
ま
た
土
砂
災
害
危
険
地
域

の
ハ
ー
ド
対
策
（
防
災
工
事
）
が
追
い
付

か
な
か
っ
た
こ
と
や
土
砂
災
害
に
対
す
る

市
民
の
危
機
意
識
の
不
足
、
特
に
ソ
フ
ト

対
策
の
不
十
分
さ
も
指
摘
さ
れ
た
。

旧
市
街
地
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
急

坂
の
上
の
住
宅
は
暮
ら
し
を
営
む
上
で
も

不
便
と
な
り
、
居
住
人
口
が
減
少
傾
向
を

た
ど
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
市
郊
外
に

住
宅
団
地
が
新
し
く
造
成
さ
れ
、
郊
外
に

人
口
移
動
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
旧
斜
面
市
街
地
の
土
地
利
用
に
余
裕
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
り
「
安
全
な
斜
面
空
間
」

づ
く
り
は
進
め
や
す
く
な
っ
て
き
た
。

　

長
崎
市
が
再
生
事
業
を
行
っ
て
い
る
８

地
域
で
は
人
口
減
少
率
が
33
・
４
％
に
の

ぼ
り
、
市
の
平
均
減
少
率
の
６
・
５
倍
近

く
、
高
齢
化
率
は
26
・
４
％
（
市
平
均

19
％
）。
地
域
か
ら
若
者
が
少
な
く
な
り
、

老
人
世
帯
が
多
く
残
り
、
あ
る
い
は
老
人

の
一
人
暮
ら
し
増
え
「
災
害
弱
者
」
が
増

え
て
行
く
。
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力

の
弱
ま
り
、「
地
域
防
災
力
の
低
下
」
に

つ
な
が
る
状
況
変
化
に
対
し
て
、
今
後
、

防
災
対
策
を
ど
う
進
め
、
新
た
な
住
環
境

整
備
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
が
難

し
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

国
レ
ベ
ル
の
法
整
備 

　

最
も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
郊
外
部

の
斜
面
で
の
土
石
流
な
ど
土
砂
災
害
に
対

す
る
対
策
、
法
整
備
は
進
ん
で
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
長
崎
水
害
の
後
、
建
設
省
は
激

特
事
業
を
進
め
、
事
務
次
官
通
達
で
、
警

戒
避
難
体
制
、
危
険
地
の
公
表
、
土
石
流

予
警
報
装
置
に
設
置
な
ど
新
た
に
ソ
フ
ト

面
で
の
対
策
を
加
え
た
総
合
土
石
流
対
策

を
打
ち
出
し
た
。

　

昭
和
32
年
の
諫
早
水
害
で
は
「
地
す
べ

り
等
防
止
法
」（
１
９
５
８
・
３
）
が
、
昭

和
42
年
の
佐
世
保
水
害
で
は
「
急
傾
斜
地

の
崩
壊
に
関
す
る
法
律
」（
１
９
６
９
・
７
）

が
そ
れ
ぞ
れ
制
定
さ
れ
た
が
、
同
57
年
の

長
崎
水
害
で
は
次
官
通
達
な
ど
に
よ
っ
て

「
総
合
土
砂
対
策
」
の
新
設
な
ど
が
行
わ

れ
た
も
の
の
、
新
た
な
法
律
の
制
定
、
改

正
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
７
年
、
阪
神
淡
路
大
震

災
（
１
９
９
５
年
１
月
）
に
続
い
て
、
同

９
年
の
鹿
児
島
県
・
出
水
市
の
土
石
流
災

害
、
同
11
年
の
広
島
災
害
（
１
９
９
９
）

を
経
て
、
同
13
年
「
土
砂
災
害
防
止
法
」

（
２
０
０
０
）
が
制
定
さ
れ
、
土
砂
災
害

に
対
す
る
総
合
的
な
対
策
が
打
ち
出
さ
れ

た
。
防
災
事
業
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
対
策
だ

け
で
は
不
十
分
で
、
予
報
、
避
難
な
ど
を

迅
速
に
行
う
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策
の
構
築

も
併
せ
て
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
間
、
国
と
都
道
府
県
に
よ
る
斜
面

懇
談
会
の
設
置
、
初
動
調
査
の
た
め
の
国

の
専
門
官
の
派
遣
、
土
砂
災
害
の
危
険
地

の
公
表
、
危
険
地
へ
の
建
設
規
制
、
警
戒

避
難
体
制
の
構
築
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。

大
雨
の
予
報
な
ど
気
象
情
報
に
つ
い
て

も
、
市
町
村
別
の
区
分
や
、「
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨
」
な
ど
、
よ
り

分
か
り
や
す
い
表
現
が
採
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

大
き
な
改
善
を
み
た
の
が
、
道
路
網
の

流され重なりあった車
（長崎市）
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整
備
だ
ろ
う
。

　

水
害
前
か
ら
国
道
34
号
の
日
見
バ
イ
パ

ス
は
事
業
化
し
て
い
た
も
の
の
、
住
民
の

反
対
も
あ
り
、
難
航
し
て
い
た
。
災
害
に

よ
っ
て
、
そ
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
新

日
見
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
も
進
ん
だ
。
現
在

１
日
３
６
０
０
０
台
、
34
号
は
４
０
０
０

台
（
災
害
当
時
は
１
日
２
５
０
０
０
台
）

に
落
ち
、
通
行
量
は
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
速
道
路
・
長
崎
道
も
多
良
見

Ｉ
Ｃ
か
ら
延
伸
、
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
、

土
石
流
が
発
生
し
た
芒
塚
地
区
を
高
架
橋

で
渡
り
、
長
崎
市
街
に
抜
け
る
ル
ー
ト
も

開
い
た
。
国
道
34
号
、
長
崎
バ
イ
パ
ス
だ

け
だ
っ
た
道
路
が
、
日
見
バ
イ
パ
ス
、
高

速
道
路
が
新
た
に
建
設
さ
れ
「
強
靭
な
道

路
網
」
が
整
備
さ
れ
た
。

 

都
市
災
害―

地
下
と
車
の
被
災
対
策 

　

自
動
車
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災

で
大
津
波
に
流
さ
れ
る
車
両
の
映
像
が
、

国
民
の
目
に
焼
き
付
き
、
改
め
て
、
自
動

車
の
「
水
に
対
す
る
弱
さ
」
へ
の
認
識
を

広
げ
た
。
浸
水
に
よ
っ
て
ド
ア
が
開
け
ら

れ
ず
、
電
気
系
統
が
故
障
、
脱
出
し
よ
う

に
も
窓
も
あ
か
な
い
「
車
内
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
」
状
態
で
、
車
は
漂
流
す
る
。
多

く
の
人
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
が
、
水

防
対
策
に
配
慮
し
た
車
の
改
造
や
運
転
者

に
対
す
る
洪
水
情
報
の
提
供
は
じ
め
防
災

対
策
は
あ
ま
り
進
ん
で
は
い
な
い
。

　

ま
た
地
下
街
の
水
防
対
策
に
つ
い
て

は
、
長
崎
水
害
後
、
福
岡
（
２
０
０
３
）、

東
京
の
地
下
街
で
死
者
が
出
て
、
初
め
て

対
策
が
本
格
的
に
論
議
さ
れ
た
が
、
既
成

の
地
下
街
や
、
ビ
ル
で
は
地
下
入
口
へ
の

防
水
版
の
設
置
な
ど
初
期
的
な
対
策
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
東
京
、
福

岡
な
ど
で
市
街
地
で
の
洪
水
被
害
を
抑
え

る
た
め
、
地
下
貯
水
池
（
地
下
ダ
ム
）
の

建
設
も
始
ま
っ
て
い
る
が
膨
大
な
事
業
費

を
必
要
と
す
る
た
め
必
ず
し
も
整
備
が
進

ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
。

 

都
市
防
災
力
の
低
下 

　

都
市
水
害
へ
の
対
策
の
研
究
、
提
案
を

続
け
て
い
る
高
橋
和
雄
長
崎
大
学
名
誉
教

授
は
「
進
む
都
市
の
防
災
力
の
低
下
」
な

ど
新
し
い
課
題
を
こ
う
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
長
崎
水
害
以
後
の
防
災
都
市
づ
く
り

な
ど
行
政
の
努
力
は
評
価
で
き
る
。
土
石

流
、
河
川
改
修
な
ど
防
災
工
事
も
あ
る
程

度
進
ん
で
い
る
。
ま
た
初
動
体
制
、
被
災

者
対
策
に
も
進
展
が
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
防
災
工
事
な
ど
ハ
ー
ド
対
策
の

限
界
が
認
識
さ
れ
、
減
災
へ
の
ソ
フ
ト
対

策
が
重
視
さ
れ
て
き
た
の
も
、
総
合
対
策

と
し
て
前
進
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　

都
市
構
造
の
改
善
と
防
災
都
市
づ
く
り

は
一
朝
一
夕
に
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
都

市
部
で
の
高
齢
化
、
建
造
物
の
老
朽
化
、

行
政
の
財
政
困
難
な
ど
、
特
に
地
方
都
市

に
お
い
て
“
防
災
力
の
低
下
”
が
進
ん
で

い
る
し
、
都
市
市
民
の
流
動
化
、
観
光
な

ど
来
街
者
の
被
災
対
策
な
ど
、
ま
だ
ま
だ

課
題
は
大
き
い
。

災
害
は
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
出
来
な
い

が
、
被
災
を
減
ら
す
こ
と
は
出
来
る
。
も

う
、
長
崎
大
水
害
を
知
ら
な
い
市
民
が
多

く
な
っ
て
い
る
し
、
世
代
も
代
わ
っ
て
き

た
。
体
験
を
継
承
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
や
語
り
部
、
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
や

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
防
災
意
識
醸
成
な
ど

を
進
め
て
も
ら
い
た
い
」。

「
災
害
に
強
い
道
路
網
」
建
設
は
進
ん
だ
か

　
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」。
災
害
に
対
し
て
、
常
に

備
え
を
忘
れ
な
い
暮
ら
し
が
必

要
と
言
う
教
訓
だ
。
し
か
し
、

日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
て
、「
災

害
へ
備
え
る
」
心
構
え
は
、
忘

れ
が
ち
だ
。

　

長
崎
市
の
東
郊
外
・
山
川
河

内
地
区
（
32
世
帯
）
に
は
「
念

仏
ま
ん
じ
ゅ
う
」
配
り
と
災
害

を
伝
承
す
る
行
事
が
毎
月
行
わ

れ
て
い
る
。
14
日
に
行
わ
れ
る

念
仏
講
で
、
各
戸
持
ち
回
り
で

「
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
作
り
、
各

戸
に
配
る
。
か
つ
て
は
法
要
が

営
ま
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
ま

ん
じ
ゅ
う
配
り
が
引
き
継
が
れ

て
い
る
。

　

き
っ
か
け
は
約
１
５
０
年
前

の
万
延
元
年
に
発
生
、
死
者
行

方
不
明
者
33
人
を
出
し
た
水

害
。
そ
の
供
養
と
し
て
月
命
日

の
14
日
と
定
め
、
法
要
と
が
行

わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
法
要
は
な
い

が
、
水
害
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
た
め
の

行
事
と
し
て
、
ま
ん
じ
ゅ
う
配

り
は
世
代
を
超
え
て
、
今
で
も

続
い
て
い
る
。

　

昭
和
57
年
（
１
９
８
２
）
の

長
崎
水
害
で
は
、
周
辺
の
芒
塚

を
は
じ
め
多
く
の
地
区
で
土
砂

災
害
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
し
た

が
、
山
川
河
内
地
区
で
は
、
一

人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
過
去
の
経
験
か
ら
、

川
筋
に
は
家
を
建
て
ず
、
水
の

流
れ
に
異
常
を
感
じ
た
ら
、
す

ぐ
逃
げ
る
こ
と
な
ど
「
経
験
則
」

を
生
か
し
た
伝
承
を
守
っ
た
避

難
行
動
を
取
っ
た
こ
と
が
役

立
っ
て
い
る
。

　

ま
た
こ
の
地
域
に
は
「
逃
底
」

と
言
う
地
名
も
あ
る
。
こ
の「
逃

底
（
ぬ
げ
そ
こ
）」
は
出
水
源

付
近
を
言
う
が
、
こ
こ
を
流
れ

る
川
を
「
逃
底
川
」
と
呼
び
、

地
域
の
記
憶
と
し
て
残
し
て
い

る
。

念仏講まんじゅう配り
「地域の記憶」として災害伝承
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―
―

昭
和
57
年
の
長
崎
大
水
害
で
は
死

者
・
行
方
不
明
者
２
９
９
人
の
う
ち
、

90
％
近
く
が
土
砂
災
害
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
現
在
で
も
多
く
の
危
険
個
所
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
土
石
流
、
崖
崩
れ
な
ど
へ

の
防
災
対
策
の
整
備
率
は
20
％
ぐ
ら
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。
長
崎
水
害
か
ら
30
年
、

そ
の
教
訓
は
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

高
橋
教
授　

危
険
個
所
の
多
さ
、
長
大
斜

面
の
存
在
な
ど
に
加
え
、
事
業
費
調
達
の

問
題
も
あ
り
、
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
急
傾
斜
の
斜
面
危
険
性
は
地
形
や

土
質
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
違
い
ま
す
か

ら
、
そ
の
判
断
は
そ
れ
ぞ
れ
の
斜
面
ご
と

に
「
カ
ル
テ
」
が
必
要
で
す
。
で
す
か
ら

ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で
な
く
、
迅
速
な
避
難

な
ど
ソ
フ
ト
対
策
が
同
時
に
進
め
ら
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

雨
が
降
っ
た
ら
、
雨
量
に
加
え
て
、
行

政
、自
治
体
が
斜
面
の「
変
化
」を
察
知
し
、

安
全
行
動
を
取
る
べ
き
か
ど
う
か「
判
断
」

を
行
い
、
住
民
に
情
報
を
伝
達
、「
避
難
」

さ
せ
る
の
で
す
が
、
一
律
基
準
が
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
れ
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
ど
の
よ
う
に
個
人
個
人
の

避
難
行
動
に
結
び
つ
け
る
か
、
な
お
、
課

題
は
多
く
あ
り
ま
す
。

―
―

ま
ず
、
情
報
を
得
る
仕
組
み
、
そ
の

伝
達
方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
雨
量
計
や

水
位
計
な
ど
が
各
地
に
設
置
さ
れ
た
の
で

す
が
、
雨
量
計
の
使
い
方
に
は
課
題
が
多

い
よ
う
で
す
ね
。

高
橋
教
授　

土
砂
災
害
は
雨
だ
け
で
発
生

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
的
な

デ
ー
タ
は
あ
っ
て
も
、
個
々
の
斜
面
で
の

災
害
発
生
に
は
素
因
、
誘
因
が
あ
り
、
事

前
の
判
断
が
難
し
い
。
雨
量
で
も
先
行
雨

量
、
時
間
雨
量
が
関
係
し
ま
す
か
ら
、
雨

量
計
の
数
値
だ
け
で
は
土
砂
災
害
の
判
断

は
出
来
な
い
。
雨
量
計
だ
け
で
、
警
報
の

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
避
難
を
促
す
と
「
オ

オ
カ
ミ
少
年
」
の
童
話
の
よ
う
に
、
や
が

て
信
頼
を
失
い
ま
す
。
大
き
な
土
砂
災
害

を
受
け
た
奥
山
地
区
（
長
崎
市
・
中
島
川

上
流
）
で
は
「
１
０
０
回
の
避
難
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
て
で
も
、
１
回
の
土
砂
災
害

か
ら
避
難
で
き
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
」
と
し

て
い
ま
す
。
長
崎
大
水
害
後
に
設
置
さ
れ

た
土
石
流
予
報
装
置
が
使
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在

で
は
土
砂
災
害
警
戒
情
報
と
し
て
整
備
さ

れ
、
気
象
情
報
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。

―
―

水
位
計
の
方
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

高
橋
教
授　

河
川
の
水
位
の
変
化
は
氾
濫

に
つ
な
が
り
ま
す
か
ら
、分
か
り
や
す
く
、

市
民
の
関
心
も
強
い
。
ま
た
長
崎
県
河
川

課
が
水
位
情
報
と
し
て
ネ
ッ
ト
や
携
帯
サ

イ
ト
を
使
い
、
流
し
て
い
て
、
有
効
に
使

わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
防
災
情
報
の

公
開
、
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
整
備
は
相
当
進

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
議
員
立
法
で
、
長
崎

県
防
災
基
本
条
例
「
み
ん
な
で
取
り
組
む

災
害
に
強
い
長
崎
県
づ
く
り
条
例
」
が
制

定
さ
れ
、
住
民
の
自
助
、
共
助
を
基
本
に

据
え
な
が
ら
、
公
助
の
市
町
村
の
努
力
義

務
を
盛
り
込
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
防
災
に

対
す
る
役
割
分
担
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

な
ど
県
全
体
で
警
戒
避
難
体
制
の
充
実
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

―
―

そ
の
市
町
村
で
は
、
ど
う
で
し
ょ
う

高
橋
教
授　

長
崎
、
佐
世
保
な
ど
港
町
特

有
の
地
形
の
ほ
か
、
長
崎
県
下
で
は
、
川

が
短
く
、
急
こ
う
配
で
、
崩
れ
や
す
い
土

質
あ
っ
て
、
防
災
マ
ッ
プ
を
作
る
と
、
い

た
る
と
こ
ろ
が
赤
や
黄
色
の
地
帯
と
な
っ

て
し
ま
う
。
一
方
、
平
成
の
広
域
合
併
で

行
政
区
画
の
面
積
が
増
え
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
防
災
職
員
は
減
り
、
災
害
時
の
避
難

や
情
報
収
集
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
、

ま
た
、
財
源
難
も
あ
っ
て
災
害
対
応
力
の

低
下
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢

THE CIVIL ENGINEER
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④インタビュー
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長崎大学名誉教授。
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化
と
過
疎
化
で
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
、
人
材

不
足
な
ど
地
域
防
災
力
も
低
下
し
て
い
る

の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。

―
―

長
崎
大
水
害
の
大
き
な
教
訓
は
斜
面

地
の
防
災
対
策
で
し
た
。

高
橋
教
授　

旧
市
街
地
で
は
救
急
車
や
消

防
車
が
入
れ
る
道
路
、
避
難
路
、
避
難
公

園
も
あ
り
ま
せ
ん
。
危
険
地
帯
の
住
宅
を

移
転
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
家
屋
解
体
費

の
利
子
補
給
な
ど
は
あ
っ
て
も
、
跡
地
を

買
い
上
げ
て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。
住
民

参
加
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
営
々
と
や
っ

て
行
く
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。道
路
の
新
設
、

斜
面
の
移
動
手
段
、
不
燃
化
、
住
環
境
の

整
備
、
再
開
発
な
ど
、
大
震
災
後
の
神
戸

も
同
じ
で
す
が
、
膨
大
な
事
業
費
が
か
か

り
、
時
間
も
必
要
で
す
。
た
だ
、
斜
面
の

住
宅
で
は
高
齢
化
や
移
転
な
ど
に
よ
る
空

き
家
化
が
進
み
、（
用
地
に
）
余
裕
が
出

来
、
避
難
公
園
や
道
路
整
備
が
進
め
や
す

く
な
っ
て
い
る
の
も
現
実
で
す
。
今
後
も

安
全
な
斜
面
住
宅
地
の
整
備
に
向
け
て
事

業
手
法
を
含
め
て
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。

―
―

長
崎
大
水
害
の
後
に
、
防
災
都
市
構

想
策
定
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
、
提
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
構
想
の
進
捗
状
況

は
ど
う
で
し
ょ
う
。

高
橋
教
授　

治
水
で
は
浦
上
ダ
ム
の
建
設

を
除
い
て
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。
道
路
も

長
崎
バ
イ
パ
ス
４
車
線
化
、
日
見
バ
イ
パ

ス
、
高
速
道
路
の
延
伸
と
整
備
が
進
み
ま

し
た
。
残
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
お
話
し
て

き
た
よ
う
に
土
砂
災
害
と
斜
面
対
策
、
総

合
的
な
防
災
都
市
づ
く
り
で
す
ね
。

―
―

都
市
水
害
の
特
徴
と
し
て
「
自
動
車

問
題
」
が
あ
り
ま
し
た
。
車
の
構
造
だ
け

で
な
く
急
斜
面
を
持
つ
都
市
で
は
車
が
流

さ
れ
、
漂
流
、
水
が
引
く
と
交
通
の
障
害

物
と
な
る
。
犠
牲
者
も
多
く
出
ま
し
た
。

車
の
水
害
に
対
す
る
安
全
度
は
向
上
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。

高
橋
教
授　

基
本
的
に
は
、
大
丈
夫
で
は

な
い
。
水
陸
両
用
の
車
で
な
い
限
り
、
難

し
い
で
し
ょ
う
。長
崎
大
水
害
の
後
も（
車

の
被
害
が
）
豪
雨
の
巨
大
化
で
全
国
的
に

起
こ
り
、
都
市
水
害
の
防
災
の
課
題
と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｌ
法
（
製
造
者
責

任
）
も
あ
っ
て
、
川
に
流
さ
れ
た
時
、
ハ

ン
マ
ー
で
破
れ
る
窓
な
ど
の
脱
出
法
が
浸

透
し
て
き
ま
し
た
。
洪
水
時
や
冠
水
道
路

時
に
車
を
運
転
す
る
と
、
エ
ン
ジ
ン
、
電

気
系
統
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
車
が
浮
い
て
流
さ
れ
た
り
、
水
圧
で

ド
ア
が
開
か
ず
閉
じ
込
め
ら
れ
た
り
し
て

危
険
で
あ
る
こ
と
自
体
を
運
転
者
に
理
解

し
て
お
い
て
も
ら
う
な
ど
、
周
知
、
徹
底

が
必
要
で
し
ょ
う
。

―
―

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、
暮
ら
し
に
大
き
な
被

害
を
与
え
ま
し
た
。

高
橋
教
授　

長
崎
の
都
市
構
造
は
「
一
筆

書
き
」の
都
市
構
造
と
で
も
言
い
ま
す
か
、

１
か
所
で
遮
断
さ
れ
れ
ば
全
て
が
止
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
化
し
て

一
カ
所
の
マ
ヒ
が
他
に
影
響
を
与
え
な
い

よ
う
に
し
、
供
給
パ
イ
プ
を
複
数
に
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
さ
ら
に
配
電
所
を
高
地

に
、
頑
丈
な
橋
を
選
ん
で
配
線
・
配
管
し

て
切
断
を
防
ぐ
な
ど
の
対
応
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。

―
―

都
市
機
能
で
言
え
ば
、
市
民
病
院

の
地
下
階
に
浸
水
し
て
、
救
急
医
療
な

ど
病
院
機
能
を
困
難
に
し
ま
し
た
。
地

下
空
間
へ
の
浸
水
で
は
博
多
駅
地
下
街

（
１
９
９
９
，
２
０
０
３
年
）
名
古
屋
の

地
下
鉄
（
２
０
０
０
年
）
の
ほ
か
ソ
ウ
ル

や
プ
ラ
ハ
の
地
下
鉄
で
も
発
生
し
ま
し

た
。
地
下
対
策
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

高
橋
教
授　

あ
の
時
は
「
地
下
に
あ
っ
た

５
億
円
の
最
新
の
医
療
機
器
が
10
万
円
の

地
金
に
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
長
崎
は
土
地
が
狭
く
、
地
下
開
発
を

求
め
る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
市
民
意
識

の
変
化
で
し
ょ
う
か
、
水
害
以
後
は
全
く

聞
か
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
人
は
避
難
で

き
て
も
、
資
産
は
避
難
で
き
ま
せ
ん
か
ら

ね
。
長
崎
市
街
地
は
埋
め
立
て
地
で
、
満

潮
と
重
な
る
と
水
は
け
が
悪
く
な
り
ま
す

し
、
あ
び
き
（
長
崎
湾
で
発
生
す
る
副
振

動
・
大
き
な
海
洋
波
）
に
よ
っ
て
海
水
が

溜
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
新
ビ
ル
・
建

物
で
は
重
要
な
機
器
は
２
，
３
階
に
上
げ

る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

―
―

東
京
や
福
岡
な
ど
主
要
都
市
で
、
洪

水
対
策
と
し
て
巨
大
な
地
下
ダ
ム
が
造
ら

れ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
膨
大
な
建
設
費

が
か
か
り
、「
投
資
経
費
に
対
し
て
効
果

は
薄
い
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
都
市

の
水
害
防
止
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
ー
。

高
橋
教
授　

巨
大
な
防
災
施
設
も
で
す

が
、
ひ
と
つ
の
対
策
で
全
て
が
ま
か
な
え

る
と
い
う
発
想
に
は
限
界
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
も
っ
と
総
合
的
な
都
市
防
災
政
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
例
え
ば
、
都
市
河
川
の
改
修
な
ど

で
も
、
流
域
に
、
小
さ
な
貯
水
施
設
な
ど

を
数
多
く
造
り
、
流
域
全
体
で
治
水
を
構

想
す
る
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、
都
市
計
画
の
中

で
十
分
、
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん

―
―

長
崎
豪
雨
か
ら
30
年
が
過
ぎ
、
災
害

体
験
が
風
化
し
つ
あ
り
ま
す
。

高
橋
教
授　

豪
雨
災
害
か
ら
30
年
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
開
催
や
災
害
体
験
を
語
り
継
ぐ

パ
ネ
ル
や
映
像
の
作
成
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。災
害
は
非
日
常
の
出
来
事
で
す
し
、

１
０
０
年
に
一
度
の
災
害
と
な
る
と
日
常

生
活
に
組
み
込
ん
だ
伝
承
に
よ
っ
て
「
忘

れ
な
い
」
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
長
崎

で
は
月
に
一
度
の
「
ま
ん
じ
ゅ
う
配
り
」

（
山
川
河
内
地
区
）、
宮
崎
で
は
災
害
記
念

碑
を
50
年
ご
と
に
建
て
た
り
、
桜
島
で
は

「
科
学
不
信
の
碑
」
な
ど
体
験
風
化
を
さ

せ
ず
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
努
力
と
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
ツ
ー
ル
（
手

段
）
を
通
じ
て
災
害
伝
承
・
防
災
教
育
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
の
豪
雨
災
害
発
生
状
況 

  

戦
後
、
犠
牲
者
が
出
た
九
州
の
豪
雨
災

害
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
２
０
０
０

年
以
降
を
除
け
ば
、
各
１
０
年
で
２
～
４

回
の
発
生
が
あ
る
。 

 

１
９
４
０
、
５
０
年
代
の
３
つ
の
豪
雨

は
、
い
ず
れ
も
九
州
北
部
で
発
生
し
、
多

数
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
。
こ

れ
は
、
総
雨
量
が
年
降
水
量
の
３
、
４
割

か
ら
半
分
以
上
に
達
す
る
ほ
ど
大
規
模
で

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
戦
後
間
も

な
い
こ
と
か
ら
、
治
水
対
策
な
ど
十
分
な

備
え
が
な
い
ま
ま
に
河
川
が
氾
濫
し
、
崖

崩
れ
が
生
じ
て
被
害
を
大
き
く
し
た
。 

 
 

特
に
、
１
９
５
３
年
の
「
昭
和
２
８
年

西
日
本
大
水
害
」
は
、
梅
雨
前
線
が
停
滞

し
、
白
川
、
筑
後
川
な
ど
九
州
北
部
・
中

部
の
ほ
と
ん
ど
の
河
川
が
氾
濫
し
、
１
０

０
０
人
を
超
え
る
死
者
・
行
方
不
明
者
を

出
し
た
。
ま
た
、
１
９
５
７
年
の
「
諫
早

大
水
害
」
で
も
、
雲
仙
で
２
４
時
間
雨
量

が
１
１
０
９
㎜
に
達
す
る
豪
雨
が
あ
っ
た
。

諫
早
市
で
は
本
明
川
が
氾
濫
し
、
６
３
０

人
の
犠
牲
が
出
た
が
、
こ
れ
を
含
め
全
体

で
一
千
人
近
い
人
命
が
失
わ
れ
た
。 

 

１
９
６
０
、
７
０
年
代
も
梅
雨
の
前
線

を
主
に
し
て
豪
雨
災
害
が
発
生
し
た
。
山

津
波
、
が
け
崩
れ
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
て
、

数
十
名
単
位
の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
。 

そ
し
て
、
１
９
８
０
年
代
の
「
長
崎
大

水
害
」
で
あ
る
。
長
崎
県
長
与
町
で
時
間

雨
量
１
８
７
㎜
、
外
海
町
で
２
時
間
雨
量

２
８
６
㎜
に
達
し
、
日
本
記
録
で
あ
る
。

被
災
者
の
話
に
よ
れ
ば
、
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ

く
り
返
し
た
よ
う
な
ど
し
ゃ
降
り
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
が
多

発
し
、
河
川
の
氾
濫
で
多
く
の
犠
牲
者
が

出
た
。
加
え
て
、
眼
鏡
橋
な
ど
貴
重
な
文

化
財
が
壊
さ
れ
、
大
損
害
を
受
け
た
。 

 

１
９
９
０
年
代
は
４
つ
の
豪
雨
が
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
、
１
９
９
３
年
８
月
の
豪

雨
で
は
、
長
く
続
い
た
梅
雨
と
、
接
近
・

上
陸
し
た
台
風
の
影
響
に
加
え
、
８
月
１

日
の
姶
良
郡
、
８
月
６
日
の
鹿
児
島
市
の

豪
雨
が
重
な
り
、
大
き
な
被
害
が
も
た
ら

さ
れ
た
。
特
に
、
後
者
の
集
中
豪
雨
で
は

市
内
の
時
間
雨
量
が
１
０
０
㎜
近
く
に
達

し
、
甲
突
（
こ
う
つ
き
）
川
で
、
江
戸
時

代
か
ら
の
石
橋
五
橋
の
う
ち
２
橋
が
流
さ

れ
た
。
ま
た
、
竜
ヶ
水
地
区
で
は
土
石
流

が
発
生
。
国
道
１
０
号
で
は
１
２
０
０
台

の
車
が
立
ち
往
生
し
、
日
豊
本
線
竜
ヶ
水

駅
で
は
列
車
が
巻
き
込
ま
れ
た
。
こ
れ
ら

か
ら
、
住
民
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
乗
客
約
２

５
０
０
人
が
孤
立
し
、
海
上
か
ら
の
救
出

と
な
っ
た
。
前
代
未
聞
の
こ
と
で
あ
る
。 

１
９
９
９
年
の
「
福
岡
水
害
」
は
、
思

い
が
け
な
い
新
た
な
タ
イ
プ
の
降
雨
災
害

の
発
生
で
あ
る
。
御
笠
川
が
氾
濫
し
、
あ

ふ
れ
出
た
濁
流
が
低
地
の
博
多
駅
地
区
に

流
れ
込
み
、
地
下
街
や
地
下
鉄
な
ど
の
都

市
機
能
を
マ
ヒ
さ
せ
た
。
密
集
し
た
市
街

地
で
は
土
地
の
有
効
利
用
か
ら
地
下
空
間

の
開
発
が
盛
ん
で
あ
り
、
水
害
に
弱
い
問

題
が
あ
る
。
こ
う
し
た
災
害
は
、
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
下
で
の
市
街
地
中
小
河

川
の
氾
濫
に
よ
る
都
市
水
害
で
あ
る
。
ま

ち
づ
く
り
、
市
街
地
整
備
の
あ
り
方
に
一

石
を
投
じ
た
。 

 

同
様
の
被
災
は
、
同
市
天
神
地
区
や
Ｓ

５
７
長
崎
大
水
害
の
長
崎
市
、
Ｈ
５
年
８

月
豪
雨
の
鹿
児
島
市
で
も
み
ら
れ
る
。
あ

る
い
は
、
東
京
や
名
古
屋
な
ど
大
都
市
で

は
よ
り
深
刻
で
あ
る
。
こ
の
た
め
都
市
の

中
小
河
川
の
早
期
整
備
が
必
要
と
の
指
摘

が
あ
る
。
ま
た
計
画
を
超
え
る
洪
水
に
対

し
、
一
時
的
に
氾
濫
水
を
集
め
貯
留
す
る
、

雨
水
の
地
下
浸
透
を
促
し
地
表
の
流
出
を

減
ら
す
、
な
ど
の
特
段
の
備
え
が
必
要
で

あ
る
（
１
９
の
項
参
照
）
。 

 

２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で

と
比
較
し
て
犠
牲
、
損
害
の
程
度
は
少
な

く
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
集
中
豪
雨
が

急
に
多
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は

地
球
温
暖
化
の
影
響
と
推
測
さ
れ
る
。
事

実
、
時
間
雨
量
９
０
㎜
、
あ
る
い
は
そ
れ

を
超
え
る
局
所
的
な
豪
雨
が
、
都
市
だ
け

で
な
く
各
地
に
頻
発
し
て
い
る
。
そ
の
意

味
で
、
今
後
も
豪
雨
は
避
け
ら
れ
ず
、
十

分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

 

２
０
１
０
年
代
も
す
で
に
３
回
の
豪
雨

が
発
生
。
そ
の
中
で
、
２
０
１
２
年
７
月
、

九
州
北
部
豪
雨
が
発
生
し
、
そ
の
時
の
気

象
警
報
が
冒
頭
に
述
べ
た
「
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
大
雨
」
で
あ
る
。
九
州

北
部
、
と
り
わ
け
福
岡
や
熊
本
の
各
地
で

集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
阿
蘇
市
で
は
時
間

雨
量
１
０
８
㎜
を
記
録
し
た
。 

こ
の
豪
雨
で
、
熊
本
の
白
川
、
大
分
の

山
国
川
、
福
岡
の
矢
部
川
な
ど
の
堤
防
決

壊
や
氾
濫
が
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
山
腹

の
深
層
崩
壊
が
あ
り
、
犠
牲
が
出
た
。
合

わ
せ
て
、
貴
重
な
棚
田
や
神
社
が
破
壊
さ

れ
た
。
放
置
す
れ
ば
、
自
然
が
壊
さ
れ
、

集
落
が
壊
滅
す
る
懸
念
も
あ
る
。
超
高
齢

社
会
が
進
む
中
で
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に

守
り
、
復
旧
・
復
興
す
る
か
、
難
し
い
課

題
が
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
戦
後
間
も
な
く

は
、
豪
雨
に
加
え
て
、
戦
災
に
よ
る
国
土

の
荒
廃
が
悲
惨
な
災
害
を
招
い
た
。
こ
の

た
め
、
国
を
挙
げ
て
の
治
山
治
水
事
業
や

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
市
街
地
整
備

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
犠
牲
者
の
数

も
数
百
を
超
え
る
も
の
は
次
第
に
な
く
な

り
、
改
善
さ
れ
て
き
た
か
に
見
え
る
。 

し
か
し
、
長
崎
大
水
害
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
極
め
て
厳
し
い
豪
雨
の
発
生
が
あ

る
。
福
岡
水
害
の
よ
う
に
、
思
い
も
よ
ら

な
い
新
た
な
都
市
水
害
が
あ
る
。
そ
し
て
、

２
１
世
紀
の
今
日
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

と
思
え
る
集
中
豪
雨
が
頻
発
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
豪
雨
は
姿
を
変
え
な
が
ら
も
、

繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
私
た
ち
の
ま
ち
や

む
ら
を
襲
う
。
こ
の
た
め
、
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
両
面
で
安
全
・
安
心
の
国
土
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
、
日
頃
か
ら
の

努
力
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
。 

諫早水害で被害を受けた本明川の眼鏡橋

（九地整・長崎河川国道事務所 HP：諫早大水害

の記録） 

。
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年 名　称 発生期間 降雨量 主な被害地域 死者・行方不明（人）

'48 9/11～12 佐世保市で期間434.3ｍｍ 九州北部 247（長崎県133）

'53 6/25～29 北九州市で時間101，山鹿町で総雨量1455.3ｍｍ 九州北・中部
1011（986うち白川422，筑後

川147）

'57 7/25～7/28
雲仙市で24時間当たり1109ｍｍを記録,北諫早で

76mm.
長崎県

974（長崎県782うち諫早市

630，熊本県160超）

'61 10/25～27 九州東部 109（大分県74）

'63 8/17 九電五木川第二発電所で，時間140ｍｍを記録 熊本県 12（熊本県12）

'67 7/8～7/9 佐世保市で時間125ｍｍを記録． 長崎県 369（佐世保市周辺86）

'69 6/28～7/11 九州南部 59（鹿児島県52）

'72 7/3～7/13 平戸市で時間84㎜ 九州全域 447（姫戸町122）

'76 6/22～26 鹿児島市総雨量415㎜、鹿屋市837㎜ 九州南部 32（鹿児島県32）

'82 7/23～7/25
23日，長与町で時間187ｍｍ，長崎市で128㎜、外

海町で2時間の雨量286ｍｍ（共に日本記録）．
九州北部

339（長崎県299うち長崎市

262，熊本県24）

'88 5/3 熊本県中部地方で時間94㎜ 熊本県 2

'90 6/28～7/4 阿蘇町で7/2に448㎜ 九州北部 32（熊本県16）

'93 7/31～8/7
8.1：溝辺町時間104，1日450ｍｍ．　8.6：郡山町時

間99.5，1日259ｍｍ．
九州南部

121（8.1豪雨23，8.6豪雨49

など）

'97 7/10 7月7日から土石流発生までの総雨量400㎜ 長崎、熊本、 鹿児島　　　26（鹿児島県21）

'99 6/29 福岡市で時間79.5㎜ 九州北部 4（福岡県2）

'03 7/19 太宰府市で時間104、塁加雨量361㎜を記録。 九州全域 4（4）

7/20 水俣市で時間91,  塁加雨量426㎜. 水俣市，菱刈町 （熊本県19）

'05 7/8～7/10 九重町で時間84ｍｍ. 九州中部 6（大分県5）

'06 7/15～7/24 えびの市で時間92、総雨量1281ｍｍ. 九州全域 32（鹿児島県5）

'07 7/6～11 九州全域 2（1）

'08 6/19～22 九州全域 1（1）

'09 7/19～7/26
福岡市博多区で時間116ｍｍ，飯塚で24時間雨量

338ｍｍ.
九州全域 12（福岡県10）

'10 7/2～7/18 北山で時間80㎜. 九州 21（3）

'10 10/18～10/21 奄美市で24時間648ｍｍの記録的大雨. 奄美地方 3（3）

'12 7/11～7/14 阿蘇市で時間108，総雨量816.5ｍｍ. 九州北部 32(熊本２５)

　　　　　　　　　　　　　　　　  　　表２　九州における主な豪雨災害（1945～2012）　　　　　　　　　　　　　　　　   ( )内は、うち九州関係

（水俣市土石

流）

梅雨前線

（福岡水害）

S42/7豪雨（佐

世保水害）

昭和28年西日

本大水害

長崎県及び佐賀県に被害が集中した.

大分県でがけ崩れにより大分交通の電車が埋没し、31名が犠牲になった.

姶良郡中心の8.1豪雨，鹿児島市中心の8.6豪雨を含む一連の災害．8.1で高速道桜島SAが土石流の直撃をうけ，日豊

本線国分駅～大隅大川原駅間の盛土が崩壊し長期間不通．8.6で竜ヶ水地区で国道10号寸断，列車が土砂に埋もれ

2500名孤立，甲突川5橋のうち新上橋，武之橋流失．

S32/7豪雨（諫

早大水害）

梅雨前線(熊本

県)

H5/8豪雨

低気圧

梅雨前線

（S47/7豪雨）

低気圧

梅雨前線

梅雨前線

前線停滞で大雨.川内川鶴田ダムは洪水調整で容量が不足し、計画規模超える洪水時操作として放流量を流入量とほ

ぼ同量となるまで増加する操作に移行し､またダム管理事務所が孤立し、洪水時危機管理のあり方が問われた。

鹿児島県で多数のがけ崩れが発生し2名死亡.

梅雨前線停滞の中，南方からの”筆舌”で集中的大雨発生．水害，土砂災害がもたらされたが，福岡県では九州自動車

道須惠ＰＡ～太宰府ＩＣ間で乗り面崩壊し，走行中の自動車が飲み込まれ2名死亡．

梅雨前線が停滞する中で,湿った暖かい空気が流れ込み，また低気圧が次々に通過し未曾有の大雨をもたらした．白

川，筑後川を中心に九州北部および中部に悲惨な水害がもたらされえた．

熊本県で増水した川に流され1名死亡.　このあと台風4号が大隅半島に上陸.

熊本県で土砂災害により1名死亡.

鹿児島市およびその周辺でがけ崩れが多数発生した。

H24九州北部

豪雨
九州北部で活発な梅雨前線による集中豪雨が発生．熊本（白川，合志川，杖立川），大分（山国川），福岡（矢部川，沖

端川）の各河川で氾濫や土石流による浸水被害等があった．また、ＪＲ豊肥線豊後竹田―宮地間が長期不通となった.

諫早市を中心に発生した集中豪雨．本名川が氾濫し，眼鏡橋が流木，がれきをせき止め市街地の被害を拡大．その

後，眼鏡橋は石橋として初めて重要文化財の指定を受け，諫早公園に移設復元された．

低気圧の接近で梅雨前線が活発化し，筑後川，六角川，松浦川，白川が氾濫し，大規模な水害がもたらされた．

梅雨の末期の前線の影響により，出水市境町針原地区で大規模な土石流が発生．家屋19戸が巻き込まれ，21人が家

ごと流された．

福岡市内御笠川などが氾濫し，市街地に甚大な浸水被害があった．特に博多駅地区で，約1mの浸水があり，地下空間

への流れ込みで逃げ遅れた従業員が犠牲になり，地下鉄，JRが運休し市民生活に重大な影響を与えた（都市水害）．

太宰府市市原川で土石流が発生し1名が犠牲。激特事業中であった御笠川が氾濫し、再び博多駅地区が浸水被害を

受けた。

前日の福岡水害を引き起こした梅雨前線が南下し、水俣市宝川内、深川地区で土石流を引き起こし、19名が犠牲に

なった。また、市内では浸水があり、約1.5mに及んだ。

前線に、台風13号の東で湿った空気が流れ込み、家屋の浸水や土砂災害が発生した．

停滞していた梅雨前線の発達で大雨となり、一気に山腹が崩壊し、土砂、流木が山腹を滑り下り、家屋等が押し流され

五木村，相良村（川辺川水系）で，山津波，濁流が多数発生し人命が損なわれた．

佐世保，呉，神戸では2日の降水量が300ｍｍを超え，3市を中心に土砂崩れ，鉄砲水が多発し，多大な人的被害及び

土木関係の被害があった．

斜面都市の特色で，長崎は溺死者より土砂災害による犠牲が多った．各河川が氾濫し，国道34号が寸断．重要文化財

眼鏡橋が崩壊したが，翌年10月現地で復元された.また、これを契機に「記録的短時間大雨情報」が創設された.

御船町の各地で緑川水系御船川が溢水氾濫し，甚大な冠水，浸水被害がもたらされた．

鹿児島市でがけ崩れが多数発生。また、宮崎県でもがけ崩れ発生。

熊本県天草郡姫戸町でがけ崩れが多数発生.

S57長崎大水害

御船川激特

梅雨前線

福岡水害

梅雨前線

梅雨前線

H18/7豪雨

H21/7中国・九

州北部豪雨

梅雨前線

前線の大雨

梅雨前線

梅雨前線



－ 51 －8

 

(
)

259 27 1,402 1,321 829 12,116 92,532 119,127
59 3 337 319 108 4,425 37,895 38,053
21 0 26 320 12 546 6,324 16,285

339 198 558 1,009 850 10,412 49,038 39,607
55 13 239 333 653 1,435 6,179 18,513

0 0 0 0 0 2 10 123
1 1 17 10 0 9 21 528

25 0 196 129 41 823 8,302 20,659
759 242 2,775 3,441 2,493 29,588 200,298 252,895

71 ) 7 31
( ) 294 257 24 142 8 1

( ) 5 5 0 437 8 6
( ) 805 754 44 208
( ) 584 447 41 593

( ) 954 746 179 9,118
( ) 17,909 14,704 3,871 7,315
( ) 19,197 8,642 11,351
( ) 4,969 1,113 155
( ) 116 51 23 4 51m 4.7m

(ha) 860 190 4 47m 5m
( ) 432 130 4 50m 6.2m

( ) 4,457 583 333 4 55m 5.4m
5 71m 5.5m

1999
1.32 2 182 71

1
( ) 2
( 708

703
2

28

( ( ) )
57

635

（
樗
木
武
）





　

鹿
児
島
は
「
災
害
県
」
と
言
わ
れ
る
。
台
風
の
進
路
に
当
た
り
、
梅
雨
末
期
な
ど

の
集
中
豪
雨
で
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、
建
物
が
壊
れ
、
大
き
な
被
害
を
受
け
て

き
た
。
県
全
域
に
広
が
る
シ
ラ
ス
土
壌
が
崩
壊
し
た
災
害
が
全
体
の
80
％
近
く
に
の

ぼ
る
。
大
災
害
と
し
て
は
昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）
６
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
や
平
成

５
年
（
１
９
９
３
）
７
月
か
ら
８
月
に
わ
た
る
集
中
豪
雨
と
台
風
が
あ
る
。

　

姶
良
火
山
の
カ
ル
デ
ラ
（
鹿
児
島
湾
）
の
渕
に
当
た
る
鹿
児
島
市
竜
ヶ
水
と
対
岸

の
垂
水
市
を
中
心
に
土
砂
災
害
を
も
た
ら
し
た
。
昭
和
51
年
豪
雨
の
死
者
は
全
県
で

32
人
、
同
52
年
に
も
竜
ヶ
水
の
土
砂
崩
れ
に
よ
る
死
者
９
人
。
平
成
５
年
７
月
か
ら

の
長
雨
と
豪
雨
、
台
風
は
死
者
行
方
不
明
１
２
１
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
こ
の
時

は
観
測
史
上
最
高
の
１
０
５
４
・
５
㎜
（
７
月
）
の
雨
量
を
記
録
、
年
間
雨
量
の
２
分

の
１
の
月
間
雨
量
が
降
っ
た
。
竜
ヶ
水
と
花
倉
で
、
３
０
０
ｍ
の
高
さ
か
ら
土
石
流

が
発
生
、
列
車
乗
客
な
ど
、
２
０
０
０
人
の
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
。
国
道
３
号
、

同
10
号
が
寸
断
さ
れ
。
甲
突
川
の
氾
濫
で
市
街
地
に
浸
水
、
江
戸
時
代
か
ら
の
石
橋

が
流
失
。
防
災
の
最
大
課
題
は「
シ
ラ
ス
土
壌
」。
鹿
児
島
の
宿
命
の
戦
い
で
も
あ
る
。

第２章

再
び
、都
市
を
襲
う―

'93
鹿
児
島
大
水
害

第
１
節　

93
年
鹿
児
島
大
水
害

　
　
　
　

①　

悪
夢
再
び
、
鹿
児
島
で
都
市
水
害

　
　
　
　

②　

豪
雨
の
波
状
攻
撃

　
　
　
　

③　

�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

松
嶋
憲
昭
氏
（
元
建
設
省
・
鹿
児

島
国
道
工
事
事
務
所
長
）

　
　
　
　
　
　

コ
ラ
ム�

「
地
層
の
歴
史
時
計
」「
鹿
児
島
地
溝
帯
と

火
山
群
」「
月
１
０
０
回
の
爆
発
・
桜
島
」

第
２
節　

五
石
橋
の
撤
去

　
　
　
　

①　

石
橋
は
流
さ
れ
た

　
　
　
　

②　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

佐
竹
芳
郎
氏（
元
鹿
児
島
市
助
役
）

　
　
　
　
　
　

コ
ラ
ム�

「
地
震
に
も
弱
い
シ
ラ
ス
」「
シ
ラ
ス
の
有

効
利
用
」

○�

接
近
し
、
上
陸
す
る
台
風
（
樗
木
武
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

第
３
節　

カ
ル
デ
ラ
壁
の
道
路
防
災

　
　
　
　

①　

災
害
道
路
・
国
道
２
２
０
号
を
走
る

　
　
　
　

②　

豪
雨
に
負
け
な
い
・
牛
根
、
早
咲
大
橋

　
　
　
　

③　

酷
道
か
ら
の
脱
出

　
　
　
　

コ
ラ
ム�

「
姶
良
カ
ル
デ
ラ
」「
カ
ル
デ
ラ
の
連
な
り
」

　
　
　
　
　
　
　

��「
桜
島
の
土
石
流
」

第
４
節　

シ
ラ
ス
土
壌
と
闘
う　
　

　
　
　
　

①　

武
岡
ト
ン
ネ
ル
の
苦
闘
、
上
、
下

　
　
　
　

②　

未
知
へ
の
挑
戦
・
鹿
屋
分
水
路

　
　
　
　

コ
ラ
ム
「
大
空
洞
が―

郷
之
原
ト
ン
ネ
ル
」

第
５
節　

強
靭
さ
を
求
め
て

　
　
　
　

①　

頼
れ
る
高
速
道
路
へ

　
　
　
　

②　

道
路
を
土
砂
方
か
ら
守
る

　
　
　
　

③　

都
市
化
と
気
象
変
動
の
中
で

　
　
　
　
　
　

コ
ラ
ム�

「
科
学
不
信
の
碑
」「
錦
江
湾
と
桜
島
」「
シ

ラ
ス
台
地
に
暮
ら
す
」

　
　
　
　

④　

提
言　

北
村
良
介
氏（
元
鹿
児
島
大
学
工
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
「
崩
壊
予
知
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を
」

　
　
　
　

⑤　

防
災
へ
の
長
い
道
の
り

○
異
常
な
自
然
現
象
と
災
害
（
樗
木
武
・
九
州
大
学
名
誉
教
授
）
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平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
７
月
か
ら
９

月
に
か
け
て
集
中
豪
雨
や
台
風
の
襲
来
を

受
け
た
鹿
児
島
県
。
特
に
８
月
６
日
鹿
児

島
市
北
部
を
中
心
と
し
た
集
中
豪
雨
に

よ
っ
て
国
道
３
号
、
10
号
な
ど
主
要
道

路
が
寸
断
さ
れ
た
。
錦
江
湾
（
鹿
児
島

湾
）
岸
や
、
シ
ラ
ス
台
地
な
ど
で
の
同
時

多
発
の
土
砂
崩
れ
や
土
石
流
、
河
川
氾
濫

で
、
死
者
１
１
９
人
に
上
り
、
国
道
10
号

ぞ
い
で
は
列
車
、
通
行
車
両
、
住
民
な
ど

２
０
０
０
人
に
上
る
人
々
の
命
を
危
険
に

晒
し
た
。

　

長
期
間
の
雨
で
緩
ん
だ
土
地
に
集
中
豪

雨
と
台
風
が
襲
い
、
甲
突
川
の
氾
濫
、
市

街
地
へ
の
浸
水
、
水
に
弱
い
シ
ラ
ス
土
壌

を
中
心
に
斜
面
崩
壊
・
土
石
流
が
発
生
、

道
路
を
損
壊
さ
せ
、
盛
り
土
、
切
り
土
に

よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
道
路
の
り
面
崩
壊
な

ど
、
多
数
に
の
ぼ
っ
た
。

　

道
路
は
大
量
の
土
砂
に
埋
ま
り
「
放
置

車
両
」
の
撤
去
な
ど
で
復
旧
工
事
は
悪
戦

苦
闘
。
甲
突
川
の
氾
濫
で
、
道
路
損
壊
、

浸
水
し
た
鹿
児
島
市
街
地
へ
の
輸
送
が
断

た
れ
市
民
生
活
の
救
援
や
復
旧
に
打
撃
を

与
え
た
。
災
害
に
強
い
と
み
ら
れ
て
い
た

九
州
自
動
車
道
も
不
通
と
な
り
「
道
路
の

脆
弱
さ
」
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

 

シ
ラ
ス
に
弱
い
道
路 

　

鹿
児
島
県
土
の
約
50
％
が
「
シ
ラ
ス
土

壌
」
に
覆
わ
れ
て
い
る
、
と
い
わ
れ
る
。

シ
ラ
ス
は
２
万
数
千
年
前
の
姶
良
火
山
や

桜
島
の
大
噴
火
に
よ
る
火
砕
流
や
溶
岩
、

火
山
灰
な
ど
火
山
噴
出
物
の
堆
積
物
で
、

多
く
が
シ
ラ
ス
台
地
を
形
成
し
て
い
る
。

住
宅
な
ど
建
造
物
や
道
路
な
ど
構
造
物
の

ほ
と
ん
ど
が
こ
の
シ
ラ
ス
土
壌
の
上
に
造

ら
れ
て
き
た
。

　

道
路
は
他
に
比
べ
て
シ
ラ
ス
に
強
い
構

造
物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
93
年

夏
の
台
風
と
豪
雨
は
、
道
路
を
寸
断
し
、

特
に
盛
り
土
、
切
り
土
部
分
の
崩
壊
が
相

次
ぎ
、
国
道
３
号
、
10
号
が
寸
断
さ
れ
た
。

　

建
設
省
（
当
時
）・
鹿
児
島
国
道
工
事

事
務
所
作
成
の
災
害
復
旧
対
象
事
業
表
に

よ
る
と
、
道
路
災
害
は
47
カ
所
、
約
53
億

円
に
上
っ
た
。
そ
の
う
ち
盛
り
土
崩
壊
は

14
カ
所
、
切
り
土
崩
壊
は
８
か
所
、
路
面

決
壊
６
カ
所
な
ど
、
大
半
が
道
路
造
成
に

当
た
っ
て
、
シ
ラ
ス
土
壌
を
盛
り
、
あ
る

い
は
切
土
の
箇
所
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
斜

面
崩
壊
や
土
砂
流
出
も
道
路
沿
い
の
シ
ラ

ス
崖
、
山
、
台
地
の
崩
壊
に

よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

 
竜
ヶ
水
に
大
土
石
流 

　

そ
の
中
で
も
錦
江
湾
沿
い

の
、
磯
御
殿
と
呼
ば
れ
る
島

津
家
別
邸
（
磯
庭
園
）
か
ら
、

花
倉
、
竜
ヶ
水
、
さ
ら
に
重

富
に
向
か
う
国
道
10
号
、
そ

れ
に
沿
っ
て
走
る
Ｊ
Ｒ
九
州

の
日
豊
線
で
は
20
カ
所
以
上
の
土
石
流
が

次
々
と
発
生
、
う
ち
13
カ
所
で
病
院
、
人

家
、
鉄
道
駅
（
竜
ヶ
水
駅
）
を
襲
い
、
さ

ら
に
道
路
上
の
車
両
群
を
飲
み
込
み
、
道

路
を
越
え
て
海
に
流
れ
込
ん
だ
。
近
く
の

花
倉
病
院
や
住
家
は
土
石
流
に
直
撃
さ

れ
、
24
人
が
生
き
埋
め
と
な
り
、
15
人
の

犠
牲
者
を
出
し
た
。

　
「
竜
ヶ
水
駅
」
に
は
上
り
、
下
り
列
車

が
停
車
中
で
、
土
石
流
は
列
車
を
呑
み
込

み
、
乗
客
や
近
く
の
住
民
な
ど
避
難
中
の

約
５
０
０
人
の
う
ち
約
50
人
が
海
中
に
投

げ
出
さ
れ
、
４
人
が
死
亡
。
ま
た
国
道
10

号
に
は
約
１
２
０
０
台
の
通
行
車
両
が
数

珠
つ
な
ぎ
に
立
ち
往
生
し
て
い
た
と
こ
ろ

へ
土
石
流
が
車
列
を
襲
い
、
付
近
住
民
と

合
わ
せ
て
約
２
０
０
０
人
が
孤
立
、
海
側

か
ら
巡
視
艇
、
フ
ェ
リ
ー
、
漁
船
で
救
助

さ
れ
る
未
曾
有
の
事
態
に
な
っ
た
。

 

竜
が
水
を
吐
き
出
す
よ
う
に 

　
「
竜
ヶ
水
」
の
名
前
の
通
り
、
土
石
流

と
い
う
よ
り
、
水
あ
る
い
は
泥
水
が
高
さ

２
０
０
ｍ
か
ら
３
０
０
ｍ
の
高
さ
を
持
つ

プロジェクト九州

第1節
①悪夢再び
都市大水害が
'93鹿児島水害

シ
ラ
ス
崖
崩
れ
、
土
石
流
が
同
時
多
発

国
道
３
号
、
10
号
を
寸
断
、
孤
立
し
た
市
街

竜
ヶ
水
で
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０
０
人
が
孤
立
、
救
援
待
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崖
か
ら
吹
き
出
し
て
く
る
水
は
、
竜
が
吐

き
出
す
水
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。
そ
の
上

は
シ
ラ
ス
が
堆
積
し
て
い
る
が
シ
ラ
ス
台

地
の
よ
う
に
厚
く
は
な
く
、
む
し
ろ
、
雨

に
強
い
と
さ
れ
た
垂
直
に
切
り
立
っ
た
岩

壁
が
あ
り
、
崖
崩
れ
の
よ
う
な
災
害
の
記

録
は
少
な
か
っ
た
。

　

立
ち
往
生
し
た
車
両
の
中
に
は
警
察
車

両
や
知
事
を
乗
せ
た
車
も
あ
っ
た
。
加
治

木
方
面
の
災
害
救
援
に
向
か
っ
た
国
道
工

事
事
務
所
の
職
員
の
証
言―
「
磯
庭
園
付

近
で
山
か
ら
濁
っ
た
水
が
激
し
く
流
れ
出

て
い
る
の
を
見
た
と
き
嫌
な
予
感
が
し
た

し
た
の
で
す
が
、花
倉
付
近
ま
で
来
る
と
、

突
然
、道
路
わ
き
の
電
線
が
大
き
く
揺
れ
、

前
方
で
崖
崩
れ
が
発
生
し
て
進
め
な
く
な

り
、
直
後
に
、
後
方
で
も
が
け
が
崩
れ
閉

じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

次
々
と
崖
崩
れ
が
発
生
」（
記
録
誌
「
雨

に
も
負
け
ず
」）。20
カ
所
近
い
崖
崩
れ
は
、

防
災
関
係
者
も
全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

 

小
山
田
の
道
路
決
壊 

　

一
方
、
九
州
西
回
り
の
国
道
３
号
は
17

か
所
に
わ
た
っ
て
被
災
し
た
。

　

８
月
６
日
に
襲
っ
た
豪
雨
に
よ
る
甲
突

川
の
激
流
は
、
上
流
部
の
鹿
児
島
市
小

山
田
名
越
で
、
国
道
３
号
の
路
盤
を
長

さ
80
ｍ
に
わ
た
っ
て
、
押
し
流
し
て
し

ま
っ
た
。
仮
設
道
路
に
よ
る
規
制
解
除
ま

で
３
カ
月
半
も
、
基
幹
国
道
（
１
日
約

２
万
２
０
０
０
台
）
の
通
行
止
め
と
い
う

異
例
の
事
態
と
な
っ
た
。
甲
突
川
と
国
道

３
号
は
約
50
ｍ
以
上
離
れ
て
い
た
が
、
氾

濫
し
た
激
流
が
シ
ラ
ス
斜
面
を
大
き
く
え

ぐ
り
と
り
、
国
道
３
号
を
崩
落
さ
せ
た
の

で
あ
る
。
道
路
沿
い
の
木
工
所
の
建
物
が

半
壊
、
崖
に
ぶ
ら
さ
が
る
悲
惨
な
状
況
と

な
っ
た
。

　

大
雨
、
激
流
に
よ
っ
て
土
砂
約
７
万
㎥

が
流
れ
出
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地

点
に
は
滝
が
あ
っ
た
が
、
土
砂
流
失
で
滝

の
位
置
が
約
１
５
０
ｍ
上
流
に
せ
り
上

が
っ
た
た
め
、
流
路
が
変
わ
り
、
道
路
沿

い
の
シ
ラ
ス
斜
面
に
激
流
が
ぶ
つ
か
り
、

洗
掘
、
国
道
３
号
ま
で
崩
壊
さ
せ
た
の
で

あ
る
。
甲
突
川
の
河
床
は
約
20
ｍ
も
深
く

削
ら
れ
、
約
２
万
２
０
０
０
年
前
の
渓
谷

が
現
れ
た
。
道
路
か
ら
約
25
ｍ
下
に
炭
化

し
た
樹
木
が
姿
を
現
し
た
。
姶
良
火
山
の

爆
発
の
時
、
一
帯
は
樹
林
地
帯
で
、
噴
火

の
火
山
灰
に
一
瞬
の
う
ち
に
埋
め
立
て
ら

れ
、
今
回
の
洪
水
で
再
び
姿
を
現
し
た
の

で
あ
る
。
新
し
い
渓
谷
の
シ
ラ
ス
崖
は
垂

直
に
川
に
落
ち
込
み
、
そ
の
自
然
の
力
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
荒
々
し
い
光
景
を
市
民

は
「
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
」（
米
国
の

大
渓
谷
）
と
呼
ん
だ
。

 

高
速
道
路
も
マ
ヒ 

　

関
係
者
に
衝
撃
だ
っ
た
の
は
、
災
害
に

比
較
的
強
い
と
み
ら
れ
て
い
た
高
速
道
路

も
同
様
に
通
行
不
能
に
陥
っ
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
九
州
自
動
車
道
の
え
び
の
Ｉ
Ｃ

―

加
治
木
Ｉ
Ｃ
間
43
・
２
㎞
、
加
治
木
Ｉ

Ｃ―

薩
摩
吉
田
Ｉ
Ｃ
間
17
・
３
㎞
、
薩
摩

吉
田
Ｉ
Ｃ―

鹿
児
島
Ｉ
Ｃ
間
17
・
９
㎞

が
上
下
線
と
も
に
通
行
止

め
に
な
っ
た
。
ま
た
、
桜

島
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
上
り

線
の
裏
山
が
が
け
崩
れ
に

よ
っ
て
、
駐
車
場
、
建
物

全
体
が
土
砂
で
埋
ま
り
、

全
面
閉
鎖
さ
れ
た
。

　

高
速
道
路
は
災
害
時
、

緊
急
物
資
の
輸
送
な
ど
「
頼

り
に
な
る
道
路
」
だ
。
復

旧
も
早
く
、
無
料
開
放
さ

れ
た
42
日
間
で
約
70
万

台
が
利
用
、
通
行
料
金

３
億
１
０
０
０
万
円
の
便

宜
許
与
と
な
っ
た
。

　

長
崎
水
害
（
昭
和
57
年

７
月
）
の
時
も
国
道
34
号

が
寸
断
さ
れ
た
が
、
長
崎

バ
イ
パ
ス
（
高
速
道
路
仕

様
）
も
被
害
を
受
け
な
が

ら
復
旧
は
早
く
、
無
料
開

放
さ
れ
、
復
旧
物
資
運
搬

な
ど
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
し
か

し
、
九
州
自
動
車
道
え
び
の
以
南
が
合
計

80
㎞
以
上
も
被
災
、
特
に
薩
摩
吉
田
Ｉ
Ｃ

―

鹿
児
島
Ｉ
Ｃ
間
は
大
規
模
の
り
面
崩
壊

の
た
め
、
復
旧
に
時
間
を
要
し
、
全
面
開

通
は
９
月
４
日
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

 

工
事
を
妨
げ
る
放
置
車
両 

　

国
道
10
号
、
同
３
号
は
鹿
児
島
市
へ
の

主
要
幹
線
で
あ
り
、
早
急
な
復
旧
が
求
め

ら
れ
た
。
し
か
し
、
工
事
を
妨
げ
た
の
は

道
路
上
に
残
さ
れ
た
約
８
０
０
台
も
の

国道10号とJR日豊線を襲った土石流
（鹿児島市・竜ヶ水）

都市水害では車が被害と加害の両方となる
（鹿児島市内）

土石流に呑み込まれた桜島SA
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「
放
棄
車
両
」
だ
っ
た
。「
放
棄
」
と
い
っ

て
も
、
突
然
の
土
石
流
に
、
運
転
者
は
間

一
髪
で
逃
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
被
害
車

両
と
い
え
た
。乗
用
車
の
ほ
か
ト
ラ
ッ
ク
、

バ
ス
、
冷
凍
車
、
な
か
に
は
豚
を
積
ん
だ

車
両
も
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
キ
ー
を
付

け
て
お
ら
ず
、
レ
ッ
カ
ー
車
で
運
ぶ
ほ
か

な
か
っ
た
が
、
泥
に
埋
ま
っ
た
車
両
の
移

動
は
困
難
を
極
め
た
。
撤
去
作
業
は
約
１

週
間
か
か
り
、
所
有
者
の
確
認
、
引
渡
し

等
処
理
が
終
わ
っ
た
の
は
、
約
50
日
後
で

あ
っ
た
。

　

車
が
水
害
の
被
害
を
受
け
る
の
は
都
市

水
害
の
大
き
な
特
徴
で
、長
崎
水
害
で
は
、

国
道
34
号
の
「
放
棄
車
両
」

が
市
街
地
に
車
が
浮
い
て
流

れ
、
水
が
引
い
た
後
は
、
復

旧
・
救
援
作
業
の
大
き
な
妨

げ
に
な
る
な
ど
、
都
市
水
害

と
車
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
浸
水
し

た
鹿
児
島
市
内
で
も
長
崎
市

と
同
じ
光
景
が
繰
り
返
さ
れ

た
の
だ
。

　　

竜
ヶ
水
な
ど
海
岸
を
走
る

国
道
10
号
で
は
、
海
か
ら
の

波
を
防
ぐ
た
め
、「
越
波
防

止
」
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁

が
造
ら
れ
て
い
た
が
、
土
石

流
が
そ
の
擁
壁
に
止
め
ら
れ
、

泥
水
の
中
に
大
量
の
車
が
埋

ま
っ
て
い
た
こ
と
も
、
復
旧

工
事
を
一
層
困
難
に
し
た
。

 

緊
急
の
、「
う
回
道
路
」
建
設 

　

路
面
が
80
ｍ
に
わ
た
っ
て
全
面
崩
壊
し

た
国
道
３
号
・
小
山
田
名
越
の
復
旧
は
え

ぐ
ら
れ
た
土
砂
が
大
量
で
、
し
か
も
護
岸

工
事
、
流
路
変
更
な
ど
で
長
期
化
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、「
迂
回
道
路
」（
全
長
約

４
０
０
ｍ
）を
作
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

緊
急
の
用
地
確
保
、
設
計
、
地
元
説
明
が

行
わ
れ
、
９
月
下
旬
か
ら
工
事
着
手
、
完

成
し
た
の
は
11
月
25
日
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
復
旧
工
事
中
も
災
害
が
続
い

た
。
９
月
３
日
、
戦
後
最
大
級
と
い
わ
れ

た
台
風
13
号
が
来
襲
、
鹿
児
島
湾
を
挟
ん

で
錦
江
湾
の
東
岸
を
走
る
国
道
２
２
０
号

が
土
石
流
で
、
約
20
日
間
、
交
通
止
め
。

錦
江
湾
に
流
れ
込
ん
だ
流
木
の
た
め
、
桜

島
フ
ェ
リ
ー
も
運
航
中
止
に
追
い
込
ま

れ
、
鹿
屋
市
な
ど
大
隅
半
島
へ
の
ル
ー
ト

が
閉
ざ
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。

 

強
靭
な
道
路
建
設
を 

　

長
崎
水
害
で
も
、
鹿
児
島
水
害
で
も
、

市
街
地
内
の
「
都
市
河
川
」
が
氾
濫
し
て

大
き
な
浸
水
被
害
を
出
し
た
。
電
気
、
水

道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
断
ち
切
ら
れ

都
市
の
災
害
に
対
す
る
「
弱

さ
」が
露
わ
に
な
っ
た
。
医
療
、

食
料
の
提
供
は
、
災
害
時
に

こ
そ
最
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
緊
急

救
援
物
資
は
道
路
を
通
じ
て

供
給
さ
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
重

体
に
陥
っ
た
患
者
に
血
液
を

送
る
輸
血
パ
イ
プ
が
道
路
な

の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
長
崎
で
も
鹿

児
島
で
も
市
街
に
向
か
う
幹

線
道
路
が
土
砂
災
害
に
よ
っ

て
寸
断
さ
れ
た
。
長
崎
は
九

州
の
最
西
端
・
鹿
児
島
は
最

南
端
の
都
市
で
あ
り
、
長
崎

の
国
道
34
号
、
鹿
児
島
の
国

道
３
号
、
同
10
号
と
も
明
治

以
来
の
ル
ー
ト
に
改
良
、
改

築
を
加
え
な
が
ら
、
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
途

絶
に
よ
っ
て
食
糧
、
生
活
物

資
、
救
急
医
療
品
な
ど
の
支
援
物
資
の
輸

送
も
困
難
を
極
め
た
。
地
形
や
シ
ラ
ス
な

ど
特
殊
土
壌
の
防
災
対
策
、
土
木
技
術
、

工
法
の
改
善
、
向
上
が
改
め
て
大
き
な
課

題
に
な
っ
た
。

 

脆
弱
さ
の
克
服 

　

被
災
し
た
二
つ
の
都
市
で
、
頼
り
に

な
っ
た
の
は
高
速
道
路
で
あ
っ
た
。
九
州

自
動
車
道
、
長
崎
道
・
長
崎
バ
イ
パ
ス
共

に
、
被
害
は
受
け
た
が
、
復
旧
も
早
く
、

救
援
道
路
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。
急
速
に
人
口
が
集
中
し
、
高
度
な
都

土石流に飲み込まれた桜島サービスエリア 竜ヶ水の砂防ダム

崩壊した国道３号（鹿児島市） 竜ヶ水復旧記念碑
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市
機
能
が
集
積
す
る
日
本
の
都
市
は
、
必

ず
し
も
災
害
に
強
く
な
い
。
九
州
で
も
、

県
庁
所
在
地
な
ど
10
都
市
圏
に
約
90
％
の

人
々
が
生
活
し
て
い
る
。「
強
靭
な
国
土
」

に
は
「
強
靭
な
道
路
建
設
」
が
求
め
ら
れ

る
。

　

都
市
災
害
へ
の
大
き
な
教
訓
を
残
し
た

長
崎
水
害
か
ら
11
年
、「
災
害
は
忘
れ
た

こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
の
教
訓
そ
の
ま
ま

に
、
鹿
児
島
市
で
災
禍
は
再
び
繰
り
返
さ

れ
た
。
都
市
に
は
人
口
が
集
ま
り
、
人
命

の
ほ
か
、
社
会
資
源
・
財
産
、
高
度
な
都

市
機
能
が
集
積
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
被

害
も
甚
大
に
な
る
。
災
害
時
、
都
市
の
命

綱
と
な
る
道
路
を
は
じ
め
社
会
資
本
の

「
脆
弱
さ
」
の
克
服
こ
そ
が
大
き
な
課
題

に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

日
本
で
初
め
て
の
新
婚
旅
行
を
し
た

坂
本
竜
馬
と
お
竜
が
、
滞
在
し
た
霧
島

の
温
泉
。
霧
島
山
麓
の
霧
島
神
宮
の
境

内
か
ら
は
る
か
南
、
鹿
児
島
湾
、
噴
煙

を
上
げ
る
桜
島
が
見
え
る
雄
大
な
景
観

を
、
竜
馬
カ
ッ
プ
ル
は
楽
し
ん
だ
と
い

う
。

　

こ
の
自
然
景
観
は
鹿
児
島

地
溝
帯
そ
の
も
の
で
、
幅
20

㎞
か
ら
30
㎞
の
「
地
溝
」―

地
球
の
溝
と
も
い
う
べ
き
陥

没
地
帯
の
連
な
り
で
あ
る
。

霧
島
連
山
の
北
側
、
加
久
藤

盆
地
（
え
び
の
地
区
、
一
部

人
吉
盆
地
も
）
か
ら
霧
島
市

の
南
・
国
分
、
さ
ら
に
鹿
児

島
湾
に
入
り
、
桜
島
、
鹿
児

島
湾
を
南
下
し
て
開
聞
岳
・

湾
口
へ
と
続
く
大
地
溝
帯
で

あ
る
。
３
０
０
万
年
前
に
地

殻
の
断
裂
運
動
に
よ
っ
て
、

現
在
の
地
溝
帯
の
原
型
が
出

来
上
が
っ
た
と
み
ら
れ
て
い

る
。
地
下
深
く
割
れ
て
い
る

た
め
、
マ
グ
マ
が
噴
出
し
て

活
発
な
火
山
活
動
が
続
い
て

い
る
。
霧
島
や
桜
島
な
ど
を

中
心
に
雲
仙
、
島
原
半
島
に

続
く
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し

て
の
評
価
が
高
い
。

　

カ
ル
デ
ラ
は
噴
火
に
よ
っ
て
地
下
の

マ
グ
マ
が
噴
出
し
て
、
大
陥
没
を
起
こ

し
た
盆
地
状
の
地
形
で
、
阿
蘇
盆
地
が

そ
の
典
型
。
姶
良
カ
ル
デ
ラ
と
阿
多
カ

ル
デ
ラ
に
は
、
海
水
が
浸
入
、
現
在
の

鹿
児
島
湾
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
加
久

藤
カ
ル
デ
ラ
は
湖
沼
だ
っ
た
が
、
姶
良

火
山
の
大
噴
火（
２
万
９
０
０
０
年
前
）

に
よ
る
火
砕
流
で
埋
ま
り
現
在
の
よ
う

な
大
盆
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
地
溝
帯
の
カ
ル
デ
ラ
に
は
現
在

も
活
動
す
る
活
火
山
（
１
万
年
前
か
ら

活
動
し
て
い
る
火
山
）
が
連
な

り
、
霧
島
で
は
新
燃
岳
の
火
口

一
杯
に
溶
岩
が
せ
り
上
が
り
、

土
石
流
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
桜
島
は
年
間
１
０
０
０
回

近
く
爆
発
的
噴
火
を
続
け
、
最

高
５
０
０
０
ｍ
も
の
噴
煙
を
上

げ
、
鹿
児
島
市
街
に
深
刻
な
降

灰
被
害
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
さ
ら
に
南
へ
、
湾
口
に
は

美
し
い
円
錐
形
の
開
聞
岳
な
ど
の
活
火

山
が
連
な
る
。
開
聞
岳
は
現
在
、
噴
火

活
動
を
止
め
て
い
る
が
、
約
４
５
０
０

年
前
に
噴
火
し
た
比
較
的
新
し
い
活
火

山
。
さ
ら
に
南
の
海
域
と
続
き
、
ト
カ

ラ
列
島
、
沖
縄
諸
島
に
連
な
る
海
域
で

は
海
底
火
山
が
活
発
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　

鹿
児
島
湾
岸
の
土
砂
崩
れ
は
、
陥
没

し
た
カ
ル
デ
ラ
の
縁
辺
部
で
頻
発
し
て

い
る
。
火
砕
流
で
出
来
た
溶
結
凝
灰
岩

な
ど
が
水
を
含
み
や
す
く
、
滑
り
面
と

な
っ
て
上
の
堆
積
層
に
土
砂
崩
れ
を
引

き
起
こ
す
の
で
あ
る
。
鹿
児
島
水
害
で

の
竜
ヶ
水
地
す
べ
り
や
大
隅
半
島
の
牛

根
、
早
崎
な
ど
で
頻
発
す
る
土
砂
災
害

は
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
特
異
な
地
質
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
加
久

藤
ト
ン
ネ
ル
（
九

州
自
動
車
道
）

や
矢
岳
ト
ン
ネ

ル
（
国
鉄
肥
薩

線
）
の
掘
削
工

事
で
の
大
量
出

水
も
加
久
藤
カ

ル
デ
ラ
に
形
成

さ
れ
た
地
層
に

起
因
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

◇　
　

◇

別
府
島
原
地
溝
帯

　

九
州
中
部
を
横
断
す
る
別
府
湾
と
島

原
半
島
を
結
ぶ
地
域
は
、
別
府
島
原
地

溝
帯
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
地
溝
帯

に
は
、
西
か
ら
雲
仙―

阿
蘇―

久
住
と

活
火
山
が
連
ら
な
り
、
中
で
も
阿
蘇
山

は
世
界
有
数
の
カ
ル
デ
ラ
を
持
ち
、
活

発
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
成
因
と
実
態
は
必
ず
し
も
明
ら
か

で
な
く
、
九
州
大
、
京
都
大
、
鹿
児
島

大
な
ど
が
共
同
で
研
究
を
行
っ
て
い

る
。

鹿児島地溝帯と火山群
土砂災害を繰り返す土質

鹿児島地溝帯（桜島と錦江湾）

土
石
流
が
鉄
道
と
道
路
を
埋
め
、

鹿
児
島
市
は
孤
立
状
態
に
（
竜
ヶ
水
）
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平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
は
、
２
年
前

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ピ
ナ
ツ
ボ
山
の
噴
火
に

よ
る
寒
冷
化
と
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
た

め
に
春
先
か
ら
気
温
の
低
い
日
が
続
き
、

東
北
地
方
で
は
戦
後
最
悪
の
冷
害
と
な
っ

た
。
九
州
で
も
、
鹿
児
島
地
方
は
真
夏
に

な
っ
て
も
雨
が
降
り
や
ま
ず
、
７
月
初
め

に
発
表
さ
れ
た
梅
雨
明
け
宣
言
も
取
り
消

さ
れ
る
よ
う
な
不
順
な
気
候
が
続
い
た
。

　

６
月
中
旬
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
雨
が
続

く
よ
う
に
な
り
、
７
月
に
入
る
と
、
雨
が

さ
ら
に
強
く
な
っ
た
。
梅
雨
末
期
、
７
月

４
日
、
７
日
の
雨
は
鹿
児
島
県
北
部
に
停

滞
し
た
前
線
に
、
南
か
ら
湿
っ
た
空
気
が

流
入
、
川
内
地
域
な
ど
１
時
間
40―

50
㎜

の
大
雨
を
降
ら
し
大
被
害
を
出
し
た
。

　

梅
雨
明
け
は
、
７
月
９
日
に
発
表
さ
れ

た
。
し
か
し
、
７
月
中
旬
に
な
っ
て
再
び

梅
雨
前
線
が
中
・
南
九
州
に
停
滞
、
長
雨

が
続
い
た
た
め
梅
雨
明
け
宣
言
は
取
り
消

さ
れ
た
。
下
旬
に
は
台
風
４
号
（
25
日
）、

５
号
（
27
日
）、
６
号
（
29
日
）
が
立
て

続
け
に
九
州
に
接
近
あ
る
い
は
上
陸
、
台

風
と
長
雨
が
重
な
っ
て
鹿
児
島
市
の
７
月

中
、
下
旬
の
降
雨
量
の
累
計
は
平
年
の
２

倍
（
１
７
０
５
㎜
）
に
達
し
、
大
雨
洪
水

警
報
が
６
月
は
12
日
間
、
７
月
も
10
日
間

も
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
前
期
の
大
雨
と
す
る
と
、
後
期

の
大
雨
は
７
月
31
日
か
ら
８
月
７
日
の
８

日
間
。宮
崎
県
え
び
の
市
で
１
２
５
８
㎜
、

鹿
児
島
空
港
の
あ
る
溝
辺
町
で
８
７
１
㎜

の
大
雨
、
台
風
７
号
、
そ
し
て
、
と
ど
め

は
９
月
３
日
の
台
風
13
号
の
薩
摩
半
島
へ

の
来
襲
で
あ
っ
た
。

　

長
く
降
り
続
い
た
雨
で
緩
ん
だ
地
盤

に
、
猛
烈
な
豪
雨
が
襲
い
、
シ
ラ
ス
土
壌

な
ど
の
崖
・
土
砂
崩
れ
、
河
川
氾
濫
が
鹿

児
島
市
を
中
心
に
ロ
ー
ラ
ー
を
か
け
る
よ

う
に
南
北
に
上
下
し
て
発
生
。
６
月
12
日

か
ら
９
月
20
日
ま
で
の
３
か
月
に
わ
た

る
、
長
雨
、
豪
雨
、
台
風
が
も
た
し
た
異

常
降
雨
に
よ
っ
て
鹿
児
島
県
下
で
死
者
行

方
不
明
者
１
２
１
人
、
６
万
４
０
０
０
戸

に
及
ぶ
家
屋
損
壊
を
出
し
た
。

　

豪
雨
は
鹿
児
島
県
北
部
か
ら
、
加
治
木

―

国
分
な
ど
中
部
へ
。
そ
し
て
鹿
児
島
市

へ
と
南
下
、
シ
ラ
ス
な
ど
崖
崩
れ
、
土
石

流
な
ど
が
国
道
３
号
、
10
号
、
九
州
自
動

車
道
を
寸
断
し
、鹿
児
島
市
内
を
襲
っ
て
、

竜
ヶ
水
な
ど
錦
江
湾
（
鹿
児
島
湾
）
岸
な

ど
で
約
２
０
０
０
人
も
の
命
を
危
険
に
晒

し
、
甲
突
川
に
架
か
る
西
田
橋
な
ど
五
石

橋
を
損
壊
さ
せ
、市
内
を
水
浸
し
に
し
た
。

 

３
か
月
、
５
期
に
わ
た
る
被
災 

　

６
月
中
、
下
旬
か
ら
９
月

の
初
め
ま
で
約
３
か
月
間
の

集
中
豪
雨
、
台
風
に
よ
る
被

害
を
国
交
省
・
九
州
地
方
整

備
局
の
「
93
鹿
児
島
豪
雨
災

害
復
旧
記
録
誌
」
や
鹿
児
島

県
、
鹿
児
島
市
の
災
害
記
録

に
よ
る
と
、
５
期
に
分
け
て

記
録
さ
れ
て
い
る
。
要
約
す

る
と
ー
。

◇
第
１
期
（
６
月
12
日―

７
月
８
日
）

　

土
砂
崩
れ
、
崖
崩
れ
で
８
人
が
死
亡
、

国
道
２
２
０
号
が
垂
水
市
小
浜
で
不
通
に

な
っ
た
ほ
か
Ｊ
Ｒ
が
不
通
、
九
州
自
動
車

道
も
開
通
以
来
、
初
め
て
不
通
と
な
っ

た
。
総
選
挙
告
示
の
７
月
４
日
の
集
中
豪

雨
で
、
川
内
市
の
国
道
３
号
の
路
体
が
流

さ
れ
、
交
通
止
め
と
な
っ
た
の
が
、
鹿
児

島
大
水
害
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

◇
第
２
期
（
７
月
31
日―

８
月
２
日
）

　

国
分
市
（
現
在
霧
島
市
）
姶
良
郡
な
ど

で
の
集
中
豪
雨
で
、
死
者
23
人
、
河
川
氾

濫
６
０
０
０
戸
以
上
の
浸
水
、
シ
ラ
ス
土

壌
の
崖
崩
れ
な
ど
で
住
宅
、農
地
に
被
害
。

　

８
月
１
日
午
後
７
時
ご
ろ
か
ら
集
中
豪

雨
が
鹿
児
島
県
加
治
木
、
国
分
、
隼
人
町

一
帯
を
襲
っ
た
。
特
に
加
治
木
町
で
は
７

時
か
ら
の
１
時
間
に
１
０
４
㎜
の
豪
雨
と

な
り
、
そ
の
後
も
１
時
間
30―

70
㎜
の
雨

が
午
前
１
時
頃
ま
で
続
い
た
。「
雨
が
強

く
な
っ
た
頃
、
バ
リ
バ
リ
と
雷
が
落
ち
た

よ
う
な
異
様
な
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
出
張
所
の
外
に
出
る
と
、
近
く
の
国

道
10
号
日
木
山
峠
の
方
向
か
ら
す
ざ
ま
じ

プロジェクト九州

第1節
②豪雨の
波状攻撃
'93鹿児島水害

６
月
か
ら
９
月
ま
で
異
常
豪
雨
、二
つ
の
台
風

も
ろ
い
シ
ラ
ス
土
壌
の
地
盤
崩
壊

氾
濫
、
崖
崩
れ
、
土
石
流
、
都
市
を
襲
う

バスも押し流した土石流
（鹿児島水害）

豪
雨
の
波
状
攻
撃―

死
者
・
不
明
１
２
１
人
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い
音
が
し
閃
光
も
見
え
ま
し
た
」（
加
治

木
維
持
出
張
所
・
坂
本
管
理
係
長
）。
そ

の
日
木
山
峠
で
は
「
山
崩
れ
現
場
の
ド
ラ

イ
ブ
イ
ン
の
わ
き
に
半
分
土
砂
に
埋
も
れ

た
車
が
あ
り
ま
し
た
。
車
の
中
に
は
赤

ち
ゃ
ん
を
抱
い
た
放
心
状
態
の
夫
婦
が
い

ま
し
た
。
私
の
顔
を
見
る
や
奥
さ
ん
が

わ
っ
と
泣
き
出
し
ま
し
た
。
よ
ほ
ど
恐
ろ

し
い
思
い
を
し
た
の
で
し
ょ
う
」（
同
）。

　

国
道
10
号
は
９
カ
所
で
通
行
止
め
。
亀

割
バ
イ
パ
ス
で
は
路
体
が
崩
れ
通
信
ケ
ー

ブ
ル
が
切
断
、
電
話
が
不
通
と
な
っ
た
。

　

特
に
、
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
九
州

自
動
車
道
で
、
の
り
面
崩
壊
が
続
出
、
桜

島
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
上
り
線
の
裏
山
で
崖

崩
れ
、
建
物
も
駐
車
場
も
土
石
流
で
埋

ま
っ
た
。「
あ
の
時
、
被
害
者
が
一
人
も

な
く
、
避
難
の
仕
方
は
見
事
だ
っ
た
と
感

心
し
ま
し
た
」（
当
時
の
松
嶋
憲
昭
鹿
児

島
国
道
工
事
事
務
所
長
）

◇
第
３
期
（
８
月
５―

６
日
）

　

１
日
の
国
分
か
ら
加
治
木
に
か
け
て
の

豪
雨
の
時
は
、
隣
接
の
国
道
10
号
・
鹿
児

島
市
竜
ヶ
水
な
ど
で
は
ほ
と
ん
ど
雨
が

降
ら
な
か
っ
た
。
い
か
に
局

地
的
豪
雨
だ
っ
た
か
が
分
か

る
。
そ
の
豪
雨
が
鹿
児
島
市

北
部
を
襲
う
。

　

鹿
児
島
市
内
を
中
心

に
し
た
豪
雨
で
甲
突
川
、

新
川
な
ど
が
氾
濫
、
約

１
万
２
３
０
０
棟
が
浸
水
被

害
。
特
に
竜
ヶ
水
で
は
崖
崩

れ
、
土
石
流
が
発
生
、
停
車

中
の
列
車
や
国
道
２
２
０
号

の
約
２
０
０
０
台
の
車
両
を
埋
め
、
あ
る

い
は
流
し
、
約
１
８
０
０
人
が
孤
立
、
海

上
か
ら
の
船
に
よ
る
救
出
劇
が
展
開
さ
れ

た
が
、
近
く
病
院
で
は
土
石
流
で
18
人
の

命
が
飲
み
込
ま
れ
た
。
国
道
３
、
10
号
、

高
速
道
、
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
・
日
豊
線
が
寸
断

さ
れ
た
。

◇
第
４
期
（
８
月
９―

10
日
）

　

大
型
台
風
７
号
来
襲
。
垂
水
市
を
中
心

に
道
路
被
害
。

◇
第
５
期
（
９
月
３
日
）

　
「
戦
後
最
大
級
」
と
言
わ
れ
た
台
風
13

号
が
薩
摩
半
島
上
陸
。
金
峰
町
で
大
規
模

な
土
砂
崩
れ
が
起
こ
り
、
公
民
館
に
避
難

し
た
20
人
な
ど
県
下
で
33
人
が
死
亡
。
大

隅
半
島
の
垂
水
市
で
も
土
石
流
が
発
生
、

鹿
児
島
市
で
は
甲
突
川
な
ど
が
再
び
氾

濫
、
国
道
も
被
害
を
受
け
た
。

 

９
０
％
シ
ラ
ス
斜
面
の
崩
壊 

　

３
か
月
間
、
５
次
に
も
わ
た
る
「
93
鹿

児
島
水
害
」
に
よ
る
被
害
の
発
生
は
、
鹿

児
島
全
県
を
覆
う
よ
う
に
広
が
っ
て
い

る
「
シ
ラ
ス
土
壌
」
と
火
山
堆
積
岩
の
崩

壊
に
か
か
わ
る
も
の
が
主
だ
。
全
県
で

５
０
０
０
カ
所
を
上
回
る
斜
面
崩
壊
、
土

石
流
が
発
生
し
た
が
、
そ
の
90
％
以
上
が

シ
ラ
ス
斜
面
で
あ
っ
た
。
シ
ラ
ス
土
壌
は

現
在
、
錦
江
湾
（
鹿
児
島
湾
）
の
ほ
ぼ
中

央
部
で
噴
煙
を
上
げ
て
い
る
桜
島
の
北
側

湾
内
で
活
動
し
て
い
た
姶
良
火
山
の
大
爆

発
に
よ
っ
て
噴
出
し
た
火
山
灰
土
壌
で
、

火
山
性
堆
積
岩
類
と
共
に
地
層
を
な
し
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
火
山
噴
出
地
層
の
シ
ラ
ス
土

壌
や
溶
結
凝
灰
岩
層
は
河
川
で
も
被
害
を

残
し
た
。
鹿
児
島
市
の
市
街
地
を
流
れ
る

甲
突
川
は
、
郊
外
に
抜
け
る
国
道
３
号
と

並
行
し
て
流
れ
て
い
る
。
川
の
流
れ
が
蛇

行
し
流
水
が
当
た
る
河
川
堤
防
や
、
川
幅

が
狭
く
な
っ
て
い
る
箇
所
（
狭
窄
部
）
で

は
増
水
で
、
強
く
速
い
流
れ
と
な
っ
て
、

岸
壁
を
削
り
取
り
、
道
路
を
押
し
流
し
た

り
、路
肩
を
崩
し
て
寸
断
し
た
。滝
を
作
っ

て
い
た
同
市
小
山
田
町
名
越
で
は
、
激
流

が
両
岸
の
シ
ラ
ス
土
壌
を
大
量
に
削
り
取

り
、甲
突
川
の
流
れ
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
た
め
、
国
道
３
号
の
路
体
が
深
さ
約

30
ｍ
、
延
長
約
80
ｍ
に
わ
た
っ
て
、
え
ぐ

り
取
ら
れ
た
。
ま
た
、隼
人
町
・
雨
降
（
あ

も
り
）
川
の
新
川
橋
（
国
道
10
号
、
全
長

１
３
７
ｍ
）
は
濁
流
で
河
床
が
洗
掘
さ
れ

橋
脚
が
沈
下
、続
い
た
出
水
で
流
失
し
た
。

 

深
刻
だ
っ
た
竜
ヶ
水
土
石
流 

　

シ
ラ
ス
台
地
だ
け
で
は
な
い
。
錦
江
湾

の
縁
辺
部
（
カ
ル
ス
ト
崖
）
は
溶
結
凝
灰

岩
な
ど
で
形
成
さ
れ
、
急
斜
面
上
の
堆
積

土
壌
が
長
雨
で
大
量
の
水
を
含
ん
だ
状
態

だ
っ
た
所
へ
強
い
雨
が
降
り
そ
そ
ぎ
「
崖

崩
れ
と
土
石
流
」
を
引
き
起
こ
し
た
。
単

に
土
砂
が
流
出
し
た
だ
け
で
な
く
、
上
部

に
あ
っ
た
溶
結
凝
灰
岩
層
か
ら
は
、
巨
大

な
岩
が
転
げ
落
ち
た
り
し
て
い
た
。

　

鹿
児
島
市
磯
に
あ
る
薩
摩
藩
主
の
別

邸
「
磯
庭
園
」
は
、
正
面
に
桜
島
と
錦
江

湾
を
借
景
と
し
、
背
後
は
巨
大
な
仙
巌
岩

が
そ
そ
立
つ
海
岸
沿
い
に
あ
り
、
こ
の
磯

庭
園
か
ら
東
側
の
吉
野
町
花
倉
、
竜
ヶ
水

地
区
の
背
後
に
は
高
さ
２
０
０―

３
０
０

ｍ
の
吉
野
台
地
の
崖
が
続
い
て
い
る
。
93

鹿
児
島
水
害
で
は
「
竜
」
が
水
を
一
気
に

吐
き
出
す
よ
う
に
、
30
カ
所
以
上
で
斜
面

崩
壊
、
土
石
流
が
襲
い
、
多
く
の
人
命
を

危
険
に
さ
ら
し
た
。
土
石
流
は
、
海
岸
沿

い
を
走
る
国
道
10
号
と
Ｊ
Ｒ
日
豊
線
を
直

甲突川の激流が引き起こした岸壁崩壊

階段状の水路―水勢を抑制する（甲突川・小山田）
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撃
、
竜
ヶ
水
に
停
車
中
だ
っ
た
列
車
を
海

ま
で
押
し
流
し
た
。

　

こ
の
地
点
は
陥
没
に
よ
っ
て
出
来
た
姶

良
カ
ル
デ
ラ
（
鹿
児
島
湾
北
部
）
の
西
壁

に
当
た
り
、
長
い
年
月
の
間
で
風
化
し
た

カ
ル
デ
ラ
壁
と
鹿
児
島
湾
岸
と
の
狭
い
境

目
を
道
路
と
鉄
道
が
並
走
し
て
い
る
。
崩

壊
や
土
石
流
が
発
生
し
た
の
は
国
道
10
号

の
鹿
児
島
市
・
重
富―
竜
ヶ
水
間
の
12
・

５
㎞
で
、
崩
壊
は

１
９
１
カ
所
、
土

石
流
は
31
カ
所
で

発
生
、こ
れ
に
よ
っ

て
国
道
が
34
カ
所
。

鉄
道
が
41
カ
所
で
被
災
し
て
い
た
。

　

い
ず
れ
も
シ
ラ
ス
層
を
含
む
岩
層
が
堆

積
し
た
斜
面
崩
壊
で
、
シ
ラ
ス
土
壌
の
下

に
分
布
す
る
軽
石
や
安
山
岩
、
溶
結
凝
灰

岩
な
ど
の
火
山
性
堆
積
物
、
水
を
含
み
や

す
い
表
層
が
滑
り
出
し
て
国
道
３
号
、
10

号
が
寸
断
さ
れ
た
。
鹿
児
島
市
が
孤
立
状

況
に
追
い
込
ま
れ
、
市
民
生
活
に
深
刻
な

事
態
を
招
い
た
。

　

国
道
10
号
の
「
竜
ヶ
水
」
な
ど
同
市
吉

野
町
花
倉
と
磯
の
間
は
、
岩
石
混
じ
り
の

急
な
崖
（
崖
錘
）
に
な
っ
て
い
た
が
、
切

り
立
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
崩
壊
の
懸
念
は

シ
ラ
ス
土
壌
よ
り
少
な
い
の
で
は
な
い
か

と
み
ら
れ
て
い
た
。
実
際
、
10
年
来
被
災

記
録
は
な
か
っ
た
が
崖
の
上
部
、
表
層
が

異
例
の
長
雨
と
集
中
豪
雨
で
崩
壊
、
土
砂

や
岩
石
層
が
流
れ
下
っ
て
道
路
や
鉄
道
を

呑
み
込
ん
だ
の
だ
っ
た
。

　

竜
ヶ
水
の
対
岸
（
垂
水
市
）、
国
道

２
２
０
号
も
同
じ
カ
ル
デ
ラ
崖
の
下
を

走
っ
て
お
り
、
竜
ヶ
水
地
域
と
同
様
な
崖

崩
れ
で
長
期
間
、
不
通
に
陥
っ
た
。
繰
り

返
さ
れ
る
被
害
で
、
崖
崩
れ
多
発
箇
所
を

避
け
た
牛
根
大
橋
や
早
咲
大
橋
が
架
け
ら

れ
、
垂
水
市
街
地
側
の
海
潟
ト
ン
ネ
ル
も

新
た
に
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
、
上
下
２
本

化
へ
の
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

　

南
九
州
は
シ
ラ
ス
土
壌
に
覆
わ
れ
、
し

か
も
台
風
や
豪
雨
が
襲
う
。
93
鹿
児
島
豪

雨
で
は
異
常
な
ほ
ど
長
期
間
、
波
状
的
に

記
録
的
な
豪
雨
が
襲
来
し
た
。
水
に
弱
い

シ
ラ
ス
土
壌
に
加
え
、
鹿
児
島
市
な
ど
都

市
の
災
害
へ
の
脆
弱
さ
を
露
呈
し
た
。
地

球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
と
そ
れ
に
よ

る
大
災
害
が
予
想
さ
れ
る
中
、
93
鹿
児
島

水
害
は
「
未
来
へ
の
警
告
」
で
あ
っ
た
。

流され、土砂に埋った乗用車（鹿児島市内で）

　

雲
仙
・
普
賢
岳
と
桜
島
は
活
火
山
と

し
て
、
好
対
照
で
あ
る
。
雲
仙
は
水
無

川
を
中
心
に
土
石
流
、
火
砕
流
が
流
れ

下
り
、
広
大
な
地
域
に
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
現
在
、
噴
火
活
動
は
終
息
し
て

い
る
。
一
方
、
桜
島
は
19
本
の
「
水
無

川
」
が
流
れ
下
り
、
土
石
流
が
島
内
各

所
で
起
こ
る
が
被
災
は
限
定
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
降
灰
被
害
は
鹿
児
島
市
、

大
隅
半
島
な
ど
広
域
に
広
が
っ

て
い
る
。

　

砂
防
工
事
も
雲
仙
に
比
べ
て

桜
島
は
、
野
尻
川
な
ど
川
筋
ご

と
、
個
別
に
実
施
さ
れ
、
雲
仙

が
火
口
近
く
の
上
流
に
大
規
模

な
床
固
め
工
を
行
っ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
桜
島
は
南
岳

（
１
０
４
０
ｍ
）
火
口
か
ら
半
径

２
㎞
の
立
ち
入
り
禁
止
区
域
で

は
発
生
源
対
策
と
し
て
の
砂
防

工
事
は
不
可
能
。
中
、
下
流
域

で
の
土
石
流
の
流
れ
を
制
御
し
、

海
へ
流
出
さ
せ
、
河
口
、
海
中

に
た
ま
っ
た
土
砂
の
掘
削
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め

土
石
処
理
船
「
さ
く
ら
じ
ま
号
」
が
活

躍
し
て
い
る
。

　

桜
島
の
活
動
は
異
常
な
ほ
ど
の
噴
火

爆
発
回
数
を
記
録
し
て
お
り
、
平
成
９

年
５
４
８
回
、
同
10
年
８
９
６
回
、
同

11
年
に
は
９
９
６
回
、
同
12
年
に
は
月

平
均
１
０
０
回
を
超
す
（
４
月
現
在
）、

年
間
１
０
０
０
回
を
超
す
ハ
イ
ペ
ー

ス
。

　

国
土
交
通
省
の
桜
島
防
災
セ
ン
タ
ー

で
見
た
、
土
石
流
が
防
災
ダ
ム
を
超
え

て
流
れ
下
る
パ
ワ
ー
、
ス
ピ
ー
ド
は
圧

倒
的
だ
。
被
害
者
も
昭
和
30
年
以
来
、

死
者
行
方
不
明
８
人
の
ほ
か
多
数
の
負

傷
者
を
出
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
中
に

は
防
災
作
業
中
の
人
も
含
ま
れ
「
無
人

化
施
工
」
の
必
要
性
が
高
い
。

　

過
去
の
噴
火
状
況
を
示
す
も
の
と

し
て
溶
岩
原
、
埋
没
し
た
黒
髪

（
東
桜
島
）
の
鳥
居
な
ど
が
あ

り
、
観
光
資
源
に
も
な
っ
て
い

る
。
１
０
０
年
目
を
迎
え
た
大

正
噴
火
で
、
溶
岩
が
海
を
埋
め
、

大
隅
半
島
と
陸
続
き
に
な
っ
た
。

垂
水
市
の
牛
根
、
早
崎
地
区
で

は
カ
ル
デ
ラ
壁
の
崩
壊
な
ど
で

道
路
な
ど
が
被
害
を
受
け
て
き

た
し
、
吹
き
上
げ
る
噴
煙
が
風

に
乗
っ
て
鹿
児
島
周
辺
地
域
に

火
山
灰
を
降
ら
せ
、
暮
ら
し
に
、

農
作
物
に
被
害
を
与
え
続
け
て

い
る
。

対照的な桜島と雲仙

噴煙を上げ続ける桜島

都
市
防
災
を
。
未
来
へ
の
警
告



－ 61 －

―
―

93
年
鹿
児
島
水
害
の
時
、
鹿
児
島
国

道
工
事
事
務
所
長
と
し
て
、
災
害
復
旧
の

陣
頭
指
揮
に
立
た
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の

体
験
か
ら
、
気
象
と
災
害
に
関
心
を
持
た

れ
、
つ
い
に
は
気
象
予
報
士
の
資
格
ま
で

取
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
動
機
か
ら
。

松
嶋
氏　

鹿
児
島
水
害
の
時
、
国
道
が
崖

崩
れ
、
土
石
流
な
ど
寸
断
さ
れ
、
水
害
で

１
２
１
人
の
犠
牲
者
、
そ
し
て
大
変
な
損

害
を
出
し
ま
し
た
。
あ
の
年
は
７
月
９
日

に
梅
雨
明
け
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
後
も

雨
が
降
り
続
き
、
こ
の
発
表
が
撤
回
さ
れ

る
と
い
う
長
雨
の
年
で
、
梅
雨
明
け
宣
言

が
出
来
な
い
ま
ま
で
し
た
。
８
月
６
日
土

砂
災
害
で
、
国
道
３
号
、
10
号
が
損
壊
し

た
り
、
土
砂
に
埋
ま
り
ま
し
た
。
錦
江
湾

沿
い
の
鹿
児
島
市
「
竜
ヶ
水
」
で
は
車

や
列
車
が
土
石
流
に
巻
き
込
ま
れ
、
約

１
８
０
０
人
が
孤
立
、
危
険
な
状
況
に
な

り
ま
し
た
。
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
な

ぜ
、
事
前
に
通
行
規
制
が
出
来
な
か
っ
た

の
か
」
と
問
い
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。
気
象

情
報
を
き
ち
ん
と
収
集
し
、
正
確
に
理
解

で
き
て
い
れ
ば
、
道
路
管
理
者
、
土
木

技
術
者
と
し
て
、「
あ
る
い
は
別
の
判
断

が
出
来
た
か
も
し

れ
な
い
」「
何
ら

か
の
対
応
が
可
能

だ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
」
と
思
い
、

気
象
の
勉
強
を
図

書
館
通
い
か
ら
始

め
、気
象
予
報
士
の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。

―
―

そ
れ
に
し
て
も
７
月
か
ら
９
月
ま
で

３
か
月
も
雨
が
降
り
続
き
、
集
中
豪
雨
と

台
風
が
襲
う
と
い
う
異
常
気
象
は
「
た
ま

た
ま
、
あ
の
年
は
特
別
な
気
象
だ
っ
た
」

の
か
、
あ
る
い
は
「
地
球
温
暖
化
な
ど
、

異
変
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
、
こ
れ
か
ら

も
頻
発
す
る
」
と
考
え
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

松
嶋
氏　

南
九
州
は
シ
ラ
ス
土
壌
に
覆

わ
れ
て
い
ま
す
。
長
期
間
の
雨
で
地
盤
が

弱
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
集
中
豪

雨
、
台
風
の
大
雨
で
崖
崩
れ
、
土
石
流
な

ど
に
よ
る
災
害
が
起
こ
り
ま
し
た
。
宮
崎

県
・
え
び
の
市
で
は
あ
の
年
、
年
間
降
水

量
８
６
７
０
㎜
を
記
録
し
て
お
り
、
現
在

で
も
日
本
最
高
記
録
で
す
。
全
国
平
均
は

１
７
０
０
㎜
で
す
か
ら
約
５
倍
の
雨
が

降
っ
た
の
で
す
。
え
び
の
周
辺
は
、
太
平

洋
と
東
シ
ナ
海
の
東
西
両
方
向
か
ら
湿
っ

た
空
気
が
流
れ
込
み
年
平
均
降
水
量
は

４
０
０
０
㎜
を
超
え
る
多
雨
地
域
で
す
が
、

あ
の
年
は
そ
の
倍
の
大
雨
だ
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
全
国
的
に
も
冷
夏
で
し
た
。
東
北

地
方
は
稲
作
の
作
柄
が
戦
後
最
悪
と
な

り
、
九
州
で
も
「
冷
夏
で
大
雨
」
と
い
う

異
常
気
象
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

冷
夏
で
雨
が
多
か
っ
た
原
因
と
し
て
二

つ
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
ず
、エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
現
象
。
東
太
平
洋
の
赤
道
付
近
の
海

水
温
が
高
く
な
る
現
象
で
、
日
本
で
は
暖

冬
、
冷
夏
と
な
り
、
梅
雨
明
け
が
遅
れ
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
そ
の
２
年

前
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ピ
ナ
ツ
ボ
山
の
大
噴

火
の
噴
煙
が
成
層
圏
ま
で
達
し
、
太
陽
光

を
遮
り
、
地
球
規
模
で
寒
冷
化
を
引
き
起

こ
し
ま
し
た
。
地
表
の
気
温
は
、
噴
火
後

の
２
年
間
、
世
界
平
均
で
０
・
２
度
か
ら

０
・
４
度
低
下
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
や
都
市
化
に
よ
っ

て
気
候
が
変
化
し
、
真
夏
日
や
熱
帯
夜
が

増
加
し
、
カ
エ
デ
、
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
紅

葉
が
昔
に
比
べ
て
半
月
か
ら
１
か
月
遅
れ

て
い
ま
す
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
よ
う
な
短
時

間
の
強
雨
、
九
州
北
部
豪
雨
の
よ
う
な
何

時
間
も
続
く
大
雨
が
増
え
て
い
る
と
い
う

報
告
も
あ
り
、
洪
水
や
土
砂
災
害
の
危
険

性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

―
―

「
竜
ヶ
水
」
一
帯
は
、
錦
江
湾
の
北

側
に
当
た
り
、
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
沈
下
に

よ
っ
て
出
来
た
と
言
わ
れ
、
高
さ
２
０
０

ｍ
か
ら
３
０
０
ｍ
近
い
崖
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
の
下
に
Ｊ
Ｒ
と
国
道
10
号
が
走
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
越
え
海
に

流
れ
出
た
土
石
流
が
13
カ
所
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
崖
崩
れ
の
可
能
性
は
予
測
で
き

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

松
嶋
氏　

竜
ヶ
水
で
は
、
昭
和
33
年
に
建

設
省
が
直
接
管
理
し
て
以
降
、
大
き
な
災

害
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
当
時
は
事
前
規
制
区
間
に
も
な
っ
て
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技
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象
予
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士
へ

　

災
害
と
気
象
の
関
連
追
う



－ 62 －

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
い
う
の
も
、
あ
の

沿
線
の
崖
は
、
シ
ラ
ス
台
地
と
は
異
な
っ

て
、
比
較
的
、
雨
に
強
い
岩
層
で
し
た
。

一
方
、
土
石
流
は
泥
水
の
よ
う
な
、
通
常

の
土
石
流
と
違
っ
て
、
軟
ら
か
い
泥
土
が

大
半
で
し
た
。
長
い
年
月
の
間
に
、
植
物

が
根
を
張
り
、
雨
水
が
浸
透
し
、
風
化
が

進
ん
で
い
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
が

長
雨
に
よ
っ
て
緩
み
、
大
雨
に
よ
っ
て
一

気
に
流
れ
落
ち
た
と
み
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。停
車
中
の
列
車
を
つ
ぶ
し
た
の
は（
岩

石
で
は
な
く
）
上
に
造
ら
れ
た
砂
防
ダ
ム

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
で
し
た
。

―
―

一
方
、
国
道
３
号
の
鹿
児
島
市
小
山

田
名
越
で
は
、
甲
突
川
の
激
流
が
シ
ラ
ス

土
壌
を
大
量
に
流
失
さ
せ
、
国
道
ま
で
決

壊
さ
せ
ま
し
た
。
シ
ラ
ス
土
壌
で
し
た
か

ら
、
何
ら
か
の
防
災
対
応
は
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

松
嶋
氏　

甲
突
川
と
国
道
３
号
は
50
ｍ
も

離
れ
て
い
ま
し
た
。
シ
ラ
ス
土
壌
と
は
い

え
、
ま
さ
か
、
川
の
流
れ
が
そ
こ
ま
で
大

量
に
洗
掘
、
流
失
さ
せ
る
と
は
思
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
被
災
地
点
か
ら
約
１
５
０
ｍ

位
下
流
に
落
差
10
ｍ
程
度
の
滝
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
滝
自
身
が
上
流
に
移
動
し
た

の
で
す
。
新
し
い
滝
壺
が
出
来
、
田
畑
や

道
路
が
大
き
く
え
ぐ
ら
れ
た
の
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
す
ご
い
激
流
だ
っ
た
わ
け
で
、
河

床
の
シ
ラ
ス
が
約
20
ｍ
削
ら
れ
、
太
古
の

堅
い
岩
石
が
現
れ
ま
し
た
。
そ
の
岩
石
の

上
に
、
長
い
年
月
の
中
で
火
山
が
噴
出
し

た
火
山
灰
が
降
り
、
火
砕
流
な
ど
が
積
も

り
、
シ
ラ
ス
河
床
の
甲
突
川
の
状
況
が
造

ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
堆
積
シ
ラ
ス

が
全
て
流
さ
れ
た
の
で
す
。
私
は
岩
永

三
五
郎
作
の
甲
突
川
に
架
か
る
石
橋
・
玉

江
橋
が
好
き
で
、
よ
く
子
供
を
連
れ
て
散

歩
し
ま
し
た
。そ
の
石
橋
に
流
木
と
共
に
、

ト
ラ
ッ
ク
や
直
径
３
ｍ
は
あ
ろ
う
か
と
思

わ
れ
る
大
き
な
タ
ン
ク
が
ひ
っ
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
が
堰
と
な
っ
て
、
市
街

地
に
水
が
あ
ふ
れ
出
し
、
大
き
な
浸
水
被

害
を
出
し
ま
し
た
。

―
―

都
市
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
被
害
は
甚

大
に
な
り
、
都
市
機
能
を
失
わ
せ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
都
市
化
は
も
っ
と
進
む
で
し
ょ

う
し
、
都
市
防
災
が
重
要
に
な
り
ま
す
が

「
備
え
」
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
、

と
思
わ
れ
ま
す
。

松
嶋
氏　

災
害
は
完
全
に
は
防
げ
ま
せ

ん
。
99
％
防
げ
た
と
し
て
も
、
あ
と
１
％

は
残
る
。
防
げ
な
か
っ
た
場
合
の
防
衛
手

段
を
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
平
成
24
年

の
九
州
北
部
豪
雨
の
よ
う
な
短
時
間
に
猛

烈
な
雨
が
降
れ
ば
、
防
ぎ
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
。か
つ
て
福
岡
市
で
地
下
街
に
浸
水
、

一
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う

に
、
例
え
ば
地
下
室
に
設
置
さ
れ
て
い
る

電
気
施
設
な
ど
も
上
階
に
移
す
と
か
、
予

備
機
を
用
意
す
る
な
ど
の
対
策
が
求
め
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。

　

都
市
河
川
の
氾
濫
だ
け
で
な
く
、
高
潮

に
も
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大

都
市
は
臨
海
の
扇
状
地
に
形
成
さ
れ
て
き

た
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
例
え
ば
、
福
岡

市
・
博
多
湾
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
文

政
11
年
（
１
８
２
８
）
９
月
17
日
、「
シ
ー

ボ
ル
ト
台
風
」
が
長
崎
、
佐
賀
、
福
岡
を

通
過
し
ま
し
た
。
あ
の
風
倒
木
を
大
量
に

出
し
た
平
成
３
年
（
１
９
９
１
）
台
風
19

号
と
同
じ
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
規
模
は
は

る
か
に
大
き
い
。
記
録
に
よ
る
と
、
博
多

湾
で
高
潮
が
起
こ
り
、
現
在
の
博
多
駅
、

香
椎
宮
、
平
尾
付
近
ま
で
浸
水
し
て
い
ま

す
。
九
州
北
部
で
約
２
万
人
、
佐
賀
藩
で

は
有
明
海
の
高
潮
で
１
万
人
近
い
人
が
犠

牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
過
去
の
災
害
記
録

を
見
る
と
、
現
在
わ
れ
わ
れ
が
経
験
し
て

い
る
以
上
の
災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

―
―

お
話
を
伺
っ
て
、
防
災
技
術
、
工
法

だ
け
で
な
く
「
気
象
へ
の
理
解
」
が
充
分

で
な
け
れ
ば
、
対
処
で
き
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

松
嶋
氏　

鹿
児
島
水
害
で
、
防
災
に
は
気

象
の
知
識
が
必
要
な
こ
と
を
思
い
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。
気
象
情
報
を
正
し
く
理
解
で

き
る
一
般
的
知
識
、
例
え
ば
時
間
50
㎜
や

日
２
０
０
㎜
の
雨
が
ど
の
程
度
危
険
な
の

か
分
か
る
よ
う
な
知
識
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。
当
時
の
建
設
省
に
は
雨
量
レ
ー

ダ
ー
は
備
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

他
の
気
象
情
報
は
、
気
象
台
か
ら
の
警

報
、
注
意
報
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
け
取
る
ぐ
ら

い
で
、
そ
れ
以
上
の
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

当
時
、
所
長
と
し
て
数
時
間
先
ま
で
の

降
雨
予
想
を
し
て
い
た
も
の
の
、
内
部
資

料
の
段
階
で
し
た
。鹿
児
島
県
内
の
河
川
、

砂
防
の
情
報
は
国
道
事
務
所
に
は
届
い
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
の
よ
う
に
携
帯

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
な
か
っ
た
の

で
、
現
地
の
状
況
や
最
新
の
気
象
情
報
を

把
握
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
れ
ほ
ど
の
集
中
豪
雨
は
現
在
で
も
予

想
で
き
る
か
ど
う
か
。
難
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
我
々
土
木
技
術
者
、
防
災
関
係
者

は
も
っ
と
気
象
情
報
に
敏
感
で
、
か
つ
情

報
の
意
味
を
正
確
に
理
解
で
き
る
能
力
を

付
け
な
け
れ
ば
、
防
災
体
制
の
強
化
は
出

来
ま
せ
ん
。地
震
や
津
波
の
よ
う
な
突
然
、

襲
い
く
る
よ
う
な
災
害
と
違
っ
て
、
気
象

災
害
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る

情
報
収
集
も
早
く
な
り
、
防
災
の
た
め
の

活
用
の
余
地
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
出
て
い
て

も
、
そ
の
意
味
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
集
中
豪
雨
や
台
風
は
襲
っ

て
き
ま
す
し
、
自
然
災
害
が
無
く
な
る
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
局
地
的
、
ゲ
リ
ラ

的
豪
雨
も
あ
り
ま
す
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ

か
ら
は
気
象
情
報
の
収
集
、
解
析
能
力
を

土
木
技
術
者
、
防
災
担
当
者
は
も
っ
と
、

も
っ
と
身
に
付
け
な
け
れ
ば
責
任
を
果
た

せ
な
い
、
と
思
い
ま
す
。
そ
の
厳
し
さ
を

重
く
認
識
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

も
っ
と
気
象
情
報
の
解
析
能
力
を



－ 63 －

参
考
火
山
と
共
生
の
ジ
オ
パ
ー
ク 

  

本
文
で
、
島
原
の
火
山
や
火
山
性
の
地

震
を
取
り
上
げ
、
そ
の
こ
と
が
引
き
起
こ

す
災
害
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
こ
れ
だ
け

を
見
れ
ば
、
そ
う
し
た
危
険
な
地
域
に
わ

ざ
わ
ざ
暮
ら
す
こ
と
は
な
い
と
思
え
る
。 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
々
は
、
火
山

地
帯
に
す
が
り
つ
く
よ
う
に
暮
ら
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、火
山
が
災
害
だ
け
で
な
く
、

そ
の
反
面
で
様
々
な
恵
み
を
も
た
ら
す
こ

と
に
よ
る
。
肥
沃
な
大
地
が
豊
か
な
農
産

物
の
生
育
を
も
た
ら
し
、
火
山
が
美
し
い

風
景
を
も
た
ら
す
。
豊
富
な
湧
水
や
地
下

水
を
噴
出
し
、
温
泉
が
湧
き
出
し
人
々
を

癒
し
、
貴
重
な
金
属
鉱
床
の
採
掘
や
地
熱

利
用
を
可
能
に
す
る
。 

 

要
す
る
に
、
火
山
の
災
害
か
ら
身
を
守

り
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
火
山
の
恵
み
を

受
け
、
火
山
と
共
存
す
る
こ
と
が
人
々
の

願
い
だ
。
そ
こ
で
、
火
山
地
域
の
自
然
を

知
り
、
過
去
の
災
害
に
学
び
、
か
つ
そ
れ

ら
を
後
世
に
伝
え
な
が
ら
、
火
山
と
共
生

す
る
地
域
づ
く
り
が
大
切
と
な
る
。 

 

火
山
を
含
む
地
域
一
帯
を
、
貴
重
な
地

質
資
源
を
持
つ
自
然
公
園
と
の
イ
メ
ー
ジ

で
捉
え
、
そ
れ
を
活
用
し
、
あ
る
い
は
保

全
し
、
地
域
の
活
性
化
に
役
立
て
、
持
続

的
発
展
を
し
た
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
考
え
が
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
で
あ
り
、

さ
し
ず
め
大
地
の
公
園
づ
く
り
と
で
も
い

え
よ
う
。 

 

わ
が
国
は
、
火
山
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
国
各
地
に
ジ
オ
パ
ー
ク
に
ふ
さ
わ
し
い

地
域
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
、
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
い

ず
れ
か
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。 

２
０
０
４
年
に
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が

ユ
ネ
ス
コ
支
援

の
も
と
に
発
足

し
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
や
中
国
が

熱
心
で
、
そ
れ

ら
の
国
の
多
く

の
地
域
が
認
定

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
国

に
偏
り
が
あ
る

が
、
日
本
は
現

在
６
地
域
が
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク

と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
る
。
そ

の
中
の
１
つ
が

島
原
半
島
ジ
オ

パ
ー
ク
で
あ
り
、

現
時
点
で
九
州

唯
一
で
あ
る
。 

 

一
方
、
２
０

０
８
年
に
、
国

内
の
認
定
機
関

と
し
て
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
委
員

会
が
発
足
。
同

年
８
月
に
国
内

３
地
域
の
ジ
オ

パ
ー
ク
が
は
じ

め
て
認
定
さ
れ

た
。
以
後
、
順

次
追
加
さ
れ
、

２
０
１
３
年
現
在
で
は
３
２
地
域
の
認
定

が
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
認
定
さ
れ
た
も

の
で
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

結
成
さ
れ
、
世
界
ジ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

加
盟
申
請
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る

が
、
最
初
の
３
地
域
は
、
加
盟
と
同
時
に

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加

盟
を
申
請
し
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
と
な
っ

た
。 
 

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
は
つ
ぎ
の
３
点
、

保
全
、
教
育
お
よ
び
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

要
約
さ
れ
る
。 

①
地
域
の
人
た
ち
が
大
地
の
遺
産
を
保
全
。 

②
大
地
の
遺
産
を
教
育
に
役
立
て
る
。 

③
大
地
の
遺
産
を
楽
し
む
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
推
進
し
地
域
経
済
の
持
続
的
活
性
化
。 

 

表
に
九
州
の
ジ
オ
パ
ー
ク
７
地
域
を
示

す
。
そ
れ
ぞ
れ
を
簡
潔
に
紹
介
す
れ
ば
つ

ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。 

○
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
雲
仙
普
賢

岳
の
噴
火
が
終
息
し
た
の
ち
に
認
定
を
受

け
た
。
普
賢
岳
、
平
成
新
山
、
眉
山
。
そ

し
て
、
九
十
九
島
（
つ
く
も
じ
ま
。
島
原

市
沖
）
、龍
石
海
岸
な
ど
の
見
ど
こ
ろ
が
あ

る
。
一
方
で
、
土
石
流
被
害
保
存
公
園
が

あ
り
、
旧
大
野
木
場
小
学
校
被
災
校
舎
が

保
存
さ
れ
、
島
原
、
雲
仙
、
小
浜
の
各
温

泉
な
ど
を
含
め
、
各
々
で
ジ
オ
サ
イ
ト
を

な
す
。 

○
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
巨
大
な
カ
ル
デ

ラ
と
今
な
お
噴
火
す
る
中
岳
が
あ
り
、
あ

る
い
は
大
観
峰
か
ら
の
景
観
、
草
千
里
、

米
塚
、
ら
く
だ
山
、
湧
水
池
が
あ
る
。
加

え
て
温
泉
や
参
勤
交
代
の
道
な
ど
と
多
様

な
ジ
オ
サ
イ
ト
か
ら
な
る
。 

○
現
在
、
天
草
市
に
合
併
さ
れ
て
い
る
が
、

か
つ
て
御
所
浦
町
が
あ
っ
た
。
八
代
海
西

部
に
あ
る
１
８
の
島
々
だ
が
、
約
１
億
年

前
の
中
生
代
白
亜
紀
か
ら
約
４
７
０
０
万

年
前
の
新
生
代
古
第
三
紀
に
堆
積
し
た
地

層
が
分
布
し
、
多
彩
な
化
石
が
見
つ
か
っ

て
い
る
。
恐
竜
の
島
、
化
石
の
島
、
白
亜

紀
の
巨
大
な
壁
な
ど
か
ら
な
る
の
が
天
草

御
所
浦
ジ
パ
ー
ク
で
あ
る
。 

○
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
宮
崎
県
と
鹿
児

島
県
の
県
境
に
そ
び
え
る
霧
島
連
山
の
火

山
群
や
そ
れ
ぞ
れ
の
火
口
湖
、
そ
れ
ら
の

周
辺
地
域
に
点
在
す
る
滝
や
渓
流
、
高
原

か
ら
な
る
。
ま
た
、
古
事
記
・
日
本
書
紀

の
天
孫
降
臨
の
舞
台
で
あ
る
高
千
穂
峰
を

取
り
囲
む
神
社
な
ど
の
ジ
オ
サ
イ
ト
も
あ

る
。 

○
お
お
い
た
姫
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
小
さ

な
島
だ
が
、
３
０
、
２
０
万
年
前
に
７
つ

の
火
山
が
噴
火
し
た
も
の
で
、
瀬
戸
内
海

唯
一
つ
の
第
四
紀
火
山
で
あ
る
、
多
彩
な

地
質
を
な
し
、
黒
曜
石
産
地
は
国
の
天
然

記
念
物
で
あ
る
。 

○
同
じ
大
分
県
の
お
お
い
た
豊
後
大
野
ジ

オ
パ
ー
ク
は
、
約
９
万
年
前
の
阿
蘇
山
大

噴
火
の
火
砕
流
が
大
地
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
断
崖
を
刻
み
な
が
ら
大
地
に
恵

み
を
与
え
て
き
た
。
ま
た
、
人
々
の
祈
り

や
知
恵
を
育
み
、
様
々
な
物
語
を
も
た
ら

し
て
い
る
。 

○
桜
島
や
錦
江
湾
奥
の
若
尊
（
わ
か
み
こ
）

カ
ル
デ
ラ
を
中
心
す
る
地
域
で
は
３
０
０

万
年
前
か
ら
噴
火
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

そ
う
し
た
桜
島
と
錦
江
湾
一
帯
の
火
山
活

動
と
自
然
と
を
繋
ぎ
、
陸
と
海
の
火
山
地

域
か
ら
な
る
も
の
が
桜
島
・
錦
江
湾
ジ
オ

パ
ー
ク
で
あ
る
。 

九州のジオパーク一覧 

名　前 種類 認定 範　囲 テーマ ジオサイト数

島原半島ジオパーク 日本 2008 島原、雲仙、南島原の各市と長崎県 活火山と人との共生

世界 2009 　　　〃 　　〃 24

阿蘇ジオパーク 日本 2009 阿蘇地域8市町村 阿蘇火山の大地と人間 33

天草御所浦ジオパーク 日本 2009 天草市 恐竜の島まるごと博物館 35

霧島ジオパーク 日本 2010 都城,小林,えびの,高原と霧島,曽於,湧水

おおいた姫島ジオパーク 日本 2013 大分県国東郡姫島村 火山が生み出した)神秘の島 11

おおいた豊後大野ジオパーク 日本 2013 豊後大野市 豊後大野の大地の物語 20

桜島・錦江湾ジオパーク 日本 2013 鹿児島市 火山と自然のつながり 20

自然の多様性とそれを育む火山活動    85

（
樗
木
武
）
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肥
後
・
熊
本
の
石
工
、
岩
永
三
五
郎
が

薩
摩
藩
に
招
か
れ
て
、
甲
突
川
に
架
け
た

五
石
橋
が
、
平
成
５
年
８
月
６
日
の
鹿
児

島
豪
雨
と
洪
水
で
、
五
橋
の
う
ち
最
も
古

い
上
流
の
新
上
橋
と
五
連
の
ア
ー
チ
を

持
つ
下
流
の
武
之
橋
の
二
橋
が
破
壊
さ

れ
、
流
さ
れ
た
。
江
戸
末
期
の
建
設
以

来
、
１
５
０
年
、「
流
れ
な
い
橋
」
と
し

て
、
鹿
児
島
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
特
に

西
田
橋
は
県
指
定
有
形
文
化
財
に
も
指
定

さ
れ
た
名
橋
で
あ
っ
た
。
氾
濫
防
止
の
た

め
、
川
底
を
掘
り
下
げ
る
な
ど
河
川
改
修

事
業
が
浮
上
、
そ
れ
に
よ
っ
て
石
橋
群
を

移
転
保
存
す
る
方
針
を
固
め
た
河
川
管
理

者
（
鹿
児
島
県
）
に
対
し
て
、「
文
化
財

を
守
れ
」
と
現
地
保
存
を
求
め
る
市
民
運

動
が
激
し
く
展
開
さ
れ
、
市
を
二
分
す
る

論
争
に
な
っ
た
。結
論
は
五
橋
と
も
撤
去
、

西
田
橋
な
ど
３
橋
が
石
橋
記
念
公
園
に
移

設
保
存
さ
れ
、
眼
鏡
橋
を
現
地
保
存
し
た

長
崎
市
と
対
照
的
な
対
応
と
な
っ
た
。
鹿

児
島
の
歴
史
を
物
語
る
石
橋
の
「
撤
去
か

現
地
保
存
か
」。
そ
の
意
見
対
立
は
厳
し

く
、
長
く
続
い
た
。

 

流
失
し
た
新
上
橋
と
武
之
橋 

　

８
月
６
日
午
後
９
時
ご
ろ
、「
ド
ー
ン
」

と
激
し
く
ぶ
つ
か
る
音
が
し
、
頑
丈
さ
を

誇
っ
た
石
橋
・
新
上
橋
（
全
長
46
・
８
ｍ
、

４
連
ア
ー
チ
）
が
崩
れ
、

破
壊
さ
れ
た
。
石
橋
の
組

み
石
が
、
濁
流
に
呑
ま
れ

て
い
っ
た
。
最
上
流
の
石

橋
・
玉
江
橋
（
同
50
・
７

ｍ
、
４
連
）
は
無
事
だ
っ

た
が
、
続
く
石
橋
・
新
上

橋
の
上
流
の
二
つ
の
歩

道
橋
が
流
れ
下
り
、
そ
の

残
骸
が
新
上
橋
に
激
突
、

新
上
橋
を
壊
し
た
の
で

あ
る
。
新
上
橋
は
、
敷
石
を
止
め
る
胴
木

が
上
流
側
で
は
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
上
流
側
か
ら
敷
石
が
流
さ

れ
、橋
脚
が
洗
掘
さ
れ
、中
央
の
２
連
ア
ー

チ
か
ら
流
失
し
て
い
っ
た
。
新
上
橋
は
石

橋
の
う
ち
で
も
、
最
初
に
架
け
ら
れ
た
石

橋
で
あ
っ
た
。

　

意
外
に
も
、
最
初
に
崩
れ
た
石
橋
は
最

下
流
の
、
日
本
で
最
も
長
い
石
橋
・
武
之

橋
（
71
ｍ
）
だ
っ
た
。
新
上
橋
流
失
の
約

１
時
間
前
、
同
日
午
後
８
時
11
分
。
５
連

の
ア
ー
チ
の
う
ち
４
連
が
押
し
流
さ
れ
、

左
岸
の
一
連
と
、
右
岸
に
わ
ず
か
に
崩
れ

た
石
組
み
を
残
す
の
み
の
無
残
な
姿
と

な
っ
た
。
武
之
橋
で
も
被
災
部
に
も
胴
木

が
な
く
敷
石
が
流
失
、
橋
脚
の
下
部
が
洗

掘
さ
れ
て
、中
央
部
か
ら
落
橋
し
た
。残
っ

た
の
は
左
岸
の
１
径
間
だ
け
、
建
設
か
ら

１
４
５
年
、
武
之
橋
は
激
流
に
消
え
、
そ

の
生
涯
を
終
え
た
。

 

危
な
か
っ
た
西
田
橋 

　

玉
江
橋
、西
田
橋（
同
49
・
５
ｍ
、４
連
）、

高
麗
橋
（
同
54
・
９
ｍ
、
４
連
）
の
３
石

橋
は
激
流
に
よ
く
耐
え
て「
流
れ
な
い
橋
」

を
証
明
し
て
み
せ
た
。
玉
江
橋
は
五
石
橋

の
最
上
流
に
あ
り
、
流
木
な
ど
の
流
下
物

が
大
量
に
引
っ
掛
か
っ
た
。
昭
和
41
年
の

水
害
復
旧
工
事
で
、
河
床
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
ら
れ
る
な
ど
補
強
工
事
が
施
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
効
果
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
ア
ー
チ
に
流
木
な
ど
が

引
っ
掛
か
り
、
流
路
を
防
い
で
、
橋
の
上

約
１
ｍ
も
水
位
が
上
昇
、
水
を
川
か
ら
溢

れ
さ
せ
、
市
街
地
の
浸
水
被
害
を
増
幅
し

た
と
の
指
摘
も
さ
れ
た
。

西
田
橋
は
危
な
か
っ
た
。
上
流
中
央
部
の

敷
石
が
幅
約
20
ｍ
、
長
さ
３
ｍ
に
わ
た
っ

て
流
失
し
て
お
り
、
洗
掘
に
よ
っ
て
橋
脚

が
崩
壊
す
る
寸
前
だ
っ
た
。
ア
ー
チ
部
に

は
「
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
の
流
木
、
ゴ
ミ
が

引
っ
掛
か
っ
て
い
た
」。

　

甲
突
川
の
上
流
は
シ
ラ
ス
地
帯
が
多

く
、
斜
面
崩
壊
で
大
量
の
倒
木
が
発
生
、

そ
れ
ら
が
甲
突
川
に
流
れ
出
た
。
鹿
児
島

大
学
の
調
査
に
よ
る
と
、
甲
突
川
に
流
れ

込
ん
だ
流
木
は
１
０
２
７
本
（
倒
木
総
数

10
万
５
０
０
０
本
）
に
の
ぼ
っ
た
。
流
木

は
径
間
の
狭
い
石
橋
の
ア
ー
チ
部
分
に
か

か
り
、
流
れ
を
せ
き
止
め
、
市
街
地
に
あ

ふ
れ
さ
せ
た
と
し
、
撤
去
、
移
転
保
存
さ

れ
る
理
由
の
一
つ
に
な
っ
た
。

 

城
下
町
を
守
る 

　

江
戸
期
に
は
、
薩
摩
藩
の
本
丸
・
鶴
丸

城
が
あ
る
中
心
城
下
街
を
守
る
た
め
、
甲

突
川
の
右
側
堤
防
を
、
左
岸
に
比
べ
15
㎝

か
ら
30
㎝
低
く
し
て
、
洪
水
時
に
は
右
岸

側
に
水
を
溢
れ
さ
れ
る
「
防
災
」
方
法
が

と
ら
れ
て
い
た
。
石
橋
群
が「
天
然
ダ
ム
」

プロジェクト九州

第2節
①石橋は
流された

'92五石橋を撤去

鹿
児
島
の
シ
ン
ボ
ル
・
五
石
橋
を
撤
去

今
も
残
る
疑
問
の
声―

安
全
と
保
存

反
対
運
動
を
抑
え
、
公
園
へ
移
転
保
存

玉江橋

新上橋

西田橋

高麗橋

武之橋

甲突川橋群
　  は石橋
 ○ は架け替え

護国橋

草牟田橋○

原良橋○

昭和橋○

甲突橋○

新高橋○

天保山橋○
天保山大橋

平田橋

高見橋
南洲橋

松方橋

■尾橋

甲突川に架かる橋梁群



－ 65 －

の
よ
う
に
甲
突
川
の
流
れ
を
せ
き
止
め
水

位
が
上
が
っ
て
も
、
田
畑
が
多
い
右
岸
に

あ
ふ
れ
出
て
、
遊
水
地
的
な
役
割
を
果
た

し
、
左
岸
の
城
下
町
に
は
浸
水
し
な
い
工

夫
が
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
敵
が
城
下
に

攻
め
込
ん
で
き
た
と
き
、
堤
防
を
切
っ
て

水
浸
し
に
す
る
防
御
の
役
割
も
あ
っ
た
、

と
い
う
。

　

も
と
も
と
甲
突
川
は
現
在
の
国
道
３

号
、
伊
敷
町
付
近
か
ら
、
鶴
丸
城
近
く
の

西
本
願
寺
別
院
付
近
を
通
り
、
島
津
家
・

磯
別
邸
の
あ
る
付
近
・
花
倉
あ
た
り
を
河

口
と
し
て
錦
江
湾
に
流
れ
込
ん
で
い
た
。

ち
ょ
う
ど
城
山
の
麓
を
回
り
込
む
川
の
流

れ
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
天
保
９
年
（
１
８
３
８
）、

城
下
を
襲
っ
た
甲
突
川
の
氾
濫
で
、
武
家

屋
敷
に
浸
水
し
た
こ
と
、
城
下
町
を
拡

大
、
発
展
さ
せ
る
狙
い
も
あ
っ
て
、
川
の

流
路
を
大
き
く
西
へ
移
動
、
現
在
の
よ
う

に
、
天
保
山
付
近
か
ら
錦
江
湾
に
流
れ
込

む
よ
う
に
改
修
（
天
保
の
河
川
改
修
）
し

た
。
岩
永
三
五
郎
が
薩
摩
藩
か
ら
招
聘
さ

れ
、
５
石
橋
が
建
設
さ
れ
た
の
も
こ
う
し

た
都
市
改
造
に
伴
う
も
の
で
、
城
下
を

洪
水
か
ら
守
る
治
水
強
化
で
も
あ
っ
た
。

三
五
郎
は
「
流
れ
な
い
橋
」、
堅
固
な
石

橋
の
架
橋
の
ほ
か
、
治
水
事
業
、
干
拓
、

開
削
、
水
門
づ
く
り
な
ど
幅
広
い
土
木
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
の
ゼ
ネ
コ
ン

の
、
指
導
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
五
石
橋

は
弘
化
２
年
か
ら
嘉
永
２
年
（
１
８
４
５

―

１
８
４
９
）
の
５
カ
年
間
で
完
成
し
て

い
る
。

 

都
市
化
の
進
展 

　

鹿
児
島
市
の
人
口
増
、
都
市
化
の
進
展

で
、
右
岸
側
の
高
麗
、
荒
田
、
鴨
池
町
な

ど
も
市
街
地
化
し
て
行
き
、
か
つ
て
は
洪

水
調
整
の
た
め
堤
防
を
低
く
し
た
右
岸
側

も
越
流
、
堤
防
決
壊
が
許
さ
れ
な
い
状
況

と
な
っ
た
。
洪
水
時
に
も
、
右
岸
側
に
あ

ふ
れ
さ
せ
洪
水
調
整
さ
せ
る
こ
と
は
出
来

ず
、
甲
突
川
が
全
て
の
流
量
を
受
け
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
っ

た
。

　

高
度
経
済
成
長
と
共
に
鹿
児
島
市
の
一

極
集
中
化
が
激
し
く
進
み
、
車
社
会
の
進

展
も
あ
っ
て
、
橋
幅
が
４
ｍ―

５
・
５
ｍ

（
西
田
橋
は
６
・
２
ｍ
）
の
石
橋
で
は
通
行

が
難
し
く
な
っ
た
。
特
に
同
市
は
錦
江
湾

の
大
規
模
な
埋
め
立
て
事
業
に
伴
っ
て
谷

山
方
面
の
南
へ
拡
大
。
右
岸
地
域
の
都
市

化
が
進
み
、
シ
ラ
ス
台
地
の
紫
原
な
ど
が

大
型
の
住
宅
団
地
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の

た
め
、
市
中
心
部
へ
繋
が
る
「
交
通
の
あ

い
路
」
と
な
っ
た
武
之
橋
の
撤
去
、
架
け

替
え
案
が
浮
上
し
始
め
た
。
し
か
し
、
鹿

児
島
市
の
貴
重
な
歴
史
・
文
化
財
と
し
て

現
地
保
存
を
求
め
る
意
見
も
強
く
、
車
道

を
別
に
作
り
、
武
之
橋
を
「
人
道
橋
」
と

し
て
残
す
こ
と
で
決
着
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
（
１
９
６
１
年
）。

　

１
９
６
９
年
、
５
石
橋
が
国
重
要
文
化

財
候
補
に
挙
げ
ら
れ
た
が
、
鹿
児
島
県
と

市
は
「
同
意
書
を
不
提
出
」。
そ
の
理
由

と
し
て
①
交
通
安
全
性
②
河
川
の
流
下
能

力
の
不
足
を
挙
げ
た
。
こ
の
時
す
で
に
、

甲
突
川
の
治
水―

河
川
改
修
を
行
う
う
え

で
、
石
橋
の
「
撤
去―

架
け
替
え
や
む
な

し
」
の
意
向
を
固
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
鹿
児
島
に
赴
任
し
て
、
初
め
て
こ
の

橋
を
見
た
と
き
、
そ
の
保
存
の
悪
さ
に
は

正
直
驚
い
た
。
歩
道
橋
が
す
ぐ
そ
ば
に
架

設
さ
れ
、
せ
っ
か
く
の
石
橋
の
景
観
が
阻

害
さ
れ
て
い
る
。
電
線
が
添
架
さ
れ
て
い

る
。
破
損
し
た
場
所
に
は
無
造
作
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
詰
め
て
あ
る
。
こ
の
橋
の
美

し
さ
を
理
解
で
き
る
人
で
あ
れ
ば
当
然
、

不
思
議
に
思
う
よ
う
な
こ
と
が
、
平
然
と

行
わ
れ
て
い
た
」
と
鹿
児
島
市
に
着
任
し

た
あ
る
土
木
技
術
者
は
述
べ
て
い
る
。
も

は
や
、
余
命
い
く
ば
く
も
な
く
、「
介
護
」

も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
老
橋
の
姿
を
さ
ら

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
83
鹿
児
島
水
害
」
の
翌
年
、
昭
和
59

年
（
１
９
８
４
）、
鹿
児
島
県
は
①
石
橋

を
現
地
保
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
治
水

上
問
題
が
多
い
こ
と
は
分
水
路
水
理
模
型

実
験
で
も
明
ら
か
②
放
水
路
、
ダ
ム
の
建

設
に
は
厖
大
な
事
業
費
が
必
要―

と
し
て

撤
去
、
移
転
保
存
案
を
示
し
た
。
県
議
会

も
こ
れ
を
了
承
、
鹿
児
島
市
も
こ
れ
を
認

め
た
。

 

分
水
路
、
放
流
路
案
も 

　

こ
れ
に
対
し
て
「
甲
突
川
と
五
石
橋
を

守
る
会
」
な
ど
、
市
民
団
体
は
猛
反
発
、

反
対
運
動
が
激
し
く
展
開
さ
れ
た
。「
市

民
の
八
〇
％
が
現
地
保
存
」
と
い
う
調

濁流に流された５連の武之橋

西田橋の入口に作られた華麗な門
（石橋記念公園）

撤
去
、
架
け
替
え
や
む
な
し
と
判
断
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査
（
鹿
児
島
青
年
会
議
所
）
も
発
表
さ
れ

た
。
長
崎
水
害
で
は
、
中
島
川
に
架
か
る

眼
鏡
橋
が
貴
重
な
歴
史
文
化
財
、
長
崎
市

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
現
地
保
存
さ
れ
た
こ

と
、「
諫
早
水
害
で
撤
去
・
移
転
保
存
さ

れ
た
諫
早
眼
鏡
橋
は
市
民
の
支
持
を
得
て

い
な
い
」
な
ど
、
移
転
保
存
に
対
す
る
強

い
反
対
論
と
橋
上
座
り
込
み
な
ど
激
し
い

抗
議
行
動
が
展
開
さ
れ
た
。
平
成
５
年

「
８
・
６
水
害
」
で
甲
突
川
の
洪
水
流
出
量

は
７
０
０
ｔ
（
毎
秒
）、
こ
の
う
ち
河
道

を
掘
削
し
て
４
０
０
ｔ
（
同
）
を
、
放
水

路
で
分
流
さ
せ
て
３
０
０
ｔ
を
流
せ
ば
、

石
橋
は
現
地
保
存
で
き
る
と
い
う
主
張
も

あ
っ
た
。

　

河
川
管
理
者
の
鹿
児
島
県
も「
分
水
路
」

案
を
検
討
。
分
水
路
を
作
り
現
地
保
存
し

た
長
崎
の
眼
鏡
橋
の
事
例
も
調
査
し
て
い

る
。
特
に
、
薩
摩
藩
主
が
参
勤
交
代
の
時

使
い
、
高
欄
な
ど
華
や
か
な
意
匠
が
施
さ

れ
、
か
つ
て
は
豪
華
な
門
構
え
持
っ
て
い

た
西
田
橋
は
何
と
か
残
せ
な
い
か
、
と
考

え
、そ
の
可
能
性
を
探
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

分
水
路
は
２
案
あ
っ
た
。
西
田
橋
の
左

岸
に
約
３
１
０
ｍ
の
分
水
路
を
建
設
す
る

案
は
、
水
理
模
型
実
験
で
流
木
の
60
％
が

西
田
橋
に
か
か
り
、
洪
水
防
止
に
必
ず
し

も
貢
献
し
な
い
し
、
西
田
橋
も
流
失
す
る

恐
れ
あ
り
と
判
断
さ
れ
た
。
長
崎
の
眼
鏡

橋
保
存
の
た
め
建
設
さ
れ
た
暗
渠
分
水
路

に
近
い
案
だ
が
、
甲
突
川
は
長
崎
・
中
島

川
の
６
倍
の
流
域
面
積
を
持
ち
、
10
の
支

流
か
ら
流
入
す
る
甲
突
川
の
流
量
は
大
き

く
、
市
街
地
も
２
倍
近
く
大
き
い
こ
と
。

ま
た
、
江
戸
時
代
の
流
路
で
あ
る
ル
ー
ト

（
伊
敷―

花
倉
）
に
バ
イ
パ
ス
放
流
路
を

建
設
し
、
錦
江
湾
へ
の
放
流
す
る
案
も
民

間
会
社
な
ど
か
ら
提
起
さ
れ
た
が
、
長
大

な
放
水
路
と
な
り
膨
大
な
事
業
費
と
長
期

の
工
期
が
必
要
で
「
現
実
的
で
な
い
」
と

さ
れ
た
。

 

石
橋
移
転
へ
。
激
し
い
反
対
運
動 

　

放
水
路
や
ダ
ム
、
遊
水
池
建
設
な
ど
多

様
な
治
水
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
「
総
合

治
水
案
」
も
ダ
ム
の
規
模
が
小
さ
す
ぎ
た

り
、
広
大
な
遊
水
池
も
用
地
買
収
な
ど
難

問
が
あ
り
、
結
局
、
退
け
ら
れ
、
石
橋
撤

去
に
向
け
て
動
き
始
め
た
。

　

洪
水
防
止
の
た
め
の
河
川
改
修
に
は
川

幅
を
広
げ
、流
量
を
増
や
す
の
が
第
一
だ
。

し
か
し
、
五
石
橋
の
両
岸
は
市
街
地
化
が

進
み
、
川
幅
を
広
げ
に
く
い
。
甲
突
川
の

流
下
能
力
は
３
０
０
ｔ
（
毎
秒
）
し
か
な

い
。残
る
４
０
０
ｔ
流
す
た
め
の
選
択
は
、

２
ｍ
も
の
河
床
掘
削
し
か
な
い
。
こ
れ
で

は
石
橋
の
現
地
保
存
は
不
可
能
に
な
る
。

議
会
、
行
政
の
結
論
は
「
石
橋
は
移
設
保

存
し
て
、
河
床
掘
り
下
げ
な
ど
の
河
川
改

修
を
行
う
」
だ
っ
た
。

　

石
橋
の
解
体
は
玉
江
橋
か
ら
始
ま
り
、

次
に
高
麗
橋
に
移
っ
た
（
平
成
７
年
１
月

22
日
）。
こ
れ
に
対
し
て
反
対
派
は
橋
の

上
に
座
り
込
み
、
解
体
に
抗
議
、
工
事
中

断
を
求
め
た
。
鹿
児
島
市
は
、
解
体
阻
止

の
た
め
座
り
込
ん
だ
市
民
に
橋
か
ら
の
自

主
退
去
を
求
め
、「
退
去
し
な
け
れ
ば
強

制
排
除
す
る
」
と
警
告
。
施
工
業
者
と
反

対
派
市
民
が
も
み
合
う
場
面
も
。

　

鹿
児
島
市
は
警
察
官
出
動
に
よ
る
強
制

排
除
を
要
請
、
佐
竹
芳
郎
市
助
役
は
記
者

会
見
で「（
石
橋
撤
去
は
）苦
渋
の
選
択
だ
」

と
述
べ
、
撤
去
の
方
針
が
変
わ
ら
な
い
こ

と
を
強
調
し
た
（
２
月
２
日
）。
翌
３
日
、

13
日
間
座
り
込
ん
で
い
た
反
対
派
市
民
を

警
察
官
が
排
除
。
赤
崎
義
則
市
長
と
の
直

接
対
話
も
不
調
に
終
わ
り
、
高
麗
橋
現
地

保
存
の
市
民
投
票
を
行
う
条
例
制
定
も
市

議
会
で
否
決
さ
れ
た
。

 
石
橋
記
念
公
園
へ 

　

甲
突
川
か
ら
石
橋
は
撤
去
さ
れ
、
県

は
河
床
を
掘
削
し
て
流
量
を
高
め
る
河

川
改
修
を
「
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急

事
業
」（
激
甚
対
策
事
業
）
で
行
う
方
針

を
建
設
省
に
提
出
、
こ
う
し
て
「
石
橋

の
移
転
保
存
」
が
決
ま
っ
た
。
事
業
費

２
２
３
億
５
０
０
０
万
円
、
そ
の
他
助
成

事
業
費
を
加
え
る
と
約
３
０
０
億
円
の
治

水
事
業
で
あ
っ
た
。

　

県
道
に
架
か
る
西
田
橋
の
ほ
か
、
市
道

の
橋
梁
な
ど
、
架
け
替
え
は
20
橋
に
も

な
っ
た
。
撤
去
さ
れ
る
石
橋
に
代
わ
る
新

し
い
橋
は
「
新
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な

デ
ザ
イ
ン
」
が
求
め
ら
れ
、
県
民
か
ら
の

ア
イ
デ
ア
募
集
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
特
に

西
田
橋
は
、
薩
摩
藩
主
が
参
勤
交
代
な
ど

で
使
っ
た
「
正
面
玄
関
」
的
存
在
だ
っ
た

だ
け
に
、
デ
ザ
イ
ン
、
橋
の
型
式
に
つ
ぃ

て
専
門
委
員
会
が
設
置
さ
れ
検
討
さ
れ

た
。
最
終
的
に
は
、
石
橋
の
ア
ー
チ
を
引

き
継
ぐ
形
式
と
し
て
橋
脚
の
な
い
緩
や
か

な
ア
ー
チ
と
石
造
り
風
の
外
観
を
持
つ
コ

ン
ク
リ
ー
ト
桁
橋
（
工
法
は
バ
イ
プ
レ
ス

ト
レ
ス
ト
方
式
）
と
な
っ
た
。
玉
江
橋
、

高
麗
橋
共
に
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
な
石
橋
イ

メ
ー
ジ
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

洗掘を防ぐ敷き石
（石橋記念公園）

移転保存されている西田橋
（石橋記念公園）
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く
す
ぶ
る
疑
問
の
声 

　

し
か
し
、
今
も
移
転
保
存
に
は
疑
問
の

声
が
く
す
ぶ
る
。
当
時
、
鹿
児
島
国
道
工

事
事
務
所
長
だ
っ
た
松
嶋
憲
昭
氏
（
現
・

富
士
ピ
ー
・
エ
ス
顧
問
）
は
石
橋
の
撤
去
、

移
転
保
存
を
「
水
の
流
れ
に
耐
え
て
残
っ

た
こ
の
橋
も
、
時
の
流
れ
に
は
逆
ら
え
な

い
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
し
な
が
ら
、「
遺

跡
は
そ
の
位
置
に
存
在
す
る
こ
と
が
必
要

条
件
で
あ
り
、た
と
え
壊
れ
た
と
し
て
も
、

汚
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
位
置
で
歴
史
の

証
人
と
し
て
、
後
世
の
人
た
ち
に
薩
摩
藩

盛
ん
な
り
し
時
代
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る

の
だ
ろ
う
」と
随
想
に
書
き
残
し
て
い
る
。

五
石
橋
は
全
て
撤
去
さ
れ
、
一
部
川
幅
も

広
げ
ら
れ
た
。
中
心
市
街
地
で
は
２
ｍ
の

河
床
掘
削
よ
っ
て
、
堤
防
が
髙
く
な
り
す

ぎ
る
た
め
、
２
段
階
の
複
断
面
の
河
道
に

し
て
、
景
観
や
親
水
性
を
高
め
た
。
河
床

掘
削
に
よ
っ
て
、
95
万
㎥
と
い
う
膨
大
な

土
砂
が
出
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
埋
め
立

て
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
。

　

◇　
　
　

◇

石
橋
記
念
公
園

　

93
鹿
児
島
大
水
害
、
甲
突
川
の
洪
水
で

も
、「
生
き
残
っ
た
石
橋
」
西
田
橋
、
玉

江
橋
、
高
麗
橋
の
３
橋
は
、
鹿
児
島
港
近

く
（
鹿
児
島
市
浜
町
）
の
石
橋
記
念
公
園

に
移
転
、
保
存
さ
れ
て
い
る
。
公
園
に
入

る
と
、
す
ぐ
、
西
田
橋
を
見
る
こ
と
が
出

来
る
。
薩
摩
藩
主
が
参
勤
交
代
に
出
発
す

る
と
き
、
こ
の
橋
を
渡
っ
て
江
戸
に
上
っ

た
シ
ン
ボ
ル
的
な
橋
だ
っ
た
。
藩
主
・
島

津
斉
彬
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」

も
こ
の
橋
か
ら
出
発
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

ロ
ケ
も
こ
こ
で
行
わ
れ
た
。

　

堂
々
と
し
た
門
構
え
で
、
薩
摩
藩
に

と
っ
て
「
凱
旋
門
」
的
な
存
在
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
石
橋
解
体
は
組
み
上
げ
ら
れ
た

石
材
に
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
、
精
密
な
再
現
で

高
欄
、
安
定
感
の
あ
る
橋
脚
と
水
切
り
、

河
床
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
敷
石
が
美
し
い

水
模
様
を
描
い
て
い
る
。
子
供
た
ち
が
歓

声
を
上
げ
な
が
ら
、
走
り
、
水
遊
び
を
し

て
い
た
。

　

平
成
12
年
に
開
園
、
か
つ
て
砲
台
が

あ
っ
た
「
祇
園
之
洲
」
で
、
目
の
前
に
桜

島
が
噴
煙
を
吐
い
て
い
る
。公
園
内
に
は
、

５
石
橋
の
架
橋
を
指
揮
し
た
岩
永
三
五
郎

の
石
像
が
あ
り
、
記
念
館
が
併
設
さ
れ
て

い
る
。
館
内
は
石
橋
架
橋
技
術
、
そ
の
歴

史
、
石
橋
文
化
の
解
説
、
資
料
展
示
、
ノ

ミ
を
ふ
る
う
石
工
像
な
ど
、
充
実
し
て
い

る
。【
記
念
館
の
電
話
番
号
は
０
９
９―

２
４
８―

６
６
６
１
】

石橋を造る石工たちの像
（石橋記念公園で）

　

鹿
児
島
県
・
鶴
丸
城
に
隣
接
し
て

「
薩
摩
義
士
の
碑
」
が
あ
る
。
家
老
・

平
田
靱
負
を
総
奉
行
に
薩
摩
武
士
約

１
０
０
０
人
が
命
懸
け
で
行
っ
た
、
濃

尾
平
野
を
流
れ
る
木
曽
川
、
長

良
川
、
揖
斐
川
（
伊
尾
川
）
の

三
大
河
川
の
治
水
の
た
め
の
河

川
改
修
事
業
（
宝
暦
治
水
）
を

顕
彰
す
る
石
碑
で
、
平
田
を
頂

点
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
鎮
魂
の

碑
が
組
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
三
川
は
、
現
在
の
名
古

屋
市
の
西
、
愛
知
県
と
三
重
県

の
県
境
付
近
で
合
流
、
伊
勢
湾

に
流
れ
込
む
。
東
の
木
曽
川
か

ら
西
へ
、
長
良
川
、
揖
斐
川
と

低
く
な
り
、
ひ
と
た
び
豪
雨
と

な
れ
ば
木
曽
、
長
良
川
の
洪
水

流
が
あ
ふ
れ
出
、
こ
れ
を
受
け

る
形
の
揖
斐
川
は
逆
流
し
て
、

流
域
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て

い
た
。
こ
の
た
め
集
落
は
輪
中

堤
で
守
り
、
家
々
に
は
小
舟
が

用
意
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
、
洪
水

常
襲
地
帯
と
な
っ
て
い
た
。

　

徳
川
幕
府
は
、
外
様
大
名
の
筆
頭
・

薩
摩
藩
の
勢
力
を
削
ぐ
狙
い
も
あ
っ

て
、
薩
摩
藩
に
改
修
を
命
じ
た
。
平
田

ら
は
油
島
千
間
堤
を
始
め
、
導
流
堤
、

越
流
堤
の
建
設
等
に
取
り
組
ん
だ
。
理

不
尽
な
幕
命
に
抗
議
、
あ
る
い
は
悲
憤

の
切
腹
を
す
る
者
50
人
、
疫
病
な
ど
に

よ
る
病
死
者
２
０
２
人
、
実
に
４
人

に
一
人
が
無
念
、
非
業
の
死
に

至
る
未
曾
有
の
難
事
業
で
あ
っ

た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
流
域
約

３
２
０
村
が
洪
水
か
ら
守
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
大
治
水
事
業

だ
っ
た
。
し
か
し
、
露
骨
な
外

様
つ
ぶ
し
に
抗
議
す
る
と
共

に
、
多
く
の
藩
士
を
失
い
、
２

年
間
分
の
藩
予
算
と
な
る
巨
額

の
負
債
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た

責
任
を
取
る
形
で
、
平
田
は
、

全
て
の
事
業
を
完
成
さ
せ
て
、

切
腹
し
た
。

　

辞
世
は

　

住
な
れ
し
里
も
今
さ
ら
名
残

り
に
て
立
ち
ぞ
わ
ず
ろ
う
美
濃

の
大
牧

　

作
家
・
杉
本
苑
子
は
小
説
「
弧

愁
の
岸
」
で
こ
の
宝
暦
治
水
を
描
き
、

直
木
賞
を
受
賞
（
昭
和
37
年
）
し
て
い

る
。

宝暦治水描いた「弧愁の岸」
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―
―

佐
竹
さ
ん
は
、
93
鹿
児
島
豪
雨
（
平

成
５
年
８
月
６
日
）
の
時
、
鹿
児
島
市
助

役
と
し
て
復
旧
事
業
、
河
川
・
橋
や
道
路

改
修
な
ど
市
の
再
建
に
尽
力
さ
れ
、
特
に

五
石
橋
撤
去
保
存
問
題
に
は
ご
苦
労
さ
れ

ま
し
た
。
豪
雨
の
様
子
か
ら
。

佐
竹
氏　

ち
ょ
う
ど
、
城
山
で
会
議
を
し

て
お
り
、
山
を
降
り
て
見
る
と
、
す
ぐ
そ

こ
の
市
庁
舎
に
行
け
な
い
ほ
ど
、
道
路
が

冠
水
し
て
、
国
道
３
号
、
10
号
に
は
車
が

浮
い
て
い
た
。
消
防
署
の
協
力
で
、
迂
回

し
て
緊
急
対
策
会
議
に
駆
け
つ
け
ま
し

た
。
市
内
だ
け
で
が
け
崩
れ
が
７
０
０
カ

所
に
上
り
、
甲
突
川
は
氾
濫
、
歴
史
遺
産

の
石
橋
二
つ
が
流
さ
れ
、
市
街
も
大
き
な

損
害
を
受
け
ま
し
た
。
あ
ん
な
災
害
は
、

過
去
に
も
、
ま
た
現
在
ま
で
経
験
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―

石
工
・
岩
永
三
五
郎
が
建
設
し
た
名

橋
・
五
石
橋
の
う
ち
新
上
橋
と
武
之
橋
が

流
失
し
ま
し
た
。「
流
れ
な
い
橋
」
と
し

て
江
戸
期
以
来
、
堅
固
さ
を
誇
っ
た
橋
で

す
が
、
何
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

佐
竹
氏　

五
石
橋
で
上
流
か
ら
２
番
目
に

あ
っ
た
新
上
橋
は
、
そ
の
上
の
歩
道
橋
で

あ
る
昭
和
橋
、
原
良
橋
が
流
れ
、
残
骸
が

新
上
橋
に
大
音
響
と
共
に
ぶ
つ
か
っ
た
の

と
、
橋
の
敷
石
が

流
さ
れ
、
河
床
が

洗
掘
さ
れ
た
た
め

で
し
ょ
う
。
ま
た

武
之
橋
は
ち
ょ
う

ど
川
が
Ｓ
字
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
お
り
、
河

道
と
市
街
地
か
ら
の
浸
水
の
水
が
合
わ
せ

て
５
０
０
ｔ
（
毎
秒
）
の
流
量
に
な
っ
た

こ
と
、
ま
た
敷
石
が
流
さ
れ
橋
脚
が
不
安

定
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

―
―

武
之
橋
は
71
ｍ
も
あ
る
日
本
一
の
長

さ
を
誇
る
５
連
の
ア
ー
チ
橋
で
し
た
。
強

い
橋
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

佐
竹
氏　

岩
永
三
五
郎
は
石
橋
の
基
礎
部

分
や
そ
の
周
辺
に
敷
石
を
し
て
、
河
道
を

守
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
甲

突
川
は
河
床
が
削
ら
れ
ず
、
堤
防
な
ど
も

安
定
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し「
想
定
外
」

の
毎
秒
７
０
０
ｔ
も
の
流
量
が
押
し
寄
せ

て
来
、
特
に
ア
ー
チ
の
狭
く
な
っ
て
い
る

中
央
部
の
流
速
が
速
く
な
り
、
敷
石
を
流

し
て
し
ま
い
河
床
低
下
を
引
き
起
こ
し
ま

し
た
。
河
道
も
シ
ラ
ス
で
す
か
ら
、
沈
下

を
防
ぐ
た
め
松
杭
を
は
し
ご
状
に
組
ん

で
、
梯
子
胴
木
と
し
、
そ
の
上
に
敷
石
を

敷
き
詰
め
て
い
た
の
で
す
が
、
実
は
武
之

橋
に
は
そ
の
胴
木
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
も

流
失
の
原
因
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
同

じ
よ
う
に
、
西
田
橋
な
ど
も
危
う
く
流
失

す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

―
―

鹿
児
島
の
石
橋
群
は
撤
去
し
、
移
転

保
存
さ
れ
ま
し
た
。
長
崎
の
眼
鏡
橋
の
現

地
保
存
と
対
応
が
分
か
れ
ま
し
た
。
現
地

保
存
は
市
民
団
体
な
ど
が
強
く
求
め
て
い

ま
し
た
。
現
地
保
存
は
出
来
な
か
っ
た
の

で
す
か
。

佐
竹
氏　

五
石
橋
の
架
け
ら
れ
た
場
所

は
、
市
街
地
が
建
て
込
み
、
河
道
を
広
げ

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
河
床
を
掘
り
下

げ
て
流
量
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
、
洪
水
は

防
げ
ま
せ
ん
。
石
橋
群
を
残
す
た
め
に
は

河
床
を
現
状
維
持
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
残
し
た
ま
ま
で
は
毎
秒
４
０
０
ｔ

程
度
し
か
流
れ
な
い
。
７
０
０
ｔ
流
す
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
、
洪
水
が
ま
た
起
こ
る
。

河
床
は
２
ｍ
（
河
口
付
近
で
は
80
㎝
）
掘

り
下
げ
ま
す
か
ら
、
石
橋
は
残
念
な
が
ら

残
せ
な
い
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
の
で
す
。

―
―

長
崎
で
は
、
分
水
路
を
建
設
し
て
、

現
地
保
存
し
て
い
ま
す
。
そ
の
選
択
肢
は

THE CIVIL ENGINEER

第2節
②インタビュー

佐竹芳郎氏

五石橋の撤去

石橋記念公園に移転、保存された西田橋

佐竹 芳郎  氏

（さたけよしろう） プロフィール

昭和23年７月15日生まれ、福
岡県出身。
昭和47年３月九州大学工学部・
土木工学科卒業、建設省入省。九
州地方建設局企画課長、宮崎県道
路建設課長、鹿児島市助役、九州
地建道路部長、長崎県土木部長な
どを歴任、退官。九州建設弘済会
技師長を経て、現在、九州地域づ
くり協会副理事長。

　

石
橋
撤
去―

苦
渋
の
選
択
だ
っ
た
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な
か
っ
た
の
で
す
か
。

佐
竹
氏　

も
ち
ろ
ん
分
水
路
や
放
水
路
を

建
設
し
て
現
地
保
存
す
る
案
が
検
討
さ
れ

ま
し
た
。
鹿
児
島
県
が
３
年
か
け
て
、
分

水
路
の
40
分
の
１
の
模
型
で
水
理
実
験
を

や
っ
て
い
ま
す
。
西
田
橋
を
現
地
保
存
す
る

た
め
の
分
水
路
構
想
で
し
た
が
、
水
の
入
り

口（
呑
み
口
）に
は
土
砂
が
堆
積
し
、出
口（
吐

口
）
は
河
床
が
洗
掘
さ
れ
堤
防
が
壊
れ
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。ま
た
、

洪
水
時
に
は
流
木
が
橋
に
引
っ
掛
か
り
ま

す
か
ら
守
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　

ま
た
放
水
路
案
（
一
部
ト
ン
ネ
ル
）
は

甲
突
川
上
流
の
河
頭
か
ら
錦
江
湾
沿
い

花
倉
ま
で
約
７
㎞
も
あ
り
、
試
算
で
は

５
７
０
億
円
と
い
う
膨
大
な
事
業
費
と
、

建
設
に
は
40―

50
年
か
か
り
現
実
的
で
は

な
い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

―
―

甲
突
川
改
修
だ
け
で
な
く
、
ダ
ム
や

遊
水
池
な
ど
の
総
合
的
な
治
水
対
策
は
出

来
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
長
崎
は
ダ
ム

を
治
水
目
的
に
変
更
、
改
築
し
て
い
ま
す
。

佐
竹
氏　

勿
論
、
川
だ
け
に
負
担
を
か
け

ず
に
済
む
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
甲

突
川
の
流
域
は
、
シ
ラ
ス
地
帯
で
あ
り
ダ

ム
の
適
地
が
な
い
な
ど
、
長
崎
の
中
島
川

と
は
条
件
も
規
模
も
全
く
違
い
ま
す
。
水

源
は
八
重
山
標
高
６
７
６
ｍ
で
、
シ
ラ
ス

台
地
の
間
を
流
れ
下
っ
て
い
る
。
地
形
条

件
か
ら
ダ
ム
を
造
っ
て
も
毎
秒
30
ｔ
程
度

の
カ
ッ
ト
し
か
で
き
な
い
。
中
島
川
は
流

域
面
積
18
㎢
程
度
で
す
が
、
甲
突
川
は

１
０
６
㎢
、（
基
本
高
水
）
流
量
が
毎
秒

１
０
０
０
ｔ
で
２
倍
近
い
。
以
前
か
ら
大

学
の
研
究
者
や
専
門
家
を
集
め
た
都
市
河

川
改
修
対
策
協
議
会
で
、
最
後
ま
で
論
議

が
続
き
ま
し
た
が
、
県
知
事
お
よ
び
市
長

決
断
で
「
移
転
保
存
」
と
な
っ
た
の
で

す
。
マ
ス
コ
ミ
な
ど
は
強
く
現
地
保
存
を

求
め
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
新
聞
の
関
係

区
長
の
意
見
調
査
で
は
「
２
度
と
洪
水
は

ご
め
ん
だ
。
経
済
的
に
破
た
ん
す
る
」
と

移
転
保
存
も
や
む
な
し
の
意
見
が
多
か
っ

た
。
議
会
も
同
じ
で
す
。
ま
た
洪
水
が
起

こ
れ
ば
残
る
３
橋
も
完
全
に
壊
れ
、
守
れ

な
い
。
守
る
た
め
に
は
移
転
保
存
し
か
道

は
な
か
っ
た
し
、
正
し
い
選
択
だ
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
―

そ
れ
で
も
反
対
運
動
は
激
し
か
っ
た
。

佐
竹
氏　

市
と
し
て
は
、
何
と
か
わ
か
っ

て
も
ら
い
た
い
と
市
民
対
話
を
重
ね
ま
し

視察に訪れた五十嵐大臣に現地説明する佐竹氏

　

カ
ル
デ
ラ
壁
か
ら
広
が
る
シ
ラ
ス
台

地
は
、
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
堆
積
し

た
火
山
灰
が
層
に
な
っ
て
存
在
す
る
。

幾
重
に
も
重
な
っ
た
火
山
灰
層

は
、
火
山
活
動
の
履
歴
書
の
よ

う
に
、
火
山
活
動
の
年
代
、
規

模
な
ど
の
貴
重
な
記
録
だ
。

　

そ
の
時
代
、
時
代
に
地
表
で

生
活
を
営
ん
で
き
た
人
類
の
歩

み
の
歴
史
も
地
層
ご
と
に
「
遺

構
」
と
し
て
残
さ
れ
る
。
上
部

の
地
層
か
ら
順
番
に
掘
り
下
げ

る
と
、
下
部
に
な
る
ほ
ど
古
い

地
層
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

層
か
ら
発
掘
さ
れ
る
遺
構
、
出

土
品
の
年
代
が
特
定
で
き
る

「
時
計
」
の
役
割
を
果
た
す
。

　

鹿
児
島
県
霧
島
市
（
国
分
）

の
シ
ラ
ス
台
地
で
昭
和
61
年
か

ら
の
発
掘
調
査
が
続
け
ら
れ
て

い
る
上
野
原
遺
跡
で
は
、
約

９
５
０
０
年
前
桜
島
の
噴
火
で

堆
積
し
た
第
７
地
層
か
ら
、
縄
文
時
代

の
土
器
、
そ
の
上
の
６
層
（
８
５
０
０

年
前
）
か
ら
竪
穴
住
居
跡
な
ど
遺
構
が

発
掘
さ
れ
、
縄
文
時
代
の
日
本
人
の
暮

ら
し
の
変
遷
や
樹
木
な
ど
自
然
の
状
況

が
分
か
る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
な
っ

た
。
火
山
活
動
に
よ
っ
て
堆
積
し
た
火

山
噴
出
土
壌
は
地
球
の
歴
史
の

み
な
ら
ず
考
古
学
研
究
の
上
で

も
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
い

る
。

　

錦
江
湾
、
桜
島
を
眺
め
な
が

ら
散
策
す
る
と
、円
錐
形
の
「
登

山
テ
ン
ト
」
の
よ
う
な
建
物
が

並
ぶ
。
復
元
さ
れ
た
竪
穴
式
住

居
だ
。
縄
文
時
代
に
す
で
に
集

落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
す
。
ま
た
平
成
３
年
か
ら
の

発
掘
調
査
で
は
壺
型
土
器
や
耳

飾
り
が
出
土
し
大
き
な
話
題
と

な
っ
た
。
珍
し
い
の
は
「
連
結

土
坑
」
で
大
小
の
穴
を
ト
ン
ネ

ル
で
結
び
、
大
き
な
穴
で
火
を

焚
き
、
ト
ン
ネ
ル
を
通
し
て
煙

を
小
さ
な
穴
に
通
し
、
肉
の
燻

製
を
作
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
て

い
る
。

　

北
の
三
内
丸
山
遺
跡
（
青
森
県
）
と

南
の
上
野
原
遺
跡
、
共
に
縄
文
時
代
の

文
化
の
高
さ
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

地層の時計（上野原遺跡）

た
。
私
の
助
役
室
が
３
日
間
占
拠
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
気
の
毒
だ
っ
た
の

は
、
市
の
消
防
局
長
が
自
殺
さ
れ
た
の
で

す
。「（
水
害
）罹
災
証
明
書
が
お
か
し
い
」

な
ど
と
一
部
議
員
か
ら
追
及
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
市
職
員
は
懸
命
に
、
誠
実
に
復
旧

に
向
か
っ
て
不
眠
不
休
の
努
力
を
重
ね
て

い
た
だ
け
に
、
本
当
に
残
念
で
し
た
。
し

か
し
最
終
的
に
は
３
０
０
億
円
に
も
上
る

激
特
事
業
や
助
成
が
認
め
ら
れ
、
合
計
20

橋
の
架
け
替
え
、
河
川
改
修
も
行
い
、
洪

水
後
の
堆
積
土
砂
除
去
な
ど
も
特
別
な
計

ら
い
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
の
細
川
首
相

が
現
地
視
察
に
来
ら
れ
「
国
は
出
来
る
だ

け
の
応
援
を
す
る
」
と
約
束
し
て
く
れ
た

の
で
し
た
。
作
業
服
に
身
を
固
め
る
の
で

は
な
く
、
通
常
の
背
広
姿
だ
っ
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。
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台
風
と
は

水
温
が
高
い
と
こ
ろ
で
は
、
海
水
が
蒸

発
し
熱
帯
性
低
気
圧
が
発
達
す
る
。
そ
の

中
で
、
国
際
的
に
は
１
分
間
平
均
の
最
大

風
速
が
６
４
ノ
ッ
ト
（
約
３
３
㎧
）
以
上

の
大
規
模
な
渦
巻
き
状
の
雲
を
も
つ
低
気

圧
を
タ
イ
フ
ー
ン
（Typhoon

）
、
ハ
リ
ケ

ー
ン
（H

urricane

）
お
よ
び
サ
イ
ク
ロ

ン(Cyclone)

と
呼
ぶ
。
タ
イ
フ
ー
ン
は
日

付
変
更
線
よ
り
西
の
北
西
太
平
洋
で
発
生

す
る
も
の
で
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
は
北
東
太
平

洋
や
大
西
洋
で
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
イ
ン
ド
洋
や
南
太
平
洋
で
発
生
す

る
も
の
が
サ
イ
ク
ロ
ン
で
あ
る
。

当
然
な
が
ら
、
北
西
太
平
洋
に
位
置
す

る
わ
が
国
に
は
タ
イ
フ
ー
ン
が
襲
来
し
、

そ
の
日
本
語
訳
に
「
台
風
」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
場
合
、
国
際
的
取
り
決
め

と
異
な
り
、
１
０
分
間
平
均
の
最
大
風
速

が
３
３
ノ
ッ
ト
を
超
え
る
熱
帯
性
低
気
圧

を
台
風
と
し
て
い
る
。
１
分
間
平
均
の
最

大
風
速
は
、
１
０
分
間
平
均
の
場
合
に
比

べ
て
１
．
２
～
１
．
３
倍
ほ
ど
大
き
い
。

そ
れ
に
し
て
も
１
０
分
間
平
均
３
３
ノ
ッ

ト
超
は
、
国
際
基
準
に
比
べ
て
幅
広
く
台

風
を
と
ら
え
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
台
風
以
外
に
、
大
風
、
暴
風
、

颱
風
な
ど
の
表
現
が
あ
る
。
ま
た
、
源
氏

物
語
第
２
８
帖
に
お
け
る
「
野
分
、
例
の

年
よ
り
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
、
空
の
色
変

わ
り
て
吹
き
出
づ
」
の
野
分
（
の
わ
き
、

の
わ
け
）
は
台
風
の
こ
と
で
あ
る
。
風
で

草
が
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
由
来
す
る
呼
称

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
戦
後
間
も
な
く
は
ア
メ
リ

カ
の
占
領
下
に
あ
っ
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ

人
の
女
性
名
が
各
台
風
の
名
称
に
用
い
ら

れ
た
。
し
か
し
、
１
９
５
０
年
代
半
ば
か

ら
は
、
各
年
で
発
生
順
に
番
号
が
付
さ
れ

用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
被
害
に
関
し

特
に
特
徴
を
も
つ
台
風
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
を
表
す
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
つ
け
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
（
洞
爺
丸
台
風
、
り
ん
ご
台

風
な
ど
）
。
あ
る
い
は
、
上
陸
地
点
の
名
前

を
付
す
こ
と
も
あ
る
（
枕
崎
台
風
、
第
３

宮
古
島
台
風
）
。

表
１
は
、
強
さ
お
よ
び
大
き
さ
に
よ
る

台
風
の
分
類
で
あ
る
。
ま
た
、
台
風
は
、

南
の
海
域
で
発
達
し
て
北
上
し
、
様
々
な

ル
ー
ト
を
た
ど
り
日
本
を
襲
来
す
る
。
こ

の
と
き
国
土
と
の
関
係
か
ら
接
近
と
上
陸

の
使
い
分
け
が
あ
る
。「
接
近
」
は
、
わ
が

国
の
主
要
４
島
（
九
州
、
四
国
、
本
州
、

北
海
道
）
の
海
岸
線
に
３
０
０
㎞
以
内
に

近
づ
い
た
場
合
で
あ
る
。「
上
陸
」
は
海
岸

線
に
達
し
た
と
き
で
あ
る
。
ま
た
、
島
や

半
島
を
横
切
り
、
短
時
間
で
海
上
に
抜
け

る
こ
と
を
「
通
過
」
と
い
う
。

台
風
の
接
近
と
上
陸
の
状
況

台
風
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
近
海
か
ら
日
付

変
更
線
よ
り
で
、
概
ね
北
緯
５
度
～
３
５

度
の
広
い
海
域
で
発
生
す
る
。
１
９
８
１

年
か
ら
２
０
１
０
年
の
年
平
均
は
、
発
生

数
で
２
５
．
６
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
わ

が
国
へ
の
接
近
数
は
１
１
．
４
、
上
陸
数

は
２
．
７
で
あ
る
。
ま
た
、
九
州
へ
の
接

近
数
は
、
北
部(
山
口
県
を
含
む)

３
．
２
、

南
部
（
種
子
島
、
屋
久
島
を
含
む
）
３
．

３
、
奄
美
地
方
３
．
８
で
あ
る
。

表
２
に
、
最
近
１
０
年
間
の
九
州
へ
の

接
近
状
況
を
示
す
。
北
部
、
南
部
と
も
に

各
年
１
～
９
個
の
接
近
が
あ
る
。
そ
の
中

で
、
２
０
０
７
年
ま
で
は
１
な
い
し
２
個

の
台
風
が
上
陸
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
５
年
間
は
上
陸
が
な
い
。

過
去
の
上
陸
し
た
台
風
の
経
路
を
み

る
と
、
鹿
児
島
か
ら
福
岡
、
大
分
方
面
に

縦
断
す
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
鹿
児
島

か
ら
宮
崎
、
熊
本
か
ら
大
分
、
長
崎
か
ら

福
岡
と
横
断
す
る
こ
と
も
あ
り
、
決
ま
っ

た
コ
ー
ス
を
た
ど
る
と
は
限
ら
な
い
。
当

然
な
が
ら
、
ど
う
い
っ
た
ル
ー
ト
を
た
ど

る
か
で
被
害
を
う
け
る
地
域
は
異
な
る
が
、

九
州
で
は
そ
の
多
様
さ
か
ら
ど
の
よ
う
な

地
域
も
台
風
は
避
け
ら
れ
な
い
。

な
お
、
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
接

近
は
す
る
が
、
上
陸
し
な
い
台
風
も
多
い
。

こ
れ
ら
は
、
宮
崎
沖
を
た
ど
り
四
国
や
本

州
に
そ
れ
る
タ
イ
プ
と
、
八
代
海
や
長
崎

沖
を
経
由
し
、
朝
鮮
半
島
や
日
本
海
、
黄

海
方
面
に
抜
け
る
タ
イ
プ
に
大
別
さ
れ
る
。

犠
牲
者
を
出
し
た
主
な
台
風

台
風
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
も
た
ら

す
。
暴
風
・
強
風
が
道
路
や
鉄
道
の
被
害
、

家
屋
の
崩
壊
、
看
板
や
電
柱
、
樹
木
の
倒

壊
を
も
た
ら
す
。
ま
た
、
大
雨
が
河
川
の

洪
水
や
山
津
波
（
土
石
流
）
、
が
け
崩
れ
、

橋
の
決
壊
、
田
畑
の
水
没
な
ど
の
被
害
を

も
た
ら
す
。
さ
ら
に
、
海
で
は
高
波
、
う

ね
り
か
ら
船
舶
を
転
覆
さ
せ
、
強
風
に
よ

る
吹
き
寄
せ
や
気
圧
低
下
か
ら
高
潮
の
発

生
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
竜
巻
や
雷
、
降

雪
が
あ
り
、
台
風
が
過
ぎ
た
後
の
フ
ェ
ー

接
近
し
、
上
陸
す
る
台
風

表 1 台風の強さ、大きさによる分類

表 2 過去 10年において九州に接近した台風の数

≦33ノット（17.2ｍ/ｓ） ＜500㎞ ―――

33超63ノット（32.6m/s)以下 ――― 500以上800㎞未満 大型（大きい）

63超85ノット（43.7m/s)以下 強い ≧800㎞ 超大型（非常に大きい）

85超105ノット（54.0m/s  )未満 非常に強い

≧105ノット 猛烈な 注）　半径が非対称の場合はその平均値

台

風

熱帯性低気圧

風速15ｍ/ｓ以上の

半径
10分間平均の最大風速 強　さ

台

風

大きさ

地  域 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 平年値

九州北部（山口県を含む） 5 9(2） 1（1） 3（2） 3（1） 2 1 2 4 6 3.2
九州南部（種子島・屋久島を含む） 5 9（2） 1（1） 2（1） 2（1） 2 1 1 6 4 3.3
奄美地方 6 8 1 2 2 2 2 3 5 9 3.8

　　注）　（ ）内は上陸した台風の数. 　平年値＝1981～2010年の平均値.　
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ン
現
象
か
ら
山
火
事
な
ど
の
発
生
も
あ
る
。 

あ
る
意
味
で
は
、
何
で
も
あ
り
で
あ
る
。

人
々
が
つ
く
り
上
げ
て
き
た
ま
ち
や
村
が

根
こ
そ
ぎ
破
壊
さ
れ
、
自
然
が
壊
さ
れ
る

と
い
っ
て
よ
い
。 

し
た
が
っ
て
、
台
風
の
接
近
や
上
陸
が

予
測
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
経
路
や
通
過
日

時
を
的
確
に
予
測
し
、
十
分
な
備
え
と
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
日
に
あ

っ
て
も
、
進
路
予
測
に
関
し
平
均
の
予
報

誤
差
は
、
５
日
先
で
約
５
０
０
㎞
、
３
日

先
で
約
３
０
０
㎞
、
１
日
先
で
約
１
０
０

㎞
で
あ
る
（
気
象
庁
実
績
）
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
こ
う
し
た
誤
差
を
も
踏
ま
え
て
、
ま

た
過
去
の
台
風
被
害
の
経
験
を
参
考
に
、

事
前
の
十
分
な
備
え
が
求
め
ら
れ
る
。
あ

る
い
は
、
予
想
を
超
え
る
場
合
に
は
、
安

全
な
場
所
に
早
め
に
避
難
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
日
頃
そ
う
し
た
対
策
や
訓
練

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

１
９
４
５
年
か
ら
今
日
ま
で
、
少
な
く

と
も
複
数
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
が
で

た
台
風
を
拾
い
出
せ
ば
、
表
３
の
と
お
り

で
あ
る
。
全
部
で
２
９
回
を
数
え
、
い
ず

れ
も
６
～
１
０
月
の
台
風
で
あ
る
。
半
数

が
９
月
に
集
中
し
、
つ
い
で
８
月
７
回
、

１
０
月
４
回
、
７
月
３
回
と
続
く
。 

戦
後
の
台
風
は
、
昭
和
の
３
大
台
風
の

一
つ
で
あ
る
枕
崎
台
風
に
始
ま
る
。
終
戦

間
も
な
く
の
１
９
４
５
年
９
月
、
枕
崎
に

上
陸
し
た
。
そ
し
て
、
大
分
を
経
由
し
広

島
方
面
に
向
か
い
、
日
本
を
縦
断
。
き
わ

め
て
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。 

枕
崎
台
風
を
皮
切
り
に
、
１
９
４
０
年

代
後
半
か
ら
１
９
５
０
年
代
前
半
の
約
１

０
年
は
、
２
、
３
年
に
一
度
の
割
合
で
大

型
の
台
風
が
襲
来
し
、
１
９
４
５
、
４
９
、

５
４
年
に
は
２
個
ず
つ
の
大
型
台
風
に
見

舞
わ
れ
た
。
そ
の
都
度
、
数
十
人
な
い
し

数
百
人
に
及
ぶ
犠
牲
者
が
出
た
。
こ
れ
は
、

台
風
の
強
さ
や
規
模
が
大
き
い
こ
と
に
原

因
が
あ
る
が
、
戦
争
で
荒
廃
し
た
国
土
が

ま
た
被
害
を
拡
大
し
た
と
も
い
え
、
豪
雨

災
害
と
同
じ
構
図
で
あ
る
。 

１
９
５
０
年
代
後
半
か
ら
１
９
６
０

年
代
末
の
１
２
年
間
は
、
九
州
で
は
人
命

に
か
か
わ
る
台
風
の
被
害
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
１
９
６
０
年
代
末
か
ら
、
１
９

７
０
年
代
に
か
け
て
、
再
び
２
、
３
年
に

一
度
の
割
合
で
犠
牲
者
を
伴
う
台
風
に
見

舞
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
強
い
て
言
え
ば
、

１
９
６
８
年
の
第
３
宮
古
島
台
風
、
１
９

７
１
年
の
台
風
１
９
号
が
特
徴
的
で
あ
る
。 

第
３
宮
古
島
台
風
は
、
宮
古
島
を
通
過
。

串
木
野
市
に
上
陸
し
、
急
速
に
衰
え
て
長

崎
県
西
方
沖
で
弱
い
熱
帯
低
気
圧
と
な
っ

た
。
そ
の
際
、
佐
賀
県
か
ら
長
崎
県
へ
と

ル
ー
プ
状
の
経
路
を
た
ど
っ
た
が
、
そ
う

し
た
動
き
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。 

ま
た
、
１
９
７
１
年
の
台
風
１
９
号
は
、

八
代
海
を
進
み
、
島
原
市
に
上
陸
。
有
明

海
を
通
り
、
福
岡
市
、
日
本
海
へ
と
抜
け

た
。
こ
の
と
き
、
え
び
の
市
で
総
降
水
量

が
１
５
１
８
㎜
に
達
す
る
な
ど
九
州
の
南

部
や
西
側
地
域
が
大
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
鹿
屋
、
霧
島
、
薩
摩
川
内
の

各
地
域
で
、
３
０
０
か
所
に
及
ぶ
が
け
崩

れ
が
発
生
し
、
４
７
名
の
犠
牲
が
出
た
。 

１
９
８
０
年
代
は
、
中
頃
か
ら
以
降
、

１
年
お
き
に
台
風
が
襲
来
し
犠
牲
が
出
た
。

特
に
、
１
９
８
５
年
、
１
９
８
９
年
に
は

そ
れ
ぞ
れ
で
３
つ
の
台
風
が
相
次
ぎ
日
本

に
上
陸
し
た
。
う
ち
、
前
者
で
は
１
２
、

１
３
号
が
、
後
者
で
は
１
１
号
が
九
州
に

上
陸
し
、
激
し
い
雨
を
も
た
ら
し
、
被
害

を
受
け
た
。 

１
９
９
０
年
代
は
、
台
風
の
十
年
と
い

っ
て
よ
い
ほ
ど
に
台
風
が
襲
来
し
た
。
そ

の
中
で
、
１
９
９
１
年
の
台
風
１
９
号
は
、

佐
世
保
市
に
上
陸
し
、
ほ
ぼ
福
岡
市
の
真

上
を
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
通
過
し
て
日
本
海

に
抜
け
た
。
上
陸
時
の
中
心
気
圧
は
９
４

０
㍱
で
、
１
９
７
１
年
の
台
風
２
６
号
以

来
の
低
さ
で
あ
っ
た
。 

一
般
に
、
台
風
の
右
側
は
、
台
風
自
身

の
風
速
に
台
風
の
移
動
速
度
が
加
わ
り
、

風
が
強
く
な
る
。
１
９
９
１
年
の
１
９
号

は
ま
さ
に
そ
の
典
型
で
あ
る
。
下
甑
（
し

も
こ
し
き
）
島
で
は
最
大
瞬
間
風
速
８
８

㎧
、
阿
蘇
山
で
は
６
１
㎧
を
観
測
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
本
台
風
は
風
台
風
と
も
い

う
が
、
九
州
北
部
の
山
林
で
広
い
範
囲
に

わ
た
り
倒
木
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
電
柱
が

軒
並
み
倒
壊
し
、
九
州
全
体
の
３
６
％
の

家
が
停
電
す
る
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
。 

上
陸
時
の
中
心
気
圧
で
、
前
述
の
１
９

号
を
下
回
っ
た
の
が
１
９
９
３
年
の
台
風

１
３
号
で
あ
る
。
勢
力
を
保
ち
な
が
ら
薩

摩
半
島
に
上
陸
し
た
。
そ
の
時
の
中
心
気

圧
は
９
３
０
㍱
で
、
戦
後
の
九
州
で
は
枕

崎
台
風
に
次
ぐ
記
録
で
あ
る
。
集
中
豪
雨

で
地
盤
が
弱
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
１
３
号

の
襲
来
が
あ
り
、
鹿
児
島
県
で
は
土
砂
災

害
に
よ
る
３
３
名
の
犠
牲
が
出
た
。 

２
１
世
紀
に
入
り
今
日
ま
で
４
個
の

比
較
的
大
き
な
台
風
が
襲
来
し
た
。
２
０

０
４
年
の
台
風
１
８
号
は
、
１
９
９
１
年

の
台
風
１
９
号
に
類
似
し
、
勢
力
を
保
ち

な
が
ら
長
崎
市
付
近
に
上
陸
し
た
。
佐
賀
、

福
岡
、
山
口
を
通
り
、
家
屋
の
倒
壊
、
倒

木
、
農
作
物
の
倒
状
被
害
を
も
た
ら
し
た
。 

２
０
０
５
年
の
台
風
１
４
号
も
広
い

暴
風
域
の
ま
ま
諫
早
市
付
近
に
上
陸
。
九

州
北
部
を
通
り
日
本
海
に
抜
け
、
東
九
州

で
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
。
死
者
・
行
方

不
明
者
１
９
名
。
ま
た
、
宮
崎
県
の
延
岡

～
高
千
穂
間
５
０
㎞
を
繋
ぐ
高
千
穂
鉄
道

(

第
三
セ
ク
タ
ー
株
式
会
社)

で
は
、
第
１

五
ヶ
瀬
川
橋
梁
、
第
２
五
ヶ
瀬
川
橋
梁
が

流
失
し
た
。
加
え
て
、
道
床
や
路
盤
が
流

出
し
、
土
砂
が
流
入
し
た
。 

当
然
な
が
ら
、
鉄
道
の
復
旧
が
模
索
さ

れ
た
。
し
か
し
、
費
用
が
問
題
と
な
り
、

結
局
は
運
休
、
そ
し
て
廃
止
と
な
っ
た
。

高
齢
化
が
進
む
地
方
に
お
い
て
、
需
要
が

少
な
い
中
で
、
必
死
の
努
力
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
て
き
た
過
疎
地
の
鉄
道
が
、
台
風

な
ど
の
被
害
で
な
く
な
る
こ
と
は
、
交
通

弱
者
対
策
が
頓
挫
す
る
こ
と
で
あ
る
。
地

域
の
あ
り
方
に
関
し
抜
本
的
な
見
直
し
が

求
め
ら
れ
、
極
め
て
深
刻
で
あ
る
。 

九州上陸の台風 14号（2005）（NASA） 

（
樗
木 

武
）
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15

年 名称 期間 中心気圧,風速,雨量 九州上陸 台風の特徴 被災地域 被害状況 死者等(人) 備考

'45 枕崎台風 9/17~18
枕崎916hPa、細島・

最大51.3

9/17枕崎

市付近

昭和の3大台風(伊勢湾、室戸、枕崎）の一

つ。日本縦断
西日本

戦後まもなくで防災体制十分でなく、大きな被害発

生。家屋全・半壊・流失約9万戸
3576 (451 )

広島県2000

人以上

阿久根台風
10/10~1

1

奄美大島955hPa、

枕崎・瞬間51.6

10/10阿久

根市付近

九州を斜走し、枕崎台風とおぼ同じ経路をた

どる。
西日本 枕崎台風に追い打ちをかけ、甚大な被害が発生。 451

兵庫県231

人
'46
'47
'48

'49 デラ台風 6/20~23 960hPa
6/20鹿児

島市
九州を縦断し、四国から急に北へ進路変更。 九州～東北 鹿児島県のシラス台地のがけ崩れが多数発生。

468 (156う

ち鹿児島

宇和海で漁

民211人
ジュディス

台風
8/15~19 佐賀・期間493.1

8/15志布

志湾

八代海へ出て長崎西方海上を進み、九州に

200～400㎜の大雨をもたらす。
九州・四国 佐賀県と鹿児島県に被害が集中。

179（174 ,

佐賀95）
'50

'51 ルース台風
10/13~1

5

串木野935hPa 細

島・最大69.3

10/14いち

き串木野市

九州を縦断.勢力が強く、暴風半径も広かった

ため、全国で暴風が吹いた.

全国（北海

道を除く）

豪雨を伴い、枕崎の被害が大きく家屋全壊500戸。

鹿児島県で風浪、高潮の被害大。
943 (38 )

山口県417

人
'52
'53

'54 台風12号 9/10~14 上渡川・時間66.5
9/13薩摩

半島
九州を縦断し、山口、日本海へ 九州・中国

宮崎県の被害大。椎葉村では地すべりで塞がれた

河川が崩壊し大山津波発生。

146 (宮崎

67 )

洞爺丸台風

(台風15号)
9/21~28 九州970hPa

9/26大隅

半島

九州を斜走し、日本海に抜け北海道に再上

陸。風台風
全国

九州は大きな被害を免れたが、函館で洞爺丸が沈

没し、1155人が犠牲の大惨事。
1761 岩内町大火

'55 台風22号
9/29~10

/1

9/29薩摩

半島

九州を縦断し、日本海に抜け、北海道方面

へ。

九州・中国

など
九州では暴風と高潮による被害。 68 新潟市大火

'56
'57
'58
'59
'60
'61
'62
'63
'64
'65
'66
'67
'68

'68
第3宮古島

台風
9/22~27

串木野955hPa、枕

崎最大37.5m/s

9/24串木

野市

九州を縦断し、佐賀、長崎へとループした珍

しい経路をとる。
九州・四国

鹿児島で塩害、高潮被害。台風後も前線の活動で

西日本に大雨(9/23～27)
11

'69
'70

'71 台風19号 8/1~6 えびの市・総量1518
8/5島原半

島
島原から福岡、博多湾を経て日本海へ。 九州・中国 鹿児島県で約300か所のがけ崩れ。

69 (59うち

鹿児島47）

台風23号
8/28~9/

1

宮崎南部・総量900

～1000

8/29佐多

岬

上陸直前の気圧は915ｈPaで、九州北部で最

低気圧の記録を更新。
関東以西 被害は九州・四国など関東以西38都府県に及ぶ 44(宮崎12 )

'72
'73 台風6号 7/30~31 3度の台風期間を持つ唯一の台風。 九州 暴風雨被害をこうむる。 29 (福岡27 )
'74
'75

'76
台風17号・

前線
9/8~14 長崎市965hPa

9/13長崎

市付近

長崎から福岡、玄界灘へ。全国で記録的大

雨。

九州、瀬戸

内海等全国
家屋の全・半壊・流失が11193戸に及ぶ。

171 (長崎

4、福岡2)
'77
'78
'79
'80
'81
'82

'83 台風10号 9/24~30
9/28長崎

市付近
九州を横断し、四国、中部へ。

九州など中

部以西
前線と複合して大雨となり災害をもたらした。 44

'84

'85
台風

12 ,13 ,14

8/29~9/

2

8/30枕崎

市(13号)

3台風が干渉し複雑な進路。13号=九州縦

断、12号=五島、対馬海峡を通過。

九州～北海

道

九州に12,13号が奇襲し、高潮、大雨による被害を

受ける。
31

'86

'87 台風12号
8/28~9/

1

対馬市・瞬間52,福

岡市・瞬間49
― 対馬海峡を通過し、記録的暴風を観測。 全国 九州を中心に暴風による被害が多かった。 8

'88

'89
台風

11 ,12 ,13
7/4~8/7 油津・最大32.6m/s

7/27大隅

半島(11号)

11,12,13号が相次ぎ日本上陸。11号が九州

南部を通過
九州～関東

局地的に激しい雨が降り、2日間降水量が多いとこ

ろで400㎜を超え災害を被る。
11

'90 台風19号 9/16~20 ―
翌年の19号が風台風でるのに対し雨台風の

イメージである。
全国

和歌山に上陸したが、鹿児島県奄美大島では大雨

による甚大な被害を受けた。

40 (鹿児島

13）

'91 台風19号
9/24~10

/1

940hPaで横綱級、

阿蘇山・瞬間60.9

9/27佐世

保市

8～9月に台風が多い中で、非常に強い勢力

のまま上陸し、被害は全国に及ぶ
全国

九州北部の山林で大規模な風倒木が発生。全九州

の36%(210万戸)で停電。
62（30） りんご台風

'92

'93 台風5,6号
7/26~8/

1
日之影町・総量800

7/27大隅、

7/29長崎

2つの台風が相次いで上陸し、5号は東九

州、6号は長崎をたどる
全国 大分、宮崎県で土砂災害発生 14

台風13号
8/30~9/

4

上陸時930hPa,最大

59

9/3薩摩半

島
九州を斜走し、四国、中国へ。 西日本

強風・大雨による大きな被害を出した. 特に、鹿児

島県で土砂災害があり33名死亡.

48（44うち

鹿児島33）
'94
'95

'96 台風12号
8/11～

15
鹿児島・瞬間58.5

8/14熊本

市

沖縄を瞑想の後、九州を横断して中国地方

へ
全国 5

'97 台風19号 9/4～17 9/16枕崎 大分県から瀬戸内海へ. 全国 九州で長時間にわたり大雨と暴風をもたらした. 10
'98 台風10号・

前線

10/13～

20
925HpA

10/17枕崎

市
全国

野津町・日雨量328㎜など前線の活動が活発にな

り、被害は全国に及ぶ。
13

'99 台風18号・

前線

9/16～

25

950hPa、薩摩川内・

瞬間83.9

9/24熊本

北部
熊本市から中津市へと進み、周防灘へ 全国

九州では強風・高潮。特に宇城市で甚大な高潮被

害があり、12名が犠牲。

36（22うち

熊本16）
'00
'01
'02
'03
'04

台風18号 9/4～10
945hPa、雲仙岳・瞬

間53.2
9/7長崎市 大型で強い台風 全国

暴風による家屋倒壊・損傷、倒木などの被害が相次

いだ。

46 (鹿児島

1）
台風23号 10/7~22 ― 高知県に上陸。宮崎、大分、福岡で被害を被る。 98 (3 )

'05
台風14号 9/2～8

小浜市・時間75、南

郷村・総量1321

9/6諫早市

付近

広い暴風域のまま進み、九州北部を通り、日

本海へ。
九州

宮崎、鹿児島までの被害が大きかった。五ヶ瀬川の

2橋が落下し、高千穂鉄道廃止へ。

30 (宮崎9,

鹿児島4)
'06

台風13号
9/15～

20
佐伯市・時間122

9/17佐世

保市
長崎、佐賀、福岡を経て玄海灘へ 長崎、佐賀

大雨をもたらし、延岡市で竜巻、大分や宮崎県の各

地で突風が発生し、被害を受けた。

10（8うち佐

賀3,宮崎3）
'07
'08
'09
'10
'11 （注）
'12 時間、総量、期間：時間降水量mm、総降水量mm、期間降水量mm

瞬間、最大：最大瞬間風速m/s、最大風速m/s

表3　九州に被害をもたらした台風（1945～2012）

7/25宇土半島

注)  ( )内は九州関係

強風域が大きかった。　 　北海道除く全国

1991 年台風 19 号の風倒木被害―添 田町駒鳴 川流域  
(福岡県県土整 備部砂防 課ＨＰ：福岡県の主な土砂 災害事例 )  
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南
九
州
の
東
側
・
基
幹
道
路
の
国
道

２
２
０
号
は
全
国
有
数
の
自
然
災
害
と
闘

う
道
路
で
あ
る
。
宮
崎
市
を
起
点
に
日
南

海
岸
を
南
下
す
る
が
、
こ
の
間
は
宮
崎
層

群
、
日
南
層
群
の
土
砂
災
害
に
さ
ら
さ

れ
、
志
布
志
市
か
ら
、
鹿
屋
市
を
通
っ
て

シ
ラ
ス
の
大
隅
半
島
を
横
断
、
錦
江
湾
岸

沿
い
の
垂
水
へ
。
こ
こ
か
ら
カ
ル
デ
ラ
壁

特
有
の
崖
崩
れ
が
連
続
す
る
地
帯
を
通
過

す
る
。
国
道
２
２
０
号
の
災
害
現
場
と
悪

戦
苦
闘
す
る
工
事
現
場
を
走
っ
た
。

　
「
ザ
ザ
ー
」「
ゴ
ロ
ゴ
ロ
」。
不
気
味
な

音
が
、
そ
そ
り
立
っ
た
岩
壁
の
上
か
ら
聞

こ
え
た
。
と
思
う
間
も
な
く
、
頂
上
近
く

の
巨
石
の
間
か
ら
、
石
と
砂
が
流
れ
落
ち

て
、
途
中
で
止
ま
っ
た
。
錦
江
湾
・
海
岸

沿
い
の
国
道
２
２
０
号
・
鹿
児
島
県
・
垂

水
市
牛
根
境
（
霧
島
市
と
の
境
界
地
域
）。

岩
石
の
な
だ
れ
か
。
初
め
て
の
体
験
だ
け

に
、
思
わ
ず
逃
げ
腰
に
な
る
。「
普
段
は

石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
と
落
ち
て
く
る
程
度
な
の

で
す
が
。
昨
日
の
雨
の
た
め
、
上
部
が
ゆ

る
ん
だ
の
で
し
ょ
う
」
と
こ
の
道
路
を
管

理
し
て
い
る
、
国
土
交
通
省
、
維
持
出
張

所
長
。

　

土
砂
崩
れ
の
現
場
は
、
防
護
柵
の
建
設

中
（
平
成
25
年
春
）
だ
っ
た
。
大
雨
の
た

び
に
高
さ
30
ｍ
ほ
ど
の
岩
錘
か
ら
、
岩
石

混
じ
り
の
土
砂
が
道
路
に
向
か
っ
て
崩
れ

落
ち
、
通
行
を
危
険
に
す
る
。
道
路
沿
い

に
、
太
い
鋼
材
（
Ｈ
鋼
）
で
造
ら
れ
た
防

護
壁
が
落
石
と
土
石
流
に
よ
っ
て
、
折
れ

曲
が
り
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
崩
れ
た
土
砂

の
パ
ワ
ー
を
見
せ
つ
け
て
い
る
よ
う
だ
。

今
の
工
事
は
そ
の
外
側
に
新
た
に
、
も
う

一
列
、
鋼
矢
板
を
建
て
込
み
、
２
重
壁
に

し
て
道
路
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

 

カ
ル
デ
ラ
壁
を
走
る 

　

国
道
２
２
０
号
は「
93
年
鹿
児
島
豪
雨
」

の
記
録
的
な
長
期
大
雨
で
、
大
規
模
な
土

砂
災
害
が
発
生
し
た
錦
江
湾
を
時
計
回
り

に
走
る
。
道
路
右
側
は
錦
江
湾
の
最
奥
部

で
、
そ
の
南
側
に
桜
島
を
浮
か
べ
て
、
美

し
い
景
観
が
続
く
。
ち
ょ
う
ど
、
姶
良
火

山
の
火
口
部
に
当
た
り
、
そ
こ
が
錦
江
湾

に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
太
古
の
昔
（
約

２
万
５
０
０
０
年
前
）、
姶
良
火
山
の
爆

発
に
よ
っ
て
沈
下
、
直
径
24
㎞
の
巨
大
な

姶
良
カ
ル
デ
ラ
を
形
成
し
、
海
水
が
浸
入

し
錦
江
湾
に
な
っ
て
い
る
。
鹿
児
島
市
・

竜
ヶ
水
か
ら
垂
水
市
牛
根
地
区
へ
の
半
円

は
そ
の
カ
ル
デ
ラ
壁
に
当
た
る
。
そ
し
て

姶
良
火
山
の
南
側
に
約
１
万
３
０
０
０
年

前
、
新
た
な
噴
火
で
桜
島
が
誕
生
し
た
。

海
水
を
た
た
え
て
い
な
い
カ
ル
デ
ラ
・
阿

蘇
山
で
い
え
ば
、外
輪
山
の
「
中
腹
」
を
、

こ
の
国
道
２
２
０
号
が
走
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

　

今
も
海
底
で
は
熱
水
が
湧
き
出
て
い
る

と
い
う
。年
間
１
０
０
０
回
近
く
の
爆
発
・

噴
火
を
繰
り
返
す
桜
島
。
錦
江
湾
沿
い
の

国
道
２
２
０
号
に
沿
う
カ
ル
デ
ラ
壁
は
ほ

ぼ
垂
直
に
立
ち
、
火
山
が
噴
出
し
た
溶
岩

の
溶
結
凝
灰
岩
や
火
山
灰
土
な
ど
が
積
み

重
な
っ
て
崖
と
な
り
、
雨
に
弱
く
、
し
ば

し
ば
落
石
や
土
砂
崩
れ
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
。

　

特
に
、
牛
根
境―

牛
根
麓―

早
﨑
間
は

土
砂
崩
れ
の
常
襲
危
険
地
で
、
長
く
災
害

に
苦
し
ん
で
き
た
。
牛
根
境
は
桜
島
の
向

か
い
の
東
側
壁
に
位
置
し
、
爆
発
か
ら

１
０
０
年
を
迎
え
た
大
正
溶
岩
が
、
桜
島

と
大
隅
半
島
を
陸
続
き
に
し
た
地
点
か
ら

約
15―

16
㎞
。
こ
こ
で
は
93
鹿
児
島
豪
雨

で
約
４
，
０
０
０
㎥
も
の
土
砂
崩
れ
が
起

こ
っ
た
の
を
は
じ
め
、
94
年
、
96
年
、
さ

ら
に
２
０
１
２
年
６
月
に
は
、
崩
壊
し
た

土
石
流
が
道
路
に
ま
で
及
び
全
面
通
行
止

め
と
な
っ
た
。
転
石
止
め
の
ロ
ッ
ク
キ
ー

プロジェクト九州

第3節
①災害道路・

国道220号を走る
カルデラ壁の道路防災

カ
ル
デ
ラ
壁
の
土
砂
災
害
か
ら
守
る

ボ
ラ
層
、
シ
ラ
ス
地
帯
の
防
災
技
術
と
対
策

想
定
外
の
事
態　

つ
ぎ
つ
ぎ
発
生

破壊された擁壁の外側にもう一つ壁を造って道路を守る（牛根）

もう一本のトンネルが掘られる海潟トンネル
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パ
ー
が
壊
さ
れ
、
道
路
わ
き
の
防
護
壁
も

破
壊
さ
れ
て
い
る
。

 

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置 

　

牛
根
境
の
道
路
工
事
現
場
の
横
か
ら
、

採
石
場
を
左
に
見
な
が
ら
、
切
り
立
っ
て

い
る
崖
下
ま
で
登
っ
た
。
上
か
ら
道
路
沿

い
の
災
害
現
場
を
覗
く
と
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
え
ん
堤
が
設
置
し
て
あ
り
、
道
路

へ
の
岩
石
の
落
下
を
食
い
止
め
て
い
る
。

「
災
害
時
に
は
、え
ん
堤
の
内
側
の
ポ
ケ
ッ

ト
が
土
砂
に
埋
ま
り
、
そ
の
上
を
土
砂
が

道
路
に
流
れ
落
ち
た
と
思
わ
れ
ま
す
」
と

大
隅
河
川
国
道
事
務
所
の
園
田
宣
昭
第
二

課
長
。

　

さ
ら
に
急
坂
を
登
る
と
、
土
え
ん
堤
が

造
ら
れ
て
い
た
。
内
側
が
掘
ら
れ
、
直
径

４―

５
ｍ
の
「
貯
水
池
」
が
二
つ
。
そ
こ

か
ら
水
抜
き
パ
イ
プ
が
敷
か
れ
て
い
る
。

土
砂
崩
れ
の
引
き
金
は
、
雨
だ
。
豪
雨
が

来
る
と
、
地
山
が
大
量
の
水
を
含
み
、
流

れ
出
る
水
の
道
（
ガ
リ
）
が
掘
り
こ
ま
れ

て
、
土
砂
崩
れ
を
引
き
起
こ
す
。
出
来
る

だ
け
「
水
抜
き
」
す
る
こ
と
が
、
被
害
を

少
な
く
す
る
。

　

長
い
パ
イ
プ
を
肩
に
担
い
で
作
業
員
が

崖
を
登
っ
て
き
た
。
聞
く
と
、「
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
を
し
て
い
る
」
と
い
う
。
い

つ
、
土
砂
崩
れ
が
起
こ
り
、
下
の
道
路
防

護
柵
の
設
置
工
事
を
危
険
に
さ
ら
す
か
も

し
れ
な
い
た
め
常
時
監
視
体
制
を
敷
い

て
、
工
事
を
行
う
の
だ
。
危
険
が
迫
っ
て

く
る
と
、サ
イ
レ
ン
で
退
避
を
指
示
す
る
。

 

巨
石
と
ボ
ラ
層
の
分
布 

　

カ
ル
デ
ラ
崖
は
、
火
山
噴
出
土
が
堆

積
し
て
で
き
て
い
る
。
地
質
図
に
よ
る

と
、
牛
根
地
区
は
噴
出
し
た
軽
石
の
ボ
ラ

層
が
下
方
に
分
布
し
て
い
る
。
ボ
ラ
層
は

火
山
噴
火
の
際
、
最
初
に
噴
出
さ
れ
、
ス

ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
小
さ
な
穴
が
多
く
、
軽

い
。
そ
の
た
め
水
を
含
み
や
す
く
、
崩
れ

落
ち
や
す
い
。
土
砂
崩
壊
し
た
シ
ラ
ス
台

地
な
ど
で
は
ボ
ラ
層
下
部
に
水
の
穴
（
パ

イ
ピ
ン
グ
）
が
あ
り
、
そ
の
上
に
堆
積
し

た
シ
ラ
ス
層
が
崩
れ
た
跡
が
見
ら
れ
た
。

長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
、
台
風
や
大
雨
の

た
び
に
こ
う
し
た
土
砂
崩
壊
が
繰
り
返
さ

れ
、
国
道
２
２
０
号
は
交
通
止
め
や
通
行

規
制
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て

き
た
。
海
側
か
ら
見
る
と
、
現
在
も
岸
壁

に
幾
筋
も
の
土
砂
崩
れ
の
跡
が
残
っ
て
い

る
。

　

し
か
し
、「
最
近
は
ボ
ラ
層
が
崩
れ
た

と
い
う
話
は
聞
か
な
い
」
と
土
木
関
係
者

は
言
う
。
む
し
ろ
、
地
山
の
上
部
の
表
層

土
の
崩
壊
が
多
い
。
永
年
の
ボ
ラ
層
の
崩

壊
で
、次
の
段
階
に
入
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
、
牛
根
境
の
崖
崩
れ
現
場
も
採
石
跡

地
で
、
ボ
ラ
層
の
崩
壊
と
言
う
よ
り
、
む

き
出
し
の
巨
石
の
上
に
堆
積
し
た
表
層
の

土
石
が
崩
れ
落
ち
て
き
て
い
た
、
と
み
ら

れ
て
い
る
。

　

桜
島
の
大
正
大
爆
発
か
ら
１
０
０
年

た
っ
た
現
在
は
そ
の
溶
岩
の
上
に
道
路
が

開
通
。
戸
柱
鼻
で
大
隅
半
島
に
渡
る
と
南

は
垂
水
市
・
早
崎
地
区
、
北
は
牛
根
地
区

と
分
岐
す
る
。
こ
の
南
北
の
分
岐
地
点
の

両
側
数
㎞
は
カ
ル
デ
ラ
壁
で
、
土
砂
崩
れ

が
多
発
す
る
。
平
成
５
年
（
１
９
９
３
）

の
豪
雨
で
は
、
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
発

生
、
国
道
２
２
０
号
を
寸
断
、
交
通
は
マ

ヒ
状
態
に
陥
っ
た
。
ま
た
、
通
常
は
川
幅

２―

３
ｍ
の
小
川
に
過
ぎ
な
い
大
迫
川
、

仏
石
川
、
宮
崎
川
も
い
っ
た
ん
大
雨
に
な

る
と
、
一
気
に
急
流
と
な
り
、
流
木
な
ど

が
流
れ
下
っ
て
国
道
下
の
暗
渠
を
塞
ぎ
、

周
辺
の
住
居
に
被
害
を
与
え
る
な
ど
し
て

き
た
。道
路
を
土
砂
災
害
か
ら
守
る
た
め
、

上
流
に
砂
防
ダ
ム
や
道
路
防
護
壁
が
造
ら

れ
て
き
た
が
、
抜
本
的
な
解
決
に
は
な
ら

な
か
っ
た
。

　

国
道
２
２
４
号
が
、
桜
島
と
大
隅
半
島

を
結
び
、
そ
こ
か
ら
国
道
２
２
０
号
。
分

岐
し
て
南
へ
は
垂
水
、
鹿
屋
へ
、
北
へ
は

牛
根
地
区
か
ら
霧
島
市
国
分
、
さ
ら
に
国

道
10
号
と
つ
な
が
り
加
治
木
へ
向
か
う
。

　

国
道
２
２
０
号
を
土
砂
災
害
か
ら
守
る

た
め
建
設
さ
れ
た
の
が
二
つ
の
大
橋
が

あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
崩
壊
し
や
す
い
カ
ル

デ
ラ
壁
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
建
設
さ
れ

た
。
垂
水
市
街
地
か
ら
北
上
す
る
と
崖
に

沿
っ
て
海
側
に
長
大
な
「
早
咲
大
橋
」
を

渡
る
。
い
っ
た
ん
桜
島
内
の
道
路
に
入
っ

て
、分
岐
点（
戸
柱
鼻
）の
北
側（
牛
根
麓
）

の
危
険
地
を
迂
回
す
る
形
で
建
設
さ
れ
た

「
牛
根
大
橋
」
を
渡
っ
て
国
道
２
２
０
号

に
戻
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
橋
に
よ
っ

て
、
通
行
車
両
の
安
全
度
は
大
き
く
高

ま
っ
た
。

海潟トンネル坑口付近の二次シラス

早
咲
、
牛
根
大
橋
と
ト
ン
ネ
ル
複
線
化

牛根大橋

牛根麓国道220号

大隅半島

国道220号と
早咲、牛根大橋
略図

桜　島

戸
柱
鼻

早
咲
大
橋

至 

重
水
↓
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シ
ラ
ス
と
戦
う
海
潟
ト
ン
ネ
ル 

　

現
在
、
工
事
に
入
っ
て
い
る
の
は
早
咲

大
橋
の
南
、
海
潟
ト
ン
ネ
ル
の
複
線
化
。

既
設
の
ト
ン
ネ
ル
（
片
道
１
車
線
）
の
海

側
に
新
し
く
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
。
既
設
の

海
潟
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
り
口
が
土
砂
崩
れ

で
交
通
止
め
に
追
い
込
ま
れ
た
た
め
、
新

し
く
ト
ン
ネ
ル
を
造
り
、
上
下
２
本
の
ト

ン
ネ
ル
で
対
処
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。

　

地
質
調
査
に
よ
る
と
、
掘
進
ル
ー
ト
上

に
は
非
常
に
硬
い
岩
盤
が
存
在
し
、
当

初
、
予
定
し
て
い
た
ロ
ー
ド
ヘ
ッ
ダ
ー
に

よ
る
「
機
械
掘
進
」
は
不
可
能
で
、
発
破

を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

た
。
例
え
ば
、
鹿
児
島
市
の
武
岡
ト
ン
ネ

ル
の
よ
う
に
シ
ラ
ス
台
地
を
掘
進
す
る
場

合
、
軟
弱
な
シ
ラ
ス
対
策
が
必
要
だ
っ
た

が
、
こ
の
よ
う
な
堅
い
岩
に
直
面
す
る
な

ど
、
想
定
外
だ
っ
た
。

　

確
か
に
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
る
地
山
の

斜
面
を
見
る
と
、巨
石
が
幾
つ
か
見
ら
れ
、

地
山
の
中
に
は
大
き
く
硬
い
岩
石
が
多

数
、
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
一
方
で
南
側
の
「
出
口
」
部
分

の
斜
面
に
は
巨
石
が
露
出
、
そ
の
下
に
ボ

ラ
層
が
厚
く
存
在
し
て
い
る
。
現
場
に
降

り
て
土
壌
を
手
に
取
っ
て
見
る
と
、
小
さ

な
軽
石
混
じ
り
で
、
さ
ら
さ
ら
と
手
か
ら

こ
ぼ
れ
た
。「
掘
削
は
北
側
か
ら
行
い
ま

す
が
、
上
部
の
岩
石
の
処
理
と
、
こ
の
ボ

ラ
層
が
難
敵
に
な
り
そ
う
で
す
」
と
施
工

の
現
場
担
当
者
が
斜
面
を
見
上
げ
て
言
っ

た
。

　

既
設
の
海
潟
ト
ン
ネ
ル
は
溶
結
凝
灰
岩

が
主
体
と
な
っ
て
い
る
張
り
出
し
尾
根
を

貫
通
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
斜
面
を
桜

島
の
噴
火
に
よ
る
火
山
灰
や
ボ
ラ
層
（
軽

石
層
）
が
覆
っ
て
い
る
。
ボ
ラ
層
は
桜
島

や
霧
島
の
初
期
の
火
山
活
動
で
噴
出
さ
れ

た
軽
石
層
で
、
そ
の
上
に
シ
ラ
ス
層
（
火

山
灰
層
）
が
重
な
っ
て
い
る
。
ボ
ラ
層

に
は
時
代
や
火
山
名
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
層
が

４
ー
５
層
あ
り
、
上
部
の

新
し
い
も
の
か
ら
大
正

ボ
ラ
、
安
永
ボ
ラ
、
霧
島

ボ
ラ
な
ど
と
呼
ば
れ
、
こ

こ
海
潟
地
区
で
は
桜
島

の
大
正
ボ
ラ
が
約
１
ｍ

以
上
の
厚
さ
で
堆
積
し

て
い
る
。

　

尾
根
を
形
成
し
て
い

る
溶
結
凝
灰
岩
は
通
常
、「
軟
ら
か
い
岩

石
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
海
潟

の
溶
結
凝
灰
岩
は
極
め
て
高
温
な
状
態
で

溶
け
て
、し
か
も
急
速
に
固
ま
っ
た
た
め
、

非
常
に
硬
く
、
節
理
（
割
れ
目
）
が
発
達

す
る
な
ど
、
特
異
な
岩
質
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
鹿
児
島
大
学
の
調
査
で
分
か
っ

た
。
硬
い
う
え
に
、
割
れ
目
（
節
理
）
が

あ
っ
て
、
節
理
沿
い
に
風
化
が
進
み
、
ブ

ロ
ッ
ク
崩
壊
や
転
石
の
落
石
の
危
険
も
指

摘
さ
れ
た
。
斜
面
の
転
石
に
は
、
青
い
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
が
か
ぶ
せ
ら
れ
、
と
り
あ

え
ず
の
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
急
勾

配
の
た
め
、
掘
削
工
事
で
生
じ
る
振
動
な

ど
で
落
下
し
た
場
合
、
通
常
の
防
護
柵
で

は
受
け
止
め
き
れ
な
い
状
況
だ
と
い
う
。

 

一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
ボ
ラ
層 

　

厄
介
な
岩
石
の
上
を
覆
っ
て
い
る
シ
ラ

ス
と
ボ
ラ
層
も
一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
。

桜
島
が
噴
出
し
た
ボ
ラ
層
は
非
常
に
軟
質

で
、
急
斜
面
の
ボ
ラ
層
は
簡
単
に
表
層
崩

壊
を
起
こ
す
。
海
潟
ト
ン
ネ
ル
地
山
の
ボ

ラ
層
は
通
常
よ
り
厚
く
、
し
か
も
再
堆
積

し
た
も
の
と
み
ら
れ
、「
極
め
て
軟
質
」。

こ
の
た
め
「
押
さ
え
盛
り
土
」
や
「
ボ
ラ

層
の
改
良
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
割

れ
目
が
多
い
岩
質
、
非
常
に
軟
質
な
急
斜

面
の
ボ
ラ
層
、
崩
壊
・
落
下
の
恐
れ
が
あ

る
転
石
な
ど
、
わ
ず
か
全
長
１
５
１
ｍ
の

ト
ン
ネ
ル
掘
削
が
直
面
し
た
難
問
は
尋
常

な
も
の
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

　

鹿
児
島
大
学
の
シ
ラ
ス
研
究
者
は
「
シ

ラ
ス
と
い
い
、
ボ
ラ
層
と
い
う
と
、
火
山

噴
出
物
（
火
砕
流
堆
積
物
）
で
単
純
な
層

を
な
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
実
際

は
、そ
の
地
層
の
厚
さ
は
薄
く
な
っ
た
り
、

厚
く
な
っ
た
り
。
さ
ら
に
巨
石
も
混
じ
っ

て
い
た
り
、
空
洞
が
あ
っ
た
り
、
千
変
万

化
し
て
お
り
、
一
筋
縄
で
い
か
な
い
」
と

言
う
。
そ
の
実
例
が
、
鹿
屋
バ
イ
パ
ス
の

「
郷
の
原
ト
ン
ネ
ル
」（
全
長
６
６
０
ｍ
、

１
９
９
２
年
完
成
）。
当
時
の
工
事
担
当

者
の
話
に
よ
る
と
、
シ
ラ
ス
台
地
の
掘
削

だ
っ
た
が
巨
石
が
行
く
手
を
阻
み
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
大
き
な
空
洞
が
存
在
す
る
な

ど
「
想
定
外
の
事
態
」
に
幾
度
も
直
面
し

た
と
い
う
。

　

九
州
自
動
車
道
の
桜
島
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
建
物
が
土
石
流
に
飲
み
込
ま
れ
た
事
故

が
あ
っ
た
。
シ
ラ
ス
層
の
下
に
あ
る
ボ
ラ

層
に
大
量
の
水
が
溜
ま
り
流
れ
出
て
、
シ

ラ
ス
層
が
崩
壊
、
土
石
流
と
な
っ
た
た
め

と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

シ
ラ
ス
層
は
一
般
的
に
は
水
に
弱
い
。

通
常
の
シ
ラ
ス
台
地
な
ど
は
シ
ラ
ス
粒
は

互
い
に
噛
み
合
っ
て
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
状

況
に
な
っ
て
お
り
、
比
較
的
、
安
定
し
て

い
る
。
こ
の
安
定
性
を
壊
す
の
は
風
化
。

特
に
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
と
洗
掘
さ
れ
、
水

の
道
・
ガ
リ
が
生
じ
る
。
最
初
は
細
く
浅

い
水
の
通
り
道
だ
っ
た
の
も
の
が
次
第
に

深
く
大
き
く
な
る
。
風
化
し
、
水
に
流
さ

れ
た
シ
ラ
ス
は
「
２
次
シ
ラ
ス
」
と
呼
ば

れ
、
さ
ら
さ
ら
と
崩
れ
や
す
い
脆
弱
な
地

層
と
な
る
。
ト
ン
ネ
ル
や
道
路
工
事
が
こ

の
地
層
に
直
面
す
る
と
、
厄
介
な
問
題
を

突
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

 

「
直
か
、緩
か
」―

の
り
面
の
傾
斜 

崩れ落ちたカルデラ壁（垂水市）

巨
石
も
。
シ
ラ
ス
土
壌
内
部
は
千
変
万
化
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シ
ラ
ス
土
壌
の
安
定
性
を
求
め
て
、
古

く
か
ら
「
直
か
、
緩
か
」
の
議
論
が
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
。
住
宅
団
地
な
ど
が
あ
る

シ
ラ
ス
台
地
の
縁
は
、
垂
直
に
切
り
落
と

さ
れ
、
崖
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
っ
す
ぐ

切
り
落
と
さ
れ
た
「
直
」
だ
と
、
風
雨
に

さ
ら
さ
れ
る
面
積
が
比
較
的
小
さ
く
、
ガ

リ
も
生
じ
に
く
い
と
い
う
考
え
か
ら
だ
。

こ
れ
に
対
し
て
「
緩
」
は
緩
や
か
な
斜
面

を
言
い
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
面
積
が
大

き
く
な
る
。
道
路
の
切
通
し
な
ど
は
、
ど

う
し
て
も
切
り
土
は
斜
面
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
の
場
合
、
斜
面
崩
壊
を
防
ぐ

た
め
の
最
良
の
傾
斜
角
度
が
長
い
間
、
追

究
さ
れ
て
き
た
。
え
び
の
Ｉ
Ｃ
以
南
の
シ

ラ
ス
丘
陵
を
ル
ー
ト
と
す
る
九
州
道
で
の

切
り
土
や
盛
り
土
の
角
度
は
現
地
実
験
が

繰
り
返
さ
れ
、
理
論
的
に
も
検
討
さ
れ
、

「
勾
配
１
・
５
か
ら
１
・
８
」
と
し
て
い
る
、

そ
の
成
果
は
現
在
の
東
九
州
道
建
設
で

も
、
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

桜
島
の
南
・
高
隈
山
系
は
標
高

１
０
０
０
ｍ
級
の
峰
が
７
つ
連
な
る
大
隅

半
島
で
最
も
高
く
、代
表
的
な
山
地
だ
が
、

そ
こ
を
源
流
と
し
鹿
屋
市
を
東
断
し
志
布

志
湾
に
注
ぐ
肝
属
川
は
古
く
か
ら
氾
濫
す

る
川
と
し
て
治
水
対
策
が
取
ら
れ
て
き

た
。し
か
し
、難
問
は
シ
ラ
ス
土
壌
で
あ
っ

た
。
流
域
の
70
％
が
水
に
弱
い
シ
ラ
ス
地

帯
で
、
築
堤
に
使
わ
れ
た
土
壌
も
多
く
が

シ
ラ
ス
土
壌
、
他
の
土
壌
に
比
べ
て
「
脆

弱
さ
」
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
も
、
堤

防
は
台
形
に
造
ら
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、

両
の
り
面
が
傾
斜
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

斜
面
は
、雨
水
が
当
た
る
と
崩
れ
や
す
い
。

　

肝
属
川
は
桜
島
噴
火
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ

た
川
だ
。大
正
大
噴
火
で
河
床
が
上
が
り
、

氾
濫
が
ひ
ん
発
、堤
防
も
シ
ラ
ス
堤
防
で
、

強
く
は
な
い
。

 

幾
重
も
の
堤
防
強
化
策 

　

昭
和
13
年
台
風
に
よ
る
肝
属
川
の
氾

濫
・
洪
水
で
、
死
者
行
方
不
明
２
５
９
人
、

負
傷
者
３
３
７
人
を
出
し
た
。
そ
の
後
も

水
害
被
害
は
続
き
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら

も
、
同
１
７
年
の
台
風
な
ど
、
２―

３
年

お
き
に
洪
水
被
害
が
続
い
て
い
る
。

　

シ
ラ
ス
堤
防
を
い
か
に
守
り
、
強
化
す

る
か
。
大
隅
河
川
国
道
事
務
所
で
は
①
劣

化
し
た
堤
防
の
表
土
を
は
ぎ
取
っ
た
傾
斜

面
に
遮
水
シ
ー
ト
を
張
り
②
そ
の
上
に
厚

さ
10
㎝
程
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
き
固
め
③

さ
ら
に
表
面
は
シ
ラ
ス
に
他
の
土
を
混
合

な
ど
工
夫
を
重
ね
、
降
雨
な
ど
の
水
が
浸

透
す
る
の
を
防
ぎ
④
外
側
の
底
面
先
端

（
の
り
じ
り
）
に
ド
レ
イ
ン
工
（
排
水
性

の
高
い
砂
利
類
の
合
成
層
）
を
行
っ
て
、

排
水
路
に
導
水
し
て
い
る
。

　
　

◇　
　
　

◇

　

日
南
海
岸
や
錦
江
湾
岸
は
青
い
南
国
の

海
、
奇
岩
が
続
く
海
岸
、
そ
し
て
鹿
児
島

湾
ぞ
い
は
雄
大
な
桜
島
な
ど
、
最
高
の
ド

ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
だ
。
し
か
し
、
そ
の
道
路

は
手
強
わ
く
、
苦
労
の
多
い
地
層
、
岩
層

と
の
戦
い
が
日
々
続
い
て
い
る
。

　

鹿
児
島
市
の
錦
江
湾
沿
い
に

薩
摩
藩
主
・
島
津
家
の
別
邸
（
現

在
は
磯
別
邸
）
が
あ
る
。
眼
前

に
は
静
か
な
錦
江
湾
と
雄
大
な

桜
島
が
広
が
り
、
そ
れ
を
「
借

景
」
と
し
て
い
る
。
１
８
０
度

広
が
る
景
観
は
、
桜
島
と
錦
江

湾
を
取
り
巻
く
よ
う
な
山
並
み

が
続
く
。

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
姶
良
火

山
」
が
約
２
５
０
０
万
年
前
、

大
噴
火
し
て
造
り
出
し
た
姶
良

カ
ル
デ
ラ
の
大
景
観
で
あ
る
。

そ
の
形
成
に
つ
い
て
、
姶
良
火

山
の
１
回
の
大
爆
発
に
よ
っ
て

出
来
た
の
で
は
な
く
、
若
尊
カ

ル
デ
ラ
な
ど
い
く
つ
か
の
カ
ル

デ
ラ
の
複
合
に
よ
る
も
の
で
、

今
な
お
噴
煙
を
上
げ
る
桜
島
は

姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
南
側
外
縁
の

噴
火
活
動
と
さ
れ
て
い
る
。

　

噴
火
に
よ
っ
て
噴
出
し
た
土
石
（
火

山
灰
、
土
石
流
）
の
総
量
は
４
５
０
万

㎦
を
超
え
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
は
南
九
州
を
中
心
に
周
辺
に

堆
積
し
「
シ
ラ
ス
地
帯
」
を
形
成
し
て

い
っ
た
。
や
が
て
錦
江
湾
部
分
が
陥
没

し
て
海
水
が
浸
入
。
潜
水
調
査
で
は
海

底
か
ら
熱
水
が
湧
き
出
る
「
た
ぎ
り
」

が
今
も
続
い
て
お
り
、
噴
出
孔
も
確
認

さ
れ
て
い
る
。

　

磯
別
邸
か
ら
の
桜
島
や
錦
江
湾
の
絶

景
は
姶
良
カ
ル
デ
ラ
そ
の
も
の
な
の

だ
。

　

姶
良
カ
ル
デ
ラ
は
、
鹿
児
島
北
部
の

霧
島
な
ど
に
よ
る
加
久
藤
カ
ル
デ
ラ

（
宮
崎
県
・
え
び
の
）
と
薩
摩

半
島
南
部
の
阿
多
カ
ル
デ
ラ
の

中
間
に
位
置
す
る
。
阿
多
カ
ル

デ
ラ
は
薩
摩
富
士
と
呼
ば
れ
秀

麗
な
姿
の
開
聞
岳
や
池
田
湖
な

ど
か
ら
大
隅
半
島
ま
で
の
カ
ル

デ
ラ
で
鹿
児
島
湾
の
湾
口
部
に

あ
た
る
。

　

開
聞
岳
は
４
４
０
０
年
前
に

活
動
開
始
。
２
０
０
０
年
か
け

て
現
在
の
薩
摩
富
士
と
呼
ば
れ

る
美
し
い
山
体
を
形
作
っ
た
。

標
高
９
２
４
ｍ
。
太
平
洋
戦
争

末
期
、
沖
縄
決
戦
へ
向
か
う
特

攻
隊
員
が
翼
を
振
っ
て
、
故
国

に
別
れ
を
告
げ
た
山
だ
。

カルデラの連なり
海底では熱水「たぎり」が噴出

錦江湾と姶良カルデラ。上方は霧島連山
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噴
煙
を
上
げ
る
桜
島
・
袴
腰
で
フ
ェ

リ
ー
を
降
り
、
溶
岩
道
路
を
走
る
。
桜
島

の
ほ
ぼ
裏
側
（
東
桜
島
）
ま
で
海
岸
沿

い
に
車
を
走
ら
せ
る
と
、
右
手
に
大
隅

半
島
・
高
隈
山
が
姿
を
現
す
。
大
正
３

年
（
１
９
１
４
）
大
爆
発
で
、
溶
岩
が
海

を
埋
め
、
大
隅
半
島
と
陸
続
き
に
な
っ
た

地
点
（
戸
柱
鼻
）
に
車
を
止
め
た
。
大
正

の
大
爆
発
か
ら
平
成
26
年
１
月
12
日
で

１
０
０
年
に
な
っ
た
。
京
都
大
学
桜
島
火

山
研
究
所
に
よ
る
と
、
桜
島
地
下
の
マ
グ

マ
だ
ま
り
に
は
「
い
つ
爆
発
し
て
も
お
か

し
く
な
い
」
ほ
ど
、
マ
グ
マ
が
溜
ま
っ
て

い
る
と
い
う
。
緊
迫
し
た
空
気
の
中
で
行

わ
れ
た
記
念
式
典
で
は
桜
島
の
小
学
生
が

１
０
０
年
前
の
災
害
を
振
り
返
り
「
避
難

の
心
構
え
」
を
島
民
に
訴
え
た
。

　

爆
発
に
加
え
て
、
も
う
一
つ
「
今
、
目

の
前
に
あ
る
危
険
」
が
あ
る
。
毎
年
の
よ

う
に
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
崖
崩
れ
、
土
砂

災
害
だ
。
大
隅
半
島
近
く
に
な
る
と
向
か

い
の
カ
ル
デ
ラ
崖
の
海
沿
い
に
、
長
い
橋

が
目
に
入
る
。
国
道
２
２
０
号
、
早
咲
大

橋
（
全
長
８
８
８
ｍ
、
幅
11
・
５
ｍ
）。

一
方
、
桜
島
を
左
手
（
北
側
）
の
道
路
に

入
る
と
、美
し
く
弧
を
描
い
た
ア
ー
チ
橋
・

牛
根
大
橋
（
全
長
３
８
１
ｍ
）
が
同
国
道

２
２
０
号
に
つ
な
が
る
。
早
咲
大
橋
、
牛

根
大
橋
は
、
土
砂
崩
れ
が
頻
発
す
る
カ
ル

デ
ラ
壁
を
避
け
て
、
海
側
に
新
し
い
橋
を

建
設
し
た
防
災
目
的
の
二
つ
橋
で
あ
る
。

　

国
道
２
２
０
号
の
防
災
目
的
だ
け
で
あ

れ
ば
、
あ
る
い
は
大
隅
半
島
側
の
突
端
を

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
す
る
ト
ン
ネ
ル
案
も
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
た
か
も
し

れ
な
い
。
ト
ン
ネ
ル
で
あ
れ
ば
、
土
砂
災

害
だ
け
で
な
く
、
桜
島
の
爆
発
に
対
す

る
「
シ
ェ
ル
タ
ー
」
に
も
な
り
、
安
全
性

は
格
段
に
高
く
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で

は
、
こ
の
道
路
は
桜
島
と
連
結
を
断
ち
切

ら
れ
る
。
二
つ
の
橋
の
建
設
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
能
を
考
え
た
末
の
現
実
的
な
選

択
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

 

繰
り
返
さ
れ
る
土
砂
崩
壊 

　

こ
れ
ま
で
の
国
道
２
２
０
号
は
、
崖
下

の
海
沿
い
を
走
っ
て
い
た
。
し
ば
し
ば
崖

く
ず
れ
、
土
砂
崩
壊
に
襲
わ
れ
、
交
通
が

寸
断
さ
れ
て
き
た
。
死
者
７
人
を
出
し
た

昭
和
50
年
の
土
砂
崩
れ
、
平
成
４
年
の
年

間
９
回
、延
べ
１
７
４
時
間
の
交
通
止
め
、

同
５
年
（
鹿
児
島
豪
雨
）
に
は
集
中
豪
雨

や
台
風
で
山
腹
崩
壊
に
よ
る
22
日
間
の
交

通
途
絶
。
霧
島
市
国
分
方
面
か
ら
錦
江
湾

東
側
海
岸
を
走
り
、
垂
水
市
街
地
、
さ
ら

に
は
鹿
屋
市
へ
通
ず
る
主
要
道
路
だ
け

に
、
そ
の
影
響
は
主
力
の
地
場
産
業
・
養

殖
業
を
は
じ
め
大
隅
半
島
の
地
域
経
済
、

住
民
の
暮
ら
し
に
も
及
ん
で
い
た
。

　

山
か
ら
滑
り
落
ち
た
土
石
は
、
そ
の
巨

大
な
力
で
道
路
を
守
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基

礎
と
鋼
鉄
の
柱
を
持
つ
防
護
柵
を
打
ち
こ

わ
し
、
道
路
全
面
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
塞

い
で
し
ま
っ
た
。
ま
た
道
路
面
に
は
い
た

る
と
こ
ろ
流
木
と
巨
石
混
じ
り
の
土
砂
が

流
れ
込
み
、
通
行
を
不
可
能
に
し
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
そ
の
度
に
復
旧
工
事
が
行

わ
れ
る
が
、
ま
た
次
の
土
砂
崩
れ
で
、
同

じ
よ
う
な
被
災
・
復
旧
が
繰
り
返
さ
れ

た
。
こ
の
た
め
桜
島
と
大
隅
半
島
の
つ
な

ぎ
目
・
戸
柱
鼻
（
牛
根
麓
）
か
ら
海
潟
小

浜
ま
で
の
３
・
６
㎞
を
、
昭
和
49
年
か
ら
、

異
常
気
象
時
の
通
行
規
制
区
間
（
連
続
雨

量
１
５
０
㎜
以
上
で
通
行
止
め
）
に
し
て

き
た
。

　

土
砂
崩
れ
が
頻
発
す
る
の
は
、
カ
ル
デ

ラ
壁
で
あ
る
海
沿
い
の
山
の
壁
が
急
角
度

プロジェクト九州

第3節
②国道220号牛根
大橋と早咲大橋
カルデラ壁の道路防災

早
咲
大
橋
と
牛
根
大
橋―

「
豪
雨
に
負
け
な
い
」
防
災
橋

大
正
大
爆
発
か
ら
１
０
０
年
。

爆
発
と
災
害
、
今
そ
こ
に
あ
る
二
つ
の
危
険

早咲大橋（スケッチ）
道路と間隔をあけて架橋した

　
　

防
護
柵
と
広
い
橋
脚
な
ど

　
　
　
　
　

２
重
、
３
重
の
防
災
配
慮

◎
早
咲
大
橋

　
な
ぎ
さ
に
架
橋
、苦
闘
の
連
続
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で
立
ち
上
が
り
、
地
山
の
土
質
が
火
山
堆

積
物
で
水
に
弱
く
風
化
し
や
す
い
た
め
、

台
風
や
集
中
豪
雨
で
し
ば
し
ば
山
腹
崩
壊

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
だ
。
砂
防
ダ
ム

な
ど
の
防
災
工
事
が
行
わ
れ
、
住
民
の
暮

ら
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
道
路
を
守
る
努
力

は
営
々
と
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

災
害
は
そ
う
し
た
防
災
対
策
を
軽
々
と
越

え
て
、
襲
い
続
け
て
き
た
。

　

こ
こ
の
地
層
は
「
安
山
岩
、
流
紋
岩
な

ど
に
加
え
、
約
１
０
０
万
年
前
の
火
砕
流

に
よ
っ
て
出
来
た
岩
層
な
ど
５
種
類
ほ
ど

の
地
層
が
急
斜
面
を
形
成
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
水
理
特
性
を
持
っ
て
い
る
」（
井

村
鹿
児
島
大
学
准
教
授
）
た
め
、
崖
崩
れ

の
発
生
の
仕
方
も
様
々
で
、
現
場
に
合
っ

た
対
策
が
必
要
に
な
る
。

 

海
寄
り
に
早
咲
大
橋 

　

こ
の
た
め
垂
水
市
街
へ
の
南
側
・
早
崎

地
点
で
は
、
崖
下
か
ら
国
道
２
２
０
号
を

引
き
離
し
て
被
災
を
避
け
る
ほ
か
な
い

と
、
早
咲
大
橋
（
全
長
８
８
８
ｍ
）
の
建

設
が
決
断
さ
れ
た
。
旧
道
の
、
10
ｍ
か
ら

20
ｍ
海
寄
り
の
渚
に
新
し
い
橋
を
架
け
、

例
え
、
切
り
立
っ
た
崖
か
ら
土
砂
崩
れ
が

発
生
し
て
も
土
砂
は
約
40
ｍ
間
隔
の
橋
脚

の
間
を
通
っ
て
海
に
流
れ
出
る
た
め
、
橋

本
体
は
影
響
を
受
け
な
い
。
平
成
４
年
着

工
。
５
年
後
の
同
９
年
12
月
に
完
成
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
桁
橋
（
二
つ
の
Ｐ
Ｃ
７
径
間

連
続
桁
橋
と
Ｐ
Ｃ
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
桁

橋
）
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
難
問
が
多
か
っ
た
。
海
寄
り

に
橋
を
架
け
る
た
め
、
ま
ず
、
作
業
用
道

路
を
、
起
点
、
中
間
点
、
終
点
の
３
カ
所

に
造
り
、
架
橋
工
事
を
始
め
た
。
作
業
道

路
は
Ｈ
鋼
を
打
ち
こ
ん
で
造
る
の
だ
が
、

堅
い
巨
岩
が
多
く
、
Ｈ
鋼
の
先
端
に
特
殊

な
強
い
「
歯
」
を
付
け
、
バ
イ
ブ
ロ
ハ
ン

マ
ー
で
打
ち
こ
む
（
ガ
ン
パ
イ
ル
工
法
）、

最
初
か
ら
厳
し
い
作
業
だ
っ
た
。

　

橋
脚
立
て
る
足
場
も
大
き
な
岩
石
が
多

数
あ
り
、
常
に
波
が
打
ち
寄
せ
る
。
そ
の

中
で
頑
丈
な
基
礎
を
ど
の
よ
う
に
造
る
か

が
大
き
な
課
題
だ
っ
た
。
全
回
転
式
の
掘

削
ケ
ー
シ
ン
グ
を
使
っ
て
掘
削
（
オ
ー
ル

ケ
ー
シ
ン
グ
）
す
る
の
だ
が
、「
岩
石
が

硬
す
ぎ
て
、
摩
耗
が
激
し
く
」
作
業
は
困

難
を
極
め
た
。

　

１
本
の
橋
脚
の
基
礎
の
た
め
、
堅
い
岩

盤
ま
で
長
さ
15
ｍ
前
後
の
基
礎
杭
（
直
径

１
・
２
ｍ
）
を
最
多
で
４
列
四
方
に
16
本

を
打
ち
こ
ん
だ
（
場
所
打
ち
）。
そ
の
上

に
橋
台
や
、
橋
脚
を
造
る
構
造
を
と
っ
た

（
逆
Ｔ
字
方
式
）。
こ
う
し
た
基
礎
、橋
台
、

橋
脚
が
15
基
（
40
ｍ
間
隔
）
な
ら
ん
で
上

部
の
道
路
面
と
な
る
橋
を
支
え
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
「
足
元
」
は
波
に
よ
る
洗
掘
を
避

け
る
た
め
岩
石
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め

ら
れ
て
い
る
。

　

93
鹿
児
島
水
害
（
平
成
５
年
・

１
９
９
３
）
で
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３

か
月
間
も
、
集
中
豪
雨
と
台
風
に
鹿
児
島

地
方
は
見
舞
わ
れ
た
。
８
月
６
日
、
鹿
児

島
市
内
が
集
中
豪
雨
に
襲
わ
れ
、
国
道

２
２
０
号
も
土
砂
崩
れ
で
寸
断
さ
れ
、
続

い
て
９
日
に
は
台
風
７
号
が
工
事
現
場
を

直
撃
し
た
。
ボ
ラ
層
の
崖
が
崩
れ
、
工
事

用
機
械
が
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
大

波
で
作
業
道
路
も
壊
れ
、
工
事
用
の
桟

橋
に
使
っ
て
い
た
鉄
板
（
１
ｍ
×
２
ｍ
）

４
１
１
枚
が
波
に
さ
ら
わ
れ
て
海
中
へ
。

潜
水
夫
を
雇
っ
て
探
し
た
が
１
枚
も
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
。

　

ま
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
９
０
０
㎥
が
流
失

す
る
な
ど
、
大
き
な
損
失
を
出
す
こ
と
に

な
っ
た
。
近
海
で
行
わ
れ
て
い
る
養
殖
業

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
「
汚
濁
防
止
フ
エ

ン
ス
」を
設
置
す
る
な
ど
、工
事
に
当
た
っ

て
の
苦
労
が
続
い
た
。

　

年
間
１
０
０
０
回
近
い
噴
火
を
繰
り
返

す
桜
島
南
岳
・
昭
和
火
口
な
ど
か
ら
の
火

山
灰
が
降
り
、
時
に
は
火
山
弾
が
重
機
の

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
割
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
活
火
山
に
隣
接
し
て
造
ら
れ
る
橋
だ

け
に
地
震
対
策
も
絶
対
必
要
で
、
桁
の
落

下
防
止
装
置
も
施
さ
れ
て
い
る
。

　

鹿
児
島
水
害
と
台
風
に
さ
ら
さ
れ
な
が

ら
の
難
工
事
が
５
年
間
、
続
い
た
が
、
平

成
９
年
12
月
６
日
、
大
漁
旗
を
掲
げ
た
漁

船
団
が
祝
う
中
、
開
通
式
を
迎
え
た
。
総

工
費
80
億
円
。「
よ
う
や
く
土
石
流
に
強

い
道
路
と
橋
が
出
来
た
」と
漁
協
関
係
者
。

土
砂
崩
壊
が
起
こ
っ
て
も
、
ま
ず
旧
国
道

防
護
柵
で
守
ら
れ
、
そ
れ
を
越
え
て
き
て

も
国
道
と
の
間
隔
が
あ
り
、
さ
ら
に
早
咲

大
橋
の
広
い
間
隔
の
橋
脚
の
間
を
抜
け
て

海
に
流
れ
込
む
。「
豪
雨
に
も
負
け
な
い
」、

安
全
度
は
極
め
て
高
い
橋
と
な
っ
て
い

る
。

地
名
は
早
崎
だ
が
、「
早
咲
」
大
橋
の
名

前
は
地
元
垂
水
市
の
主
婦
の
命
名
で
あ

る
。

　

大
隅
半
島
の
垂
水
市
か
ら
、
早
咲
大
橋

を
走
り
、
い
っ
た
ん
、
東
桜
島
に
渡
り
、

北
へ
右
折
、
国
分
（
霧
島
市
）
に
通
ず
る

国
道
２
２
０
号
に
向
か
う
と
、目
の
前
に
、

大
き
な
ア
ー
チ
橋
が
現
れ
る
。
牛
根
大
橋

◎
牛
根
大
橋

　

�

３
ブ
ロ
ッ
ク
を
組
み
立
て
る

華
や
か
な
架
橋
工
事

海岸ぞいを走る早咲大橋

豪
雨
、
台
風
が
、
噴
火
が
襲
い
く
る
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だ
。
大
橋
の
下
の
入
り
江
に
は
、
た
く
さ

ん
の
漁
船
が
浮
か
ん
で
い
る
。
ハ
マ
チ
養

殖
を
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
。
牛
根
大

橋
は
全
長
３
８
１
ｍ
、
桜
島
と
大
隅
半
島

の
両
岸
を
大
き
な
ア
ー
チ
で
結
ん
で
い

る
。「
バ
ラ
ン
ス
ド
ア
ー
チ
橋
」
と
呼
ば

れ
る
形
式
で
、
中
央
径
間
２
６
０
ｍ
は
九

州
１
の
長
さ
、
全
国
で
も
大
阪
市
の
新
木

津
川
大
橋
（
ア
ー
チ
径
間
３
０
５
ｍ
）
夢

舞
大
橋
（
同
２
８
０
ｍ
）
に
次
い
で
３
番

目
と
な
る
。国
分
方
面
か
ら
南
下
す
る
と
、

青
い
海
の
上
に
大
き
く
描
か
れ
た
ア
ー
チ

が
、
噴
煙
を
上
げ
る
桜
島
に
渡
る
景
観
の

美
し
さ
は
、
人
々
の
目
を
奪
う
。

　

だ
が
、
こ
の
橋
は
国
道
２
２
０
号
を
南

下
す
る
車
両
を
、
い
っ
た
ん
桜
島
に
渡
ら

せ
、
う
回
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
崖
崩
れ
の
危
険
地
域
か
ら
通
行

車
両
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
桜
島

と
牛
根
の
両
岸
に
堅
固
な
基
礎
を
造
り
、

長
さ
４
０
０
ｍ
、
総
重
量
６
５
０
０
ｔ
近

い
鋼
橋
を
ク
レ
ー
ン
で
持
ち
上
げ
、
基
礎

の
上
に
載
せ
て
、
一
気
に
架
橋
し
て
い
っ

た
。

 

○
豪
快
な
架
橋
、
組
み
立
て 

　

な
ん
と
い
っ
て
も
、
こ
の
橋
を
有
名
に

し
た
の
は
そ
の
架
設
方
法
で
あ
る
。
総
重

量
６
５
０
０
ｔ
に
も
及
ぶ
橋
を
、
３
分
割

し
て
、陸
上
の
工
場
で
製
作
し
た
。
起
点
、

終
点
（
側
径
間
ブ
ロ
ッ
ク
）、
中
央
径
間

の
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
工
場
（
千
葉
、
大
阪
、
広
島
）
で
各

部
材
を
製
作
、
鹿
児
島
市
七
ッ
島
の
ヤ
ー

ド
（
元
Ｉ
Ｈ
Ｉ
鹿
児
島
工
場
跡
）
で
組
み

立
て
た
。

　

起
点
ブ
ロ
ッ
ク
（
１
５
６
０
ｔ
）
の
部

材
は
宮
路
鉄
工
所
千
葉
工
場
で
造
ら
れ
、

太
平
洋
を
航
行
、
紀
伊
半
島
沖
、
四
国
沖

か
ら
佐
多
岬
を
回
っ
て
錦
江
湾
に
入
っ

た
。
曳
航
距
離
１
０
０
２
・
６
㎞
。
終
点

ブ
ロ
ッ
ク
部
材
（
１
５
８
０
ｔ
）
は
高
田

機
工
和
歌
山
工
場
の
製
作
、
瀬
戸
内
海
、

周
防
灘
を
経
て
錦
江
湾
へ
、
そ
の
距
離

７
０
３
・
３
㎞
。
最
大
の
ア
ー
チ
部
と
な

る
中
央
径
間
ブ
ロ
ッ
ク
部
材
（
３
３
７
０

ｔ
）
は
三
菱
重
工
広
島
工
場
か
ら
周
防

灘
を
通
過
し
て
ヤ
ー
ド
へ
。
そ
の
距
離

４
７
８
㎞
。
い
ず
れ
も
３
０
０
０
ｔ
級
の

台
船
を
使
っ
て
、
長
い
船
旅
を
し
て
の
鹿

児
島
到
着
だ
っ
た
。

　

３
ブ
ロ
ッ
ク
を
七
ッ
島
ヤ
ー
ド
で
組
み

立
て
、
東
桜
島
・
牛
根
の
架
橋
現
場
に
運

ん
だ
が
、
圧
巻
は
中
央
径
間
の
ア
ー
チ
の

運
搬
だ
っ
た
。
桜
島
を
背
景
に
、「
浜
だ

し
」
さ
れ
た
巨
大
な
ア
ー
チ
（
ア
ー
チ
支

間
２
６
０
ｍ
）
は
、
波
静
か
な
錦
江
湾
を

ゆ
っ
く
り
、
桜
島
を
時
計
回
り
に
ほ
ぼ
一

周
す
る
形
で
航
行
、
牛
根
の
架
設
現
場
に

着
い
た
。
鹿
児
島
市
と
桜
島
、
垂
水
を
む

す
ぶ
フ
ェ
リ
ー
が
頻
繁
に
行
き
来
し
、
種

子
島
・
屋
久
島
、
奄
美
大
島
な
ど
へ
航
路

も
あ
り
、
そ
の
航
路
を
横
切
る
形
で
航
行

す
る
た
め
、
慎
重
な
事
前
調
整
が
必
要

だ
っ
た
。

　

運
搬
の
主
役
は
ク
レ
ー
ン
を
積
ん
だ
起

重
機
船
・
海
翔
（
国
内
最
大
の
４
１
０
０

ｔ
吊
り
）
で
、
こ
の
よ
う
な
大
型
フ
ロ
ー

デ
ン
グ
ク
レ
ー
ン
船
は
少
な
く
、
世
界
中

の
架
設
現
場
を
回
っ
て
い
る
。
そ
の
タ
イ

ム
ス
ケ
ー
ジ
ュ
ー
ル
の
中
に
牛
根
大
橋
の

架
橋
日
程
を
設
定
し
て
い
る
た
め
、
全
て

の
製
作
、
架
橋
工
程
が
、
事
前
に
決
ま
っ

た
日
程
通
り
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

変
更
は
許
さ
れ
な
い
の
だ
。

　

日
程
通
り
、
ま
た
設
計
通
り
製
作
は
精

密
に
行
わ
れ
た
の
は
勿
論
だ
が
、
３
つ
の

ブ
ロ
ッ
ク
が
お
互
い
、
遠
く
離
れ
た
工
場

で
製
作
、
輸
送
さ
れ
て
、
現
場
の
基
礎
工

事
の
時
間
表
と
全
て
ピ
タ
リ
と
一
致
し
な

け
れ
ば
架
橋
は
成
功
し
な
い
。「
設
計
通

り
、
す
べ
て
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
思
い

な
が
ら
、
架
橋
の
時
は
本
当
に
緊
張
し
ま

し
た
」
と
後
藤
清
正
監
督
官
（
当
時
）。

　

海
翔
は
、
錦
江
湾
の
青
い
海
を
航
行
し

て
、
現
場
に
到
着
す
る
と
、
巨
大
ア
ー
チ

を
２
つ
の
ク
レ
ー
ン
で
高
く
持
ち
上
げ

て
、
ゆ
っ
く
り
と
降
ろ
し
て
行
っ
た
。
バ

ラ
ン
ス
ド
ア
ー
チ
形
式
と
呼
ば
れ
、
景
観

的
に
も
優
れ
て
い
る
。

　

両
岸
で
は
ク
レ
ー
ン
か
ら
降
り
て
く
る

ア
ー
チ
を
、
引
き
寄
せ
ワ
イ
ヤ
ー
で
予
定

地
点
ま
で
動
か
し
、
綿
密
に
高
さ
を
測
り

な
が
ら
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
で
調
整
、
継
ぎ
目

が
ピ
タ
リ
と
合
わ
さ
れ
た
。
す
で
に
据
え

付
け
ら
れ
て
い
た
両
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
継

手
と
ア
ー
チ
部
の
継
手
が
連
結
さ
れ
た
。

連
結
完
了
後
、支
承
部
に
力
が
加
え
ら
れ
、

牛根大橋、アーチが美しい。

土砂くずれで破壊された防護柵（牛根境）

世
界
最
大
級
の
ク
レ
ー
ン
船
、緊
張
の
架
橋
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全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
え
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
手
順
が
正
確
に
実
施
さ
れ
て
、
一
つ

橋
へ
と
「
合
体
」、
完
成
し
た
。

 

悪
戦
苦
闘
の
基
礎
杭
打
ち 

　

大
が
か
り
な
ド
ラ
マ
を
思
わ
せ
る
架
橋

工
事
と
は
対
照
的
に
、
人
目
に
は
見
え
な

い
こ
の
橋
の
基
礎
工
事
は
悪
戦
苦
闘
の
連

続
だ
っ
た
。
ア
ー
チ
橋
の
基
礎
に
は
、
大

き
な
橋
の
重
力
に
耐
え
得
る
堅
固
な
地
盤

が
必
要
だ
。
溶
岩
の
中
で
行
わ
れ
る
橋
の

基
礎
杭
打
ち
で
難
問
に
直
面
し
た
で
あ

る
。
基
礎
地
盤
は
桜
島
溶
岩
が
流
れ
出
し

て
固
ま
っ
て
い
る
桜
島
地
点
と
な
り
、
非

常
に
硬
い
溶
岩
と
隙
間
が
あ
る
火
山
灰
質

砂
礫
の
２
つ
の
層
が
幾
重
に
も
重
な
っ
て

い
た
。

　

牛
根
大
橋
の
架
設
重
量
は
５
４
０
０
ｔ

を
超
え
る
。
そ
れ
だ
け
の
大
重
量
を
支
え

る
基
礎
は
余
程
、
頑
丈
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
現
場
の
溶
岩
を
排

除
し
て
、
ケ
ー
ソ
ン
で
コ

ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
を
造
る

案
な
ど
様
々
な
検
討
が
行

わ
れ
た
が
、
太
い
基
礎
杭
を
打
ち
、
橋
台

を
支
え
る
構
造
が
選
択
さ
れ
た
。

　

橋
台
の
基
礎
杭
を
造
る
た
め
、
最
大

深
度
60
ｍ
に
、
直
径
３
ｍ
鋼
鉄
の
パ
イ

プ
（
ケ
ー
シ
ン
グ
）
12
本
を
打
ち
こ
む
の

で
あ
る
。
巨
大
な
掘
削
ケ
ー
シ
ン
グ
を
回

転
さ
せ
な
が
ら
、
岩
石
を
掘
り
こ
む
工
法

（
オ
ー
ル
ケ
ー
シ
ン
グ
・
全
周
回
転
掘
削

工
法
）
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
，
つ
ま
づ
き
は
最
初
か
ら
発

生
し
た
。
平
成
16
年
11
月
、
１
本
目
の

ケ
ー
シ
ン
グ
が
深
さ
27
ｍ
迄
行
っ
た
と
こ

ろ
で
動
か
な
く
な
り
、
掘
削
不
能
に
陥
っ

た
。
動
か
な
く
な
っ
た
の
は
穴
を
掘
削
す

る
際
、
掘
削
ケ
ー
シ
ン
グ
の
外
側
の
壁
が

壊
れ
、
火
山
灰
砂
礫
が
、
約
20
㎜
程
の
隙

間
の
下
に
落
ち
て
た
ま
り
、
ケ
ー
シ
ン
グ

を
圧
迫
し
て
ロ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
た
と
推

測
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
め
、
様
々
な
試
験
施
工
が
行
わ

れ
解
決
策
が
模
索
さ
れ
た
。
掘
削
ス
ト
ッ

プ
し
て
約
１
年
半
後
の
平

成
17
年
９
月
よ
う
や
く
再

開
さ
れ
た
。薬
液
を
注
入
、

穴
の
壁
の
地
質
を
改
良
し

て
崩
落
を
防
ぎ
「
自
立
」

さ
せ
る
補
助
工
法
で
、
薬

液
充
填
で
摩
擦
の
力
を
抑

え
、
掘
削
が
可
能
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
掘

削
先
端
の
「
歯
」
が
、
転

石
に
食
い
込
み
、
空
回
転

し
て
、
さ
ら
に
深
く
掘
削
で
き
な
い
状
態

も
生
じ
る
な
ど
、難
し
い
作
業
が
続
い
た
。

　

苦
労
が
続
い
た
基
礎
工
事
だ
が
、
地
盤

の
溶
岩
は
急
速
に
冷
や
さ
れ
て
固
ま
っ

た
た
め
地
盤
と
し
て
は
も
ろ
さ
が
あ
り
、

ア
ー
チ
か
ら
の
橋
の
重
量
を
支
え
る
に
は

十
分
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
ア
ー
チ
を

繋
ぎ
、
お
互
い
の
力
を
押
し
合
う
バ
ラ
ン

ス
構
造
に
す
れ
ば
、
地
盤
へ
の
負
担
は
軽

く
な
る
。
通
常
、
複
数
の
ア
ー
チ
を
持
つ

橋
の
場
合
、
有
効
だ
が
、
牛
根
大
橋
の
場

合
、
渡
海
ア
ー
チ
が
一
つ
の
た
め
，
支
点

部
分
に
小
型
ア
ー
チ
で
両
側
の
陸
橋
と
繋

ぎ
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て

景
観
と
バ
ラ
ン
ス
構
造
に
優
れ
た
牛
根
大

橋
が
完
成
し
た
。

 

喜
び
と
心
配
と 

　

平
成
19
年
８
月
で
あ
る
。
く
す
玉
が
割

ら
れ
、万
歳
が
桜
島
と
錦
江
湾
に
響
い
た
。

牛
根
大
橋
の
完
成
で
、
大
隅
半
島
側
垂
水

市
牛
根
麓
の
崩
れ
や
す
い
崖
の
下
を
通
ら

ず
に
、
桜
島
・
黒
神
か
ら
、
半
島
側
の
国

道
２
２
０
号
に
渡
り
、
国
分
方
面
に
向
か

う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

早
咲
大
橋
、
牛
根
大
橋
の
完
成
は
、
国

道
２
２
０
号
を
「
雨
に
強
い
道
路
」
に
一

変
さ
せ
た
。
垂
水
市
の
海
潟
か
ら
桜
島
と

大
正
溶
岩
で
つ
な
が
っ
た
戸
柱
鼻
を
通
っ

て
牛
根
麓
・
前
崎
を
通
る
５
・
２
㎞
は
、

台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
が
け
崩
れ
、
土

石
流
で
悩
ま
さ
れ
続
け
、
し
ば
し
ば
道
路

が
寸
断
さ
れ
、
集
落
が
孤
立
し
て
き
た
。

牛
根
大
橋
の
建
設
途
中
、
平
成
17
年
９
月

の
台
風
14
号
で
は
４
日
間
に
わ
た
っ
て

国
道
２
２
０
号
は
全
面
ス
ト
ッ
プ
、
８
集

落
約
９
０
０
人
の
住
民
が
孤
立
し
た
だ
け

に
、
牛
根
大
橋
の
完
成
は
、
地
元
に
と
っ

て
大
き
な
朗
報
だ
っ
た
。

　

牛
根
大
橋
か
ら
見
上
げ
る
と
、
す
ぐ
上

の
昭
和
火
口
か
ら
噴
煙
が
上
が
り
、
火
山

灰
が
降
っ
て
き
た
。養
殖
場
の
漁
師
は「
大

隅
半
島
側
へ
下
り
勾
配
と
な
っ
て
お
り
、

橋
に
火
山
灰
な
ど
が
降
り
そ
そ
ぐ
し
、
火

山
性
地
震
も
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

台
風
時
の
強
い
風
も
吹
付
け
る
。
こ
の
橋

も
き
つ
い
よ
ね
」
と
橋
を
見
や
っ
た
。
牛

根
大
橋
自
身
が
、
こ
れ
か
ら
自
然
が
引
き

起
こ
す
大
き
な
「
負
荷
」
に
耐
え
て
行
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

バランスドアーチ形式の牛根大橋

自
然
の
厳
し
さ
に
耐
え
て

牛根大橋バランスドアーチ構造

海

牛根大橋のバランスドアーチ構造
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国
道
２
２
０
号
は
、
全
国
で
も
、
有
数

の
土
砂
災
害
と
闘
い
続
け
て
い
る
道
路
で

あ
る
。
宮
崎
市
橘
通
り
を
起
点
と
し
て
、

日
南
海
岸
を
南
下
、
日
南
市
、
串
間
市
か

ら
鹿
児
島
県
に
入
り
、
志
布
志
市
、
鹿
屋

市
な
ど
大
隅
半
島
を
横
断
、
垂
水
市
か
ら

鹿
児
島
湾
（
錦
江
湾
）
を
北
上
、
霧
島
市

国
分
の
終
点
で
国
道
10
号
線
と
合
流
す

る
。
全
長
１
９
１
・
６
㎞
の
一
般
国
道
。

土
砂
崩
れ
が
頻
発
し
、
気
象
条
件
も
復
旧

作
業
も
過
酷
な
道
路
と
い
う
意
味
で
「
酷

道
」
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ

の
一
方
で
青
い
海
、
鬼
の
洗
濯
板
や
南
国

の
花
が
人
々
を
迎
え
る
日
南
海
岸
、
桜
島

と
錦
江
湾
な
ど
景
観
が
美
し
い
道
で
も
あ

る
。

　

日
南
海
岸
で
は
、
宮
崎
層
群
な
ど
の
崖

崩
れ
に
寸
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
大
隅

半
島
で
は
水
に
弱
い
シ
ラ
ス
地
帯
、
錦
江

湾
沿
い
は
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
渕
に
当
た

り
、
台
風
や
集
中
豪
雨
が
襲
い
、
崖
崩
れ
、

土
石
流
が
頻
発
す
る
。
特
殊
土
壌
と
異
常

気
象
が
重
な
り
合
う
南
九
州
東
南
地
域
で

の
「
基
幹
道
路
」
の
一
つ
だ
が
し
ば
し
ば
、

崖
、法
面
崩
壊
な
ど
で
交
通
規
制
を
受
け
、

大
き
く
迂
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

鹿
児
島
水
害
（
平
成
５
年
８
月
１
日
）

の
豪
雨
は
、
こ
の
国
道
２
２
０
号
の
終
点

に
近
い
亀
割
峠
（
福
山
町
）
で
約
４
０
０

ｍ
に
わ
た
っ
て
土
砂
で
道
路
が
埋
め
尽
く

さ
れ
た
。
流
れ
出
た
泥
土
は
山
間
の
道
路

を
埋
め
そ
れ
以
南
の
福
山
か
ら
垂
水
市
ま

で
の
地
域
を
「
陸
の
孤
島
化
」
に
追
い
込

ん
だ
。
早
急
な
復
旧
が
求
め
ら
れ
た
が
、

大
量
の
水
を
含
ん
だ
土
砂
は
排
除
が
難
し

く
、
セ
メ
ン
ト
を
混
入
し
て
固
め
、
搬
出

す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

　

崩
れ
た
土
砂
の
中
に
大
型
冷
凍
車
が
横

転
し
て
、
道
を
塞
い
で
い
た
。
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
で
押
し
て
も
引
い
て
も
動
か
な
い
。

警
察
の
調
べ
で
は
、
養
殖
用
の
餌
を
１
０

ｔ
ト
ラ
ッ
ク
に
30
ｔ
も
積
ん
で
い
た
と
い

う
。
片
側
通
行
に
こ
ぎ
つ
け
る
の
に
３
昼

夜
の
厳
し
い
作
業
が
必
要
だ
っ
た
。

 

土
砂
崩
壊
が
頻
発
す
る
牛
根
麓 

　

亀
割
峠
か
ら
錦
江
湾
沿
い
を
南
下
す
る

と
、
垂
水
市
の
「
牛
根
境
か
ら
牛
根
麓
」

の
崖
崩
れ
多
発
地
帯
に
入
る
。
牛
根
境
は

交
通
規
制
の
名
所
と
い
う
あ
り
が
た
く
な

い
別
名
を
持
っ
て
い
る
道
路
。
大
雨
な
ど

異
常
気
象
時
に
、
事
故
防
止
の
た
め
通
行

が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
る
区
間（
３
・
８
㎞
）で
、

連
続
雨
量
が
２
０
０
㎜
を
越
し
た
場
合
、

崖
の
土
砂
が
ゆ
る
み
崩
れ
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
の
措
置
。
平
成
14
年
か
ら
同
19
年
ま

で
９
回
の
通
行
止
め
が
行
わ
れ
て
い
る
。

平
成
20
年
ま
で
の
４
年
間
は
ゼ
ロ
だ
っ
た

プロジェクト九州

第3節
③「酷道」
からの脱出

カルデラ壁の道路防災

全
国
有
数
の
災
害
国
道
・
２
２
０
号

土
砂
災
害
が
常
襲
す
る
「
酷
道
」
返
上
を

よ
り
強
靱
な
道
路
へ
、
二
つ
の
大
橋
建
設
と
バ
イ
パ
ス

土砂に流された大型トラックが道路を完全に塞ぐ
（鹿児島県福山町で）

国道10号線国道10号線

（
鹿
児
島
市
）

（
鹿
児
島
市
）

福山町福山町

鹿
児
島
湾

鹿
児
島
湾 志

布
志
湾

志
布
志
湾

1010

３３

桜島桜島

（垂水市）
 国道220号線
（垂水市）
 国道220号線

（鹿屋市）
大隅半島
（鹿屋市）
大隅半島

220220

MAP国道220号

国
道
２
２
０
号
略
図
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が
同
24
年
６
月
22
日
、
法
面
が
崩
壊
、
全

面
交
通
止
め
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
牛
根
境
か
ら
桜
島
が
大
隅
半
島
と

大
正
溶
岩
で
繋
が
る
「
牛
根
麓
」
間
は
大

隅
河
川
国
道
事
務
所
の
管
轄
だ
。
同
事
務

所
が
記
録
し
た
「
災
害
履
歴
」
に
よ
る
と

１
９
９
０
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で
の
、

牛
根
麓
で
起
こ
っ
た
土
砂
崩
壊
は
大
小
、

実
に
２
３
９
回
に
の
ぼ
る
。

　

年
次
別
に
見
る
と
90
年
６
１
回
、
91
年

20
回
、
93
年
１
０
２
回
、
94
年
21
回
と
多

発
し
て
お
り
、
95
年
か
ら
は
６
回
以
下
で

２
０
１
０
年
ま
で
の
合
計
は
17
回
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
93
年
は
鹿
児
島
大
水
害
の

年
で
、
集
中
豪
雨
や
台
風
の
襲
来
が
繰
り

返
さ
れ
た
。

 

早
﨑
か
ら
海
潟
ま
で 

　

国
道
２
２
０
号
は
牛
根
麓
口
（
桜
島

口
）
か
ら
、
垂
水
市
街
に
向
か
う
。
桜
島

へ
の
分
岐
点
か
ら
南
は
、
早
崎
地
区
に
な

る
が
、
こ
こ
も
牛
根
麓
と
同
様
、
土
砂
崩

壊
の
多
発
地
帯
だ
。
や
は
り
大
隅
河
川

国
道
事
務
所
の
「
災
害
履
歴
」
に
よ
る

と
、
海
潟
小
浜
で
の
土
砂
崩
壊
の
回
数
は

多
い
。
年
次
別
に
見
る
と
、
１
９
９
０
年

56
回
、
91
年
10
回
、
92
年
50
回
、
93
年
41

回
と
、
計
１
６
７
回
の
ぼ
っ
て
い
る
。
94

年
の
７
回
以
降
は
急
激
に
減
少
、
95
年
５

回
、
２
０
１
０
年
ま
で
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て

い
る
。

　

牛
根
麓
、
海
潟
小
浜
に
し
て
も
、
94
、

95
年
か
ら
急
激
に
土
砂
崩
壊
が
減
っ
た
の

は
、
台
風
の
襲
来
が
減
っ
て
き
た
こ
と
も

あ
る
が
、
何
と
言
っ
て
も
、
道
路
改
良
、

防
災
施
設
の
増
強
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
特
に
、
垂
水
市
の
早
咲
大
橋
、
そ
れ

に
続
く
牛
根
大
橋
の
完
成
は
土
砂
崩
壊
か

ら
国
道
２
２
０
号
を
守
る
う
え
で
、
極
め

て
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。

 

生
々
し
い
被
害
状
況 

　

だ
が
、
こ
の
「
災
害
履
歴
」
は
国
道

２
２
０
号
の
被
災
で
あ
り
、
地
域
住
民
が

受
け
た
被
害
は
入
っ
て
い
な
い
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
平
成
１
７

年
（
２
０
０
５
）
９
月
に
九
州
西
を
か
す

め
る
よ
う
に
海
上
を
北
上
し
た
台
風
14
号

は
垂
水
地
区
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
牛
根
麓
で
は
５
カ
所
の
土
砂
崩
壊
と

１
カ
所
の
擁
壁
倒
壊
が
記
録
さ
れ
て
い
る

が
こ
れ
に
よ
っ
て
６
集
落
３
７
４
世
帯

８
３
２
人
が
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
。
二
川

地
区
で
は
約
５
０
０
ｍ
に
渡
っ
て
、
道
路

が
膝
下
ま
で
土
砂
に
埋
ま
り
完
全
に
不
通

と
な
っ
た
。い
た
る
と
こ
ろ
で
山
が
崩
れ
、

流
木
が
民
家
を
濁
流
と
共
に
突
き
破
っ
て

い
た
。

　

一
方
、「
法
面
洗
掘
」
と
記
録
さ
れ
て

い
る
垂
水
市
街
近
く
の
新
城
小
谷
地
区
で

は
集
落
を
襲
っ
た
土
石
流
に
飲
み
込
ま
れ

３
人
が
死
亡
、
新
御
堂
で
も
２
人
が
亡
く

な
っ
て
い
る
。
集
落
内
を
流
れ
る
小
川
に

上
流
で
発
生
し
た
土
石
流
が
数
か
所
で

シ
ラ
ス
土
壌
な
ど
を
え
ぐ
り
住
家

を
の
み
込
ん
で
い
た
。
ま
た
、
同

市
で
は
道
路
決
壊
で
送
水
管
が
破

損
、
約
３
０
０
世
帯
で
断
水
し
た

ほ
か
、
養
殖
場
の
カ
ン
パ
チ
17
万

匹
が
死
ぬ
損
害
な
ど
、
地
域
に
大

き
な
傷
跡
を
残
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
地
域
の
災
害
救
援
、
復
旧
の

た
め
に
は
道
路
復
旧
が
急
務
と
な

り
「
よ
り
強
靭
な
道
路
」
が
求
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

垂
水
市
に
入
る
海
潟
ト
ン
ネ
ル

は
両
側
２
車
線
で
幅
員
が
狭
く
、

ト
ン
ネ
ル
入
り
口
が
土
砂
崩
れ
で

塞
が
れ
通
行
が
ス
ト
ッ
プ
（
平

成
17
年
14
号
台
風
な
ど
）、
国
道

２
２
０
号
が
マ
ヒ
し
て
し
ま
う
。

こ
の
た
め
新
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
、

上
り
下
り
を
分
け
て
２
車
線
を
確

保
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

垂
水―

鹿
屋
間
に
古
江
バ
イ
パ
ス

（
全
長
約
７
・
５
㎞
）
さ
ら
に
鹿
屋

バ
イ
パ
ス
（
10
・
６
㎞
）
が
整
備
さ
れ
る

な
ど
「
酷
道
」
返
上
へ
の
道
を
急
い
で
い

る
。

土石流が道路を寸断、カルデラ壁の崩壊
（国道220号、垂水市）

繰り返される土砂災害（垂水市）

国道220号

錦江湾桜　島

重
水
市
街
へ
↓

早
咲
大
橋

↑
牛
根
麓

早
崎

海
潟
小
浜

↑
牛
根
境

霧
島
市
へ
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鹿
児
島
市
街
か
ら
、
中
・
北
部
九
州
に

つ
な
ぐ
大
動
脈
・
九
州
自
動
車
道
と
南
九

州
道
西
回
り
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
国
道
３

号
鹿
児
島
バ
イ
パ
ス
（
鹿
児
島
東
西
幹
線

道
路
）
の
建
設
は
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
カ

ナ
メ
が
武
岡
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
建
設
は

二
つ
の
課
題
を
抱
え
て
の
工
事
で
あ
っ

た
。
ま
ず
南
九
州
を
覆
う
シ
ラ
ス
土
壌
で

形
成
さ
れ
た
台
地
を
ど
の
よ
う
に
ト
ン
ネ

ル
掘
削
を
行
う
か
。
そ
し
て
、
多
く
の
住

宅
、
都
市
機
能
が
集
積
し
た
市
街
地
で
工

事
中
に
騒
音
、
振
動
な
ど
で
、
市
民
の
暮

ら
し
が
脅
か
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
施
工

で
あ
る
。

　
「
武
岡
ト
ン
ネ
ル
」
は
、
国
道
３
号
鹿

児
島
バ
イ
パ
ス
と
し
て
片
側
１
車
線
で
開

通
し
た
。
シ
ラ
ス
土
壌
に
挑
戦
し
た
こ
の

ト
ン
ネ
ル
掘
削
は
、
例
え
れ
ば
、
浜
辺
で

子
供
た
ち
が
砂
山
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
の

に
似
て
い
る
。
砂
山
が
崩
れ
や
す
く
、
波

（
水
）
が
打
ち
寄
せ
れ
ば
脆
く
壊
れ
て
し

ま
う
。
シ
ラ
ス
は
、
砂
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
程
、
複
雑
な
性
格
を
持
つ
が
、
そ
れ

ら
を
克
服
し
て
完
成
さ
せ
た
。

　

し
か
し
、
鹿
児
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

と
鹿
児
島
市
街
地
間
を
む
す
ぶ
交
通
量
は

大
き
く
、
片
側
一
車
線
の
た
め
武
岡
ト
ン

ネ
ル
内
で
混
雑
、渋
滞
が
発
生
し
た
た
め
、

鹿
児
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
鹿
児
島
市

街
地
を
結
ぶ
地
域
高
規
格
道
路
「
鹿
児
島

東
西
幹
線
道
路
」
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
主

要
部
分
で
あ
る
２
本
目
の
「
新
武
岡
ト
ン

ネ
ル
」
の
建
設
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
。

　
「
新
武
岡
ト
ン
ネ
ル
」
は
、
将
来
市
街

地
か
ら
地
下
を
通
っ
て
く
る
本
線
ト
ン
ネ

ル
と
武
岡
ト
ン
ネ
ル
の
市
街
地
側
の
入
り

口
に
あ
た
る
建
部
側
か
ら
の
ラ
ン
プ
ト
ン

ネ
ル
を
、
合
流
さ
せ
る
構
造
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
合
流
点
で
の
ト
ン
ネ
ル
断
面

は
ま
る
で
地
下
ド
ー
ム
を
造
る
よ
う
な
大

空
間
を
シ
ラ
ス
地
山
の
中
に
造
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

シ
ラ
ス
土
壌
は
、
ト
ン
ネ
ル
や
道
路
建

設
等
、
様
々
な
社
会
資
本
を
整
備
す
る
う

え
で
の
「
技
術
的
難
題
」
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
都
市
の
中
の
工
事
で
は
、
陥
没

か
ら
騒
音
ま
で
シ
ラ
ス
ゆ
え
の
現
象
が
発

生
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

し
ま
う
。難
し
い
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
、

工
事
が
進
め
ら
れ
た
鹿
児
島
市
の
国
道
３

号
鹿
児
島
バ
イ
パ
ス
「
武
岡
ト
ン
ネ
ル
」

と
、
建
設
中
だ
っ
た
鹿
児
島
東
西
幹
線
道

路
「
新
武
岡
ト
ン
ネ
ル
」
の
現
場
（
平
成

25
年
度
完
成
）
を
訪
ね
た
。

シ
ラ
ス
地
山
に
大
空
間

プロジェクト九州

第4節
①武岡トンネル

の苦闘
シラス土壌と戦う

新
旧
二
つ
の
武
岡
ト
ン
ネ
ル

砂
山
を
掘
る
よ
う
な
、
シ
ラ
ス
土
壌
と
の
苦
闘

住
宅
団
地
下
に
「
地
下
ド
ー
ム
」
の
掘
削

シラス台地の下を通る
武岡トンネル

武岡トンネル

シラス土壌での初めての中壁式ＮＡＴＭ
住宅団地の環境と工事の両立を模索
騒音、振動で夜間作業を中止も

上
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そ
れ
ま
で
鹿
児
島
中
心
市
街
地
か
ら
、

九
州
自
動
車
道
・
鹿
児
島
北
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
は
、
甲
突
川
沿
い
を
さ
か
の

ぼ
る
国
道
３
号
だ
け
で
、
市
街
地
を
通
過

し
混
雑
、
渋
滞
も
ひ
ど
か
っ
た
。
こ
の
た

め
、
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅
、
約
５
０
０
ｍ

南
側
の
鹿
児
島
市
建
部
か
ら
鹿
児
島
Ｉ
Ｃ

へ
通
ず
る
鹿
児
島
バ
イ
パ
ス
の
建
設
が
、

強
く
要
望
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
市
内
か
ら
郊
外
へ
は
シ
ラ
ス

台
地
が
行
く
手
を
阻
み
、
な
か
な
か
実
現

し
な
か
っ
た
。
武
岡
ト
ン
ネ
ル
の
上
は
高

さ
約
１
０
０
ｍ
の
シ
ラ
ス
台
地
で
住
宅
団

地
が
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
よ
っ
て
、

沈
下
、
陥
没
な
ど
の
異
常
が
発
生
、
あ
る

い
は
工
事
の
騒
音
な
ど
暮
ら
し
に
影
響
す

る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
た
。
台
地
の
上
の

武
岡
団
地
か
ら
見
渡
す
と
、
錦
江
湾
に
浮

か
ぶ
桜
島
を
正
面
に
見
る
素
晴
ら
し
い
景

観
が
広
が
っ
て
い
る
。
団
地
住
民
の
若

い
男
性
が
指
差
し
な
が
ら
説
明
し
て
く

れ
る
。「
こ
の
シ
ラ
ス
台
地
の
下
に
は
武

岡
の
道
路
ト
ン
ネ
ル
と
九
州
新
幹
線
の
薩

摩
田
上
ト
ン
ネ
ル
の
２
本
が
走
っ
て
い
ま

す
。
何
し
ろ
シ
ラ
ス
台
地
で
す
か
ら
団
地

に
工
事
の
騒
音
や
振
動
、
陥
没
ま
で
起
こ

り
は
し
な
い
か
と
心
配
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
」。

 

異
な
る
工
法
で
シ
ラ
ス
・
ト
ン
ネ
ル
掘
削 

　

武
岡
ト
ン
ネ
ル
は
長
さ
１
５
０
６
ｍ
、

幅
員
は
12
・
５
ｍ
。
シ
ラ
ス
台
地
の
下
を

通
過
す
る
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
特
に
、
市

内
側
の
坑
口
（
建
部
側
）
は
「
土
か
ぶ
り
」

が
浅
く
、
そ
の
上
に
建
部
神
社
と
そ
の
神

木
な
ど
が
あ
り
、
難
し
い
工
事
を
覚
悟
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ど
ん
な
ト
ン

ネ
ル
工
事
で
も
、
坑
口
付
近
の
土
壌
は
風

化
が
激
し
く
、
土
か
ぶ
り
も
薄
い
た
め
、

工
事
に
は
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
る
。

　

上
の
神
社
に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う

に
、
い
き
な
り
、
本
坑
に
着
手
す
る
の
で

は
な
く
、
坑
口
か
ら
約
30
ｍ
は
本
坑
両
側

に
導
坑
を
掘
り
（
側
壁
導
坑
）、
杭
基
礎

で
安
定
さ
せ
て
、
上
部
は
天
井
に
25―
30

ｍ
の
パ
イ
プ
を
打
つ
な
ど
補
強
工
事
を
行

わ
れ
た
。
坑
口
で
の
掘
進
は
矢
板
な
ど
を

使
っ
た
在
来
の
工
法
で
進
め
ら
れ
た
。「
当

時
、
在
来
工
法
か
ら
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
の
移
行

期
に
あ
り
、
両
工
法
を
同
時
に
採
用
し
て

両
側
か
ら
異
な
る
工
法
で
掘
削
し
た
」（
当

時
の
監
督
官
・
岩
屋
信
一
郎
氏
）。

　

市
外
へ
向
か
う
側
（
田
上
側
坑
口
）
は

も
っ
と
課
題
が
大
き
く
、
全
く
違
う
掘
削

工
法
が
採
用
さ
れ
た
。
掘
削
す
る
シ
ラ
ス

台
地
の
真
上
に
は
住
宅
団
地
が
あ
り
、
大

型
ト
ラ
ッ
ク
が
通
行
す
る
市
道
も
走
っ
て

い
る
。
そ
の
土
か
ぶ
り
は
２
ｍ―

17
ｍ
に

過
ぎ
ず
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
よ
る
地
表
沈

下
な
ど
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
施
工
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
問
題
は
、
火
山

か
ら
噴
出
し
た
火
山
灰
、
軽
石
な
ど
が
積

も
っ
た
シ
ラ
ス
が
、
川
の
浸
食
な
ど
で
粒

が
固
ま
っ
て
い
な
い
軟
弱
な
「
二
次
シ
ラ

ス
」
が
堆
積
し
た
区
間
を
掘
削
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
二
次
シ
ラ
ス
は
、
水
を
多
く

含
ん
で
掘
削
断
面
は
崩
れ
や
す
く
、「
土

か
ぶ
り
」
の
薄
さ
も
あ
っ
て
、
地
表
面
に

影
響
が
出
や
す
い
。

 

中
壁
を
造
り
、
６
区
分
の
小
分
け
掘
進 

　

シ
ラ
ス
台
地
特
有
の
難
し
い
地
形
、
地

質
、
住
宅
周
辺
環
境
の
中
で
、
ど
の
よ
う

に
工
事
を
進
め
る
か
検
討
が
重
ね
ら
れ

た
。
最
適
な
工
法
と
し
て
、「
中
壁
式
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｍ
工
法
」
を
シ
ラ
ス
土
壌
で
初
め
て

採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
中
壁
」
は

ト
ン
ネ
ル
の
真
ん
中
に
Ｈ
鋼
を
弓
形
に
立

て
、
上
部
か
ら
の
重
力
を
支
え
る
。
Ｈ
鋼

を
１
ｍ
間
隔
で
建
て
、
そ
の
間
は
吹
付
け

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
行
き
、
支
保
の

役
割
を
果
た
す
長
い
壁
が
ト
ン
ネ
ル
中
央

に
出
来
る
。

　

こ
の
掘
削
工
法
は
、
ま
ず
掘
削
周
辺
に

薬
液
注
入
を
行
い
、シ
ラ
ス
を
固
め
た
後
、

掘
削
を
お
こ
な
う
。
一
気
に
大
き
な
断
面

を
掘
る
と
、
断
面
崩
壊
の
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
掘
削
断
面
を
小
さ
く
す
る
た
め
、
６

区
分
に
分
割
掘
進
す
る
。
ま
ず
、
ト
ン
ネ

ル
の
ほ
ぼ
中
央
に
２
分
割
し
た
「
中
壁
」

の
弓
の
内
側
半
分
の
断
面
を
上
、
中
、
下

の
３
段
階
で
上
段
か
ら
掘
り
進
む
。
こ
の

中
壁
が
上
部
か
ら
の
荷
重
を
支
え
る
支
保

の
役
割
を
果
た
し
、
ト
ン
ネ
ル
の
安
定
が

保
た
れ
る
。

　

そ
の
上
で
、
今
度
は
、
も
う
一
方
の
半

分
の
掘
削
断
面
を
上
、
中
、
下
の
３
段
階

に
分
け
て
掘
り
進
む
。
つ
ま
り
、
ト
ン
ネ

ル
全
断
面
を
６
つ
の
切
羽
に
分
け
て
、
地

山
の
影
響
を
受
け
に
く
い
小
さ
な
断
面
に

し
て
、
掘
進
す
る
の
で
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル

断
面
の
最
上
部
（
高
さ
３
ｍ
）
か
ら
掘
り

始
め
、２
段
目
（
同
）、３
段
目
（
同
３
・
６

ｍ
）
と
続
い
て
ゆ
く
。
最
上
段
の
断
面
は

高
さ
が
低
い
小
さ
な
ト
ン
ネ
ル
に
な
る
た

め
切
羽
は
安
定
す
る
。
も
し
、
異
変
が
起

こ
っ
て
も
す
ぐ
対
応
で
き
る
。
先
行
す
る

パ
イ
ロ
ッ
ト
導
坑
の
役
割
も
果
た
す
の

武岡住宅団地の下を走る新幹線トンネル

シラス土壌は崩れやすく慎重な作業が求められる
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だ
。
次
い
で
２
段
目
、
３
段
目
と
掘
り
下

げ
て
行
っ
た
。
崩
れ
や
す
い
シ
ラ
ス
は
、

逆
に
掘
り
や
す
さ
で
も
あ
る
。
岩
盤
を
掘

る
削
岩
機
な
ど
は
使
わ
ず
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ

で
上
、
中
断
面
を
掘
り
、
下
段
は
タ
イ
ヤ

シ
ャ
ベ
ル
も
使
っ
た
。

 

心
配
し
た
湧
水 

　

心
配
し
た
の
は
湧
水
だ
っ
た
。
シ
ラ
ス

土
壌
は
水
を
通
し
や
す
く
、
崩
れ
や
す
い
。

全
体
的
に
は
地
下
水
脈
の
上
部
を
掘
進
し

た
た
め
、
在
来
工
法
の
建
部
側
か
ら
の
掘

削
で
は
湧
水
問
題
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
田
上
側
か
ら
の
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

使
っ
た
工
区
の
約
半
分
で
１
分
間
に
約
50

Ｌ
の
湧
水
が
あ
り
、
二
段
目
の
路
盤
は
泥

土
化
し
て
バ
ッ
ク
ホ
ウ
が
身
動
き
で
き
な

い
状
態
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
最
下

段
で
強
制
排
水
を
行
い
、
湧
水
の
多
い
と

こ
ろ
で
は
水
を
抜
く
デ
ィ
ー
プ
ウ
エ
ル
で

水
位
を
下
げ
な
が
ら
施
工
し
た
。
水
抜
き

で
多
少
の
沈
下
は
あ
っ
た
も
の
の
、
最
も

気
を
使
っ
た
住
宅
団
地
や
市
道
へ
の
影
響

は
な
く
工
事
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

ま
た
、
掘
削
を
終
え
、
残
っ
た
中
壁
を

取
り
外
す
と
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ

る
か
予
想
が
つ
か
な
い
。
中
壁
が
ト
ン
ネ

ル
全
体
を
支
え
る
形
に
い
る
か
ら
だ
。
こ

の
た
め
、
他
の
作
業
を
中
断
す
る
な
ど
用

心
深
く
、
試
験
的
に
６
ｍ
ほ
ど
取
り
外
し

て
、
ト
ン
ネ
ル
に
、
変
化
が
起
こ
ら
な
い

か
ど
う
か
を
観
測
し
な
が
ら
中
壁
の
取
り

外
し
を
行
っ
た
。

 

騒
音
、
振
動
で
夜
間
は
工
事
中
止 

　

難
問
は
意
外
な
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
。

崩
れ
や
す
い
シ
ラ
ス
土
壌
だ
け
に
ロ
ッ
ク

ボ
ル
ト
の
施
工
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た

め
に
、
穴
を
あ
け
る
作
業
が
必
要
に
な
る

が
そ
の
振
動
や
タ
イ
ヤ
シ
ャ
ベ
ル
の
音
が

住
宅
地
に
響
き
苦
情
が
続
出
、
夜
間
の
作

業
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い

込
ま
れ
た
。「
肌
に
響
く
よ
う
な
音
が
し
、

振
動
も
す
る
」
と
い
う
住
民
の
訴
え
で

あ
っ
た
。

　
「
シ
ラ
ス
土
壌
は
通
常
の
土
壌
、
岩
層

に
比
べ
て
音
と
振
動
が
通
り
や
す
い
性
格

を
持
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
永

倉
彰
夫
氏（
当
時
の
ト
ン
ネ
ル
作
業
所
長
・

大
成
建
設
）。

　

こ
う
し
た
教
訓
は
の
ち
の
新
武
岡
ト
ン

ネ
ル
の
掘
削
に
も
生
か
さ
れ
た
。
坑
口
に

防
音
ハ
ウ
ス
（
吸
音
効
果
の
あ
る
パ
ネ
ル

を
使
用
）
を
設
置
し
て
、
ハ
ウ
ス
内
に
吹

き
付
け
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
し
た
り
、
夜
間

の
土
砂
搬
出
は
ハ
ウ
ス
内
ま
で
と
し
た
こ

と
に
よ
り
、
夜
間
の
作
業
も
可
能
と
な
っ

た
。

　

都
市
化
の
進
展
で
、市
街
地
で
の
道
路
、

ト
ン
ネ
ル
を
は
じ
め
地
下
鉄
な
ど
市
街
地

で
の
建
設
作
業
が
多
く
な
っ
た
。
都
市
は

河
川
が
運
ん
で
き
た
土
砂
の
堆
積
が
作
り

出
す
扇
状
地
を
中
心
に
発
展
し
て
お
り
、

シ
ラ
ス
土
壌
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
軟
弱
土

壌
が
多
い
。
ま
た
、
工
事
に
よ
る
振
動
、

騒
音
も
市
民
の
暮
ら
し
を
脅
か
す
。
何
よ

り
既
設
の
建
物
に
影
響
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

　

こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
し
ば
し
ば
夜
間

工
事
は
出
来
ず
、
武
岡
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う

に
市
街
地
に
建
設
さ
れ
る
ト
ン
ネ
ル
は
、

山
岳
ト
ン
ネ
ル
と
は
違
っ
た
精
密
な
設
計

と
施
工
上
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。
都
市

部
で
の
シ
ラ
ス
土
壌
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
の

難
し
さ
を
、
武
岡
ト
ン
ネ
ル
は
厳
し
く
体

験
し
た
。
開
通
は
昭
和
63
（
１
９
８
８
）

年
３
月
29
日
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
鹿
児
島
市
の
中
心
部

と
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅
周
辺
や
鹿

児
島
県
庁
な
ど
が
あ
る
与
次
郎
が
浜
地
域

か
ら
、
鹿
児
島
Ｉ
Ｃ―

九
州
自
動
車
道
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
便
利
に
な
り
、
利

便
性
は
高
ま
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
９
年

４
月
に
南
九
州
道
西
回
り
自
動
車
道
の
一

部
が
供
用
し
た
こ
と
や
郊
外
の
団
地
か
ら

市
内
中
心
部
へ
の
通
勤
道
路
と
し
て
も
便

利
で
利
用
者
も
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

渋
滞
が
し
ば
し
ば
発
生
、
新
武
岡
ト
ン
ネ

ル
の
早
期
開
通
が
待
た
れ
る
状
態
だ
っ
た
。

新旧武岡トンネルが開通、利便性は大きく高まった

日本最大の断面となった新武岡トンネル

桜島桜島
△△

錦
江
湾

錦
江
湾

南九州西回り自動車道

南九州西回り自動車道

鹿児島北IC鹿児島北IC

鹿児島IC鹿児島IC

武岡トンネル
（鹿児島東西道路）
武岡トンネル

（鹿児島東西道路）

JR鹿児島
中央駅
JR鹿児島
中央駅

国
道
３
号
線

国
道
10号

線

九
州
縦
貫
道

鹿
児
島
市
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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九
州
自
動
車
道
・
鹿
児
島
Ｉ
Ｃ
を
降
り

て
間
も
な
く
武
岡
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
。「
新

武
岡
ト
ン
ネ
ル
」
が
完
成
す
る
ま
で
は
、

片
側
１
車
線
で
ト
ン
ネ
ル
入
り
口
前
で
、

郊
外
の
団
地
か
ら
合
流
す
る
車
も
多
く
、

流
れ
は
悪
く
な
っ
て
い
た
。
ト
ン
ネ
ル
を

数
珠
つ
な
ぎ
で
走
り
、
出
口
に
さ
し
か
か

る
と
、
車
は
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
て
す
ぐ
建
部
交
差
点
の
信
号
機
が

「
赤
」
に
な
っ
て
い
る
た
め
だ
。
待
つ
時

間
は
長
く
は
な
い
の
だ
が
、
ト
ン
ネ
ル
内

で
車
を
止
め
て
い
る
間
は
、
気
持
ち
が
落

ち
着
か
な
い
。
早
く
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た

い
と
い
う
心
理
が
働
く
た
め
だ
ろ
う
。
渋

滞
解
消
の
た
め
、
も
う
一
本
の
ト
ン
ネ
ル

「
新
武
岡
ト
ン
ネ
ル
」
が
強
く
望
ま
れ
た
。

工
事
が
最
終
段
階
に
入
っ
た
平
成
25
年
夏

現
場
を
訪
れ
た
。
坑
門
の
右
側
に
は
、
建

設
中
の
新
武
岡
ト
ン
ネ
ル
の
坑
口
が
あ

り
、防
音
ハ
ウ
ス
で
白
く
覆
わ
れ
て
い
る
。

見
慣
れ
な
い
工
事
現
場
だ
。

　

こ
れ
ま
で
、
２
車
線
（
片
道
１
車
線
）

の
「
武
岡
ト
ン
ネ
ル
」
に
、
１
日
３
２
，

０
０
０
台
の
車
が
通
っ
て
い
る
た
め
、
渋

滞
を
日
常
的
に
引
き
起
こ
し
て
き
た
。
こ

れ
は
、
九
州
自
動
車
道
、
南
九
州
西
回
り

自
動
車
道
と
鹿
児
島
市
中
心
市
街
地
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、
鹿
児
島
港
と
結

ぶ
物
流
ル
ー
ト
と
し
て
、
ま
た
一
極
集
中

が
進
む
中
心
市
街
部
へ
の
郊
外
の
住
宅
団

地
か
ら
の
通
勤
・
通
学
ル
ー
ト
に
な
っ
て

い
る
た
め
だ
。
こ
の
鹿
児
島
市
の
「
か
な

め
（
要
）」
と
な
っ
て
い
る
武
岡
ト
ン
ネ

ル
内
で
、
上
り
下
り
を
対
面
通
行
さ
せ
る

に
は
限
界
が
あ
る
。

　

武
岡
ト
ン
ネ
ル
完
成
以
来
、
複
線
化―

も
う
一
本
の
ト
ン
ネ
ル
「
新
武
岡
ト
ン
ネ

ル
」
の
建
設
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
。

着
工
し
た
の
は
平
成
19
年
（
２
０
０
７
）

２
月
。
武
岡
ト
ン
ネ
ル
完
成
か
ら
、
実
に

19
年
後
で
あ
る
。
工
事
は
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
、
工
事
現
場
を
訪
れ
た
時
（
同
25

年
１
月
）
に
は
完
成
に
近
づ
い
て
い
た
。

ト
ン
ネ
ル
の
延
長
は
本
線
部
分
が
９
１
２

ｍ
、
ラ
ン
プ
部
が
６
９
６
ｍ
。
換
気
の
た

め
の
横
坑
３
６
４
ｍ
が
掘
ら
れ
て
い
る
。

 

日
本
一
の
大
断
面
３
７
８
㎡ 

　

鹿
児
島
国
道
事
務
所
副
所
長
、
北
園
猛

さ
ん
（
当
時
）
の
説
明
を
受
け
、
新
武
岡

ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
現
場
を
見
た
。
西
側
の

田
上
側
坑
口
か
ら
車
で
入
っ
た
。
入
り
口

の
白
い
防
音
ハ
ウ
ス
は
、
工
事
中
の
騒
音

が
外
部
に
漏
れ
る
の
を
抑
え
る
た
め
と
、

掘
削
の
た
め
の
プ
ラ
ン
ト
設
備
の
ス
ペ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
。山
岳
ト
ン
ネ
ル
で
は
、

坑
口
が
む
き
出
し
と
な
り
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
が
行
き
交
い
、
機
材
が
積
ま
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
一
般
市
民
の
目
に
は
触
れ

な
い
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。
都
市
の
中
の

ト
ン
ネ
ル
工
事
風
景
は
、
細
か
い
配
慮
が

行
わ
れ
、山
岳
ト
ン
ネ
ル
と
は
一
変
す
る
。

　

車
を
降
り
て
、
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
歩
き

始
め
る
と
、
ト
ン
ネ
ル
の
断
面
が
だ
ん
だ

ん
大
き
く
な
る
。
通
常
の
２
車
線
の
ト
ン

ネ
ル
断
面
（
掘
削
幅
10
・
７
ｍ
、
断
面
積

87
㎡
）
か
ら
、
大
断
面
Ｃ
（
掘
削
幅
15
・

４
ｍ
、
断
面
積
１
５
３
㎡
）、
大
断
面
Ｂ

（
掘
削
幅
21
ｍ
、
２
３
６
㎡
）
そ
し
て
最

大
の
大
断
面
Ａ
（
掘
削
幅
27
ｍ
、
断
面
積

３
７
８
㎡
）．
と
ラ
ッ
パ
状
に
広
が
っ
て

新武岡トンネル

地下ドームのような大断面の掘削
シラス土壌に、日本最大のトンネル
渋滞解消、利便性を高める

二つのトンネルの間を支える壁の強化 騒音防止のために坑口をテントでおおう

下
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い
く
。
最
大
の
大
断
面
Ａ
は
、
さ
な
が
ら

地
中
の
ド
ー
ム
を
思
わ
せ
る
大
き
な
空
間

で
、
天
井
も
見
上
げ
る
ほ
ど
高
い
。「
崩

れ
や
す
い
シ
ラ
ス
土
壌
に
よ
く
も
こ
ん
な

大
空
間
を
造
れ
た
も
の
だ
」
と
い
う
の
が

率
直
な
感
想
だ
。

　

掘
削
幅
は
通
常
の
ト
ン
ネ
ル
の
２
・
７

倍
、
断
面
積
は
５
倍
以
上
の
「
新
武
岡
ト

ン
ネ
ル
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
箕
面
ト
ン
ネ

ル
（
掘
削
幅
19
・
５
ｍ
、
断
面
積
２
１
１

㎡
）、
八
王
子
城
跡
ト
ン
ネ
ル
（
掘
削
幅

20
・
９
ｍ
、
断
面
積
２
３
８
㎡
）
を
越
え

て
、
幅
も
ト
ン
ネ
ル
断
面
も
日
本
最
大
の

道
路
ト
ン
ネ
ル
と
な
っ
た
。

　

大
断
面
Ａ
地
点
で
、
道
路
は
２
つ
に
分

岐
す
る
。
左
側
の
一
方
は
、「
鹿
児
島
東

西
幹
線
道
路
」
の
本
線
と
し
て
、
さ
ら
に

地
下
に
潜
っ
て
、
建
部
交
差
点
や
曙
陸
橋

の
下
を
通
っ
て
分
岐
点
か
ら
約
１
・
８
㎞

先
の
甲
南
高
校
付
近
に
出
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
将
来
的
に
は
海
岸
近
く
の
天
保

山
に
ま
で
延
伸
さ
れ
る
構
想
だ
。

　

右
側
の
ラ
ン
プ
部
は
、
既
設
の
武
岡
ト

ン
ネ
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
で
ト
ン
ネ
ル
が

掘
ら
れ
て
お
り
、
建
部
交
差
点
で
地
上
の

道
路
と
接
続
す
る
。
本
線
は
未
完
成
（
現

在
90
ｍ
掘
削
済
み
）
で
あ
る
た
め
、
本
線

完
成
ま
で
は
こ
の
建
部
か
ら
入
る
ラ
ン
プ

部
が
本
線
の
「
代
役
」
を
務
め
る
こ
と
に

な
る
。
建
部
側
ラ
ン
プ
か
ら
の
道
路
と
本

線
が
合
流
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
大
空

間
が
必
要
と
な
っ
た
の
だ
。

　
「
新
武
岡
ト
ン
ネ
ル
」
は
完
成
後
、
上

り
線
と
し
て
使
わ
れ
る
か
ら
、
完
成
後
の

通
行
は
、
今
回
の
田
上
側
か
ら
の
見
学
行

程
と
は
逆
に
な
る
。
建
部
入
り
口
か
ら
ト

ン
ネ
ル
に
入
り
。
約
７
０
０
ｍ
の
ラ
ン
プ

部
を
通
過
後
、
こ
の
大
断
面
地
点
で
、
将

来
的
に
は
天
保
山
、
甲
南
Ｉ
Ｃ
方
面
か
ら

地
下
道
路
で
来
た
車
と
合
流
し
て
田
上
側

に
出
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
鹿
児
島
東
西
幹
線
道
路
」
の
全
部
が

完
成
す
る
と
、
中
心
市
街
地
か
ら
、
北
上

す
る
上
り
の
車
両
は
、
天
保
山
、
甲
南
高

校
前
、
さ
ら
に
建
部
の
３
つ
の
入
り
口
か

ら
新
武
岡
ト
ン
ネ
ル
に
入
り
、
そ
の
利
便

性
は
非
常
に
高
く
、
通
行
車
両
は
相
当
増

加
す
る
と
み
ら
れ
る
。ち
ょ
う
ど
大
河（
新

武
岡
ト
ン
ネ
ル
）
が
、
い
く
つ
か
の
支
流

か
ら
の
流
れ
（
車
）
を
集
め
、
こ
の
大

空
間
が
最
後
の
合
流
地
点
と
な
り
、
高
速

道
路
な
ど
に
注
ぎ
こ
む
こ
と
に
な
る
わ
け

だ
。

 

脆
弱
な
土
壌
と
大
断
面 

　

ト
ン
ネ
ル
の
建
設
は
、
一
般
に
掘
削
断

面
積
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
難
し
く
な
る
。

し
か
も
、
シ
ラ
ス
土
壌
。
先
に
完
成
し
た

武
岡
ト
ン
ネ
ル
の
場
合
は
、
断
面
を
６
つ

に
分
け
て
、
最
初
に
小
さ
な
ト
ン
ネ
ル
を

上
部
に
掘
り
、
安
全
を
確
か
め
な
が
ら
広

げ
て
行
く
慎
重
な
掘
削
方
法
を
と
っ
て
い

る
ほ
ど
だ
。
脆
弱
な
シ
ラ
ス
土
壌
の
中
を

日
本
一
の
大
断
面
を
掘
削
す
る
に
は
、
大

き
な
技
術
的
課
題
が
あ
っ
た
。

　

一
言
で
「
シ
ラ
ス
」
と
い
っ
て
も
、
火

山
か
ら
噴
出
し
た
火
山
灰
、
軽
石
な
ど
が

そ
の
ま
ま
積
も
っ
た
「
一
次
シ
ラ
ス
」
と
、

川
の
浸
食
な
ど
を
受
け
、
粒
が
小
さ
く
、

さ
ら
さ
ら
と
し
て
固
ま
っ
て
い
な
い
「
二

次
シ
ラ
ス
」
で
は
、
脆
弱
さ
に
大
き
な
違

い
が
あ
る
。
一
次
シ
ラ
ス
は
粒
子
一
つ
一

つ
が
尖
っ
て
お
り
、互
い
に
組
み
合
う「
イ

ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
状
態
」
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
が
、
水
に
流
さ
れ
た
り
、
風

化
が
進
ん
だ
二
次
シ
ラ
ス
は
、
そ
の
角
が

取
れ
、
粒
子
同
士
の
か
み
合
い
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
だ
。
ま
た
、
シ
ラ
ス
地
山

の
中
に
水
を
含
ん
で
い
る
か
、
掘
削
位
置

が
地
下
水
位
の
上
か
、
下
か
が
、
切
羽
や

ト
ン
ネ
ル
そ
の
も
の
の
安
定
に
大
き
く
か

か
わ
っ
て
く
る
。

　
「
新
武
岡
ト
ン
ネ
ル
」
は
、
シ
ラ
ス
台

地
下
部
の
地
中
を
掘
り
進
む
が
、
日
本
一

の
大
断
面
区
間
（
ラ
ン
プ
部
と
合
流
部
）

を
「
ど
こ
に
建
設
す
る
か
」
が
、
大
き
な

テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
大
断
面
だ
け
に
安
定

度
の
高
い
地
点
を
選
び
た
い
。

　

当
初
、
ラ
ン
プ
ト
ン
ネ
ル
を
出
来
る
だ

け
短
く
す
る
た
め
に
、
建
部
入
り
口
か
ら

下
り
勾
配
（
３
％
）
で
掘
り
、
田
上
側
か

ら
下
り
勾
配
（
３
％
）
で
掘
っ
て
く
る
本

線
と
合
流
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
つ

ま
り
建
部
と
田
上
の
両
方
か
ら
下
に
向

か
っ
て
掘
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
一
番

低
い
箇
所
に
合
流
部
（
大
断
面
）
を
作
る

計
画
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
が
出
来
た
と
き

に
、
合
流
部
真
ん
中
に
水
が
溜
ま
っ
て
自

然
排
水
が
出
来
な
い
こ
と
と
、な
に
よ
り
、

地
下
水
位
よ
り
下
で
相
当
の
排
水
を
必
要

と
す
る
大
断
面
掘
削
を
行
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
難
工
事
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

シ
ラ
ス
土
壌
は
水
に
流
れ
や
す
い
の

で
、
シ
ラ
ス
の
中
を
掘
る
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
地
下
水
位
を
下
げ
て
掘
る
が
、
大

断
面
掘
削
時
に
大
き
く
地
下
水
位
を
下
げ

る
と
、
周
辺
（
既
設
の
武
岡
ト
ン
ネ
ル
や

新武岡トンネルの大断面での掘削工事

新武岡トンネルの坑口工事
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住
宅
地
）
へ
の
影
響
（
変
位
）
が
懸
念
さ

れ
た
。

　

そ
こ
で
、
地
下
水
位
を
考
慮
に
入
れ
た

ト
ン
ネ
ル
の
縦
断
線
形
の
見
直
し
を
お
こ

な
っ
た
。
建
部
の
入
り
口
か
ら
上
り
勾
配

（
１
％
）
で
、
田
上
側
か
ら
の
本
線
ト
ン

ネ
ル
と
合
流
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
勾
配

が
小
さ
く
な
っ
た
結
果
、
ラ
ン
プ
ト
ン
ネ

ル
が
大
幅
に
伸
び
て
、
ト
ン
ネ
ル
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
大
断
面
区
間
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
合
流
地
点
の
変
更
で
、
地

下
水
位
以
下
に
な
る
の
は
、
大
断
面
Ａ
の

一
部
区
間
で
最
大
２
ｍ
程
度
に
お
さ
ま

り
、
周
辺
へ
の
影
響
が
払
拭
さ
れ
た
。
ま

た
、
田
上
側
か
ら
建
部
に
向
け
て
下
り
勾

配
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
然
排
水
が

可
能
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
た
。

さ
ら
に
、
大
断
面
Ａ
の
掘
削
地
点
の
土
被

り
が
40―

70
ｍ
と
な
り
、
上
か
ら
の
土
圧

の
影
響
も
少
な
く
、
比
較
的
に
安
定
し
て

い
る
「
一
次
シ
ラ
ス
」
の
区
間
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
ラ
ン
プ
入
り
口
か
ら
伸
び
て

き
た
ト
ン
ネ
ル
が
約
７
０
０
ｍ
地
点
で
本

線
に
合
流
す
る
こ
と
に
な
り
、
中
央
部
に

大
断
面
が
設
け
ら
れ
る
異
例
の
ト
ン
ネ
ル

構
造
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 

大
断
面
を
ど
う
掘
る
か 

　

中
央
部
で
断
面
が
最
大
に
な
る
ト
ン
ネ

ル
を
ど
の
よ
う
に
し
て
造
る
か
、
し
か
も

相
手
は
、
軟
弱
な
シ
ラ
ス
土
壌
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
は
同
じ
地

山
の
場
合
、
２
番
目
の
ト
ン
ネ
ル
は
易
し

い
と
言
わ
れ
る
。
地
質
も
分
か
り
、
た
と

え
湧
水
や
破
砕
帯
が
あ
っ
て
も
あ
ら
か
じ

め
対
応
す
る
工
法
を
準
備
で
き
る
か
ら

だ
。
既
設
の
武
岡
ト
ン
ネ
ル
は
通
常
の
断

面
だ
が
、
掘
削
に
よ
る
シ
ラ
ス
地
山
の
影

響
を
小
さ
く
す
る
た
め
、
断
面
の
真
ん
中

に
中
壁
を
造
り
、
２
分
割
し
た
半
断
面
を

さ
ら
に
３
分
割
し
て
、
上
部
か
ら
掘
り
下

げ
、
全
体
を
６
分
割
し
て
掘
削
し
た
。

　

し
か
し
、
新
武
岡
ト
ン
ネ
ル
の
大
断
面

の
掘
削
面
積
は
約
３
８
０
㎡
。
既
設
の
武

岡
ト
ン
ネ
ル
の
４
倍
強
の
断
面
と
な
り
、

大
き
す
ぎ
て
そ
の
工
法
は
取
れ
な
い
。
畳

の
間
で
言
え
ば
１
０
０
畳
以
上
の
大
断
面

を
、
し
か
も
崩
れ
や
す
い
シ
ラ
ス
土
壌
の

中
、
ど
の
よ
う
に
安
全
に
掘
削
す
る
か
。

沈
下
対
策
、切
羽
断
面
（
鏡
）
の
安
定
性
、

ト
ン
ネ
ル
天
井
部
分
（
天
端
）
の
安
定
な

ど
様
々
な
角
度
か
ら
工
法
の
比
較
、
検
討

が
行
わ
れ
、「
側
壁
導
坑
先
進
掘
削
工
法
」

が
選
ば
れ
た
。
こ
れ
は
箕
面
ト
ン
ネ
ル

（
平
成
19
年
開
通
）
で
採
用
さ
れ
た
工
法

で
、
本
坑
に
先
立
っ
て
、
本
坑
の
両
側
に

小
さ
な
導
坑
を
先
行
的
に
掘
り
進
み
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
（
水
先
案
内
人
）
の
役
割
を
果

た
さ
せ
る
工
法
で
あ
る
。

　

側
壁
導
坑
か
ら
掘
進
工
法
、
手
順
は
こ

う
な
る
。

　

①�　

ま
ず
、
ト
ン
ネ
ル
の
両
側
面
に
各

１
本
ず
つ
幅
７
・
５
ｍ
、
高
さ
10
・

５
ｍ
の
ト
ン
ネ
ル
（
導
坑
）
を
掘
削

　

②�　

導
坑
の
左
右
側
面
に
Ｌ
字
及
び
逆

Ｌ
字
型
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
（
高

さ
約
８
・
５
ｍ
）
を
打
設
す
る
。
こ

れ
を
基
礎
と
し
て
そ
の
上
に
円
形
の

ド
ー
ム
を
造
る

　

③�　

導
坑
を
埋
め
戻
し
て
，
上
半
部
を

掘
削
す
る
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基

礎
の
上
に
鋼
製
に
ア
ー
チ
支
保
工

（
Ｈ
鋼
）
取
り
付
け
て
、
周
り
の
地

山
と
一
体
化
さ
せ
る

　

④�　

大
き
な
上
半
面
掘
削
と
な
る
が
、

切
羽
面
の
安
定
を
図
る
た
め
長
尺
ボ

ル
ト
（
フ
ィ
ッ
ト
工
法
）
な
ど
の
対

策
を
取
る
。
ま
た
、
天
井
部
分
に

パ
イ
プ
を
差
し
込
み

（
Ａ
Ｆ
Ｇ
工
法
）
沈

下
を
抑
え
た

　

⑤�　

上
半
面
の
掘
削
の

後
、
下
半
面
を
掘
り

こ
み
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
巻
い
て
ト
ン
ネ

ル
を
完
成
さ
せ
る
と

い
う
手
順
と
な
る
。

　

―
―

こ
の
工
法
は
新
武

岡
ト
ン
ネ
ル
よ
り
10
％
近
く
小
さ
い
断
面

の
箕
面
ト
ン
ネ
ル
（
断
面
３
１
４
㎡
）
で

行
わ
れ
成
功
し
て
い
る
が
、
新
武
岡
ト
ン

ネ
ル
で
は
、
脆
弱
な
シ
ラ
ス
に
対
す
る
た

め
に
フ
ィ
ッ
ト
工
法
や
Ａ
Ｆ
Ｇ
工
法
の
補

助
工
法
の
採
用
が
、
ト
ン
ネ
ル
建
設
の
成

否
を
決
め
た
こ
と
に
な
る
。

 

双
設
ト
ン
ネ
ル
の
中
間
地
山 

　

大
断
面
Ａ
か
ら
ラ
ン
プ
ト
ン
ネ
ル
と
本

線
ト
ン
ネ
ル
の
２
つ
の
ト
ン
ネ
ル
（
双
設

ト
ン
ネ
ル
）
を
掘
る
。
そ
の
間
の
壁
は
薄

く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
薄
く
な
っ
て
い
る

壁
（
中
間
地
山
）
に
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
上

の
地
山
か
ら
大
き
な
荷
重
が
か
か
る
た

め
、
薄
く
と
も
よ
り
頑
丈
な
壁
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
、
ま
ず
両

ト
ン
ネ
ル
の
間
に
中
央
導
坑
を
掘
り
、
基

礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
て
、
荷
重
に

耐
え
得
る
壁
を
造
っ
て
き
た
が
、
事
業
費

が
高
く
工
期
も
長
く
か
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
新
武
岡
ト
ン
ネ
ル
で
は
、
先

行
し
て
い
る
本
坑
側
か
ら
壁
面
に
薬
液
を

注
入
し
て
補
強
し
、
後
か
ら
掘
っ
て
き
た

武岡トンネルの掘削工事

神社の下を坑口とする武岡トンネル
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ラ
ン
プ
ト
ン
ネ
ル
側
か
ら
タ
イ
ロ
ッ
ド
に

よ
っ
て
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
を
繋
ぎ
壁
面
を

強
化
す
る
、
導
坑
を
掘
ら
な
い
工
法
（
先

進
坑
拡
張
型
）
が
採
用
さ
れ
た
。

 

都
市
ト
ン
ネ
ル
の
難
し
さ
。 

　

新
武
岡
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
は
、「
側
壁

導
坑
先
進
掘
削
工
法
」
な
ど
工
法
を
と
っ

て
い
る
が
、
工
法
的
に
は
、
山
岳
ト
ン
ネ

ル
と
同
様
に
掘
削
に
よ
っ
て
地
山
の
緩
み

が
大
き
く
な
る
前
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹

付
け
、
鋼
製
支
保
工
の
建
て
込
み
、
ロ
ッ

ク
ボ
ル
ト
の
打
設
な
ど
で
ト
ン
ネ
ル
の
安

定
性
、
品
質
の
高
さ
を
得
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
で

あ
る
。
し
か
し
、山
岳
ト
ン
ネ
ル
の
場
合
、

周
辺
に
人
家
が
な
く
、
堅
い
岩
盤
に
対
し

て
発
破
や
大
型
機
械
が
使
え
る
が
、
こ
の

都
市
部
で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

　

住
宅
を
は
じ
め
、
多
く
の
建
造
物
が
ひ

し
め
く
市
街
地
で
は
騒
音
、
振
動
な
ど
工

事
中
で
も
極
力
、
抑
え
込
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
し
て
、
掘
削
に
よ
っ
て
、
地

上
や
周
辺
の
住
宅
な
ど
に
陥
没
な
ど
「
変

位
」
が
生
じ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
変

位
現
象
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
対
策
の
た

め
様
々
な
補
助
工
法
を
施
す
こ
と
に
な

る
。

　
「
都
市
型
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
」
と
呼
ば
れ
る
が
、

そ
の
象
徴
が
工
事
中
の
騒
音
が
周
辺
に
広

が
ら
な
い
よ
う
に
、
新
武
岡
ト
ン
ネ
ル
の

坑
口
に
も
作
ら
れ
た
「
防
音
ハ
ウ
ス
」
と

呼
ば
れ
る
白
い
覆
い
で
あ
る
。
工
事
個
所

周
辺
で
は
地
表
は
市
街
化
し
て
、
地
下
に

も
都
市
施
設
が
造
ら
れ
て
い
る
。

　

新
武
岡
ト
ン
ネ
ル
の
上
に
は
住
宅
団
地

や
学
校
、
市
道
が
あ
る
。
掘
削
ト
ン
ネ
ル

の
僅
か
５
ｍ
（
土
か
ぶ
り
）
上
を
、
市
道

が
走
っ
て
い
た
。
シ
ラ
ス
台
地
に
造
成
さ

れ
た
住
宅
団
地
を
通
っ
て
い
る
主
要
道
路

で
、
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
が
走
り
、
道
路
下

に
は
幹
線
ガ
ス
管
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
、
マ

ン
ホ
ー
ル
が
敷
設
さ
れ
て
い
た
。
陥
没
や

沈
下
な
し
で
掘
削
す
る
た
め
、
長
尺
先
受

け
工
法
、長
尺
鏡
ボ
ル
ト
な
ど
採
用
さ
れ
、

地
表
沈
下
を
わ
ず
か
20
㎜
以
下
に
抑
え
る

こ
と
が
出
来
た
。

　

鹿
児
島
特
有
の
シ
ラ
ス
防
空
壕
も
あ
っ

た
。
掘
り
や
す
い
た
め
、
シ
ラ
ス
台
地
に

戦
時
中
、
米
軍
の
爆
撃
に
備
え
て
、
数
多

く
の
防
空
壕
が
造
ら
れ
、
70
年
後
の
現
在

も
、
そ
の
所
在
や
構
造
が
全
て
は
っ
き
り

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
新
武
岡
ト
ン

ネ
ル
で
も
空
洞
の
ま
ま
の
防
空
壕
が
見
つ

か
り
エ
ア
モ
ル
タ
ル
で
埋
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

　

脆
弱
な
シ
ラ
ス
土
壌
に
小
さ
な
防
空
壕

は
人
力
で
も
掘
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
一

の
大
断
面
で
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
た
め
に

は
、
様
々
な
技
術
、
対
策
工
が
求
め
ら
れ

た
新
武
岡
ト
ン
ネ
ル
。
切
羽
の
崩
壊
や
地

盤
の
沈
下
と
の
戦
い
を
終
え
て
、
平
成
24

年
１
月
に
無
事
、
工
事
完
了
。
お
正
月
の

帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
を
さ
ば
く
た
め
、
平
成
25

年
12
月
（
２
０
１
３
）
開
通
を
実
現
さ
せ

た
。
将
来
、
鹿
児
島
市
街
を
ト
ン
ネ
ル
で

抜
け
る
本
線
が
延
伸
す
れ
ば
、
そ
の
利
便

性
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

雨
に
弱
い
シ
ラ
ス
土
壌
だ
が
、
地
震

に
も
弱
い
。
そ
れ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た

の
が
１
９
９
７
年
３
月
と
５
月
、
鹿
児

島
県
の
北
西
部
、
川
内
川
沿
い
に
発
生

し
た
２
回
に
わ
た
る
地
震
（
鹿
児
島
県

北
西
部
地
震
）
だ
っ
た
。
活
断
層
に
よ

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
２
と
同
６
・
３

の
地
震
で
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
地
震
と

は
言
え
な
か
っ
た
が
、
山
地
の

い
た
る
と
こ
ろ
で
崖
崩
れ
が
発

生
、
山
間
の
道
路
に
土
砂
崩
れ

や
損
壊
の
被
害
が
出
た
。
震
源

か
ら
か
な
り
離
れ
た
学
校
の
高

低
や
住
宅
の
地
盤
に
ひ
び
割
れ

が
走
り
「
液
状
化
現
象
」
さ
え

起
っ
た
。

　

震
央
は
川
内
川
北
部
の
固
い

地
盤
で
出
来
た
紫
尾
山
周
辺

だ
っ
た
が
、
川
内
川
沿
い
の

沖
積
地
帯
や
シ
ラ
ス
地
帯
に
広

が
る
都
市
部
で
の
被
害
が
大
き

か
っ
た
。
い
ず
れ
も
軟
弱
地
層

で
、
震
源
か
ら
か
な
り
の
距
離

の
位
置
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
シ
ラ
ス
地
盤
が
弱
い
振
動

で
も
崩
れ
や
す
い
こ
と
を
思
い

知
ら
さ
れ
た
。
ま
た
川
内
川
下

流
の
埋
立
地
で
は
「
液
状
化
」

も
見
ら
れ
た
。

　

そ
れ
に
先
立
つ
「
え
び
の
地
震
」（
昭

和
43
年
２
月
21
日
）
は
群
発
地
震
で
、

や
は
り
Ｍ
６
程
度
。
震
源
地
は
霧
島
・

韓
国
岳
北
西
15
㎞
で
火
山
性
地
震
。
火

山
地
帯
特
有
の
シ
ラ
ス
土
壌
の
山
崩
れ

な
ど
で
死
者
３
人
、
負
傷
者
44
人
、
家

屋
全
壊
４
９
８
戸
、
半
壊
１
２
７
６
戸

と
大
被
害
を
出
し
た
。
真
冬
で
、
南
国

と
は
い
え
高
地
寒
冷
地
。
被
災
者
は
庭

や
田
畑
に
小
屋
を
建
て
、
長
期
間
地
震

に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
川

内
（
活
断
層
）
と
え
び
の
地
震
（
火
山

性
）
は
性
格
を
異
に
す
る
が
、
地
震
に

対
す
る
シ
ラ
ス
土
壌
の
弱
さ
が
被
害
を

大
き
く
し
て
い
る
。

　

火
山
性
の
地
震
は
比
較
的
、

深
度
が
浅
い
震
源
地
で
、
マ
グ

マ
の
移
動
や
量
の
変
化
、
噴
火

に
よ
っ
て
起
こ
り
、
活
断
層
や

プ
レ
ー
ト
移
動
に
よ
る
も
の
と

は
地
震
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

違
い
が
あ
る
。

地震にも弱いシラス土壌

霧
島
連
山
の
マ
グ
マ
が

地
震
を
引
き
起
こ
す
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「
か
さ
ん
ば
る
」―

笠
野
原
台
地
と
い

う
地
名
は
、
鹿
児
島
県
人
に
と
っ
て
は
、

特
別
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
シ
ラ
ス
台

地
と
い
う
保
水
性
の
乏
し
い
、
つ
ま
り
水

に
弱
い
火
山
灰
地
で
の
、
水
確
保
、
灌
漑

な
ど
長
い
苦
労
を
重
ね
た
人
々
の
苦
闘
の

物
語
り
の
一
つ
一
つ
が
思
い
浮
か
ぶ
の
で

あ
る
。
灌
漑
用
水
の
不
足
の
一
方
で
、
洪

水
頻
発
の
苦
し
み
も
あ
っ
た
。
肝
属
川
沿

い
の
鹿
屋
市
を
水
害
か
ら
守
る
た
め
、
シ

ラ
ス
台
地
の
下
を
「
世
界
に
も
例
の
な
い

難
し
い
」
分
水
路
ト
ン
ネ
ル
を
建
設
し
た

土
木
技
術
者
た
ち
の
苦
闘
も
ま
た
、
語
り

継
が
れ
る
だ
ろ
う
。

　

笠
野
原
は
大
隅
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
、

同
半
島
の
中
心
都
市
・
鹿
屋
市
に
あ
る
シ

ラ
ス
台
地
で
、
戦
時
中
は
こ
こ
に
造
ら
れ

た
飛
行
場
か
ら
特
攻
機
が
沖
縄
に
向
け
て

飛
び
立
っ
て
い
っ
た
。
南
北
16
㎞
、
東
西

12
㎞
（
総
面
積
６
３
０
ｈ
ａ
）
の
こ
の
広

大
な
台
地
は
、
江
戸
時
代
か
ら
開
墾
の
努

力
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
シ
ラ
ス
台
地

の
た
め
深
い
井
戸
を
掘
ら
ね
ば
な
ら
ず
、

灌
漑
用
水
の
確
保
が
難
し
く
、
挫
折
の
歴

史
を
綴
っ
て
き
た
。

　

シ
ラ
ス
台
地
は
火
山
灰
や
軽
石
な
ど
、

火
山
が
噴
火
で
吐
き
出
し
た
火
山
噴
出
物

で
出
来
た
台
地
。
笠
野
原
台
地
は
、
表
面

の
１
ｍ
は
黒
い
火
山
灰
土
で
、
そ
の
下
が

分
厚
い
シ
ラ
ス
土
壌
と
ボ
ラ
層
と
な
っ
て

い
る
。
火
山
灰
は
粒
が
ご
く
小
さ
く
、
ボ

ラ
層
の
軽
石
は
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
穴
だ

ら
け
で
、
雨
な
ど
が
降
っ
て
も
、
水
は
素

早
く
通
り
抜
け
て
行
く
。
下
層
に
水
を
通

さ
な
い
岩
盤
な
ど
が
あ
る
と
、
た
っ
ぷ
り

と
水
を
含
ん
だ
「
水
が
め
」
と
な
る
。

　

笠
野
原
台
地
は
高
さ
30―

80
ｍ
も
の
シ

ラ
ス
土
壌
が
堆
積
し
た
台
地
だ
か
ら
、
水

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
深
い
井
戸
を
掘

る
か
、
台
地
周
縁
部
を
流
れ
る
川
か
ら
水

を
く
み
上
げ
る
ほ
か
は
な
い
。
井
戸
は
あ

ま
り
に
深
く
、
人
力
で
は
く
み
上
げ
ら
れ

ず
、
江
戸
時
代
に
は
牛
の
力
を
借
り
、
ま

た
川
か
ら
馬
に
引
か
せ
て
水
を
運
ん
だ
。

農
民
の
苦
労
を
し
の
ば
せ
る
、
深
さ
64
ｍ

の
「
土
持
掘
の
深
井
戸
」（
県
指
定
史
跡
）

が
今
も
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
軍
事
基
地

で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
シ
ラ
ス
台
地
の

下
に
は
、
数
多
く
の
防
空
壕
が
掘
ら
れ
ト

ン
ネ
ル
掘
削
に
当
た
っ
て
の
難
題
と
も

な
っ
た
。

　 
ト
ン
ネ
ル
分
水
路
の
選
択 

　

肝
属
川
は
鹿
屋
市
を
流
れ
る
１
級
河

川
。
鹿
児
島
湾
沿
い
の
高
隈
山
地
か
ら
流

れ
下
り
、
東
へ
、
鹿
屋
市
街
を
ゆ
っ
く
り

し
た
カ
ー
ブ
で
抜
け
大
隅
半
島
を
横
断
し

て
、
志
布
志
湾
に
注
ぐ
、
延
長
34
㎞
。
鹿

屋
市
で
は
笠
野
原
台
地
が
舌
状
に
張
り
出

し
て
い
る
縁
辺
部
を
半
円
を
描
い
て
、
市

街
地
に
中
を
流
れ
下
っ
て
い
る
。
両
岸
に

建
物
が
建
ち
並
び
、
川
幅
も
狭
く
、
氾
濫

し
や
す
い
。
洪
水
防
止
の
た
め
に
は
、
こ

の
「
半
円
形
」
に
蛇
行
す
る
部
分
に
直
線

で
分
水
路
を
作
り
、
洪
水
時
の
増
水
流
量

を
分
割
す
る
ほ
か
な
い
。
分
水
路
は
、
通

常
、
も
う
一
つ
の
川
を
開
削
す
る
よ
う
に

「
開
水
路
」
で
建
設
さ
れ
る
が
、
鹿
屋
市

の
場
合
、
張
り
出
し
た
シ
ラ
ス
台
地
の
地

下
を
抜
け
る
ト
ン
ネ
ル
分
水
路
を
建
設
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

笠
野
原
台
地
の
下
を
抜
け
る
鹿
屋
分
水

路（
長
さ
２
６
３
９
ｍ
）早
期
着
工
の
き
っ

か
け
は
、
昭
和
51
年
６
月
の
集
中
豪
雨
で

肝
属
川
が
氾
濫
、
鹿
屋
市
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
洪
水
被
害
だ
。
こ
の
川
の

洪
水
の
歴
史
は
１
０
０
０
年
以
上
に
さ
か

の
ぼ
る
が
、
昭
和
30
年
以
降
だ
け
で
も
６

回
も
氾
濫
、
鹿
屋
市
な
ど
に
大
き
な
被
害

を
出
し
て
き
た
。昭
和
51
年
の
大
水
害
も
、

吉
ヶ
別
府
雨
量
観
測
所
で
８
５
７
㎜
（
４

日
）
の
大
雨
を
記
録
、
鹿
屋
市
内
が
水
浸

し
に
な
っ
た
。
川
幅
を
広
げ
よ
う
に
も
、

川
岸
ま
で
住
家
が
立
ち
並
び
、
当
時
の
流

下
能
力
は
毎
秒
１
２
０
㎥
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
も
し
、
５
０
０
㎜
の
大
雨
が
降
っ
た

時
に
、
肝
属
川
に
流
れ
込
む
最
大
流
量
は

毎
秒
４
０
０
㎥
と
計
算
さ
れ
、
流
下
能
力

を
は
る
か
に
超
え
、洪
水
を
引
き
起
こ
し
、

市
街
地
は
水
び
た
し
に
な
る
。
河
川
改
修

に
よ
っ
て
も
、
最
大
流
下
能
力
は
毎
秒

２
０
０
㎥
以
上
に
は
な
ら
な
い
。
残
り
の

同
２
０
０
㎥
を
ど
う
す
る
か
。
笠
野
原
台

地
の
地
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
鹿
屋
市

街
地
を
避
け
る
分
水
路
（
全
長
２
６
３
９

ｍ
）
を
造
る
ほ
か
な
い
と
決
断
さ
れ
た
。

プロジェクト九州

第4節
②未知への挑戦
鹿屋分水路

シラス土壌と戦う

世
界
で
最
も
難
し
い
分
水
路
建
設

「
未
知
へ
の
挑
戦
」・
陥
没
事
故
が
教
訓
に

シ
ラ
ス
・
ボ
ラ
層
、
水
と
の
戦
い

薩摩半島

ボ　ラ

大隅半島鹿児島湾

鹿児島県のボラ層分布図
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ま
た
、「
水
の
難
問
」
が
ー 

　

シ
ラ
ス
土
壌
は
、
サ
ラ
サ
ラ
と
し
た
粒

状
で
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
掘
削
は
む
し
ろ

易
し
い
。
但
し
、
水
の
流
れ
が
な
け
れ
ば

の
話
で
あ
る
。
笠
野
原
台
地
は
30
ｍ
か
ら

80
ｍ
の
分
厚
い
シ
ラ
ス
層
で
出
来
て
お

り
、
そ
の
下
部
は
厚
さ
３―

10
ｍ
程
度
の

大
隅
降
下
軽
石
層
と
呼
ば
れ
る
ボ
ラ
（
軽

石
）
層
が
積
も
っ
て
い
る
。
軽
石
は
噴
火

の
時
に
ガ
ス
が
抜
け
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に

穴
だ
ら
け
で
軽
い
。
シ
ラ
ス
土
壌
を
抜
け

降
り
た
水
は
、
こ
の
ボ
ラ
層
と
呼
ば
れ
る

と
こ
ろ
を
、
地
下
の
川
の
よ
う
に
流
れ
た

り
、
水
を
豊
富
に
溜
め
込
ん
だ
り
し
て
い

る
。

　

鹿
屋
市
民
は
こ
う
し
た
シ
ラ
ス
と
ボ
ラ

層
の
崩
壊
に
苦
し
ん
で
き
た
。
下
部
の
ボ

ラ
層
か
ら
水
が
抜
け
て
、
上
部
の
シ
ラ
ス

層
が
崩
れ
落
ち
る
事
故
が
多
発
。「
ボ
ラ

か
ら
水
が
出
る
と
危
な
い
」
と
言
わ
れ
て

い
た
。
通
常
、
鉄
道
や
道
路
な
ど
の
ト
ン

ネ
ル
を
掘
る
場
合
、
こ
う
し
た
軽
石
層
が

作
り
出
す
「
水
が
め
」
を
避
け
て
、
掘
削

位
置
の
高
さ
を
決
め
た
り
、
コ
ー
ス
を
選

ぶ
。と
こ
ろ
が
分
水
路
ト
ン
ネ
ル
の
場
合
、

選
択
の
余
地
は
少
な
い
。
一
番
大
き
な
問

題
は
、
地
下
水
位
よ
り
下
の
地
層
を
掘
削

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

　

分
水
路
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
上
流

に
水
を
取
り
込
む
入
口
（
呑
口
）
と
流
れ

出
る
出
口
（
吐
口
）
が
あ
る
。
上
流
の
呑

口
は
高
い
位
置
に
な
り
、
吐
口
は
低
く

な
っ
て
、
下
り
傾
斜
で
、
掘
削
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
川
は
地
上
を
流
れ
る
表
流

水
で
あ
り
、
地
下
水
は
そ
の
下
に
な
る
。

川
か
ら
水
を
引
き
、
下
流
に
流
す
分
水
路

ト
ン
ネ
ル
は
そ
の
地
下
水
の
下
部
を
通
る

こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

 

上
は
住
宅
地
群 

　

難
問
は
水
だ
け
で
は
な
い
。
掘
削
す
る

笠
野
原
台
地
は
灌
漑
、
上
水
施
設
の
整
備

が
進
み
、
多
く
の
住
宅
や
公
共
施
設
が
建

ち
並
ん
で
い
た
。
分
水
路
建
設
に
は
、
崩

れ
や
す
い
シ
ラ
ス
台
地
の
下
部
を
掘
削
す

る
が
、陥
没
事
故
を
起
こ
し
て
は
な
ら
ず
、

鹿
屋
市
の
水
源
・
地
下
水
の
現
状
維
持
が

絶
対
条
件
。
掘
削
に
よ
っ
て
山
が
ゆ
る
ん

だ
り
、
地
層
に
隙
間
が
出
来
て
「
変
位
」

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

難
問
を
抱
え
た
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
に

は
、
ど
の
よ
う
な
工
法
が
適
し
て
い
る
の

か
。
基
本
計
画
策
定
を
始
め
た
の
は
昭
和

47
年
。
ま
ず
シ
ー
ル
ド
工
法
を
前
提
に
シ

ラ
ス
の
流
動
状
況
、
地
質
を
強
化
す
る
グ

ラ
ウ
ト
試
験
な
ど
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の

工
法
で
は
問
題
解
決
に
至
ら
ず
、
山
岳
ト

ン
ネ
ル
で
使
わ
れ
て
き
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
選

択
さ
れ
た
。

　

ボ
ラ
層
が
20
ｍ
以
内
に
存
在
し
た
下
流

坑
口
付
近
で
は
地
下
連
続
壁
に
よ
っ
て
地

下
水
を
遮
断
す
る
。

　

昭
和
53
年
か
ら
は
、
実
際
に
シ
ラ
ス
層

を
掘
削
す
る
「
試
験
坑
」
が
作
ら
れ
た
。

高
さ
３
ｍ
、
横
３
ｍ
の
馬
蹄
形
の
ト
ン
ネ

ル
を
長
さ
２
０
０
ｍ
掘
っ
て
見
て
、
ど
の

よ
う
な
現
象
が
起
こ
り
、
そ
れ
に
対
す
る

対
策
工
は
何
が
有
効
か
を
調
べ
、
試
す
の

で
あ
る
。

　

中
心
は
水
へ
の
対
処
で
あ
る
。
水
抜
き

ボ
ウ
リ
ン
グ
で
は
大
量
の
湧
水
を
招
き
か

ね
な
い
し
、
ボ
ラ
層
の
地
下
水
位
を
下
げ

る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
切
羽
の
斜
め
前

方
で
行
っ
た
ウ
エ
ル
ポ
イ
ン
ト
工
法
が
有

効
だ
っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
地
山
の
自
立

的
安
定
を
期
待
す
る
工
法
だ
が
シ
ラ
ス
土

壌
の
よ
う
に
水
を
通
し
や
す
く
、
ま
た
ボ

ラ
層
の
よ
う
に
水
を
た
め
や
す
く
地
下
水

路
と
な
り
や
す
い
地
層
で
の
ト
ン
ネ
ル
掘

削
に
有
効
か
ど
う
か
。

　

確
か
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
地
山
を
あ
ま
り
緩

ま
せ
ず
、
空
隙
も
作
ら
ず
、
地
下
水
位
へ

の
影
響
が
少
な
い
工
法
と
し
て
選
ば
れ

た
。
し
か
し
、
実
際
に
工
事
が
始
ま
っ
て

見
る
と
、
切
羽
な
ど
を
固
め
る
ロ
ッ
ク
ボ

ル
ト
の
施
工
性
は
良
く
な
く
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
吹
付
け
で
も
天
井
部
分
の
密
着
に

不
安
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
支
保
間
に
エ

ク
ス
パ
ン
ド
メ
タ
ル
を
型
枠
と
す
る
直
巻

き
工
法
が
採
用
さ
れ
た
。

家屋が建て込む肝属川両岸（鹿児島市内）

鹿屋分水路の取水口（左）と肝属川本川（右）

馬蹄形の鹿屋分水路
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陥
没
が
起
こ
っ
た 

　

そ
れ
に
し
て
も
、
シ
ラ
ス
土
壌
は
難
敵

で
あ
っ
た
。

　

本
体
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
入
る
前
の
、

ト
ン
ネ
ル
坑
口
ま
で
の
開
削
工
事
で
早

速
、地
盤
の
陥
没
が
起
こ
っ
た
。
現
場
は
、

分
水
路
出
口
（
吐
口
）
の
開
水
路
・
新
川

４
号
橋
で
、
深
さ
10
ｍ
ま
で
掘
り
下
げ
る

工
事
途
中
で
、
現
場
か
ら
約
15
ｍ
離
れ
た

住
宅
の
庭
が
直
径
10
ｍ
、
深
さ
５
ｍ
に
わ

た
り
、
地
中
に
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
陥

没
し
た
の
で
あ
る
。

　

工
事
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
59
年
８

月
。
着
工
か
ら
わ
ず
か
半
年
後
（
昭
和
60

年
１
月
６
日
）、夜
の
９
時
ご
ろ「
ド
ー
ン
」

と
い
う
大
き
な
音
が
し
て
、
地
元
民
が
飛

び
出
し
て
み
る
と
、
民
家
の
庭
に
直
径
約

２
ｍ
の
穴
が
開
き
、
翌
朝
に
は
同
10
ｍ
に

も
な
っ
て
い
っ
た
。
庭
に
あ
っ
た
５―

６

ｍ
の
梅
の
木
が
陥
没
穴
に
引
き
込
ま
れ
る

よ
う
に
沈
み
、
地
中
に
姿
を
消
し
た
。

　

こ
の
現
場
で
は
、
工
事
を
行
う
エ
リ
ア

周
辺
に
鋼
矢
板
を
び
っ
し
り
と
立
て
並
べ

て
締
め
切
り
、
排
水
を
し
な
が
ら
開
削
工

事
を
進
め
て
い
た
。
調
べ
て
み
て
も
工
事

エ
リ
ア
内
に
は
異
変
は
な
く
、
シ
ラ
ス
層

の
下
の
ボ
ラ
層
ま
で
さ
し
込
ま
れ
た
矢
板

に
も
異
常
は
な
か
っ
た
が
、
た
だ
、
矢
板

に
沿
っ
て
土
砂
が
噴
出
し
た
跡
が
見
ら
れ

た
。

　

陥
没
の
原
因
は
、
締
め
切
り
内
の
地
下

水
位
が
低
下
し
て
、
下
層
の
ボ
ラ
層
内
を

流
れ
る
地
下
水
の
流
速
が
早
く
な
り
、
連

動
し
て
、
そ
の
上
部
の
シ
ラ
ス
層
内
の
流

速
が
ア
ッ
プ
、
工
事
エ
リ
ア
外
で
の
地
盤

浸
食
を
起
こ
し
、
陥
没
し
た
と
推
定
さ
れ

た
。

　

こ
の
た
め
、
掘
削
し
た
底
面
に
遮
水
盤

を
打
設
し
、
ボ
ラ
層
の
流
速
、
そ
の
方
向
、

水
圧
な
ど
細
か
な
計
測
を
行
い
な
が
ら
の

慎
重
な
対
策
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
「
想
定
外
の
事
故
」
は
締
切
面
と

ボ
ラ
層
が
接
近
し
て
い
た
た
め
、
ボ
ラ
層

の
水
の
流
れ
が
変
化
し
た
こ
と
に
あ
り
、

ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
は
ボ
ラ
層
か
ら
引
き

離
し
た
場
所
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
教
え
た
。
ボ
ラ
層
で
の
水
の
流
れ

の
変
化
は
、
上
部
の
シ
ラ
ス
層
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
シ
ラ
ス
流
失
を
招
き
、
地
下
に

空
洞
を
作
っ
て
、
地
表
を

陥
没
さ
せ
る
と
い
う
連
鎖

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
シ

ラ
ス
工
事
で
の
初
体
験
、

「
未
知
と
の
遭
遇
」
で
も

あ
っ
た
。

 

研
究
者
も
シ
ョ
ッ
ク 

　

シ
ラ
ス
台
地
で
の
工
事

で
は
、
陥
没
事
故
が
起
こ

る
恐
れ
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

調
査
段
階
か
ら
工
法
検
討
委
員
会
（
委
員

長
・
山
内
豊
聡
九
大
教
授
）
が
設
置
さ

れ
、
大
学
で
模
型
実
験
も
繰
り
返
さ
れ
て

い
た
。
特
に
ボ
ラ
層
に
つ
い
て
は
、
ト
ン

ネ
ル
掘
削
が
10
ｍ
以
内
に
ま
で
接
近
す
る

と
、
出
水
な
ど
重
大
事
故
を
起
こ
す
恐
れ

が
、
す
で
に
分
か
っ
て
い
た
。

　

そ
の
た
め
に
ボ
ラ
層
を
避
け
た
ル
ー
ト

設
定
が
最
重
要
事
項
と
な
っ
た
。
綿
密
な

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ
た
が
「
１
本

ボ
ー
リ
ン
グ
す
れ
ば
ま
た
変
わ
っ
て
く

る
。
ま
た
１
本
掘
れ
ば
こ
れ
が
違
っ
て
く

る
」（
鹿
児
島
大
学
・
露
木
利
貞
教
授
）

状
況
で
、
何
本
も
の
ル
ー
ト
が
引
か
れ
、

検
討
が
加
え
ら
れ
た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
の
総

延
長
は
５
５
０
０
ｍ
に
も
及
ん
だ
。
そ
れ

で
も
「（
経
費
面
か
ら
限
界
は
あ
る
が
）

調
査
デ
ー
タ
ー
不
足
で
、
手
さ
ぐ
り
的
な

施
工
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
と
検

討
委
員
会
の
大
学
研
究
者
た
ち
は
述
懐
し

て
い
る
。

　

シ
ラ
ス
と
地
下
水
の
関
係
、
水
の
動
き

に
つ
い
て
も
、
大
学
、
研
究
機
関
で
も

ま
だ
十
分
な
研
究
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

未
解
明
な
所
が
多
か
っ

た
。
そ
の
実
験
、
研
究
に

当
た
っ
た
の
が
当
時
の
九

州
大
学
工
学
部
土
質
工
学

研
究
室
だ
っ
た
。
し
か

し
、
研
究
室
と
現
場
は
違

う
。「
シ
ラ
ス
台
地
の
中

は
、
均
一
で
な
く
、
水
の

道
も
あ
れ
ば
、
空
洞
も
あ

る
。
そ
れ
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
」
と
あ
る
研
究
者
は

シ
ラ
ス
土
壌
の
「
難
解
さ
」
を
つ
ぶ
や
く

ほ
か
な
か
っ
た
。

　

陥
没
事
故
後
の
対
策
工
事
に
も
苦
闘
し

た
。
地
下
に
連
続
壁
を
作
り
、
そ
の
底
盤

に
遮
水
盤
を
打
設
す
る
こ
と
で
陥
没
を
抑

え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ボ
ラ
層
に
阻
ま

れ
て
、
な
か
な
か
壁
が
出
来
な
い
な
ど
、

苦
労
を
重
ね
、
手
間
取
っ
た
。
本
工
事
が

再
開
さ
れ
た
の
は
事
故
発
生
か
ら
１
年
以

上
も
後
、
61
年
３
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

る
。「
苦
労
し
た
と
い
う
よ
り
シ
ョ
ッ
ク

が
大
き
い
事
故
だ
っ
た
」（
山
内
委
員
長
）。

陥
没
し
た
池
に
は
、
青
々
と
し
た
水
が
溜

ま
り
、
そ
れ
を
見
る
た
び
に
工
事
関
係
者

は
心
を
引
き
締
め
た
と
い
う
。

 

大
き
な
教
訓
に 

　

陥
没
事
故
は
、
そ
の
後
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
大
き
な
教
訓
と
な
っ
た
。
な
ん
と

言
っ
て
も
シ
ラ
ス
台
地
、
ボ
ラ
層
で
の
工

事
の
難
し
さ
を
改
め
て
、
工
事
関
係
者
に

強
く
再
認
識
さ
せ
、
事
故
後
は
さ
ら
に
綿

密
な
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ
た
。

　

ボ
ラ
層
の
近
く
を
掘
る
ト
ン
ネ
ル
出
口鹿屋分水路の吐口と水路

橋柱に飾られた鹿屋分水路の全景
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（
吐
口
）
部
分
１
７
０
ｍ
で
は
、
ト
ン
ネ

ル
の
両
側
上
部
に
作
業
坑
を
掘
り
、
そ
こ

か
ら
シ
ラ
ス
層
、
ボ
ラ
層
の
下
の
溶
結
凝

灰
岩
層
ま
で
地
中
壁
を
造
り
、
シ
ラ
ス
、

ボ
ラ
層
に
変
化
が
起
こ
り
に
く
い
よ
う
に

「
囲
い
込
む
」
工
法
が
と
ら
れ
、
無
事
、

難
関
を
突
破
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

上
流
の
ト
ン
ネ
ル
入
り
口
ま
で
の
開
水

路
は
、
地
下
水
面
は
深
度
は
浅
く
１
ｍ
。

シ
ラ
ス
層
の
下
の
ボ
ラ
層
は
20
ｍ
以
内
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
、
吐
口
側
の
陥
没
事

故
の
教
訓
を
生
か
し
て
、
底
面
に
遮
水
盤

を
打
設
す
る
な
ど
慎
重
に
工
事
を
進
め

た
。

　

い
よ
い
よ
ト
ン
ネ
ル
本
体
の
工
事
で
あ

る
。
ト
ン
ネ
ル
部
分
は
全
長
１
６
０
９
ｍ

で
分
水
路
全
体
の
約
61
％
を
占
め
る
。
ト

ン
ネ
ル
断
面
は
８
５
㎡
、
最
大
流
量
は
毎

秒
２
０
０
㎥
で
計
画
さ
れ
た
。
ト
ン
ネ
ル

分
水
路
は
静
岡
県
・
伊
豆
半
島
の
狩
野
川

に
建
設
さ
れ
た
例
が
あ
る
が
、
シ
ラ
ス
台

地
と
い
う
特
殊
土
壌
で
は
初
め
て
で
あ
っ

た
。

 

騒
音
と
振
動
を
通
す
シ
ラ
ス 

　

ト
ン
ネ
ル
掘
削
が
、
台
地
上
の
住
宅
な

ど
に
影
響
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
地

下
水
に
変
位
を
起
こ
し
て
も
な
ら
な
い
。

掘
り
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
山
の
動

き
を
細
か
く
測
り
な
が
ら
、
工
事
が
行
わ

れ
た
。
特
に
、
シ
ラ
ス
台
地
の
低
い
と
こ

ろ
に
住
宅
地
が
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル
部
よ
り

上
部
の
「
土
か
ぶ
り
」
が
薄
い
場
所
で
陥

没
な
ど
が
起
こ
っ
て
は
重
大
事
だ
。
慎
重

に
、
慎
重
に
工
事
が
行
わ
れ
、
無
事
、
な

ん
と
か
通
過
し
た
。

　

だ
が
シ
ラ
ス
台
地
な
ら
で
は
の
問
題
が

生
じ
た
。「
騒
音
と
振
動
」
で
あ
る
。
土

か
ぶ
り
が
約
30
ｍ
程
度
し
か
な
い
と
こ
ろ

の
住
宅
地
か
ら「
工
事
の
音
が
う
る
さ
い
」

と
い
苦
情
が
相
次
い
だ
。
土
を
運
び
出
す

鋼
車
の
音
や
振
動
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
み
ら
れ
た
。
シ
ラ
ス
土
壌
は
予
想
以
上

に
、
騒
音
や
振
動
を
通
す
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
そ
の
後
の
シ
ラ
ス
台
地

で
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
の
教
訓
に
な
っ

た
。
鹿
児
島
市
の
武
岡
ト
ン
ネ
ル
で
も
騒

音
と
振
動
が
問
題
に
な
り
、
夜
間
工
事
は

中
止
さ
れ
、
新
武
岡
ト
ン
ネ
ル
で
は
坑
口

に
「
防
音
ハ
ウ
ス
」
を
設
置
し
て
工
事
に

当
た
っ
た
。

　

都
市
部
で
の
土
木
工
事
は
、
周
辺
住
民

の
暮
ら
し
を
乱
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い

う
大
原
則
に
直
面
す
る
。
そ
の
た
め
の
工

法
、
作
業
の
進
め
方
な
ど
、
鹿
屋
分
水
路

は
よ
り
綿
密
な
事
前
の
地
質
調
査
と
設

計
、
施
工
で
の
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
、
都

市
土
木
に
求
め
ら
れ
る
「
先
駆
け
的
な
」

教
訓
を
多
く
残
し
て
い
る
。

　

昭
和
47
年
基
本
計
画
検
討
を
開
始
し
、

昭
和
59
年
か
ら
着
手
さ
れ
た
工
事
は
平
成

８
年
６
月
完
成
（
暫
定
通
水
開
始
）、
実

に
13
年
に
及
ぶ
難
工
事
で
あ
っ
た
。

　

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
近
く
、
国
道

２
２
０
号
・
鹿
屋
バ
イ
パ
ス
の
郷
之
原

ト
ン
ネ
ル
（
長
さ
６
６
０
ｍ
、

１
９
９
２
年
完
成
）
の
地
山
は

ボ
ラ
層
で
あ
っ
た
。
ボ
ラ
は
、

シ
ラ
ス
と
同
様
、
火
砕
流
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
し
ば
し

ば
シ
ラ
ス
と
ボ
ラ
層
は
層
を
な

し
て
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ボ

ラ
層
も
ま
た
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に

お
い
て
難
敵
と
な
る
。

　

火
砕
流
は
火
山
噴
火
の
際
、

降
り
積
も
っ
た
火
山
灰
や
噴
出

岩
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
高
熱

の
ガ
ス
と
共
に
流
れ
下
り
、
雲

仙
普
賢
岳
で
は
４
３
人
も
の
命

を
奪
っ
て
い
る
。
火
砕
流
は
南

九
州
に
多
く
の
シ
ラ
ス
台
地
を

形
成
し
て
い
る
が
、
シ
ラ
ス
は

粒
状
だ
が
、
ボ
ラ
は
軽
石
な
ど

が
中
心
で
、
水
を
含
み
や
す
く

し
ば
し
ば
土
砂
崩
れ
の
引
き
金

と
な
る
。

　

シ
ラ
ス
自
身

は
比
較
的
、
安

定
し
た
地
層

で
、
ト
ン
ネ
ル

も
掘
削
し
や
す

い
。
し
か
し
、

ボ
ラ
層
で
は
時

に
予
想
外
の
こ

と
が
起
こ
る
。

郷
之
原
ト
ン
ネ

ル
で
は
、突
然
、

２
０
０
０
㎥
も

の
大
空
洞
が
現

れ
た
。
ど
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
空
洞

が
出
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

火
砕
流
は
森
林
を
燃
や
し
、

な
ぎ
倒
し
な
が
ら
流
れ
下
る
。

森
林
の
大
量
の
残
骸
の
上
に
火

砕
流
堆
積
物
が
積
み
重
な
っ
て

い
た
よ
う
だ
。
地
下
の
森
林
の

残
骸
は
、
や
が
て
腐
り
、
消
え

て
行
っ
た
た
め
、
そ
こ
が
空
洞

と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
た
。

　

こ
の
大
空
洞
の
下
に
も
空
洞

が
見
つ
か
り
、
モ
ル
タ
ル
で
埋

め
て
、ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
し
た
。

工
事
に
当
た
っ
て
、
地
質
調
査

は
行
わ
れ
る
が
、「
実
際
に
掘
っ

て
見
る
と
、
何
と
遭
遇
す
る
か

わ
か
ら
な
い
の
が
ト
ン
ネ
ル
建

設
だ
」
と
郷
之
原
ト
ン
ネ
ル
を

担
当
し
た
技
術
者
た
ち
は
口
を

そ
ろ
え
て
、
そ
の
複
雑
さ
を

語
っ
て
い
る
。

郷之原トンネル
巨大な空洞に遭遇

郷之原トンネル
（鹿屋バイパス）
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鹿
児
島
市
の
紫
原
は
、
今
や
、
市
を

代
表
す
る
大
住
宅
団
地
と
な
っ
て
い

る
。
鹿
児
島
湾
に
沿
っ
て
、
そ
の
西
に

広
が
る
シ
ラ
ス
台
地
。
終
戦
後
、
し
ば

ら
く
は
、
だ
だ
広
い
畑
地
で
、
一
本

だ
け
高
い
木
が
中
央
に
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
の
よ
う
に
立
ち
、
一
面
、

サ
ツ
マ
イ
モ
畑
だ
っ
た
。
シ
ラ

ス
台
地
は
水
を
通
し
や
す
く
、

水
田
耕
作
は
無
理
で
、
食
糧
難

も
あ
っ
て
サ
ツ
マ
イ
モ
、
鹿
児

島
で
は
カ
ラ
イ
モ
、
あ
る
い
は

カ
イ
モ
と
も
呼
ん
で
い
た
が
、

盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
。

　

世
の
中
が
落
ち
着
き
、
爆
撃

で
焼
け
野
原
に
な
っ
た
市
街
地

も
復
興
、
板
屋
根
の
住
宅
が
次

第
に
建
て
替
わ
り
、
新
し
い
住

宅
が
紫
原
の
斜
面
を
登
り
始
め

た
。
我
が
家
も
そ
の
１
軒
で
脇

田
電
停
、
南
鹿
児
島
駅
か
ら
急

坂
を
登
り
、
最
上
部
に
新
築
さ

れ
た
。
後
ろ
は
高
さ
20
ｍ
も
あ

ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
シ
ラ
ス
崖

だ
っ
た
が
、
前
庭
か
ら
は
、
錦

江
湾
と
噴
煙
を
上
げ
る
桜
島
が

浮
か
び
、
そ
れ
を
借
景
と
す
る

「
絶
景
」
の
地
で
あ
っ
た
。
住

宅
群
は
さ
ら
に
台
地
の
上
に
上

り
、
や
が
て
、
台
地
全
体
が
住

宅
団
地
に
埋
ま
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
紫
原
の
向
か
い
に
は
、
鹿
児
島
大

学
病
院
が
建
つ
、
や
は
り
シ
ラ
ス
台
地

で
、
そ
の
間
は
、
深
い
谷
（
彦
四
郎
谷
）

作
っ
て
、
脇
田
川
が
流
れ
て
い
た
。

　

我
が
家
の
裏
は
、
垂
直
に
切
り
立
っ

た
シ
ラ
ス
の
崖
で
、
木
も
草
も
生
え
な

い
急
傾
斜
、
実
に
あ
ぶ
な
か
っ
し
い
土

地
だ
っ
た
。
こ
こ
を
選
ん
だ
父
の
説
明

で
は
、
シ
ラ
ス
台
地
は
緩
や
か
な
斜
面

だ
と
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
面
が
広
い
が
、

垂
直
に
立
っ
た
崖
は
雨
の
あ
た

り
が
少
な
い
し
シ
ラ
ス
は
存

外
、
強
度
が
あ
っ
て
「
大
丈
夫
」

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
時
々
は
崖

が
崩
れ
て
、
家
の
近
く
ま
で
土

砂
が
流
れ
込
ん
で
、
肝
を
冷
や

し
た
が
、
や
が
て
「
慣
れ
」
も

あ
っ
て
、
日
常
の
暮
ら
し
か
ら

怖
さ
が
消
え
て
行
っ
た
。

　

昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）
６

月
梅
雨
末
期
の
集
中
豪
雨
に

よ
っ
て
、
紫
原
の
南
西
部
に
当

た
る
高
さ
約
30
ｍ
の
垂
直
に
近

い
シ
ラ
ス
崖
が
幅
50
ｍ
に
わ

た
っ
て
崩
れ
、
民
家
５
軒
を
押
し
つ
ぶ

し
９
人
の
死
者
が
出
る
大
事
故
が
起

こ
っ
た
。
我
が
家
の
す
ぐ
上
、
団
地
に

向
か
う
道
路
側
面
が
削
ぎ
落
ち
て
し

ま
っ
て
い
た
。
戦
慄
を
覚
え
る
ほ
ど
の

シ
ラ
ス
土
壌
の
恐
怖
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
10
年
後
の
昭
和
61
年

（
１
９
８
６
）
７
月
に
も
、
や
は
り
集

中
豪
雨
に
よ
る
シ
ラ
ス
災
害
で
鹿
児
島

市
内
で
28
人
の
犠
牲
者
を
だ
し
、
さ
ら

に
７
年
後
の
平
成
５
年
（
１
９
９
３
）

６
月
か
ら
の
長
雨
と
集
中
豪
雨
、
２
度

の
台
風
来
襲
と
３
カ
月
に
わ
た
る
被
災

で
死
者
行
方
不
明
者
３
４
９
人
と
言
う

大
災
害
と
な
っ
た
。
鹿
児
島
市
の
膨
張

と
共
に
、
住
宅
地
が
シ
ラ
ス
台
地
や
そ

の
斜
面
に
広
が
り
、
被
害
を
大
き
く
し

た
。

　

鹿
児
島
市

の
ほ
か
川
辺
、

加
世
田
と
薩

摩
半
島
各
地

で
も
暮
ら
し

た
が
、
い
つ

も
シ
ラ
ス
崖

が
家
の
裏
に

あ
っ
て
、
天

か
ら
は
桜
島

の
火
山
灰
、

地
上
で
は
太
古
の
昔
の
噴
火
に
よ
る
シ

ラ
ス
の
崖
崩
れ
、
地
滑
り
。
一
年
に
千

回
も
噴
火
す
る
桜
島
は
、
わ
が
家
に
大

量
の
火
山
灰
を
降
ら
せ
た
。
帰
郷
す
る

度
に
、屋
根
ト
イ
掃
除
が
待
っ
て
い
た
。

雨
と
一
緒
に
流
れ
込
ん
で
詰
ま
ら
せ
る

の
で
あ
る
。
現
在
の
火
山
灰
と
太
古
の

シ
ラ
ス
。「
火
山
と
共
に
暮
ら
す
」
鹿

児
島
の
宿
命
で
あ
ろ
う
か
。

�

（
久
保
平
）

崩壊の隣、シラス台地に暮らす

シラス台地の崩壊
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北
村
良
介（
き
た
む
ら
り
ょ
う
す
け
）

元
鹿
児
島
大
学
工
学
部
教
授
（
海

洋
土
木
工
学
）

北
村
氏
プ
ロ
フ
イ
ー
ル

昭
和
22
年
６
月
29
日
、
京
都
市
生
ま
れ
。

鹿
児
島
大
学
農
学
部
卒
、
京
都
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
、
同
大
防

災
研
究
所
助
手
か
ら
鹿
児
島
大
工
学
部
海

洋
土
木
開
発
工
学
科
講
師
、
助
教
授
、
教

授
、
退
職
（
平
成
25
年
３
月
）。
鹿
児
島

県
土
砂
災
害
防
止
技
術
検
討
委
員
会
委
員

長
な
ど
を
務
め
た

　

不
飽
和
土
質
力
学
の
体
系
化
と
そ
れ
に

基
づ
い
た
土
砂
災
害
、
特
に
、
降
雨
に
伴

う
シ
ラ
ス
斜
面
の
崩
壊
に
基
因
す
る
土
砂

災
害
を
防
ぐ
た
め
の
研
究
を
35
年
余
り

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
未
だ
に
完
成
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
土
砂
災
害
に
対
す
る
防
災

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に
は
自
然
科

学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
み
な
ら
ず
社
会

科
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
で
す
。

　

私
が
研
究
者
と
し
て
最
初
に
シ
ラ
ス
斜

面
の
崩
壊
に
基
因
す
る
土
砂
災
害
を
経
験

し
た
の
は
、
１
９
８
６
年
７
月
の
鹿
児
島

市
城
山
周
辺
の
集
中
豪
雨
災
害
で
し
た
。

以
後
、
93
年
に
鹿
児
島
豪
雨
災
害
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
災
害
は
６
月
の
梅
雨
期
か

ら
９
月
の
台
風
来
襲
期
ま
で
３
ヶ
月
間
に

わ
た
っ
て
鹿
児
島
県
内
各
所
で
発
生
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
97
年
７
月
に
出
水
市
針

原
土
石
流
災
害
、
03
年
７
月
の
水
俣
市
土

石
流
災
害
、
05
年
９
月
の
台
風
１
４
号
に

よ
る
東
九
州
豪
雨
災
害
、
06
年
７
月
の
川

内
川
流
域
を
中
心
と
し
た
北
薩
豪
雨
災
害

を
経
験
し
ま
し
た
。

　

特
に
、93
年
の
鹿
児
島
豪
雨
災
害
で
は
、

竜
ケ
水
地
区
の
防
災
対
策
の
構
築
を
目
指

し
た
活
動
の
過
程
で
「
縦
割
り
」
行
政
の

弊
害
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
竜
ケ
水

地
区
で
は
、
吉
野
台
地
に
鹿
児
島
市
民
が

居
住
し
て
お
り
、
県
道
・
市
道
が
あ
り
、

急
崖
の
下
に
は
Ｊ
Ｒ
日
豊
線
、
国
道
10
号

が
走
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
所
掌
す
る

行
政
機
関
は
鹿
児
島
県
市
民
局
、
鹿
児
島

市
建
設
局
、
鹿
児
島
市
消
防
局
、
鹿
児
島

県
環
境
林
務
部
、
鹿
児
島
県
土
木
部
、
Ｊ

Ｒ
九
州
、
国
交
省
鹿
児
島
国
道
事
務
所
で

す
。
災
害
時
は
鹿
児
島
海
上
保
安
部
、
鹿

児
島
県
警
も
係
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
行
政
機
関
が
連
携
し
、
災
害
時
に

は
災
害
情
報
を
共
有
し
、
迅
速
・
適
確
な

行
動
が
取
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
学
問
レ
ベ
ル
で
も
理
学
的
な
研

究
（
地
質
学
、
火
山
学
）
と
工
学
的
な
研

究
（
土
木
工
学
）
の
成
果
を
融
合
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
地
球
の
温
暖
化
が
進
み
、
過
去

に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
大
雨
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
雨
は
、局
所
的
・

ゲ
リ
ラ
的
な
集
中
豪
雨
の
形
態
を
と
り
、

梅
雨
期
や
台
風
襲
来
期
に
発
生
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
集
中
豪
雨
に
よ
る
土

砂
災
害
が
多
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
わ
け
で

す
が
、
斜
面
崩
壊
や
土
石
流
を
ハ
ー
ド
な

対
策
に
よ
っ
て
完
全
に
封
じ
る
こ
と
は
、

公
共
事
業
の
見
直
し
・
削
減
の
中
で
は
無

理
で
あ
り
、
ソ
フ
ト
対
策
の
重
要
性
・
必

要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
的
な
防
災
対
策
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
地
盤
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め

の
計
測
機
器
の
開
発
、
計
測
さ
れ
た
デ
ー

タ
の
回
収
・
送
信
・
解
析
等
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
行
い
、
解
析
結
果
を
防
災
情
報
と

し
て
行
政
機
関
や
住
民
に
提
供
す
る
シ
ス

テ
ム
の
開
発
が
必
要
で
す
。
す
な
わ
ち
、

「
降
雨
時
の
斜
面
崩
壊
の
予
知
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
が
必
要
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
先
ず
地
盤
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充

実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
（
点
）

で
得
ら
れ
た
地
盤
情
報
を
面
に
拡
げ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

公
共
事
業
に
お
い
て
、
事
業
費
を
削
減

す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
、
第
一
候
補
と

な
る
の
が
地
盤
調
査
で
す
。
東
日
本
大
震

災
を
契
機
に
、
政
府
は
国
土
強
靭
化
を
目

指
し
て
お
り
、地
盤
調
査
に
費
用
を
か
け
、

地
盤
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実
を
進
め

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

降
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
発
生
に
は

「
素
因
」
と
「
誘
因
」
が
あ
り
ま
す
。
斜

面
崩
壊
に
お
い
て
素
因
は
地
質
・
土
質
特

性
で
あ
り
、
誘
因
は
降
雨
で
す
。
降
雨
の

計
測
・
解
析
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
比
べ
、

素
因
で
あ
る
地
質
・
土
質
特
性
を
精
度
よ

く
把
握
す
る
技
術
の
開
発
は
遅
れ
て
い
ま

す
。
地
質
・
土
質
特
性
を
精
度
よ
く
把
握

す
る
た
め
に
は
、
応
用
地
質
学
、
地
盤
工

学
の
成
果
を
取
り
込
ん
だ
一
連
の
解
析
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
す
。
こ
の
解
析

シ
ス
テ
ム
に
は
降
雨
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
取
り
込
ま
れ
ま
す
。

　

予
知
が
可
能
に
な
れ
ば
、
早
め
に
避
難

で
き
、
人
的
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
崩
壊
の
危
険
の
あ
る
斜

面
を
事
前
に
特
定
し
て
お
き
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
得
ら
れ
る
降
雨
量
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
入
力
し
、「
い
つ
」（
時
間
）、「
ど
の

よ
う
な
」
規
模
の
斜
面
崩
壊
が
発
生
す
る

か
を
予
知
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

し
た
取
組
み
を
鹿
児
島
大
学
と
立
命
館
大

学
で
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
本
シ
ス
テ
ム

を
完
成
さ
せ
、
実
用
化
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま

で
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
鹿
児
島
大
学
の
若
い
研
究
者
が
中
心

と
な
っ
て
、
地
道
に
歩
を
進
め
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

提
言
「
シ
ラ
ス
土
壌
」―

崩
壊
予
知
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

薩摩半島 大隅半島

鹿児島湾

鹿児島県のシラス土壌分布図
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東
日
本
大
震
災
は
高
速
道
路
の
避
難
高

台
、
あ
る
い
は
防
潮
堤
と
し
て
の
防
災
機

能
の
高
さ
を
人
々
に
強
く
印
象
付
け
た
。

そ
の
約
20
年
前
の
「
93
年
鹿
児
島
豪
雨
」

で
は
、
九
州
自
動
車
道
な
ど
で
、
法
面
崩

壊
な
ど
通
行
止
め
に
追
い
込
ま
れ
る
被
災

を
し
な
が
ら
、
一
般
道
路
や
鉄
道
に
比

べ
、
復
旧
は
早
く
、
孤
立
状
態
に
陥
っ
た

鹿
児
島
市
と
そ
の
周
辺
地
域
へ
の
緊
急
支

援
、
復
旧
活
動
の
動
脈
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
。
太
平
洋
・
南
海
ト
ラ
フ

の
地
震
に
よ
る
大
津
波
が
想
定
さ
れ
て
い

る
が
、
建
設
中
の
東
九
州
自
動
車
道
で
は

避
難
階
段
の
設
置
な
ど
、
高
速
道
路
を
防

災
施
設
と
し
て
活
用
す
る
工
事
が
積
極
的

に
行
わ
れ
て
い
る
。

 

高
速
道
路
の
「
強
さ
」
と
「
弱
さ
」 

　

高
速
道
路
の
「
強
さ
」
を
改
め
て
印
象

付
け
た
の
は「
93
年
鹿
児
島
豪
雨
」で
あ
っ

た
。

　

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
７
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
の
豪
雨
は
、
鹿
児
島
地
方
を

中
心
に
、
南
九
州
に
大
き
な
被
害
を
出
し

た
。「
雨
に
弱
い
」
シ
ラ
ス
土
壌
が
覆
う

こ
の
地
方
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
っ

て
自
然
斜
面
で
土
砂
崩
れ
や
土
石
流
が
多

発
す
る
。
道
路
で
は
シ
ラ
ス
土
壌
の
盛
り

土
や
切
り
土
に
よ
る
の
り
面
が
崩
壊
し
や

す
い
「
弱
点
」
持
っ
て
い
る
。
鹿
児
島
市

に
向
か
う
幹
線
道
路
・
国
道
10
号
や
同
３

号
が
寸
断
さ
れ
、
長
期
間
、
通
行
不
能
に

陥
っ
た
。

　

九
州
自
動
車
道
も
シ
ラ
ス
土
壌
に
建
設

さ
れ
、
同
じ
「
弱
点
」
を
持
っ
て
い
る
。

鹿
児
島
豪
雨
で
は
、
鹿
児
島
空
港
（
溝
辺

Ｉ
Ｃ
）
か
ら
鹿
児
島
北
Ｉ
Ｃ
に
向
か
う
区

間
の
高
速
道
路
（
日
本
道
路
公
団
・
加
治

木
管
理
事
務

所
管
内
）
で

は
１
３
０
カ

所
で
被
害
が

集
中
発
生
（
九

州
全
体
で
は

１
８
９
カ
所
）

し
た
。

　

特
に
、
上

り
線
桜
島

サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
は
裏
山

の
崩
壊―

土

石
流
に
飲
み
込
ま
れ
た
。
こ
れ
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
高
速
道
路
の
管
轄
区
域
外

の
シ
ラ
ス
斜
面
崩
壊
に
よ
っ
て
大
量
の
土

砂
が
高
速
道
路
内
に
流
れ
込
ん
だ
被
害
が

中
心
で
、
道
路
の
り
面
崩
壊
は
多
数
に
の

ぼ
っ
た
も
の
の
、
小
規
模
な
も
の
が
多

か
っ
た
。

 

被
害
は
南
へ 

　

４
７
３
㎜
（
加
治
木
管
内
、
１
日
）
を

記
録
し
た
８
月
１
日
、
栗
野―

横
川
、
八

代―

人
吉
、
え
び
の―

栗
野
、
え
び
の
ー

都
城―

宮
崎
（
宮
崎
道
）
と
宮
崎
県
、
鹿

児
島
県
北
部
で
の
被
害
が
次
第
に
南
下
、

夜
に
な
っ
て
溝
辺―

薩
摩
吉
田―

鹿
児
島

間
が
交
通
止
め
に
な
っ
た
。
桜
島
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
の
裏
山
の
崩
壊
は
１
日
に
始
ま

り
３
回
の
崩
壊
が
発
生
、
２
日
に
は
施
設

は
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
。
幸
い
、
的
確
な

避
難
が
行
わ
れ
、人
的
被
害
は
な
か
っ
た
。

２
日
ま
で
の
高
速
道
路
被
害
は
45
カ
所
に

の
ぼ
っ
た
が
、
復
旧
は
早
く
、
次
々
に
交

通
止
め
が
解
除
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
５
日
夜
か
ら
降
り
始
め
た
雨

は
６
日
に
は
１
８
２
㎜
（
１
日
、
加
治
木

管
内
）
を
記
録
、
薩
摩
吉
田―

鹿
児
島
間

が
土
砂
流
入
で
、
続
い
て
え
び
の―

加
治

木
間
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
７
日
に
は
え
び

の
ー
加
治
木
間
、
次
い
で
薩
摩
吉
田
ま
で

急
ぎ
開
通
さ
せ
た
も
の
の
、
深
夜
に
は
再

び
、
交
通
止
め
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

６
日
は
鹿
児
島
市
街
と
そ
の
周
辺
が
大

災
害
と
な
っ
た
。
国
道
10
号
、
３
号
が
寸

断
さ
れ
、
竜
ヶ
水
一
帯
で
の
崖
崩
れ
で

２
０
０
０
人
近
く
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ

（
国
道
10
号
）、
小
山
田
名
越
で
は
路
体
が

流
失
し
た（
国
道
３
号
）。鹿
児
島
市
は「
孤

立
化
」
し
た
。
頼
り
は
高
速
道
路
だ
っ
た

が
、
被
災
は
免
れ
な
か
っ
た
。
８
月
１
日

に
は
栗
野―

加
治
木―

薩
摩
吉
田
間
で
48

カ
所
、
６
日
に
は
加
治
木―

薩
摩
吉
田
間

で
26
カ
所
、
９
日
は
栗
野―

鹿
児
島
間
22

カ
所
、
さ
ら
に
９
月
３
日
に
は
薩
摩
吉
田

―

鹿
児
島
間
で
３
カ
所
の
被
害
が
発
生
し

て
い
る
。

 

弱
点
は
シ
ラ
ス
土
壌 

プロジェクト九州

第5節
①頼れる
高速道へ

強靱さを求めて

豪
雨
災
害
で
防
災
力
発
揮
し
た
高
速
道

九
州
道
、
長
崎
バ
イ
パ
ス
、
復
旧
速
く

高
速
道
の
強
さ
、
救
援
道
路
の
役
割
果
す

大崩壊で土砂に埋った桜島サービスエリア。
奇蹟的に人命被害はなかった（九州自動車道）
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弱
点
は
シ
ラ
ス
土
壌
の
盛
り
土
、
切
り

土
の
道
路
の
り
面
に
あ
っ
た
。
崩
壊
箇
所

は
60
カ
所
に
の
ぼ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
小

規
模
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
、
道
路
周

辺
の
山
地
（
管
理
区
域
外
）
か
ら
高
速
道

路
に
崩
れ
落
ち
た
土
砂
の
規
模
は
大
き

か
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
急
傾
斜
で
シ

ラ
ス
、
火
山
岩
、
溶
結
凝
灰
岩
な
ど
火
山

性
地
質
で
、
大
部
分
が
表
層
す
べ
り
だ
っ

た
。

　

土
砂
崩
壊
の
原
因
は
、
異
常
な
長
雨
で

シ
ラ
ス
土
壌
が
多
く
の
水
を
含
み
、
強
い

豪
雨
で
崩
れ
や
す
く
な
っ
た
た
め
で
、
盛

り
土
、
切
り
土
、
自
然
斜
面
の
い
ず
れ
に

も
共
通
し
て
い
る
。
最
も
被
害
が
大
き

か
っ
た
桜
島
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
は
、
背

後
の
山
が
長
期
間
の
大
雨
で
、
表
層
土
が

飽
和
状
態
に
ま
で
水
を
た
め
込
み
、
下
部

の
岩
盤
層
と
の
境
界
面
を
滑
り
、
崩
壊
、

泥
流
化
し
た
土
砂
が
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の

建
物
を
壊
し
、
駐
車
場
、
さ
ら
に
道
路
本

線
近
く
ま
で
達
し
て
い
る
。
地
す
べ
り
の

後
の
岩
盤
の
、
い
た
る
所
か
ら
水
が
湧
き

出
て
お
り
、い
か
に
大
量
の
水
が
浸
透
し
、

溜
め
こ
ん
で
い
た
か
を
示
し
て
い
た
。

　

豪
雨
、
台
風
の
波
状
攻
撃
を
受
け
た
形

だ
が
、
応
急
復
旧
工
事
は
、
小
規
模
な
土

砂
崩
れ
は
土
砂
排
除
、シ
ー
ト
張
り
や「
土

の
う
」
積
み
を
行
い
、
排
水
を
ス
ム
ー
ス

に
し
た
。
規
模
が
大
き
い
箇
所
で
は
鋼
矢

板
を
立
て
て
土
止
め
を
行
っ
て
い
る
。
道

路
陥
没
は
宮
崎
道
で
１
カ
所
発
生
し
て
い

る
が
、
多
く
は
の
り
面
か
ら
の
土
砂
流
入

や
、
道
路
の
外
側
か
ら
の
土
砂
流
入
で
、

高
速
道
路
の
路
体
そ
の
も
の
は
全
体
的
に

「
強
さ
」
を
示
し
た
。
登
坂
車
線
や
余
裕

の
あ
る
路
肩
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
開
通

を
早
め
て
い
る
。

　

鹿
児
島
市
に
つ
な
ぐ
薩
摩
吉
田―

鹿
児

島
北
Ｉ
Ｃ
間
は
復
旧
に
手
間
取
っ
た
も
の

の
、
７
日
夕
刻
か
ら
、
そ
の
手
前
の
加
治

木―

薩
摩
吉
田
間
は
、
片
側
対
面
通
行
な

が
ら
無
料
開
放
さ
れ
（
深
夜
、
再
び
通
行

止
め
）、
８
日
に
は
薩
摩
吉
田―

姶
良
間

を
緊
急
救
援
の
自
衛
隊
車
両
が
鹿
児
島
に

向
か
い
、
９
日
に
は
加
治
木―

薩
摩
吉
田

間
は
通
行
止
め
解
除
、
無
料
で
通
行
を
認

め
て
い
る
。

　

無
料
通
行
は
７
日
午
後
６
時
過
ぎ
か
ら

行
わ
れ
、
加
治
木
Ｉ
Ｃ
，
姶
良
Ｉ
Ｃ
，
薩

摩
吉
田
Ｉ
Ｃ
を
利
用
す
る
全
て
の
車
両
が

対
象
と
な
り
、
鹿
児
島
市
内
へ
の
唯
一
の

「
救
援
の
道
路
」
の
役
割
を
果
た
し
た
。

全
面
無
料
通
行
は
８
月
27
日
夕
刻
ま
で
継

続
さ
れ
、
そ
の
後
、
夜
間
の
み
と
な
っ
た

が
、
国
道
10
号
の
全
面
復
旧
工
事
は
９
月

17
日
ま
で
長
期
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
。
こ
の
間
、
利
用
し
た
車
両
は
70
万
台

に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
薩
摩
吉
田―

鹿
児

島
間
（
復
旧
は
12
日
）
を
残
し
た
も
の
の
、

高
速
道
路
の「
早
期
の
回
復
ぶ
り
」と「
無

料
開
放
」は
人
々
に
強
い
印
象
を
与
え
た
。

 

長
崎
水
害
で
も
「
強
さ
」 

　

鹿
児
島
豪
雨
と
共
に
、
国
道
34
号
が
寸

断
さ
れ
長
崎
市
が
孤
立
状
態
に
な
っ
た
長

崎
水
害
（
昭
和
57
年
７
月
24
日
）
で
も
自

動
車
専
用
道
路
「
長
崎
バ
イ
パ
ス
」
が
早

い
復
旧
と
無
料
開
放
（
７
月
27
日
か
ら
８

月
20
日
ま
で
）
に
よ
っ
て
、
救
援
、
災
害

復
旧
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
の
バ
イ
パ
ス
は
、
山
間
部
を
縫
う
よ
う

に
走
る
延
長
12
㎞
で
長
崎
道
と
市
街
を
結

ぶ
「
山
岳
道
路
」
だ
。
九
州
で
初
め
て
の

自
動
車
専
用
道
路
（
昭
和
42
年
開
通
）
で

当
時
は
２
車
線
、
２
カ
所
の
ト
ン
ネ
ル
が

あ
っ
た
。
そ
の
ト
ン
ネ
ル
へ
の
土
砂
流
か

ら
始
ま
っ
た
土
砂
崩
壊
に
よ
る
道
路
被
災

は
合
計
31
カ
所
（
切
り
土
17
か
所
、
盛
り

土
14
カ
所
）、
そ
の
中
に
は
犠
牲
者
33
人

を
出
し
た
川
平
地
区
な
ど
５
か
所
で
道
路

管
理
区
域
外
か
ら
の
土
石
流
な
ど
に
よ
る

被
災
だ
っ
た
が
、
強
い
道
路
構
造
に
よ
っ

て
、
持
ち
こ
た
え
て
い
る
。
災
害
当
日
は

全
面
通
行
止
め
に
な
り
な
が
ら
、
翌
日
早

朝
か
ら
の
懸
命
な
復
旧
作
業
で
約
12
時
間

後
に
は
「
全
線
１
車
線
確
保
」、
作
業
の

ピ
ッ
チ
を
上
げ
25
時
間
後
の
25
日
午
前
７

時
に
は
、
緊
急
物
資
車
両
の
通
行
を
可
能

に
し
た
。
４
日
後
に
は
２
車
線
を
復
旧
さ

せ
て
い
る
。

　

緊
急
事
態
に
陥
っ
た
長
崎
市
を
救
う

「
輸
血
パ
イ
プ
」
と
な
っ
た
長
崎
バ
イ
パ

ス
。
無
料
開
放
は
緊
急
な
物
資
輸
送
車
や

復
旧
関
連
車
両
に
限
定
し
た
う
え
で
の
措

置
で
、災
害
地
で
し
ば
し
ば
起
こ
る
渋
滞
、

交
通
マ
ヒ
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
た
面
で

も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

 

防
災
事
業
の
縦
割
り 

　

国
道
10
号
の
全
面
復
旧
に
比
べ
て
、
高

速
道
路
は
約
40
日
も
早
く
、
復
旧
し
て
い

る
。
建
設
に
当
た
っ
て
、
の
り
面
の
盛
り

土
、
切
り
土
の
「
実
物
試
験
」
を
薩
摩
吉

田
地
区
で
行
い
、
人
工
降
雨
に
よ
っ
て
シ

ラ
ス
の
り
面
の
動
き
を
観
察
、
法
面
の
勾

配
や
排
水
路
、
階
段
状
の
構
造
、
の
り
面

植
生
に
よ
る
保
護
な
ど
工
法
が
検
討
、
建

設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
成
果
と
し
て
、
の

り
面
崩
壊
が
比
較
的
、
小
規
模
に
抑
え
ら

れ
た
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　

問
題
は
高
速
道
路
「
区
域
外
」
の
大
規

模
な
土
砂
崩
壊
に
よ
っ
て
、
道
路
が
埋
も

れ
不
通
と
な
っ
た
災
害
が
数
多
く
見
ら
れ

た
こ
と
だ
。

　

災
害
後
、
道
路
公
団
（
当
時
）
は
、「
区

域
外
」
の
防
災
工
事
に
つ
い
て
鹿
児
島
県

約
70
万
台
が
無
料
通
行
、
救
援
道
路
へ

ホルトの木が立つ川南SA（東九州道）
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や
関
係
市
町
村
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

自
然
斜
面
の
防
災
は
同
じ
県
で
も
、
県
砂

防
課
や
森
林
保
全
課
が
分
担
し
て
担
当
。

例
え
ば
、
桜
島
Ｓ
Ａ
の
裏
山
の
防
災
工
事

は
県
の
治
山
事
業
、
Ｓ
Ａ
の
埋
も
れ
た
側

道
（
町
道
）
は
道
路
災
害
復
旧
工
事
と
な

る
。
ま
た
姶
良
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
斜
面
崩

壊
は
県
の
砂
防
工
事
と
開
発
民
間
業
者
と

姶
良
町
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
樹
林
が

あ
る
山
地
や
自
然
斜
面
で
は
県
の
治
山
事

業
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
関

係
機
関
が
入
り
乱
れ
た
事
業
と
な
り
、
研

究
者
な
ど
か
ら
防
災
行
政
の
「
総
合
性
の

な
さ
」
が
強
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

 

ホ
ル
ト
の
木
が
立
つ
避
難
所 

　

災
害
に
強
い
道
路
づ
く
り
か
ら
、
１
歩

進
ん
で
、
高
台
避
難
場
所
と
し
て
、
あ
る

い
は
防
災
拠
点
と
し
て
災
害
に
対
応
す
る

高
速
道
路
の
付
属
施
設
づ
く
り
へ
の
努
力

も
払
わ
れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
で
、

高
速
道
路
が
「
防
災
社
会
資
本
・
施
設
」

と
し
て
注
目
さ
れ
た
が
そ
れ
を
東
九
州
道

路
で
も
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

　

予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で

は
宮
崎
県
を
中
心
に
東
九
州
海
岸
を
襲
う

津
波
は
最
大
高
さ
17
ｍ
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
東
九
州
道
で
は
、
避
難
民
が
高
速
道

路
の
高
さ
に
駆
け
上
が
れ
る
よ
う
に
、
盛

り
土
構
造
を
利
用
し
て
高
台
避
難
場
所
を

造
成
。
ま
た
、
高
鍋―

都
農
間
の
「
川
南

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
」
を
防
災
拠
点
と
し

て
使
う
た
め
自
家
発
電
施
設
や
炊
き
出
し

ス
ペ
ー
ス
、
自
動
販
売
機
な
ど
を
設
置
。

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
「
ホ
ル
ト
の
木
」

が
植
え
ら
れ
た
。
ホ
ル
ト
の
木
は
緑
の
葉

の
中
に
紅
葉
し
た
葉
が
混
じ
る
常
緑
樹
、

高
さ
20
ｍ
に
も
な
る
背
の
高
い
、
目
立
つ

木
で
「
郷
土
・
宮
崎
の
名
木
」
と
し
て
宮

崎
市
内
に
も
多
く
植
え
ら
れ
て
い
る
。

 

地
震
や
火
災
な
ど
大
災
害
時
に
、
公
園

な
ど
樹
木
の
多
い
緑
地
や
森
が「
避
難
地
」

と
な
る
教
訓
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

う
し
た
シ
ン
ボ
ル
的
な
役
割
を
、
こ
の
ホ

ル
ト
の
木
が
担
っ
て
い
る
。

防災拠点として太陽光発電も――。（川南SA）

　

土
砂
崩
れ
を
起
こ
し
や
す
い
シ
ラ
ス

や
軽
石
は
、
土
砂
災
害
の
根
源
と
し
て

悪
役
だ
が
、
そ
の
水
の
通
し
や
す
さ
な

ど
の
特
徴
を
活
用
し
て
「
世
の
た
め
、

人
の
た
め
に
」
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　

な
じ
み
が
あ
る
の
は
、
風
呂
場
で
使

う
垢
す
り
や
園
芸
用
の
軽
石
な
ど
だ

が
、人
を
「
ア
ッ
」
と
驚
か
せ
た
の
は
、

鹿
児
島
市
内
を
走
る
約
４
㎞
の
路
面
電

車
の
軌
道
内
の
緑
化
。
芝
生
が
植
え
ら

れ
、
味
気
な
い
線
路
を
一
変
さ

せ
た
そ
の
主
役
が
軽
石
を
含
む

シ
ラ
ス
だ
っ
た
。
シ
ラ
ス
は
透

水
性
に
優
れ
、
無
数
の
穴
が
開

い
た
軽
石
は
保
水
性
に
富
む
。

そ
の
特
性
を
利
用
し
て
、
軌
道

内
の
基
盤
土
壌
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
。
鹿
児
島
の
都
市
景
観

も
一
変
さ
せ
、
観
光
資
源
に
も

な
っ
て
い
る
。
文
部
科
学
大
臣

賞
に
も
輝
い
た
。

　

最
初
に
軌
道
を
芝
生
化
し
た

の
は
新
幹
線
の
終
着
駅
・
鹿
児

島
中
央
駅
（
平
成
16
年
）
前
広

場
だ
っ
た
。
新
幹
線
客
へ
の
鹿

児
島
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め

だ
っ
た
が
、
非
常
に
好
評
で
、
鹿
児
島

駅
か
ら
同
中
央
駅
ま
で
の
間
の
約
２

㎞
（
幅
６
ｍ
、
約
１
万
㎡
）
の
軌
道
敷

を
芝
生
化
し
た
。
一
時
は
枯
死
寸
前
の

ピ
ン
チ
も
あ
っ
た
が
、
シ
ラ
ス
を
使
っ

た
保
水
力
の
高
い
基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
を
開

発
、
そ
の
上
に
緑
化
土
壌
を
敷
い
て
、

高
麗
芝
を
植
え
た
。

　

効
果
は
抜
群
で
、
都
市
の
緑
化
、
景

観
の
向
上
に
役
立
っ
て
、
市
民
、
観
光

客
に
好
感
を
持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た

ほ
か
、
夏
で
は
軌
道
の
表
面
温
度
を
何

と
、
11
度
も
下
げ
る
と
い
う
、
都
市
の

悩
み
で
あ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

の
抑
制
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

緑
の
軌
道
を
走
る
チ
ン
チ
ン
電
車
の

人
気
は
高
い
。
観
光
客
に
南
国
・
鹿
児

島
の
暑
い
暑
い
夏
を
涼
し
く
、
過
ご
し

て
も
ら
う
鹿
児
島
の
新
し
い
名
物
と

な
っ
て
い
る
。

　

シ
ラ
ス
が
本
領
を
発
揮
し
て

い
る
の
が
土
木
建
築
資
材
の
分

野
だ
。
路
盤
材
料
、
外
装
壁
、

ブ
ロ
ッ
ク
や
様
々
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
骨
材
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
も
の
で
古
く
は
、
北

海
道
・
小
樽
港
の
北
防
波
堤
で
、

以
降
、
研
究
が
重
ね
ら
れ
「
火

山
灰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
と
し
て

様
々
に
利
用
さ
れ
、「
砂
不
足
」

に
悩
む
建
設
土
木
業
界
に
そ
の

将
来
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
用
法
と

し
て
は
、
埋
め
立
て
な
ど
土
地

造
成
。
鹿
児
島
湾
岸
の
埋
め
立

て
の
た
め
、
西
郷
隆
盛
が
自
刃
し
た
城

山
裏
の
シ
ラ
ス
を
、
そ
の
土
壌
特
性
を

活
用
し
て
、
汲
み
上
げ
た
海
水
と
混
ぜ

て
パ
イ
プ
で
運
ぶ
「
水
搬
工
法
」
で
造

成
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
鹿
児
島

湾
の
埋
め
立
て
が
進
み
、
産
業
用
地
、

港
湾
な
ど
造
成
が
出
来
、
平
地
の
少
な

い
鹿
児
島
市
の
発
展
に
寄
与
し
て
い

る
。
シ
ラ
ス
の
有
効
活
用
は
な
お
、
研

究
途
上
で
、
無
限
の
資
源
と
し
て
期
待

を
集
め
て
い
る
。

シラスの有効利用
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九
州
自
動
車
道
の
桜
島
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
（
Ｓ
Ａ
）
は
鹿
児
島
北
Ｉ
Ｃ
を
出
発
し

て
、
上
り
線
最
初
の
Ｓ
Ａ
で
あ
る
。
休
憩

所
・
売
店
・
ト
イ
レ
等
が
完
備
し
た
施
設

の
背
後
に
は
小
高
い
森
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
始
ま
る
長
い
行
程
に
備
え
て
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
利
用
者
が
多
い
。

　

鹿
児
島
市
街
か
ら
、
曲
が
り
く
ね
っ
た

シ
ラ
ス
台
地
と
そ
の
合
間
を
走
っ
て
き
た

だ
け
に
、
視
界
が
大
き
く
広
が
る
加
治
木

の
街
や
、
錦
江
湾
、
桜
島
な
ど
の
景
観
に

「
鹿
児
島
か
ら
の
出
発
」
を
改
め
て
思
う

場
所
で
も
あ
ろ
う
。

　

93
年
鹿
児
島
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
時
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
裏
山
で
土
石
流

が
発
生
、
施
設
を
飲
み
込
み
、
土
砂
は
広

い
駐
車
場
を
埋
め
た
。予
想
外
の
被
災
に
、

多
く
の
人
が
驚
愕
、
心
が
震
え
た
に
違
い

な
い
。
幸
い
、
職
員
の
適
切
な
誘
導
で
犠

牲
者
は
出
な
か
っ
た
が
、
誰
も
が
肝
を
冷

や
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

高
速
道
路
は
災
害
に
強
い
と
多
く
の
人

が
思
っ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
で
も
高

架
や
盛
り
土
の
道
路
は
「
高
台
避
難
」
の

場
所
に
な
る
こ
と
を
知
っ
た
。
82
年
長
崎

水
害
で
は
長
崎
バ
イ
パ
ス
が
被
災
し
な
が

ら
、
復
旧
は
早
く
、
救
援
・
復
興
道
路
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
評
価
は
高

い
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で
高
速
道
路
の
橋

脚
が
将
棋
倒
し
に
折
れ
た
光
景
は
「
安
全

神
話
の
崩
壊
」
を
物
語
る
も
の
と
し
て
、

な
お
、
記
憶
に
新
し
い
。
教
訓
は
そ
の
後

の
高
架
橋
の
耐
震
対
策
で
生
か
さ
れ
、
よ

り
強
靭
な
道
路
に
な
っ
て
信
頼
度
を
増
し

て
い
る
の
は
事
実
だ
ろ
う
。

 

シ
ラ
ス
が
最
大
の
難
敵 

　

だ
が
、
南
九
州
の
高
速
道
路
に
は
、「
難

敵
」
が
い
る
。
シ
ラ
ス
土
壌
だ
。
93
鹿
児

島
豪
雨
の
時
も
鹿
児
島
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
鹿
児

島
空
港
入
り
口
の
溝
辺
Ｉ
Ｃ
間
で
土
砂
崩

れ
の
た
め
、
不
通
箇
所
が
続
出
、
孤
立
し

た
鹿
児
島
空
港
ロ
ビ
ー
で
は
帰
る
に
帰
れ

な
い
多
数
の
乗
客
が
不
安
な
夜
を
過
ご
さ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
鹿
児
島
市
街
へ
は

国
道
10
号
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
、
土
砂

崩
れ
で
寸
断
さ
れ
、
竜
ケ
水
の
よ
う
な
極

め
て
危
険
な
状
態
も
あ
っ
た
。

　

鹿
児
島
空
港
自
体
が
シ
ラ
ス
台
地
に
建

設
さ
れ
た
よ
う
に
、
九
州
自
動
車
道
も
ま

た
シ
ラ
ス
台
地
や
そ
の
谷
間
を
走
る
こ
と

に
な
る
。
高
速
道
路
建
設
に
当
た
っ
て
、

こ
の
水
に
弱
い
シ
ラ
ス
に
ど
う
対
処
す
る

か
が
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　

高
速
道
路
は
シ
ラ
ス
土
壌
を
切
土
し
た

り
、
盛
り
土
し
て
建
設
さ
れ
る
。
鹿
児
島

市
街
か
ら
鹿
児
島
空
港
に
向
か
う
ド
ラ
イ

バ
ー
は
シ
ラ
ス
台
地
の
外
縁
部
か
ら
登

り
、カ
ー
ブ
の
多
い
谷
間
沿
い
を
走
っ
て
、

桜
島
Ｓ
Ａ
へ
、
さ
ら
に
加
治
木
か
ら
溝

辺
・
空
港
方
面
へ
シ
ラ
ス
台
地
を
登
っ
て

行
く
。
切
土
と
盛
り
土
の
法
（
の
り
）
面

の
連
続
だ
。

　

高
速
道
路
沿
い
の
、
法
面
は
地
山
を
切

り
通
し
た
り
、
土
を
盛
り
上
げ
る
「
人
工

斜
面
」
と
な
る
。
人
工
斜
面
は
、
自
然
斜

面
と
違
っ
て
崩
れ
や
す
い
し
、
切
土
で
は

さ
ら
な
る
土
砂
災
害
を
誘
発
す
る
こ
と
も

あ
る
。
自
然
の
地
山
は
長
い
年
月
を
か
け

て
、バ
ラ
ン
ス
の
良
い
形
（
勾
配
）
に
な
っ

て
安
定
し
て
い
る
。
安
定
し
た
自
然
斜
面

も
時
に
豪
雨
に
よ
っ
て
、
崩
さ
れ
、
災
害

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。

　

の
り
面
と
い
う
人
工
的
な
斜
面
は
、
自

然
斜
面
に
比
べ
て
、
危
う
さ
を
よ
り
多
く

持
っ
て
い
る
。
道
路
造
成
の
た
め
、
地
山

を
切
り
取
る
こ
と
自
体
が
、
そ
れ
ま
で
自

然
が
作
っ
て
き
た
バ
ラ
ン
ス
を
壊
す
こ
と

に
な
る
か
ら
だ
。
最
近
で
も
、
西
九
州
道

路
の
北
波
多
Ｉ
Ｃ
付
近
で
の
切
土
に
よ
る

道
路
造
成
で
、
大
規
模
な
地
す
べ
り
を
誘

発
し
か
ね
な
い
事
態
が
発
生
、
大
掛
か
り

な
地
す
べ
り
対
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
。
自
然
に
、
人
の
手
を
加
え

る
の
り
面
造
成
の
難
し
さ
を
再
認
識
さ
せ

た
工
事
で
あ
っ
た
。

 

「
直
」
に
す
る
か
「
緩
」
か 

　

ま
し
て
、
南
九
州
で
は
水
に
弱
い
シ
ラ

ス
土
壌
で
の
道
路
建
設
、
そ
の
難
し
さ
は

倍
化
す
る
。
シ
ラ
ス
土
壌
は
火
山
ガ
ラ
ス

質
の
土
壌
と
孔
が
無
数
に
あ
る
軽
石
が
中

心
で
、
水
に
崩
れ
や
す
い
た
め
、
出
来
る

だ
け
雨
に
当
た
る
土
壌
表
面
の
面
積
を
小

さ
く
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
き

た
。
シ
ラ
ス
の
斜
面
で
は
、
雨
が
降
り
そ

プロジェクト九州

第5節
②道路を土砂
崩壊から守る
強靱さを求めて

シ
ラ
ス
土
壌
に
強
い
高
速
道
路
づ
く
り

人
工
斜
面
の
、
の
り
面
対
策
が
最
大
課
題

実
証
実
験
を
重
ね
て
、
最
適
勾
配
を
割
り
出
す

土砂崩れに破壊された道路（国道３号）
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そ
ぐ
と
、
地
表
に
ガ
リ
と
呼
ば
れ
る
水
の

流
れ
る
道
が
短
時
間
で
出
来
る
。
水
量
が

多
く
な
り
、
流
れ
が
速
く
な
る
に
つ
れ
て

ガ
リ
は
急
速
に
、
大
き
く
深
く
な
っ
て
、

土
砂
崩
れ
を
引
き
起
こ
す
誘
因
に
な
る
。

　

シ
ラ
ス
崖
で
も
地
表
面
が
風
化
す
る
な

ど
し
て
崩
壊
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
降
雨

に
よ
っ
て
ガ
リ
が
出
来
に
く
い
「
直
」
に

切
ら
れ
た
崖
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
住
宅

団
地
な
ど
が
あ
る
シ
ラ
ス
台
地
の
周
縁
部

は
、
多
く
の
崖
が
垂
直
に
切
り
立
っ
て
い

る
。
斜
面
よ
り
直
立
し
た
方
が
雨
に
当
た

る
面
積
が
小
さ
く
な
り
、
崩
れ
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
こ
と
で
、
防
災
上
、
有
利
と

の
考
え
方
か
ら
だ
。

　

一
般
道
路
で
は
シ
ラ
ス
の
地
山
の
、
短

い
距
離
を
垂
直
の
切
通
し
で
抜
け
る
こ
と

は
あ
る
が
、
高
速
道
路
で
は
難
し
い
。
高

速
で
走
る
車
は
小
さ
な
落
石
で
も
事
故
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
か
ら
だ
。
切
土
に
せ

よ
、
盛
り
土
に
せ
よ
、
高
速
道
路
で
は
、

あ
る
程
度
の
傾
斜
を
持
つ
の
り
面―

人
工

斜
面
を
造
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

シ
ラ
ス
盛
り
土
で
道
路
造
成
が
行
わ
れ

る
場
合
は
土
砂
崩
れ
が
起
こ
れ
ば
、
道
路

そ
の
も
の
が
損
壊
す
る
こ
と
に
な
り
、
一

層
の
注
意
が
必
要
と
な
る
。盛
土
崩
壊
は
、

積
み
上
げ
た
シ
ラ
ス
土
壌
が
水
を
通
し
や

す
く
、
大
量
の
水
を
含
ん
で
し
ま
う
こ
と

で
発
生
し
て
い
る
。
砂
山
に
多
量
水
を
か

け
る
と
崩
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
盛
り
土

す
る
基
礎
の
地
盤
が
水
を
通
し
に
く
い
場

合
、
そ
こ
が
底
板
と
な
っ
て
、
豪
雨
な
ど

で
シ
ラ
ス
土
壌
内
の
地
下
水
位
が
急
激
に

上
が
り
、道
路
崩
壊
に
つ
な
が
っ
て
行
く
。

ま
た
、
の
り
面
の
傾
斜
を
あ
ま
り
緩
く
す

る
と
、
雨
が
強
く
当
た
る
と
こ
ろ
を
中
心

に
「
崩
れ
」
を
引
き
起
こ
す
。
こ
れ
は
盛

り
土
で
も
、
切
土
で
も
変
わ
ら
な
い
。

 

大
が
か
り
な
実
証
実
験
へ 

　

盛
り
土
に
せ
よ
、
切
土
に
せ
よ
、
の
り

面
を「
直
」で
な
く
、緩
や
か
な
斜
面
、「
緩
」

で
造
成
、安
定
性
を
確
保
す
る
と
し
て
も
、

の
り
面
の
勾
配
を
ど
の
程
度
に
す
れ
ば
、

降
雨
に
よ
る
崩
れ
に
強
く
な
る
か
を
割
り

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

高
速
道
路
建
設
に
先
だ
っ
て
、
昭
和
45

年
、
鹿
児
島
北
Ｉ
Ｃ
に
近
い
吉
田
地
区
で

大
が
か
り
な
実
証
実
験
が
行
わ
れ
た
。
実

際
の
道
路
の
り
面
を
造
り
、
人
工
降
雨
に

よ
る「
シ
ラ
ス
実
験
」で
あ
っ
た
。盛
り
土
、

切
土
で
そ
れ
ぞ
れ
造
っ
た
、
の
り
面
に
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
人
工
雨
を
降
ら
せ
、
そ

の
雨
量
の
程
度
と
シ
ラ
ス
土
壌
の
の
り
面

が
浸
食
さ
れ
て
ゆ
く
動
き
の
過
程
と
変
化

量
を
調
べ
た
。

　

盛
り
土
の
り
面
は
表
面
を
叩
い
て
締

め
、
雑
草
が
生
え
て
い
な
い
裸
地
の
状
況

で
、
時
間
当
た
り
80
㎜
の
雨
量
で
最
長

１
８
０
分
の
継
続
降
雨
な
ど
、
条
件
を
変

え
な
が
ら
実
験
が
行
わ
れ
た
。
の
り
面
に

は
最
初
小
さ
な
ガ
リ
が
幾
筋
も
出
来
、
次

第
に
深
く
大
き
く
な
り
、
流
れ
は
ス
ピ
ー

ド
を
増
し
、
や
が
て
滝
の
よ
う
に
泥
土
が

流
れ
下
り
、
急
激
な
洗
掘
が
始
ま
り
、
の

り
面
崩
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
人
ひ

と
り
が
ス
ッ
ポ
リ
入
る
ほ
ど
の
ガ
リ
も
生

じ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
実
験
の
繰
り
返
し
で
、
の
り

面
保
護
の
た
め
の
適
正
な
勾
配
、
傾
斜
角

度
を
導
き
出
す
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。
一

般
国
道
で
は
そ
れ
ま
で
、
雨
に
当
た
る
面

が
出
来
る
だ
け
小
さ
く
な
る「
１
対
０
・
３

―

０
・
６
」
の
急
こ
う
配
が
採
用
さ
れ
、

そ
れ
が
一
般
的
な
工
法
と
な
っ
て
い
た
。

実
証
実
験
に
よ
っ
て
、
高
速
道
路
で
は
、

切
土
の
り
面
の
場
合
、勾
配
を
「
１
対
１
」

―

底
辺
１
ｍ
に
対
し
て
高
さ
１
ｍ
（
勾
配

角
度
45
度
）
を
基
本
と
し
て
１
対
０
・
８

ま
で
の
急
こ
う
配
と
し
、
一
方
、
盛
り
土

の
場
合
は
「
１
対
１
・
８
」
の
緩
や
か
な

勾
配
を
原
則
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 

の
り
面
を
守
る
植
物 

　

厳
密
に
割
り
出
さ
れ
た
の
り
面
勾
配
と

い
え
ど
も
、
水
に
は
弱
い
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。
ま
ず
は
、
表
面
保
護
。
盛
り
土

も
切
土
も
、
人
工
斜
面
の
弱
さ
を
持
つ
だ

け
に
、
雨
が
出
来
る
だ
け
表
面
に
直
接
当

た
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。崩
れ
発
生
は
裸
地
の
ま
ま
で
は
な
く
、

植
生
、
特
に
芝
な
ど
草
で
お
お
わ
れ
て
い

る
か
否
か
、
そ
の
繁
茂
の
面
積
、
程
度
に

よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
草
が
根
を

張
っ
た
緑
の
斜
面
は
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を

着
た
よ
う
な
も
の
で
、
浸
食
に
強
い
。
と

こ
ろ
が
勾
配
が
「
１
対
０
・
８
」
以
上
の

急
こ
う
配
に
な
る
と
、
根
を
張
れ
ず
、
種

子
を
播
い
て
も
育
た
な
い
。
直
立
す
る
シ

ラ
ス
台
地
の
崖
が
ほ
と
ん
ど
、
む
き
出
し

の
裸
の
崖
な
の
は
そ
の
た
め
だ
。「
１
対

０
・
８
」
の
勾
配
は
植
物
が
生
え
る
限
界

勾
配
な
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
植
生
し
や
す
い
よ
う
に
シ
ラ

ス
地
表
に
約
50
㎝
の
ロ
ー
ム
質
の
土
を

（
土
羽
土
）
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
の
対
策
も

行
わ
れ
て
い
る
。
道
路
の
り
面
は
人
工
的

な
斜
面
だ
け
に
、
景
観
、
環
境
へ
の
配
慮

が
重
要
に
な
る
。
設
計
、
工
事
に
当
た
っ

て
自
然
環
境
を
出
来
る
だ
け
壊
さ
な
い
よ

う
、
ま
た
、
人
工
斜
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

吹
付
け
に
、
安
易
に
走
ら
ず
、
根
気
の
い

る
植
栽
で
あ
っ
て
も
、
修
景
、
景
観
配
慮

の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
も
な
っ
て

い
る
。

植物が生ていない「直」に切られたシラス崖

斜
面
に
張
芝
、
吹
き
付
け
、
排
水
溝
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ガ
リ
発
生
抑
え
る 

　

次
い
で
ガ
リ
対
策
が
重
要
に
な

る
。
の
り
面
の
上
部
「
路
肩
」
か
ら

斜
面
を
雨
水
が
流
れ
落
ち
る
と
き
、

最
初
、
小
さ
な
溝
を
造
り
、
ガ
リ
に

成
長
し
て
行
く
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
の
り
面
上
部
の
路
肩
の
保
護

の
工
夫
が
必
要
と
な
る
。
路
肩
に
80

㎝
の
幅
の
余
裕
を
も
た
せ
、
張
芝
し

た
う
え
、Ｕ
字
溝
を
敷
設
し
て
排
水
す
る
。

ま
た
法
（
の
り
）
肩
の
角
を
取
り
、
丸
み

を
付
け
る
「
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
処
理
を

行
い
、
ガ
リ
発
生
を
抑
制
す
る
。

　

高
い
の
り
面
の
場
合
、
高
さ
に
よ
っ
て

斜
面
途
中
に
幾
つ
か
の
「
小
段
」
を
造
る
。

段
は
幅
２
ｍ
、
張
芝
し
、
排
水
溝
を
設
置

し
て
、
長
い
斜
面
の
途
中
か
ら
の
ガ
リ
発

生
を
防
ぐ
。通
常
の
路
肩
に
加
え
幅
２
・
５

ｍ
の
保
護
路
肩
を
造
り
、
シ
ラ
ス
崩
れ
が

車
道
に
届
き
に
く
く
す
る
場
合
も
あ
る
。

の
り
面
下
の
「
法
尻
」
に
も
当
然
、
排
水

溝
を
備
え
、
切
土
の
場
合
は
幅
２
・
５
ｍ

の
保
護
路
肩
を
造
り
、
崩
土
が
車
道
に
届

き
に
く
く
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
土
工
設

計
基
準
は
、
高
速
道
路
だ
け
で
な
く
、
一

般
道
路
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

同
じ
シ
ラ
ス
土
壌
で
も
、
手
ご
わ
い
の

は
「
２
次
シ
ラ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
土
壌
だ
。

シ
ラ
ス
が
水
に
流
さ
れ
、
再
び
堆
積
し
た

も
の
で
、
流
さ
れ
る
間
に
粒
土
の
角
が
取

れ
て
丸
く
な
り
、粒
土
の
尖
り
が
な
く
な
っ

て
、
１
次
シ
ラ
ス
の
よ
う
に
相
互
が
か
み

合
う
「
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
」
が
解
か
れ
た

状
態
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
崩
れ
や

す
く
、
流
れ
や
す
く
、
対
処
が
難
し
い
。

古
く
か
ら
、
杉
の
葉
が
浸
食
防
止
に
使
わ

れ
た
り
、
様
々
な
工
夫
が
試
み
ら
れ
て
き

た
が
有
効
な
手
立
て
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

道
路
建
設
等
で
は
、
２
次
シ
ラ
ス
の
地
質

改
良
、あ
る
い
は
他
の
土
壌
と「
置
き
換
え
」

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。

　

全
国
で
毎
年
６
０
０
０
万
平
方
㎡
以
上

の
の
り
面
が
造
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

の
り
面
保
護
工
事
と
技
術
は
改
良
が
重
ね

ら
れ
進
歩
は
し
て
い
る
が
「
想
定
外
の
豪

雨
」
の
頻
発
な
ど
、
自
然
の
猛
威
は
測
り

難
い
。
し
か
も
南
九
州
は
台
風
、
集
中
豪

雨
が
多
く
、
大
半
が
シ
ラ
ス
土
壌
に
覆
わ

れ
て
い
る
。
現
場
に
よ
っ
て
異
な
る
シ
ラ

ス
土
壌
の
地
層
と
そ
の
複
雑
さ
、
土
砂
災

害
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
等
、
シ
ラ

ス
土
壌
で
の
道
路
造
成
に
は
、
な
お
課
題

は
多
い
。
さ
ら
に
通
行
の
安
全
確
保
、
高

速
道
路
を
守
る
た
め
に
、
の
り
面
の
常
時

点
検
が
行
わ
れ
る
と
共
に
、
刻
々
と
変
わ

る
降
雨
量
の
測
定
、
記
録
デ
ー
タ
ー
分
析

に
よ
っ
て
「
予
知
」
を
正
確
に
行
う
シ
ス

テ
ム
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

鹿
児
島
で
も
最
近
は
珍
し
く
な
っ
た

風
習
が
あ
る
。
お
正
月
に
庭
に
シ
ラ
ス

を
撒
い
て
、「
お
シ
ラ
ス
」を
造
り
、真
っ

白
な
気
持
ち
で
正
月
を
迎
え
る
習
わ
し

だ
。

　

そ
の
シ
ラ
ス
は
、
約
３
万
年
も
前
、

桜
島
の
北
側
、
現
在
の
鹿
児
島
湾
に

あ
っ
た
姶
良
火
山
が
大
噴
火
、
鹿
児
島

県
一
帯
を
厚
く
覆
い
、
シ
ラ
ス

台
地
を
形
成
し
た
。
入
戸
火
砕

流
（
い
と
か
さ
い
り
ゅ
う
）
と

呼
ば
れ
、
シ
ラ
ス
と
ス
ポ
ン
ジ

の
よ
う
に
多
く
穴
を
持
つ
軽
石

を
含
む
火
山
堆
積
物
。
主
成
分

は
火
山
ガ
ラ
ス
と
斜
長
石
。
そ

の
後
も
桜
島
の
噴
火
な
ど
で

噴
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
入
戸

火
砕
流
が
最
大
で
、
北
は
人
吉

盆
地
か
ら
宮
崎
県
に
ま
で
及
ぶ

が
、
中
心
は
大
隅
半
島
に
分
布

し
て
い
る
。
姶
良
火
山
の
噴
火

で
、
ま
ず
、
軽
石
（
大
隅
降
下

軽
石
）
が
降
り
そ
そ
ぎ
、
続
い

て
火
砕
流
を
噴
出
し
た
。

　

そ
の
火
砕
流
は
我
々
の
想
像

を
超
え
る
規
模
で
、
現
在
の
霧

島
連
山
を
越
え
て
、
南
九
州
一

帯
を
襲
っ
て
い
る
。

　

シ
ラ
ス
台
地
で
下
層
に
大
隅
降
下
軽

石
、
上
部
に
シ
ラ
ス
（
普
通
シ
ラ
ス
）

が
分
厚
く
積
も
っ
て
い
る
の
は
こ
の
た

め
だ
。
噴
出
物
だ
か
ら
、
火
山
灰
は
急

に
冷
や
さ
れ
た
火
山
ガ
ラ
ス
で
結
晶
し

て
お
ら
ず
、鋭
く
と
が
っ
て
い
る
た
め
、

同
時
に
混
ざ
っ
た
軽
石
や
岩
片
と
組
み

合
っ
て
、
そ
れ
な
り
の
強
度
を
保
っ
て

い
る
も
の
の
、
水
に
流
れ
や
す
い
大
き

な
欠
点
を
持
っ
て
い
る
。
火
山
灰
は
勿

論
、
石
と
言
っ
て
も
軽
石
は
水
に
浮
い

て
流
れ
る
た
め
、
崖
崩
れ
や
、
土
石
流

を
引
き
起
こ
し
や
す
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
シ
ラ
ス
台
地
は
水
を

下
部
に
た
め
込
み
や
す
い
。
シ
ラ
ス
台

地
の
底
の
基
盤
の
堆
積
岩
が
水
を
通
さ

な
い
岩
質
で
あ
っ
た
場
合
、
そ

の
さ
か
い
目
が
地
下
水
の
道
に

な
っ
た
り
、
九
州
自
動
車
道
道

「
加
久
藤
ト
ン
ネ
ル
」
が
難
工

事
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
水
瓶

を
抜
く
掘
削
工
事
だ
っ
た
た
め

だ
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
市
の
新
武
岡

ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
、
シ
ラ
ス

台
地
の
上
が
住
宅
団
地
と
し
て

開
発
さ
れ
、
そ
の
地
下
を
掘
削

す
る
場
合
、「
異
変
」
が
起
き

な
い
よ
う
最
大
限
の
注
意
が
払

わ
れ
て
い
る
。

３万年前の入戸火砕流

桜島の土石流を防ぐ砂防堤。

シラス台地は豪雨でガリを作り崩壊する
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九
州
で
は
シ
ラ
ス
台
地
な
ど
火
山
灰
堆

積
土
や
溶
結
凝
灰
岩
な
ど
火
山
噴
出
土
や

崩
れ
や
す
い
特
殊
な
地
質
（
宮
崎
層
群
、

日
南
層
群
な
ど
）
を
持
つ
地
域
が
多
く
、

豪
雨
の
た
び
に
大
き
な
被
害
を
出
し
て
き

た
。
ま
た
雲
仙
普
賢
岳
な
ど
火
山
で
の
爆

発
・
火
砕
流
に
続
く
土
石
流
被
害
や
地
震

に
よ
る
土
石
流
も
発
生
。
異
常
な
豪
雨
は

長
崎
大
水
害
や
、
列
車
や
車
を
飲
み
込
ん

だ
鹿
児
島
水
害
・
竜
ヶ
水
で
の
土
砂
災
害

を
引
き
起
こ
し
、
土
砂
と
泥
水
は
都
市
を

襲
い
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
市
民
の
脳
裏
に

焼
き
付
け
た
。

　

九
州
で
の
土
砂
災
害
は
、
戦
後
70
年
だ

け
を
見
て
も
、
約
３
万
件
に
上
り
、
年
平

均
４
０
０
件
以
上
も
発
生
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
土
石
流
な
ど
の
発
生
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、
防
災
技
術
、
工
法
等

の
開
発
の
足
ど
り
は
決
し
て
速
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
。自
然
現
象
の
一
つ
で
あ
り
、

中
山
間
地
で
の
災
害
と
い

う
認
識
か
ら
な
か
な
か
脱

皮
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
高
度
経
済
成

長
に
伴
う
急
速
な
都
市
化

現
象
は
、
傾
斜
地
の
住
宅

開
発
、
シ
ラ
ス
台
地
で
の

大
規
模
な
団
地
開
発
や
、

山
際
、
さ
ら
に
山
腹
に
ま

で
の
市
街
化
な
ど
に
よ
っ

て
、
人
工
斜
面
が
急
激
に

増
え
、
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
で

災
害
の
引
き
金
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

き
た
。
都
市
部
で
い
っ
た
ん
災
害
が
発
生

す
れ
ば
、
人
、
物
的
被
害
は
大
き
く
な
り
、

さ
ら
に
外
部
か
ら
の
「
資
源
」
供
給
に
頼

る
都
市
は
、
道
路
や
通
信
網
な
ど
の
寸
断

で
た
ち
ま
ち
機
能
マ
ヒ
、
都
市
が
陸
の
孤

島
に
陥
る
事
態
に
な
っ
た
。

　

九
州
の
土
砂
災
害
は
火
山
堆
積
土
な
ど

の
自
然
斜
面
で
の
発
生
に
加
え
、
道
路
な

ど
の
法
（
の
り
）
面
や
都
市
化
に
よ
っ
て

団
地
造
成
な
ど
の
「
人
工
斜
面
」
で
の
発

生
が
多
く
な
り
、
さ
ら
に
、
地
球
規
模
の

気
候
変
動
や
東
ア
ジ
ア
の
モ
ン
ス
ー
ン
気

象
に
よ
る
台
風
、
集
中
豪
雨
の
頻
発
、
局

所
的
降
雨
な
ど
は
土
砂
災
害
を
同
時
多
発

的
に
発
生
さ
せ
、
発
生
要
因
も
複
雑
に
い

り
く
み
で
、
被
害
を
甚
大
な
も
の
に
し
て

い
る
。

 

都
市
化
が
被
害
増
幅 

　

土
石
流
発
生
の
危
険
の
あ
る
地
域
の

調
査
は
、
高
度
経
済
成

長
と
都
市
化
が
進
ん
だ

１
９
６
０
年
代
後
半
か

ら
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
。

１
９
６
６
年
末
、
全
国
の

土
石
流
が
発
生
す
る
可
能

性
の
あ
る
小
河
川
、
渓
流

調
査
が
行
わ
れ
、
２
年
後

に
国
の
治
水
事
業
５
カ
年

計
画
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

土
石
流
発
生
の
危
険
の
あ

る
と
こ
ろ
に
砂
防
ダ
ム
を
建
設
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

対
策
が
「
点
」
か
ら
「
面
」
に
広
が
っ

た
の
は
、
１
９
７
６
年
に
発
生
し
た
岩
木

山
（
青
森
県
）
小
豆
島
（
香
川
県
）
な
ど

で
の
土
石
流
災
害
か
ら
で
、
国
の
防
災
責

任
を
問
う
訴
訟
も
起
こ
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
流
れ
の
中
で「
土
石
流
氾
濫
危
険
区
域
」

設
定
や
対
策
工
の
研
究
が
始
め
ら
れ
た
。

翌
１
９
７
７
年
に
出
さ
れ
た
「
総
合
的
な

治
水
方
策
に
関
す
る
中
間
答
申
」
は
こ
う

指
摘
し
た
。

　
「
最
近
の
我
が
国
に
お
い
て
は
、
流
域

の
開
発
、特
に
都
市
化
が
急
速
に
発
展
し
、

こ
れ
に
対
応
す
る
砂
防
設
備
の
整
備
が
立

ち
遅
れ
て
い
る
た
め
、
毎
年
各
地
で
激
甚

な
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
人
命
と
莫
大

な
財
産
が
失
わ
れ
て
い
る
」「
こ
の
よ
う

な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
砂
防
設

備
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
土
石

流
危
険
地
域
の
公
示
、
警
戒
態
勢
の
整
備

な
ど
」
総
合
的
な
対
策
の
必
要
性
を
強
調

し
た
。
82
年
の
長
崎
大
水
害
、
93
年
鹿
児

島
大
水
害
は
都
市
災
害
の
典
型
的
な
例
だ

ろ
う
。
市
街
地
に
洪
水
が
押
し
寄
せ
甚
大

プロジェクト九州

第5節
③都市化と
気象変動

強靱さを求めて

都
市
化
、
気
象
変
動
で
、
被
害
拡
大

九
州
を
脅
か
す
土
砂
災
害
、
山
津
波

土
石
流
、
そ
の
防
災
技
術
と
工
法

道路を崩壊させた甲突川

いっきに住宅を破壊
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な
被
害
を
出
す
だ
け
で
な
く
、
ス
プ
ロ
ー

ル
化
し
た
山
間
地
の
住
宅
地
、
集
落
で
の

土
砂
災
害
で
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
て
い

る
。

　

と
は
い
え
、
山
地
が
国
土
の
70
％
を
占

め
、「
日
本
の
川
は
滝
の
よ
う
」（
オ
ラ
ン

ダ
人
土
木
技
師
デ
レ
ー
ケ
）
な
我
が
国
の

地
形
、
し
か
も
火
山
堆
積
土
で
お
お
わ
れ

て
い
る
九
州
で
は
、
崖
崩
れ
、
地
す
べ

り
、
土
石
流
な
ど
土
砂
災
害
は
多
様
に
頻

発
す
る
。
指
定
さ
れ
た
土
石
流
危
険
渓
流

は
７
万
９
３
１
８
箇
所
に
上
る
。
そ
の
す

べ
て
に
砂
防
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
は
不

可
能
だ
し
、ハ
ー
ド
的
な
対
応
だ
け
で
は
、

人
命
を
守
る
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
を
認

識
し
て
、
予
知
か
ら
早
期
の
避
難
ま
で
ソ

フ
ト
対
策
が
強
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の

だ
ろ
う
。

 

技
術
、
工
法
を
総
動
員 

　

災
害
対
策
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か

ら
様
々
に
考
え
ら
れ
る
。
雲
仙
・
普
賢
岳

の
土
石
流
対
策
・
砂
防
工
事
で
は
、
最
先

端
の
技
術
、
工
法
が
総
動
員
さ
れ
る
と
共

に
、
無
人
施
工
な
ど
防
災
技
術
も
大
き
く

進
展
さ
せ
て
い
る
。　

　

普
賢
岳
は
１
９
９
０
年
11
月
の
噴
火
以

来
、
繰
り
返
さ
れ
る
噴
煙
・
降
灰
や
火
砕

流
に
よ
っ
て
、
頂
上
の
溶
岩
ド
ー
ム
下
か

ら
麓
の
有
明
海
岸
ま
で
広
範
囲
に
火
山
噴

出
物
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
降

雨
に
よ
る
土
石
流
が
頻
発
。「
６
・
30
土

石
流
」で
は
38
万
㎥
の
土
砂
が
流
れ
だ
し
、

家
屋
の
全
半
壊
57
軒
に
の
ぼ
っ
た
。

　

噴
火
時
の
み
な
ら
ず
、
噴
火
後
も
、
相

次
ぐ
土
石
流
に
対
処
す
る
た
め
総
合
的
な

防
災
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
頂
上

に
不
安
定
な
形
で
残
る
巨
大
な
溶
岩
ド
ー

ム
の
動
向
観
察
か
ら
始
ま
っ
て
、
水
無
川

の
上
流
か
ら
床
固
め
工
、
砂
防
え
ん
堤
、

大
石
を
止
め
る
ス
リ
ッ
ト
、
遊
砂
池
、
堤

防
の
強
化
、
導
流
堤
が
整
備
さ
れ
、
ま

た
、
安
中
三
角
地
帯
で
は
土
石
流
の
土
砂

を
利
用
し
た
高
台
の
住
宅
地
が
新
た
に
造

成
さ
れ
た
。
現
在
、
実
施
し
う
る
対
策
工

の
全
て
が
施
工
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

雲
仙
の
砂
防
工
事
は
総
工
費
約

３
０
０
０
億
円
に
上
る
と
さ
れ
、
同
様
な

砂
防
工
事
は
鹿
児
島
県
・
桜
島
で
も
行
わ

れ
て
い
る
が
、
実
際
問
題
と
し
て
、
全
て

の
土
石
流
危
険
地
帯
で
、
こ
の
よ
う
な
砂

防
設
備
の
整
備
は
不
可
能
だ
。
こ
の
た
め

土
砂
災
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
な「
防
止
」

が
出
来
れ
ば
、
こ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な

い
。
長
崎
県
の
「
北
松
地
す
べ
り
地
帯
」

で
は
土
砂
崩
れ
の
誘
因
と
な
る「
地
下
水
」

抜
き
取
る
抑
止
工
と
抑
制
工
が
総
合
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。
地
す
べ
り
の
地
山
頂
上

付
近
の
排
土
、
集
水
ボ
ー
リ
ン
グ
、
集
水

井
、
集
め
た
水
を
ト
ン
ネ
ル
や
水
路
で
域

外
に
流
し
出
す
排
水
シ
ス
テ
ム
だ
。
そ
れ

で
も
土
砂
の
滑
り
を
抑
え
切
れ
な
い
場
合

を
想
定
し
て
、
鋼
鉄
の
杭
を
地
盤
に
打

ち
込
み
（
杭
工
）、

地
下
の
防
御
壁
を

造
っ
て
い
る
。

 

人
工
斜
面
に
求
め
ら
れ
る
厳
し
い
安
全
性 

　

こ
う
し
た
総
合
対
策
は
、
地
す
べ
り
な

ど
十
分
な
観
測
と
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
ほ

ぼ
解
明
さ
れ
て
「
予
知
」
が
或
る
程
度

可
能
と
な
り
、
対
策
設
計
で
き
る

場
合
で
、
宮
崎
・
日
南
海
岸
な
ど

の
よ
う
に
、
崖
崩
れ
、
落
石
、
土

石
流
な
ど
の
土
砂
災
害
は
「
宿
命

的
な
複
雑
さ
と
難
し
さ
」
を
持
っ

て
お
り
、
む
し
ろ
「
突
発
的
に
発

生
す
る
」
の
が
大
多
数
と
言
え
る
。

対
策
と
し
て
は
、
個
別
の
復
旧
・

事
後
対
策
と
な
る
事
が
多
い
の
は

あ
る
程
度
や
む
を
得
な
い
。

　

そ
の
例
と
し
て
鹿
児
島
県
出
水

の
針
原
川
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
ボ
ー
リ

ン
グ
工
や
暗
渠
工
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。

　

し
か
し
、
道
路
の
り
面
な
ど
人
工
斜
面

で
の
土
砂
災
害
に
対
す
る
社
会
の
目
は
厳

し
く
、よ
り
高
い
安
全
率
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
人
工
斜
面
で
も
景
観
や
環
境
へ
の

配
慮
が
求
め
ら
れ
、
自
然
斜
面
で
あ
っ
て

も
、
防
護
柵
な
ど
の
対
策
が
充
分
で
な
け

れ
ば
法
的
な
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
も
出

て
き
た
。

　

鹿
児
島
・
大
隅
半
島
の
錦
江
湾
沿
い
の

国
道
２
２
０
号
で
は
土
砂
崩
壊
の
危
険
地

帯
を
回
避
し
て
新
大
橋
を
架
橋
。
ま
た
、

北
松
地
す
べ
り
地
帯
に
建
設
中
の
西
九
州

自
動
車
道
な
ど
で
は
道
路
の
り
面
に
鋼
鉄

製
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
傾
斜
面
や
地
盤
に
挿
入

す
る
ア
ン
カ
ー
工
、
吹
付
け
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
枠
で
抑
え
、
た
と
え
土
砂
崩
壊
が

起
こ
っ
て
も
そ
れ
を
食
い
止
め
る
擁
壁
を

道
路
沿
い
に
建
設
（
擁
護
工
）
す
る
ほ
か
、

危
険
地
帯
で
は
ト
ン
ネ
ル
道
路
で
地
す
べ

り
を
回
避
す
る
な
ど
、
総
合
的
な
対
策
工

が
行
わ
れ
て
い
る
。

車は流され漂流する　復旧のさまたげとなる
（鹿児島市内）

復旧した国道３号と甲突川、鹿児島市小山田で

宿
命
的
な
複
雑
と
難
し
さ
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火
山
の
島
・
九
州
島
は
北
部
九
州
を
除

い
て
、
西
九
州
（
雲
仙
）
中
九
州
（
阿

蘇
、
久
住
）
南
九
州
（
霧
島
、
桜
島
）
は

火
山
噴
出
地
層
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。

２
０
１
２
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、
阿

蘇
地
方
で
土
石
流
が
多
く
の
人
の
命
を

奪
っ
た
。
桜
島
、
霧
島
・
新
燃
岳
の
山
麓

で
は
土
石
流
に
お
び
え
た
毎
日
が
続
き
、

鹿
児
島
市
・
竜
ヶ
水
一
帯
や
大
隅
半
島
の

桜
島
に
向
か
い
合
う
牛
根
地
区
や
早
崎
地

区
（
垂
水
市
）
は
姶
良
火
山
に
よ
っ
て
出

来
た
カ
ル
デ
ラ
壁
（
錦
江
湾
）
で
の
が
け

崩
れ
や
土
石
流
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
。

　

活
火
山
地
帯
だ
け
で
な
く
、
西
九
州
、

例
え
ば
佐
賀
県
か
ら
長
崎
県
に
か
け
て
、

北
松
地
域
は
日
本
有
数
の
地
す
べ
り
（
第

３
紀
層
地
す
べ
り
）、
土
砂
崩
れ
の
常
襲

地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
長
崎
県
は
長
野
県

に
続
い
て
、
全
国
２
番
目
の
地
す
べ
り
危

険
個
所
（
１
１
６
７
箇
所
）
を
持
っ
て
い

る
。
北
松
地
域
で
は
火
山
が
噴
出
し
た
玄

武
岩
溶
岩
が
地
山
の
頂
上
部
を
帽
子
の
よ

う
に
覆
い
（
ロ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
プ
）
そ
こ
に

生
じ
た
柱
状
節
理
（
柱
状
の
割
れ
目
）
か

ら
浸
透
し
た
雨
水
が
地
下
で
す
べ
り
面
を

作
り
大
規
模
な
地
す
べ
り
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
。　

こ
の
よ
う
に
第
３
紀
層
の
中

に
挟
ま
れ
て
い
る
火
山
灰
層
が
「
地
す
べ

り
粘
土
」（
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
）
と
な
り
、

水
を
吸
っ
て
、
膨
張
し
、
地
滑
り
の
引
き

金
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
火
山
が
も

た
ら
す
恩
恵
で
あ
る
温
泉
も
、
高
温
と
酸

性
の
強
い
温
泉
水
は
岩
石
を
変
質
さ
せ
粘

土
化
（
熱
水
作
用
）
し
て
、
温
泉
地
地
滑

り
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

宮
崎
・
日
南
層
群
や
日
南
層
群
な
ど
極

め
て
特
殊
な
地
質
に
起
因
す
る
土
砂
災
害

地
帯
も
あ
り
、
最
近
で
は
南
海
ト
ラ
フ
で

の
大
地
震
の
発
生
可
能
性
も
大
き
く
な
っ

た
と
研
究
者
は
警
告
し
て
い
る
。
人
間
の

力
で
は
対
処
の
仕
様
が
な
い
と
思
え
る
大

き
な
自
然
現
象
だ
。

 

「
蛇
抜
け
」
が
首
も
た
げ 

　

土
砂
災
害
、
中
で
も
土
石
流
は
「
山
津

波
」、
所
に
よ
っ
て
は
「
蛇
抜
け
」
と
呼

ば
れ
、山
里
の
人
々
に
恐
れ
ら
れ
て
き
た
。

大
蛇
が
鎌
首
を
も
た
げ
て
襲
い
く
る
よ
う

に
、土
石
流
の
先
端
は
大
津
波
の
「
段
波
」

の
よ
う
に
、
大
き
な
岩
石
を
含
む
土
石
の

波
が
家
屋
を
破
壊
し
、人
命
を
飲
み
込
む
。

「
荒
ぶ
る
神
の
仕
業
」
と
し
て
、
人
間
が

太
刀
打
ち
で
き
な
い
恐
怖
の
自
然
現
象
、

ま
さ
に
、
東
日
本
大
震
災
が
そ
れ
で
あ
っ

た
。

　

し
か
し
、「
現
場
の
破
壊
は
我
々
の
責

任
で
あ
っ
て
、神
の
御
業
で
は
な
い
」
と
、

土
質
力
学
の
父
、カ
ー
ル
・
テ
ル
ツ
ァ
ギ
ー

米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
教
授
は
言
い
残
し
て
い

る
。
地
質
と
土
木
の
研
究
、
技
術
の
永
遠

の
目
標
と
な
る
言
葉
だ
が
、
そ
の
言
葉
に

は
ま
だ
ま
だ
遠
い
「
現
実
」
が
あ
る
。

「
現
場
の
破
壊
は
我
々
の
責
任
」

　

東
京
・
永
田
町
の
自
民
党
本
部
か
ら

道
一
つ
隔
て
た
と
こ
ろ
に
砂
防
会
館
は

あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て
の
古

び
た
ビ
ル
。
玄
関
に
、
登
山
靴
に
ゲ
ー

ト
ル
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
手
に
し
た
銅
像
が

立
っ
て
い
る
。
赤
木
正
雄
（
１
８
８
７

―

１
９
７
２
）、
砂
防
の
父
と
呼
ば
れ
、

自
然
災
害
に
苦
し
む
日
本
の
砂

防
・
防
災
事
業
に
一
生
を
さ
さ

げ
た
土
木
技
術
者
で
あ
る
。

　

砂
防
会
館
に
は
当
時
権
勢
を

ふ
る
っ
た
田
中
角
栄
元
首
相
率

い
る
田
中
派
の
牙
城
で
あ
り
、

中
曽
根
派
も
同
じ
砂
防
会
館
に

派
閥
事
務
所
を
構
え
て
い
た
。

政
治
記
者
だ
っ
た
こ
ろ
、
こ
の

砂
防
会
館
に
よ
く
足
を
運
ん

だ
。
赤
木
の
銅
像
に
気
は
付
い

て
は
い
た
が
、
関
心
を
持
つ
こ

と
も
な
く
、
通
り
す
ぎ
て
い
た

あ
る
日
「
こ
の
人
を
知
っ
て
い

ま
す
か
」
と
建
設
省
の
知
人
か

ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。
時
間
待

ち
の
間
、
赤
木
の
話
を
聞
い
た
。

台
風
の
襲
来
、
集
中
豪
雨
が
頻

発
す
る
日
本
。
そ
れ
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
洪
水
、
土
砂

崩
れ
な
ど
の
防
災
の
た
め
治
山

治
水
に
生
涯
を
か
け
た
人
物
だ

と
い
う
。

　

明
治
43
年
（
１
９
１
０
）
９
月
、
関

東
地
方
を
集
中
豪
雨
が
襲
っ
た
。当
時
、

第
一
高
等
学
校
の
校
長
を
務
め
て
い
た

新
渡
戸
稲
造
は
入
学
式
の
訓
示
で
、
戦

争
に
敗
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
復
興
の
例
を

挙
げ
、
防
災
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　
「（
デ
ン
マ
ー
ク
）
国
は
困
窮
の
極
み

に
達
し
た
。
時
に
工
兵
士
官
ダ
ル
ガ
ス

が
ユ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
荒
野
に
溝
を
穿

ち
、
木
を
植
え
、
こ
こ
を
沃
野
と
成
し

て
今
日
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
基
礎
作
っ

た
。
治
水
は
決
し
て
華
や
か
な
仕
事
で

は
な
い
。
人
生
表
に
立
つ
こ
と
ば
か
り

が
最
善
で
は
な
い
。
一
人
で
も

一
生
を
治
水
に
捧
げ
災
害
の
防

止
に
志
す
者
は
い
な
い
か
」
と
。

　

こ
の
訓
示
に
発
奮
し
た
の
が

当
時
３
年
生
だ
っ
た
赤
木
で

あ
っ
た
。
彼
は
東
大
林
学
科
に

進
み
、
内
務
省
に
入
っ
た
が
、

休
職
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡

り
、
砂
防
工
事
を
現
場
に
学
ん

だ
。「
治
山
治
水
は
国
の
基
本
」

を
信
条
に
、
内
務
省
の
砂
防
部

門
の
充
実
に
奔
走
し
、
国
会
議

員
と
な
っ
て
、
砂
防
を
中
心
に

国
土
政
策
の
充
実
に
尽
力
し

た
。
昭
和
10
年
、
砂
防
協
会
を

結
成
、
そ
の
本
部
事
務
所
と
し

て
、
砂
防
会
館
を
建
設
し
た
。

　

赤
木
は
、
後
日
、
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
に
国
際
連
盟
事
務
局
次
長

だ
っ
た
新
渡
戸
を
訪
ね
、
日
本

の
砂
防
工
事
に
つ
い
て
「
報
告
」

し
、
新
渡
戸
を
感
激
さ
せ
て
い

る
。
新
渡
戸
は
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
札
幌

農
学
校
を
卒
業
後
、
東
大
、
米
国
・
ジ
ョ

ン
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
、
ド
イ
ツ
・
ボ
ン

大
学
な
ど
で
学
ん
だ
国
際
人
、英
文「
武

士
道
」
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

�

（
久
保
平
）

新渡部稲造の訓示と赤木正雄



－ 106 －
1

異
常
な
自
然
現
象
と
は

本
書
の
次
項
以
下
で
、
九
州
に
お
け
る

自
然
災
害
の
状
況
を
個
々
に
述
べ
る
が
、

そ
の
内
容
や
現
象
の
特
性
を
理
解
し
、
対

応
策
を
検
討
す
る
上
か
ら
、
自
然
災
害
と

は
何
か
を
考
え
、
対
応
の
基
本
的
な
考
え

方
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
本
項
は

そ
の
こ
と
を
念
頭
に
、
自
然
災
害
の
定
義

や
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
災
害
対
応
の
基
本
原
理

に
つ
い
て
述
べ
、
一
助
と
す
る
も
の
で
あ

る
。さ

て
、
通
常
の
自
然

状
態
は
、
安
定
し
た
地

質
・
地
形
、
穏
や
か
な

気
候
・
天
候
な
ど
の
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
時
に
は
、
危
機

的
と
も
い
え
る
ほ
ど
の

厳
し
い
自
然
現
象
が
生

起
す
る
。
こ
れ
を
、
“
異

常
な
自
然
現
象
”
と
呼

べ
ば
、
そ
う
し
た
現
象

が
、
時
た
ま
と
は
い
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で

繰
り
返
し
発
生
し
て
い

る
。
そ
の
内
容
に
つ
い

て
思
い
つ
く
と
こ
ろ
を

拾
い
出
し
て
一
覧
に
す

れ
ば
表
１
の
と
お
り
で

あ
る
。

表
の
異
常
な
自
然
現
象
は
、
直
接
的
な

も
の
だ
け
に
限
定
し
た
。
た
と
え
ば
、
火

山
灰
が
蓄
積
し
、
そ
れ
が
後
に
大
雨
と
合

わ
さ
っ
て
泥
流
と
な
る
な
ど
の
異
常
現
象

は
除
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
自
然
火
災
、
特
異
な

現
象
を
示
す
地
形
・
地
質
（
火
山
噴
火
や

地
震
、
土
砂
災
害
な
ど
）
、
厳
し
い
気
象
（
風

雨
、
異
常
な
気
温
、
地
球
温
暖
化
な
ど
）
、

異
常
な
天
文
現
象
（
隕
石
落
下
な
ど
）
、
危

機
的
な
生
物
現
象
（
生
態
系
の
異
常
な
ど
）

や
伝
染
病
に
大
別
さ
れ
る
具
体
的
な
現
象

が
あ
り
、
実
に
多
彩
で
あ
る
。

こ
う
し
た
異
常
な
自
然
現
象
は
、
自
然

の
側
か
ら
見
れ
ば
、
通
常
の
現
象
の
発
生

度
合
い
が
大
き
い
の
に
対
し
、
異
常
な
現

象
の
そ
れ
が
小
さ
い
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。

す
な
わ
ち
、
人
の
営
み
が
全
く
行
わ
れ

て
い
な
い
原
野
や
山
奥
、
海
底
な
ど
で
、

人
々
に
危
害
が
及
ぶ
こ
と
や
財
産
が
失
わ

れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
“
異
常
”
と
は
、

め
っ
た
に
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
起
き
た
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
に
危
害
が
及
ぶ
な
ど
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
別
で
あ
る
。
珍
し
い
、
め

っ
た
に
起
こ
ら
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
済

ま
な
い
。
人
々
は
、
日
頃
か
ら
そ
う
し
た

自
然
現
象
を
警
戒
し
、
災
害
情
報
を
集
め

て
万
一
に
備
え
、
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
災
害
を
受
け
た
な
ら
ば
、

身
を
守
る
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
、
速
や

か
な
復
旧
・
復
興
を
図
る
な
ど
の
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
“
異
常
な
自
然

現
象
”
は
単
な
る
自
然
現
象
の
一
環
で
な

く
な
る
。
身
の
回
り
で
起
こ
る
自
然
現
象

の
中
に
あ
っ
て
、
人
の
命
や
活
動
な
ど
に

危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
点
で

重
大
な
意
味
を
持
つ
。

わ
が
国
の
災
害
対
策
基
本
法
で
は
、

“
異
常
な
自
然
現
象
”
を
次
の
よ
う
に
定

義
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
国
土
並
び
に

国
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
災
害

か
ら
保
護
す
る
」
こ
と
の
必
要
性
を
う
た

い(
第
一
条)

、
そ
の
上
で
、「
暴
風
、
竜
巻
、

豪
雨
、
豪
雪
、
洪
水
、
崖
崩
れ
、
土
石
流
、

高
潮
、
地
震
、
津
波
、
噴
火
、
地
滑
り
そ

の
他
」
を
異
常
な
自
然
現
象
と
定
義
す
る

も
の
で
あ
る
（
第
二
条
一
号
）
。

表
１
の
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、

自
然
火
災
や
地
球
温
暖
化
、
天
文
、
生
物
、

伝
染
病
は
別
扱
い
で
あ
る
。
ま
た
、
本
法

律
以
外
に
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
が

あ
り
、
そ
れ
に
も
定
義
が
あ
る
が
、
い
う

ま
で
も
な
く
似
た
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。

異
常
な
自
然
現
象
の
内
容
を
、
こ
の
災

害
対
策
基
本
法
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
九
州

に
あ
っ
て
は
い
ず
れ
の
項
目
も
が
該
当
す

る
。台

風
銀
座
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
九
州

へ
の
台
風
の
接
近
や
上
陸
が
あ
り
、
多
様

な
ル
ー
ト
で
縦
横
に
通
過
し
、
こ
れ
ら
に

伴
う
高
潮
は
避
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
豪

雨
の
異
常
さ
は
年
々
時
間
雨
量
や
総
雨
量

の
記
録
が
更
新
さ
れ
る
ほ
ど
で
、
い
ま
や

時
間
１
０
０
㎜
を
超
え
る
こ
と
は
珍
し
く

な
い
。

そ
う
し
た
中
で
洪
水
が
あ
り
、
各
地
の

が
け
崩
れ
や
土
石
流
の
発
生
が
あ
る
。

あ
る
い
は
、
地
震
や
そ
れ
に
伴
う
津
波

も
、
特
に
東
九
州
で
は
南
海
ト
ラ
フ
の
存

在
や
各
地
の
断
層
の
存
在
か
ら
避
け
て
は

通
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
阿
蘇
、
桜
島
な
ど
現
在
も
噴

煙
を
吹
き
上
げ
、
時
に
は
爆
発
す
る
火
山

を
抱
え
て
い
る
。
は
て
は
地
す
べ
り
地
帯

も
あ
る
。

た
だ
、
過
去
の
経
験
か
ら
す
る
と
、
い

ま
の
と
こ
ろ
竜
巻
の
被
害
は
比
較
的
少
な

い
。
ま
た
、
山
奥
な
ど
の
一
部
を
除
け
ば

豪
雪
は
問
題
と
す
る
に
当
た
ら
な
い
だ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
九
州
に
と
っ
て
、

わ
ず
か
と
は
い
え
異
常
な
自
然
現
象
の
負

担
を
軽
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

自
然
災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

ユ
ネ
ス
コ
の
地
球
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

具体的な現象

林野火災

火山噴火
爆発、火砕流、溶岩流、火山灰、火災泥流、

火山弾、空振、山体崩壊

地震
土砂災害、隆起・沈降・地割れによる地形変

化、広域的な地盤沈下、液状化現象、津波

土砂崩壊
落石、土石流、がけ崩れ、地すべり、山体崩

壊、天然ダム（河道閉塞）

地盤沈下 水位低下にいる沈降、浸水、陥没

浸食 海浜浸食、岩盤の浸食

風雨
台風、暴風、竜巻、突風、豪雨、豪雪、吹雪、

雹、暴風雨、洪水、雪崩、高潮、渇水

雷 落雷

気温 猛暑・酷暑、極低温

砂塵 黄砂、砂嵐

隕石落下、磁気嵐

生物の異常発生、生態系の異常

伝染病、口蹄疫、鳥インフルエンザ

天文

生物

伝染病

地

質

・

地

形

自然火災

区　　分

地球温暖化、異常潮位

気

象

表 1 異常な自然現象

異
常
な
自
然
現
象
と
災
害
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で
、
自
然
災
害
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定

義
し
て
い
る
。「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド

（
異
常
な
自
然
現
象
の
こ
と
）
の
結
果
ま

た
は
影
響
で
、
社
会
の
持
続
可
能
性
の
崩

壊
と
、
経
済
的
・
社
会
的
発
展
の
混
乱
で

あ
る
」
と
。 

こ
れ
と
、
さ
き
の
災
害
対
策
基
本
法
の

内
容
を
踏
ま
え
れ
ば
、
自
然
災
害
は
、
異

常
な
自
然
現
象
が
原
因
と
な
っ
て
、
国
土

の
保
全
に
悪
影
響
が
あ
り
、
人
々
の
命
を

危
険
に
さ
ら
し
、
身
体
お
よ
び
財
産
に
被

害
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
と
い
え
る
。
さ
ら
に

は
、
社
会
的
な
混
乱
や
産
業
・
経
済
活
動

の
阻
害
も
含
ま
れ
る(

図
１)

。
こ
う
し
た

状
況
の
出
現
が
自
然
災
害
で
あ
る
が
、
以

下
、
本
書
で
は
自
然
災
害
を
こ
の
意
味
で

も
ち
い
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
自
然
災
害
は
、
異
常
な
自

然
現
象
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
被
害
を
こ
う

む
る
対
象
の
２
者
で
成
り
立
つ
。
前
者
は

自
然
災
害
の
誘
因
で
あ
り
、
後
者
は
素
因

で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然

現
象
は
、
そ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
ら
な
け

れ
ば
災
害
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
異
常
な
自
然
現
象
は
、
災
害
発
生

の
誘
因
に
な
る
が
、
そ
の
制
御
は
不
可
能

で
あ
る
。 

一
方
、
素
因
は
災
害
か
ら
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
生
命
や
財
産
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
災
害
が
問
題

で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
な
け
れ
ば
災
害
を
こ

う
む
る
こ
と
は
な
い
。 

と
は
い
え
、
厄
介
な
こ
と
は
、
誘
因
に

し
て
も
、
素
因
に
し
て
も
互
い
に
依
存
す

る
関
係
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。 

た
と
え
ば
、
国
土
保
全
や
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
の
あ
り
方
、
社
会
資
本
の
整

備
の
あ
り
方
で
不
十
分
な
点
が
あ
り
、
あ

る
い
は
、
個
人
の
財
産
や
生
命
の
守
り
方

に
問
題
が
あ
れ
ば
、
さ
ほ
ど
異
常
で
な
い

自
然
現
象
で
あ
っ
て
も
災
害
が
発
生
す
る
。 

ま
た
、
地
震
か
ら
逃
れ
ら
れ
て
も
、
ガ

ス
の
元
栓
が
締
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
火
災

が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
。
洪
水
や
津
波

に
対
し
て
、
避
難
路
や
避
難
場
所
の
整
備

が
十
分
で
な
く
、
日
頃
の
訓
練
が
不
十
分

で
、
防
災
意
識
が
十
分
で
な
い
な
ど
か
ら
、

人
命
を
損
な
う
と
い
っ
た
こ
と
も
否
め 

な
い
。 

つ
ま
り
、
素
因
の
あ
り
方
や
人
々
の
防

災
意
識
が
誘
因
の
内
容
を
大
き
く
も
し
、

小
さ
く
も
す
る
。
あ
る
い
は
、
お
な
じ
内

容
の
誘
因
で
も
、
素
因
の
被
害
の
程
度
や

規
模
に
変
化
を
及
ぼ
し
、
災
害
の
意
味
や

対
処
の
仕
方
が
変
わ
る
。 

確
か
に
、
確
率
の
大
小
に
も
と
づ
く
異

常
な
自
然
現
象
そ
の
も
の
は
不
変
で
あ
る
。

し
か
し
、
誘
因
と
し
て
の
異
常
な
自
然
現

象
は
素
因
に
よ
り
内
容
が
変
化
し
、
こ
の

こ
と
は
素
因
の
整
備
が
進
む
と
と
も
に
変

わ
る
か
ら
、
時
代
と
と
も
に
災
害
の
意
味

も
変
わ
る
と
い
っ
て
よ
い
。 

 災
害
対
策
の
基
本
的
考
え
方 

 

災
害
を
極
力
防
ぐ
こ
と
、
ま
た
、
災
害

に
遭
遇
し
て
も
元
に
復
す
る
努
力
が
大
切

で
あ
る
。
こ
の
防
災
対
策
、
災
害
時
対
応

の
基
本
理
念
が
ま
た
災
害
対
策
基
本
法
に

う
た
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
若
干
手
直
し

し
て
、
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
れ
ば
つ
ぎ

の
と
お
り
で
あ
る
（
第
二
条
の
二
）
。 

  
(

１
）
自
然
的
特
性
を
考
え
、
人
口
、
産
業

な
ど
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、

災
害
発
生
を
常
に
想
定
す
る
。
と
同
時
に
、

災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
被
害
の
最
小
化
、

迅
速
な
回
復
を
図
る
。 

(

２) 

国
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
公
的
機

関
の
役
割
分
担
や
互
の
連
携
協
力
を
確
保

す
る
。
併
せ
て
、
住
民
一
人
一
人
が
自
ら

行
う
防
災
活
動
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
、

地
域
の
多
様
な
主
体
が
自
発
的
に
行
う
防

災
活
動
を
促
進
す
る
。  

(
３) 
災
害
に
備
え
る
た
め
の
措
置
を
適

切
に
組
み
合
わ
せ
て
一
体
的
に
講
じ
る
。

ま
た
、
科
学
的
知
見
や
過
去
の
災
害
か
ら

の
教
訓
を
踏
ま
え
て
絶
え
ず
改
善
す
る
。  

(

４) 

災
害
の
発
生
直
後
な
ど
情
報
の
収

集
が
困
難
な
と
き
も
、
で
き
る
限
り
的
確

に
災
害
状
況
を
把
握
し
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
人
材
、
物
資
な
ど
の
必
要
資
源
を
適
切

に
配
分
し
、
人
の
生
命
や
身
体
を
最
優
先

に
保
護
す
る
。  

(

５)  

被
災
者
の
主
体
的
な
取
組
を
阻
害

し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
つ
つ
、
被
災
者
の

年
齢
、
性
別
、
障
害
の
有
無
な
ど
の
事
情

を
踏
ま
え
、
そ
の
時
期
に
応
じ
て
適
切
に

被
災
者
を
援
護
す
る
。  

(

６)  

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
速
や
か

に
施
設
の
復
旧
や
被
災
者
の
援
護
を
図
り
、

災
害
か
ら
の
復
興
を
図
る
。 

上
述
で
、
（
１)

は
災
害
対
策
の
狙
い
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
注
目
す

る
こ
と
は
”
被
害
の
最
小
化
”
の
考
え
方
、

つ
ま
り
“
減
災
” 

で
あ
る
。
こ
の
考
え
方

は
、
被
害
を
出
さ
な
い
こ
と
を
め
ざ
す
従

来
の
防
災
の
概
念
と
は
異
な
る
。 

従
来
な
ら
ば
、
な
ん
と
し
て
も
災
害
を

防
ぐ
た
め
に
、
地
震
で
あ
れ
ば
想
定
さ
れ

る
最
大
の
揺
れ
に
対
し
て
も
大
丈
夫
な
よ

う
に
建
物
を
構
築
す
る
、
想
定
さ
れ
る
最

大
の
津
波
高
に
対
処
で
き
る
防
波
堤
を
築

く
な
ど
を
狙
い
と
し
て
き
た
。 

し
か
し
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本

大
震
災
の
よ
う
に
、
予
想
も
し
な
か
っ
た

災
害
を
経
験
す
る
と
き
、
従
来
の
防
災
策

で
は
十
分
で
な
く
、
多
大
の
被
害
を
受
け

る
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
は
、
多
大
の
費
用
を
か

け
て
構
造
物
の
耐
震
化
を
は
か
り
、
高
さ

２
０
ｍ
あ
る
は
３
０
ｍ
と
い
っ
た
巨
大
な

壁
を
海
岸
に
沿
っ
て
構
築
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
で
は
、
景
観
を
損
な
う
。

あ
る
い
は
何
よ
り
も
、
漁
業
や
水
産
業
、

さ
ら
に
は
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
も
あ
る
。 

図１ 自然災害のメカニズム 

誘因

異常な自然現象

素因

人命、財産、社会的・経済的活動

自然災害 （損害，損失）

作用

人々の意識、社会条件



－ 108 －3 
 

こ
れ
ら
か
ら
、
ソ
フ
ト
策
も
含
め
て
、

防
災
で
な
く
、
災
害
を
ど
の
よ
う
に
小
さ

く
す
る
か
の
減
災
の
概
念
で
災
害
対
策
を

総
合
的
に
考
え
る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
る
。

そ
れ
が
“
被
害
の
最
小
化
”
で
あ
る
。 

万
一
に
備
え
て
家
具
を
固
定
す
る
、
窓

ガ
ラ
ス
な
ど
の
落
下
を
防
ぐ
、
火
災
の
発

生
を
防
止
す
る
、
避
難
路
・
避
難
場
所
を

確
保
す
る
な
ど
の
総
合
策
で
あ
る
。
あ
る

程
度
の
被
害
は
受
け
て
も
最
低
限
の
こ
と

と
し
て
命
を
守
る
と
の
考
え
方
で
あ
り
、

そ
れ
が
減
災
で
あ
る
。
そ
の
上
で(
２)
以

降
が
あ
る
。 

(

２)

は
、
災
害
を
ど
の
よ
う
に
克
服
す

る
か
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
。
つ
ま

り
、
よ
く
言
わ
れ
る
自
助
・
共
助
・
公
助

の
考
え
方
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
役
割
分
担
、

連
携
強
化
の
大
切
さ
を
指
摘
す
る
も
の
で

あ
る
。
３
者
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
役
割

を
述
べ
れ
ば
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る(

表

２
参
照)

。 

自
助
：
自
分
自
身
お
よ
び
家
族
の
命
を
守

る
た
め
に
備
え
、
行
動
す
る
。 

共
助
：
近
隣
地
域
や
職
場
な
ど
で
互
い
が

助
け
合
う
。 

公
助
：
自
治
体
な
ど
は
、
情
報
の
伝
達
、

避
難
な
ど
の
災
害
防
止
に
努
力
し
、

災
害
時
に
は
、
救
急
救
命
、
復
旧
・

復
興
に
努
め
る
。
ま
た
国
は
そ
う
し

た
対
策
の
推
進
を
根
底
で
支
え
る
。 

 

最
近
で
は
、
地
震
に
し
て
も
、
豪
雨
や

台
風
に
し
て
も
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
規
模
と
の
予
報
が
あ
り
、
命
を
守

る
行
動
を
直
ち
に
と
っ
て
く
だ
さ
い
と
の

呼
び
か
け
が
あ
る
。
予
想
す
ら
し
な
い
異

常
な
自
然
現
象
や
大
規
模
な
自
然
災
害
の

発
生
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
高
齢
化
が
進

み
、
あ
る
い
は
若
者
が
少
な
い
集
落
も
増

え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
個
人

の
努
力
だ
け
で
災
害
に
備
え
、
災
害
時
に

復
旧
を
図
る
こ
と
は
難
し
く
、
や
む
を
え

ず
他
に
頼
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

し
か
し
、
そ
れ
を
逐
一
行
政
に
依
存
す

る
に
は
限
度
が
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
結

局
の
と
こ
ろ
共
助
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
そ
れ
も
従
来
の
よ
う
な
地
縁
、

血
縁
中
心
で
は
成
り
立
た
な
い
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
の
支
援
に
依

存
せ
ざ
る
を
え
な
い
実
情
が
あ
る
。
こ
の

意
味
で
、
新
し
い
公
助
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
、
最
小
限
の
自
助
、
可
能
な
公
助
の
下

に
、
共
助
が
核
と
な
り
、
３
者
が
つ
な
が

る
必
要
が
あ
る
。 

(

３)
は
、
万
一
の
災
害
の
場
合
、
ど
ん

な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
か
、
そ
の
こ
と
を

踏
ま
え
て
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
と
公
開
が
あ
る
。
地
震
、
洪
水
、

津
波
・
高
潮
、
液
状
化
な
ど
に
つ
い
て
、

そ
う
し
た
災
害
が
想
定
さ
れ
る
場
所
と
そ

の
規
模
や
深
刻
さ
の
度
合
い
を
地
図
に
描

い
た
も
の
で
、
分
か
り
や
す
い
。
少
な
く

と
も
効
果
あ
る
対
策
を
検
討
し
、
災
害
に

備
え
る
上
で
有
用
で
あ
る
。 

ま
た
、
事
前
に
避
難
路
、
避
難
場
所
を

十
分
に
把
握
し
、
日
頃
か
ら
訓
練
す
る
た

め
に
有
益
で
あ
る
。 

(

４)

、(

５)

に
関
係
し
て
、
正
し
い
災
害

情
報
の
収
集
と
伝
達
が
強
く
望
ま
れ
る
。

ど
う
か
す
れ
ば
、
災
害
時
に
お
け
る
混
乱

の
中
で
、
あ
る
い
は
情
報
が
伝
播
す
る
過

程
で
、
誤
っ
た
内
容
に
な
っ
た
り
、
針
小

棒
大
に
伝
え
ら
れ
た
り
す
る
。
は
て
は
流

言
飛
語
の
類
も
な
く
は
な
い
。
ま
た
、
地

縁
・
血
縁
社
会
の
崩
壊
か
ら
、
過
去
の
災

害
の
伝
承
は
難
し
い
。 

災
害
は
、
正
し
い
情
報
が
伝
え
ら
れ
て

初
め
て
、
適
正
な
避
難
、
適
正
な
救
助
が

可
能
に
な
る
。
情
報
収
集
の
あ
り
方
を
工

夫
し
、
そ
の
解
釈
や
予
測
、
そ
し
て
適
切

な
伝
達
法
を
確
立
す
る
こ
と
こ
そ
が
大
切

で
あ
る
。 

自
然
災
害
は
特
別
の
こ
と
で
な
く
、
い

つ
で
も
起
こ
り
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
、

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
つ
ぎ
の
と
お

り
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
現
代
社
会
に
お
け
る
災
害

対
策
は
、
防
災
で
な
く
減
災
を
目
的
に
し
、

自
助
、
共
助
、
公
助
の
役
割
分
担
と
連
携

を
ベ
ー
ス
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
的
確
な

情
報
収
集
に
勤
め
、
人
の
生
命
や
身
体
を

最
優
先
に
保
護
し
な
が
ら
、
適
切
に
被
災

者
を
援
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、

速
や
か
な
復
旧
、
復
興
を
目
指
す
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。 

 
 

表２ 自助、共助、公助の役割分担(主として地震時を想定した場合) 

事前 被災時 事前 被災時

家屋・施設・設備の耐震化 後片付け、応急措置 自主避難訓練 身を守る行動

非常用持ち出し品、備蓄品の常備 土嚢・止水板の設置 避難場所の確認、避難誘導 家族の安否確認

非常用電源の整備 代替輸送手段の確保 救急備品の点検 災害情報の収集

非常用電源の確保 災害に伴う諸手続き

防災共同施設の整備 救急施設の緊急開設 共同防災訓練の実施 救急救命、帰宅困難者対策

防災拠点の整備 情報伝達施設整備 自主防災組織の整備と運営 ボランティアプログラムの実施

避難路、避難場所の整備 防災組織の確立 防災教育、説明会、施設見学 災害情報の収集、伝達

地域住民と企業との連携

情報収集体制の構築 救急施設の緊急開設 ハザードマップの作成 災害情報の提供、伝達

ライフラインの耐震化と維持管理 インフラの復旧 自治体組織間の連携、協定締結 救急救命

広域避難場所の整備 復旧・復興支援 防災基本計画の策定 市民支援の実施

救急輸送道路の整備 緊急物資の調達と配布

公

助

ハード策 ソフト策

自

助

共

助

（
樗
木
武
）



　

昭
和
28
年
、
未
曽
有
の
大
被
害
を
出
し
た
西
日
本
大
水
害
か
ら
60
年
が
過

ぎ
た
。「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と
寺
田
寅
彦
は
喝
破
し
た

が
、
59
年
目
の
平
成
24
年
７
月
、
九
州
北
部
豪
雨
が
発
生
、
熊
本
、
福
岡
、

大
分
各
県
に
河
川
の
氾
濫
、
堤
防
決
壊
、
土
砂
災
害
な
ど
大
き
な
被
害
を
残

し
た
。
西
日
本
大
水
害
の
後
も
、
九
州
に
は
長
崎
大
水
害
、
鹿
児
島
大
水

害
、
九
州
北
部
豪
雨
と
続
い
て
き
た
。
地
球
規
模
の
気
象
変
動
に
さ
ら
さ
れ

る
日
本
列
島
。
台
風
は
大
型
化
し
、
集
中
豪
雨
は
降
水
量
の
記
録
を
更
新
し

続
け
て
い
る
。
ま
た
西
日
本
は
南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る
大
地
震
と
津
波
が
予
測

さ
れ
て
い
る
。「
教
訓
は
生
か
さ
れ
た
の
か
」。
ま
た
こ
れ
か
ら
「
教
訓
を
ど

う
生
か
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
」。

第3章　

災
害
の
教
訓
は
生
か
さ
れ
た
か

第
３
章　

目
次

第
１
節　

西
日
本
大
水
害
か
ら
60
年

　
　
　
　

①　

�

天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る―

高
橋
裕
東
大

名
誉
教
授
と
筑
後
川

　
　
　
　
　
　

コ
ラ
ム
・
証
言
シ
リ
ー
ズ
「
筑
後
川
大
水
害
」

　
　
　
　

②　

筑
後
川
治
水
の
パ
イ
オ
ニ
ア―

―

石
黒
五
十
二

　
　
　

○
戦
後
68
年
の
気
象
変
化
（
参
考
）
気
象
変
動
と
気
象
区
分

�
―

樗
木
武
九
州
大
学
名
誉
教
授

第
２
節　

九
州
北
部
豪
雨

　
　
　
　

①　

59
年
目
の
大
水
害―

九
州
北
部
豪
雨

　
　
　
　

②　

現
地
ル
ポ　

矢
部
川
上
流
、
被
災
地
を
訪
ね
て

　
　
　
　

③　

豪
雨
は
何
を
教
訓
に
残
し
た
か

　
　
　
　

④　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

安
福
規
之
九
州
大
学
教
授

　
　
　
　

⑤　

衝
撃―

堤
防
決
壊
「
越
水
な
き
破
堤
」

　
　
　
　

⑥　

�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

馬
場
宏
一
・
元
国
土
交
通
省
九
州

地
方
整
備
局
河
川
部
長

第
３
節　

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
壁
の
土
砂
災
害

　
　
　
　

①�　

繰
り
返
さ
れ
る
土
砂
災
害―

滝
室
坂
の
復
旧

工
事

　
　
　
　

②��　

砂
防
堰
堤
の
建
設―

阿
蘇
で
の
新
た
な
挑
戦

第
４
節　

明
日
へ
の
警
告

　
　
　
　

①　

災
害
伝
承―

教
訓
を
忘
れ
な
い
た
め
に

　
　
　
　

②�　

東
日
本
大
震
災
「
日
本
列
島
は
ど
う
動
い
た

か
」
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
岡
本
博
・
元
国
土
地
理
院

院
長

　
　
　

○�

地
殻
活
動
と
地
震
の
発
生
（
参
考
）
地
震
の
予
知

に
つ
い
て

�

樗
木
武
九
州
大
学
名
誉
教
授

懸命な水防活動。土のうを積んではんらんを食い止めた
（熊本市・白川）

白川の洪水で浸水した住宅街（熊本市）＝九州北部豪雨



－ 110 －

 

繰
り
返
さ
れ
た
大
水
害 

 

平
成
24
年
（
２
０
１
２
）
７
月
の
九
州

北
部
豪
雨
は
、
昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）

６
月
の
西
日
本
大
水
害
か
ら
59
年
経
て
の

大
災
害
と
な
っ
た
。
最
近
の
豪
雨
の
特
徴

は
「
局
地
的
集
中
豪
雨
」
と
言
わ
れ
る
。

狭
い
地
域
に
、
豪
雨
が
集
中
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
大
き
な
災
害
を
引
き
起
こ
す
。

し
か
し
、
両
災
害
と
も
に
、
広
域
的
な
水

害
で
、
筑
後
川
上
流
、
矢
部
川
、
山
国

川
、
白
川
な
ど
が
氾
濫
、
洪
水
、
土
砂
災

害
な
ど
甚
大
な
被
害
を
残
し
た
。
戦
後
間

も
な
い
時
代
の
西
日
本
大
水
害
時
に
比
べ

て
、
59
年
後
の
九
州
北
部
豪
雨
は
堤
防
、

洪
水
調
整
力
を
持
つ
ダ
ム
な
ど
の
整
備
、

土
砂
災
害
に
対
す
る
防
災
対
策
な
ど
が
相

当
程
度
、
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
も
５
水

系
７
河
川
が
氾
濫
、
31
人
が
死
亡
、
約

１
万
３
０
０
０
戸
被
害
を
受
け
る
大
き
な

被
害
を
出
し
た
。

　

筑
後
川
水
系
花
月
川
堤
防
が
２
カ
所
決

壊
、
13
カ
所
か
ら
越
水
、
日
田
市
市
街
地

な
ど
を
水
浸
し
に
し
た
。
矢
部
川
で
は
堤

防
が
約
50
ｍ
に
わ
た
っ
て
決
壊
、
同
水
系

の
沖
端
川
で
も
破
堤
、
全
川
に
渡
っ
て
漏

水
発
生
、
柳
川
市
な
ど
約
１
８
０
０
も
の

浸
水
戸
数
が
出
た
。
阿
蘇
外
輪
山
に
豪
雨

が
襲
い
、
国
道
57
号
を
寸
断
す
る
土
砂
災

害
、熊
本
市
へ
流
れ
る
白
川
で
も
９
カ
所
、

大
分
県
・
山
国
川
で
19
カ
所
で
越
水
し
た
。

　

昭
和
28
年
大
水
害
は
６
月
25
日
か
ら

梅
雨
末
期
の
集
中
豪
雨
が
５
日
間
続
き
、

九
州
北
部
豪
雨
と
同
様
、
白
川
、
菊
池

川
、
筑
後
川
、
遠
賀
川
が
氾
濫
、
関
門
鉄

道
ト
ン
ネ
ル
が
水
没
、
死
者
行
方
不
明

者
１
０
０
０
人
を
超
え
、
全
半
壊
家
屋

４
万
５
０
０
０
戸
、
被
災
者
１
０
０
万
人

に
お
よ
ん
だ
。

　

こ
の
大
水
害
に
比
べ
て
、
九
州
北
部
豪

雨
で
は
、
か
な
り
減
少
し
た
と
は
い
え
、

そ
れ
で
も
な
お
深
刻
な
被
害
を
出
し
て
い

る
。
矢
部
川
水
系
で
は
星
野
村
の
土
砂
災

害
な
ど「
昭
和
28
年
水
害
を
超
え
る
被
害
」

を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
災
害
が
繰
り
返

さ
れ
る
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
。
教
訓
は

生
か
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う

し
た
素
朴
な
疑
問
が
被
災
者
、
地
域
か
ら

出
さ
れ
た
。

 

治
水
と
利
水
を
考
え
る
シ
ン
ポ 

　

筑
後
川
の
大
氾
濫
か
ら
60
年
を
過
ぎ

た
、
平
成
26
年
３
月
、
筑
後
川
の
治
水
と

利
水
を
考
え
よ
う
と
す
る
集
ま
り
が
久
留

米
大
学
と
福
岡
市
で
開
か
れ
た
。「
昭
和

28
年
筑
後
川
大
水
害
か
ら
60
年―

河
川
災

害
の
変
化
と
将
来
へ
の
課
題
」。
こ
の
川

を
中
心
に
全
国
の
河
川
を
観
察
、
調
査
、

研
究
し
て
き
た
研
究
者
、
高
橋
裕
・
東
京

大
学
名
誉
教
授
が
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
の

予
定
だ
っ
た
。

　

昭
和
28
年
大
水
害
の
直
後
、
高
橋
教
授

は
氾
濫
を
起
こ
し
た
筑
後
川
の
現
地
調
査

に
入
っ
た
。
当
時
、
大
学
院
生
。
筑
後
川

は
明
治
29
年
（
１
９
０
０
）
に
旧
河
川
法

が
制
定
さ
れ
る
や
淀
川
と
共
に
内
務
省
直

轄
河
川
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
国
が
前
面

に
立
っ
て
、
築
堤
な
ど
洪
水
か
ら
流
域
地

域
を
守
る
努
力
を
重
ね
て
き
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
筑
後
川
は
大
雨
が
降
っ
て
も
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
出
来
て
き

た
。
我
が
国
の
重
要
河
川
の
中
で
も
、
優

等
生
の
誉
れ
が
高
い
河
川
だ
っ
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
昭
和
28
年
６
月
25
日
か
ら
29

日
に
か
け
て
の
５
日
間
、
筑
後
川
上
流
部

で
は
各
地
に
１
０
０
０
㎜
を
超
え
る
豪
雨

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
熊
本
県
小
国
町
で

は
日
雨
量
４
９
０
㎜
と
い
う
観
測
史
上
最

高
を
記
録
し
た
。
同
様
な
豪
雨
は
白
川
、

菊
池
川
、遠
賀
川
な
ど
の
上
流
に
も
襲
い
、

こ
れ
ら
九
州
中
北
部
の
主
要
河
川
を
氾
濫

さ
せ
た
。

　

筑
後
川
で
は
堤
防
が
20
数
個
所
も
決
壊

し
た
。
長
い
年
月
を
か
け
て
洪
水
対
策
が

プロジェクト九州

第1節①
西九州大水害

から60年
教訓は生かされたか

筑
後
川
の
氾
濫
か
ら
60
年―

変
化
す
る
河
川
災
害
と
治
水
の
課
題

「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」

筑
後
川
史
の
証
人
・
高
橋
裕
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

　
「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
寺
田
寅
彦
氏
の

「
警
鐘
」
で
あ
る
。
こ
う
も
言
っ
て
い
る
。「
人
間
も
何
度
同
じ
災
害
に
合
っ
て
も
決

し
て
利
口
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
」。

　

昭
和
28
年
西
日
本
大
水
害
か
ら
59
年
後
、
平
成
24
年
、
九
州
北
部
豪
雨
が
ほ
ぼ
同

じ
地
域
で
水
害
を
引
き
起
こ
し
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
。
西
日
本
大
水
害
か
ら
60
年

を
前
に
、
高
橋
裕
東
京
大
学
名
誉
教
授
は
「
筑
後
川
水
害
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
60

年
を
機
に
あ
の
水
害
が
残
し
た
教
訓
を
振
り
返
ろ
う
」
と
流
域
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ

ム
な
ど
の
開
催
を
提
案
し
て
い
た
。
そ
の
翌
年
、
九
州
北
部
豪
雨
が
発
生
し
た
。
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積
み
上
げ
ら
れ
て
き
て
お
り
、「
な
ぜ
、

こ
う
い
う
事
態
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
」。

筑
後
川
の
堤
防
決
壊
は
関
係
者
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。

 

日
本
最
初
の
洪
水
予
報 

　

高
橋
教
授
は
災
害
直
後
か
ら
筑
後
川
の

現
地
調
査
に
精
魂
を
傾
け
た
。
筑
後
川
の

過
去
の
洪
水
調
査
、
そ
の
変
遷
を
、
上
流

の
雨
量
と
筑
後
川
下
流
の
水
位
、
流
量
を

丹
念
に
追
究
、
洪
水
の
発
生
過
程
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
筑
後

川
の
上
流
、
林
野
庁
小
国
試
験
地
（
森
林

測
候
所
）
で
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
の

開
設
以
来
、
雨
量
観
測
を
行
い
、
植
林
や

洪
水
と
の
関
連
を
研
究
し
て
き
た
上
野
巳

熊
氏
と
の
出
会
い
が
「
観
測
と
い
う
も
の

が
ど
う
い
う
も
の
か
」、
そ
の
重
要
性
を

若
い
高
橋
さ
ん
の
心
に
刻
み
込
ん
だ
。
上

野
さ
ん
は
開
設
以
来
、
昭
和
28
年
ま
で
克

明
な
記
録
を
続
け
て
い
た
。
小
国
町
の
雨

量
と
瀬
下
の
水
位
測
定
か
ら
、
彼
は
日
本

最
初
の
洪
水
予
報
を
行
う
ま
で
に
な
っ
て

い
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
上
司
は
「
洪
水
は
内
務
省
の

仕
事
だ
。
余
計
な
事
を
す
る
な
。
雨
量
観

測
は
杉
の
成
育
と
の
関
連
だ
け
を
担
当
す

れ
ば
よ
い
」。
上
野
さ
ん
は
気
象
講
習
所

（
現
気
象
大
学
校
）
で
学
び
、
気
象
の
研

究
者
と
し
て
は
極
め
て
優
秀
だ
っ
た
。
長

期
間
の
観
測
の
重
要
性
と
そ
れ
に
と
も
な

う
洪
水
な
ど
、
自
然
現
象
を
常
に
観
測
し

て
い
た
。
自
然
現
象
の
観
察
、
観
測
、
計

測
が
、
自
然
現
象
解
明
の
カ
ギ
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
た
科
学
の
人
だ
っ
た

が
、
報
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
亡
く
な
っ
た
。

町
の
有
力
者
に
「
上
野
さ
ん
を
表
彰
し
て

ほ
し
い
」
と
高
橋
さ
ん
は
手
紙
を
書
い
た

が
、
返
事
は
な
か
っ
た
。
今
で
も
墓
参
を

続
け
て
い
る
。

　

上
野
さ
ん
の
観
測
記
録
で
上
流
で
の
降

雨
量
と
変
遷
は
掌
握
出
来
た
。
下
流
の
水

位
の
変
化
は
ど
う
か
。
高
橋
さ
ん
が
注
目

し
た
の
は
久
留
米
市
の
瀬
下
で
の
水
位
。

明
治
18
年
以
来
、
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
「
発
見
」
し
た
。
祖
父
の
代
か

ら
の
量
水
番
が
河
川
敷
に
小
屋
を
建
て
、

１
年
３
６
５
日
、
１
時
間
ご
と
に
水
位
を

測
定
し
て
、「
墨
で
書
い
た
」
記
録
が
物

置
小
屋
に
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
洪

水
時
に
は
家
族
で
徹
夜
、
24
時
間
、
交
代

で
水
位
１
時
間
ご
と
に
計
測
、
記
録
し
続

け
た
。「
明
治
天
皇
か
ら
仰
せ
つ
か
っ
た

仕
事
」
と
い
う
祖
父
以
来
の
意
気
込
み
で

観
測
を
続
け
て
い
た
と
い
う
。
高
橋
さ
ん

は
「
さ
す
が
、
明
治
の
人
だ
な
あ
」
と
つ

く
づ
く
感
じ
た
。
記
録
帳
の
表
紙
は
ほ
こ

り
だ
ら
け
、
真
っ
黒
で
、
昭
和
に
な
っ
て

か
ら
は
誰
も
記
録
を
見
に
来
て
い
な
い
と

の
こ
と
。

 

河
川
改
修
が
洪
水
流
量
を
増
大 

　

こ
れ
ら
貴
重
な
記
録
を
も
と
に
、上
流
・

小
国
の
雨
量
と
下
流
の
瀬
下
の
水
位
の
変

遷
を
比
較
す
る
と
、
ひ
と
つ
の
事
実
が
浮

か
び
上
が
っ
て
き
た
。
筑
後
川
の
か
つ
て

の
洪
水
時
の
豪
雨
と
同
じ
雨
量
で
も
、
下

流
の
瀬
下
で
の
水
位
は
年
々
上
が
り
、
洪

水
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と

だ
。
築
堤
な
ど
、
筑
後
川
の
改
修
工
事
は

　
「
小
森
野
橋
が
流
れ
た
ぞ
」。
ど
こ
か

で
叫
ぶ
声
が
聞
こ
え
た
。
そ
れ
は
消
防

団
の
伝
令
で
あ
っ
た
。「
流
れ
た
橋
の

上
に
10
人
以
上
の
人
が
乗
っ
た
ま
ま
流

さ
れ
ま
し
た
」。
橋
脚
に
か
か
っ
た
流

木
を
突
き
流
す
た
め
消
防
団

員
数
人
が
橋
の
上
で
作
業
に

当
た
っ
て
い
た
。
橋
は
木
橋

で
、
途
中
か
ら
ち
ぎ
れ
る
よ

う
に
流
さ
れ
た
。「
濁
流
に
浮

い
た
橋
台
の
上
に
載
っ
た
10

数
人
は
対
岸
の
長
門
石
側
に

接
岸
し
て
助
か
り
、
一
部
は

下
流
ま
で
流
さ
れ
た
が
勇
敢

な
市
民
の
決
死
的
な
救
助
作

業
に
よ
っ
て
全
員
助
か
る
こ

と
が
出
来
た
」（
久
留
米
市
高

野
・
半
田
弘
。
当
時
消
防
団

分
団
長
）。

　
「
そ
の
橋
に
は
作
業
を
さ
れ

て
い
た
近
所
の
お
兄
ち
ゃ
ん

兄
弟
と
、
お
母
さ
ん
に
薬
を

医
大
に
取
り
に
来
て
川
を
見
て
い
た
小

学
生
、
医
大
の
先
生
、
そ
れ
に
見
回
り

を
さ
れ
て
い
た
お
ま
わ
り
さ
ん
達
数
人

が
乗
ら
れ
て
い
た
」

　
「
男
の
人
た
ち
が
ロ
ー
プ
、
ロ
ー
プ

と
叫
び
な
が
ら
、
下
流
の
豆
津
橋
ま
で

走
っ
て
行
か
れ
た
」（
久
留
米
市
立
城

南
中
学
校
第
４
回
卒
業
生
「
大
水
害
の

思
い
出
」
内
田
智
代
）

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
豆
津
橋
か
ら
幾

本
も
の
ロ
ー
プ
が
激
流
の
川
面
に
吊
り

下
げ
ら
れ
、「
こ
れ
に
つ
か
ま
れ
」。
流

れ
る
橋
の
上
の
人
々
は
そ
の
ロ
ー
プ
を

つ
た
っ
て
橋
の
上
に
避
難
で
き
た
。
し

か
し
、
残
さ
れ
た
人
も
い
た
。

　
「
お
ま
わ
り
さ
ん
は
小
学
生
だ
け
を

残
す
わ
け
に
も
い
か
ず
一
緒
に
下
流
ま

で
流
さ
れ
、
自
衛
隊
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
で
助
け
ら
れ
た
と
聞
い
た
。
小
学
生

は
橋
が
壊
れ
、
一
瞬
に
し
て
濁
流
に
呑

み
こ
ま
れ
行
方
不
明
に
な
っ
た
」（
同
・

江
崎
文
子
）。
遺
体
は
有
明
海
、
諫
早

沖
で
後
日
発
見
さ
れ
た
と
い

う
。

　
「
警
官
だ
っ
た
私
は
流
木

な
ど
が
つ
か
え
て
今
に
も
壊

れ
そ
う
な
小
森
野
橋
の
上
で

警
戒
中
で
し
た
。
こ
の
橋
が

轟
音
と
共
に
壊
れ
ち
ぎ
れ
た

橋
も
ろ
と
も
に
流
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
」「
取
り
残
さ

れ
た
人
々
は
子
供
を
含
め
て

12
人
。
も
う
だ
め
か
と
思
い

ま
し
た
。
１
㎞
ほ
ど
下
の
筑

後
川
国
鉄
鉄
道
橋
で
水
面
と

の
差
が
１
ｍ
ほ
ど
に
な
り
全

力
で
飛
び
移
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
助
か
り
ま
し
た
が
子

供
は
残
念
な
が
ら
有
明
海
で

発
見
さ
れ
た
」（
尊
田
實
氏
、「
災
害
か

ら
50
年
・
語
り
継
ぐ
筑
後
川
」
九
州
地

方
整
備
局
編
）

人を乗せて、
小森野橋が流された

流れてゆく小森野橋

コ
ラ
ム
・
ド
キ
ュ
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着
々
と
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

洪
水
が
本
川
河
道
に
集
ま
り
、
洪
水
流
量

が
大
規
模
に
な
っ
て
行
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

 

河
川
改
修
、
特
に
連
続
高
堤
防
を
築
い

て
、
洪
水
流
量
を
一
気
に
下
流
へ
、
さ
ら

に
海
へ
流
し
出
そ
う
と
、
堤
防
は
整
備
さ

れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
本
川
に

流
水
量
が
集
中
、
洪
水
ピ
ー
ク
の
流
量
が

増
大
、
堤
防
が
耐
え
切
れ
な
く
な
っ
て
破

堤
を
招
く
結
果
に
な
っ
た
、
と
高
橋
さ
ん

は
判
断
し
た
。

 

河
川
改
修
が
洪
水
流
量
を
増
大
さ
せ
る
、

と
い
う
事
実
は
今
で
は
「
常
識
」
だ
が
、

当
時
は
建
設
省
を
始
め
、
河
川
改
修
自
体

を
批
判
、
あ
る
い
は
国
の
直
轄
河
川
改
修

事
業
へ
の
批
判
と
受
け
取
る
人
が
多
か
っ

た
。「
河
川
改
修
と
い
う
人
間
の
手
が
河

川
に
加
え
ら
れ
る
と
、
川―

自
然
は
何
ら

か
の
反
応
を
す
る
。
河
川
改
修
に
よ
っ
て

洪
水
流
量
の
増
加
を
招
く
の
は
、
あ
る
意

味
で
当
然
の
結
果
だ
」
と
高
橋
さ
ん
。
河

川
改
修
自
体
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
問
題
は
そ
の
事
実
を
踏
ま
え
て
、
ど

の
よ
う
に
対
策
を
立
て
対
処
す
る
か
な
の

だ
。

 

下
筌
ダ
ム
建
設
に
抵
抗 

　

昭
和
28
年
の
大
水
害
を
経
験
し
て
、
同

32
年
筑
後
川
水
系
治
水
基
本
計
画
が
改
訂

さ
れ
、
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
の
ほ
か
河
川

改
修
に
よ
る
洪
水
防
止
対
策
工
事
が
進
め

ら
れ
た
。

　

実
際
、
洪
水
調
整
に
大
き
な
力
を
発
揮

す
る
事
が
期
待
さ
れ
た
の
は
「
ダ
ム
」
で

あ
る
。
大
型
ダ
ム
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

洪
水
か
ら
流
域
を
守
る
こ
と
に
な
る
、
と

い
う
当
時
の
河
川
事
業
の
常
識
に
反
し

て
、
激
し
く
反
対
し
た
の
が
地
元
の
山
林

地
主
・
室
原
知
幸
氏
だ
っ
た
。
筑
後
川
上

流
の
下
筌
ダ
ム
建
設
予
定
地
に
「
蜂
の
巣

城
」
を
築
い
て
抵
抗
、
裁
判
闘
争
も
展
開

し
た
。

　

ダ
ム
工
事
事
務
所
の
初
代
所
長
は
野
島

虎
治
氏
だ
っ
た
。
洪
水
時
、
筑
後
川
工
事

事
務
所
の
調
査
課
長
を
務
め
、
高
橋
さ
ん

が
「
掘
り
起
こ
し
た
」
量
水
表
を
丹
念
に

コ
ピ
ー
、
筑
後
川
治
水
計
画
に
活
か
そ
う

と
し
た
。
計
画
作
成
の
中
で
、
筑
後
川
治

水
の
た
め
に
は
下
筌
ダ
ム
が
ど
う
し
て
も

必
要
と
判
断
、
工
事
着
工
へ
の
努
力
を
重

ね
た
。「
技
術
者
魂
の
塊
の
よ
う
な
人
」

と
当
時
の
同
僚
が
評
す
る
よ
う
に
、
情
熱

的
に
ダ
ム
建
設
に
取
り
組
ん
だ
。
自
ら
立

て
た
治
水
計
画
、
ダ
ム
の
必
要
性
に
確
信

を
持
っ
て
い
た
だ
け
に
、
室
原
氏
と
鋭
く

対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

室
原
氏
は
水
源
地
・
熊
本
県
小
国
町
の

住
民
と
共
に
「
蜂
の
巣
城
」
を
築
き
「
法

に
は
法
、
暴
に
は
暴
」
と
下
筌
ダ
ム
建
設

に
物
理
的
抵
抗
を
続
け
た
。「
洪
水
を
防

ぐ
に
は
ダ
ム
し
か
な
い
」
と
下
筌
ダ
ム
建

設
に
執
念
を
燃
や
し
て
い
た
野
島
所
長
は

幾
度
も
室
原
氏
の
自
宅
を
訪
ね
た
が
「
建

設
省
と
犬
は
立
ち
入
る
べ
か
ら
ず
」
と
追

い
返
さ
れ
た
。「
二
人
は
敵
対
は
し
て
い

た
が
、
室
原
さ
ん
は
野
島
さ
ん
を
尊
敬
し

て
い
た
」
と
高
橋
さ
ん
。
人
事
異
動
で
所

長
退
任
に
な
っ
た
時
、
室
原
さ
ん
は
建
設

省
に
留
任
を
求
め
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
互
い

に
「
敵
」
と
な
っ
た
と
は
い
え
、
相
手
に

　

原
鶴
温
泉
は
川
中
島
に
旅
館
が
建
ち

並
ぶ
。
し
か
し
、
昭
和
28
年

洪
水
で
橋
が
流
失
、
孤
立
し

て
し
ま
っ
た
。
対
岸
の
人
々

は
「
原
鶴
温
泉
街
は
全
滅
す

る
の
で
は
」
と
さ
え
思
っ
た

と
い
う
。
ほ
と
ん
ど
の
温
泉

旅
館
は
流
さ
れ
、
残
っ
た
の

は
２
軒
だ
け
だ
っ
た
。
泥
海

と
化
し
た
温
泉
街
に
１
台
の

外
車
が
浮
い
て
い
た
。
写
真

展
で
そ
の
写
真
を
見
た
人
が

「
俺
が
乗
っ
て
い
た
車
だ
」。

温
泉
旅
館
・
小
野
屋
の
社
長

の
乗
用
車
で
、
彼
は
そ
の
運

転
手
だ
っ
た
。
小
野
屋
の
駐

車
場
に
は
今
も
当
時
の
ク
ス

ノ
キ
が
立
っ
て
い
る
。
洪
水

に
孤
立
し
た
原
鶴
温
泉
の
惨

状
を
見
た
「
目
撃
者
」
で
あ

る
。

　

災
害
記
念
樹
に
は
、
筑
後
大
堰
下
流

か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た
樹
齢
２
０
０
年

以
上
と
み
ら
れ
る
ク
ス
ノ
キ
の
巨
木
が

あ
る
。
28
年
水
害
で
流
さ
れ

て
き
た
も
の
で
、
12
ｔ
の
重

量
、
長
さ
12
ｍ
。
４
ｍ
以
上

も
あ
る
大
き
な
根
っ
こ
を
持

ち
、
こ
れ
ほ
ど
の
巨
木
も
倒

さ
れ
、
流
さ
れ
た
の
か
と
、

洪
水
パ
ワ
ー
の
す
ざ
ま
じ
さ

を
今
に
伝
え
る
。
筑
後
川
防

災
施
設
「
く
る
め
ウ
ス
」
に

野
外
展
示
（
写
真
）
さ
れ
て
い
る
。

“洪水パワー”クスノキは語る

コ
ラ
ム
・
ド
キ
ュ
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人
間
的
敬
意
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
。

　

室
原
氏
は
事
業
認
定
無
効
確
認
訴
訟
を

起
こ
し
た
。
裁
判
所
の
命
令
で
、
高
橋
さ

ん
は
原
告
（
室
原
氏
）
側
の
鑑
定
人
と
し

て
筑
後
川
水
系
治
水
基
本
計
画
に
示
さ
れ

て
い
る
「
計
画
高
水
流
量
」
の
妥
当
性
を

鑑
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
判
決
は
多
く

の
点
で
室
原
氏
の
主
張
に
「
理
あ
り
」
と

し
な
が
ら
、「
こ
の
公
共
事
業
を
ひ
っ
く

り
返
す
ほ
ど
で
は
な
い
」
と
国
側
の
勝
訴

と
し
た
。
事
業
を
無
効
と
す
る
こ
と
に
よ

る
国
策
へ
の
影
響
の
大
き
さ
を
考
慮
し
た

と
も
受
け
取
ら
れ
て
い
る
。
下
筌
ダ
ム
は

完
成
し
た
が
、室
原
氏
の
投
じ
た
一
石
は
、

そ
の
後
の
ダ
ム
反
対
運
動
の
萌
芽
と
な
っ

た
。
球
磨
川
水
系
川
辺
川
ダ
ム
の
建
設
中

止
、
鹿
児
島
・
川
内
川
を
始
め
水
害
被
害

者
が
河
川
管
理
者
を
訴
え
る
水
害
訴
訟
が

各
地
で
起
こ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
高
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橋
さ
ん
は
、
そ
の
後
の
四
大
公
害
裁
判
や

環
境
訴
訟
の
住
民
勝
訴
で
の
流
れ
か
ら

「
下
筌
ダ
ム
裁
判
が
現
在
行
わ
れ
て
い
た

ら
、
国
が
勝
訴
で
き
た
か
ど
う
か
」
と
振

り
返
っ
て
い
る
。

 

残
し
た
大
き
な
教
訓
、 

　

下
筌
ダ
ム
闘
争
は
公
共
事
業
の
進
め
方

に
、
多
く
の
教
訓
を
残
し
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
公
共
事
業
に
対
す
る
住
民
理
解
を

得
る
た
め
の
行
政
の
努
力
が
払
わ
れ
て
い

る
。
筑
後
川
水
系
の
ダ
ム
群
の
洪
水
調
整

力
に
よ
っ
て
、
流
域
は
洪
水
被
害
か
ら
か

な
り
の
程
度
、
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

率
直
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
九
州
北
部
豪
雨
の
際
、
筑
後
川
水
系

大
山
ダ
ム
が
試
験
湛
水
に
入
っ
て
い
た

が
、
そ
の
洪
水
調
整
力
に
よ
っ
て
被
害
抑

制
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
は
多
く
の
住
民
も

認
め
て
い
る
。

　

九
州
北
部
豪
雨
で
大
き
な
被
害
を
出
し

た
矢
部
川
で
は
日
向
神
ダ
ム
に
風
倒
木
や

間
伐
材
が
流
れ
込
ん
だ
。
地
元
民
は
「
も

し
こ
の
ダ
ム
が
な
け
れ
ば
、
下
流
の
街
は

大
量
の
流
木
で
も
っ
と
大
き
な
被
害
が
出

た
の
で
は
な
い
か
」
と
見
て
い
る
。

　

治
水
技
術
へ
の
国
民
の
信
頼
は
確
実
に

高
く
な
っ
て
い
る
。
相
次
ぐ
ダ
ム
建
設
や

河
川
改
修
で
、
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
の
大

水
害
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
利
水
面
で

も
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
電
力
需
要
拡
大

や
福
岡
都
市
圏
へ
の
人
口
集
中
に
よ
る
水

需
要
に
も
筑
後
川
大
堰
の
建
設
な
ど
で
、

対
応
出
来
て
き
た
。
し
か
し
、
環
境
・
水

質
・
生
態
系
な
ど
の
保
護
観
点
か
ら
「
反

ダ
ム
」
意
識
が
広
が
っ
て
い
る
の
も
、
現

実
だ
。
全
国
的
に
、
計
画
あ
る
い
は
建
設

中
の
ダ
ム
に
つ
い
て
「
再
点
検
」「
再
評

価
」
が
行
わ
れ
、
流
域
首
長
な
ど
の
反
対

で
、
ダ
ム
建
設
中
止
に
追
い
込
ま
れ
る
事

態
も
生
ま
れ
て
い
る
。
ダ
ム
へ
の
依
存
度

を
高
め
て
き
た
治
水
、
利
水
シ
ス
テ
ム
の

再
検
討
が
迫
ら
れ
て
い
る
の
も
現
実
だ
。

　

地
球
温
暖
化
に
伴
う
豪
雨
も
頻
発
し
て

い
る
。
平
成
21
年
７
月
の
中
国
・
九
州
北

部
豪
雨
で
は
中
小
河
川
が
氾
濫
、
土
石
流

な
ど
土
砂
災
害
が
大
き
な
被
害
を
出
し
、

そ
の
３
年
後
に
九
州
北
部
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
、
山
間
部
で
の
土
砂
災
害
、
熊
本
市
、

日
田
市
、
柳
川
市
な
ど
都
市
部
で
の
浸
水

被
害
も
大
き
か
っ
た
。

 

水
害
に
弱
い
都
市 

　

高
度
経
済
成
長
を
通
し
て
都
市
化
が
急

速
に
進
み
、
特
に
大
き
な
河
川
の
沖
積
平

野
・
扇
状
地
と
臨
海
部
が
大
規
模
に
造
成
、

開
発
さ
れ
た
。
都
市
の
膨
張
は
都
市
河
川

で
の
洪
水
を
頻
発
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
都
市
肥
大
に
治
水
能
力
が
追
い
付
か

な
い
の
で
あ
る
。地
球
規
模
の
気
象
変
動
、

特
に
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
被
害
の
発
生

頻
度
は
こ
の
10
年
間
高
く
な
っ
て
い
る
が

「
雨
が
多
い
だ
け
が
洪
水
頻
発
の
原
因
で

は
な
い
」
と
高
橋
さ
ん
。
長
崎
、
鹿
児
島

大
水
害
な
ど
水
害
に
弱
い
都
市
の
実
態
が

次
々
と
現
れ
て
来
た
。

　

想
定
以
上
の
豪
雨
は
水
源
地
域
で
土
砂

災
害
、
中
流
域
・
下
流
域
で
浸
水
被
害
を

出
す
。
下
流
の
水
害
防
止
に
た
め
上
流
域

に
ダ
ム
を
建
設
す
る
と
上
流
域
住
民
は
森

　

佐
賀
藩
の
成
冨
兵
庫
茂
安
が
12
年
か

け
て
築
い
た
「
千
栗
堤
防
」
は
江
戸
初

期
の
築
堤
以
来
、
約
３
０
０
年
近
く
、

筑
後
川
の
洪
水
か
ら
流
域
を
守
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
昭
和
28
年
水
害
で
決
壊

し
て
し
ま
っ
た
。
同
年
６
月
27
日
午
前

４
時
40
分
（
福
岡
県
土
木
学

会
・
西
日
本
水
害
調
査
報
告

書
）。
延
長
12
㎞
の
大
堤
防
も

わ
ず
か
50
ｍ
を
残
す
の
み
と

な
っ
た
。

　

し
か
し
、
千
栗
堤
防
は
良

く
持
ち
こ
た
え
た
。
そ
の
光

景
を
伝
え
る
証
言
が
あ
る
。

「
26
日
夕
方
、
豆
津
八
幡
宮
付

近
で
家
近
く
の
堤
防
か
ら
流

れ
込
ん
だ
濁
流
は
、
ま
る
で

水
柱
と
な
っ
て
千
栗
堤
防
に
向
か
っ
て

流
れ
が
、
堅
固
な
千
栗
堤
防
に
押
し
戻

さ
れ
豆
津
一
帯
は
大
き
な
湖
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
」（
松
尾
憲
祐
、
当
時
18
歳
、

豆
津
）。
そ
の
堅
固
さ
は
二
重
堤
防
で

あ
り
、
堤
防
の
中
心
部
に
は
粘
土
を
突

き
固
め
た
「
は
が
ね
」
と
呼
ば
れ
る
芯

が
入
れ
た
構
造
に
あ
る
。
さ
ら
に
川
側

に
は
竹
、
陸
側
に
は
杉
を
植
え
、
二
つ

の
堤
防
の
間
は
遊
水
池
と
な
る
と
い
う

全
体
構
造
。

　

し
か
し
、
千
栗
堤
防
い
え
ど
も
水

勢
に
は
勝
て
ず
決
壊
。
水
位
は
上
昇
、

住
民
は
杉
土
居
堤
防
の
上
に

あ
る
民
家
に
避
難
し
た
。
そ

こ
も
危
険
と
な
り
一
旦
、
別

の
所
に
避
難
し
よ
う
と
し
た

が
「
子
供
や
幼
児
を
背
負
っ

て
の
避
難
は
無
理
で
あ
っ

た
。
杉
土
居
に
戻
っ
た
光
景

は
、
水
流
は
激
し
く
、
上
流

か
ら
木
材
、
家
財
、
さ
ら
に

牛
ま
で
流
れ
て
き
て
民
家
に

激
突
す
る
の
が
恐
ろ
し
か
っ

た
」(

佐
藤
邦
弘
、当
時
12
歳
、

北
茂
安)

。

　

筑
後
川
堤
防
の
決
壊
で
、

佐
賀
県
側
の
鳥
栖
、
北
茂
安

な
ど
一
帯
が
泥
海
と
な
り
数

千
人
が
孤
立
し
た
。
板
付
の

米
軍
に
出
動
を
要
請
、「
救

助
に
来
て
い
た
米
軍
の
、
後

部
に
プ
ロ
ペ
ラ
の
付
い
た
船

で
、
縦
横
無
尽
に
乗
り
回
し

て
い
た
光
景
が
忘
れ
ら
れ
な

い
」（
松
尾
氏
）
と
言
う
。

　

３
０
０
年
も
地
域
を
守
り
続
け
た
千

栗
堤
防
。
残
っ
た
堤
防
は
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
、
成
富
兵
庫
の
築
堤
技
術
の

素
晴
さ
を
伝
え
て
い
る
。

300年、流域を守り続け
成冨兵庫の千栗堤防も決壊

公園化された千栗堤防
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林
や
田
畑
を
売
り
、
移
転
も
強
い
ら
れ
る

な
ど
一
方
的
に
犠
牲
を
払
う
こ
と
に
な

り
、
上
流
、
下
流
域
の
住
民
の
対
立
が
露

わ
に
な
っ
た
。
上
流
域
の
負
担
だ
け
で
下

流
・
都
市
部
で
の
洪
水
を
防
ぐ
こ
と
は
出

来
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

平
成
11
年
６
月
の
集
中
豪
雨
（
１
時
間

当
た
り
77
㎜
）
で
福
岡
市
の
御
笠
川
が
溢

れ
博
多
駅
地
下
街
に
滝
の
よ
う
に
浸
水
、

死
者
を
出
し
た
。
商
店
街
が
大
き
な
被
害

を
受
け
地
下
空
間
の
防
災
に
厳
し
い
問
題

提
起
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
平
成
15
年
７
月

に
も
御
笠
川
は
氾
濫
、
洪
水
に
弱
い
都
市

の
一
面
を
あ
ら
わ
に
し
た
。
Ｊ
Ｒ
博
多
駅

は
新
幹
線
開
通
に
伴
っ
て
御
笠
川
側
に
移

動
、
低
地
で
あ
っ
た
地
域
に
事
務
所
や
ア

パ
ー
ト
ビ
ル
が
林
立
。
駅
地
下
の
開
発
も

大
規
模
に
行
わ
れ
、
地
下
鉄
と
も
連
結
、

天
神
に
次
ぐ
第
二
の
都
心
を
形
成
し
て
い

る
。
都
市
機
能
、
資
源
が
高
密
度
に
集
積

し
て
い
る
都
市
で
は
一
旦
洪
水
が
発
生
す

れ
ば
、
被
害
は
大
き
く
な
る
。
し
か
し
、

都
市
部
は
小
河
川
が
多
く
洪
水
調
整
流
量

は
十
分
で
は
な
い
。
川
幅
の
拡
大
な
ど
の

河
川
改
修
の
た
め
の
用
地
買
収
、
住
民
合

意
が
進
ま
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
再
び
、

上
流
で
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
整
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
都
市
水
害
の
被
害
の
大

き
さ
、
様
相
を
最
初
に
露
わ
に
し
た
長
崎

大
水
害
（
１
９
８
３
年
）。
氾
濫
し
た
中

島
川
で
は
、
上
水
道
用
の
本
河
内
高
部
・

低
部
・
西
山
ダ
ム
の
３
ダ
ム
を
洪
水
調
整

も
行
う
多
目
的
ダ
ム
に
切
り
替
え
る
改
築

が
行
わ
れ
た
が
、
中
島
川
自
体
の
流
量
は

大
き
く
は
増
や
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
。

　

東
京
、
大
阪
な
ど
大
都
市
で
は
治
水
上

の
弱
点
克
服
の
た
め
、
大
規
模
な
地
下
分

水
路
や
地
下
貯
水
池
の
建
設
が
行
わ
れ
、

東
京
・
神
田
川
（
隅
田
川
の
支
流
）
の
よ

う
に
、
谷
間
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
、
河
床
を

深
く
掘
り
下
げ
、
洪
水
処
理
流
量
を
増
や

そ
う
と
し
て
い
る
。

　

豪
雨
だ
け
で
な
く
、
洪
水
時
に
満
潮
が

重
な
る
と
、
海
面
上
昇
に
よ
っ
て
、
浸
水

被
害
は
拡
大
。
高
潮
被
害
、
津
波
被
害
も

重
な
っ
て
い
る
。
ダ
ム
な
ど
の
建
設
に

よ
っ
て
海
岸
線
に
運
ば
れ
る
砂
の
量
が
減

り
、
海
岸
線
が
後
退
、
砂
浜
が
痩
せ
て
き

て
い
る
現
象
も
。

　

一
方
で
埋
め
立
て
な
ど
で
都
市
が
海
に

張
り
出
し
、
水
の
つ
か
り
や
す
い
低
地
で

の
開
発
も
進
ん
だ
。「
川
幅
を
広
く
、
河

床
を
深
く
す
る
河
川
改
修
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
。
総
合
治
水
の
考
え
を
取
り
入

れ
、都
市
で
の
土
地
利
用
規
制
が
必
要
だ
。

河
川
だ
け
を
独
立
し
て
考
え
る
の
で
は
な

く
地
下
調
整
池
の
建
設
等
、
都
市
行
政
部

門
と
の
話
し
合
い
な
ど
行
政
の
連
携
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
し
、
住
民
へ
の
情
報
提

供
か
ら
早
期
避
難
な
ど
ソ
フ
ト
面
も
含
め

た
総
合
的
な
治
水
施
策
が
求
め
ら
れ
る
」

�

（
高
橋
氏
）。

 

総
合
治
水
へ
の
転
換 

　

総
合
治
水
の
流
れ
は
河
川
法
改
正

（
１
９
９
７
）
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
住

民
参
加
、
環
境
重
視
か
ら
流
域
治
水

（
２
０
０
０
年
、
河
川
審
議
会
答
申
）
に

よ
っ
て
「
新
し
い
形
の
水
害
」
に
対
処
す

　

筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
の
事
務
局

長
・
鍋
田
康
成
さ
ん
（
64
）
は
昭
和
28

年
の
筑
後
川
大
水
害
の
証
言
を
残
す

た
め
写
真
展
を
開
催
。「
写
真
だ
け
で

は
、
生
の
現
実
が
分
か
り
づ
ら
い
」
の

で
、
来
場
者
に
当
時
の
写
真
を
見
て
記

憶
を
書
き
残
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。「
体
験
し
た
皆
さ
ん
は

高
齢
者
と
な
り
、
生
の
証
言

が
年
々
得
に
く
く
な
っ
て
い

る
。
絶
対
、
き
ち
ん
と
残
さ

な
い
と
い
け
な
い
」。
写
真
展

と
同
時
に
「
伝
え
る
会
」
も

開
催
、
出
来
る
だ
け
多
く
の

証
言
を
残
す
努
力
を
重
ね
て

い
る
。「
展
示
し
た
写
真
の
上

に
、
証
言
者
に
そ
の
思
い
や
、

当
時
の
記
憶
を
自
由
に
書
け

る
よ
う
に
、
メ
モ
を
写
真
の

上
か
ら
張
っ
て
よ
い
こ
と
に

し
て
い
ま
す
」

　

九
州
国
立
博
物
館
で
写
真

展
を
開
い
た
時
の
こ
と
。
１

枚
の
写
真
の
前
で
何
組
も
の

家
族
が
記
念
撮
影
を
し
て
い

る
。
28
年
筑
後
川
大
水
害
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
安
武
水

門
が
復
旧
完
成
し
た
時
の
記

念
の
集
合
写
真
。
水
門
を
中

心
に
、
市
の
幹
部
や
保
安
隊
、
そ
し
て

多
く
の
地
元
民
が
、
両
手
を
上
げ
て
万

歳
を
し
て
い
る
。
ど
の
顔
も
喜
び
に
あ

ふ
れ
て
い
る
。「
こ
の
写
真
の
中
に
、

私
が
い
る
ん
で
す
。
ほ
ら
、
こ
こ
に
」

と
指
さ
す
人
。
鍋
田
さ
ん
は
筑
後
川
が

も
た
ら
す
水
害
の
悲
劇
、
復

興
の
喜
び
、
そ
れ
を
含
め
て

筑
後
川
と
共
に
人
生
を
生
き

て
行
く
流
域
の
人
び
と
を
見

る
。

　
「
水
害
を
始
め
、
筑
後
川
に

は
語
り
継
ぐ
べ
き
こ
と
、
風

化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
こ
と

が
沢
山
あ
る
の
で
す
」。
鍋
田

さ
ん
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

で
水
害
当
時
の
写
真
を
見
せ

な
が
ら
、
集
め
た
証
言
を
紹

介
、
臨
場
感
あ
る
「
語
り
部
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
ま
た
筑
後
川
流
域
連

携
倶
楽
部
（
駄
田
井
正
理
事

長
）
は
２
０
０
６
年
「
筑
後

川
の
な
つ
か
し
い
写
真
」
を

募
集
、
４
０
０
点
を
選
定
し

て
写
真
展
を
開
き
、
写
真
集

「
筑
後
川
・
河
童
の
思
い
出
」

と
し
て
出
版
し
て
い
る
。

鍋
田
氏

○
昭
和
25
年
生
ま
れ
、
久
留
米
市
出

身
。
地
域
み
ら
い
計
画
研
究
所
代
表
取

締
役
。

筑後川の「語り部」
風化させてはならない「川の記憶」

鍋田康成氏
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る
た
め
、
浸
水
し
や
す
い
地
域
で
の
土
地

利
用
の
規
制
に
ま
で
ふ
み
込
ん
で
い
る
。

「
無
秩
序
な
開
発
は
常
に
新
型
水
害
の
温

床
に
な
る
」（
高
橋
氏
）
と
の
考
え
方
か

ら
だ
。
都
市
防
災
の
た
め
に
整
備
さ
れ
て

い
る
地
下
分
水
路
や
地
下
貯
水
池
の
建
設

に
は
膨
大
な
予
算
が
必
要
に
な
る
。
と
同

時
に
、
都
市
住
民
か
ら
川
を
遠
ざ
け
、
親

水
性
を
失
い
、
洪
水
へ
の
警
戒
心
、
対
処

の
知
恵
も
薄
れ
さ
せ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ

る
。

　

洪
水
に
幾
度
も
見
舞
わ
れ
て
き
た
流
域

で
は
多
く
の
人
が
、
経
験
知
を
持
っ
て
い

る
。
洪
水
は
連
続
高
堤
防
だ
け
で
は
防
げ

な
い
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
鹿
児
島
市
。
城

下
を
流
れ
る
甲
突
川
は
町
の
発
展
と
共
に

そ
の
流
路
を
変
更
、
河
川
改
修
を
重
ね
て

き
た
が
、
甲
突
川
の
右
岸
は
水
田
地
帯
と

し
、
洪
水
時
に
は
右
岸
側
に
水
を
溢
れ
さ

せ
、
左
岸
側
の
城
下
町
を
洪
水
か
ら
守
っ

て
き
た
。
五
石
橋
を
か
け
た
岩
永
三
五
郎

は
「
流
れ
な
い
橋
」
の
建
設
技
術
だ
け
で

な
く
、
川
の
働
き
全
体
を
観
察
し
て
、
事

業
を
進
め
て
い
る
。

　

上
流
が
氾
濫
す
る
と
、
下
流
の
流
量
は

下
が
り
、
洪
水
は
抑
制
さ
れ
る
。
薩
摩
川

内
市
な
ど
市
街
地
が
多
い
川
内
川
下
流
の

洪
水
を
防
ぐ
た
め
、
堤
防
な
ど
河
川
改
修

は
下
流
域
か
ら
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
改

修
工
事
が
上
流
に
及
ぶ
に
つ
れ
、
下
流
域

の
洪
水
流
量
は
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
た
め
下
流
域
住
民
と
上
流
域
住
民
と

が
、
時
に
対
立
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

平
成
18
年
の
水
害
後
の
激
甚
対
策
事
業

で
は
、
川
内
川
上
、
中
流
に
輪
中
堤
、
遊

水
池
や
か
す
み
堤
、
住
宅
の
か
さ
上
げ
な

ど
多
様
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
平
成

24
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
氾
濫
し
た
矢
部

川
で
は
廻
水
路
が
沢
か
ら
の
流
水
を
あ
る

程
度
、
受
け
止
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
一

方
で
「
モ
タ
セ
」
と
呼
ば
れ
る
貯
流
量
を

小
さ
い
な
が
ら
分
担
す
る
上
流
の
棚
田
や

堰
が
洪
水
に
耐
え
き
れ
ず
崩
壊
し
て
下
流

の
被
害
を
大
き
く
し
た
と
も
み
ら
れ
て
い

る
。
流
域
に
「
モ
タ
セ
」
を
数
多
く
造
る

土
地
の
余
裕
が
あ
れ
ば
、
下
流
へ
の
流
量

を
抑
え
る
「
遊
水
」
対
策
が
可
能
に
な
る

が
、
川
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
容
易
に
出
来

な
い
都
市
部
で
は
難
し
い
。

 
都
市
河
川
に
多
様
な
治
水
策
を 

　

鹿
児
島
市
・
甲
突
川
の
場
合
、
右
岸
側

の
都
市
化
が
進
み
、
洪
水
防
御
は
両
岸
の

「
連
続
高
堤
防
」
に
頼
る
ほ
か
な
い
。
大

幅
に
増
え
た
洪
水
流
量
は
、
あ
ふ
れ
出
し

市
街
地
に
浸
水
、
本
川
で
は
武
之
橋
な
ど

石
橋
を
流
失
さ
せ
る
結
果
を
招
い
て
い

る
。
石
橋
が
流
木
な
ど
で
流
れ
を
塞
ぎ

「
ダ
ム
化
」、
洪
水
被
害
を
大
き
く
し
た
と

し
て
、
ま
た
、
川
幅
の
拡
張
、
河
床
の
掘

り
下
げ
な
ど
河
川
改
修
上
の
理
由
か
ら
五

石
橋
は
全
て
撤
去
さ
れ
た
。
長
崎
大
水
害

で
の
眼
鏡
橋
の
現
地
保
存
か
否
か
の
論
議

も
、
都
市
河
川
が
持
つ
困
難
さ
か
ら
生
ま

れ
て
い
る
。

　

河
川
改
修
に
難
問
が
多
い
都
市
河
川
で

は
新
た
な
発
想
が
必
要
だ
。
福
岡
市
を
流

れ
る
河
川
は
小
さ
く
、
大
き
な
洪
水
流
量

に
は
河
川
改
修
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

い
。
樋
井
川
の
よ
う
に
、
流
域
に
小
さ
な

遊
水
ポ
ケ
ッ
ト
を
数
多
く
設
け
、
対
応
し

　

地
す
べ
り
、
土
石
流
な
ど
自
然
の

動
き
に
興
味
を
持
っ
て
ル
ポ
「
崩

れ
」
な
ど
を
書
い
た
随
筆
家
、
幸
田
文

（
１
９
０
４―

１
９
９
０
）
は
、
川
に

強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
高
橋
裕
先

生
（
東
京
大
名
誉
教
授
）
は
東
大
時
代
、

幸
田
文
が
講
義
に
訪
れ
た
折
、
そ
の
話

を
聞
い
た
と
い
う
。

　

幸
田
は
東
京
都
墨
田
区
向
島
に
生
ま

れ
て
い
る
か
ら
、
隅
田
川
が
自
宅
の
近

く
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
幸
田

は
「
五
重
塔
」
な
ど
の
作
品

を
残
し
た
文
豪
・
幸
田
露
伴

の
次
女
。
子
供
の
こ
ろ
、
洪

水
が
起
こ
る
と
露
伴
に
連
れ

ら
れ
て
、
隅
田
川
の
「
観
察
」

に
出
か
け
た
。
露
伴
は
し
っ

か
り
と
川
の
表
情
、
流
れ
を

観
察
せ
よ
と
命
じ
た
と
い

う
。

　

露
伴
か
ら
「
隅
田
川
は
普

段
は
和
や
か
な
風
情
だ
が
、

い
っ
た
ん
洪
水
と
な
る
と
、

危
険
な
凶
器
に
な
る
。
こ
れ

は
包
丁
と
同
じ
で
あ
る
。
台

所
に
必
須
の
器
具
で
あ
る
が

ひ
と
た
び
強
盗
が
手
に
す
れ

ば
恐
ろ
し
い
凶
器
と
な
る
と

説
か
れ
た
と
い
う
」。
高
橋
先
生
は
著

書
「
川
と
国
土
の
危
機
」
の
中
で
そ
う

書
い
て
い
る
。

　

川
内
川
河
口
の
築
堤
に
生
涯
を
か
け

た
薩
摩
藩
の
小
野
仙
右
衛
門
を
思
い
出

し
た
。
築
い
て
は
洪
水
に
壊
さ
れ
る
堤

防
。
人
柱
堤
防
と
ま
で
呼
ば
れ
た
。
追

い
詰
め
ら
れ
た
彼
は
、
川
内
川
の
洪
水

の
流
れ
を
詳
し
く
観
察
す
る
と
い
う
原

点
に
返
っ
た
。
そ
こ
で
洪
水
流
が
、
縄

が
流
れ
る
よ
う
に
流
れ
る
こ

と
か
ら
、
堤
防
に
三
角
形
の

突
堤
を
連
ね
る
形
を
考
え
だ

し
、
築
堤
に
成
功
、
豊
か
な

水
田
を
造
り
だ
し
た
。

　

最
近
は
川
遊
び
が
危
険
だ

と
し
て
、
近
寄
ら
せ
な
か
っ

た
り
、
都
市
の
川
は
暗
渠
と

な
っ
て
、
川
の
表
情
の
変

化
を
知
ら
な
い
子
供
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
子
供
だ
け
で

は
な
い
。
河
川
技
術
者
を
志

す
学
生
た
ち
が
「
川
の
現
場
」

を
見
る
機
会
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
と
も
、
高
橋
先
生
は

嘆
く
。

　

幸
田
文
は
隅
田
川
の
川
面

に
触
れ
ん
ば
か
り
に
枝
を
し

な
ら
せ
て
咲
く
桜
の
趣
が
好

き
で
幾
つ
か
の
随
筆
に
も
書

い
て
い
る
。
そ
の
繊
細
な
観

察
眼
は
、
自
然
と
人
間
へ
の

深
い
洞
察
の
目
と
な
っ
て
い
る
。「
植

物
は
強
い
。
人
間
は
も
っ
と
強
い
。
植

物
が
年
々
う
む
子
種
は
何
千
何
万
だ

し
、
人
間
に
は
知
恵
が
あ
る
」（
幸
田

文
「
崩
れ
」）。
流
域
の
人
び
と
は
川
か

ら
学
ん
だ
知
恵
を
働
か
せ
て
き
た
、
土

木
が
ど
こ
ま
で
も
現
場
主
義
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
自
然
へ
の
観
察
眼

を
大
切
に
し
て
、
知
恵
あ
る
「
技
術
」

を
養
え
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
。（
久

保
平
）

幸田文と隅田川――
川が教える知恵に学ぶ
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よ
う
と
し
て
い
る
。

　

樋
井
川
は
た
び
た
び
氾
濫
、
市
街
地
を

水
浸
し
に
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
上
流
域

の
福
岡
大
学
サ
ッ
カ
ー
場
の
地
下
を
貯
水

場
と
し
て
使
う
な
ど
知
恵
を
絞
っ
た
対
策

が
行
わ
れ
て
い
る
。
都
市
型
の「
モ
タ
セ
」

の
創
造
で
あ
る
。
都
市
で
は
、
局
地
的
な

集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
本
川
へ
の
排
水
が
出

来
ず
内
水
に
よ
る
「
洪
水
」
と
な
り
浸
水

被
害
を
受
け
る
。
ダ
ム
建
設
、河
川
改
修
、

連
続
高
堤
防
な
ど
従
来
手
法
に
こ
だ
わ
ら

な
い
、
多
様
で
、
き
め
細
か
な
治
水
事
業
・

技
術
が
都
市
で
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
高
橋
さ
ん
は
「
現
場
を
見
る―

河
川
を
よ
く
観
察
す
る
」
こ
と
の
重
要
性

を
言
葉
を
強
め
て
言
っ
た
。「
ど
の
川
に

も
個
性
が
あ
る
、
自
然
特
性
が
あ
る
。
歴

史
が
あ
る
。
筑
後
川
水
害
か
ら
６
０
年
。

戦
後
日
本
の
よ
う
に
激
し
い
開
発
が
進
ん

だ
河
川
地
域
で
は
、
川
は
年
々
、
変
化
す

る
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
象
異
変
も
進

む
。
そ
の
川
の
こ
れ
ま
で
の
洪
水
状
況
の

変
化
と
治
水
事
業
の
進
展
、
そ
の
両
者
の

関
係
性
を
長
期
的
視
点
で
、現
場
で
観
察
、

観
測
、
計
測
す
る
こ
と
な
し
に
は
本
質
に

は
迫
れ
な
い
」。
高
橋
さ
ん
は
研
究
の
原

点
と
な
っ
た
熊
本
・
小
国
森
林
観
測
所
の

上
野
さ
ん
の
信
条
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の

河
川
技
術
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調

し
た
。

　
「
私
も
１
９
５
３
年
の
大
水
害
が
な
け

れ
ば
、
こ
ん
な
に
深
く
筑
後
川
と
共
に
数

奇
な
河
川
経
験
を
味
わ
う
こ
と
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
し
、
私
の
河
川
観
に
徹
底
的

と
も
い
え
る
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
な

　

筑
後
川
と
宝
満
川
の
中
ほ
ど
、
二
階

建
て
の
民
家
に
、「
古
賀
河
川
図
書
館
」

の
看
板
が
立
て
か
け
て
あ
る
。
扉
を
開

け
る
と
ど
の
部
屋
も
本
が
ぎ
っ
し
り
。

階
段
の
両
側
に
も
並
べ
て
あ
る
。
古
賀

邦
雄
さ
ん
（
70
）
が
50
年
近
く
に
渡
っ

て
、
個
人
的
に
集
め
て
き
た

全
国
の
河
川
に
関
連
す
る
書

籍
、
資
料
類
で
、
も
ち
ろ
ん

筑
後
川
に
関
す
る
も
の
が
一

番
多
い
。

　
「
水
資
源
公
団
（
現
在
の
水

資
源
機
構
）
に
入
り
、
全
国

７
水
系
の
開
発
に
関
わ
り
、

自
然
と
川
関
連
の
本
が
増
え

て
行
き
ま
し
た
」。
上
司
か
ら

収
集
、
整
理
を
言
わ
れ
、
そ

れ
が
き
っ
か
け
で
意
識
的
に

集
め
始
め
た
。
川
の
資
料
は

そ
の
地
に
行
か
な
け
れ
ば
な

か
な
か
手
に
入
ら
な
い
。
図

書
館
で
の
閲
覧
も
そ
う
だ
。

転
勤
で
各
地
を
回
っ
た
が
、

個
人
的
に
も
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
図
書
館
を
ま
わ
り
、

古
本
屋
を
の
ぞ
き
、
収
集
に

歩
い
た
。

　
「
最
近
は
、
専
門
書
ま
で
扱

う
古
本
屋
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
、
寂
し
く
な
り
ま
し
た
」。

と
同
時
に
、
収
集
も
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
古
賀
さ
ん
の

河
川
図
書
館
は
貴
重
な
存
在
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
筑
後
川
に
学
生
時
代

か
ら
関
心
を
持
っ
て
い
る
高
橋
裕
さ

ん
（
東
大
名
誉
教
授
）
や
高
橋
和
雄
さ

ん
（
長
崎
大
名
誉
教
授
）
を
始
め
、
多

く
の
研
究
者
、
技
術
者
と
の
親
交
が

あ
る
。「
年
間
１
５
０
人
く
ら
い
の
方

が
、
こ
こ
に
資
料
探
し
に
お
い
で
に

な
り
ま
す
。
学
生
も
卒
論
を
書
く
た

め
に
、
借
り
出
し
て
ゆ
き
ま
す
」。
研

究
者
が
「
う
ろ
う
ろ
資

料
を
探
し
歩
か
ず
、
ま

ず
、
こ
こ
に
来
れ
ば
よ

か
っ
た
」
と
言
っ
て
く

れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

だ
。
収
集
し
た
本
、
資

料
は
約
１
万
。
平
成
６

年
に
は
関
係
文
献
集
を

出
版
、
文
献
研
究
会
も

主
宰
し
て
い
る
。

　

古
賀
さ
ん
の
信
条

は
、「
ま
ず
、
現
地
を

歩
く
」
こ
と
だ
。
川
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が

あ
り
、
そ
の
個
性
が
流

域
の
風
土
、
文
化
を
創

り
、
人
を
育
て
る
。
例

え
ば
、
古
賀
さ

ん
が
愛
し
て
や

ま
な
い
筑
後

川
。
川
が
運
ん

だ
土
砂
で
有
明

海
に
広
大
な
干

潟
が
生
ま
れ
、
満
潮
時
に
は

約
28
㎞
も
、
川
を
潮
が
さ
か

の
ぼ
り
、
流
域
の
農
民
は
「
あ

お
取
水
」
と
い
う
独
特
の
灌

漑
法
を
生
み
出
す
。
柳
川
の

掘
割
は
美
し
い
水
郷
の
景
観

を
生
み
出
し
て
い
る
。
流
域

の
文
化
も
豊
か
だ
。
そ
う
し
た
川
と
人

の
営
み
は
現
地
に
立
た
な
け
れ
ば
分
か

ら
な
い
。
本
の
収
集
も
、
川
へ
の
理
解

も
「
ま
ず
現
地
に
足
を
運
ぶ
こ
と
か
ら

始
ま
る
の
で
す
」。

古
賀
邦
夫
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

○
昭
和
19
年
２
月
生
ま
れ
。
大
牟
田
出

身
。
西
南
学
院
大
学
か
ら
水
資
源
公
団

に
入
り
江
川
ダ
ム
、
福
岡
導
水
な
ど
に

携
わ
り
、
大
山
ダ
ム
建
設
工
事
事
務
所

副
所
長
で
退
職
。
す
ぐ
筑
紫
野
市
で
河

川
図
書
館
を
開
館
、
１
年
後
、
筑
後
川

の
そ
ば
に
移
っ
て
き
た
。
平
成
26
年
５

月
、
日
本
河
川
協
会
か
ら
「
河
川
文
化

に
関
す
る
」
河
川
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
。
主
宰
す
る
古
賀
河
川
図
書
館

の
所
在
地
は
久
留
米
市
高
野
２―

６―

３
。

「まず、現地に足を運ぶ」
私立「河川図書館」づくり
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か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
私
の
河
川
人
生
を
変

え
た
大
水
害
で
あ
っ
た
。こ
こ
に
改
め
て
、

私
の
河
川
観
を
培
っ
た
筑
後
川
に
感
謝
し

た
い
」（
著
書
「
社
会
を
映
す
川
」）

高
橋
裕
氏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
２
７
年
１
月
28
日
生
ま
れ
。
東
京
大

学
第
２
工
学
部
土
木
工
学
科
卒
業
。
フ
ラ

ン
ス
留
学
を
経
て
、
東
京
大
学
教
授
。
芝

浦
工
業
大
学
教
授
。
土
木
学
会
・
土
木
学

会
誌
編
集
委
員
会
委
員
長
、
土
木
史
研
究

会
委
員
長
、
１
９
９
０
年
ユ
ネ
ス
コ
Ｉ
Ｈ

Ｐ
政
府
間
理
事
会
副
議
長
、
河
川
審
議
会

委
員
、
国
際
連
合
大
学
上
席
学
術
顧
問
な

ど
を
務
め
た
。
河
川
工
学
、
水
文
学
、
土

木
史
が
専
門
。
東
京
大
学
名
誉
教
授
。

　

昭
和
28
年
筑
後
川
大
水
害
に
遭
遇
、

災
害
対
処
、
復
旧
、
そ
し
て
下
筌
ダ
ム

を
は
じ
め
と
す
る
筑
後
川
治
水
計
画
作

成
ま
で
、
陣
頭
指
揮
を
執
っ

た
河
川
技
術
者
が
い
る
。
田

中
寛
二
氏
。
九
州
地
方
建
設

局
・
筑
後
川
工
事
事
務
所
所

長
を
昭
和
24
年
か
ら
同
31
年

ま
で
７
年
間
務
め
た
。
異
例

の
長
さ
だ
が
、
昭
和
30
年
３

月
、
計
画
し
た
復
旧
工
事
を

終
え
る
ま
で
、
土
木
技
術
者

と
し
て
の
責
任
を
全
う
し

た
。
翌
32
年
新
し
い
治
水

計
画
が
出
来
た
が
、
田
中
は

全
精
力
を
こ
れ
に
つ
ぎ
込
ん

だ
。
現
在
、
筑
後
川
河
川
事

務
所
（
久
留
米
市
高
野
）
に

災
害
復
旧
記
念
碑
が
あ
り
、

田
中
が
碑
文
を
書
い
て
い

る
。

　

筑
後
川
の
改
修
工
事
は
大

正
12
年
、
同
工
事
事
務
所
開

設
以
来
、
30
年
間
に
わ
た
っ

て
続
け
ら
れ
、
当
初
治
水
計

画
の
75
％
が
完
成
し
た
と
こ

ろ
で
、
昭
和
28
年
大
洪
水
と

な
り
、
決
壊
し
た
堤
防
26
カ
所
、
延
長

73
㎞
に
及
ん
だ
。

　

碑
文
に
よ
る
と
「
こ
の
災
害
復
旧

工
事
は
築
堤
延
長
40
㎞
、
そ
の
土
工

量
１
５
０
万
㎥
そ
の
面
積
34
万
㎡
で

あ
り
、
こ
れ
に
要
し
た
資
材
は
主
な

も
の
だ
け
で
３
万
４
０
０
０
ｔ
木
材

５
万
１
０
０
０
石
鋼
材
４
７
０
ｔ
の
ほ

か
割
石
玉
石
17
万
４
０
０
０
㎥
等
膨
大

な
数
字
と
な
り
労
務
者
延
２
５
０
万
人

人
工
30
億
円
に
達
し
た
」（
原
文
）
と

い
う
。
復
旧
の
た
め
の
大
量
の
資
材
集

め
、
労
務
者
の
確
保

な
ど
指
揮
官
と
し
て

の
田
中
の
苦
労
は
続

い
た
。

　

そ
の
中
で
も
３
連

水
車
近
く
の
「
朝
倉

堤
防
」(

筑
後
川
右

岸
・
田
中
堤)

が
約

６
０
０
ｍ
に
わ
た
っ

て
ズ
タ
ズ
タ
に
決
壊

し
た
。「
戦
後
の
洪

水
で
こ
れ
ほ
ど
堤
防

が
決
壊
し
た
の
は
、

利
根
川
を
上
回
り
、

先
例
が
な
か
っ
た
。

下
流
で
の
決
壊
で
は

な
い
か
ら
、
水
の
勢

い
も
強
く
、
水
量
も

大
き
く
被
害
を
甚
大

に
し
た
」（
高
橋
裕

東
大
名
誉
教
授
）。

「
集
落
、水
田
、悉
（
こ

と
ご
と
）
く
濁
流
に

呑
ま
れ
一
面
泥
海
と

化
す
」
と
地
元
の
記
録
に
あ
る
。
家
屋

流
失
、
倒
壊
、「
一
瞬
に
し
て
衣
食
住

を
奪
わ
れ
た
が
」
そ
の
復
旧
工
事
は
地

域
民
「
老
若
男
女
」
が
協
力
し
て
引
堤

し
、
堤
防
復
旧
に
努
め
、
美
田
を
回
復

し
た
。

　

田
中
は
自
ら
考
案
し
た
郵
便
ポ
ス
ト

型
の
水
制
（
ポ
ス
ト
水
制
）
を
並
べ
て

洪
水
時
の
強
い
流
れ
か
ら
復
旧
し
た
堤

防
を
守
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
完

成
し
た
堤
防
の
上
で
喜
び
合
う
人
た
ち

の
笑
顔
が
並
ぶ
写
真
が
残
っ
て
い
る
。

田
中
を
先
頭
と
し
た
行
政
と
地
元
民
の

協
働
が
成
し
遂
げ
た
堤
防
復
旧
で
、
高

橋
裕
東
大
名
誉
教
授
ら
が
称
賛
し
て
や

ま
な
い
。

　

碑
文
の
最
後
を
田
中
は
こ
う
締
め
く

く
っ
て
い
る
。

　
「
水
害
は
河
川
の
恩
恵
を
忘
れ
て
天

へ
の
感
謝
の
念
を
怠
っ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
。
寄
っ
て
今
後
ま
す
ま
す
河
川
を

愛
護
し
、
天
を
敬
い
筑
後
川
百
年
の
大

計
を
果
た
す
改
修
工
事
完
成
に
向
か
っ

て
絶
え
ざ
る
力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
う

も
の
で
あ
る
」

　

田
中
は
後
に
、
建
設
省
九
州
地
方
建

設
局
長
を
務
め
て
い
る
。
敬
称
略

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
人

水害は天への感謝の念を
怠ったころにやってくる

堤防復旧のシンボル「田中堤」

コ
ラ
ム
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
⑦
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筑
後
川
の
本
格
改
修
工
事
は
、
内
務
省

技
師
・
石
黒
五
十
二
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ

た
、と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
明
治
17
年
、

石
黒
は
筑
後
川
を
管
轄
（
福
岡
、
佐
賀
、

熊
本
、
大
分
４
県
）
す
る
内
務
省
第
６
区

（
久
留
米
）
土
木
監
督
署
巡
視
長
に
任
命

さ
れ
、
着
任
し
た
。
石
黒
の
任
務
は
二
つ

の
河
川
改
修
に
あ
っ
た
。
一
つ
は
「
筑
紫

次
郎
」
と
呼
ば
れ
、
全
国
的
に
も
有
名
な

こ
の
暴
れ
川
の
洪
水
調
整
・
治
水
工
事
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
河
口
の
若
津
港
の
水

深
を
深
く
し
、
大
型
貨
物
船
の
出
入
港
を

可
能
に
す
る
た
め
の
導
流
堤
の
建
設
で
あ

る
。
若
津
港
は
筑
紫
平
野
産
出
の
米
の
出

荷
港
で
あ
り
、
若
松
港
、
博
多
港
に
倍
す

る
出
荷
金
額
を
誇
っ
て
い
た
。
第
１
次
改

修
計
画
に
よ
る
国
直
轄
の
導
流
堤
工
事
は

着
々
と
進
み
、
明
治
23
年
に
は
「
デ
レ
ー

ケ
導
流
堤
」
と
し
て
完
工
し
た
。
一
方
、

洪
水
調
整
の
た
め
の
改
修
は
地
方
負
担
で

あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
遅
々
と
し
て
進
ま

ず
、
こ
の
間
、
明
治
18
、
22
年
と
た
て
続

け
に
２
回
の
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
石

黒
が
提
起
し
た
と
さ
れ
る
計
画
高
水
流
量

を
定
め
た
画
期
的
な
第
２
次
改
修
計
画
を

一
つ
の
区
切
り
に
石
黒
は
本
省
へ
転
任
、

流
域
住
民
は
頼
む
べ
き
人
を
失
い
「
誠
に

残
念
な
次
第
」
と
惜
し
ん
だ
。

　

石
黒
が
作
っ
た
「
流
れ
」
に
従
っ
て
行

わ
れ
た
洪
水
調
整
の
た
め
の
近
代
的
河
川

改
修
は
筑
後
川
全
川
に
渡
っ
て
行
わ
れ
、

流
域
は
小
康
を
得
た
も
の
の
、
大
正
10
年

の
大
水
害
を
受
け
、
同
12
年
か
ら
第
３
次

改
修
計
画
に
基
づ
く
工
事
が
本
格
的
に
行

わ
れ
た
。

 

ま
ず
港
湾
が
「
富
国
の
道
」 

　

明
治
政
府
は
、
治
水
の
た
め
の
河
川
改

修
は
地
方
負
担
、
港
湾
整
備
な
ど
の
た
め

の
改
修
は
全
額
国
庫
負
担
と
す
る
基
本
方

針
を
持
っ
て
い
た
。
国
家
と
し
て
、ま
ず
、

殖
産
興
業
の
た
め
社
会
イ
ン
フ
ラ
（
交
通

基
盤
）
の
整
備
を
最
優
先
し
て
「
富
国
」

の
道
を
急
い
だ
の
で
あ
る
。
特
に
、道
路
、

鉄
道
な
ど
陸
上
交
通
が
未
整
備
だ
っ
た
明

治
初
期
は
、
港
湾
が
物
流
の
主
力
で
あ
っ

た
。
明
治
６
年
、
内
務
省
が
設
置
さ
れ
、

以
来
、
土
木
行
政
を
掌
握
、
直
轄
の
河
川

改
修
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
中
で
有
明
海
に
注
ぐ
筑
後
川
の
河

口
（
大
川
市
）
の
若
津
港
は
米
穀
積
み
出

し
港
と
し
て
江
戸
末
期
か
ら
発
展
、
明
治

初
期
か
ら
木
材
、
木
工
業
や
醸
造
業
は
じ

め
造
船
、
セ
メ
ン
ト
、
金
融
業
が
進
出
あ

る
い
は
創
業
さ
れ
集
積
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
れ
に
伴
っ
て
、
海
運
業
、
鉄
道
網
も
充

実
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
性
を
高
め
た
九
州
の

拠
点
港
と
し
て
成
長
し
た
。
深
川
家
、
伊

丹
家
な
ど
「
佐
賀
・
大
川
財
閥
」
と
呼
ば

れ
る
地
方
実
業
家
群
を
誕
生
さ
せ
、
繁
栄

を
誇
っ
て
い
た
。

　

企
業
集
積
、
貨
物
船
の
大
型
化
な
ど
に

よ
っ
て
、
若
津
港
の
強
化
が
強
く
求
め
ら

れ
た
。
そ
の
柱
と
し
て
「
デ
レ
ー
ケ
導
流

堤
」
が
建
設
さ
れ
、
２
０
０
０
ｔ
級
の
大

型
貨
物
船
の
寄
港
が
可
能
に
な
り
、
若
津

港
飛
躍
の
基
盤
は
整
備
さ

れ
た
。
昭
和
初
期
に
至
る

ま
で
、
三
池
、
三
角
港
と

並
ん
で
九
州
の
中
心
的
な

港
と
し
て
栄
え
る
こ
と
に

な
る
。

　

殖
産
興
業
の
強
力
な
推

進
に
よ
る
河
口
地
域
の
発

展
と
は
対
照
的
に
、
筑
後

川
の
繰
り
返
さ
れ
る
氾
濫

に
よ
っ
て
、
命
の
危
険
に

さ
ら
さ
れ
、
田
畑
、
財
産
を
失
う
流
域
住

民
は
治
水
の
た
め
の
河
川
改
修
の
優
先
を

願
っ
て
い
た
。
し
か
し
、「
治
水
」
事
業

は
地
方
負
担
と
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
膨
大

な
事
業
費
を
巡
っ
て
福
岡
、
佐
賀
両
県
議

会
で
対
立
が
起
こ
り
、
国
直
轄
に
よ
る
工

事
を
求
め
る
陳
情
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
こ

の
間
、
筑
後
川
の
大
水
害
と
呼
ば
れ
る
明

治
22
年
、
大
正
10
年
洪
水
は
甚
大
な
被
害

を
流
域
に
与
え
、
そ
の
た
び
に
改
修
計
画

は
見
直
さ
れ
た
。
そ
れ
以
外
の
年
も
大
き

な
洪
水
が
続
い
て
い
た
。「
筑
後
川
の
歩

み
」（
筑
後
川
改
修
期
成
同
盟
会
）
に
よ

る
と
、
内
務
省
設
置
の
翌
年
・
明
治
７
年

か
ら
同
39
年
ま
で
の
32
年
間
の
洪
水
発
生

の
年
は
14
年
（
複
数
回
の
年
も
あ
る
）、

２
・
４
年
に
一
回
の
発
生
で
あ
る
。
大
正

時
代
の
発
生
年
は
３
年
回
、
昭
和
で
は
同

19
年
ま
で
に
、同
８
年
回
に
及
ん
で
い
る
。

　

治
水
の
た
め
の
河
川
改
修
は
地
方
負
担

と
言
わ
れ
て
も
、
貧
弱
な
財
政
の
地
方
自

治
体
に
は
背
負
い
き
れ
な
い
重
荷
で
あ
っ

た
。
洪
水
が
頻
発
す
る
流
域
自
治
体
の
財

政
基
盤
は
弱
体
化
が
進
み
、
改
修
事
業
を

進
め
る
技
術
力
も
な
か
っ
た
。
第
１
期

プロジェクト九州

第1節②
治水のパイオニア
―石黒五十二
筑後川の利水と治水

筑
後
川
治
水
の
パ
イ
オ
ニ
ア―

石
黒
五
十
二

デ
レ
ー
ケ
導
流
堤
で
「
そ
だ
沈
床
」

画
期
的
な
計
画
高
水
流
量
の
導
入

約６㎞にわたるデレーケ導流堤―100年後の
今も、機能し続けている「貴重な遺産」だ。
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改
修
計
画
（
明
治
20―

28
年
・
総
額
約

１
２
０
万
円
）
で
は
導
流
堤
な
ど
の
工
事

予
算
約
64
万
円
は
全
額
国
庫
負
担
、一
方
、

治
水
関
連
工
事
は
約
55
万
円
で
全
額
地
方

負
担
。
例
え
ば
、
佐
賀
県
の
当
時
の
年
間

予
算
は
約
33
万
円
程
度
に
過
ぎ
ず
、
負
担

能
力
は
限
ら
れ
て
い
た
。
福
岡
・
佐
賀
議

会
、
流
域
住
民
は
国
直
轄
に
よ
る
河
川
改

修
を
求
め
、
陳
情
を
繰
り
返
し
た
。

 

ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
レ
ー
ケ
の
活
躍 

　

明
治
初
期
の
内
務
省
の
直
轄
工
事
は
あ

く
ま
で
水
制
と
護
岸
工
事
に
よ
る
港
湾
航

路
の
整
備
に
主
力
が
置
か
れ
た
。
技
術
導

入
の
た
め
明
治
５
年
、
６
年
と
相
次
い
で

５
人
の
オ
ラ
ン
ダ
土
木
技
術
者
を
招
い

た
。
そ
の
中
に
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
レ
ー
ケ

（
１
８
４
２―

１
９
１
３
）の
名
前
が
あ
っ

た
。
現
場
経
験
豊
か
な
デ
レ
ー
ケ
は
着
任

直
後
か
ら
、
精
力
的
に
働
い
た
。
ま
ず
取

り
組
ん
だ
の
が
大
阪
・
淀
川
と
利
根
川
で

の
港
湾
整
備
・
導
流
堤
建
設
。
オ
ラ
ン
ダ

で
そ
の
工
法
、
技
術
が
発
達
し
た
、
軟
弱

な
堆
積
層
に
基
礎
を
築
く「
そ
だ
沈
床
工
」

を
指
導
、
導
流
堤
を
完
成
さ
せ
た
。

　
「
そ
だ
沈
床
工
」
は
ク
ヌ
ギ
や
カ
シ
の

枝
を
シ
ュ
ロ
縄
で
束
ね
て
、
格
子
状
に
組

み
、
そ
の
上
に
石
を
乗
せ
て
沈
設
、
干
拓

堤
防
や
護
岸
の
基
礎
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
で

発
達
し
た
技
術
。
デ
レ
ー
ケ
は
、宇
治
川
、

利
根
川
次
い
で
信
濃
川
、
木
曽
川
の
改
修

を
指
導
、
そ
し
て
同
16
、
17
年
に
は
筑
後

川
流
域
を
視
察
、
導
流
堤
建
設
を
含
む
改

修
計
画
原
案
の
立
案
に
入
っ
て
い
る
。

　

２
回
目
の
デ
レ
ー
ケ
視
察
と
な
っ
た
同

17
年
に
石
黒
が
久
留
米
に
着
任
（
第
六

監
督
署
）、
筑
後
川
改
修
に
着
手
し
て
い

る
。
そ
れ
ま
で
に
デ
レ
ー
ケ
は
全
国
８
カ

所
で
導
流
堤
建
設
（
全
体
で
14
河
川
）
を

指
導
し
て
お
り
、
石
黒
の
導
流
堤
設
計
も

デ
レ
ー
ケ
の
指
導
に
沿
っ
た
も
の
に
な
っ

た
。
有
明
海
の
大
き
な
干
満
に
よ
る
泥
土

の
堆
積
が
大
き
い
筑
後
川
で
、
か
つ
て
な

い
最
長
の
約
６
㎞
の
長
大
な
「
デ
レ
ー
ケ

導
流
堤
」
を
完
成
（
明
治
23
年
）
さ
せ
、

若
津
港
に
大
型
貨
物
船
の
出
入
港
を
可
能

に
し
て
い
る
。
石
黒
の
英
国
で
の
実
地
修

練
で
鍛
え
た
技
術
力
と
デ
レ
ー
ケ
の
合
作

と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

 

後
回
し
の
治
水
事
業 

　

石
黒
が
設
計
し
た
「
導
流
堤
」
な
ど
筑

後
川
河
口
の
若
津
港
の
河
川
改
修
・
整
備

が
進
む
中
、
石
黒
着
任
の
翌
年
、
明
治
18

年
発
生
し
た
大
洪
水
は
日
田
地
方
か
ら
久

留
米
市
・
佐
賀
地
方
ま
で
及
ぶ
広
域
か

つ
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。
そ
の
惨
状

に
、
石
黒
は
内
務
省
に
提
出
し
た
筑
後
川

改
修
意
見
書
に
「
氾
濫
し
た
る
反
別
は

一
万
九
千
町
歩
、
こ
れ
を
石
に
直
せ
ば

二
十
万
石
な
り
」
と
そ
の
被
害
の
大
き
さ

と
治
水
事
業
の
必
要
性
を
強
く
述
べ
て
い

る
。

　

石
黒
は
も
と
も
と
土
木
技
術
者
と
し
て

港
湾
整
備
・
利
水
事
業
だ
け
で
な
く
、
治

水
事
業
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
そ

の
た
め
に
は
正
確
な
水
位
測
定
が
重
要
と

考
え
、
中
流
域
の
瀬
下
で
量
水
測
定
を
始

め
た
。「
観
測
小
屋
」を
作
り
、３
６
５
日
、

１
時
間
ご
と
に
測
定
、記
録
す
る
も
の
で
、

そ
の
後
の
改
修
計
画
の
基
礎
と
な
る
水
位

の
変
遷
の
観
測
記
録
と
な
っ
た
。
近
代
洪

水
年
表
（
筑
後
川
改
修
期
成
会
）
に
は
明

治
７
年
以
来
、
昭
和
19
年
ま
で
の
25
回
の

洪
水
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
明
治
18
年
洪

水
の
瀬
下
で
の
水
位
７
・
72
ｍ
が
記
録
さ

れ
た
の
を
ス
タ
ー
ト
に
、
洪
水
ご
と
の
同

22
年
８
・
62
ｍ
、
大
正
10
年
７
・
11
ｍ
な

ど
各
洪
水
の
克
明
な
水
位
記
録
が
残
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
石
黒
の
時
代
の
治
水
の
た
め

の
第
１
期
改
修
工
事
は
部
分
的
、
か
つ
初

期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
①
堤
防
内
の
樹

木
を
切
る
な
ど
障
害
物
の
除
去
②
蛇
行
が

ひ
ど
い
屈
曲
部
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
す
る

分
水
路
の
開
削
な
ど
で
、
中
心
は
、
河
道

の
屈
曲
の
激
し
い
金
島
、
小
森
野
、
天
建

寺
、坂
口
で
の
４
分
水
路
建
設
に
よ
っ
て
、

洪
水
流
を
本
川
か
ら
分
水
し
て
、
氾
濫
防

止
を
行
う
事
業
だ
っ
た
。

　

明
治
19
年
に
石
黒
が
政
府
に
提
出
し
た

「
筑
後
川
改
修
並
び
に
出
水
防
御
工
事
計

画
意
見
要
略
」
に
は
治
水
の
た
め
の
「
高

水
防
御
工
事
の
如
き
は
全
然
、
地
方
の
経

済
に
委
ね
し
、
そ
の
負
担
に
堪
え
る
範
囲

内
に
お
い
て
施
行
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
」
と

指
摘
、
政
府
に
筑
後
川
改
修
の
政
策
転
換

を
強
く
求
め
て
い
る
。

　

地
元
に
は
な
お
、
不
十
分
だ
と
す
る
異

論
も
あ
っ
た
が
、
内
務
省
は
こ
の
計
画
案

を
了
承
、
明
治
20
年
着
工
、
８
カ
年
計
画

で
洪
水
防
止
の
改
修
を
進
め
た
。
工
事
費

は
福
岡
、
佐
賀
両
県
で
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、負
担
を
巡
っ
て
の
政
争
、

対
立
が
続
き
、
計
画
案
が
県
議
会
で
否
決

さ
れ
る
な
ど
、
治
水
事
業
は
大
き
く
は
進

ま
な
か
っ
た
。

 

古
来
、
絶
無
の
大
洪
水 

　

こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

明
治
22
年
７
月
４
日
、「
古
来
絶
無
の
大

洪
水
」（「
筑
後
川
改
修
の
由
来
」
明
治
40

年
出
版
）
が
発
生
し
た
。
梅
雨
前
線
に
よ

る
集
中
豪
雨
で
、
５
日
午
後
２
時
ま
で
の

久
留
米
市
で
の
総
雨
量
は
１
８
４
・
１
㎜
、

旧
宮
の
陣
村
で
の
水
位
は
９
・
62
ｍ
、
洪

水
は
家
屋
の
２
階
天
井
以
上
に
達
し
た
と

い
う
。「
怒
涛
激
浪
、
堤
防
を
決
壊
し
あ

り
は
こ
れ
を
踰
越
し
て
田
圃
に
注
流
す
る

の
景
状
は
、
あ
た
か
も
数
個
の
白
龍
天
を

仰
ぎ
雨
を
の
み
水
を
吹
き
て
相
闘
う
が
ご

と
し
」（
福
岡
県
水
害
史
）
で
、
18
年
洪

水
を
大
き
く
上
回
る
大
被
害
を
出
し
た
。

　

当
時
の
福
岡
日
日
新
聞
は
久
留
米
な
ど

「
１
市
９
郡
は
一
面
の
泥
海
と
な
り
・
各

旧国鉄の昇開橋。若津港に出入りする大型貨物船のために造られ
た。役割を終えた現在も、地元の熱意で、保存されている。
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郡
市
を
通
じ
て
死
者
52
人
、負
傷
者
71
人
」

（
７
月
５
日
）、家
屋
、水
田
は
流
さ
れ
「
炊

き
出
し
７
万
３
２
０
人
」
に
及
ん
だ
、
と

伝
え
て
い
る
。

　

石
黒
は
直
ち
に
新
改
修
計
画
の
策
定
に

入
っ
た
。
綿
密
な
測
量
を
重
ね
て
、
上
流

の
大
山
川
、
玖
珠
川
が
合
流
す
る
日
田
ま

で
は
、
急
こ
う
配
で
流
れ
下
り
、
筑
前
、

筑
後
平
野
に
入
る
と
一
転
、
流
速
は
弱
ま

る
と
い
う
こ
の
「
暴
れ
川
」
の
地
形
特
性

に
応
じ
た
あ
る
べ
き
河
川
改
修
策
を
模

索
，
全
川
に
わ
た
る
治
水
計
画
作
成
に
挑

戦
し
て
い
る
。

　
「
此
の
年
に
於
い
て
遺
憾
な
る
出
来
事

と
云
う
は
石
黒
技
師
が
転
任
す
る
事
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
氏
の
設
計
の
当
初

よ
り
熱
心
に
そ
の
局
に
当
た
り
工
事
も
漸

く
進
む
の
時
に
際
し
斯
か
る
次
第
」（「
筑

後
川
改
修
の
由
来
」）
と
な
っ
た
。
そ
れ

ほ
ど
、
石
黒
に
対
す
る
地
元
の
信
頼
は
厚

か
っ
た
の
で
あ
る
。
石
黒
の
指
導
下
で
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
た
改
修
計
画
、
施
工
が

大
幅
に
遅
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
懸

念
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

石
黒
は
東
京
以
北
の
直
轄
河
川
の
監
督

署
（
第
１
区
か
ら
３
区
ま
で
）
署
長
と
な

り
転
出
、
後
に
内
務
省
技
官
の
ト
ッ
プ
・

技
監
に
ま
で
な
っ
て
、
全
国
の
河
川
改
修

の
指
揮
を
執
っ
て
い
る
。
海
軍
に
移
っ
て

も
佐
世
保
鎮
守
府
の
築
港
責
任
者
と
な
る

な
ど
九
州
と
の
縁
は
深
く
続
い
て
い
る
。

 

引
き
継
が
れ
た
石
黒
の
意
思 

　

明
治
22
年
に
発
生
し
た
大
洪
水
は
、
筑

後
川
改
修
計
画
に
抜
本
的
な
転
換
を
求
め

た
。
そ
の
翌
23
年
、
石
黒
の
転
勤
と
い
う

地
元
に
と
っ
て
「
誠
に
残
念
な
次
第
」
に

な
っ
た
が
、
彼
の
意
思―

舟
運
中
心
の
改

修
か
ら
、
洪
水
防
御
の
た
め
の
改
修
へ
の

重
点
移
行
は
第
２
期
改
修
計
画
に
生
か
さ

れ
る
。

　

そ
れ
ま
で
の
、
河
道
内
の
樹
木
や
石
な

ど
障
害
物
の
除
去
や
、
水
勢
を
抑
え
る
た

め
の
分
水
路
建
設
等
の
部
分
的
な
対
処
か

ら
、
第
２
次
改
修
計
画
は
河
口
か
ら
日
田

近
く
ま
で
の
約
88
㎞
の
築
堤
・
強
化
、
引

堤
な
ど
総
合
的
な
河
川
改
修
を
目
指
す
も

の
で
あ
っ
た
。

　

石
黒
の
意
思
を
引
き
継
い
で
、
同
28
年

（
１
８
９
５
）
に
策
定
さ
れ
た
第
２
次
改

修
計
画
（
８
カ
年
計
画
）
で
は
、
全
川
を

通
じ
て
総
合
的
、
か
つ
一
貫
し
た
洪
水
調

整
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
、

画
期
的
な
の
は
改
修
計
画
の
基
礎
と
し
て

「
計
画
高
水
流
量
」
が
策
定
さ
れ
、
そ
れ

に
基
づ
い
た
近
代
的
な
改
修
工
事
が
翌
29

年
か
ら
実
施
に
入
っ
た
。
計
画
高
水
流
量

の
策
定
は
、
そ
れ
ま
で
の
個
別
事
業
を
行

う
計
画
で
は
な
く
、
築
堤
、
河
床
の
拡
削
、

分
水
路
建
設
な
ど
筑
後
川
改
修
工
事
全
体

に
一
貫
し
た
基
準
を
与
え
、
総
合
性
を
も

た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
２
次
改
修
計
画
は
明
治
18
年
、
同
22

年
洪
水
の
出
水
を
も
と
に
、
計
画
高
水
流

量
を
毎
秒
４
４
５
０
・
９
㎥
と
定
め
た
。

「
こ
の
流
量
は
18
年
出
水
の
時
の
降
雨
に

よ
っ
て
流
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
途
中

で
氾
濫
の
た
め
低
減
さ
れ
た
流
量
を
、
瀬

下
に
お
い
て
、
そ
の
推
移
・
断
面
積
に

よ
っ
て
算
出
し
た
数
値
と
言
わ
れ
て
い

る
」（「
筑
後
川
の
治
水
と
利
水
」）。

　

石
黒
時
代
（
明
治
20
年
）
に
始
ま
っ
た

第
２
期
改
修
計
画
は
同
29
年
着
工
、
36
年

に
一
応
の
完
成
を
見
た
。
工
事
は
そ
れ
ま

で
の
、「
モ
ッ
コ
と
人
力
」
に
よ
る
も
の

か
ら
、
ト
ロ
ッ
コ
や
小
型
の
蒸
気
機
関
車

を
使
う
な
ど
機
械
化
に
よ
っ
て
大
幅
に
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
が
、
日
清
、
日
露
戦

争
に
よ
る
財
政
難
も
あ
っ
て
、
必
ず
し

も
、
は
か
ば
か
し
い
進
展
が
見
ら
れ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
築
堤
が

進
み
、
流
路
が
大

き
く
変
わ
り
、
水

位
、
最
大
流
量
も

下
が
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
筑
後
川

の
安
全
度
は
高
ま
り
、
そ
の
後
、
大
正
10

年
（
１
９
２
１
）
の
大
洪
水
ま
で
の
約
20

年
間
、
か
な
り
被
害
は
軽
減
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

 

戦
争
と
財
政
難
、
そ
し
て―

。 
　

大
正
10
年
、
３
度
目
の
大
水
害
が
発

生
、
第
３
期
改
修
計
画
が
策
定
（
大
正
12

年
）
さ
れ
た
。
そ
の
骨
子
は
①
久
留
米
よ

り
上
流
は
連
続
堤
防
と
し
・
川
幅
も
広
げ

る
②
各
支
流
に
は
水
門
を
設
け
逆
流
を
防

ぐ
③
４
放
水
路
を
開
削
し
て
蛇
行
部
分
を

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
、
本
川
と
す
る―

な
ど

で
12
カ
年
計
画
。
特
に
４
放
水
路
は
旧
川

を
締
め
き
っ
て
、
蛇
行
部
分
を
シ
ョ
ー
ト

カ
ッ
ト
、
筑
後
川
の
総
延
長
は
約
９
㎞
も

短
縮
さ
れ
た
。
し
か
し
財
政
難
を
理
由
に

事
業
費
の
20
％
が
削
減
さ
れ
、
工
期
は
さ

ら
に
６
年
間
も
延
長
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

太
平
洋
戦
争
、
敗
戦
。

　

第
３
期
改
修
計
画
は
戦
後
も
引
き
継
が

れ
、
昭
和
27
年
ま
で
に
築
堤
80
％
、
掘
削

84
％
が
完
成
、
橋
梁
工
事
（
26
％
）
な
ど

を
除
き
、
か
な
り
進
展
、
国
直
轄
河
川
と

し
て
防
災
能
力
は
相
当
程
度
高
ま
っ
た
と

自
信
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
昭

和
28
年
大
水
害
で
の
未
曾
有
の
被
害
は
建

設
省
を
は
じ
め
関
係
者
に
と
っ
て
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
で
あ
り
、
さ
ら
に
抜
本
的
な
改

修
計
画
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

 

ダ
ム
の
時
代
へ 

　

昭
和
32
年
、
建
設
省
は
筑
後
川
治
水
基

かつて繁栄した若津港の面影はほとんど残っていないが、
昇開橋のたもとに、旧国鉄駅の記念碑が枕木で作られている。

計
画
高
水
流
量
の
策
定
へ
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本
計
画
を
策
定
し
た
。
新
改
修
計
画
は
計

画
高
水
流
量
を
こ
れ
ま
で
の
倍
近
い
毎
秒

８
５
０
０
㎥
と
し
、
う
ち
２
５
０
０
㎥

を
松
原
・
下
筌
ダ
ム
の
建
設
に
よ
っ
て

洪
水
調
整
、
下
流
の
計
画
高
水
流
量
を

６
０
０
０
㎥
と
す
る
も
の
で
、
筑
後
川
改

修
工
事
は
新
し
い
ダ
ム
の
時
代
に
入
っ
て

行
っ
た
。

　

筑
後
川
の
治
水
利
水
事
業
は
、
石
黒
の

河
口
港
湾
の
た
め
の
改
修
計
画
に
始
ま
っ

て
、
約
１
３
０
年
、
連
続
堤
防
・
川
幅
拡

張
を
中
心
と
す
る
改
修
、
そ
し
て
ダ
ム
に

よ
る
洪
水
調
整
の
時
代
へ
と
進
ん
で
い
っ

た
。
こ
の
間
も
、次
ぐ
大
洪
水
に
よ
っ
て
、

計
画
高
水
量
を
引
き
上
げ
る
改
訂
を
迫
ら

れ
た
。
大
ダ
ム
の
時
代
を
迎
え
た
昭
和
30

年
代
、
下
筌
ダ
ム
・
蜂
の
巣
城
闘
争
な
ど

上
流
住
民
の
激
し
い
抵
抗
を
受
け
、
福
岡

導
水
・
筑
後
大
堰
建
設
問
題
な
ど
漁
民
の

反
対
な
ど
多
く
の
社
会
的
難
問
に
直
面
。

さ
ら
に
水
質
・
生
態
系
な
ど
自
然
環
境
の

保
護
の
高
ま
り
、
平
成
24
年
の
九
州
北
部

豪
雨
な
ど
「
想
定
外
の
気
候
変
動
」
に
直

面
し
な
が
ら
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
ま

さ
に
、悪
戦
苦
闘
の
１
３
０
年
で
あ
っ
た
。

�

（
敬
称
略
）

石
黒　

五
十
二
（
い
し
ぐ
ろ　

い
そ
じ
、

１
８
５
５―

１
９
２
２
）
氏
略
歴

石
川
県
出
身
。
明
治
11
年
、
東
京
帝
国
大

学
理
学
部
（
土
木
）
卒
、
神
奈
川
県
土
木

課
に
入
り
、
文
部
省
選
抜
で
イ
ギ
リ
ス
留

学
、
実
地
研
修
を
積
み
、
英
土
木
学
会

員
・
帰
国
後
内
務
省
入
省
、
東
大
講
師
も
。

明
治
17
年
、
福
岡
、
熊
本
、
大
分
、
佐
賀

４
県
の
国
直
轄
工
事
を
監
督
（
第
６
区
監

督
署
巡
視
長
）、
筑
後
川
の
改
修
に
貢
献
。

同
23
年
東
京
、
仙
台
、
新
潟
の
土
木
監
督

署
長
に
転
出
、
本
省
技
監
で
退
任
、
海
軍

技
監
に
転
じ
た
。
退
官
後
は
三
池
築
港
会

社
顧
問
と
し
て
大
牟
田
、
若
松
、
門
司
の

築
港
を
指
導
。
貴
族
員
議
員
、
土
木
学
会

会
長
を
務
め
た
。

　
「
雨
の
中
を
運
河
づ
た
い
の
道
路
を

走
っ
た
。
運
河
が
、
地
面
よ
り
上
を
流

れ
て
い
る
の
が
、い
つ
見
て
も
面
白
い
。

地
面
は
、
海
面
下
に
あ
る
。
人
間
の
偉

大
さ
を
知
り
た
け
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
に

く
る
べ
き
か
と
お
も
っ
た
り
し
た
」。

　

司
馬
遼
太
郎
は
「
街
道
を

行
く
・
オ
ラ
ン
ダ
紀
行
」
に

そ
う
書
い
て
い
る
。
海
面
よ

り
低
い
低
平
地
の
こ
の
国

は
、
大
堤
防
を
作
っ
て
、
干

拓
を
進
め
、
国
土
を
作
っ
て

き
た
。「
世
界
は
神
が
作
り
給

う
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
は
オ
ラ

ン
ダ
人
が
創
っ
た
」。
そ
の

間
、
洪
水
や
土
砂
災
害
に
苦

し
み
続
け
、
そ
の
た
め
に
防

災
技
術
を
発
展
さ
せ
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
は
鎖
国
・
日
本

に
あ
っ
て
唯
一
、
交
易
を
認

め
ら
れ
、
欧
米
技
術
の
紹
介

者
と
な
っ
た
国
で
あ
る
。
明

治
新
政
府
が
河
川
改
修
、
港

湾
整
備
、
さ
ら
に
干
拓
堤
防

築
堤
の
た
め
、
ま
ず
オ
ラ
ン

ダ
人
を
「
お
雇
い
外
国
人
」

と
し
て
招
聘
し
た
の
は
、
オ

ラ
ン
ダ
の
技
術
的
実
力
を

知
っ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。

　

来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
技

術
団
の
中
心
人
物
は
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル

ン
。
ド
ー
ル
ン
が
名
指
し
招
聘
し
た
の

が
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
レ
ー
ケ
（
１
８
４
２

―

１
９
１
５
）
だ
っ
た
。
デ
レ
ー
ケ
は

小
学
校
卒
の
４
等
技
師
だ
っ
た
が
、
現

場
叩
き
上
げ
の
デ
レ
ー
ケ
の
技
術
力
、

実
力
を
知
っ
て
い
た
。
大
学
卒
業
の
来

日
技
師
団
の
中
で
は
、
異
色
の
存
在

だ
っ
た
。

　

現
場
主
義
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
デ

レ
ー
ケ
は
、
実
に
よ
く
日
本
各
地
の
河

川
を
歩
い
た
。
そ
の
実
力
が
日
本
人
を

驚
か
せ
た
の
が
、
木
曾
川
三

川
の
改
修
工
事
で
あ
っ
た
。

木
曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐
川

の
改
修
工
事
に
は
、
薩
摩
藩

の
平
田
靭
負
ら
約
千
人
が

「
お
手
伝
い
普
請
」
と
し
て

動
員
さ
れ
、
悲
劇
の
治
水
工

事
と
し
て
今
も
語
り
継
が
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
を
完
成
さ

せ
た
の
が
デ
レ
ー
ケ
で
あ
っ

た
。
山
奥
の
水
源
か
ら
河
口

ま
で
丹
念
に
現
地
調
査
、
流

速
、
流
量
か
ら
割
り
出
し
た

改
修
計
画
で
、
治
水
工
事
を

進
め
、
洪
水
か
ら
流
域
を

守
っ
た
。「
治
水
の
恩
人
」
と

し
て
愛
知
県
・
船
頭
平
公
園

に
デ
レ
ー
ケ
像
が
建
て
ら
れ

て
い
る
。

　

木
曽
川
改
修
以
外
に
も
、

淀
川
、
常
願
寺
川
、
筑
後
川

な
ど
の
改
修
を
指
導
し
て
い

る
。
し
か
し
、
彼
は
起
工
式

に
も
竣
工
式
に
も
招
待
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
筑
後
川
の
「
デ

レ
ー
ケ
導
流
堤
」
の
命
名
は
、
石
黒
た

ち
の
、
せ
め
て
も
の
デ
レ
ー
ケ
へ
の
尊

敬
の
念
の
表
れ
と
考
え
ら
れ
る
。

オランダ―
ヨハネス・デレーケを生んだ国
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消
え
ゆ
く
身
近
な
気
象
観
測
の
た

め
の
百
葉
箱

身
近
な
と
こ
ろ
で
気
象
観
測
用
の
簡
易

な
施
設
と
し
て
百
葉
箱
（
ひ
ゃ
く
よ
う
ば

こ
）
が
あ
っ
た
。
現
代
で
は
何
の
箱
か
知

ら
な
い
人
も
多
い
が
、
か
つ
て
は
小
学
校

や
中
学
校
の
校
庭
に
置
か
れ
、
あ
る
年
代

の
人
々
は
、
毎
日
の
気
温
や
湿
度
を
計
っ

た
こ
と
を
思
い
出
す
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、

１
９
５
３
年
に
理
科
教
育
振
興
法
が
制
定

さ
れ
、
文
部
省
（
現
在
の
文
部
科
学
省
）

が
百
葉
箱
を
設
置
し
、
気
象
観
測
を
す
る

こ
と
を
推
奨
し
た
こ
と
に
よ
る
。

白
色
の
ペ
ン
キ
で
塗
り
、
校
庭
の
隅
に

あ
っ
た
よ
ろ
い
戸
の
木
箱
の
こ
と
だ
。
照

り
か
え
し
の
な
い
土
や
芝
生
の
地
表
面

(

露
場
と
い
う)

で
、
地
上
か
ら
１
．
２
～

１
．
５
ｍ
の
高
さ
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
中

に
温
度
計
な
ど
の
気
象
観
測
機
器
が
納
め

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
日
で
は
自
動

観
測
機
器
が
普
及
し
た
こ
と
か
ら
、
古
く

な
る
と
と
も
に
、
百
葉
箱
は
廃
棄
処
分
さ

れ
、
校
庭
か
ら
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
。

気
象
と
は

百
葉
箱
で
は
、
大
気
の
温
度
、
湿
度
が

計
ら
れ
、
あ
る
い
は
風
向
き
や
風
力
、
雨

量
な
ど
を
測
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

は
、
ま
さ
に
大
気
の
そ
の
時
そ
の
時
や
、

１
日
、
１
時
間
と
い
っ
た
短
い
間
に
刻
々

変
化
す
る
現
象
を
表
す
も
の
で
、
こ
れ
ら

を
包
括
し
気
象
と
よ
ぶ
。

そ
し
て
、
こ
の
気
象
の
異
常
な
状
態
と

し
て
、
前
項
ま
で
に
述
べ
た
自
然
災
害
の

一
部
、
大
雨
、
台
風
、
渇
水
が
あ
り
、
人
々

に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ま

た
、
平
常
時
で
も
、
人
々
は
、
出
か
け
る

前
に
雨
具
の
用
意
や
服
装
を
ど
う
す
る
か
、

商
品
の
仕
入
れ
や
配
送
を
ど
う
す
る
か
、

イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
を
挙
行
す
る
か
な
ど
、

常
に
気
象
に
注
目
し
、
そ
の
状
態
を
予
測

し
て
決
断
・
行
動
す
る
こ
と
が
多
い
。
気

象
庁
や
民
間
会
社
が
発
表
す
る
気
象
予
報

（
天
気
予
報
）
を
、
あ
る
い
は
窓
か
ら
の

空
の
模
様
を
、
皆
が
日
課
の
よ
う
に
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
る
。

戦
後
６
８
年
の
気
象
変
化

“
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
大
雨
”
。
特
別
警
報
に
そ
え
て
、
“
直

ち
に
命
を
守
る
行
動
を
”
。
最
近
の
気
象
庁

に
よ
る
気
象

予
報
に
お
い

て
発
せ
ら
れ

る
呼
び
か
け

で
あ
り
、
驚

か
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
踏

ま
え
る
と
、

地
球
温
暖
化

の
せ
い
か
、

気
象
も
次
第

に
変
化
し
、

厳
し
く
な
っ

て
い
る
の
で

は
と
懸
念
さ

れ
る
。

そ
こ
で
、
各
県
の
県
庁
所
在
地
を
代

表
地
点
に
選
び
、
気
象
状
態
を
表
す
代

表
的
な
項
目
に
つ
い
て
変
化
の
動
向
を

探
っ
た
。
デ
ー
タ
は
、
戦
後
６
８
年
間

の
気
象
庁
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

①

降
水
量

各
県
都
に
つ
い
て
、
１
９
４
６
～
２

０
１
３
年
の
年
降
水
量
を
求
め
れ
ば
、

図
１
に
例
示
す
る
よ
う
に
、
年
ご
と
に

大
き
く
上
下
に
変
動
し
て
い
る
。
こ
の

デ
ー
タ
の
分
布
に
関
し
、
平
均
値
な
ど
の

統
計
量
は
す
で
に
３
項
で
明
ら
か
に
し
た
。

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
傾
向
的
な
変
化
の
状

況
を
時
系
列
デ
ー
タ
の
分
析
で
求
め
、
地

点
ご
と
に
算
出
す
る
も
の
で
、
一
覧
に
示

せ
ば
表
１
上
表
の
結
果
が
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
直
線
回
帰
に
よ
っ
て
傾
向
変

動
を
求
め
て
い
る(

図
１
の
数
式)

。
傾
向

と
し
て
、
降
水
量
な
ど
が
６
８
年
の
間
で

増
え
つ
つ
あ
っ
た
か
、
減
り
つ
つ
あ
っ
た

戦
後
６
８
年
の
気
象
変
化

図１ 年降水量（㎜）の時系列変化（長崎市、大分市）

y = -4.3308*t + 2088.7
R² = 0.0456

y = -0.1814*t + 1686.9
R² = 9E-05

500

1000

1500

2000

2500

3000

46 49 52 55 58 61 64 67 70 73 76 79 82 85 88 91 94 97 00 03 06 09 12

長崎 大分

線形 (長崎) 線形 (大分)

年降水量㎜

年

図 2 時系列解析による降水量の変化

1600
1800
2000
2200
2400
2600

ｔ=0（1945）
ｔ＝68（2013）

年降水量㎜

30.0
35.0
40.0
45.0
50.0
55.0
60.0

ｔ＝0（1945）
ｔ＝68（2013）

年最大の時間雨量㎜

表 1 降水量の時系列分析結果

県都 a b R2

福岡 -2.032 1732 0.013
佐賀 -1.723 1950 0.009
長崎 -4.331 2089 0.046
熊本 -0.183 1992 0.000
大分 -0.181 1687 0.000
宮崎 -2.106 2602 0.007

鹿児島 -4.288 2479 0.032

県都 a b R2

福岡 0.2365 34.66 0.104
佐賀 0.1417 43.89 0.047
長崎 0.0356 50.54 0.001
熊本 0.1890 44.77 0.061
大分 0.0946 37.73 0.018
宮崎 0.0533 49.37 0.003

鹿児島 0.1672 44.90 0.059

年最大時間雨量㎜／h

年降水量㎜

注）　Y=a*t+b　(ｔ＝1946年を1、以降2,3とする

時系列年.　ａ，ｂ：回帰係数.　R2 ：決定係数）
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か
を
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
。 

表
に
は
、
参
考
ま
で
に
回
帰
値
と
デ
ー

タ
と
の
関
係
を
表
す
決
定
係
数
を
示
す
。

こ
れ
は
本
来
、
デ
ー
タ
の
総
変
動
に
た
い

す
る
回
帰
値
変
動
の
寄
与
の
度
合
い
を
表

す
。
し
か
し
、
傾
向
変
動
の
観
点
か
ら
は
、

図
中
の
大
分
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
変
化

が
小
さ
く
、
横
ば
い
で
あ
る
ほ
ど
小
さ
な

値
に
、
逆
に
、
大
き
い
ほ
ど
大
き
な
値
に

な
る
。
あ
る
い
は
、
同
じ
傾
き
で
も
曲
線

で
な
く
直
線
に
近
く
、
デ
ー
タ
の
上
下
変

動
の
ブ
レ
が
小
さ
い
と
き
大
き
な
値
に
な

る
。 さ

て
、
各
県
都
と
も
回
帰
係
数
ａ
の
値

が
負
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら(

表
１
上)

、

傾
向
と
し
て
経
年
的
に
減
少
状
態
に
あ
る

と
解
釈
で
き
る
。
特
に
、
長
崎
、
鹿
児
島

は
マ
イ
ナ
ス
４
．
３
㎜
／
年
で
、
他
県
に

比
べ
大
き
い
。 

つ
い
で
に
決
定
係
数
を
見
れ
ば
、
そ
の

値
は
全
体
的
に
小
さ
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

降
水
量
の
傾
向
変
動
は
、
デ
ー
タ
の
値
と

そ
の
変
動
に
比
し
小
さ
い
と
い
え
る
。 

ま
た
、
こ
の
結
果
か
ら
、
各
県
都
ご
と

に
、
回
帰
式
に
よ
る
ｔ
＝
０
（
１
９
４
５

年
）
と
６
８
（
２
０
１
３
年
）
の
年
降
水

量
を
求
め
、
６
８
年
間
の
変
化
の
程
度
を

探
れ
ば
図
２
上
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
各

地
点
の
青
と
赤
の
差
が
６
８
年
の
傾
向
変

動
の
値
を
表
す
が
、
長
崎
、
鹿
児
島
の
変

化
が
大
き
く
、
熊
本
、
大
分
は
微
小
ま
た

は
ゼ
ロ
で
、
変
化
な
し
と
み
て
よ
い
。 

あ
る
い
は
、
県
都
間
の
年
降
水
量
の
最

大
差
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
く
、
宮
崎

と
福
岡
の
差
異
は
、
ｔ
＝
０
に
し
て
も
、

ｔ
＝
６
８
で
も
約
８
７
０
㎜
で
あ
る
。 

一
方
、
年
最
大
の
時
間
雨
量
の
分
析
結

果
を
表
１
下
表
に
示
す
。
各
県
都
と
も
係

数
ａ
は
、
小
さ
い
な
が
ら
正
の
値
で
、
年

降
水
量
と
は
逆
に
微
増
傾
向
に
あ
る
。 

図
２
下
図
は
、
各
県
都
に
お
け
る
時
間

雨
量
の
６
８
年
間
の
傾
向
変
動
で
あ
る
。

福
岡
の
変
化
が
大
き
く
、
３
４
．
７
か
ら

５
０
．
７
㎜
／
ｈ
へ
と
増
大
し
て
い
る
。

つ
い
で
、
熊
本
、
鹿
児
島
の
変
化
が
大
き

い
。
あ
る
い
は
、
熊
本
の
傾
向
値
（
２
０

１
３
年
）
が
最
も
大
き
く
５
７
．
６
㎜
／

ｈ
で
あ
る
が
、
県
都
間
の
最
大
差
異
は
僅

か
な
が
ら
縮
ま
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
年
間
の
降
水
量
お
よ
び
最
大

時
間
雨
量
双
方
の
変
化
を
突
き
合
わ
せ
れ

ば
、
過
去
６
８
年
の
間
で
、
年
降
水
量
や

最
大
時
間
雨
量
に
大
き
な
変
化
が
あ
る
と

は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
年
降
水
量
が
少
な
く
な
る
中
で
、
時

間
雨
量
が
激
し
く
な
る
傾
向
に
あ
る
と
い

え
る
。
つ
ま
り
、
降
る
と
き
は
大
雨
と
な

り
、
そ
う
で
な
い
と
き
は
あ
ま
り
降
ら
ず
、

そ
の
変
動
が
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。 

② 

気
温 

福
岡
、
鹿
児
島
を
例
に
平
均
気
温
の
変

化
状
況
を
示
せ
ば
図
３
上
図
の
と
お
り
で

あ
る
。
変
動
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
確
実

に
上
昇
し
つ
つ
あ
り
、
６
８
年
間
で
約

２
℃
の
増
加
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

決
定
係
数
が
０
．
７
前
後
の
値
で
、
平
均

気
温
１
７
、
１
８
℃
の
値
か
ら
し
て
も
、

ま
た
デ
ー
タ
の
凹
凸
か
ら
見
て
も
２
℃
が

統
計
上
の
意
味
を
持
つ
大
き
さ
の
傾
向
変

年平均℃ a b R2

福岡 0.0306 15.103 0.653
佐賀 0.0203 15.547 0.455
長崎 0.0222 16.039 0.479
熊本 0.0255 15.597 0.534
大分 0.0284 14.976 0.610
宮崎 0.0199 16.540 0.481
鹿児島 0.0345 16.654 0.723

年最高℃ a b R2

福岡 0.016 35.136 0.100
佐賀 0.024 35.326 0.141
長崎 -0.001 35.597 0.000
熊本 0.020 35.418 0.179
大分 0.031 34.227 0.288
宮崎 0.011 35.549 0.051
鹿児島 0.022 34.359 0.225

年最低℃ a b R2

福岡 0.0446 -3.877 0.393
佐賀 0.0220 -4.640 0.134
長崎 0.0288 -3.059 0.190
熊本 0.0332 -6.484 0.261
大分 0.0401 -5.059 0.361
宮崎 0.0405 -5.235 0.349
鹿児島 0.0605 -4.671 0.559

表２ 気温の時系列分析結果 

(ｙ：気温℃、 a(℃/年),b：偏回帰係数 

ｙ＝a*t+b （ｔ=0,1,2・・・年）、 R2：決定係数) 

図 3 戦後における平均気温の変化 

y = 0.0306*t + 15.403
R² = 0.6531

y = 0.0345*t + 16.654
R² = 0.7233
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動
と
理
解
で
き
る
。 

図
３
下
図
は
、
各
県
都
の
回
帰
直
線(

傾

向
変
化)
で
あ
り
、
６
８
年
の
間
に
、
い
ず

れ
の
県
都
も
１
．
４
～
２.

３
℃
の
範
囲
で

平
均
気
温
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
九
州
全
域
が
、
よ

く
言
わ
れ
る
温
暖
化
の
傾
向
に
あ
る
と
い

え
、
自
然
災
害
ば
か
り
で
な
く
、
生
態
系

な
ど
に
も
影
響
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る

（
表
２
上
表
）
。 

表
２
の
中
、
下
段
は
、
最
高
気
温
お
よ

び
最
低
気
温
の
時
系
列
分
析
の
結
果
で
あ

る
。
最
近
で
は
、
佐
賀
や
熊
本
、
宮
崎
で

最
高
気
温
が
３
８
度
、
中
に
は
３
９
度
を

超
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

最
高
気
温
の
増
加
の
傾
向
は
、
デ
ー
タ
の

値
に
比
し
必
ず
し
も
大
き
く
は
な
い
。 

一
方
、
最
低
気
温
の
上
昇
は
、
０
．
０

２
～
０
．
０
６
℃
／
年
と
、
あ
る
程
度
の

変
化
が
認
め
ら
れ
る
。 

③ 
 

湿
度 

大
気
中
に
含
ま
れ
る
水
蒸
気
の
量
を
表

す
相
対
湿
度
の
各
年
平
均
値
に
つ
い
て
、

時
系
列
変
化
を
示
せ
ば
図
４
の
と
お
り
で

あ
る
。
現
状
で
は
６
５
～
７
３
％
で
あ
り
、

問
題
は
な
い
も
の
の
、
い
ず
れ
の
県
都
で

あ
れ
低
下
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
中
で
、
宮

崎
市
が
最
も
高
い
値
だ
が
、
そ
の
時
系
列

分
析
の
結
果
は
図
中
に
記
す
と
お
り
だ
。

６
８
年
間
で
８
．
６
％
の
低
下
で
あ
る
。 

一
方
、
最
も
低
い
福
岡
市
で
は
、
さ
ら

に
１
２
．
２
％
の
低
下
で
あ
り
、
２
０
１

３
年
の
傾
向
値
は
６
４
％
の
湿
度
と
な
る
。

こ
れ
は
気
温
の
上
昇
と
も
関
係
す
る
が
、

明
ら
か
に
乾
燥
化
の
方
向
に
あ
る
こ
と
を

推
察
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。 

④ 

日
照
時
間 

日
照
計
に
よ
り
日
が
照
っ
た
時
間
が
観

測
さ
れ
、
そ
れ
が
日
照
時
間
で
あ
る
。
九

州
で
は
宮
崎
の
日
照
時
間
が
最
も
長
く
、

平
均
で
は
約
２
２
０
０
時
間
／
年
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
福
岡
や
長
崎
な
ど
北
部
の

日
照
時
間
は
短
く
、
概
ね
１
９
５
０
時
間

で
あ
り
、
宮
崎
に
比
し
約

２
５
０
時
間
少
な
い
。 

 

こ
の
日
照
時
間
も
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
。
６
８

年
の
間
に
宮
崎
や
福
岡
で

は
約
１
８
５
時
間
、
長
崎

に
至
っ
て
は
２
４
０
時
間

の
減
少
で
あ
る
。 

  

以
上
を
総
括
し
、
九
州

に
お
け
る
戦
後
の
気
象
変

化
の
実
態
を
ま
と
め
れ
ば
、

お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ

る
。 

○
年
間
の
降
水
量
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
逆
に
最

大
の
時
間
雨
量
は
増
え
る

傾
向
に
あ
る
。 

○
平
均
気
温
は
１
．
５
～

２
℃
と
着
実
に
上
昇
し
た
。

な
お
、
デ
ー
タ
か
ら
し
て
、

年
最
高
気
温
は
さ
ほ
ど
変

化
は
な
い
が
、
最
低
気
温

が
上
昇
し
て
い
る
。 

○
平
均
湿
度
は
１
０
％
前

後
の
低
下
で
、
２
０
１
３

年
は
６
５
～
７
３
％
で
あ

る
。 

○
年
間
の
日
照
時
間
も
低

下
傾
向
に
あ
り
、
現
状
で
は
宮
崎
で
２
１

０
０
時
間
、
福
岡
、
長
崎
で
１
８
０
０
時

間
で
あ
る
。 

 

あ
る
意
味
で
は
、
長
期
的
に
温
度
が
上

昇
し
、
乾
燥
化
の
傾
向
に
あ
る
と
見
受
け

ら
れ
る
。
他
方
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
は
気

象
は
従
来
に
比
し
て
よ
り
激
し
く
変
動
す

る
状
況
へ
と
変
質
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。 

む
ろ
ん
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
気
象
変
化

は
あ
く
ま
で
も
戦
後
６
８
年
間
の
変
化
状

況
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
が
、
そ
の
ま
ま
今

後
も
続
く
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か

で
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
気
象
へ
の
十
分
な

注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

図５ 日照時間の時系列変化と傾向変動 

図４ 平均湿度の時系列変化と傾向変動 

y = -0.1801* t+ 76.698
R² = 0.7633 福岡

y = -0.1269 * t + 79.715
R² = 0.7407 宮崎
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３
波
に
及
ぶ
豪
雨
と
大
被
害 

　

こ
の
年
７
月
の
雨
の
降
り
方
は
、
第
１

波
か
ら
第
３
波
ま
で
３
段
階
に
分
け
ら
れ

る
。
九
州
北
部
は
、
豪
雨
の
波
状
攻
撃
を

受
け
た
形
に
な
っ
た
。

　

第
１
波
は
７
月
３
日
で
、
日
田
市
な
ど

大
分
県
西
部
や
北
部
を
中
心
に
記
録
的
な

大
雨
を
記
録
し
た
。筑
後
川
上
流
の
支
流
・

花
月
川
で
は
同
日
午
前
７
時
か
ら
１
時
間

雨
量
は
81
㎜
、
３
時
間
雨
量
は
１
７
２
㎜

（
い
ず
れ
も
花
月
雨
量
観
測
所
、
４
日
は

63
㎜
、
１
２
４
㎜
）、
一
方
周
防
灘
に
流

れ
る
山
国
川
の
豪
雨
は
そ
の
１
時
間
前
の

午
前
６
時
か
ら
１
時
間
雨
量
が
73
㎜
、
３

時
間
雨
量
は
１
９
５
㎜
（
同
下
郷
雨
量
観

測
所
─
４
日
は
59
㎜
、
１
３
７
㎜
）
と
い

ず
れ
も
観
測
史
上
最
多
の
短
時
間
の
記
録

的
な
雨
量
で
あ
っ
た
。
花
月
川
で
２
カ
所

の
堤
防
が
決
壊
、
越
水
す
る
な
ど
し
て

日
田
市
を
洪
水
が
襲
い
、
浸
水
戸
数
は

７
２
１
戸
に
上
っ
た
。

　

花
月
川
は
日
田
中
心
市
街
地
の
北
縁
部

を
流
れ
、西
端
部
で
筑
後
川
に
合
流
す
る
。

堤
防
決
壊
は
大
分
自
動
車
道
に
近
く
、
国

道
２
１
２
号
沿
い
の
坂
本
橋
を
挟
ん
だ
花

月
川
両
岸
・
同
市
西
有
田
で
発
生
、
左
岸

が
１
６
０
ｍ
、
同
右
岸
が
２
０
０
ｍ
に
渡

る
２
カ
所
。
さ
ら
に
そ
の
上
流
（
同
市

三
和
）
で
護
岸
が
崩
壊
、
右
岸
を
中
心

に
浸
水
し
た
。
一
方
山
国
川
で
も
越
水
、

３
３
６
戸
に
浸
水
。
青
の
洞
門
、
耶
馬
渓

な
ど
の
観
光
地
が
大
き
な
被
害
を
受
け

た
。

　

第
２
、
第
３
波
は
11
日
か
ら
20
日
の

間
、
熊
本
県
北
部
で
１
０
０
０
㎜
に
迫
る

豪
雨
、
福
岡
県
南
部
で
も
８
０
０
㎜
を
超

え
た
。
特
に
第
２
波
と
な
っ
た
12
日
は
熊

本
県
で
豪
雨
と
な
り
、
阿
蘇
市
阿
蘇
乙
姫

で
日
降
水
量
４
３
９
㎜
（
最
大
１
時
間
降

水
量
は
１
０
８
㎜
）。

　

14
日
に
は
雨
域
は
移
動
し
て
、
八
女
市

黒
木
で
日
降
水
量
４
３
６
㎜
（
同
94
㎜
）

を
記
録
す
る
第
３
波
と
な
り
、
い
ず
れ
も

こ
れ
ま
で
の
降
雨
記
録
を
更
新
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
花
月
川
は
３
日
に
記
録
し
た

最
高
水
位
を
21
㎝
更
新
す
る
４
・
37
ｍ
を

記
録
、
越
流
、
家
屋
浸
水
の
被
害
が
再
び

出
る
事
態
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
13
日
ま

で
の
24
時
間
体
制
の
復
旧
工
事
に
よ
っ

て
、
こ
の
追
い
打
ち
被
害
は
最
小
限
に
と

ど
め
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
。

プロジェクト九州

第2節①
59年目の大水害
九州北部豪雨

土
砂
災
害
と
浸
水
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ

３
波
に
及
ぶ
、
豪
雨
の
波
状
攻
撃
続
く

熊
本
、
福
岡
、
大
分
三
県
に
大
被
害

「
檻
を
破
り
、
猛
獣
の
大
群
が
暴
れ
出
す
」

国道57号ぞいの土砂崩れ

　

平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
は
九
州
北
部
３
県
に
ま
た
が
る
「
広
域
」
に
災

害
を
も
た
ら
し
た
。
熊
本
県
、
福
岡
県
、
大
分
県
を
中
心
に
、
豪
雨
に
よ
る
土
石
流

（
１
１
２
件
）、
崖
崩
れ
（
58
件
）、
地
す
べ
り
（
13
件
）
が
発
生
、
合
計
１
８
３
件
の

土
砂
災
害
を
引
き
起
こ
し
た
。
し
か
し
、
広
域
と
言
い
な
が
ら
、
熊
本
県
で
は
阿
蘇

地
方
、
福
岡
県
で
は
八
女
市
、
大
分
県
で
は
日
田
市
を
そ
れ
ぞ
れ
中
心
と
し
た
災
害

で
あ
り
、「
局
地
性
」
を
持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
広
域
性
と
、
局
地
性
の
両
面
を
持
っ

た
豪
雨
で
あ
っ
た
。

　

中
、
下
流
の
都
市
部
で
は
堤
防
決
壊
や
堤
防
越
流
に
よ
る
市
街
地
浸
水
が
発
生
、

熊
本
市
、
日
田
市
、
柳
川
市
な
ど
で
大
き
な
被
害
を
出
し
た
。
河
川
堤
防
は
年
々
、

改
修
事
業
で
強
化
さ
れ
て
き
た
が
、
矢
部
川
で
は
か
つ
て
な
い
水
位
９
・
76
ｍ
を
記
録
、

堤
防
基
礎
部
分
に
浸
透
し
た
り
、「
水
の
道
」（
パ
イ
ピ
ン
グ
）
が
出
来
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
決
壊
が
起
こ
る
な
ど
「
堤
防
の
質
」
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
死
者
・
行

方
不
明
１
０
０
０
人
を
超
え
た
昭
和
28
年
の
西
日
本
大
水
害
か
ら
59
年
後
の
大
水
害

―
―

「
あ
っ
ぱ
れ
自
然
の
猛
威
を
封
じ
込
め
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
る
と
、
ど
う
か

し
た
拍
子
に
檻
（
お
り
）
を
破
っ
た
猛
獣
の
大
群
の
よ
う
に
、
自
然
が
暴
れ
出
し
て

人
命
を
危
う
く
し
財
産
を
滅
ぼ
す
」（
寺
田
寅
彦
）
の
言
葉
が
現
実
と
な
っ
た
。
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阿
蘇
地
方
の
大
被
害 

　

阿
蘇
地
方
は
約
80
か
所
で
土
石
流
、
崖

崩
れ
に
よ
っ
て
、
死
者
23
人
、
不
明
者
２

人
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
特
に
、
熊

本
か
ら
大
分
に
九
州
を
横
断
す
る
動
脈
、

国
道
57
号
は
、
熊
本
か
ら
阿
蘇
盆
地
へ
の

入
り
口
地
点
と
な
る
「
立
野
」
を
は
じ
め
、

盆
地
を
抜
け
て
大
分
に
向
か
う
阿
蘇
外
輪

山
の
麓
「
滝
室
」「
坂
梨
」
か
ら
根
子
岳

に
か
け
て
、
大
き
な
土
石
流
が
発
生
、
11

か
所
が
被
害
を
受
け
た
。
特
に
、
国
道
57

号
が
大
分
県
竹
田
市
へ
向
か
う
九
十
九
折

り
の
坂
道
を
登
る
「
滝
室
坂
」
は
９
カ
所

も
の
土
石
流
、
崖
崩
れ
で
寸
断
さ
れ
、
長

期
の
通
行
止
め
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

滝
室
坂
の
登
り
口
に
当
た
る
Ｕ
型
に
急

カ
ー
ブ
す
る
地
点
（
60
Ｋ
９
５
０
）
で
は
、

カ
ー
ブ
地
点
に
向
か
っ
て
３
カ
所
の
斜
面

崩
壊
に
よ
る
大
量
の
土
砂
が
殺
到
、
国
道

を
横
断
、
車
道
を
壊
し
、
路
肩
を
巻
き
込

み
な
が
ら
下
の
沢
部
に
落
ち
、
堆
積
し
て

泥
沼
化
し
た
。
路
面
は
大
量
の
土
砂
で
埋

ま
り
、
し
か
も
崩
壊
斜
面
か
ら
は
湧
水
が

噴
き
出
し
、
滝
の
よ
う
に
幾
筋
も
流
れ
出

て
い
た
。

　

３
カ
所
の
斜
面
崩
壊
は
幅
20
ｍ
か
ら
35

ｍ
で
、
崩
壊
の
長
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
４
５
０

ｍ
、
２
１
０
ｍ
、
１
１
０
ｍ
の
規
模
の
大

き
い
斜
面
崩
壊
で
あ
り
、
崩
れ
落
ち
た
土

石
が
沢
に
殺
到
、
被
害
を
大
規
模
に
し
て

い
た
。

　

排
土
な
ど
に
よ
る
早
期
復
旧
は
到
底
無

理
と
判
断
、「
仮
橋
復
旧
」
案
が
決
定
さ

れ
た
。
崩
壊
場
所
か
ら
下
流
部
に
仮
橋
を

渡
し
、
通
行
を
確
保
す
る
の
で
あ
る
。
仮

橋
工
事
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
が
、

工
事
完
了
・
通
行
止
め
解
除
は
同
年
８
月

20
日
午
後
１
時
。
通
行
止
め
か
ら
約
40
日

目
の
開
通
で
あ
っ
た
。

　

国
道
57
号
の
滝
室
坂
は
、
阿
蘇
カ
ル
デ

ラ
の
北
か
ら
東
に
位
置
す
る
外
輪
山―

カ

ル
デ
ラ
壁
を
登
る
急
な
登
坂
路
で
あ
る
。

山
頂
部
は
「
黒
ボ
ク
」
の
表
層
（
１―

２

ｍ
）
で
、
そ
こ
か
ら
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
部
分
は
水
が
た
ま
り
や
す
い
集

水
地
形
と
な
っ
て
お
り
、
亀
裂
面
か
ら
大

量
の
降
雨
が
浸
透
、
水
を
通
し
に
く
い
地

質
の
境
界
面
上
を
滑
り
面
と
し
て
大
き
な

崩
壊
を
起
こ
し
、泥
流
が
合
流
、流
れ
下
っ

た
も
の
だ
。

　

阿
蘇
地
方
の
土
砂
災
害
は
北
、
東
の
外

輪
山
と
根
子
岳
山
ろ
く
で
多
発
、
黒
ボ
ク

の
表
層
崩
壊
が
多
い
。
滝
室
坂
の
よ
う
に

数
か
所
か
ら
の
泥
流
が
合
流
、
流
木
を
含

ん
で
流
れ
落
ち
、
大
き
な
破
壊
力
と
な
っ

た
。

　

今
後
も
同
様
な
斜
面
崩
壊
、
土
石
流
に

よ
る
土
砂
災
害
は
続
く
と
み
て
よ
い
だ
ろ

う
。
当
面
は
崩
壊
場
所
の
道
路
は
「
屋
根

付
き
」（
ロ
ッ
ク
ジ
ェ
ッ
ド
工
）
で
道
路

を
守
り
、
抜
本
的
に
は
、
道
路
北
側
に
延

長
約
４
・
６
㎞
の
ト
ン
ネ
ル
計
画
が
た
て

ら
れ
、
現
在
、
測
量
、
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ

が
行
わ
れ
て
い
る
。

 

八
女
市
に
集
中
し
た
被
害 

　

阿
蘇
豪
雨
の
２
日
後
、
７
月
14
日
、
福

岡
県
南
の
矢
部
川
上
流
・
八
女
市
黒
木
は

日
降
水
量
４
３
６
㎜
（
最
大
１
時
間
降
水

量
94
㎜
）
の
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
65
件
の
土
砂
災
害
が
発

生
し
た
が
、
上
流
域
の
支
流
、
星
野
川
、

笠
原
川
を
中
心
に
は
43
件（
土
石
流
18
件
、

崖
崩
れ
13
件
、
地
す
べ
り
12
件
）
が
集
中

し
た
。

　

矢
部
川
は
福
岡
、
大
分
、
熊
本
３
県
に

ま
た
が
る
三
國
山
（
標
高
９
９
４
ｍ
）
を

水
源
と
し
て
、
日
向
神
渓
谷
か
ら
幾
つ
か

の
支
流
を
集
め
、水
縄
山
地
（
耳
納
連
山
）

と
熊
本
県
境
を
造
る
筑
肥
山
地
の
間
を
流

れ
、
筑
後
平
野
へ
。
柳
川
と
大
牟
田
の
間

か
ら
有
明
海
に
流
れ
込
む
延
長
61
㎞
の
１

級
河
川
だ
。

教
訓―

求
め
ら
れ
る
堤
防
の
質
的
強
化

坂梨の土砂くずれ現場―早期復旧を目指して工事は進む
（阿蘇市坂梨）

崩壊現場に完成した滝室坂洞門

緊急に建設された砂防ダム
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約　

ｍ
の
水
位
へ
急
上
昇 

　

豪
雨
に
よ
っ
て
水
位
は
急
上
昇
、
14
日

に
は
観
測
史
上
最
高
の
９
・
76
ｍ
（
船
小

屋
水
位
観
測
所
）、
こ
れ
ま
で
の
記
録
を

２
ｍ
以
上
、
上
回
っ
て
い
る
。
柳
川
市
大

和
町
の
津
留
橋
上
流
で
約
50
ｍ
に
わ
た
っ

て
堤
防
が
決
壊
、
支
流
の
沖
端
川
の
堤
防

２
カ
所
決
壊
も
あ
っ
て
、
柳
川
市
や
み
や

ま
市
で
家
屋
浸
水
、
大
き
な
被
害
を
出
し

た
。
堤
防
決
壊
は
最
初
、
堤
防
上
部
が
ガ

サ
ッ
と
崩
れ
落
ち
、
３
時
間
半
に
わ
た
っ

て
15―

30
分
ご
と
に
10
ｍ
程
度
、
決
壊
幅

を
広
げ
て
い
っ
た
。
調
査
委
員
会
が
設
置

さ
れ
原
因
が
調
べ
ら
れ
た
。
堤
体
は
難
浸

透
性
の
粘
土
だ
っ
た
が
基
礎
地
盤
が
砂
層

で
、
こ
こ
か
ら
漏
水―

水
の
道―

パ
イ
ピ

ン
グ
へ
と
進
ん
だ
た
め
と
み
ら
れ
、
堤
防

地
盤
の
「
弱
所
」
調
査
が
課
題
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
上
流
地
域
で
は
地
す
べ
り
が
多

発
、
特
に
八
女
市
黒
木
町
田
代
地
区
の
笠

原
川
沿
い
の
斜
面
崩
壊
は
幅
約
１
５
０

ｍ
、
高
さ
30
ｍ
の
大
崩
壊
で
、
河
道
を
約

２
０
０
ｍ
に
渡
っ
て
崩
土
が
埋
め
た
。
斜

面
に
造
ら
れ
た
茶
畑
は
大
き
く
崩
壊
、
削

り
取
ら
れ
た
。

　

地
層
調
査
に
よ
る
と
、
基
盤
岩
は
「
片

岩
」
で
そ
の
上
に
激
し
く
風
化
し
た
安
山

岩
系
の
堆
積
地
層
が
乗
り
、
豪
雨
で
こ
の

堆
積
土
に
大
量
の
水
が
浸
透
、
片
岩
と
の

間
に
滑
り
面
を
形
成
し
た
も
の
と
み
ら
れ

て
い
る
。
今
回
、
斜
面
崩
壊
し
た
最
上
段

の
、
さ
ら
に
上
の
部
分
が
崩
壊
を
起
こ
す

恐
れ
が
あ
り
、地
山
の
補
強
工
事
と
共
に
、

砂
防
え
ん
堤
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

 

都
市
部
へ
の
打
撃 

　

九
州
北
部
豪
雨
は
上
流
の
山
間
地
だ
け

で
な
く
、
熊
本
市
、
日
田
市
、
柳
川
市
な

ど
中
、下
流
の
都
市
部
を
洪
水
が
襲
っ
た
。

上
流
地
域
は
土
砂
災
害
、
都
市
部
は
堤
防

決
壊
や
、
堤
防
を
越
え
て
市
街
地
に
あ
ふ

れ
出
し
た
典
型
的
な
「
複
合
水
害
」
だ
っ

た
。
都
市
部
で
氾
濫
を
引
き
起
こ
し
た
白

川
、
花
月
川
（
筑
後
川
水
系
）、
矢
部
川

の
三
川
で
同
時
に
激
特
事
業―

「
河
川

阿蘇外輪山の崖くずれ復旧工事

　

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
っ
て
、
矢
部

川
の
支
流
・
沖
端
川
の
堤
防
が
２
カ

所
、
決
壊
、
柳
川
市
の
三

橋
、
大
和
、
柳
川
地
区
で
浸

水
、
土
砂
流
入
な
ど
に
よ
っ

て
家
屋
に
大
き
な
被
害
が
出

た
。
全
半
壊
１
４
６
戸
、
一

部
損
壊
２
３
４
戸
、
床
上
浸

水
は
３
８
０
戸
に
上
っ
た
。

浸
水
地
域
は
同
市
の
３
分
の

１
、２
６
８
０
ｈ
ａ
の
広
範
囲

に
及
び
、
堤
防
決
壊
に
よ
っ

て
激
し
い
濁
流
に
さ
ら
さ
れ

た
水
路
、
樋
管
、
農
業
用
水

路
80
カ
所
が
壊
れ
、
ま
た
土

砂
に
埋
没
、
農
作
物
、
水
産

業
に
も
大
き
な
被
害
を
出
し

た
。

　

沖
端
川
（
河
口
か
ら
11
・

５
㎞
）
左
岸
は
、
１
５
０
ｍ

も
の
堤
防
破
壊
で
流
れ
込
ん

だ
洪
水
は
、
近
く
の
中
山
小
学
校
に
も

押
し
寄
せ
た
。
同
小
学
校
は
市
民
の
避

難
場
所
で
、
警
察
、
消
防
に
よ
っ
て

１
０
９
人
が
助
け
出
さ
れ
た
。

　
「
水
郷
」
と
は
い
う
も
の
の
、
柳
川

は
干
拓
地
に
出
来
た
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
（
標
高
０―

０
・
５
ｍ
）。
短
く
急
峻

な
矢
部
川
（
総
延
長
約
61
㎞
）
が
頼
り

で
、
洪
水
と
渇
水
の
両
方
に
悩
ま
さ
れ

て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
の
知
恵
が
「
掘
割
」。
沖

端
川
で
矢
部
川
本
川
か
ら
水
を
取
り
入

れ
、
矢
部
川
の
８
倍
近
い
長
さ
の
掘
割

（
総
延
長
約
４
７
０
㎞
）を
造
り
、貯
水
、

干
ば
つ
に
備
え
る
と
共
に
、
洪
水
時
に

は
「
遊
水
路
」
と
し
て
使
わ
れ
、
貯
水

機
能
と
遊
水
機
能
の
両
方
に
役
立
て
て

き
た
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
に
掘
割
の

水
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
だ
っ
た
。
上
水
道
の
普
及

で
、
掘
割
の
管
理
が
お
ろ
そ

か
に
な
り
、
市
民
の
気
持
ち

も
次
第
に
離
れ
つ
つ
あ
っ
た

が
、
掘
割
の
浄
化
運
動
、
清

掃
運
動
が
始
ま
り
、「
水
郷
」

の
面
目
を
取
り
戻
し
て
き
た
。

　

今
回
の
洪
水
で
も
、
道
守

会
議
な
ど
多
く
の
市
民
が
堀

割
と
道
路
を
大
掃
除
、
復
旧

し
た
。

水郷・柳川が泥海に
洪水押し寄せ、再避難も

滝室坂の復旧現場

10

掘
割
と
道
路
掃
除
に
汗
を
流
す
市
民
。
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激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
」
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
堤
防
の
復
旧
工
事

は
迅
速
に
行
わ
れ
、
２
次
、
３
次
の
豪
雨

に
よ
る
被
害
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
て
い

る
。
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
斜
面
・
の
り
面

の
健
全
度
調
査
。
特
に
国
が
管
理
す
る
１

級
河
川
や
市
街
地
付
近
の
支
流
・
小
河
川

で
の
堤
防
決
壊
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
地

形
、
地
質
の
調
査
に
よ
る
「
弱
所
」
の
発

見
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
想
定
外
の
豪
雨

発
生
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
複
合
災

害
。
予
知
か
ら
復
旧
に
至
る
ま
で
、
災
害

対
応
の
た
め
の
連
携
体
制
の
強
化
が
、
被

災
現
地
調
査
を
行
っ
た
専
門
家
か
ら
強
く

指
摘
さ
れ
た
。

　

熊
本
市
の
第
五
高
等
学
校
（
現
在
の

熊
本
大
学
）
で
英
語
教
師
と
し
て
教
鞭

を
と
っ
て
い
た
夏
目
漱
石
は
、
白
川
沿

い
に
住
ん
で
い
た
。
英
国
留
学
の
た
め

熊
本
を
離
れ
る
直
前
の
明
治
33
年
７
月

５
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、
熊

本
地
方
を
豪
雨
が
襲
っ
て
い

る
。
熊
本
市
内
は
16
日
、
洪
水

に
よ
っ
て
水
浸
し
、
白
川
に
架

か
っ
て
い
た
橋
は
、
竣
工
４
日

目
の
安
巳
橋
を
始
め
次
々
と
流

失
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
洪
水
は
昭
和
28
年
６
月

26
日
の
大
洪
水
と
し
ば
し
ば

比
較
さ
れ
る
ほ
ど
大
き
な
爪
痕

を
残
し
て
い
る
。
総
降
雨
量
は

８
１
３
㎜
に
及
び
、
熊
本
測
候

所
開
設
以
来
の
記
録
的
な
豪

雨
、
上
流
の
阿
蘇
地
方
で
は
土

砂
災
害
が
頻
発
し
多
数
の
死
者

を
出
し
た
。

　

熊
本
市
内
は
白
川
か
ら
の
濁

流
で
住
家
が
流
さ
れ
、
女
性
や

子
供
が
流
木
に
し
が
み
つ
い
て

「
助
け
て
ー
」
と
叫
び
な
が
ら
、

流
さ
れ
る
光
景
が
見
ら
れ
た
。

死
者
26
人
、
流
さ
れ
た
橋
は
63

橋
に
及
ん
だ
。

　

漱
石
は
洪
水
被
害
の
跡
も

生
々
し
い
熊
本
市
を
後
に
し

て
、
現
在
の
上
熊
本
駅
か
ら
旅

立
っ
た
。
し
か
し
、
途
中
、
鉄
道
は
不

通
と
な
っ
て
お
り
、
玉
名
付
近
ま
で
人

力
車
で
た
ど
り
着
い
て
い
る
。

　

当
時
、五
高
生
だ
っ
た
寺
田
寅
彦
は
、

漱
石
に
俳
句
を
習
っ
て
い
た
が
、
後
に

物
理
学
者
と
し
て
、
自
然
災
害
に
つ
い

て
多
く
の
啓
蒙
的
随
筆
や
警
句
を
残
し

た
が
そ
れ
も
白
川
の
洪
水
の
悲
惨
な
原

体
験
が
筆
を
と
ら
せ
た
の
だ
ろ
う
。

　

寺
田
は
高
知
出
身
で
あ
る
。
高
知

の
「
大
地
変
」
に
つ
い
て
７

世
紀
の
天
武
天
皇
時
代
以
来

の
記
録
を
調
べ
、
大
地
震
の

年
代
差
か
ら
「
た
だ
漠
然
と

今
後
数
10
年
な
い
し
１
０
０

年
の
間
に
起
こ
り
は
し
な
い

か
」
と
予
想
し
て
い
る
。
こ

の
後
、
昭
和
19
年
と
同
21
年

に
東
南
海
地
震
と
南
海
地
震

が
発
生
、
合
計
１
５
０
０
人

を
超
え
る
死
者
を
出
し
て
い

る
。
そ
れ
か
ら
70
年
近
く
が

経
ち
、
今
、
南
海
ト
ラ
フ
に

よ
る
大
地
震
と
津
波
の
発
生

が
現
実
感
を
持
っ
て
語
ら

れ
、
対
応
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
有
名
な
「
天
災
は
忘
れ

た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
の

警
句
と
共
に
、
寺
田
は
こ
う

書
い
て
い
る
。「
文
明
が
進

む
に
つ
れ
て
人
間
は
次
第
に

自
然
を
征
服
し
よ
う
と
す
る

野
心
を
生
じ
た
。
そ
し
て
、

重
力
に
逆
ら
い
、
風
圧
水
力

に
抗
す
る
よ
う
な
い
ろ
い
ろ

の
造
営
物
を
作
っ
た
。
そ
う

し
て
あ
っ
ぱ
れ
自
然
の
猛
威
を
封
じ
込

め
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
る
と
、
ど
う

し
た
拍
子
に
檻
を
破
っ
た
猛
獣
の
大
群

の
よ
う
に
自
然
が
暴
れ
出
し
て
高
楼
を

倒
壊
セ
シ
メ
堤
防
を
崩
壊
さ
せ
て
人
命

を
危
う
く
し
財
産
を
滅
ぼ
す
」（
随
筆

集
「
天
災
と
国
防
」）。

漱石、旅立ちの日、白川が氾濫

雨量通行規制が続く滝室坂

漱石が暮らした熊本市の住宅
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「
28
年
水
害
よ
り
ひ
ど
か
っ
た
。
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
」。
矢
部
川
支
流
、
笠

原
川
流
域
（
八
女
市
黒
木
町
）
と
星
野
川

流
域
（
同
星
野
村
）
の
人
び
と
は
、
平
成

24
年
７
月
14
日
の
九
州
北
部
豪
雨
の
激
し

い
雨
と
出
水
、
土
砂
災
害
を
振
り
返
る
。

　

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
っ
て
矢
部
川
や
沖

端
川
の
堤
防
決
壊
で
柳
川
市
な
ど
の
都
市

に
浸
水
、
街
と
水
田
は
泥
海
化
し
た
。
同

時
に
矢
部
川
支
流
の
山
間
部
に
は
川
の
両

岸
で
発
生
し
た
山
腹
崩
壊
で
大
量
の
土

砂
、
流
木
が
流
れ
込
み
、
護
岸
・
道
路
を

壊
し
、
橋
を
押
し
流
し
、
堤
防
か
ら
溢
れ

た
洪
水
は
家
屋
を
襲
っ
た
。
浸
水
家
屋
は

星
野
川
で
４
２
８
戸
、
笠
原
川
で
34
戸
。

ま
た
、
二
つ
の
流
域
と
も
、
有
名
な
八
女

茶
の
産
地
、
山
の
斜
面
に
造
成
さ
れ
た
茶

畑
が
崖
く
ず
れ
や
土
石
流
で
崩
壊
、
住
民

の
生
活
基
盤
を
破
壊
し
た
。「
山
が
消
え

た
」と
言
う
ほ
ど
の
巨
大
な
地
す
べ
り（
八

女
市
黒
木
田
代
な
ど
）
の
ほ
か
八
女
市
で

は
土
石
流
32
件
、
崖
崩
れ
28
件
、
地
す
べ

り
17
件
が
発
生
、
死
者
２
人
、
重
軽
傷
者

10
人
な
ど
福
岡
県
内
で
最
も
大
き
な
被
害

を
出
し
た
。

 

未
明
か
ら
の
豪
雨 

　

７
月
14
日
、
未
明
か
ら
黒
木
町
は
猛
烈

な
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。暗
闇
の
中
の
豪
雨
。

山
間
の
民
家
を
土
砂
と
流
木
が
襲
い
始
め

た
。
矢
部
川
支
流
の
笠
原
川
は
巨
石
と
流

木
を
巻
き
込
ん
だ
濁
流
で
あ
ふ
れ
、「
ゴ
ー

ン
」「
ゴ
ツ
ー
ン
」
と
響
く
川
か
ら
の
音

で
目
を
覚
ま
し
た
住
民
が
多
い
。
大
き
な

岩
石
同
士
、
あ
る
い
は
流
木
が
ぶ
つ
か
り

合
う
音
と
思
わ
れ
た
。山
か
ら
の
土
石
流
、

濁
流
は
川
沿
い
の
民
家
を
次
々
と
打
ち
こ

わ
し
、
押
し
流
し
て
行
っ
た
。
二
人
が
死

亡
、
家
屋
の
被
害
は
多
数
に
及
び
、
二
年

後
も
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
人
々
が
い
る
。

道
路
は
寸
断
さ
れ
、６
つ
の
集
落
は
孤
立
、

な
す
す
べ
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
豪
雨
が
や

む
の
を
待
つ
恐
怖
の
時
間
が
長
く
、
長
く

続
き
、
豪
雨
の
あ
と
は
、
爪
痕
を
前
に
立

ち
尽
く
す
人
々
が
い
た
。

　

14
日
朝
か
ら
の
雨
は
、
ま
さ
に
「
過
去

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨
」
で
あ
っ

た
。
星
野
川
上
流
（
横
山
川
）
の
杠
葉
観

測
所
で
最
大
時
間
雨
量
86
㎜
、
最
大
日
雨

量
３
３
５
㎜
、
星
野
川
と
笠
原
川
の
ほ
ぼ

中
間
地
点
に
あ
る
黒
木
観
測
所
で
は
さ
ら

に
大
き
く
、
そ
れ
ぞ
れ
94
㎜
、
４
３
６
㎜

で
過
去
の
最
大
日
雨
量
に
比
べ
て
１
０
０

㎜
か
ら
２
０
０
㎜
も
多
く
、
観
測
史
上
最

大
を
記
録
し
た
。
下
流
の
瀬
高
観
測
所
の

日
最
大
雨
量
は
２
０
１
㎜
で
い
か
に
矢
部

川
上
流
域
で
の
集
中
豪
雨
で
あ
っ
た
か
が

分
か
る
。
星
野
川
、
笠
原
川
上
流
域
で
の

豪
雨
は
本
川
の
矢
部
川
に
殺
到
、
船
小
屋

水
位
観
測
所
で
過
去
の
記
録
を
２
ｍ
も
上

回
る
９
・
76
ｍ
を
記
録
し
て
い
る
。

　

矢
部
川
は
三
國
山
（
９
９
４
ｍ
）
を
源

流
と
し
て
山
間
を
流
れ
、
黒
木
で
笠
原
川

と
、
さ
ら
に
星
野
川
と
合
流
す
る
。
幹
線

流
路
延
長
61
㎞
、
筑
後
川
、
遠
賀
川
に
次

ぐ
福
岡
県
で
３
番
目
の
川
だ
が
、
源
流
の

山
岳
部
か
ら
有
明
海
ま
で
距
離
は
比
較
的

短
い
。
そ
れ
だ
け
川
の
勾
配
が
き
つ
く
、

大
雨
で
し
ば
し
ば
山
地
崩
壊
、
鉄
砲
水
と

な
っ
て
濁
流
が
流
れ
下
る
。「
洪
水
ご
と

に
河
道
が
変
わ
り
、
元
の
河
道
に
あ
っ
た

大
き
な
石
を
土
砂
が
埋
め
、
旧
河
道
は
一

面
平
地
の
中
に
姿
を
消
し
新
し
い
河
道
が

出
来
る
」(

「
清
流
・
矢
部
川
の
流
れ
」（
筑

後
川
・
矢
部
川
水
道
水
源
開
発
協
議
会
）

と
い
う
矢
部
川
の
歴
史
か
繰
り
返
さ
れ
て

き
た
。
平
野
部
に
入
る
と
流
れ
は
急
に
穏

や
か
に
な
り
、
さ
ら
に
干
潟
で
は
河
道
は

幾
度
も
曲
線
を
描
い
て
有
明
海
に
流
れ
込

む
。
矢
部
川
の
流
れ
は
山
間
部
と
平
野
部

で
一
変
す
る
の
だ
。

 

笠
原
川
の
惨
状 

　

被
災
か
ら
約
１
カ
月
後
、現
地
を
見
た
。

「
黒
木
の
大
藤
」
を
過
ぎ
て
左
折
、
大
鳥

居
を
く
ぐ
っ
て
、
笠
原
川
右
岸
沿
い
の
道

路
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
行
く
。
次
々
に
、
路

肩
が
流
れ
に
削
り
取
ら
れ
た
道
路
や
、
崖

崩
れ
の
土
砂
と
倒
木
が
道
を
塞
ぐ
。
川
に

は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
流
木
が
横
た
わ

り
、
無
数
の
岩
石
が
川
を
埋
め
て
い
る
。

崩
れ
落
ち
た
巨
石
群
を
、
洪
水
流
が
押
し

流
し
て
き
た
の
だ
。
自
然
の
パ
ワ
ー
を
見

せ
つ
け
て
い
る
。

　

八
女
茶
の
生
産
地
、
下
鹿
子
尾
地
区
に

プロジェクト九州

第2節②
被災地を歩く
矢部川現地ルポ

上
流
・
山
間
部
で
大
規
模
土
砂
災
害

地
す
べ
り
、
土
石
流
が
茶
畑
、
棚
田
を
襲
う

住
民
ぼ
う
然
、「
過
疎
は
一
気
に
10
年
進
ん
だ
」

流れ出した巨石群（笠原川上流）
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入
り
、
霊
巌
寺
を
過
ぎ
る
と
、
巨
人
が
、

山
地
の
半
分
を
斧
で
た
た
き
落
と
し
た
よ

う
な
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
の
跡
が
現
れ

た
。
両
側
に
杉
の
植
林
立
木
が
残
り
、
麓

に
長
く
横
に
延
び
る
５
段
の
茶
畑
が
途
中

か
ら
切
れ
て
跡
形
も
な
い
。
家
屋
の
全
半

壊
４
軒
、崩
壊
地
周
辺
で
土
石
流
も
発
生
、

集
落
55
戸
の
人
々
は
交
流
セ
ン
タ
ー
「
え

が
お
の
森
」
や
お
茶
の
里
記
念
館
な
ど
に

避
難
し
て
い
た
。
幸
い
、
犠
牲
者
を
出
さ

ず
に
済
ん
だ
が
、
茶
畑
が
壊
滅
的
な
打
撃

を
受
け
た
。

　

崩
壊
し
た
山
地
の
対
岸
の
お
茶
製
造
所

か
ら
見
上
げ
る
と
、
２
段
に
な
っ
て
崩
れ

て
い
る
。
緩
や
か
な
傾
斜
を
持
つ
台
地
形

に
な
っ
て
い
る
高
さ
約
30
ｍ
の
頂
点
部
分

の
田
畑
が
、幅
約
１
５
０
ｍ
に
わ
た
っ
て
、

ほ
ぼ
垂
直
に
崩
れ
落
ち
、
中
腹
に
い
っ
た

ん
段
を
造
り
、
そ
こ
に
は
杉
の
倒
木
が
折

り
重
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
崩
れ
て
笠
原

川
に
崩
れ
落
ち
、
河
道
を
ふ
さ
い
だ
。
調

査
に
よ
る
と
、
上
部
に
は
風
化
が
激
し
い

安
山
岩
が
堆
積
、
そ
の
基
盤
地
層
は
片
岩

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
台
地
の
上
の
田

畑
は
崩
壊
を
起
こ
し
た
崖
の
縁
か
ら
さ
ら

に
数
10
ｍ
に
わ
た
っ
て
大
規
模
な
２
次
崩

壊
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ

を
防
止
す
る
た
め
、
切
土
を
行
い
排
土
す

る
と
共
に
、
集
水
井
な
ど
の
建
設
も
検
討

さ
れ
た
。

　

山
腹
崩
壊
に
よ
っ
て
流
れ
落
ち
た
土
石

に
よ
っ
て
河
道
が
埋
ま
り
堰
を
造
り
、
洪

水
流
を
い
っ
た
ん
貯
め
て
し
ま
い
、
堰
を

破
っ
て
、
大
量
の
流
木
と
共
に
破
壊
力
を

増
し
て
一
気
に
流
れ
下
っ
た
と
思
わ
れ

る
個
所
が
星
野
川
、
笠
原
川
共
に
あ
っ

た
。
八
女
県
土
整
備
事
務
所
管
内
で
全
面

交
通
止
め
50
か
所
に
の
ぼ
り
、
黒
木
地
区

と
星
野
地
区
を
中
心
に
孤
立
集
落
が
続
出

（
２
０
１
２
世
帯
、
７
８
１
７
人
）
し
た
。

 
玉
露
の
山
地
、
星
野
村
も 

　

被
災
か
ら
約
１
年
10
か
月
後
、
再
び
笠

原
川
の
崩
壊
現
地
を
訪
ね
た
。
上
段
の
斜

面
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
枠
が
全
面
張
り
渡

さ
れ
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
。
雨
水
排
除
の

作
業
を
し
て
い
た
技
術
者
は
「
グ
ラ
ン
ド

ア
ン
カ
ー
を
深
く
約
30
ｍ
く
ら
い
打
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
崩
壊
抑
止
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
壁
面
は
ほ
ぼ
終
わ
り
、下
部
は
（
崩
壊
）

抑
え
盛
り
土
を
行
い
、
そ
の
あ
と
護
岸
工

事
に
な
り
ま
す
」
と
ス
コ
ッ
プ
の

手
を
休
め
て
話
し
た
。

　

玉
露
の
生
産
地
で
有
名
な
八
女

市
星
野
村
。
星
野
川
沿
い
の
山
地

で
も
大
規
模
な
地
す
べ
り
、
土
石

流
が
発
生
し
た
。
星
野
川
沿
い
を

さ
か
の
ぼ
る
と
、
土
砂
災
害
の
爪

跡
が
次
々
と
現
れ
て
く
る
。
な
か

で
も
久
木
原
の
土
石
流
は
道
路
に

大
量
の
土
砂
が
流
れ
落
ち
、
完
全

に
飲
み
込
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
上
流
に

進
む
と
柳
原
地
区
の
地
す
べ
り
は
笠
原

川
の
そ
れ
を
上
回
る
大
規
模
な
も
の
だ
っ

た
。
左
岸
の
山
地
が
幅
２
３
０
ｍ
、
長
さ

復旧工事は進むが、山も、
茶畑も消えた

破壊された家屋（笠原川）流れ下った木材―被害を大きくした。

「茶色の滝」となった棚田笠原川の復旧工事、大規模な崩壊の跡。
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３
５
０
ｍ
、
厚
さ
30
ｍ
の
大
規
模
な
地
滑

り
に
よ
っ
て
２
０
０
ｍ
に
わ
た
っ
て
河
道

が
土
砂
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

星
野
村
で
は
４
集
落
が
孤
立
、
住
民
49

人
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救
出
し
た
。家
屋
、

道
路
を
は
じ
め
、
茶
畑
の
ほ
か
棚
田
百
選

の
広
内
・
上
原
の
棚
田
な
ど
の
農
地
、
観

光
施
設
、
河
川
公
園
な
ど
が
被
災
。
棚
田

の
石
垣
の
段
差
を
溢
れ
た
水
か
幾
つ
か
滝

を
重
ね
た
よ
う
に
泥
水
が
流
れ
落
ち
た
。

棚
田
の
石
垣
が
壊
れ
、
田
の
中
に
土
や
石

が
流
れ
込
ん
だ
。
道
路
や
護
岸
の
復
旧
工

事
は
進
ん
で
い
る
が
、
茶
畑
、
棚
田
・
農

地
な
ど
の
個
人
的
資
産
の
復
旧
は
困
難
を

極
め
て
い
る
。

　

星
野
村
か
ら
耳
納
連
山
を
超
え
て
北
側

に
隣
接
す
る
う
き
は
市
の
田
篭
観
測
所
で

も
最
大
日
雨
量
３
７
２
㎜
と
過
去
の
記
録

を
74
㎜
も
上
回
る
豪
雨
で
、
５
つ
の
集
落

が
孤
立
。
田
篭
地
区
な
ど
で
、
妊
婦
、
透

析
患
者
な
ど
が
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

病
院
に
運
ば
れ
た
。

　

棚
田
百
選
に
入
っ
た
つ
づ
ら
棚
田
を
始

め
、
隈
上
川
沿
い
の
家
屋
、
道
路
、
田
畑

が
大
き
な
被
害
を
出
し
た
。
棚
田
の
石
垣

は
崩
れ
、
田
の
中
に
は
石
や
流
木
が
流
れ

込
ん
で
い
た
。
棚
田
の
下
の
谷
間
沿
い
の

家
屋
や
田
畑
、
道
路
は
濁
流
に
打
ち
壊
さ

れ
、
避
難
所
の
公
民
館
へ
た
ど
り
着
く
と

「
無
事
だ
っ
た
か
。
良
か
っ
た
」
と
拍
手

で
迎
え
ら
れ
た
。

 

人
口
流
出
、「
時
間
」
と
の
勝
負 

　

矢
部
川
本
川
の
最
上
流
（
八
女
市
黒
木

町
大
渕
）
に
あ
る
日
向
神
ダ
ム
（
総
貯
水

量
２
７
９
０
万
ｔ
）
は
大
き
な
洪
水
調
整

力
を
発
揮
し
た
。
ダ
ム
へ
の
流
入
水
量
は

過
去
最
大
の
１
０
０
５
㎥
（
秒
）
に
も
達

し
、
流
水
量
と
同
じ
放
水
量
に
移
行
す
る

た
め
、
ダ
ム
の
洪
水
調
節
容
量
を
使
い
切

る
可
能
性
が
生
じ
た
た
め
、放
流
す
る「
た

だ
し
書
き
操
作
」
に
入
る
直
前
ま
で
水
位

が
上
昇
し
た
が
、
な
ん
と
か
回
避
、
ダ
ム

下
流
へ
の
流
量
は
約
６
０
％
も
低
減
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
、
黒
木
地
点
で
水
位
を
約

１
・
３
ｍ
低
下
さ
せ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
流
れ
込
ん
で
き
た
流
木
を
大
量

と
ら
え
て
い
る
。ダ
ム
に
よ
っ
て
星
野
川
、

笠
原
川
流
域
に
比
べ
て
、
矢
部
川
本
川
の

被
害
は
か
な
り
少
な
か
っ
た
事
も
記
憶
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

笠
原
川
を
さ
か
の
ぼ

る
と
、
護
岸
の
た
め
、

川
沿
い
の
住
家
を
守
る

よ
う
に
「
大
型
土
の
う
」

が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い

る
光
景
が
多
く
見
ら
れ

る
。
復
旧
工
事
が
数
年

に
わ
た
る
た
め
、
そ
の

間
の
洪
水
に
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　

復
旧
工
事
を
手
間
取
ら
せ
て
い
る
の

は
、
被
災
個
所
が
数
多
く
、
し
か
も
谷
間

沿
い
の
道
路
が
狭
く
、
寸
断
さ
れ
て
い
る

た
め
、
工
事
車
両
が
現
場
に
入
る
の
に
時

間
が
か
か
る
の
だ
。
崩
れ
落
ち
た
土
砂
の

量
は
膨
大
で
、
排
土
に
時
間
を
要
し
、
残

土
を
運
び
出
す
土
地
も
不
足
、
護
岸
沿
い

の
河
床
に
大
量
の
巨
石
が
積
み
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
復
旧
は
資
材
、
作
業
員

不
足
と
も
深
刻
だ
っ
た
。
平
成
の
合
併
に

よ
る
市
町
村
職
員
の
災
害
対
応
人
員
の
不

足
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

復
旧
の
難
し
さ
は
生
活
再
建
へ
の
意
気

込
み
も
挫
か
せ
る
。

　

現
在
、
中
山
間
地
は
高
齢
化
と
過
疎
化

に
苦
し
み
、
限
界
集
落
と
呼
ば
れ
る
集
落

も
あ
る
。
そ
の
中
で
、
お
い
し
い
お
米
の

と
れ
る
棚
田
や
名
産
の
お
茶
は
、
中
山
間

地
に
と
っ
て
主
力
産
品
で
あ
り
、
美
し
い

景
観
と
共
に
、
地
域
の
将
来
を
担
う
若
者

に
と
っ
て
「
希
望
」
で
も
あ
っ
た
。
し
か

し
、
棚
田
、
茶
畑
な
ど
は
、
個
人
所
有
で

あ
り
、
し
か
も
山
の
斜
面
だ
け
に
復
旧
工

事
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
。
高
齢
者
に
は

「
あ
き
ら
め
」の
気
持
ち
も
生
ま
れ
る
。「
コ

メ
作
り
や
お
茶
づ
く
り
は
も
う
再
開
で
き

そ
う
も
な
い
」「
山
を
降
り
て
、
安
心
な

街
で
暮
ら
す
」
人
々
も
多
く
、
過
疎
化
が

さ
ら
に
進
ん
で
い
る
。「
働
き
手
、
高
齢

者
共
に
、
街
に
出
て
行
く
ス
ピ
ー
ド
が
10

年
早
く
な
っ
た
」
と
い
う
。
復
旧
、
生
活

再
建
は
時
間
と
の
勝
負
に
な
っ
て
い
る
。

崩壊した山腹（笠原川）
砂防壁の杭だけが残っている。

「へこたれんぞ！笠原」―人々は再起へはげまし合う

急傾斜での復旧工事

ヘリコプターで住民救出（笠原川上流）
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九
州
北
部
豪
雨
（
平
成
24
年
）
で
、

洪
水
を
起
こ
し
た
矢
部
川
の
支
流
・
星

野
川
。
こ
の
川
に
、
４
つ
の
石
橋
が
架

か
っ
て
い
る
（
八
女
市
上
陽
町
）。
５

月
末
か
ら
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
舞
う
こ
の

渓
谷
の
上
流
か
ら
洗
玉
橋
（
一
輪
橋
）

寄
口
橋
（
二
輪
橋
）
大
瀬
橋
（
三
輪
橋
）

宮
ケ
原
橋
（
四
輪
橋
）
と
ア
ー
チ
が
、

川
幅
が
広
が
る
に
合
わ
せ
て

一
，
二
，
三
，
四
輪
と
増
え

て
い
る
。
４
橋
合
わ
せ
て
「
ひ

ふ
み
よ
橋
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
大

洪
水
に
よ
っ
て
川
沿
い
の
堤

防
、
護
岸
は
、
大
き
な
被
害

を
受
け
た
が
、
４
つ
石
橋
の

痛
手
は
少
な
か
っ
た
。
わ
ず

か
に
最
下
流
の
宮
ケ
原
橋
の

右
岸
の
た
も
と
が
損
傷
を
受

け
た
だ
け
。
石
橋
の
頑
丈
さ

を
改
め
て
見
せ
つ
け
た
。

　

な
か
で
も
江
戸
末
期
、
鹿

児
島
・
甲
突
川
に
五
石
橋
を

か
け
た
岩
永
三
五
郎
の
弟
子
、

橋
本
勘
五
郎
の
洗
玉
橋
は
無

傷
、
深
い
渓
谷
を
高
く
ま
た

ぐ
一
輪
ア
ー
チ
、
福
岡
県
下

で
最
大
の
石
橋
、
風
景
と
マ
ッ
チ
し
て

素
晴
ら
し
い
景
観
を
造
り
だ
し
て
お

り
、
現
在
も
歩
道
橋
と
し
て
地
元
の
住

民
が
日
常
的
に
使
っ
て
い
る
。

　

も
と
も
と
は
木
橋
だ
っ
た
が
、
洪
水

の
た
び
に
流
さ
れ
、
何
と
か
「
流
れ
な

い
橋
」
を
と
い
う
住
民
の
願
い
か
ら
、

熊
本
・
通
潤
橋
を
架
橋
し
た
名
工
・
勘

五
郎
に
石
橋
の
建
設
を
頼
み
込
ん
だ
。

勘
五
郎
率
い
る
熊
本
・
種
山
石
工
と
共

に
地
元
八
女
の
石
工
が
加
わ
っ
て
「
ひ

ふ
み
よ
橋
」
を
作
り
上
げ
た
。

　

勘
五
郎
は
明
治
政
府
か
ら
東
京
に
呼

び
出
さ
れ
、
皇
居
の
旧
二
重
橋
な
ど
の

架
橋
に
当
た
り
、
そ
の
技
術
の
高
さ
、

ア
ー
チ
石
橋
の
美
し
さ
を
天
下
に
知
ら

し
め
た
。
明
治
26
年
の
洗
玉
橋
が
彼
の

最
後
の
作
品
と
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
記
念
す
る
よ
う

に
ア
ー
チ
中
央
の
要
石
に
赤

字
で
勘
五
郎
ら
一
統
の
名
前

が
彫
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
全

長
32
ｍ
、
幅
員
５
ｍ
、
径
間

22
・
５
ｍ
。

　

洗
玉
橋
の
ア
ー
チ
は
水
面

よ
り
か
な
り
高
く
架
け
ら

れ
（
基
礎
か
ら
10
ｍ
の
高

さ
）、
両
岸
の
橋
脚
部
分
も
太

く
が
っ
ち
り
し
た
石
組
み
で
、

洪
水
時
も
流
失
の
心
配
は
ほ

と
ん
ど
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

石工 橋本勘五郎が架けた
「ひふみよ橋」は強かった

勘五郎の作品「洗玉橋」

〈九州北部豪雨の被害と復旧〉

九州北部豪雨の規模と被害、復旧（平成24年7月11―14日）

記録的な大雨
阿蘇市乙姫で11日０時から14日24時まで最大１時間降雨量108㎜最大24時間雨量
507.5㎜
観測史上１位を１時間降雨量８地点、24時間降雨量は９地点で更新。

堤防決壊 花月川（筑後川水系）矢部川、沖端川（矢部川水系）で堤防決壊

道路損壊など 斜面崩壊―国道57号・滝室坂（阿蘇市）、他に土石流、崖崩れ、河川氾濫、住宅
地浸水など

死者・不明等 31人（熊本県23、福岡県５、大分県３）行方不明３人（熊本県２、大分県１）重
軽傷32人

住宅被害 全壊279棟、半壊1863棟、一部損壊231棟

住宅浸水 床上浸水2724棟、同床下7938棟

被害総額 約1900億円（福岡県679億円、熊本県690億円、大分県502億円、佐賀県26億円）

災害復旧 概ね５年間を目標。河川激甚災害対策、特別緊急事業（床上浸水）ほか河道掘
削、築堤など河川改修
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「
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
」
北
部

九
州
豪
雨
（
平
成
24
年
７
月
）
に
よ
っ
て
、

引
き
起
こ
さ
れ
た
災
害
を
通
し
て
関
係
者

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
の
は

①�　

国
の
直
轄
河
川
で
あ
る
矢
部
川
（
福

岡
県
）、
白
川
（
熊
本
県
）、
筑
後
川
水

系
支
流
花
月
川（
大
分
県
）山
国
川（
大

分
県
）
な
ど
広
域
的
に
堤
防
決
壊
や
越

水
が
相
次
い
で
発
生
し
た

②�　
「
越
水
な
き
破
堤
」
が
矢
部
川
で
発

生
し
た

③�　

上
流
の
山
間
地
で
か
つ
て
な
い
規
模

の
土
砂
災
害
が
発
生
し
た

④�　

河
川
災
害
と
土
砂
災
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た

⑤�　

老
朽
化
、劣
化
が
懸
念
さ
れ
る
砂
防
、

治
山
施
設
が
想
定
以
上
の
自
然
の
猛
威

に
さ
ら
さ
れ
、
補
強
、
強
化
が
喫
緊
の

課
題
に
な
っ
た

⑥�　

川
沿
い
の
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
集
落

の
孤
立
、
迅
速
な
救
援
、
復
旧
を
困
難

に
し
た

―

な
ど
だ
っ
た
。

　

河
川
災
害
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、
矢
部

川
堤
防
で
あ
る
。上
流
部
で
の
土
砂
災
害
、

堤
防
の
損
壊
、
柳
川
市
な
ど
都
市
部
で
の

１
８
０
０
戸
を
超
え
る
浸
水
等
、
多
く
の

教
訓
を
残
し
た
。

　

矢
部
川
の
堤
防
は
全
川
に
渡
っ
て
18
か

所
（
左
右
岸
各
９
カ
所
）
で
被
災
、
堤
坊

決
壊
１
個
所
（
右
岸
７
・
３
㎞
地
点
）、
漏

水
・
堤
体
変
状
５
個
所
（
右
岸
11
・
８
㎞

地
点
で
堤
体
陥
没
、
亀
裂
、
地
盤
膨
れ
な

ど
）、
漏
水
12
か
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
「
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
」
豪
雨
に
よ
っ
て
、観
測
史
上
最
高
（
７

月
14
日
、
船
小
屋
水
位
観
測
所
）
の
９
・

76
ｍ
と
い
う
水
位
上
昇
に
よ
る
堤
防
の
損

傷
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
最
高
水
位
は

平
成
２
年
７
月
の
７
・
74
ｍ
だ
っ
た
か
ら

２
ｍ
以
上
も
増
水
し
た
こ
と
に
な
る
。
し

か
も
、
こ
の
高
水
位
は
５
時
間
以
上
も
続

い
た
。

 

「
越
水
な
き
破
堤
」 

　

異
常
な
ま
で
の
増
水
に
堤
防
が
耐
え
切

れ
な
く
な
っ
て
「
弱
点
を
持
つ
堤
防
」
個

所
が
次
々
と
被
災
し
た
。
注
目
さ
れ
た
の

は
河
口
か
ら
７
・
３
㎞
右
岸
地
点
で
の
堤

防
決
壊
だ
っ
た
。
こ
こ
は
県
道
高
田
柳
川

線
・
津
留
橋
（
右
岸
・
柳
川
市
大
和
町
六

合
）
の
す
ぐ
上
流
で
、
流
れ
は
ゆ
る
や
な

Ｓ
字
を
描
い
て
お
り
、水
衝
部
は
左
岸（
決

壊
個
所
の
対
岸
）
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
で
洪
水
流
を
受
け
止
め
る
補
強
が

施
さ
れ
て
い
る
。

　

決
壊
し
た
の
は
右
岸
で
、
約
50
ｍ
に
わ

た
っ
て
堤
防
が
崩
壊
し
た
。
通
常
は
堤
体

が
洪
水
流
に
よ
っ
て
、
洗
掘
、
浸
透
な
ど

で
損
壊
し
、
あ
る
い
は
越
流
に
よ
っ
て
堤

プロジェクト九州

第2節③
堤防決壊相次ぐ
矢部川の被災の教訓

衝
撃―

「
過
去
に
経
験
の
な
い
」
被
害

堤
防
決
壊
と
「
見
え
ざ
る
弱
所
」

急
が
れ
る
地
盤
調
査
、
高
齢
者
対
策

　

こ
の
一
〇
〇
年
、
矢
部
川
で
は
３
回

の
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
梅
雨
期
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
も
の

で
、
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
６
月
17

日
の
洪
水
は
「
３
０
０
年
来
の
洪
水
」

と
言
わ
れ
、
矢
部
川
、
星
野

川
が
氾
濫
、
死
者
17
人
負
傷

者
13
人
、
家
屋
流
失
、
橋
、

道
路
が
大
き
な
損
害
を
受
け

た
。

　
「
岩
石
は
そ
の
位
置
を
移
動

し
、
し
か
も
沿
岸
の
破
壊
、

崩
落
の
跡
は
地
震
の
惨
状
を

呈
し
」「
河
床
の
変
化
は
驚
く

べ
き
で
、
水
流
は
自
己
の
意

志
の
ま
ま
従
来
の
河
床
を
破

壊
し
て
新
路
を
作
り
」
と
「
大

正
１
０
年
水
害
誌
」（
八
女
郡

役
所
）
は
伝
え
て
い
る
。

　

２
回
目
は
昭
和
28
年

（
１
９
５
３
）
６
月
26
日
の
西
日
本
大

水
害
で
筑
後
川
な
ど
と
共
に
矢
部
川
も

氾
濫
、
死
者
26
人
、
負
傷
者
２
０
９

人
家
屋
全
壊
・
流
失
１
５
４
戸
、
そ

の
他
家
屋
へ
の
浸
水
な
ど
罹
災
者
は

６
万
３
０
４
２
人
に
及
ん
だ
。
こ
の
災

害
で
日
向
神
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た
（
完

成
は
昭
和
35
年
３
月
）。

　

そ
し
て
、
今
回
の
平
成
24
年

（
２
０
１
２
）
７
月
14
日
の
九
州
北
部

豪
雨
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に

も
、
大
正
８
年
、
昭
和
10
年
、

平
成
２
年
、
平
成
３
年
に
は

台
風
17
号
、
19
号
の
連
続
で

杉
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
植
林
、
立

木
が
倒
さ
れ
、
山
林
に
大
き

な
被
害
を
出
し
て
い
る
。

矢部川の三大洪水

濁流と流木で破壊された家屋（笠原川ぞいで）



－ 134 －

防
の
外
側
の
の
り
面
等
が
削
ら
れ
、
決
壊

に
至
る
が
、
矢
部
川
の
場
合
、
堤
体
は
比

較
的
安
定
し
て
お
り
、
か
つ
て
な
い
高
水

位
と
な
っ
た
も
の
の
、
越
流
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
堤
防
決
壊
は
起
き
た
。「
越

水
な
き
破
堤
」呼
ば
れ
る
も
の
だ
っ
た（
矢

部
川
水
害
調
査
団
）。
堤
防
の
基
礎
部
分

で
「
水
の
道
」
が
出
来
る
パ
イ
ピ
ン
グ
現

象
が
起
こ
り
、
漏
水
，
噴
砂
、
堤
防
を
一

気
に
崩
壊
さ
せ
た
。
決
壊
後
の
調
査
で
、

堤
防
の
基
礎
地
盤
に
水
を
通
し
や
す
い
砂

層
が
存
在
し
、
パ
イ
ピ
ン
グ―

堤
体
を
横

断
す
る
形
で
割
れ
目
・
陥
没
が
始
ま
り
、

時
間
経
過
と
共
に
、
そ
の
幅
が
広
が
り
、

堤
防
崩
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

パ
イ
ピ
ン
グ
の
前
兆
現
象
と
し
て
、
堤

防
の
外
側
（
の
り
面
尻
）
に
漏
水
が
発

生
、
噴
砂
が
起
こ
る
。
噴
出
孔
は
10
㎝
程

度
だ
が
、
時
に
１
ｍ
以
上
、
噴
水
の
よ
う

に
吹
き
上
げ
る
こ
と
も
あ
る
。
決
壊
に
至

ら
な
か
っ
た
ま
で
も
漏
水
、
噴
砂
は
矢
部

川
中
下
流
に
17
箇
所
発
生
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
決
壊
個
所
の
ほ
か
の
被
災
個
所

も
「
越
水
な
き
破
堤
」
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

 

発
見
し
に
く
い
「
弱
所
」 

　

通
常
の
堤
防
点
検
で
は
、
堤
体
の
異
常

発
見
に
集
中
さ
れ
る
が
、
外
見
か
ら
で
は

基
礎
地
盤
の
「
弱
所
」
発
見
、
災
害
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
事
前
解
明
は
極
め
て
難
し
い
。

し
か
し
、
矢
部
川
で
は
、
土
砂
災
害
、
洪

水
が
繰
り
返
さ
れ
た
歴
史
が
あ
り
、
貴
重

な
記
録
（
被
害
状
況
の
記
録
と
減
災
文
化

の
伝
承
）
も
あ
る
。
災
害
履
歴
に
よ
っ
て

「
弱
所
」
を
或
る
程
度
の
精
度
で
洗
い
出

し
、
地
形
、
地
質
調
査
か
ら
、
事
前
に
崩

壊
危
険
の
あ
る
堤
防
を
絞
り
込
む
こ
と
が

可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指

摘
も
あ
る
。「
事
前
崩
壊
地
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
技
術
」
を
向
上
さ
せ
、
事
前
防
災

に
繋
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

昭
和
28
年
の
西
日
本
大
水
害
で
も
、
矢

部
川
で
は
噴
砂
現
象
が
み
ら
れ
て
お
り
、

過
去
の
災
害
履
歴
に
加
え
て
、
59
年
後
の

九
州
北
部
豪
雨
（
平
成
24
年
）
に
よ
る
水

位
上
昇
、
堤
防
、
護
岸
の
越
流
、
浸
透
、

浸
食
、
決
壊
な
ど
被
災
状
況
と
地
形
、
地

質
調
査
デ
ー
タ
を
収
集
、
整
理
す
る
こ
と

が
ま
ず
必
要
だ
。
災
害
後
、
河
川
堤
防
の

緊
急
点
検
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
堤

防
約
４
１
０
㎞
に
緊
急
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
点
検
に
よ
っ
て
、
矢

部
川
（
福
岡
県
）
の
よ
う
に
、
対
策
が
必

要
な
堤
防
の
延
長
は
国
が
管
理
す
る
20
河

川
で
浸
透
対
策
で
90
㎞
、
パ
イ
ピ
ン
グ
で

１
３
０
㎞
に
及
ん
で
い
る
。

　

白
川
（
熊
本
県
）
の
よ
う
に
堤
防
の
高

さ
が
不
足
し
て
越
流
、
あ
ふ
れ
た
水
が
堤

防
を
浸
食
、
洗
掘
な
ど
し
て
決
壊
に
つ
な

が
る
た
め
、
堤
防
を
高
く
築
堤
す
る
対

策
な
ど
が
必
要
な
個
所
は
20
河
川
で
約

２
９
０
㎞
。

　

筑
後
川
支
流
の
花
月
川
（
大
分
県
日
田

市
）
も
堤
防
決
壊
が
２
カ
所
あ
っ
た
が
、

点
検
の
結
果
、
河
床
が
流
水
に
よ
っ
て
深

く
掘
ら
れ
た
り
（
洗
掘
対
策
）
洪
水
の
流

れ
が
直
接
、
堤
防
に
当
た
る
個
所
（
水
衝

部
）
な
ど
対
策
が
必
要
な
の
は
20
河
川
で

約
10
㎞
、
と
さ
れ
た
。

 

災
害
弱
者
の
た
め
に 

　

ま
た
、
急
激
な
中
山
間
地
の
過
疎
化
、

高
齢
化
な
ど
の
社
会
的
変
化
に
、
避
難
・

防
災
体
制
が
十
分
対
応
で
き
て
な
か
っ
た

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

①�　

土
砂
災
害
に
さ
ら
さ
れ
た
中
山
間
地

の
老
齢
化
が
進
み
、
犠
牲
者
が
高
齢
者

に
集
中

②�　

水
防
団
、
消
防
団
等
、
地
域
防
災
組

織
が
集
落
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
弱
体

化
、
あ
る
い
は
機
能
不
全
に
陥
っ
た

③�　

災
害
が
深
夜
に
発
生
、
情
報
伝
達
、

避
難
コ
ー
ス
、
避
難
場
所
な
ど
に
課
題

を
残
し
た

④�　

山
林
の
管
理
が
十
分
で
な
く
、
大
量

の
流
木
に
よ
る
被
害
拡
大

―

な
ど
だ
が
、
被
災
し
た
高
齢
家
庭
が
、

棚
田
、
茶
畑
等
生
業
の
基
盤
を
失
い
、「
人

口
流
失
、
過
疎
化
」
が
加
速
さ
れ
、「
限

界
集
落
を
超
え
る
」
厳
し
い
現
実
に
直
面

し
て
い
る
。

　

矢
部
川
上
流
や
阿
蘇
地
方
（
白
川
、
黒

川
）、
山
国
川
（
耶
馬
渓
地
区
な
ど
）
の

上
流
部
の
土
砂
災
害
で
は
、
高
齢
者
が
多

く
犠
牲
に
な
っ
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者

の
う
ち
60
歳
以
上
が
70
％
を
占
め
、
土
砂

災
害
で
の
死
者
は
80
％
に
上
る
。

　

九
州
北
部
豪
雨
の
場
合
、
深
夜
か
ら
早

朝
に
か
け
て
災
害
が
発
生
し
て
い
る
だ
け

に
、
す
ば
や
い
自
主
避
難
が
難
し
い
高
齢

者
に
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
と
み
ら
れ

る
。
高
齢
者
な
ど
災
害
弱
者
を
念
頭
に
置

い
た
防
災
体
制
の
確
立
を
急
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
は
勿
論
、山
間
地
域
の
地
形
・

地
質
特
性
や
高
齢
化
な
ど
年
齢
構
成
、
集

落
の
人
口
構
成
、
動
態
を
踏
ま
え
た
事
前

防
災
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
越
水
な
き
破
堤
」
が
象
徴
す
る
よ
う

に
、
地
盤
情
報
の
収
集
は
難
し
い
。
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
や
航
空
機
を
使
っ
た
空
中
物

理
探
査
、
現
場
踏
査
な
ど
多
額
な
予
算
と

専
門
的
な
人
材
を
必
要
と
す
る
。
九
州
で

の
地
盤
調
査
結
果
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ

れ
、
６
万
本
を
超
え
る
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー

タ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が

都
市
部
か
沿
岸
部
で
、
山
間
部
の
デ
ー
タ

は
多
く
な
い
。

 

最
優
先
事
項
は
人
的
被
害
ゼ
ロ 

　

矢
部
川
の
支
流
・
笠
原
川
沿
い
を
さ
か

護岸の復旧工事が進む笠原川（八女市黒木）
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の
ぼ
る
と
、
土
石
流
や
崖
崩
れ
な
ど
土
砂

災
害
を
防
ぐ
施
設
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。「
過
去
に
経
験
の
な
い
豪

雨
」
に
よ
る
も
の
だ
が
、
防
災
施
設
の
老

朽
化
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
砂
防
え
ん
堤

等
、
砂
防
・
治
山
施
設
は
減
災
に
役
立
っ

た
が
そ
の
能
力
を
超
え
て
、
さ
ら
に
防
災

施
設
そ
の
も
の
が
流
木
や
巨
石
に
よ
っ
て

亀
裂
や
洗
掘
、
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も

の
も
あ
る
。

　
「
復
旧
」
か
ら
「
減
災
」「
復
興
」
へ
の

強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
気
象
変
動
に
よ
る

短
時
間
で
局
地
的
な
豪
雨
被
害
に
す
べ
て

対
応
で
き
る
防
災
施
設
な
ど
ハ
ー
ド
面
の

整
備
に
は
限
界
が
あ
る
。
今
世
紀
末
に
世

界
の
平
均
気
温
が
３
・
４
度
上
昇
し
た
場

合
、
日
本
は
４
度
上
昇
す
る
と
さ
れ
、
豪

雨
は
さ
ら
に
増
え
河
川
氾
濫
の
確
率
（
洪

水
リ
ス
ク
）
は
４
・
４
倍
に
な
り
、
特
に

九
州
で
は
５
倍
か
ら
10
倍
に
な
る
と
の
予

測
も
あ
る
（
環
境
省
、
気
象
庁
な
ど
の
報

告
）。

　

最
優
先
事
項
は「
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
」

こ
と
で
あ
る
。
高
齢
者
な
ど
災
害
弱
者
を

優
先
、
ま
ず
、
逃
げ
る―

そ
の
た
め
に
準

備
、事
前
警
報
の
出
し
方
、連
絡
方
法
（
情

報
伝
達
）、
避
難
経
路
、
避
難
場
所
の
設

置
（
避
難
計
画
）
等
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策

も
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

高
齢
化
、
過
疎
化
な
ど
で
地
域
の
防
災

の
担
い
手
（
消
防
団
、
水
防
団
）
不
足
も

深
刻
だ
。
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、

行
政
、
技
術
者
・
専
門
家
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の
再
構
築
が
急

が
れ
る
。
そ
う
し
て
、
平
常
時
か
ら
災
害

緊
急
時
に
対
応
す
る
「
災
害
時
モ
ー
ド
に

切
り
替
え
る
社
会
の
仕
組
み
」づ
く
り（
減

災
指
向
型
社
会
）
が
必
要
と
、熊
本
大
学
・

減
災
型
社
会
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究
教
育
セ

ン
タ
ー
は
指
摘
し
て
い
る
。

　

矢
部
川
で
の
「
越
流
な
き
破
堤
」
に

つ
い
て
、
そ
の
決
壊
原
因
の
究
明
に
は

地
質
的
、
工
学
的
な
検
討
が
矢
部
川
堤

防
調
査
委
員
会
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ

た
。「
漏
水
し
、
吹
き
出
し
て
一
気
に

決
壊
し
た
」
と
目
撃
者
の
話
は
一
致
し

て
お
り
、
堤
防
の
越
水
や
浸
透
・
浸
食

に
よ
る
破
堤
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
堤
防

の
基
礎
地
盤
に
問
題
が
あ
る
、
と
見
ら

れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、「
基
礎
地
盤
の
パ
イ
ピ
ン

グ
に
よ
る
堤
防
決
壊
」
は
こ
れ
ま
で
に

事
例
報
告
が
な
く
、
慎
重
な
原
因
究
明

が
行
わ
れ
た
。
通
常
、
堤
防
決
壊
の
原

因
と
な
る
河
岸
浸
食
に
つ
い
て
は
堤
防

の
植
生
・
高
水
敷
の
植
生
の
剥
が
れ
や
、

浸
食
の
痕
跡
は
見
当
た
ら
ず
「
浸
食
破

壊
」
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
ま
た
堤
体
は
浸
透
性
の
低

い
粘
土
質
で
漏
水
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
築
堤
の
履
歴
調
査
や

ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
地
盤
の
土
質
調
査
が

綿
密
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
上
下

を
粘
土
層
に
挟
ま
れ
た
形
の
厚
さ
１―

１
・
５
ｍ
の
浸
透
性
の
高
い
「
砂
層
」

が
河
岸
ま
で
連
続
し
て
お
り
、
堤
内
地

側
で
行
き
止
ま
り
状
態
に
な
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
砂
混
じ

り
の
漏
水
が
始
ま
り
、
次
第
に
水
の
道

が
広
が
り
、
一
気
に
流
出
量
が
拡
大
し

て
堤
体
の
「
パ
イ
ピ
ン
グ
」
破
壊
が
起

こ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
推
定
さ
れ

た
。
浸
透
に
よ
る
滑
り
破
堤
説
も
あ
る

が
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
判
断
さ
れ

て
い
る
。

決壊箇所決壊箇所

津留橋津留橋

河口 有明海へ河口 有明海へ 矢部川堤防矢部川堤防

旧河道旧河道 現存しない堤防現存しない堤防

矢
部
川
7.3
㎞
付
近
の
略
図

越
流
な
き
破
堤
の
原
因
究
明
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―
―

「
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
よ
う
な
大
雨
」
だ
っ
た
平
成
24
年
７
月

の
九
州
北
部
豪
雨
。
集
中
的
で
広
域
に
わ

た
る
被
害
を
も
た
ら
し
た
豪
雨
は
地
球
温

暖
化
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

安
福
教
授　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
象
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
報
告
で
は
過

去
１
５
０
年
で
世
界
の
平
均
気
温
は
確

実
に
上
昇
し
て
き
て
い
ま
す
し
、
特
に

１
９
８
０
年
か
ら
２
０
０
０
年
ま
で
の
上

昇
率
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
に

つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
予
測
が
あ
る
の

で
す
が
２
０
８
１
年
ま
で
に
摂
氏
４
度
、

楽
観
的
な
予
測
で
同
２
度
上
昇
す
る
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
、

２
度
以
下
に
気
温
上
昇
を
抑
え
込
む
こ
と

は
難
し
い
。
降
雨
量
も
18―

20
％
は
増
え

て
行
く
と
見
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

―
―

そ
う
な
る
と
、
豪
雨
と
そ
れ
に
よ
る

豪
雨
被
害
は
増
え
て
行
く
と
覚
悟
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

安
福
教
授　

１
時
間
50
㎜
以
上
の
豪
雨
の

発
生
回
数
は
昭
和
51―

61
年
が
１
６
０

回
、昭
和
62
年―
平
成
９
年
が
１
７
７
回
、

平
成
10
年―

20
年
に
な
る
と
２
８
０
回
と

急
激
に
増
え
て
い
ま
す
し
、
そ
れ
に
伴
う

土
砂
災
害
の
発
生
件
数
は
増
え
て
、
平
成

10
年
か
ら
20
年
ま
で
の
10
年
間
で
つ
い
に

１
０
５
１
件
（
そ
の
前
の
10
年
は
９
４
２

件
）
と
大
台
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

―
―

降
雨
の
増
大
化
、
集
中
化
、
広
域
化

な
ど
災
害
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
増
大
し
て
い

る
と
い
う
事
で
し
ょ
う
が
、
防
災
力
ア
ッ

プ
は
出
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

安
福
教
授　

決
し
て
楽
観
は
で
き
ま
せ

ん
。
既
存
の
防
災
施
設
は
老
朽
化
し
て
い

て
、
強
化
の
た
め
の
財
政
力
は
低
下
し
て

い
ま
す
か
ら
、
増
設
、
あ
る
い
は
設
備
の

更
新
、
強
化
は
な
か
な
か
難
し
い
。
し
か

も
、
土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
い
中
山
間

地
域
は
高
齢
化
、
過
疎
化
で
社
会
的
な
あ

る
い
は
人
的
な
防
災
力
も
落
ち
て
い
ま

す
。

―
―

九
州
で
は
、
九
州
北
部
豪
雨
の
よ
う

な
土
砂
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

安
福
教
授　

実
際
、
土
砂
災
害
は
最
近
の

統
計
で
は
全
体
の
31
％
が
九
州
・
沖
縄
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
温
暖
化
が
要
因
と
思

わ
れ
る
豪
雨
の
極
端
化
が
進
み
、
そ
れ
が

日
本
列
島
を
北
上
、
被
害
範
囲
を
広
げ
、

最
近
は
紀
伊
半
島
な
ど
で
大
規
模
な
土
砂

災
害
が
多
発
す
る
な
ど
の
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。
九
州
北
部
豪
雨
で
の
降
雨
量
は
ま

さ
に
「
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨
」
で

熊
本
県
阿
蘇
（
乙
姫
）
で
１
時
間
１
０
８

㎜
（
７
月
12
日
）、
黒
木
市
八
女
で
91
・

５
㎜
（
同
）
で
、
日
雨
量
も
そ
れ
ぞ
れ

４
９
３
㎜
、
４
１
５
㎜
（
14
日
）
と
、
こ

れ
ま
で
の
記
録
を
大
き
く
更
新
す
る
も
の

で
し
た
。

―
―

特
に
、
阿
蘇
外
輪
山
の
東
内
側
で
土

砂
災
害
が
多
発
し
て
、
多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
ま
し
た
し
、
家
屋
損
壊
、
道
路
流
失
、

鉄
道
被
害
な
ど
大
き
な
被
害
で
し
た
。

安
福
教
授　

東
外
輪
山
の
根
子
岳
山
麓
付

近
か
ら
滝
室
坂
周
辺
ま
で
、
多
数
の
土
石

流
、
崖
崩
れ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
崩
壊

の
始
ま
り（
源
頭
部
）は
阿
蘇
特
有
の「
黒

ボ
ク
」
地
層
で
、
そ
の
表
層
が
土
石
流
と

な
っ
て
流
れ
下
っ
て
い
ま
す
。
途
中
、
泥

流
と
合
流
し
て
立
木
な
ど
を
倒
し
、
土
石

と
流
木
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
流
れ
下
り
、
被

害
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。
雨
量
は
大
き

く
、
そ
れ
だ
け
土
石
流
の
流
下
距
離
は
長

く
な
り
、
広
い
範
囲
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

実
は
、
１
９
９
０
年
に
も
同
じ
地
域
、

ほ
ぼ
同
じ
場
所
で
土
石
流
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
の
時
は
、
前
回
と
は
反
対
に
、

根
子
岳
山
麓
で
の
発
生
が
多
く
、
今
回
は

滝
室
坂
、
坂
梨
地
域
に
多
発
し
た
と
い
う

差
は
あ
り
ま
す
が
、
土
砂
災
害
が
同
じ
と

こ
ろ
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

災
害
記
録
を
残
し
、
次
世
代
の
防
災
に
役

立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
―

一
方
、
矢
部
川
上
流
の
笠
原
川
、
星

野
川
で
は
驚
く
ほ
ど
大
規
模
な
地
す
べ

り
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

安
福
教
授　

星
野
川
の
柳
原
地
区
の
地
す
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べ
り
は
幅
２
３
０
ｍ
、
長
さ
３
５
０
ｍ
、

滑
り
層
は
厚
さ
30
ｍ
と
い
う
か
つ
て
な
い

規
模
の
も
の
で
、
事
後
調
査
に
よ
る
と
５

ブ
ロ
ッ
ク
で
地
盤
が
動
い
た
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。
片
岩
（
筑
後
変
成
岩
類
）
の
表

面
が
風
化
し
、
ま
た
表
面
に
厚
く
堆
積
し

た
土
石
の
深
い
と
こ
ろ
で
、
地
中
に
浸
み

込
ん
だ
雨
に
よ
っ
て
「
滑
り
面
」
が
作
ら

れ
、
大
規
模
な
地
す
べ
り
を
起
こ
し
た
も

の
で
す
。
崩
れ
落
ち
た
土
石
が
２
０
０
ｍ

に
渡
っ
て
星
野
川
の
河
道
を
埋
め
、
流
れ

を
止
め
ま
し
た
。

―
―

八
女
市
黒
木
の
笠
原
川
沿
い
の
町
田

代
地
区
の
山
地
崩
壊
も
大
規
模
で
、
植
林

を
倒
し
、
か
な
り
の
棚
田
、
茶
畑
が
消
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。

安
福
教
授　

町
田
代
地
区
の
山
地
崩
壊
は

幅
１
５
０
ｍ
に
渡
っ
て
、
棚
田
、
茶
畑
の

あ
る
山
地
が
30
ｍ
を
超
え
る
崩
壊
の
深
さ

で
崩
れ
落
ち
ま
し
た
。
こ
こ
は
上
部
の
地

層
は
安
山
岩
で
そ
の
下
の
基
礎
部
分
は
片

岩
で
す
。
古
い
火
山
岩
類
で
あ
る
安
山
岩

の
表
面
が
相
当
、
深
く
ま
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に

風
化
し
て
い
て
、
そ
こ
が
崩
れ
落
ち
た
も

の
で
し
た
。

―
―

こ
こ
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
張
り
巡

ら
せ
た
大
規
模
な
防
災
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
危
険
は
去
っ
て

は
い
な
い
と
聞
き
ま
し
た
。

安
福
教
授　

実
は
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ

る
深
さ
38
ｍ
地
点
の
観
測
で
、
１
か
月
に

１
㎜
の
大
き
な
土
塊
の
移
動
が
見
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
た
め
、
今
後
、
豪
雨
に
よ
っ

て
大
量
の
水
量
が
浸
透
す
れ
ば
力
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
深
層
で
の
地
す
べ
り
的
な

変
状
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
残
っ
て
い
る

と
み
ら
れ
ま
す
。
集
水
井
な
ど
に
よ
っ
て

水
を
抜
き
、
地
山
を
安
定
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

―
―

驚
い
た
の
は
、
矢
部
川
下
流
で
の
堤

防
決
壊
で
す
。
ま
さ
か
直
轄
１
級
河
川
の

本
川
の
堤
防
が
切
れ
る
と
は
。
決
壊
原
因

は
究
明
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

安
福
教
授　

矢
部
川
で
は
全
川
に
わ
た
っ

て
18
カ
所
（
両
岸
各
９
カ
所
）
で
堤
防
が

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
決
壊
の
ほ

か
、
漏
水
し
て
堤
体
が
陥
没
し
た
り
、
亀

裂
発
生
な
ど
変
状
し
た
と
こ
ろ
５
か
所
、

漏
水
発
生
は
12
か
所
に
及
び
ま
す
。「
矢

部
川
堤
防
調
査
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、

原
因
究
明
と
対
策
工
事
の
検
討
が
行
わ

れ
、
私
は
地
盤
工
学
の
観
点
か
ら
調
査
に

参
加
し
ま
し
た
。
堤
防
損
壊
は
何
と
い
っ

て
も
豪
雨
に
よ
る
大
増
水
に
よ
る
も
の

で
、こ
れ
ま
で
の
（
既
往
）
最
高
水
位
（
Ｈ

Ｗ
Ｌ
）
を
約
５
時
間
に
わ
た
っ
て
超
え
る

高
水
位
の
状
況
が
続
い
た
と
み
ら
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
堤
防
が
受
け
る
洪
水
の

力
は
非
常
に
大
き
く
、
ま
た
そ
れ
が
長
期

間
に
及
ん
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　―
―

決
壊
し
た
河
口
か
ら
７
・
３
㎞
地
点

（
右
岸
）
の
堤
防
は
堤
防
外
側
（
の
り
尻
）

で
水
が
吹
き
出
し
（
漏
水
）、
堤
防
の
上

の
方
か
ら
、
一
気
に
崩
れ
落
ち
た
と
い
う

目
撃
談
が
あ
り
ま
す
。
異
常
な
決
壊
状
況

の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

安
福
教
授　

通
常
の
浸
食
破
壊
と
違
う
も

の
で
、
堤
防
の
基
礎
地
盤
に
問
題
が
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ボ
ー
リ

ン
グ
や
ト
レ
ン
チ
に
よ
っ
て
堤
体
の
基
礎

地
盤
の
状
況
を
調
べ
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の

築
堤
工
事
の
履
歴
も
辿
り
ま
し
た
。
土
質

調
査
の
結
果
、
堤
防
の
基
礎
地
盤
に
厚
さ

１
ｍ
か
ら
１
・
５
ｍ
の
砂
層
が
あ
り
、
そ

の
砂
層
は
上
下
を
粘
土
層
に
挟
ま
れ
、
か

つ
堤
内
地
で
行
き
止
ま
り
に
な
っ
た
状
況

で
し
た
。
砂
層
に
比
べ
る
と
粘
土
層
は
水

を
通
し
に
く
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
詳
細
な
調
査
の
結
果
、
堤
外
地

側
（
水
が
流
れ
て
い
る
側
）
の
砂
層
の
上

方
は
礫
層
（
小
さ
な
石
の
層
）
が
確
認
さ

れ
、
荒
い
砂
層
が
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
土
質
層
序
の
条
件
下

で
粘
土
層
に
挟
ま
れ
た
砂
層
で
パ
イ
ピ
ン

グ
と
呼
ば
れ
る
「
水
の
道
」
が
出
来
た
と

み
ら
れ
ま
す
。

―
―

堤
防
の
下
に
パ
イ
プ
を
通
し
た
よ
う

に
な
り
、
流
水
が
流
れ
出
た
、
と
。

安
福
教
授　

そ
の
パ
イ
ピ
ン
グ
は
次
第
に

大
き
く
な
り
流
量
も
増
え
て
行
っ
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
堤
防
を
横
切
る
よ
う
に
そ

の
上
部
に
陥
没
が
起
こ
り
、
そ
こ
を
通
し

て
流
水
が
流
れ
出
て
10
ｍ
、
20
ｍ
、
最

終
的
に
は
50
ｍ
と
陥
没
の
幅
を
広
げ
て

い
っ
た
。
勿
論
，
潟
土
の
堤
防
に
見
ら
れ

る
「
滑
り
破
壊
」
の
可
能
性
も
現
地
調
査

お
よ
び
数
値
解
析
を
通
し
て
検
討
し
ま
し

た
が
、
結
果
と
し
て
き
っ
か
け
に
な
っ
た

可
能
性
は
か
な
り
低
い
も
の
で
し
た
。
先

に
お
話
し
し
た
よ
う
に
基
礎
地
盤
か
ら
の

パ
イ
ピ
ン
グ
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
堤
防

破
壊
が
進
行
し
た
可
能
性
が
高
い
と
推
定

し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
場
所
に
よ
っ

て
堤
防
の
状
況
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
例

え
ば
、
個
々
の
堤
防
に
つ
い
て
は
旧
河
道

を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
て
堤
防
を
築
堤
し

た
も
の
や
、
引
堤
さ
れ
た
形
跡
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
対
策
等
を
考
え
る
う
え
で
は
状

況
に
応
じ
た
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
し
ょ

う
。

―
―

未
曾
有
の
被
害
を
出
し
た
西
日
本
大

水
害（
昭
和
28
年
）か
ら
60
年
が
過
ぎ
、「
災

害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
の
警

句
通
り
に
な
り
ま
し
た
。

安
福
教
授　

河
川
堤
防
の
防
災
、
減
災
、

危
機
管
理
の
技
術
的
な
側
面
か
ら
の
課
題

は
沢
山
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
堤
体
、
基
礎

地
盤
の
健
全
度
を
高
い
精
度
で
調
査
で
き

る
技
術
（
物
理
探
査
）
の
開
発
が
急
が
れ

ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
的
確
に
「
弱
点
」

を
見
つ
け
出
し
、
想
定
さ
れ
る
決
壊
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
し
、
堤
防
の
維
持
管
理

を
効
率
的
に
強
化
す
る
。
矢
部
川
堤
防
の

よ
う
な
パ
イ
ピ
ン
グ
や
、
浸
食
破
壊
に
対

す
る
対
策
工
の
開
発
も
必
要
で
す
。
今
回

も
そ
う
で
す
が
、
堤
防
近
く
に
集
落
が
あ

り
、
人
命
、
財
産
が
集
積
し
た
場
所
に
は

将
来
的
な
気
象
変
動
を
踏
ま
え
、
よ
り
一

層
の
き
め
細
か
な
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
の
対
策
の
検
討
が
必
要
で
し
ょ
う
。
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九
州
北
部
豪
雨
（
平
成
24
年
７
月
）
に

よ
る
福
岡
県
・
矢
部
川
で
の
堤
防
決
壊
は

河
川
防
災
に
係
る
人
々
に
大
き
な
課
題
を

残
し
た
。
矢
部
川
河
口
か
ら
７
・
３
㎞
地

点
で
発
生
し
た
堤
防
決
壊
が
「
越
水
な
き

破
堤
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
豪
雨
と
は

い
え
矢
部
川
の
洪
水
流
が
堤
防
を
越
え
な

い
水
位
の
段
階
で
、破
堤
し
た
こ
と
は「
堤

防
の
基
礎
地
盤
の
質
」
を
問
わ
れ
る
深

刻
な
課
題
を
突
き
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な

る
。
か
つ
て
は
、
長
良
川
で
の
「
越
水
な

き
破
堤
」
に
対
し
て
住
民
訴
訟
が
提
起
さ

れ
た
こ
と
も
あ
る（
原
告
敗
訴
）。国
交
省
・

九
州
地
方
整
備
局
、
筑
後
川
河
川
事
務
所

は「
矢
部
川
堤
防
調
査
委
員
会
」（
委
員
長
・

秋
山
寿
一
郎
九
州
工
業
大
学
教
授
）
を
設

置
、原
因
究
明
と
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

    

か
所
で
堤
防
損
壊 

　

平
成
24
年
７
月
14
日
に
北
部
九
州
を

襲
っ
た
豪
雨
の
降
雨
量
は
観
測
史
上
最
大

記
録
し
、
矢
部
川
に
お
い
て
は
下
流
部
全

域
に
わ
た
っ
て
計
画
高
水
位
を
大
き
く
超

え
る
９
・
76
ｍ
と
い
う
観
測
史
上
最
高
水

位
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
矢
部
川
の
堤

防
は
全
川
に
渡
っ
て
18
か
所
も
被
害
を
受

け
た
。
想
定
以
上
の
増
水
に
よ
っ
て
、
堤

防
が
漏
水
や
洗
掘
さ
れ
、
損
壊
し
た
の
だ

が
、
河
口
か
ら
７
・
３
㎞
地
点
（
右
岸
）

で
は
、
堤
防
の
河
道
側
に
は
浸
食
・
浸
透

に
よ
る
洗
掘
な
ど
の
損
壊
は
な
い
の
に
幅

50
ｍ
に
わ
た
っ
て
決
壊
、
大
量
の
洪
水
流

が
流
れ
出
て
水
田
や
住
家
を
水
浸
し
に
し

た
。

　

通
常
、
堤
防
が
決
壊
す
る
の
は
河
道
側

の
堤
防
が
洗
掘
に
よ
っ
て
削
ら
れ
て
破
堤

す
る
場
合
や
、
水
位
が
堤
防
の
高
さ
を

超
え
て
「
越
流
」、
外
側
の
堤
体
の
り
面

を
削
っ
て
破
堤
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
だ

が
、
矢
部
川
の
決
壊
は
そ
の
い
ず
れ
で
も

な
い
。「
越
水
な
き
破
堤
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
だ
っ
た
。
水
位
は
堤
防
の
高
さ
ま
で

達
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
決
壊
し
た
だ
け

に
、
流
域
住
民
の
関
心
は
強
く
「
な
ぜ
、

堤
防
は
決
壊
し
た
の
か
」「
堤
体
に
問
題

は
な
か
っ
た
の
か
」
な
ど
原
因
究
明
を
求

め
る
声
は
大
き
か
っ
た
。

 

ド
キ
ュ
メ
ン
ト「
越
水
な
き
破
堤
」 

　

堤
防
を
洪
水
流
が
越
え
た
り
、
一
部
で

も
損
壊
が
起
こ
れ
ば
、
消
防
団
、
地
元
住

民
は
土
の
う
積
み
な
ど
の
緊
急
対
策
を
取

る
。
実
際
、
決
壊
場
所
の
上
流
の
集
落
が

あ
る
堤
防
で
は
消
防
団
が
土
の
う
積
み
を

行
い
、
越
水
し
な
い
よ
う
水
防
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
調
査
委
員
会

の
聞
き
取
り
調
査
に
対
し
て
、
刻
々
と
決

壊
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
伝
え
る
目
撃
談
が

多
い
。

　

決
壊
場
所
の
法
尻
付
近
か
ら
の
漏
水
に

気
づ
い
て
、
消
防
団
は
土
の
う
を
現
地
に

運
ぼ
う
と
し
た
が
、
運
搬
ト
ラ
ッ
ク
が
到

着
す
る
前
に
、
水
が
約
１
ｍ
の
高
さ
（
２

ｍ
に
達
し
て
い
た
と
言
う
目
撃
者
も
）
に

吹
き
上
げ
て
い
た
（
午
後
１
時
10
分
ご

ろ
）。

　

次
い
で
、
堤
防
が
割
れ
る
よ
う
に
天
端

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
に
溝
状
の
割
れ
目

が
出
来
た
。「
最
初
は
１
ｍ
足
ら
ず
の
幅

（
50
㎝
程
度
だ
っ
た
と
い
う
目
撃
者
も
い

る
）で
、飛
び
越
え
ら
れ
る
程
度
の
幅
だ
っ

た
」

　
「
下
流
か
ら
上
流
に
向
け
て
、
溝
幅
は

広
が
っ
て
行
き
」「
堤
防
の
下
か
ら
え
ぐ

ら
れ
た
よ
う
に
拡
大
し
て
行
き
」

　
「
そ
の
う
ち
天
端
の
舗
装
が
ガ
サ
ッ
と

ず
れ
落
ち
た
」「
一
気
に
、
ガ
ク
ン
と
崩

れ
落
ち
た
」

18

プロジェクト九州

第2節⑤
「越水なき破堤」

矢部川堤防の弱点

な
ぜ
矢
部
川
の
堤
防
は
決
壊
し
た
の
か

パ
イ
ピ
ン
グ―

「
想
定
外
の
破
堤
」

問
わ
れ
る
堤
防
基
礎
の
点
検
管
理

決壊した矢部川本流の堤防（津留橋付近）

越水なき破壊が起った矢部川堤防
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「
真
下
に
崩
れ
落
ち
、
そ
こ
に
一
気
に

水
が
流
れ
込
ん
で
き
た
」「
堤
防
を
乗
り

越
え
て
流
れ
込
ん
で
き
た
の
で
は
な
く
、

堤
防
の
土
が
な
く
な
っ
て
流
れ
込
ん
で
き

た
」

　

こ
れ
ら
の
証
言
か
ら
推
測
し
て
、
午
後

１
時
15
分
過
ぎ
か
ら
堤
防
の
陥
没
が
始
ま

り
、
15
分
後
の
午
後
１
時
３
０
分
に
は
崩

壊
幅
は
10
ｍ
に
拡
大
し
て
決
壊
、
午
後
２

時
に
30
ｍ
、
同
２
時
半
に
は
40
ｍ
、
午
後

３
時
半
に
は
50
ｍ
に
ま
で
広
が
っ
て
い

る
。

 

健
全
だ
っ
た
堤
体 

　

決
壊
し
た
堤
防
の
「
決
壊
口
」
断
面
は
、

上
流
、
下
流
と
も
「
切
り
立
っ
た
状
態
」

で
残
っ
て
お
り
、
堤
防
表
面
・
の
り
面
の

浸
食
、
変
状
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
堤
防

が
50
ｍ
幅
で
切
り
取
ら
れ
た
よ
う
に
決
壊

し
て
い
た
。
さ
ら
に
堤
体
の
土
は
粘
土
質

で「
決
壊
直
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
堤
防
は
、

川
裏
の
り
面
を
含
め
て
含
水
率
が
高
い
状

態
で
は
な
か
っ
た
」
し
「
モ
グ
ラ
等
の
穴

は
な
か
っ
た
」（
堤
防
調
査
委
員
会
報
告

書
）。
堤
体
そ
の
も
の
は
健
全
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
堤
体
の
基
礎
地
盤
の
土
質

に
注
目
が
集
ま
り
、
調
査
が
精
密
に
行
わ

れ
た
。
基
礎
地
盤
は
上
か
ら
粘
性
土
層
、

砂
層
、
粘
土
質
シ
ル
ト
層
、
礫
混
じ
り
砂

層
の
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
決
壊
個

所
の
基
礎
地
盤
の
砂
層
に
「
水
の
道
」
が

出
来
や
す
く
、「
パ
イ
ピ
ン
グ
破
壊
が
生

じ
や
す
い
地
質
構
成
と
特
性
を
持
っ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
」
と
調
査
団
は
結
論
付

け
て
い
る
。
事
後
の
ト
レ
ン
チ
掘
削
調
査

で
も
砂
層
か
ら
水
が
浸
み
出
し
、
一
緒
に

砂
が
流
失
す
る
「
パ
イ
ピ
ン
グ
の
前
兆
現

象
と
同
様
な
現
象
が
見
ら
れ
た
」（
報
告

書
）
と
し
て
い
る
。

 

パ
イ
ピ
ン
グ
を
起
こ
し
た
砂
層 

　

パ
イ
ピ
ン
グ
を
引
き
起
こ
し
た
砂
層

は
、
古
く
か
ら
氾
濫
を
繰
り
返
し
、
堆

積
し
た
沖
積
砂
層
と
み
ら
れ
る
。
約

６
０
０
０
年
前
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
と
さ

れ
る
縄
文
海
進
期
の
海
岸
線
は
今
回
の
堤

防
決
壊
個
所
（
河
口
か
ら
７
・
３
㎞
）
か

ら
や
や
下
流
の
７
㎞
前
後
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
付
近
の
地
層
は
蓮
池
層
と
呼
ば

れ
、
有
明
粘
土
層
の
上
に
重
な
っ
て
い
る

非
海
生
の
沖
積
層
で
筑
紫
平
野
に
広
く
分

布
し
て
い
る
。
厚
さ
は
最
大
20
ｍ
。
そ
の

下
に
砂
層
を
挟
ん
で
有
明
粘
土
層
と
な
っ

て
い
る
。

　

堤
体
の
下
を
く
ぐ
る
よ
う
に
基
礎
地
盤

の
透
水
性
の
高
い
砂
層
を
通
っ
て
、
堤
防

の
外
側
に
流
水
が
押
し
出
さ
れ
た
。漏
水
、

噴
砂
し
て
「
別
府
温
泉
の
坊
主
地
獄
」
の

よ
う
に
吹
き
出
る
現
象
は
矢
部
川
河
口
か

ら
16
㎞
地
点
で
も
見
ら
れ
た
。
漏
水
、
噴

砂
の
規
模
は
様
々
で
、「
水
道
管
が
破
裂

し
た
と
思
う
ほ
ど
大
量
の
漏
水
が
あ
っ

た
」「
１
ｍ
位
の
噴
き
上
げ
が
あ
っ
た
」

等
の
証
言
が
残
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
目
撃
情
報
と
、
ほ
か
の
場
所

で
発
生
し
た
基
礎
地
盤
か
ら
の
漏
水
、
噴

砂
な
ど
を
総
合
し
、
河
川
水
位
と
基
礎

地
盤
の
状
況
を
踏
ま
え
た
解
析
の
結
果

「
７
・
３
㎞
付
近
の
堤
防
決
壊
は
基
礎
地
盤

か
ら
の
パ
イ
ピ
ン
グ
が
主
た
る
原
因
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
」
と
結
論
付
け
た
。

　

上
流
の
16
㎞
付
近
の
堤
防
が
漏
水
、
噴

砂
が
起
き
な
が
ら
、
７
・
３
㎞
地
点
の
よ

う
に
堤
防
が
決
壊
し
な
か
っ
た
の
は
、
同

じ
よ
う
に
「
堤
防
を
横
断
し
て
河
岸
か
ら

堤
内
に
分
布
す
る
砂
礫
層
内
の
水
圧
が
河

川
水
位
の
上
昇
と
共
に
上
昇
」し
て
漏
水
、

噴
砂
を
引
き
起
こ
し
た
も
の
の
、
７
・
３

地
点
の
砂
層
の
よ
う
に
水
と
共
に
砂
が
流

れ
出
て
パ
イ
プ
化
せ
ず
、
ま
た
砂
礫
層
の

粒
が
大
き
く
、
層
も
厚
い
（
約
５
ｍ
）
た

め
堤
防
下
に
で
き
た
空
隙
が
小
さ
く
、
進

行
が
遅
か
っ
た
、
と
調
査
団
は
分
析
し
て

い
る
。

 

長
良
川
、
利
根
川
で
も 

　

パ
イ
ピ
ン
グ
に
よ
る
堤
防
決
壊
は
、
決

し
て
多
く
は
な
い
。
昭
和
51
年
の
長
良
川

安
八
水
害
は
、
パ
イ
ピ
ン
グ
に
よ
る
「
越

水
な
き
破
堤
」
で
大
規
模
な
住
民
訴
訟
が

起
こ
さ
れ
た
が
、
裁
判
所
は
「
そ
こ
ま
で

の
予
測
は
不
可
能
」
と
し
て
原
告
敗
訴
と

し
た
。
ま
た
昭
和
56
年
に
も
利
根
川
の
支

流
で
同
様
な
堤
防
決
壊
が
起
こ
っ
て
い

る
。

　

矢
部
川
７
・
３
㎞
地
点
の
堤
防
決
壊
に

つ
い
て
「
越
水
な
き
破
堤
」
と
さ
れ
た
も

の
の
、
な
お
地
元
に
は
議
論
が
残
っ
た
。

洪
水
流
が
堤
防
を
浸
食
し
何
ら
か
の
損
傷

を
与
え
、
破
堤
し
た
り
、
水
位
が
高
く
な

り
堤
防
を
越
え
て
（
越
水
）
堤
防
決
壊
が

発
生
す
る
場
合
、
そ
の
過
程
が
人
々
の
目

の
前
で
起
こ
る
た
め
原
因
が
分
か
り
や
す

い
。
し
か
し
「
越
水
な
き
破
堤
」
は
堤
体

の
基
礎
地
盤
で
パ
イ
ピ
ン
グ
が
起
こ
り
、

一
気
に
堤
防
が
崩
壊
す
る
た
め
、
原
因
の

見
極
め
が
難
し
い
。

　

ま
た
、
堤
防
が
漏
水
か
ら
決
壊
へ
と
短

時
間
で
崩
壊
し
た
た
め
、「
堤
体
自
体
に

水
が
浸
透
し
決
壊
し
た
の
で
は
な
い
か
」、

ま
た
、
矢
部
川
流
域
に
詳
し
い
八
女
市
在

住
の
馬
場
宏
一
氏
（
元
国
交
省
・
九
州
地

方
整
備
局
河
川
部
長
）
な
ど
か
ら
有
明
海

の
潟
土
で
の
干
拓
堤
防
な
ど
で
発
生
す
る

堤
体
の
「
円
弧
す
べ
り
」
で
は
な
い
か
と

の
問
題
提
起
も
あ
っ
た
。
調
査
団
は
こ
れ

ら
に
つ
い
て
も
慎
重
に
そ
の
可
能
性
を
検

討
し
て
い
る
。

　

調
査
団
は
、
堤
体
調
査
に
よ
っ
て
①
の

り
面
の
浸
食
は
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
に

さ
れ
、
②
堤
体
土
も
「
水
が
浸
透
し
に
く

い
粘
土
性
」
で
あ
り
、
③
様
々
な
条
件
下

復旧工事が行なわれている7. 3㎞地点の堤防
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で
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、
堤
体
内

の
浸
透
水
の
水
位
は
低
く
、
④
「
地
形
、

地
層
構
成
、
土
質
試
験
の
結
果
及
び
堤
防

に
作
用
し
た
外
力
条
件
等
に
基
づ
く
円
弧

す
べ
り
の
計
算
に
お
い
て
も
安
全
性
が
高

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
」（
報
告
書
）
と

円
弧
す
べ
り
を
否
定
し
て
い
る
。

 

上
流
と
下
流
の
違
い 

　

矢
部
川
で
発
生
し
た
漏
水
・
噴
砂
を
含

む
堤
防
被
害
は
、
18
か
所
に
上
っ
た
が
、

10
・
４
㎞
地
点
を
境
に
、
上
流
と
下
流
で

は
被
害
の
内
容
と
程
度
が
異
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
堤
防
の
基
礎
地
盤
と
な
る
土

層
が
上
・
下
流
で
異
な
り
、
ま
た
、
同
じ

パ
イ
ピ
ン
グ
現
象
で
も
、
被
害
の
発
生
の

形
も
違
っ
て
い
る
。

　

中
、
下
流
に
は
氾
濫
平
野
が
広
が
り
、

か
つ
て
の
矢
部
川
が
蛇
行
を
繰
り
返
し
た

古
い
河
道
、
自
然
堤
防
も
多
い
。
10
・
４

㎞
か
ら
下
流
で
、パ
イ
ピ
ン
グ
に
よ
る「
越

水
な
き
破
堤
」
を
引
き
起
こ
し
た
基
礎
地

盤
（
７
・
３
㎞
地
点
）
の
砂
層
は
、
他
の

７
か
所
で
の
被
災
堤
防
と
同
様
に
、
こ
れ

ま
で
の
氾
濫
、
洪
水
で
互
層
に
積
み
重

な
っ
た
も
の
で
、
粘
土
層
の
上
に
浅
く
、

広
く
分
布
し
て
い
る
。
堤
防
が
そ
こ
を
横

断
す
る
形
で
築
堤
さ
れ
て
き
た
。

　

江
戸
期
か
ら
の
堤
体
の
場
合
、老
朽
化
、

質
の
低
下
も
推
測
さ
れ
る
。
干
拓
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
江
戸
期
に
は
矢
部
川
の
河
道

を
直
線
化
す
る
２
度
の
河
川
改
修
が
行
わ

れ
て
い
る
。「
寛
永
15
年
（
１
６
３
８
）

柳
川
藩
主
立
花
忠
茂
は
（
中
略
）
曲
が
り

く
ね
っ
て
い
た
矢
部
川
を
ま
っ
す
ぐ
に
し

ま
し
た
」（
大
和
町
史
）。
８
年
後
の
正
保

２
年
（
１
６
４
５
）
に
も
決
壊
個
所
付
近

を
、
河
道
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
す
る
形
で

直
線
化
し
て
い
る
た
め
、
旧
河
道
と
新
河

道
の
間
に
も
砂
層
が
存
在
す
る
。
旧
河
道

は
古
川
と
呼
ば
れ
、
航
空
写
真
で
現
認
で

き
る
。

　

決
壊
し
た
７
・
３
㎞
地
点
の
堤
防
は
、

引
堤
し
て
川
幅
を
広
げ
る
た
め
、
水
田
跡

に
昭
和
25
年
か
ら
同
28
年
ま
で
の
間
に
行

わ
れ
た
工
事
で
、
新
た
に
築
堤
さ
れ
た
も

の
だ
。
決
壊
堤
防
の
上
下
両
側
の
堤
体
は

粘
土
質
で
浸
透
性
が
低
く
、
土
質
的
に
は

堤
体
に
問
題
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
決
壊
し
た
約
50
ｍ
に
つ
い
て
も
同

じ
土
質
で
築
堤
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
出

来
る
。

　

一
方
、
10
・
４
㎞
か
ら
上
流
の
堤
防
は

10
か
所
で
被
害
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の

堤
体
や
基
礎
地
盤
は
砂
層
や
小
石
混
じ
り

の
礫
層
だ
が
、
下
流
に
比
べ
て
礫
や
砂
粒

な
ど
が
比
較
的
大
き
く
、
浸
透
し
て
き
た

水
に
よ
っ
て
流
さ
れ
る
割
合
が
少
な
か
っ

た
た
め
決
壊
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
と
み

ら
れ
て
い
る
。
11
・
８
㎞
地
点
の
堤
防
の

よ
う
に
堤
体
に
砂
質
土
や
砂
礫
土
を
含
ん

だ
堤
防
で
は
堤
体
自
身
の
漏
水
や
亀
裂
が

起
き
て
い
る
。

 

打
ち
込
ま
れ
る
矢
板 

　

７
・
４
㎞
地
点
の
「
越
水
な
き
破
堤
」

個
所
の
す
ぐ
下
流
の
津
留
橋
の
上
か
ら
、

復
旧
、
補
強
工
事
の
様
子
を
見
る
こ
と
が

出
来
た
。
決
壊
し
た
右
岸
は
緩
や
か
に

カ
ー
ブ
す
る
河
道
の
内
側
で
、
洪
水
流
は

　

九
州
北
部
豪
雨
で
、
阿
蘇
か
ら
熊
本

に
流
れ
下
る
「
白
川
」
の
本
格
的
な
洪

水
対
策
に
乗
り
出
し
た
の
は
、
加
藤
清

正（
１
５
０
０―

１
６
０
０
年
）で
あ
る
。

関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
藩
主
と
し
て
肥
後

入
り
し
た
清
正
は
、
熊
本
城
建
設
と
共

に
白
川
の
改
修
に
取
り
組
ん
だ
。
白
川

を
外
堀
と
し
て
使
う
と
同
時
に
、
氾
濫

を
防
ぐ
治
水
工
事
に
取
り
掛
か
っ
た
。

　

阿
蘇
連
山
か
ら
一
気
に
城

下
に
達
す
る
白
川
の
流
れ
は
、

火
山
灰
な
ど
噴
出
土
を
大
量

に
運
び
河
床
を
上
げ
天
井
川

と
な
り
、
氾
濫
を
引
き
起
こ

し
や
す
か
っ
た
。
白
川
の
水

量
を
減
ら
す
た
め
、
支
流
の

坪
井
川
が
現
在
の
熊
本
市
役

所
付
近
で
合
流
し
て
い
た
の

を
分
流
、
城
の
下
に
引
き
込

み
、
内
堀
と
す
る
と
同
時
に
、

井
芹
川
と
合
流
さ
せ
た
。

　

白
川
と
坪
井
川
、
井
芹
川

の
流
れ
が
接
近
す
る
地
点
（
干

渉
部
）に
石
積
み
堤
防「
石
塘
」

（
約
３
５
５
ｍ
）
を
築
い
た
。

「
慶
長
以
前
は
石
塘
の
所
、
白

河
の
塘
危
く
、洪
水
毎
に
其
の
塘
破
壊
」

さ
れ
た
た
め「
石
塘
に
て
堅
固
し
成
し
」

洪
水
を
防
い
だ
、と
偉
業
記（
１
８
３
２

年
）
に
あ
る
。

　

石
塘
は
粘
土
と
漆
喰
で
固
め
ら
れ
極

め
て
強
固
に
造
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
下

部
に
は
暗
渠
が
あ
っ
た
。
洪
水
の
時
、

分
水
し
て
流
量
を
減
ら
す
た
め
と
み
ら

れ
て
い
た
が
、
む
し
ろ
舟
運
に
使
わ
れ

た
坪
井
川
の
水
量
を
増
や
す
た
め
の
利

水
装
置
と
し
て
造
ら
れ
て
い
る
と
の
見

方
が
強
い
。
治
水
と
、
城
の
守
り
や
舟

運
な
ど
利
水
の
両
面
か
ら
「
石
塘
」
が

建
設
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
清
正
の
河

川
改
修
の
技
術
的
水
準
の
高
さ
を
示
し

て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
熊
本
駅
か
ら
熊
本
城
へ
向
か
っ

て
歩
い
て
す
ぐ
、「
石
塘
」
は
今
も
当

時
の
高
い
築
堤
技
術
を
今
に
伝
え
て
い

る
。

加藤清正の白川治水
高い技術示す「石塘」

坪井川（左）と白川の流れを分ける石塘（熊本市） 石塘の対岸に造られた水辺公園（熊本市）
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む
し
ろ
対
岸
の
左
岸
側
に
強
く
当
た
る
た

め
、
無
数
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
堤
防
が
守
ら
れ

て
い
る
。
右
岸
の
堤
防
基
礎
地
盤
か
ら
の

決
壊
は
河
川
管
理
者
に
と
っ
て
「
想
定
外

の
こ
と
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
思
わ

れ
る
。

　

再
発
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
堤
防
の
基
礎

地
盤
で
あ
る
砂
層
に
水
が
浸
透
し
な
い
よ

う
に
す
る
対
策
工
が
必
要
に
な
る
。堤
防
・

河
道
側
に
び
っ
し
り
鋼
製
の
矢
板
が
打
ち

込
ま
れ
遮
水
壁
が
造
ら
れ
た
。
ま
た
堤
防

の
基
礎
地
盤
の
砂
層
は
水
が
浸
透
し
に
く

い
良
質
土
に
置
き
換
え
ら
れ
、
パ
イ
ピ
ン

グ
、
漏
水
、
噴
砂
を
抑
制
す
る
な
ど
新
堤

防
は
強
化
さ
れ
て
い
る
。

　

他
の
被
災
堤
防
も
ほ
ぼ
同
じ
対
策
工
が

と
ら
れ
て
い
る
。
幸
い
、
決
壊
に
ま
で
は

至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
氾
濫
に
よ
っ
て

堆
積
し
た
砂
層
、
礫
層
の
上
に
堤
防
が
築

か
れ
て
い
る
箇
所
で
の
パ
イ
ピ
ン
グ
現
象

な
ど
「
潜
在
的
な
可
能
性
」
は
残
り
、
こ

れ
か
ら
も
起
こ
り
得
る
と
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
だ
。
九
州
北
部
豪
雨
以
前

に
も
矢
部
川
流
域
は
大
正
８
年
、
昭
和
28

年
に
も
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。「
昭

和
28
年
水
害
で
も
噴
砂
し
た
」
と
の
地
元

住
民
の
証
言
も
あ
る
。
中
、
下
流
部
は
筑

紫
平
野
、
有
明
海
の
干
潟
干
拓
地
へ
の
利

水
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、天
井
川
で
、

干
満
の
影
響
を
受
け
、
潮
が
遡
る
な
ど
特

異
性
を
多
く
持
つ
矢
部
川
だ
け
に
、堤
体
、

基
礎
地
盤
、
被
災
の
履
歴
の
正
確
な
調
査

と
記
録
、総
合
点
検
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

矢
部
川
は
筑
後
川
と
同
じ
１
級
河
川
と

は
い
え
、全
長
約
61
㎞
、筑
後
川
（
１
４
３

㎞
）
の
半
分
に
も
満
た
な
い
。
水
源
の
熊

本
、
大
分
県
境
の
山
地
か
ら
流
れ
出
て
三

角
州
、
扇
状
地
を
造
り
、
有
明
海
の
干
拓

で
豊
か
な
筑
紫
平
野
を
潤
し
、
流
域
文
化

を
育
て
て
い
る
。
し
か
し
洪
水
と
干
害
に

悩
ま
さ
れ
、
下
流
域
は
ク
リ
ー
ク
や
堰
も

多
く
、
河
道
・
堤
防
は
江
戸
時
代
か
ら
直

線
化
さ
れ
、
矢
部
川

が
担
う
荷
物
（
治
水
・

利
水
）
は
重
い
。
美

し
い
自
然
、
棚
田
と

茶
畑
が
創
り
出
す
景

観
を
持
つ
上
流
域
で
は
山
や
崖
の
崩
落
、

土
石
流
等
、
土
砂
災
害
が
多
発
し
た
。
被

災
後
、
崩
れ
落
ち
た
山
腹
に
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
枠
を
張
り
巡
ら
せ
る
な
ど
の
抑

制
工
、
防
御
工
が
施
工
さ
れ
て
い
る
が
、

「
も
っ
と
景
観
に
配
慮
を
」
と
の
声
も
上

が
っ
て
い
る
。
治
水
、
利
水
、
文
化
・
景

観
へ
の
配
慮
の
中
で
、
矢
部
川
の
河
川
改

修
工
事
は
進
ん
で
い
る
。

な
お
残
る
被
災
の
可
能
性

　

矢
部
川
の
流
れ
が
、
九
州
自
動
車
道

を
く
ぐ
っ
て
す
ぐ
、
中
の
島
の
大
楠
の

林
が
現
れ
る
。
洪
水
の
時
は
、
水
位
を

下
げ
る
た
め
の
分
水
路
が
造
ら
れ
、
本

川
と
の
間
の
中
洲
は
「
中
の
島
公
園
」

と
な
っ
て
、
樹
齢
３
０
０
年
の
巨
木
群

が
茂
る
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
策
を
楽
し

む
人
が
多
い
。
し
か
し
、
大
楠
に
は
傷

が
無
数
に
残
っ
て
い
る
。
太
い
幹
の

樹
皮
の
半
分
近
く
が
、
強
い

力
で
は
ぎ
取
ら
れ
た
も
の
も

あ
る
。
上
流
に
立
つ
木
ほ
ど

痛
々
し
い
。

　

平
成
24
年
７
月
の
大
洪
水

で
流
れ
降
り
て
き
た
流
木

が
、
こ
れ
ら
の
巨
木
に
次
々

と
激
突
、
流
木
が
折
り
重

な
っ
て
、
中
の
島
は
ま
る

で
木
材
の
貯
木
場
の
よ
う
に

な
っ
た
。
大
楠
は
、
流
木
が

さ
ら
に
下
流
に
流
れ
被
害
を

拡
大
す
る
の
を
、「
身
を
持
っ

て
」
食
い
止
め
て
い
た
の
だ
。

矢
部
川
上
流
に
は
、
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
の
植
林
が
多
く
あ

り
、
ひ
と
た
び
洪
水
が
起
き

れ
ば
、
山
腹
崩
壊
と
共
に
、

濁
流
に
流
さ
れ
て
、
橋
を
壊
し
、
あ
る

い
は
流
れ
を
閉
塞
さ
せ
、
濁
流
と
共
に

川
沿
い
の
家
屋
や
護
岸
、
道
路
を
破
壊

す
る
。
楠
林
は
流
木
の
流
下
を
止
め
、

ま
さ
に
「
保
安
林
」
の
役
割
を
果
た
し

た
の
だ
。

　

こ
の
大
楠
は
江
戸
時
代
（
宝
永
、
元

禄
年
間
）、
柳
川
藩
・
普
請
役
、
田
尻

総
助
、総
馬
親
子
が
護
岸
工
事
を
行
い
、

植
林
し
た
も
の
。
田
尻
親
子
は
、
そ
の

上
流
に
約
４
㎞
の
堤
防
「
千
間
土
居
」

を
築
堤
、
生
涯
を
矢
部
川
の
治
水
に
捧

げ
た
。
特
に
総
助
は
事
前
に
十
分
、
流

れ
を
調
査
、綿
密
な
築
堤
計
画
を
立
て
、

工
事
に
入
る
と
「
鬼
」
と
化
し
た
。
人

夫
に
は
食
事
や
用
便
以
外
は
ひ
と
時
も

休
ま
せ
ず
、
昼
夜
兼
行
の
突
貫
作
業
を

強
い
た
。「
木
六
、
竹
八
、
葭
（
ア
シ
）

九
月
、
総
馬
が
首
は
今
が
切

り
時
」
と
憎
ま
れ
た
、
と
い

う
。
非
難
、
中
傷
を
浴
び
な

が
ら
、
い
つ
、
洪
水
が
来
る

か
わ
か
ら
な
い
、
一
日
も

早
く
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
、

せ
っ
か
く
の
築
堤
工
事
は
も

と
の
木
阿
弥
に
な
る
、
と

い
う
冷
厳
な
現
実
を
見
据
え

て
、
非
情
に
徹
し
、
早
期
完

成
を
目
指
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

大
楠
の
林
は
、
今
、
国
指

定
天
然
記
念
物
、
何
事
も
な

か
っ
た
よ
う
に
、
風
に
サ
ワ

サ
ワ
と
葉
音
を
た
て
て
い
た
。

流木を止めた大楠
非情に徹した総助の偉業

無数の傷跡を残す大楠（中の島公園で）
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―
―

馬
場
さ
ん
は
平
成
24
年
７
月
の
九
州

北
部
豪
雨
の
１
か
月
前
の
講
演
で
、
矢
部

川
氾
濫
、
流
域
被
害
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴

ら
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

馬
場
氏　

矢
部
川
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
氾

濫
・
洪
水
を
引
き
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。

過
去
１
０
０
年
間
で
も
大
洪
水
が
３
回
あ

り
ま
す
。
今
回
の
九
州
北
部
豪
雨
の
前
は

昭
和
28
年
の
西
日
本
大
水
害
、
さ
ら
に
大

正
10
年
の
大
洪
水
で
す
。
大
体
３
５
０
０

㎥
か
ら
４
０
０
０
㎥
の
ピ
ー
ク
流
量
で

す
が
、
矢
部
川
の
当
面
の
整
備
目
標
は

２
５
０
０
㎥
程
度
で
し
か
な
か
っ
た
。
日

向
神
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
流
量
の
５
％

程
度
し
か
効
か
な
か
っ
た
。
最
上
流
に
位

置
し
て
い
ま
す
か
ら
。
中
流
域
に
あ
れ
ば

も
う
少
し
洪
水
調
節
効
果
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
ー
。

―
―

そ
れ
に
し
て
も
、
上
流
域
、
特
に
支

流
の
笠
原
川
や
星
野
川
の
山
腹
崩
壊
、
土

石
流
の
被
害
は
大
き
か
っ
た
。

馬
場
氏　

な
ん
と
い
っ
て
も
「
想
定
外
」

の
降
雨
量
で
し
た
。
し
か
し
、
平
成
２
年

に
も
支
流
辺
春
川
な
ど
で
同
様
の
被
害
を

出
し
て
い
ま
す
。
被
害
形
態
と
し
て
は
過

去
と
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
上
流
で
は
急

勾
配
を
流
れ
る
斜
流
が
滝
に
近
い
流
れ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
山
腹
崩
壊
で
河

道
が
閉
塞
さ
れ
、
ダ
ム
化
し
て
溜
ま
っ
た

水
が
再
び
激
流
と
な
っ
て
流
れ
下
っ
て
い

る
。
紀
伊
半
島
で
発
生
し
た
自
然
ダ
ム
と

似
た
状
況
で
す
。
上
陽
町
の
星
野
川
沿
い

の
県
道
で
は
一
時
減
水
し
た
の
を
洪
水
が

終
わ
っ
た
と
思
っ
て
、
星
野
方
面
へ
向

か
っ
て
い
た
観
光
グ
ル
ー
プ
が
、
突
然
、

鉄
砲
水
の
よ
う
に
濁
流
が
押
し
寄
せ
車
ご

と
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
例
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
大
量
に
た
ま
っ
た
水

が
堰
を
切
っ
て
一
気
に
流
れ
下
る
と
被
害

は
大
き
く
な
る
。
そ
う
し
た
こ
と
が
何
カ

所
か
で
発
生
し
た
よ
う
で
す
。

―
―

大
規
模
な
山
腹
崩
壊
や
土
石
流
が
茶

畑
や
棚
田
な
ど
を
飲
み
込
ん
で
い
っ
た
。

植
林
さ
れ
た
ス
ギ
な
ど
が
倒
木
や
流
木
と

な
っ
て
被
害
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。

馬
場
氏　

茶
畑
と
棚
田
で
は
雨
水
の
流
れ

が
違
っ
て
い
ま
す
。
茶
畑
は
出
来
る
だ
け

雨
水
を
土
壌
に
浸
透
さ
せ
る
様
に
し
て
い

ま
す
が
、
棚
田
は
不
透
水
層
に
よ
り
水
を

張
り
ま
す
。
今
回
の
豪
雨
で
も
棚
田
は
水

を
浸
透
さ
せ
ず
、
幾
段
も
の
石
垣
を
ナ
イ

ア
ガ
ラ
の
滝
の
よ
う
に
流
れ
落
ち
る
光
景

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
茶
畑
は
雨

水
が
地
中
に
浸
透
、
風
化
し
た
堆
積
地
層

を
滑
ら
せ
ま
す
。
茶
畑
が
大
き
い
と
深
層

崩
壊
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。今
回
、

茶
畑
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
そ
う

し
た
背
景
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
茶
畑
に

し
て
も
棚
田
に
し
て
も
、
過
去
の
地
崩
れ

が
あ
っ
た
後
の
緩
や
か
な
斜
面
に
造
成
さ

れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
崩
れ

や
す
い
。
山
間
地
振
興
と
防
災
の
兼
ね
合

い
は
難
し
い
で
す
ね
。

―
―

流
域
の
人
々
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た

の
は
、
矢
部
川
本
川
で
の
堤
防
決
壊
（
大

和
町
）
で
し
た
。

馬
場
氏　

確
か
に
、
驚
い
た
人
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、
実
は
昭
和
28
年
の
大
洪

水
の
時
も
、
あ
の
上
流
の
旧
河
道
上
に
築

か
れ
た
堤
防
が
決
壊
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
災
害
経
験
に
照
ら
せ
ば
、
あ

の
地
点
の
堤
防
は
構
造
的
な
弱
さ
を
持
っ

て
い
た
と
も
い
え
ま
す
。
地
先
名
は
「
土

居
崩
れ
」と
も
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

土
木
関
係
者
も
知
ら
な
か
っ
た
人
が
い
ま

し
た
。
あ
の
堤
防
は
江
戸
時
代
、
大
き
く

THE CIVIL ENGINEER

第2節⑥インタビュー
矢部川を見詰めてきた

馬場紘一氏

矢部川水害
馬場 紘一 氏

（ばばこういち） プロフィール

昭和19年生まれ、八女市出身。
同41年九州大学工学部卒業、建
設省に入り、建設省官房技術調査
官、九州地建河川部長、会計検査
院官房技術参事官。退官後、大成
ジオテック取締役、八女市景観審
議会、文化財専門委員会、都市計
画審議会各会長。

生
態
系
、
景
観
に
配
慮
し
た
復
旧
工
事
を

決壊した矢部川堤防の復旧工事



－ 143 －

蛇
行
し
て
い
た
河
道
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト

し
て
締
め
切
っ
た
箇
所
で
す
。
さ
ら
に
昭

和
28
年
水
害
の
後
、
川
幅
を
広
げ
る
た
め

「
引
き
堤
」
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

大
和
町
の
教
科
書
副
読
本
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
あ
の
あ
た
り
は
満
潮
時
に
有

明
海
の
潟
土
が
運
ば
れ
て
き
ま
す
か
ら
、

旧
河
道
は
軟
ら
か
い
潟
土
が
分
厚
く
堆
積

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
上
に

築
堤
し
て
い
ま
す
か
ら
、
洪
水
時
の
あ
れ

ほ
ど
の
水
量
の
圧
力
に
押
さ
れ
ま
す
と
堤

防
が
滑
る
恐
れ
が
出
て
き
ま
す
。

―
―

河
道
だ
っ
た
と
こ
ろ
は
砂
質
で
、
そ

こ
に
洪
水
の
圧
力
で
、
水
が
抜
け
る
道
・

パ
イ
ピ
ン
グ
現
象
が
起
こ
り
、
堤
防
を
決

壊
さ
せ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

馬
場
氏　

事
後
調
査
の
結
果
は
そ
う
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
潟
土
で
出
来
た

佐
賀
平
野
を
流
れ
る
六
角
川
（
佐
賀
県
）

や
有
明
干
拓
堤
防
の
治
水
対
策
に
当
た
っ

た
経
験
か
ら
、「
潟
土
」
に
よ
る
「
滑
り

破
壊
」
が
起
こ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
潟
土
上
に
築
か
れ
た
堤

防
で
は
基
礎
部
分
が
軟
弱
で
、
堤
防
の
重

量
で
円
弧
滑
り
を
起
こ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
堤
防
の

外
側
に
分
厚
く
盛
り
土
し
て
滑
り

を
抑
え
て
い
ま
す
。
決
壊
を
目
撃

し
た
人
は
「
一
気
に
堤
防
は
崩
れ

た
」
と
言
っ
て

い
ま
す
し
、
対

岸
か
ら
見
て
い

た
人
は
「
堤
防

が
ス
ー
と
沈
ん

だ
」
と
証
言
し
て
い
ま
す
。「
円
弧
滑
り
」

に
よ
る
堤
防
決
壊
を
、
そ
れ
ら
の
証
言
が

裏
付
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
あ

の
堤
防
横
に
坂
路
と
土
置
場
を
造
り
、
ダ

ン
プ
が
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
も
堤
防
を

滑
ら
せ
る
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
―

急
峻
な
山
地
、
平
坦
な
沖
積
平
野
、

さ
ら
に
干
拓
地
、
そ
れ
に
有
明
海
特
有
の

大
き
な
干
満
差
と
潟
土
で
複
雑
な
川
の
流

れ
な
ど
矢
部
川
は
様
々
な
性
格
を
持
っ
て

お
り
、
治
水
、
利
水
と
も
対
応
が
難
し
い
。

堤
防
決
壊
に
よ
っ
て
家
屋
浸
水
の
被
害
も

大
き
か
っ
た
。

馬
場
氏　

下
流
部
は
天
井
川
で
す
か
ら
一

旦
破
堤
す
る
と
被
害
も
甚
大
と
な
り
ま

す
。
満
潮
時
に
は
潮
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
く

る
。
上
流
山
間
地
は
早
い
流
れ
が
、
下
流

平
野
部
は
蛇
行
し
て
流
れ
ま
す
。
中
・
下

流
の
治
水
の
た
め
に
は
川
幅
を
広
げ
て
水

位
を
下
げ
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の

特
異
な
水
害
事
例
と
し
て
、
集
落
の
殆
ど

の
家
屋
が
水
没
し
た
山
下
地
区（
立
花
町
）

が
あ
り
ま
す
。
支
流
の
白
木
川
と
の
合
流

点
に
あ
る
水
門
扉
が
取
り
外
さ
れ
て
い
た

た
め
、
水
門
か
ら
「
ジ
エ
ッ
ト
噴
流
の
よ

う
に
」
水
が
集
落
に
流
れ
込
ん
だ
。
聞
く

と
、
高
齢
者
が
多
く
、
出
水
の
た
び
に
水

門
を
微
妙
に
開
閉
す
る
の
が
難
し
く
、
つ

い
に
は
門
扉
を
取
り
外
し
て
ほ
し
い
と
住

民
が
陳
情
し
平
成
７
年
に
行
政
に
お
い
て

撤
去
さ
れ
て
い
た
。

―
―

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
。
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
ね
。
現
在
、
復

旧
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す

が
、
景
観
へ
の
配
慮
を
求
め
る
声
が
聞
か

れ
ま
す
。

馬
場
氏　

復
旧
工
事
は
大
切
で
す
。
財
政

難
や
過
疎
化
、
合
併
に
よ
る
職
員
不
足
な

ど
復
旧
は
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
堤
防
の
改
築
、
河
道
の
拡

幅
な
ど
河
川
改
修
で
洪
水
を
完
全
に
抑
え

込
む
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
万
一
豪
雨
が

発
生
し
た
時
は
、（
大
量
の
洪
水
流
を
）

流
域
全
体
で
少
し
ず
つ
分
か
ち
合
う
と
い

う
意
識
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
江
戸
時
代
か
ら
矢
部
川
流

域
で
は
、
冠
水
を
見
越
し
た
霞
堤
、
越
流

を
想
定
し
た
竹
林
堤
な
ど
経
験
か
ら
学
ん

だ
知
恵
を
生
か
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
が
っ
ち
り
固
め
れ
ば
安
全
と
い

う
事
で
は
な
い
の
で
す
。

　

今
回
の
よ
う
な
大
雨
も
地
球
の
自
然
現

象
、
そ
の
営
み
の
一
つ
で
す
。
水
が
循
環

し
て
生
物
が
あ
り
地
球
が
あ
る
。だ
か
ら
、

治
水
事
業
に
は
生
態
系
に
配
慮
が
必
要
な

の
で
す
。
国
土
交
通
省
は
河
川
法
の
規
定

の
ほ
か
「
美
し
い
山
河
を
守
る
災
害
復
旧

基
本
方
針
」（
平
成
18
年
６
月
）
が
あ
り

そ
れ
に
基
づ
い
た
工
事
を
求
め
て
い
ま

す
。
多
自
然
型
工
法
と
言
い
ま
す
が
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
石
を
混
ぜ
て
石
垣
風
に
護

岸
を
造
る
と
い
う
事
で
は
な
い
の
で
す
。

魚
が
泳
ぎ
、
蛇
が
棲
ん
で
い
る
、
豊
か
な

生
態
系
が
あ
っ
て
こ
そ
素
晴
ら
し
い
矢
部

川
の
景
観
が
取
り
戻
せ
る
。
矢
部
川
の
川

沿
い
に
は
、
神
社
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

先
人
た
ち
の
自
然
へ
の
畏
敬
の
心
に
学
ば

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

防災施設も、豪雨で柱だけ残して破壊
された（八女市黒木で）

危険な急斜面で続けられる復旧工事（笠原川）

自
然
へ
の
畏
敬
の
心
を
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国
道
57
号
は
熊
本
市
か
ら
阿
蘇
カ
ル
デ

ラ
盆
地
、
外
輪
山
を
登
っ
て
竹
田
、
大
分

と
九
州
を
横
断
す
る
基
幹
道
路
で
あ
る
。

　

平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に

よ
っ
て
、
国
道
57
号
・
滝
室
で
は
９
カ
所

も
の
、
土
石
流
、
崖
崩
れ
で
寸
断
さ
れ
、

特
に
坂
登
り
口
カ
ー
ブ
地
点
で
は
３
カ
所

で
斜
面
崩
壊
が
同
時
に
起
こ
り
、
土
石
、

流
木
が
合
流
し
て
流
れ
下
り
、
同
坂
の
ヘ

ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
個
所
に
殺
到
し
た
。
そ
の

後
も
壁
面
の
流
水
は
止
ま
ら
ず
、
落
石
の

危
険
も
大
き
く
、復
旧
工
事
は
難
航
し
た
。

　

こ
の
「
九
州
横
断
動
脈
」
の
早
期
復
旧

は
至
上
課
題
だ
っ
た
が
、
険
し
い
地
形
、

地
層
条
件
、
そ
れ
に
伴
う
危
険
な
作
業
な

ど
で
、
全
面
交
通
止
め
は
仮
橋
（
長
さ
80

ｍ
、
幅
７
ｍ
）
架
橋
ま
で
40
日
間
、
完
全

復
旧
に
は
１
年
７
カ
月
を
要
し
た
。

 

厳
し
い
選
択 

　

雨
が
強
く
な
り
始
め
た
の
は
、
７
月
12

日
午
前
２
時
ご
ろ
か
ら
で
、
豪
雨
続
き
、

午
前
５
時
か
ら
６
時
の
時
間
最
大
雨
量
は

１
２
３
㎜
（
坂
梨
雨
量
観
測
所
）
を
記
録

し
て
い
る
。
午
前
５
時
ご
ろ
斜
面
崩
壊
が

始
ま
っ
た
と
み
ら
れ
、
通
行
中
の
大
型
ト

ラ
ッ
ク
８
台
と
普
通
車
３
台
が
流
れ
落
ち

て
き
た
土
石
と
泥
流
に
立
ち
往
生
。「
こ

の
ま
ま
で
は
危
い
」
と
判
断
、
ト
ラ
ッ
ク

を
降
り
谷
を
渡
る
橋
の
上
に
避
難
し
た
。

土
石
流
が
き
て
も
、
橋
の
下
を
通
っ
て
、

や
り
す
ご
せ
る
と
と
っ
さ
に
判
断
し
た
、

と
い
う
。
運
転
者
は
危
機
一
髪
、
被
災
現

場
か
ら
脱
出
、
犠
牲
者
は
な
か
っ
た
。
奇

跡
的
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

雨
量
は
災
害
発
生
ま
で
（
午
前
５
時
ご

ろ
）
に
連
続
雨
量
２
６
７
㎜
、
時
間
最
大

雨
量
87
㎜（
午
前
４
時
か
ら
５
時
）に
上
っ

た
。
三
カ
所
の
崩
壊
斜
面
で
最
大
の
も
の

は
長
さ
４
５
０
ｍ
、
幅
30
ｍ
で
、
他
に
２

カ
所
の
崩
壊
も
長
さ
２
１
０
ｍ
と
１
１
０

ｍ
、
幅
は
い
ず
れ
も
20
ｍ
、
一
気
に
崩
れ

落
ち
、
道
路
を
直
撃
し
て
い
る
。
崩
落
後

も
崩
落
壁
面
の
ほ
ぼ
中
央
部
分
か
ら
幾
筋

も
の
滝
の
よ
う
に
落
下
す
る
流
水
が
続

き
、
約
45
度
の
勾
配
の
斜
面
に
は
直
径
１

ｍ
か
ら
２
ｍ
も
の
巨
石
が
浮
き
石
と
な
っ

て
流
水
に
洗
わ
れ
て
い
た
。

　

た
と
え
、
片
側
１
車
線
・
交
互
通
行
で

あ
っ
て
も
、
道
路
の
応
急
復
旧
は
急
が
ね

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、滝
室
坂
の
場
合
、

斜
面
崩
壊
の
再
発
、
巨
石
の
落
下
な
ど
、

危
険
を
多
く
は
ら
ん
で
い
た
。
選
択
は
幾

つ
か
あ
っ
た
。
①
道
路
の
崖
際
に
鋼
矢
板

で
壁
を
造
り
防
御
壁
と
し
、
道
路
上
の
土

石
を
排
除
し
て
、
大
型
土
の
う
な
ど
で
土

砂
止
め
、
開
通
さ
せ
る
。
早
期
開
通
の
た

め
に
１
車
線
だ
け
で
も
路
面
の
土
石
や
瓦

礫
を
撤
去
、
通
行
可
能
に
す
る
②
仮
橋
を

崖
か
ら
引
き
離
し
て
架
橋
、
安
全
通
行
を

可
能
と
し
、
そ
の
間
、
２
次
崩
壊
防
止
の

た
め
の
壁
面
の
対
策
工
を
行
う
③
そ
の
上

で
、
Ｐ
Ｃ
ロ
ッ
ク
シ
ェ
ッ
ド
（
洞
門
）
を

建
設
、
全
面
開
通
さ
せ
る
。

　

優
先
す
べ
き
は
一
日
も
早
い
応
急
復
旧

か
、
通
行
と
復
旧
作
業
の
安
全
確
保
の
上

で
復
旧
作
業
を
進
め
る
か
。
望
ま
し
い
選

択
は
復
旧
と
安
全
が
早
期
に
同
時
確
保
さ

れ
る
こ
と
だ
が
、
現
実
問
題
と
し
て
難
し

い
。
厳
し
い
議
論
の
末
、
応
急
復
旧
は
あ

き
ら
め
、
通
行
に
時
間
が
か
か
っ
て
も
作

業
の
安
全
を
優
先
す
る
②
と
③
が
選
択
さ

れ
た
。
安
全
優
先
で
は
あ
る
が
、
利
用
者

に
長
期
間
、
時
間
的
、
費
用
的
な
ロ
ス
を

強
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

Ｕ
字
カ
ー
ブ
部
分
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト

す
る
形
で
仮
橋
を
渡
し
、
早
期
の
通
行
解

除
に
向
け
た
工
事
を
行
な
い
、
本
復
旧
と

し
て
ロ
ッ
ク
シ
ェ
ッ
ド
（
洞
門
建
設
）
工

事
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
全
て
の
工
程

で
工
事
担
当
者
に
「
時
間
的
な
余
裕
感
」

は
な
か
っ
た
。

　

被
災
の
激
し
い
滝
室
坂
の
ほ
か
国
道
沿

い
で
計
10
か
所
の
斜
面
崩
壊
が
同
時
多
発

的
に
発
生
し
て
お
り
、
国
土
交
通
省
・
熊

本
河
川
国
道
事
務
所
は
阿
蘇
市
・
坂
梨
交

差
点
か
ら
坂
の
上
交
差
点
ま
で
の
４
・
６

㎞
を
、
仮
橋
完
成
ま
で
全
面
交
通
止
め
に

し
た
。
全
面
通
行
止
め
に
入
っ
た
の
が
、

土
石
流
発
生
直
後
の
７
月
12
日
午
前
５
時

40
分
。
通
行
止
め
が
解
除
さ
れ
た
の
は
、

仮
橋
の
設
置
完
了
（
全
長
１
２
０
ｍ
、
高

さ
約
20
ｍ
）
の
８
月
20
日
午
後
１
時
、
40

日
も
の
通
行
止
め
と
な
っ
た
。

プロジェクト九州

第3節①
寸断された
国道57号
滝室坂の復旧

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
壁
で
土
石
流
、
崖
く
ず
れ

繰
り
返
さ
れ
る
土
砂
災
害―

10
カ
所
の
斜
面
崩
壊

１
年
７
カ
月
、
道
路
復
旧
工
事
の
苦
闘

土石流に襲われた滝室坂（国道57号）
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時
間
と
の
戦
い―

仮
橋
建
設 

　

応
急
復
旧
と
し
て
、
仮
橋
建
設
の
選
択

だ
っ
た
が
、
竹
田―

大
分
方
面
へ
の
「
喉

首
」
滝
室
坂
の
不
通
は
、
災
害
と
は
い
え

異
例
の
長
期
間
、
利
用
者
に
大
幅
な
遠
回

り
迂
回
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ

だ
け
に
仮
橋
の
建
設
を
急
ぎ
、
１
日
も
早

い
通
行
止
め
解
除
が
求
め
ら
れ
た
。

　

仮
橋
は
プ
レ
ガ
ー
タ
橋
。
全
国
に
手
配

し
て
、
橋
体
の
在
庫
を
持
っ
て
い
た
大
阪

の
業
者
か
ら
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
問
題

は
基
礎
と
な
る
下
部
工
（
橋
台
、
橋
脚
）

だ
。
泥
と
岩
石
と
流
木
が
流
れ
込
ん
だ
現

場
は
道
路
下
の
沢
部
で
凹
地
。
ま
ず
、
そ

れ
ら
の
排
除
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
地
質

調
査
。
昼
夜
兼
行
の
架
橋
作
業
に
は
、
常

時
、
落
石
・
土
石
流
警
戒
の
た
め
「
見
張

り
人
」
が
立
っ
た
。
事
故
か
ら
約
３
週
間

後
（
８
月
４
日
）
橋
台
・
橋
脚
の
工
事
が

完
了
、
大
型
ク
レ
ー
ン
で
橋
桁
を
取
り
付

け
、
テ
ス
ト
走
行
。
工
事
完
了
し
た
の
が

８
月
20
日
だ
っ
た
。
全
面
交
通
止
め
か
ら

40
日
か
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
１
日
も

早
い
開
通
へ
、
仮
橋
建
設
の
現
場
は
「
時

間
と
の
戦
い
」
だ
っ
た
。

 

危
険
と
の
戦
い
ー
斜
面
対
策
工 

　

そ
の
一
方
で
、「
危
険
と
の
闘
い
」
が

切
り
立
っ
た
高
さ
２
０
０
ｍ
も
の
岩
壁
で

進
ん
で
い
た
。
崩
壊
斜
面
は
３
カ
所
。
一

直
線
に
崩
落
し
た
左
側
の
斜
面
は
高
さ
約

２
０
０
ｍ
、
勾
配
45
度
の
急
斜
面
で
、
崩

壊
防
止
の
対
策
工
が
最
も
必
要
だ
っ
た
。

カ
ル
デ
ラ
崖
は
阿
蘇
山
で
繰
り
返
さ
れ
た

大
爆
発
に
よ
っ
て
溶
岩
や
火
砕
流
堆
積

土
、
火
山
灰
土
が
岩
層
を
作
っ
て
い
る
。

　

阿
蘇
の
噴
火
の
歴
史
は
古
く
、
カ
ル
デ

ラ
壁
の
地
層
は
60
万
年
前
の
輝
石
安
山
岩

溶
岩
の
上
に
、
27
万
年
、
14
万
年
、
12
万

年
の
各
噴
火
に
よ
る
火
砕
流
噴
出
物
な
ど

が
積
み
重
な
り
、
９
万
年
前
の
火
砕
流
や

降
下
物
が
覆
っ
て
い
る
。
特
に
、
降
下
物

は
カ
ル
デ
ラ
の
外
輪
山
北
東
壁
に
厚
く

（
約
30
㎝
）、
30―

40
度
の
急
壁
を
形
成
、

今
回
と
同
様
、「
黒
ボ
ク
」
の
表
層
崩
壊

を
引
き
金
に
土
砂
崩
壊
を
繰
り
返
し
て
き

た
。

　

滝
室
坂
の
崩
壊
現
場
は
高
さ
70
ｍ
ま
で

の
最
下
岩
層
が
最
も
古
く
硬
い
。
そ
の
上

の
高
さ
１
３
０
ｍ
岩
層
は
比
較
的
軟
ら
か

い
。
表
層
か
ら
順
次
、
堅
さ
を
増
す
岩
層

が
重
な
る
。
下
部
の
岩
層
は
堅
く
崩
壊
の

恐
れ
は
な
い
た
め
そ
の
ま
ま
と
し
、
最
上

部
、
中
間
部
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
吹
付

枠
の
貼
り
付
け
と
ア
ン
カ
ー
の
施
工
を

行
っ
た
。

　

難
問
は
、
中
間
部
。
落
下
の
可
能
性
が

あ
る
大
石
（
転
石
）
が
多
く
、
ま
ず
、
そ

の
除
去
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
崖
の

頂
上
に
鉄
塔
を
建
て
、索
道
（
ケ
ー
ブ
ル
）

を
お
ろ
す
。
自
然
落
下
を
防
ぐ
た
め
、
転

石
を
網
で
つ
つ
む
よ
う
に
安
定
さ
せ
、
無

人
の
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
遠
隔
操
作
し
て
不
安

定
な
岩
石
を
掘
り
だ
し
、
ケ
ー
ブ
ル
で
下

に
降
ろ
す
。
慎
重
な
上
に
も
慎
重
に
作
業

が
進
め
ら
れ
た
。

　

転
石
除
去
の
後
、
深
さ
約
５
ｍ
に
鉄

筋
（
ア
ン
カ
ー
）
５
０
０
本
を
打
ち
込

み
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
枠
で
斜
面
を
安
定
さ

せ
た
。
ア
ン
カ
ー
挿
入
は
下
方
に
な
る
ほ

ど
岩
層
は
堅
く
、
上
部
で
１
日
８―

10
本

打
て
た
ア
ン
カ
ー
が
堅
い
下
部
の
岩
層
で

は
１
日
２
本
し
か
打
て
な
か
っ
た
。東
京
・

霞
が
関
ビ
ル
（
高
さ
１
４
７
ｍ
）
を
は
る

か
に
超
え
る
、
高
さ
２
０
０
ｍ
も
の
超
高

層
ビ
ル
の
壁
面
で
の
高
所
作
業
に
似
て
、

多
い
時
に
は
30
人
の
作
業
員
が
命
綱
で
壁

面
に
釣
り
下
が
り
、
見
上
げ
れ
ば
、
人
間

が
「
動
く
黒
点
」
の
よ
う
に
岸
壁
に
張
り

付
い
た
危
険
な
作
業
に
従
事
し
た
。

 
防
災
屋
根―

ロ
ッ
ク
シ
ェ
ッ
ド 

　

落
下
し
て
く
る
岩
石
や
土
石
流
か
ら
道

路
を
「
屋
根
を
か
け
た
よ
う
に
」
守
る

た
め
の
ロ
ッ
ク
シ
ェ
ッ
ド
（
洞
門
長
さ

１
２
０
ｍ
）
の
建
設
完
了
に
よ
っ
て
全
面

復
旧
と
な
る
。
崖
の
安
全
を
確
認
し
な
が

ら
も
、
本
格
復
旧
の
た
め
、
こ
の
建
設
も

急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。「
仮
橋
通
行
」に
は
、

様
々
な
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

仮
橋
の
勾
配
角
度
が
９
度
も
あ
り
、
大

型
ト
ラ
ッ
ク
の
カ
ー
ブ
登
坂
は
エ
ン
ジ
ン

へ
の
負
担
が
大
き
く
、
ま
た
ギ
ア
チ
ェ
ン

ジ
な
し
に
仮
橋
入
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
し
ば

し
ば
ス
ト
ッ
プ
、
あ
る
い
は
故
障
。
ま
た

仮
橋
に
入
る
カ
ー
ブ
が
急
で
、
ハ
ン
ド
ル

操
作
が
難
し
く
、
一
度
で
は
カ
ー
ブ
を
き

れ
ず
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
早
く
、
本

復
旧
を
行
い
、
元
の
正
常
な
道
路
線
形
に

戻
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

仮
橋
通
行
中
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
87

本
の
支
柱
と
頑
丈
な
シ
ェ
ル
タ
ー
（
防
護

天
井
）
で
道
路
を
守
る
ロ
ッ
ク
シ
ェ
ッ
ド

の
建
設
工
事
（
滝
室
洞
門
）
が
続
い
た
。

落
石
な
ど
が
直
接
、
当
た
ら
な
い
よ
う
、

山
側
の
岸
壁
と
洞
門
の
間
隔
を
５
ｍ
と

り
、
そ
こ
に
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
衝
撃
緩

和
材
を
詰
め
、
屋
根
部
分
に
は
落
石
の
衝

撃
を
受
け
止
め
る
砂
が
厚
く
置
か
れ
た
。

　

こ
う
し
て
滝
室
坂
の
被
災
現
場
は
、
本

復
旧
し
た
。被
災
か
ら
１
年
７
か
月
ぶ
り
、

平
成
26
年
２
月
９
日
、
仮
橋
か
ら
ロ
ッ
ク

シ
ェ
ッ
ド
に
道
路
が
切
り
換
え
ら
れ
た
。

 

ト
ン
ネ
ル
ー
安
全
へ
の
抜
本
策 

　

阿
蘇
外
輪
山
・
カ
ル
デ
ラ
崖
は
崩
壊
し

や
す
い
。
平
成
24
年
７
月
12
日
の
豪
雨
に

よ
る
土
石
流
や
崖
崩
れ
は
阿
蘇
市
や
根
子

岳
山
麓
の
南
阿
蘇
村
で
約
80
カ
所
に
上
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
豪
雨
で
、
同
一
個

所
で
幾
度
も
、
崖
崩
れ
、
土
石
流
が
発
生
。

今
後
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
象
異
変
で

集
中
豪
雨
は
回
数
と
降
雨
量
を
増
し
、
土

大規模な山くずれの災害復旧工事（熊本県・阿蘇市）
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砂
災
害
は
拡
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。
被
災
と
復
旧
の
繰
り
返
し
か
ら
脱

却
す
る
抜
本
対
策
が
学
識
者
に
よ
る
検
討

委
員
会
で
検
討
さ
れ
、
ト
ン
ネ
ル
建
設
案

が
平
成
24
年
４
月
、
委
員
会
決
定
し
て
い

る
。

　

国
道
57
号
滝
室
坂
の
北
側
斜
面
に
ト
ン

ネ
ル
（
約
４
・
７
㎞
）
を
掘
削
し
て
現
在

の
九
十
九
折
の
登
坂
路
を
避
け
て
通
過
し

よ
う
す
る
も
の
だ
。

　

ト
ン
ネ
ル
を
含
む
道
路
事
業
（
総
工
費

約
２
３
０
億
円
）
は
平
成
25
年
か
ら
地
質

調
査
、
26
年
度
に
は
予
備
設
計
な
ど
に
入

る
。
し
か
し
、
火
山
噴
出
岩
層
が
重
な
っ

た
地
層
で
あ
り
、
急
傾
斜
面
の
ト
ン
ネ
ル

だ
け
に
克
服
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

 

難
問
山
積
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削 

　

特
に
、
豪
雨
が
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
流
れ

込
み
、
通
行
車
両
を
押
し
流
す
事
故
が
発

生
し
て
は
な
ら
な
い
。
国
道
57
号
に
並
行

す
る
よ
う
に
建
設
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
豊
肥

線
の
坂
の
上
ト
ン
ネ
ル
（
約
２
・
２
㎞
、

最
大
傾
斜
２
・
５
％
）
は
九
州
北
部
豪
雨

で
ト
ン
ネ
ル
に
大
量
の
雨
水
が
流
れ
込
み

「
水
路
」
と
な
り
、
鉄
砲
水
の
よ
う
水
勢

で
レ
ー
ル
を
押
し
流
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
か

ら
押
し
出
さ
れ
た
レ
ー
ル
は
馬
蹄
や
円
形

に
曲
げ
ら
れ
、
水
勢
の
、
想
像
を
超
え
る

パ
ワ
ー
を
物
語
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
事

態
が
道
路
ト
ン
ネ
ル
で
発
生
す
る
よ
う
な

こ
と
に
な
れ
ば
大
惨
事
に
な
る
。し
か
も
、

滝
室
坂
の
ト
ン
ネ
ル
（
幅
12
ｍ
）
の
最
大

傾
斜
は
４
％
に
な
る
。
ト
ン
ネ
ル
勾
配
を

緩
め
れ
ば
延
長
は
長
く
な
り
、
５
㎞
を
超

え
る
一
般
国
道
の
ト
ン
ネ
ル
で
は
、
大
型

特
殊
車
両
が
通
行
で
き
な
い
。
４
・
７
㎞

は
ギ
リ
ギ
リ
の
長
さ
で
あ
り
、
そ
の
た
め

４
％
勾
配
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。

　

こ
の
急
勾
配
の
滝
室
ト
ン
ネ
ル
で
、
Ｊ

Ｒ
坂
之
上
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
浸
水
す
れ

ば
、
通
行
中
の
車
両
が
流
さ
れ
大
事
故
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
上
部

の
坑
口
で
、い
か
に
水
の
浸
入
を
防
ぐ
か
、

構
造
的
な
大
き
な
課
題
と
な
る
。

　

滝
室
ト
ン
ネ
ル
は
こ
う
し
た
構
造
的
な

難
問
に
加
え
て
、
湧
水
な
ど
施
工
上
の
課

題
も
予
想
さ
れ
、
カ
ル
デ
ラ
壁
へ
の
挑
戦

は
、
厚
い
「
設
計
・
技
術
の
壁
」
へ
の
挑

戦
と
な
る
だ
ろ
う
。

JR豊肥線・坂の上トンネルへの浸水で押し出されたレール

　

熊
本
か
ら
大
分
へ
、
九
州
を
横
断
す

る
国
道
57
号
は
、
熊
本
藩
主
が
参
勤

交
代
な
ど
に
も
使
っ
た
豊
後
街
道
に

沿
っ
た
ル
ー
ト
で
、
滝
室
坂
（
阿
蘇
市

一
の
宮
）
の
登
り
口
と
な
る
坂
梨
は

宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
的
石

の
お
茶
屋
跡
も
公
園
に
整
備

さ
れ
て
い
る
。
熊
本―

竹
田

―

大
分
に
い
た
る
街
道
は
今

で
も
石
畳
延
長
１
・
６
㎞
も
の

二
重
坂
、
弁
天
坂
、
境
の
松

坂
、
今
市
宿
な
ど
石
畳
の
道

が
残
っ
て
お
り
、
加
藤
清
正

以
来
、
こ
の
街
道
の
重
要
さ
、

街
道
整
備
に
い
か
に
力
を
注

い
で
き
た
か
を
、
今
に
伝
え

て
い
る
。

　

国
道
57
号
滝
室
坂
の
被
災

も
大
き
か
っ
た
が
、
そ
こ
か

ら
数
百
ｍ
、
隣
接
す
る
坂
梨

を
襲
っ
た
土
石
流
は
大
規
模

で
、
同
地
区
で
死
者
６
人
、

家
屋
全
半
壊
９
戸
の
被
害
を

出
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
土
砂
災
害
の
死
者

行
方
不
明
者
は
22
人
に
上
っ

た
。
土
石
流
は
砂
礫
型
と
泥

流
型
の
二
つ
が
見
ら
れ
外
輪

山
の
上
部
に
堆
積
し
て
い
る

火
砕
流
堆
積
物「
黒
ボ
ク
」（
厚

さ
１―
２
ｍ
）
の
表
層
崩
壊

か
ら
始
ま
り
、
数
か
所
か
ら
の
泥
流
が

合
流
し
て
立
木
を
倒
し
、
巻
き
込
み
な

が
ら
規
模
を
大
き
く
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
約
４
０
０
カ
所
の
砂
防

ダ
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の

豪
雨
は
「
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
大
雨
」
で
、
発
生
し
た
土
石
流

は
移
動
距
離
も
長
く
広
範
囲
に
及
ん

で
、
厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堤
体
が
破
壊

さ
れ
た
と
こ
ろ
も
出
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

勝
海
舟
、
坂
本
龍
馬
も
歩

い
た
豊
後
街
道
（
１
２
４
㎞
）

に
は
、
現
在
も
石
畳
が
多
く

残
り
、
一
部
は
国
指
定
・
史

跡
と
な
っ
て
い
る
。
街
道
を

往
来
す
る
旅
人
の
「
歩
き
や

す
さ
」、
何
よ
り
街
道
を
災
害

に
強
く
す
る
た
め
の
“
舗
装
”

で
あ
る
。
こ
う
し
た
先
人
の

道
路
維
持
の
４
０
０
年
の
努

力
、
そ
こ
に
生
ま
れ
た
地
域

の
歴
史
を
歩
い
て
学
ぶ
た
め
、

毎
年
、
夏
休
み
、
小
・
中
学

生
が
一
週
間
を
か
け
て
豊
後

街
道
の
全
行
程
を
踏
破
し
て

い
る
。

歴史の道―豊後街道
参勤交代、龍馬、海舟も歩いた

豊後街道を歩いて道と街の歴史を学ぶ子供たち



－ 147 －

　

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
は
、

阿
蘇
地
方
で
死
者
23
人
、行
方
不
明
２
人
、

重
軽
傷
者
５
人
の
計
30
人
に
及
び
、
家
屋

の
全
半
壊
、
浸
水
は
１
７
０
０
戸
を
超
え

た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
阿
蘇
市
と
南
阿
蘇

村
に
集
中
し
た
。い
ず
れ
も
阿
蘇
外
輪
山
・

カ
ル
デ
ラ
壁
の
崖
崩
れ
、
土
石
流
が
麓
の

集
落
、
田
畑
を
襲
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
雨

に
弱
い
火
山
堆
積
土
・
岩
層
の
崩
壊
で
、

昭
和
28
年
の
西
日
本
大
水
害
、
平
成
２
年

の
一
の
宮
災
害
、
平
成
24
年
の
九
州
北
部

豪
雨
と
続
く
土
砂
災
害
だ
が
、
九
州
北
部

豪
雨
で
は
集
中
豪
雨
・
時
間
雨
量
（
午
前

２
時
か
ら
同
３
時
、
１
０
８
㎜
）
が
過
去

２
回
の
１
・
６
倍
、
深
夜
か
ら
明
け
方
に

集
中
し
た
た
め
、
被
害
を
大
き
く
し
た
。

明
暗
を
分
け
た
の
は
砂
防
堰
堤
の
有
無
。

そ
れ
だ
け
に
土
石
流
対
策
の
砂
防
堰
堤

を
、
短
期
間
に
造
り
終
え
る
必
要
が
あ
っ

た
。

　

過
去
２
回
の
土
砂
災
害
は
、
特
に
、
阿

蘇
外
輪
山
東
部
、
そ
の
南
・
根
子
岳
山
麓
・

高
森
町
か
ら
北
部
の
阿
蘇
市
一
の
宮
手
野

ま
で
の
カ
ル
デ
ラ
壁
に
集
中
。
平
成
２
年

は
南
部
、
同
24
年
は
北
部
に
よ
り
被
害
が

集
中
し
た
が
、
発
生
個
所
は
ほ
ぼ
重
な
っ

て
い
た
。豪
雨
に
な
り
や
す
い
地
形
と「
雨

に
弱
い
地
質
」
に
よ
っ
て
、
土
砂
災
害
は

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
し
、
今
後
も
「
反
復

的
に
」続
く
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

「
防
災
対
策
」
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
砂
防
堰
堤
の
建
設
は
緊
急
課
題

と
な
っ
た
。

 

驚
異
的
な
築
堤
ス
ピ
ー
ド 

　

か
つ
て
、豊
後
街
道
時
代
、宿
場
町
（
坂

梨
宿
）
だ
っ
た
「
坂
梨
地
区
」
は
、現
在
、

国
道
57
号
が
九
十
九
折
り
の
滝
室
坂
に
向

か
い
、
Ｊ
Ｒ
豊
肥
線
が
暖
傾
斜
を
探
し
な

が
ら
登
坂
す
る
起
点
と
な
っ
て
い
る
。
土

砂
災
害
の
常
襲
地
帯
で
、
平
成
２
年
に
も

数
多
く
の
崖
崩
れ
、
土
石
流
に
見
舞
わ
れ

た
。
そ
の
災
害
を
教
訓
に
、
砂
防
堰
堤
が

豆
札
川
、
平
保
の
木
川
、
神
上
川
に
３
か

所
に
建
設
さ
れ
た
。

　

砂
防
堰
堤
の
土
石
、
流
木
に
対
す
る
捕

捉
力
は
大
き
く
、
今
回
の
災
害
で
も
下
流

の
家
屋
、
田
畑
に
は
被
害
は
及
ば
な
か
っ

た
。
砂
防
堰
堤
の
な
い
北
側
の
渓
流
で
発

生
し
た
土
石
流
は
、
６
人
の
命
を
飲
み
込

み
、
家
屋
全
半
壊
９
戸
。
そ
の
北
側
、
北

坂
梨
川
で
も
土
石
流
に
よ
っ
て
15
戸
が
全

半
壊
し
た
。
砂
防
堰
堤
の
有
無
が
、
明
暗

を
分
け
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
坂
梨
・
北
坂
梨
地
区
に
は

新
た
に
４
基
の
砂
防
堰
堤
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
梅
雨
期
に
繰
り
返
さ
れ

る
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
だ
け
に
、

堰
堤
工
事
は
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
阿
蘇

地
方
全
体
で
15
カ
所
の
災
害
関
連
事
業
の

堰
堤
が
建
設
さ
れ
る
が
、
平
成
26
年
５
月

現
在
で
竣
工
し
た
も
の
７
基
、
堰
堤
本
体

の
築
堤
は
16
基
全
て
が
完
了
、
６
月
末
に

は
竣
工
予
定
と
し
て
い
る
。
驚
異
的
な
ス

ピ
ー
ド
と
言
っ
て
よ
い
。
築
堤
工
事
が
始

ま
っ
た
の
は
平
成
25
年
４
月
だ
っ
た
か

ら
、
１
年
余
で
こ
こ
ま
で
工
事
が
進
ん
だ

の
で
あ
る
。

 
利
点
多
い
砂
防
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト 

　

同
時
進
行
的
に
、
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
多
数
の
砂
防
堰
堤
の
建
設
を
進
め

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
被
災
現
場

を
持
つ
熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
土
木
部

を
中
心
に
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

　

崖
崩
れ
、
土
石
流
で
膨
大
な
量
の
土
砂

が
山
地
か
ら
吐
き
出
さ
れ
て
き
た
。
復
旧

復
興
工
事
は
ま
ず
こ
の
土
砂
の
排
土
作
業

か
ら
始
ま
る
が
、
運
搬
経
費
や
捨
て
場
に

頭
を
痛
め
る
こ
と
が
多
い
。
崩
壊
土
砂
を

有
効
活
用
で
き
な
い
か
。

　

注
目
し
た
の
は
雲
仙
・
普
賢
岳
や
桜
島

の
砂
防
堰
堤
に
使
わ
れ
た
「
砂
防
ソ
イ
ル

セ
メ
ン
ト
」（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
工
法
）
に
よ

る
砂
防
堰
堤
の
建
設
で
あ
る
。
阿
蘇
で

は
土
石
流
で
山
か
ら
流
れ
出
た
土
砂
に

製
鉄
所
な
ど
で
出
来
る
「
ス
ラ
グ
」（
鋼

滓
）
を
混
ぜ
合
わ
せ
（
１
次
混
合
）、
さ

ら
に
セ
メ
ン
ト
と
水
を
２
次
混
合
し
た
も

の
。
土
砂
60
％
、
ス
ラ
グ
40
％
、
セ
メ
ン

ト
１
５
０
㎏
（
１
㎥
当
た
り
）
の
割
合
。

構
築
方
法
は
あ
ら
か
じ
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
下
流
側
）
と
鋼
矢
板
（
上
流
側
）
で
つ

く
ら
れ
た
堤
体
壁
の
間
に
詰
め
込
み
、
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
で
平
ら
に
敷
い
た
表
面
を

プロジェクト九州

第3節②
砂防堰堤の建設

「阿蘇の挑戦」

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
壁
、
繰
り
返
さ
れ
る
土
砂
災
害

残
土
利
用
の
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
で
砂
防
堰
堤

現
地
に
集
中
プ
ラ
ン
ト
建
設
で
同
時
着
工

流木、大石を食い止めたスリット（阿蘇市で）
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ロ
ー
ラ
ー
で
「
転
圧
」
し
て
締
め
固
め
る
。

　

砂
防
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
の
使
用
は
利
点

が
多
い
。
ま
ず
、
土
石
流
な
ど
で
堆
積
し

た
土
砂
を
大
量
に
使
え
る
し
、
残
土
処
分

費
用
の
削
減
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
需
要
抑

制
に
も
つ
な
が
る
。
建
設
現
場
が
砂
防
ソ

イ
ル
セ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
ト
に
近
い
た
め
運

搬
費
も
軽
減
で
き
る
。
砂
防
ソ
イ
ル
セ
メ

ン
ト
の
製
造
費
は
コ
ン
リ
ー
ト
に
比
較
し

て
３
分
の
１
か
ら
４
分
の
３
と
言
わ
れ
る

が
、
阿
蘇
の
場
合
堰
堤
の
規
模
が
小
さ
く

コ
ン
ク
リ
ー
ト
堰
堤
に
比
べ
約
20
％
の
コ

ス
ト
削
減
が
出
来
た
と
い
う
。

　

画
期
的
な
の
は
「
黒
ボ
ク
」
の
利
用
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
有
効
利
用
で
き
な
い
と

さ
れ
て
き
た
が
（
一
財
）
砂
防
地
す
べ
り

セ
ン
タ
ー
や
京
都
大
学
の
研
究
を
も
と
に

「
黒
ボ
ク
」
に
「
ス
ラ
グ
」
と
新
開
発
の

「
セ
メ
ン
ト
固
化
剤
」
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
全
国
で
初
め
て
黒
ボ
ク
利
用
を

可
能
に
し
た
、
と
い
う
。

 

全
国
初
の
集
中
プ
ラ
ン
ト 

　

加
え
て
防
災
施
設
と
し
て
、
工
期
が
短

い
と
い
う
利
点
が
大
き
い
。
例
え
ば
、
坂

梨
砂
防
堰
堤
（
堤
体
延
長
１
６
８
・
３
ｍ
、

高
さ
11
・
５
ｍ
）
は
本
堤
の
体
積
は
１
万

㎥
を
超
え
た
が
、
打
設
完
了
ま
で
の
実
稼

働
日
数
は
45
日
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
ぶ
り

だ
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堰
堤
の
場
合
、
通
常

９
カ
月
必
要
だ
が
、
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
の

場
合
、現
場
の
掘
削
開
始
か
ら
６
か
月（
測

量
期
間
を
入
れ
る
と
７
・
５
カ
月
）
で
完

成
し
た
。

　

ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
の
製
造
を
「
集
中
プ

ラ
ン
ト
」
で
行
っ
た
の
は
、
阿
蘇
が
全
国

で
初
め
て
だ
っ
た
。
北
坂
梨
か
ら
坂
梨
に砂防えん堤は流木と土砂を食い止めた（阿蘇市）

砂防ソイルセメントで、建設がスピードアップ（阿蘇市・坂梨）

●
表
層
崩
壊

　

大
多
量
の
雨
水
が
尾
根
部
や
谷
間
に
集

中
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
堆
積
し
た
浸
食

に
弱
い
表
層
が
飽
和
状
態
と
な
り
重
量
が

増
加
、
抵
抗
力
が
低
下
し
て
表
層
崩
壊
が

発
生
す
る
。

●
抜
け
落
ち
型
崩
壊

　

表
層
か
ら
多
量
の
降
雨
水
が
地
下
に
浸

透
、
さ
ら
に
溶
結
凝
灰
岩
の
中
に
あ
る
割

れ
目
を
流
れ
下
り
、
そ
の
下
の
難
浸
透
層

の
上
を
流
れ
下
り
、
斜
面
の
末
端
に
あ
る

溶
結
凝
灰
岩
が
抜
け
落
ち
る
よ
う
に
崩

壊
。

●
表
層
・
抜
け
落
ち
型
の
複
合
崩
壊

　

多
量
の
雨
水
が
集
水
地
形
の
渓
流
・
沢

に
表
流
水
が
集
中
し
て
、
表
層
崩
壊
が
始

ま
り
、
浸
透
し
た
雨
水
が
難
浸
透
層
に
滞

水
し
て
、
抜
け
落
ち
型
崩
壊
と
の
複
合
崩

壊
を
引
き
起
こ
す
。

阿
蘇
の
土
砂
崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム

■抜け落ち型崩壊のイメージ

至
る
カ
ル
デ
ラ
壁
の
被
災
現
場
に
建
設
さ

れ
る
４
つ
の
砂
防
堰
堤
か
ら
半
径
約
２
㎞

地
点
に
あ
る
崩
壊
土
砂
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

を
利
用
し
て
砂
防
「
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
の

集
中
プ
ラ
ン
ト
」
を
建
て
た
。
砂
防
ソ
イ

ル
セ
メ
ン
ト
の
一
次
混
合
作
業
を
夜
間
か

ら
始
め
、
昼
間
に
短
距
離
で
建
設
現
場
に

運
び
込
め
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
複
数
の

砂
防
堰
堤
の
短
期
間
で
の
同
時
施
工
が
実

現
し
た
。

　

阿
蘇
の
よ
う
に
土
砂
災
害
が
集
中
、
多

発
す
る
地
域
で
は
砂
防
堰
堤
が
す
で
に
約

４
０
０
基
が
存
在
し
、
新
規
建
設
も
多
数

と
な
る
。
工
期
を
短
縮
し
て
次
の
災
害
に

備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
が

命
な
の
だ
。
コ
ス
ト
縮
減
と
工
期
の
短
縮

は
、
土
砂
災
害
多
発
地
域
に
と
っ
て
、
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
砂
防
ソ
イ
ル
セ
メ
ン

ト
と
集
中
プ
ラ
ン
ト
で
、
災
害
発
生
土
砂

の
有
効
利
用
に
取
り
組
ん
だ
「
阿
蘇
の
挑

戦
」
は
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

（
写
真
は
い
ず
れ
も
熊
本
県
提
供
）

豪 雨豪 雨

表土・黒ボク表土・黒ボク 浸透水浸透水

溶結凝灰岩
［亀裂発生］
溶結凝灰岩
［亀裂発生］

難透水層難透水層
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宮
崎
市
か
ら
北
へ
国
道
10
号
を
走
る

と
、
電
柱
や
小
高
い
丘
に
「
標
高
○
○

ｍ
」
の
表
示
が
目
に
つ
く
。
津
波
が
襲
っ

て
き
た
と
き
、
高
所
避
難
の
場
所
と
し
て

日
頃
か
ら
人
々
に
意
識
付
け
を
行
う
た
め

な
の
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
宮
崎
県
沿
岸
部

は
、
過
去
に
幾
度
も
、
地
震
に
よ
る
大
津

波
に
襲
わ
れ
、
被
害
を
受
け
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
そ
の
心
配
は
あ
る
。
日
向
灘

沖
で
発
生
す
る
地
震
、
紀
伊
半
島
沖
・
南

海
道
で
起
き
る
地
震
の
二
つ
あ
り
、
特
に

南
海
道
沖
の
地
震
よ
る
津
波
は
波
高
が
大

き
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
予

想
さ
れ
る
津
波
の
最
大
波
高
は
17
ｍ
を

超
え
る
。
押
し
寄
せ
た
津
波
は
川
を
さ

か
の
ぼ
り
被
害
を
広
げ
る
。

一
ッ
瀬
川
な
ど
で
は
６
㎞

以
上
も
さ
か
の
ぼ
る
、
と

い
う
。
ま
た
、
地
震
に
よ

る
土
砂
災
害
も
日
南
海
岸

な
ど
に
多
発
す
る
だ
ろ
う
。

東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
、

南
海
地
震
が
連
動
す
る
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

宮
崎
沿
岸
部
で
は
、
地
震

と
津
波
は
「
今
、
そ
こ
に

あ
る
危
険
」
と
し
て
受
け
止
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

防
災
対
策
と
し
て
、
要
望
が
強
い
の
は

防
潮
堤
な
ど
ハ
ー
ド
対
応
だ
が
、
今
回
の

東
日
本
大
震
災
で
は
、
２
重
の
、
高
さ
10

ｍ
も
の
大
堤
防
で
さ
え
津
波
に
乗
り
越
え

ら
れ
、
一
部
破
壊
さ
れ
た
。
防
災
施
設
は

津
波
の
力
を
弱
め
は
す
る
が
「
完
封
」
は

出
来
な
い
。
こ
の
防
潮
堤
を
信
頼
し
て
逃

げ
遅
れ
た
人
も
い
た
。

 

災
害
を
忘
れ
な
い
た
め
に 

　

教
訓
は
「
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自
ら

判
断
し
て
、一
時
も
早
く
避
難
す
る
こ
と
」

に
尽
き
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
意
識
を
住
民

が
身
に
着
け
る
の
は
正
し
い
伝
承
や
体
験

談
な
ど
に
よ
る
「
日
ご
ろ
か
ら
の
教
育
」

で
あ
る
。「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
」
と
言
う
寺
田
寅
彦
の
警
句
の
よ

う
に
、
ど
ん
な
に
甚
大
で
深
い
災
害
の
傷

を
負
っ
て
も
忘
れ
や
す
い
の
が
人
間
だ
。

　

忘
れ
な
い
た
め
に
、
人
々
は
様
々
な
知

恵
を
凝
ら
し
て
き
た
。
宮
崎
市
熊
野
字
島

山
に
は
「
外
所
地
震
の
供
養
塔
」
が
、
地

区
住
民
に
よ
っ
て
、
50
年
忌
ご
と
に
新
し

く
建
て
ら
れ
て
い
る
。
外
所
地
震
は
寛
文

２
年
（
１
６
６
２
）、
宮
崎
県
下
で
死
者

２
０
０
人
、
家
屋
全
壊
３
５
０
０
戸
と
い

う
大
被
害
を
出
し
た
も
の
だ
。
小
さ
な
広

場
に
右
か
ら
、
最
も
小
さ
な
50
年
忌
供
養

塔
か
ら
順
に
、
現
在
、
７
基
あ
る
。
最
も

新
し
い
供
養
塔
は
平
成
19
年（
２
０
０
７
）

に
建
立
さ
れ
た
。
３
５
０
年
以
上
続
い
て

い
る
行
事
。
犠
牲
者
を
供
養
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
津
波
災
害
を
思
い
起
こ
し
、
自

戒
す
る
「
災
害
文
化
の
伝
承
」
な
の
だ
。

　

伝
承
の
形
は
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

だ
。
１
５
０
年
前
（
１
８
６
０
年
）
の
長

崎
市
太
田
尾
町
山
川
河
内
の
水
害
以
来
、

こ
の
地
域
で
は
「
念
仏
講
ま
ん
じ
ゅ
う
」

を
住
民
が
作
り
、
配
っ
て
「
忘
れ
な
い
工

夫
」
を
し
て
い
る
。
長
崎
大
水
害
（
昭
和

57
年
）
で
は
そ
の
教
訓
を
生
か
し
て
、
い

ち
早
く
避
難
、
一
人
も
死
傷
者
を
出
さ
な

か
っ
た
。
長
崎
大
水
害
か
ら
30
年
が
過
ぎ

「
災
害
を
忘
れ
な
い
た
め
の
」
行
事
が
も

よ
う
さ
れ
、
こ
う
し
た
災
害
伝
承
の
大
切

さ
が
強
調
さ
れ
た
。

 

災
害
伝
承
が
命
を
守
る 

　

長
崎
大
水
害
や
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
災

害
な
ど
の
被
災
状
況
、
原
因
を
研
究
、
防

災
に
関
す
る
提
言
を
し
て
き
た
高
橋
和
雄

長
崎
大
学
名
誉
教
授
は
こ
う
し
た
災
害
に

ま
つ
わ
る
各
地
の
言
い
伝
え
や
行
事
を
ま

と
め
た
「
災
害
伝
承
・
命
を
守
る
地
域
の

知
恵
」
を
出
版
（
平
成
26
年
）
し
た
。

プロジェクト九州

第4節①
明日への警告
今そこにある危機

漂
う
日
本
列
島
、火
山
、地
震
・
津
波
、豪
雨
・
台
風

災
害
文
化
の
伝
承
を
掘
り
起
こ
す

「
教
訓
を
生
か
し
、
正
し
く
恐
れ
よ
」

犠牲者を慰霊するお地蔵さま。
（熊本市・大江）

50年ごとに建てられる外地の供養塔（宮崎市）
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高
橋
教
授
は―

「
原
点
は
長
崎
水
害
か
ら
30
年
を
機
に
、

被
災
を
忘
れ
な
い
た
め
、
伝
承
や
遺
構
な

ど
を
残
す
提
案
を
し
た
こ
と
で
す
。
人
命

を
守
る
た
め
、
災
害
警
戒
、
防
災
教
育
，

そ
の
継
承
の
重
要
性
が
災
害
対
策
基
本
法

（
２
０
１
２
年
改
正
）
に
書
き
込
ま
れ
ま

し
た
が
、
ど
こ
の
何
を
生
か
し
て
伝
承
す

る
か
、
そ
の
事
例
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

た
か
っ
た
の
で
す
」

　
「
そ
う
し
た
災
害
伝
承
を
自
分
の
足
で

掘
り
起
し
た
人
、
ま
た
、
現
に
活
用
し
て

い
る
事
例
を
多
く
の
人
の
協
力
で
集
め
ま

し
た
。
桜
島
の
大
正
大
爆
発
を
伝
え
る
石

碑
、
２
２
０
年
前
の
雲
仙
爆
発
の
島
原
藩

古
文
書
な
ど
の
新
し
い
掘
り
起
し
も
あ
り

ま
す
」

「
東
日
本
大
災
害
で
も
遺
構
を
残
す
こ
と

に
、
見
る
の
が
つ
ら
い
と
被
災
者
か
ら
反

対
が
出
ま
し
た
が
、
今
の
世
代
だ
け
で
な

く
後
世
の
人
び
と
、
子
孫
た
ち
に
伝
え
る

の
だ
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
」

　

宮
崎
県
土
木
部
は
冊
子
「
宮
崎
県
に
お

け
る
災
害
文
化
の
伝
承
」（
平
成
１
８
年
）

を
ま
と
め
て
い
る
。
同
県
の
土
砂
災
害
、

地
震
災
害
、
火
山
災
害
、
台
風
・
豪
雨
災

害
を
「
災
害
文
化
」
の
視
点
か
ら
ま
と
め

た
も
の
で
「
先
祖
代
々
語
り
継
が
れ
て
き

た
土
砂
災
害
の
記
憶
が
次
世
代
に
伝
承
さ

れ
ず
、
貴
重
な
災
害
文
化
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
」
と
の
危
機
意
識
か
ら
宮
崎
大
学
と

協
力
し
て
編
集
、
出
版
。
県
民
の
防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
に
役
立
て
よ
う
と
し
て

い
る
。

 

漂
う
日
本
列
島 

　

作
家
・
小
松
左
京
氏
は
昭
和
４
８
年
、

近
未
来
小
説
「
日
本
沈
没
」
を
書
い
た
。

「―

漂
う
日
本
列
島
！

　

そ
れ
は
現
在
で
も
、
年
１
セ
ン
チ
な
い

し
２
セ
ン
チ
の
ス
ピ
ー
ド
で
、
全
体
と
し

て
南
南
東
へ
動
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

進
む
正
面
か
ら
年
間
４
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
速
度
で
、
日
本
列
島
に
向
け
て
マ
ン
ト

ル
の
移
動
が
行
わ
れ
て
い
る
」

　

南
海
ト
ラ
フ―

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー

ト
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み

込
ん
で
い
る
海
溝
（
水
深
４
０
０
０
ｍ
）。

そ
こ
で
起
こ
る
海
溝
型
地
震
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。
今
、
東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
、

南
海
地
震
の
３
連
動
地
震
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
東
海
地
震
は
東
京

か
ら
名
古
屋
ま
で
の
日
本
の
心
臓
部
・
東

海
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
を
襲
う
た
め
、
震
源
域

の
詳
細
観
測
、
防
災
対
策
が
強
化
さ
れ
て

き
た
。
東
南
海
と
南
海
は
１
９
４
０
年
代

に
そ
れ
ぞ
れ
地
震
を
発
生
さ
せ
て
お
り
、

東
海
だ
け
が
１
５
０
年
以
上
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
た
め
込
ん
で
い
る
状
態
だ
。
東
海

地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
東

南
海
、
南
海
が
三
連
動
し

て
同
時
発
生
し
た
場
合
、

東
日
本
大
震
災
を
上
回
る

被
害
が
予
想
さ
れ
る
。

　

実
際
、
３
０
０
年
前
に

は
、
我
が
国
最
大
級
の
地

震
の
一
つ
と
さ
れ
る
宝
永

地
震
（
１
７
０
７
年
10
月

28
日
）
が
発
生
し
て
い
る
。

地
震
に
よ
っ
て
駿
河
湾―

東
海
道―

近
江―

近
畿―

中
国―

九
州
で

家
屋
が
倒
壊
、
大
津
波
は
伊
豆
半
島
か
ら

九
州
ま
で
襲
っ
た

　

ま
た
、
１
５
０
年
後
の
１
８
５
４
年
12

月
23
日
の
安
政
東
海
地
震
、
続
い
て
、
翌

24
日
南
海
地
震
（
い
ず
れ
も
Ｍ
８
・
４
）

が
連
動
し
て
発
生
、
房
総
半
島
か
ら
宮
崎

な
ど
九
州
東
海
岸
ま
で
地
震
と
津
波
に

よ
っ
て
数
１
０
０
０
人
の
人
命
が
失
わ
れ

て
い
る
。

 

正
し
く
恐
れ
よ 

　

こ
の
第
４
巻
で
取
り
上
げ
た
西
日
本
大

水
害
（
昭
和
28
年
）
長
崎
大
水
害
（
同
57

年
）
鹿
児
島
大
水
害
（
平
成
５
年
九
州
北

部
豪
雨
）
で
受
け
た
土
砂
災
害
や
都
市
浸

水
な
ど
大
き
な
被
害
。
そ
こ
か
ら
得
た
教

訓
を
ど
う
生
か
す
こ
と
が
出
来
る
か
。
地

球
温
暖
化
は
さ
ら
に
気
象
変
動
を
引
き
起

こ
し
、
集
中
豪
雨
と
台
風
は
激
し
く
し
て

行
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

東
九
州
沿
岸
を
幾
度
も
襲
っ
た
日
向
灘

地
震
や
火
山
性
の
「
え
び
の
群
発
地
震
」、

活
断
層
に
よ
る
福
岡
西
方
沖
地
震
な
ど
の小松左京著

「日本沈没」は大地震を想定した

昭和28年白川大水害を今に伝える記録碑（熊本市）

洪水に流される木橋（熊本市・白川）
昭和28年水害
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被
災
体
験
に
加
え
て
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震

源
域
と
す
る
海
溝
型
地
震
も
想
定
し
た
対

策
が
真
剣
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

九
州
に
は
、
多
く
の
災
害
が
発
生
し
、

多
数
の
人
命
が
失
わ
れ
、
貴
重
な
財
産
を

奪
わ
れ
た
。
そ
の
被
災
体
験
に
基
づ
い
た

予
知
、
避
難
、
減
災
の
た
め
の
災
害
文
化

の
伝
承
が
あ
る
。

　

被
災
文
化
と
は
「
自
然
災
害
に
対
す
る

防
災
あ
る
い
は
減
災
の
た
め
の
地
域
住
民

に
共
有
さ
れ
た
生
活
の
知
恵
」（
１
９
９
９

年
・
自
然
災
害
学
会
）
で
あ
る
。
そ
の
培

わ
れ
た
知
恵
と
教
訓
を
住
民
一
人
ひ
と
り

の
中
に
宿
し
、
育
て
、
避
難
な
ど
冷
静
に

行
動
す
る
こ
と
が
「
災
害
文
化
の
伝
承
」

な
の
だ
。

　

そ
の
知
恵
は
自
然
災
害
を
「
正
し
く
恐

れ
る
」
こ
と
だ
ろ
う
。
寺
田
寅
彦
を
師
と

し
、
関
東
大
震
災
の
被
災
調
査
か
ら
地
震

学
者
と
な
っ
た
元
気
象
庁
長
官
・
和
達
清

夫
氏
が
防
災
の
た
め
に
残
し
た
言
葉
で
あ

る
。

 

神
話
の
里 

　

宮
崎
は
島
根
県
・
出
雲
と
共
に
、
神

話
の
里
で
あ
る
。
両
県
と
も
に
古
事
記

１
３
０
０
年
を
記
念
し
た
行
事
を
行
っ
て

き
た
。「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
冊
子
Ⅳ

の
表
紙
写
真
に
も
取
り
上
げ
た
石
見
神
楽

の
「
や
ま
た
（
八
俣
）
の
オ
ロ
チ
退
治
」

の
神
話
は
土
石
流
か
ら
人
々
を
守
る
防

災
・
国
づ
く
り
の
物
語
と
伝
え
ら
れ
る
。

ま
た
、宮
崎
に
伝
わ
る「
天
の
岩
戸
」や「
黄

泉
の
国
」
の
神
話
が
、
実
は
古
代
日
本
人

の
巨
大
噴
火
（
加
久
藤
カ
ル
デ
ラ
・
霧
島
）

の
伝
承
で
あ
る
と
解
釈
し
た
の
は
、
石
黒

耀
の
小
説
「
死
都
日
本
」
だ
。

　

九
州
は
「
火
山
島
」
で
あ
る
。

８
万
７
千
年
前
の
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
を
作
っ

た
巨
大
爆
発
の
火
砕
流
は
中
・
北
部
九
州

を
焼
き
尽
く
し
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
を
死
滅

さ
せ
た
。
鹿
児
島
・
錦
江
湾
の
海
底
で
今

も
熱
水
を
吹
き
出
す
姶
良
カ
ル
デ
ラ
で
の

噴
火
は
２
万
８
０
０
０
年
前
で
、
現
在
、

南
九
州
を
覆
う
シ
ラ
ス
台
地
は
こ
の
時

の
火
砕
流
で
出
来
た
も
の
だ
。
さ
ら
に
、

７
３
０
０
年
前
の
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
の
巨
大

噴
火
（
ア
カ
ホ
ヤ
噴
火
）
で
、
上
野
原
遺

跡
（
霧
島
市
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
南

九
州
で
栄
え
た
縄
文
文
明

が
、
イ
タ
リ
ア
南
部
ベ
ス

ヴ
ィ
オ
ス
山
噴
火
の
火
砕

流
や
大
量
降
灰
で
全
滅
し

た
ロ
ー
マ
の
都
市
・
ポ
ン

ペ
イ
の
よ
う
に
壊
滅
さ
せ

ら
れ
た
。

　

そ
う
し
た
数
千
年
、
数

万
年
単
位
で
発
生
す
る
巨

大
噴
火
（
マ
グ
マ
火
砕
噴

火
）
も
地
球
誕
生
以
来
、

数
多
く
の
地
球
変
動
か
ら
見
れ
ば
決
し
て

「
稀
で
異
常
な
噴
火
」
で
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
九
州
を
震
撼
さ
せ
た
雲
仙
普
賢

岳
（
１
９
９
１
年
）
の
記
憶
に
生
々
し
い

火
砕
流
。
一
見
、
山
間
を
流
れ
下
る
灰
神

楽
に
も
見
え
な
が
ら
、
そ
れ
は
「
火
の
津

波
」
で
１
０
０
０
度
を
超
え
る
熱
風
、
燃

え
る
石
と
砂
が
黒
い
雲
の
塊
に
な
っ
て
、

時
速
１
０
０
㎞
で
襲
っ
て
き
た
、あ
の「
恐

怖
の
火
砕
流
」
で
さ
え
も
、
阿
蘇
カ
ル
デ

ラ
や
姶
良
カ
ル
デ
ラ
な
ど
に
比
べ
れ
ば
、

マ
グ
マ
噴
出
量
と
し
て
は「
ご
く
小
規
模
」

な
噴
出
規
模
な
の
だ
。

 

近
未
来
小
説
「
死
都
日
本
」 

　

小
説
「
死
都
日
本
」
は
１
万
年
単
位
で

起
こ
る
と
い
わ
れ
る
巨
大
噴
火
が
九
州
・

霧
島
で
発
生
し
た
と
し
た
ら―

そ
ん
な
想

定
で
物
語
が
進
行
す
る
。
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ

マ
が
咲
き
誇
る
霧
島
連
山
は
「
火
山
の
博

物
館
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
新
旧
20
数
個

の
噴
火
口
を
持
ち
、
か
つ
て
加
久
藤
カ
ル

デ
ラ
を
造
っ
た
大
噴
火
口
の
南
淵
に
当
た

る
。

　

小
説
は
韓
国
岳
か
ら
大
浪
の
池
付
近
で

噴
火
が
始
ま
り
、
加
久
藤
カ
ル
デ
ラ
規
模

の
噴
火
、
大
火
砕
流
を
発
生
さ
せ
、
南
九

州
一
帯
を
襲
う
「
破
局
噴
火
」
の
Ｓ
Ｆ
ス

ト
ー
リ
ー
。
豊
富
な
地
学
（
火
山
）
知
識

と
迫
真
の
展
開
で
、
読
者
を
ひ
き
つ
け
、

火
山
地
震
学
者
が
こ
の
小
説
を
素
材
に
シ

ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
「
破
局
噴
火
の
リ
ス
ク
と

日
本
社
会
」（
日
本
火
山
学
会
な
ど
共
催
）

を
開
い
た
ほ
ど
だ
。

　
「
死
都
日
本
」
は
約
30
万
年
前
の
加
久

藤
カ
ル
デ
ラ
の
大
火
砕
流
再
発
の
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
小
説
だ
が
、
現
実
に
は
１
万
年
に

１
回
は
起
こ
る
巨
大
噴
火
と
さ
れ
て
い

る
。そ
の
中
で
著
者
は
古
事
記
の
高
千
穂
・

国
づ
く
り
伝
説
を
、火
山
噴
火
や
地
鳴
り
、

火
山
雷
、
火
砕
流
な
ど
八
雷
神
が
人
々
を

襲
っ
た
巨
大
火
山
噴
火
に
よ
る
日
本
誕
生

と
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
死
後
の
世

界
「
黄
泉
の
国
」
の
物
語
り
、
な
ど
独
特

の
読
み
解
き
を
し
て
み
せ
て
い
る
。

　

出
雲
の
八
岐
大
蛇
退
治
の
神
話
も
川
の

氾
濫
と
治
水
の
国
づ
く
り
と
解
釈
さ
れ
、

蛇
は
水
神
、川
は
山
か
ら
流
れ
出
る
山
神
、

豪
雨
の
稲
光
り
は
雷
神
と
解
釈
さ
れ
て
い

る
。
ど
ち
ら
の
神
話
も
、
大
規
模
な
災
害

に
よ
る
耐
え
難
い
被
災
体
験
で
は
あ
る

が
、
同
時
に
、
天
岩
戸
神
話
の
「
太
陽
の

復
活
」、「
千
人
の
人
が
死
ね
ば
、
千
五
百

人
の
新
し
い
生
命
を
つ
く
る
」
と
い
っ
た

人
々
の
再
生
と
共
生
の
物
語
り
（
黄
泉
の

国
神
話
な
ど
）
で
神
話
を
締
め
く
く
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
神
話
が
伝
え
る
自
然
災

害
へ
の
恐
怖
と
復
興
の
物
語
は
、
現
代
社

会
へ
も
自
然
災
害
へ
の
根
源
的
な
理
解
と

復
興
へ
の
勇
気
を
あ
た
え
る
災
害
伝
承
な

の
だ
ろ
う
。

 

記
録
し
、
記
憶
す
る
志 

　

桜
島
、
霧
島
な
ど
火
山
噴
火
に
よ
る
被

害
を
受
け
て
い
る
地
域
は
九
州
に
多
い
。

雲
仙
・
普
賢
岳
の
噴
火
（
１
９
９
１
年
）

は
土
石
流
、火
砕
流
、火
山
灰
な
ど
に
よ
っ

て
、
大
き
な
被
害
を
島
原
市
な
ど
島
原
半

島
全
体
に
残
し
た
。
避
難
区
域
の
設
定
、

住
民
へ
の
避
難
勧
告
な
ど
住
民
の
生
命
を

宮崎県と宮崎大学がまとめた
「災害分化の伝承」冊子
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守
る
「
権
限
」
は
市
町
村
自
治
体
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
て
い
る
。
火
山
爆
発
に
限
ら
ず
水

害
な
ど
自
然
災
害
に
つ
い
て
住
民
の
生
命

財
産
を
守
る
直
接
責
任
と
権
限
は
国
に
あ

る
の
で
も
な
け
れ
ば
県
で
も
な
い
。

　

し
か
し
、
発
生
か
ら
事
態
の
推
移
と
、

災
害
状
況
を
瞬
時
に
、
あ
る
い
は
刻
々
と

掌
握
す
る
情
報
収
集
力
、
そ
の
情
報
の
解

析
力
が
市
町
村
自
治
体
に
備
わ
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
避
難
勧
告
が
遅
く
住
民

を
危
険
に
晒
し
た
と
の
非
難
や
批
判
は
し

ば
し
ば
起
こ
る
。

　

霧
島
・
新
燃
岳
の
噴
火
活
動
が
起
こ
り
、

火
口
に
溶
岩
が
溜
ま
り
せ
り
上
が
っ
て
き

た
と
き
、
地
元
宮
崎
県
・
高
原
町
役
場
は

ど
の
よ
う
に
対
処
を
す
べ
き
か
「
ど
う
し

て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」状
況
に
陥
っ
た
。

参
考
に
な
っ
た
の
は
、
普
賢
岳
噴
火
に
苦

し
ん
だ
島
原
市
の
体
験
だ
。
鐘
ヶ
江
管
一

市
長
は
警
戒
区
域
の
設
定
、
住
民
へ
の
避

難
勧
告
発
令
を
迫
ら
れ
、
一
方
で
、
そ
れ

に
よ
っ
て
田
畑
、
家
屋
な
ど
財
産
放
棄
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
住
民
の
拒
否
反
応
の
板

ば
さ
み
と
な
り
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
で
「
自

ら
命
を
命
を
絶
つ
寸
前
に
ま
で
、
精
神
的

に
追
い
詰
め
ら
れ
た
」（
鐘
ヶ
江
同
市
長
）

と
い
う
。
最
初
の
噴
火
以
来
、
島
原
市
と

し
て
の
災
害
対
応
を
細
か
く
報
告
書
に
し

た
。
高
原
町
は
島
原
市
の
苦
闘
を
綴
る
報

告
書
を
参
考
に「
霧
島
火
山
防
災
の
心
得
」

を
独
自
に
作
成
、
住
民
に
「
日
頃
の
心
が

ま
え
」を
伝
え
た
。
島
原
市
の
体
験
が「
伝

承
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
国
土
交
通

省
は
市
町
村
と
の
防
災
協
定
締
結
を
進
め

て
い
る
が
、
市
町
村
自
治
体
に
は
心
強
い

「
支
援
」
に
な
っ
て
い
る
。

　

２
２
０
年
前
（
１
７
９
２
）、
普
賢
岳

の
噴
火
に
始
ま
り
、
地
震
で
眉
山
の
南
側

が
崩
壊
、
有
明
海
に
３
億
４
０
０
０
万
㎥

と
も
い
わ
れ
る
大
量
の
土
砂
が
有
明
海
に

流
れ
込
み
、
海
岸
線
が
一
気
に
８
７
０
ｍ

も
押
し
出
さ
れ
た
。
大
津
波
が
発
生
、
対

岸
の
熊
本
に
押
し
寄
せ
、
島
原
側
で
約

１
万
人
、
熊
本
側
で
約
５
千
人
の
犠
牲
者

が
出
た
。
双
方
合
わ
せ
て
２
１
０
基
以
上

の
慰
霊
碑
が
建
て
ら
れ
「
島
原
大
変
、
肥

後
大
迷
惑
」
の
言
葉
と
共
に
、
人
々
に
被

災
を
記
憶
さ
せ
、
思
い
出
さ
せ
て
い
る
。

 
筑
後
川
、
三
大
洪
水 

　

筑
後
川
流
域
は
、
今
日
ま
で
洪
水
に
苦

し
ん
で
き
た
。
そ
の
中
で
三
大
水
害
と
呼

ば
れ
る
の
は
明
治
22
年
７
月
、
大
正
10
年

６
月
、
昭
和
28
年
６
月
で
、
人
々
は
命
を

奪
わ
れ
、
財
産
を
流
さ
れ
、
田
畑
な
ど
生

活
手
段
を
失
っ
た
。
平
成
24
年
７
月
に
も

支
流
・
花
月
川
の
堤
防
が
決
壊
、
日
田
市

は
多
く
の
浸
水
被
害
を
出
し
た
。
３
大
水

害
の
苦
し
み
と
復
興
へ
の
努
力
を
刻
ん
だ

石
碑
は
「
語
り
部
」
と
し
て
今
も
被
災
者

の
思
い
を
伝
え
て
い
る
。

　

被
災
の
語
り
部
の
「
霊
木
」
が
日
田
市

若
宮
に
あ
る
。
竹
田
公
園
沿
い
道
路
の
川

淵
に
立
つ
椋
の
木
。
明
治
22
年
、
大
正
10

年
の
２
度
の
大
洪
水
で
、
逃
げ
遅
れ
た
住

民
の
命
92
人
を
救
っ
た
古
木
で
あ
る
。
今

も
川
べ
り
に
逞
し
い
幹
が
大
き
く
手
を
広

げ
る
よ
う
に
枝
と
葉
を
茂
ら
せ
、
黒
い
実

を
た
わ
わ
に
付
け
て
い
る
。
明
治
の
洪
水

で
は
男
は
こ
の
木
に
登
り
、
女
、
子
供
は

幹
に
繋
い
だ
小
舟
で
計
62
人
が
九
死
に
一

生
を
得
た
。
ま
た
、
大
正
の
洪
水
で
も
こ

の
木
に
登
っ
た
住
民
と
流
さ
れ
て
き
た
二

人
が
す
が
り
つ
き
計
30
人
が
助
か
っ
た
。

そ
の
後
、
木
の
近
く
で
白
蛇
を
見
た
人
が

お
り
、
霊
木
の
使
者
と
噂
し
た
と
い
う
。

昭
和
28
年
大
水
害
の
後
、
改
修
工
事
で
伐

採
も
検
討
さ
れ
た
が
、
地
域
住
民
の
請
願

で
残
さ
れ
た
。

　

筑
後
川
（
久
留
米
市
）
に
は
被
災
と
復

興
を
伝
え
る
多
く
の
石
碑
が
あ
る
。「
餘

澤
千
歳
」
は
筑
紫
次
郎
と
呼
ば
れ
る
暴
れ

川
の
治
水
、
防
災
の
江
戸
期
か
ら
明
治
末

ま
で
の
先
人
の
努
力
を
刻
ん
だ
石
文
。
そ

の
中
に
、
筑
後
川
の
治
水
の
た
め
最
初
に

近
代
的
な
河
川
改
修
計
画
に
取
り
組
ん
だ

石
黒
五
十
二
（
１
８
５
５―

１
９
２
２
）

の
名
前
も
あ
る
。

　

後
世
に
災
害
へ
の
日
頃
の
備
え
を
説

く
「
地
蔵
様
」
も
数
多
く
あ
る
。
九
州
北

部
豪
雨
で
氾
濫
し
た
熊
本
市
・
白
川
の
復

旧
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
堤
防
の
す
ぐ
そ

ば
に
小
さ
な
祠
と
地
蔵
様
が
祭
ら
れ
て
い

た
。
き
れ
い
に
掃
除
さ
れ
、
花
が
供
え
ら

れ
て
い
る
。
住
民
の
方
々
の
「
日
頃
の
心

が
ま
え
」
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

 
揺
ら
ぐ
大
地 

　

地
震
と
火
山
、
豪
雨
、

土
砂
崩
れ
な
ど
自
然
災
害

に
さ
ら
さ
れ
る
宿
命
の
日

本
列
島
。
東
日
本
大
震
災

で
は
列
島
自
身
が
東
に
移

動
、
沈
下
に
よ
っ
て
陸
が

海
に
な
り
、
揺
る
が
な
い

は
ず
の
大
地
で
さ
え
盤
石

で
な
い
こ
と
を
教
え
た
。

　

約
３
５
０
年
前
の
寛
文
地
震

（
１
６
６
２
年
10
月
31
日
）
に
よ
る
「
大

地
変
動
」
に
つ
い
て
宮
崎
に
残
る
古
文
書

は
「
大
地
震
に
津
波
来
た
り
て
今
は
入
り

江
に
な
り
た
り
」（
一
之
宮
巡
詣
記
）
と

青
島
近
く
の
殿
所
村
の
村
ご
と
の
海
中
陥

没
を
伝
え
、
ま
た
そ
の
規
模
に
つ
い
て
具

体
的
に
「
海
辺
の
田
畑
、
海
と
な
る
こ
と

凡
そ
，七
、八
千
石
」（
延
陵
世
鑑
）「
地
陥
っ

て
海
と
な
る
こ
と
周
囲
七
里
三
五
町
」（
日

向
纂
記
）
と
伝
え
て
い
る
。
死
別
、離
村
、

飢
え―

全
て
を
海
中
に
没
し
た
人
々
の
悲

惨
な
状
況
が
目
に
浮
か
ぶ
。

　

登
山
者
で
に
ぎ
わ
う
久
住
・
飯
田
高
原
。

朝
日
神
社（
大
分
県
九
重
町
田
無
）に「
千

町
無
田
開
拓
百
年
記
念
碑
」
が
あ
る
。
明

治
22
年
の
筑
後
川
大
水
害
で
全
て
を
失
っ

た
久
留
米
の
農
民
27
人
が
、
旧
久
留
米
藩

士
・
青
木
牛
之
助
に
率
い
ら
れ
て
飯
田
高

原
の
湿
地
帯
に
開
墾
に
入
り（
明
治
27
年
）

苦
難
の
末
、
美
田
に
変
え
た
開
拓
の
歴
史

を
伝
え
て
い
る
。

　

日
本
各
地
の
災
害
と
被
災
の
歴
史
を
綴

る
古
文
書
と
共
に
、
救
済
に
生
涯
を
さ
さ洪水で、人々を救った霊木

（日田市若宮、筑後川ぞい）
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げ
た
人
び
と
も
多
く
は
「
伝
承
」
で
、
後

世
の
人
々
に
伝
え
ら
れ
て
ゆ
く
。

　

新
た
な
伝
承
も
生
ま
れ
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
元
年
と
な
っ
た
阪
神
淡
路
大
震

災
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、

多
く
の
人
々
が
被
災
現
地
へ
「
救
済
」
に

向
か
っ
た
。
そ
の
先
達
と
し
て
、
奈
良
時

代
の
僧
、
行
基
や
弘
法
大
師
は
災
害
や
干

ば
つ
、
冷
害
で
苦
し
む
各
地
の
窮
民
救
済

に
生
涯
を
さ
さ
げ
、
灌
漑
用
た
め
池
や
道

路
、
橋
づ
く
り
な
ど
土
木
事
業
に
力
を
注

い
だ
。
親
鸞
聖
人
は
流
罪
さ
れ
、
関
東
で

布
教
中
、
三
部
経
の
千
回
読
経
を
思
い

立
っ
た
が
、
救
い
を
待
っ
て
い
る
人
々
の

心
の
救
済
（
他
利
行
）
が
第
一
、
と
布
教

に
ま
い
進
す
る
毎
日
に
戻
っ
た
、
と
伝
え

ら
れ
る
。
今
日
の
災
害
復
旧
や
防
災
・
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
事
業
、
被
災
者
の
救

済
、「
心
の
ケ
ア
」
に
つ
な
が
る
原
点
が

こ
こ
に
あ
る
。

 

今
そ
こ
に
あ
る
危
機 

　

災
害
に
弱
い
地
理
、
地
形
の
条
件
と
は

無
関
係
に
、
土
地
利
用
計
画
、
開
発
が
進

み
、
今
や
「
脆
弱
列
島
」
と
な
っ
て
い
る

日
本
列
島
。
東
日
本
大
震
災
（
平
成
23
年

３
月
11
日
）
は
Ｍ
９
の
大
地
震
だ
っ
た
。

震
度
６
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
地
域
は

国
土
の
約
10
％
に
相
当
す
る
３
万
５
千

㎢
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
１
４
０
０
倍
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
揺
れ
と
い
わ
れ
死

者
・
行
方
不
明
１
万
８
千
人
を
超
え
る
。

原
発
事
故
が
発
生
し
た
福
島
県
で
は
32
万

人
を
超
え
る
人
々
が
避
難
生
活
を
強
い
ら

れ
、
推
計
損
害
額
は
17
兆
円
に
の
ぼ
る
と

み
ら
れ
て
い
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
付
近
で
起
こ
る
プ
レ
ー
ト

境
界
型
の
連
動
巨
大
地
震
が
今
世
紀
の
早

い
時
期
に
想
定
さ
れ
、
ま
た
、
温
暖
化
に

伴
う
気
象
変
化
な
ど
地
球
規
模
の
環
境
変

化
に
よ
る
自
然
災
害
の
頻
発
や
大
規
模
化

な
ど
も
あ
る
。「
今
そ
こ
に
あ
る
危
機
」

に
ど
う
対
処
す
る
の
か
。
政
府
は
国
土
強

靭
化
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
東
日
本
大

震
災
の
復
興
や
原
発
廃
炉
へ
の
道
は
な
お

遠
い
。

　
「
死
都
日
本
」
の
主
人
公
の
火
山
学
者

は
専
門
知
識
を
総
動
員
し
て
避
難
に
成
功

す
る
。
専
門
知
識
が
な
い
「
普
通
の
人
び

と
」
に
は
、
災
禍
の
上
に
積
み
か
ね
ら
れ

た
先
人
の
教
え
が
あ
る
。
山
や
川
、
雨
や

風
、
自
然
現
象
を
見
る
目
、
そ
こ
に
生
ま

れ
た
豊
か
な
自
然
観
、
特
に
災
害
に
対
す

る
過
去
の
悲
惨
な
体
験
。「
ま
ず
、
生
命
」

を
守
る
早
期
避
難
な
ど
積
み
か
ね
ら
れ
た

知
恵―

「
防
災
」
と
「
災
害
と
の
共
生
」

を
語
り
伝
え
る
神
話
・
神
楽
、
古
文
書
、

言
い
伝
え
、
碑
文
な
ど
「
災
害
文
化
の
伝

承
」
に
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

［
参
考
］

南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る
巨
大
地
震
の
被
害
想

定
（
内
閣
府
）
＝
宮
崎
県
・
大
分
県
を
中

心
に
、
津
波
の
高
さ
最
大
で
17
ｍ
、
被
害

浸
水
面
積
27
・
６
千
ｈ
ａ
（
約
27
％
）
被

害
者
数
11
・
１
万
人
（
約
７
％
）
被
害
額

８
・
２
兆
円
。

火
山
災
害
＝

　

�［
新�

燃
岳
］
２
０
０
１
年
１
月
、
52
年

ぶ
り
の
爆
発
的
噴
火
。

　

�［
桜�

島
］
２
０
０
９
年
か
ら
噴
火
活
動

が
活
発
化
、
毎
年
１
０
０
０
回
以

上
の
噴
火
、
２
０
１
３
年
８
月
に

は
史
上
最
大
と
な
る
噴
火
を
記
録
。

　

桜
島
の
大
正
大
噴
火
（
１
９
１
４
）

か
ら
１
０
０
年
。
被
災
体
験
、
伝
承
の

風
化
が
心
配
さ
れ
て
い
る
が
、
大
正
13

年
１
月
12
日
の
大
爆
発
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
東
桜
島
村
（
現
在
・
鹿
児

島
市
）
の
東
桜
島
小
学
校
に

「
科
学
不
信
の
碑
」
と
呼
ば
れ

る
爆
発
記
念
碑
が
立
っ
て
い

る
。
噴
火
10
周
年
に
村
が
建

て
た
も
の
で
、
科
学
者
に
自

戒
を
求
め
、
住
民
に
は
日
頃

か
ら
の
心
構
え
を
説
い
て
い

る
。
桜
島
の
噴
火
活
動
は
依

然
、
活
発
で
爆
発
を
繰
り
返

し
、
火
山
灰
な
ど
を
降
ら
せ

て
お
り
、
こ
の
碑
は
「
避
難

第
一
」
の
防
災
伝
承
と
し
て

多
く
の
こ
と
を
現
代
に
伝
え

て
い
る
。

　

大
正
大
爆
発
の
前
、
地
震

が
頻
発
す
る
な
ど
の
前
兆
現

象
が
起
こ
っ
た
。
過
去
の
大

噴
火
の
際
、
村
の
言
い
伝
え

と
し
て
、
こ
れ
ら
の
前
触
れ

現
象
を
知
っ
て
い
た
村
民
の
多
く
は
い

ち
早
く
避
難
し
た
。
し
か
し
、
村
長
ら

村
の
幹
部
は
測
候
所
に
問
い
合
わ
せ
、

「
噴
火
な
し
」
の
回
答
を
信
じ
て
、
村

に
残
留
し
た
。

　

碑
文
で
は
「
刻
々
容
易
ナ
ラ
サ
ル
現

象
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
村
長
ハ
数
回
測
候
所

ニ
判
定
ヲ
求
メ
シ
モ
桜
島
ニ
噴
火
ハ
ナ

シ
答
フ
故
ニ
村
長
ハ
残
留
ノ
村
民
二
狼

狽
シ
テ
避
難
ス
ル
ニ
及
ハ
ス
ト
諭
達

セ
シ
カ
間
モ
ナ
ク
大
爆
発
シ

テ
」
村
長
以
下
、
測
候
所
を

信
頼
し
た
人
々
は
海
に
身
を

投
げ
て
避
難
す
る
ほ
か
な
く
、

犠
牲
者
も
出
た
。
実
際
に
は
、

測
候
所
に
は
火
山
の
専
門
研

究
者
が
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

地
震
計
な
ど
機
器
も
充
実
し

て
お
ら
ず
、
判
断
を
間
違
え

た
よ
う
だ
が
「
住
民
ハ
理
論

ニ
信
頼
セ
ズ
異
変
ヲ
認
知
ス

ル
時
ハ
未
然
ニ
避
難
ノ
用
意

尤
モ
肝
要
」（
碑
文
）
と
し
て
、

今
日
に
伝
え
て
い
る
。

科学不信の碑
桜島大爆発、警鐘の碑

科
学
不
信
の
碑
（
東
桜
島
）
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参
考 

自
然
災
害
に
ま
つ
わ
る
言

い
伝
え 

  

自
然
災
害
は
、
天
災
と
も
、
天
変
地
異

と
も
い
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
人
々

の
暮
ら
し
や
活
動
に
重
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
こ
と
は
逃
れ

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
恐
れ
お
の
の
か
れ

て
い
る
。 

 

連
綿
と
続
く
農
業
や
漁
業
に
し
て
も
、

自
然
が
相
手
で
あ
り
、
そ
の
現
象
に
抗
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
多
大
な
被
害
を
受
け

て
き
た
。
過
去
の
戦
い
の
中
に
は
、
自
然

災
害
が
勝
敗
を
決
し
た
も
の
も
あ
り
、
勝

者
、
敗
者
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
大
き
く
変

え
た
。
む
ろ
ん
旅
に
出
る
と
き
は
常
に
自

然
災
害
を
気
に
し
、
予
定
を
変
え
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
思
想
・
信
条
の

形
成
に
自
然
の
現
象
や
災
害
が
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
。 

要
す
る
に
、
自
然
災
害
は
人
の
力
の
及

ば
な
い
脅
威
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

自
然
災
害
に
関
係
し
た
多
く
の
言
い
伝
え

や
格
言
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
む
ろ
ん
有

益
な
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
果
た
し
て
ど

う
か
と
思
え
る
も
の
も
あ
る
。
こ
こ
で
は

そ
れ
ら
を
峻
別
す
る
こ
と
な
く
、
思
い
つ

く
ま
ま
に
紹
介
し
よ
う
。 

（
１
） 

災
害
全
般 

 

災
害
に
対
処
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

そ
の
こ
と
と
、
国
を
治
め
る
上
で
災
害
対

応
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
言
い
表

し
た
も
の
と
し
て
、 

○
国
家
を
脅
か
す
敵
と
し
て
天
災
ほ
ど
恐

ろ
し
い
敵
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。(

寺
田

寅
彦)  

○
水
を
治
め
る
者
は
国
を
治
め
る
。 

そ
の
上
で
、
自
然
災
害
が
い
つ
起
こ
る

か
予
想
が
つ
か
ず
、
突
然
や
っ
て
く
る
こ

と
に
関
す
る
言
い
伝
え
が
あ
る
。 

○
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
や
っ
て
く
る
。 

○
災
害
に
時
な
し
、
場
所
な
し
、
予
告
な

し
。 

そ
し
て
、
災
害
の
怖
さ
に
関
す
る
戒
め

が
あ
る
。 

○
喉
も
と
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘
れ
る
。 

○
物
事
を
必
要
以
上
に
恐
れ
た
り
，
全
く

恐
れ
を
抱
い
た
り
し
な
い
こ
と
は
た

や
す
い
が
、
物
事
を
正
し
く
恐
れ
る
こ

と
は
難
し
い
。(

寺
田
寅
彦) 

ま
た
、
災
害
に
対
す
る
備
え
が
日
常
的

に
必
要
で
あ
る
と
し
て
、 

○
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。 

さ
ら
に
、
不
幸
に
し
て
災
い
を
う
け
て
も
、 

○
禍
を
転
じ
て
福
と
な
す
。 

(

２)  

台
風
の
襲
来 

幾
度
と
な
く
襲
来
す
る
台
風
は
南
の

海
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
漁
業
な
ど

に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
そ
の

こ
と
か
ら
、
様
々
な
言
い
伝
え
が
あ
る
。 

○
海
亀
が
、
内
海
の
海
岸
に
卵
を
産
む
年

に
は
、
大
台
風
や
大
波
が
来
る
。 

○
生
暖
か
な
風
は
大
嵐
の
前
兆
。 

○
海
鳴
り
が
奥
地
ま
で
聞
こ
え
る
と
き
は

大
風
大
雨
に
注
意
。 

○
朝
日
が
昇
る
と
き
、
両
側
に
雲
が
あ
る

よ
う
な
と
き
は
大
風
の
し
る
し
。 

○
九
州
西
岸
に
接
近
す
る
台
風
は
、
豊
後

水
道
に
猛
烈
な
暴
風
を
持
ち
込
む
。 

○
豊
後
水
道
は
、
北
風
と
南
東
風
の
通
り

道
。 

○
雲
を
見
て
船
を
出
せ
、
空
を
見
て
漁
を

せ
よ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
二
八
月
（
に
っ
ぱ
ち
が
つ
。
旧
暦
の
２

月
、
８
月
）
に
思
い
子
を
船
に
乗
せ
る

な
。 

(

３)  

洪
水
の
発
生 

洪
水
の
怖
さ
と
発
生
を
予
期
す
る
こ

と
と
し
て
、 

○
千
日
の
干
ば
つ
一
日
の
洪
水
。 

○
秋
の
夕
焼
け 

鎌
を
研
げ
、
夏
の
夕
焼

け 

川
越
す
な
。 

○
昨
日
弁
慶
蟹
が
木
の
登
れ
る
を
見
、
ま

た
長
虫(

蛇
の
こ
と)

が
多
数
山
林
を
移

動
せ
る
を
見
し
ゆ
え
、
今
回
も
大
洪
水

あ
ら
ん
。 

○
水
鳥
の
巣
が
高
く
に
あ
る
と
、
そ
の
年

は
雨
が
多
く
洪
水
に
注
意
。 

(

４)  

地
震
の
発
生
と
対
策 

突
然
襲
う
地

震
は
、
人
を
恐

怖
に
陥
れ
る
。

そ
の
予
知
は
、

直
感
に
す
ぐ
れ

た
動
物
た
ち
の

行
動
か
ら
さ
ま

ざ
ま
に
で
き
る

と
信
じ
て
、 

○
雉
子
が
し
き
り
に
鳴
く
と
地
震
が
あ
る
。 

○
ヘ
ビ
は
地
震
の
前
に
樹
に
登
っ
て
避
難

す
る
。 

○
ネ
ズ
ミ
は
大
地
震
の
前
に
な
る
と
家
の

中
か
ら
居
な
く
な
る
。 

○
ネ
コ
は
地
震
発
生
前
に
家
か
ら
戸
外
に

飛
び
出
る
。 

○
ナ
マ
ズ
が
騒
ぐ
と
、
地
震
が
来
る
。 

○
地
震
の
前
に
は
大
漁
あ
り
。 

 

動
物
以
外
に
も
、
気
象
現
象
な
ど
か
ら

地
震
を
予
知
す
る
言
い
伝
え
が
多
々
あ
る
。 

○
夜
、
昼
間
の
よ
う
に
ど
こ
と
な
く
明
る

い
と
き
は
、
す
ぐ
地
震
を
疑
う
こ
と
。 

○
う
ろ
こ
雲
は
地
震
の
兆
し
。 

○
干
天
が
続
け
ば
地
震
あ
り
。 

○
活
火
山
の
煙
が
薄
く
な
る
と
地
震
が
あ

る
。 

○
温
泉
が
枯
れ
た
り
、
温
度
が
変
わ
る
と

き
、
火
山
や
地
震
の
可
能
性
あ
り
。 

○
山
な
り
が
多
い
の
は
地
震
の
兆
し
で
あ

る
。 

○
耳
鳴
り
が
し
て
、
キ
ー
ン
と
い
う
音
と

な
る
と
き
は
地
震
の
疑
い
あ
り
。 

○
太
陽
の
黒
点
多
き
時
期
に
は
地
震
多
し
。 

○
地
震
の
後
、
風
ま
た
は
雲
が
起
こ
ら
な

け
れ
ば
再
び
地
震
。 

○
虹
低
く
見
ゆ
る
年
は
地
震
あ
り
。 

さ
ら
に
、
地
震
が
来
た
ら
と
っ
さ
の
避

難
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、 

○
地
震
が
来
た
ら
、
戸
を
開
け
ろ
。 

○
地
震
の
時
は
、
竹
や
ぶ
に
逃
げ
ろ
。 

○
一
度
逃
げ
た
な
ら
１
～
２
時
間
は
ま
て
。 

（
５
）
津
波
の
襲
来 

海
辺
な
ら
ば
、
地
震
の
後
に
襲
う
で
あ

ろ
う
津
波
に
も
警
戒
し
、
備
え
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、 

○
大
き
い
地
震
の
後
に
井
戸
水
が
ひ
け
ば
、

津
波
が
来
る
。 

○
海
水
が
一
部
分
泥
の
よ
う
に
濁
っ
た
り
、

時
な
ら
ぬ
干
満
の
差
が
あ
る
と
き
は
、

地
震
や
津
波
あ
り
。 

○
地
震
直
後
、
海
鳴
り
が
し
た
ら
避
難
を

す
る
。 

○
船
は
す
ぐ
沖
に
出
る
。 
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岡
本
さ
ん
は
平
成
23
年（
２
０
１
１
）

３
月
11
日
の
発
生
し
た
、
東
日
本
、
特
に

東
北
を
中
心
に
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら

し
た
東
日
本
大
震
災
の
時
、
国
土
地
理
院

院
長
と
し
て
、
日
本
列
島
が
ど
う
動
い
た

か
を
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
列
島
に

ど
の
よ
う
な
変
動
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

岡
本
氏　

東
日
本
大
震
災
は
日
本
海
溝
で

太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
、
日
本
列
島
が
乗
る

プ
レ
ー
ト
の
下
に
潜
り
込
ん
で
き
て
、
圧

縮
さ
れ
て
き
た
ひ
ず
み
が
、
一
気
に
解
放

さ
れ
て
地
震
と
大
津
波
を
引
き
起
こ
し
た

も
の
で
し
た
。こ
の
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
、

何
が
日
本
列
島
に
起
こ
っ
た
の
か
を
、
国

土
地
理
院
で
は
綿
密
な
測
量
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
も
変
動
の
大
き
か
っ
た
宮
城

県
・
牡
鹿
半
島
地
点
で
は
、
太
平
洋
側
に

向
け
て
東
へ
５
・
３
ｍ
ず
れ
、
か
つ
１
・
２

ｍ
沈
下
し
て
い
ま
す
。
プ
レ
ー
ト
が
跳
ね

る
と
盛
り
上
が
る
部
分
と
沈
下
す
る
部
分

が
生
ま
れ
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
全
体
で

日
本
列
島
は
約
１
㎢
広
が
り
ま
し
た
。
沈

下
し
た
部
分
（
海
水
が
流
れ
込
ん
だ
）
も

あ
り
ま
す
か
ら
、
国
土
が
広
が
っ
た
と
は

必
ず
し
も
言
え
ま
せ
ん
が
。

―
―

地
震
国
・
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
幾
度

も
の
大
地
震
を
経
験
し
て
き
て
い
ま
す
。

90
年
前
の
関
東
大
震
災
を
は
じ
め
、
多
く

の
大
地
震
で
海
岸
線
だ
っ
た
地
帯
が
階
段

状
に
隆
起
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
大
地
震
に
よ
る
変
動
の
測
量
は
大

変
、
綿
密
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

岡
本
氏　

実
は
、
こ
れ
ま
で
地
震
に
よ
る

変
動
が
こ
れ
ほ
ど
詳
細
に
実
測
さ
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
阪
神
淡
路
大

震
災
の
経
験
か
ら
、
大
地
震
に
備
え
て
全

国
１
３
０
０
地
点
に
変
動
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
測

定
す
る
電
子
基
準
点
を
設
置
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
プ
レ
ー
ト
運
動
に

よ
る
地
殻
変
動
を
相
当
高
い
精
度
で
測
る

こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
平
常
時
に
は
日

本
海
溝
で
の
プ
レ
ー
ト
の
潜
り
込
み
に

よ
っ
て
、
日
本
列
島
は
押
さ
れ
て
、
年
間

５
㎝
程
度
、西
へ
動
い
て
い
ま
す
。
勿
論
、

場
所
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
。
今
回
の
震

災
で
は
、
地
表
部
で
は
牡
鹿
半
島
付
近
を

最
大
に
、
移
動
量
線
を
引
い
て
み
る
と
長

野
県
や
岐
阜
県
ま
で
そ
の
動
き
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
東
京
港
区
麻
布
台
に
は
「
日

本
経
緯
度
原
点
」
が
置
か
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
そ
の
原
点
が
、
真
東
に
30
㎝
動
い

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
正
確
に
日
本
列

島
全
体
の
動
き
を
と
ら
え
た
の
は
世
界
で

も
初
め
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

―
―

そ
の
電
子
基
準
点
と
い
う
の
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

岡
本
氏　

高
さ
５
ｍ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
受
信
ア
ン

テ
ナ
を
全
国
の
公
園
や
小
学
校
の
校
庭
な

ど
に
置
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
で
上
空
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
と
の
間
で
測
量

を
行
っ
て
、
ミ
リ
単
位
の
精
度
で
国
土
の

動
き
を
24
時
間
、
常
時
、
測
量
し
て
い
る

の
で
す
。
何
時
何
分
、
何
秒
に
ど
の
よ
う

に
動
い
た
か
の
デ
ー
タ
が
取
れ
て
い
ま

す
。

―
―

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

岡
本
氏　

こ
れ
ら
の
精
度
の
高
い
測
量
結

果
を
、
地
震
の
「
予
測
」
に
ど
う
生
か
す

か
で
し
ょ
う
。「
想
定
外
」
だ
っ
た
今
回

の
津
波
の
大
き
さ
も
正
確
に
は
測
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
し
、
こ
の
よ
う
な
大
地
震

自
体
、
視
野
に
お
い
て
い
な
か
っ
た
の
が

現
実
で
し
た
。
し
か
し
、
１
０
０
０
年
に

１
回
と
い
え
ど
も
、「
想
定
外
」
の
こ
と

が
起
こ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
直
視
し
て
、

備
え
を
す
る
と
い
う
事
で
し
ょ
う
か
。

―
―

あ
の
よ
う
な
大
津
波
は
想
定
外
と

言
っ
て
も
、ま
た
「
備
え
」
と
言
っ
て
も
、

高
さ
10
ｍ
も
の
巨
大
な
防
潮
堤
す
ら
、
簡

単
に
超
え
ら
れ
、
破
壊
さ
れ
た
。

岡
本
氏　

あ
の
大
き
な
防
潮
堤
防
は
、
想

定
を
超
え
た
津
波
に
越
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
人
々
が
逃
げ
る
時
間
を
あ
る
程
度
つ

く
っ
た
り
、
そ
れ
な
り
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
勿
論
、
大
き
な
課
題
も
残
し

ま
し
た
。
防
潮
堤
を
越
え
た
波
が
堤
防
の

内
側
を
洗
掘
し
て
、
破
壊
の
原
因
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
部
分
を
強
化
し
て

「
粘
り
強
い
構
造
」
に
す
る
な
ど
、
こ
の

THE CIVIL ENGINEER
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「
災
害
を
正
し
く
認
識
し
、正
し
く
恐
れ
よ
」
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経
験
を
活
か
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
―

確
か
に
、
防
潮
堤
を
無
限
に
高
く
す

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

岡
本
氏　

で
す
か
ら
、
人
命
被
害
を
食
い

止
め
る
、
あ
る
程
度
の
規
模
の
も
の
は
造

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
超
え
る
、「
備

え
」
以
上
の
も
の
が
発
生
し
た
場
合
は
、

最
小
限
、
人
命
だ
け
は
守
れ
る
よ
う
（
緊

急
高
台
避
難
な
ど
）
考
え
る
こ
と
で
す
。

「
ど
こ
ま
で
備
え
る
も
の
を
造
る
か
」
は
、

社
会
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
が
必
要
で

し
ょ
う
。

―
―

想
定
外
の
こ
と
は
あ
る
。
全
部
は
防

げ
な
い
。
人
命
だ
け
は
守
り
た
い
。
そ
れ

は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
社
会
機
能
を
守

る
こ
と
も
重
要
で
す
。

岡
本
氏　

今
、
国
土
強
靭
化
が
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、

ど
ん
な
「
外
力
」
が
想
定
さ
れ
る
か
を
考

え
て
、
人
命
を
守
る
の
は
当
然
と
し
て
、

何
と
し
て
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社

会
機
能
を
守
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
復
旧

を
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
。
政
府
や

自
治
体
な
ど
行
政
機
能
、電
力
、通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
な
ど

「
業
務
継
続
計
画
」（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
が
立
て
ら

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
東
日

本
大
震
災
で
は
そ
の
具
体
的
な
事
項
に
関

す
る
危
機
管
理
、
認
識
が
弱
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
自
動
車

会
社
は
部
品
を
主
工
場
近
く
で
造
ら
せ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
安
く
、
効
率
よ
く

調
達
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
一
部
の
部
品

工
場
が
ダ
メ
に
な
っ
て
、
全
体
ラ
イ
ン
が

ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。
短
期
的
な
効

率
性
だ
け
で
は
い
け
な
い
と
い
う
事
を
、

真
剣
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
は
、
各
行
政
機
関
や
企
業

等
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―

機
能
分
散
と
同
時
に
、
広
域
連
携
が

災
害
時
に
は
特
に
必
要
で
す
。
最
近
は
国

と
市
町
村
と
の
間
に
「
災
害
協
定
」
が
結

ば
れ
、
広
が
っ
て
い
ま
す
。

岡
本
氏　

国
土
交
通
省
に
は
「
テ
ッ
ク
・

フ
ォ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
る
専
門
家
チ
ー
ム

が
編
成
さ
れ
、
地
震
だ
け
で
な
く
、
集
中

豪
雨
、
土
砂
災
害
な
ど
の
現
場
に
緊
急
派

遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
木
構
造
・
管
理
の

専
門
家
で
あ
り
、
十
分
に
訓
練
を
受
け
た

チ
ー
ム
で
す
か
ら
迅
速
に
対
応
す
べ
き
事

項
が
的
確
に
分
か
り
ま
す
。
全
て
の
地
方

自
治
体
が
こ
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
の
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
現
実
に
そ
こ

ま
で
は
手
が
届
か
な
い
。

　

ま
た
災
害
は
地
方
自
治
体
の
枠
を
超
え

て
発
生
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
例
え
ば
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
製
一
つ
を
と
っ
て

も
、
自
治
体
の
範
囲
内
で
作
成
さ
れ
た
の

で
は
意
味
が
な
い
。
避
難
所
、
病
院
な
ど

救
急
施
設
の
位
置
情
報
も
そ
う
で
す
。

―
―

人
命
救
助
、
救
援
、
復
旧
の
た
め
の

「
啓
開
」「
く
し
の
歯
作
戦
」
の
展
開
が
有

名
に
な
り
、
改
め
て
災
害
時
の
道
路
の
重

要
性
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
高
速
道

路
の
強
さ
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

岡
本
氏　

高
速
道
路
は
、
車
を
高
速
で
走

ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、今
回
の
大
津
波
で
、

特
に
、
盛
り
土
構
造
で
つ
く
ら
れ
た
高
速

道
路
が
防
波
堤
、
あ
る
い
は
高
台
の
避
難

場
所
と
し
て
役
立
ち
ま
し
た
。
今
、
南
海

ト
ラ
フ
で
の
四
国
、
九
州
な
ど
西
日
本
の

太
平
洋
側
地
域
で
の
地
震
と
津
波
へ
の
対

応
が
重
要
課
題

と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
例
え
ば

建
設
中
の
東
九

州
自
動
車
道
に

は
、
高
台
避
難
場
所
と
し
て
使
う
た
め
、

階
段
を
付
け
た
り
、
Ｐ
Ａ
や
Ｓ
Ａ
に
備
え

る
機
能
を
備
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
阪
神

淡
路
大
震
災
で
、
高
架
橋
の
橋
脚
が
折
れ

る
苦
い
経
験
か
ら
高
速
道
路
の
設
計
指
針

を
見
直
し
て
い
ま
す
し
、
相
当
強
く
な
っ

て
い
ま
す
。「
盛
り
土
構
造
」
を
広
げ
る

必
要
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

高
速
道
路
は
市
街
地
を
避
け
て
、
山
側
に

計
画
さ
れ
ま
す
か
ら
津
波
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。
有
明
沿
岸
道
路
も
防
波
堤
と
し
て

の
機
能
面
も
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

―
―

急
速
な
都
市
化
の
進
展
で
、
都
市
災

害
で
の
防
災
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
は
都
市
防
災
に
ど
の

よ
う
な
教
訓
を
残
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

岡
本
氏　

ま
ず
、
全
体
の
都
市
計
画
に
防

災
の
視
点
を
入
れ
て
、
大
き
な
災
害
に
対

応
で
き
る
都
市
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
人
口
が
密
集
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

固
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
雨
水
が
す
ぐ

あ
ふ
れ
、
地
下
施
設
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ

さ
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
都
市
災
害
の
特
性

を
市
民
が
十
分
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
防
災
に
関
す
る
情
報
提
供
、
例
え

ば
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
浸
水
す
る

場
所
を
日
ご
ろ
か
ら
知
っ
て
も
ら
う
。
ま

た
、
身
の
回
り
の
土
地
や
建
物
の
高
さ
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
地
理
院
で
は
高
さ
に

関
す
る
詳
細
な
情
報
も
幅
広
く
提
供
し
て

い
ま
す
。
電
柱
な
ど
に
そ
の
地
点
の
地
盤

高
を
示
す
標
識
も
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
難
し
い
問
題
も
多
い
の
で
す

が
、
都
市
に
は
ビ
ル
が
林
立
し
て
い
る
わ

け
で
す
か
ら
「
避
難
場
所
」
と
し
て
使
え

な
い
か
な
ど
の
検
討
も
必
要
で
し
ょ
う
。

そ
の
よ
う
に
、
多
角
的
に
「
防
災
都
市
づ

く
り
」
を
推
進
し
て
行
く
。
都
市
で
は
豪

雨
に
備
え
た
地
下
貯
水
場
の
建
設
等
も
有

効
で
す
が
、
非
常
な
事
業
費
が
か
か
る
。

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
「
ど
こ
ま
で
備
え
る

か
」
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
必
要
に
な
る
で

し
ょ
う
。
住
民
と
行
政
の
防
災
に
対
す
る

コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
、
１
０
０
０

年
に
１
度
の
大
災
害
は
起
こ
り
ま
す
。
想

定
外
の
災
害
に
た
だ
恐
れ
る
だ
け
で
な

く
、「
災
害
を
正
確
に
認
識
し
、
正
し
く

恐
れ
る
」
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

人
命
、社
会
機
能
を
守
る
計
画
を
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「
奇
跡
の
一
本
松
」
と
呼
ば
れ
る
樹

齢
２
０
０
年
を
超
え
る
松
が
、岩
手
県
・

陸
前
高
田
の
高
田
松
原
に
あ
る
。
東
日

本
大
震
災
の
大
津
波
に
７
万
本
と
言
わ

れ
た
高
田
松
原
が
流
さ
れ
る
中
、
た
だ

一
本
だ
け
奇
跡
的
に
生
き
残
っ
た
。
正

確
に
は
「
生
き
残
っ
て
い
た
」
と
言
う

べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
間
も
な

く
、
潮
水
が
根
を
浸
し
、
枯
死

し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

明
治
29
年
、
昭
和
８
年
の
三

陸
大
津
波
、
昭
和
35
年
の
チ
リ

地
震
津
波
に
も
耐
え
て
て
き
た

松
だ
っ
た
。
津
波
を
か
ぶ
っ
た

松
原
、
市
街
地
、
田
畑
は
荒
野

の
ご
と
く
、
そ
の
中
で
１
本
だ

け
、
大
空
に
向
か
っ
て
雄
々
し

く
立
つ
「
１
本
松
」
は
、
人
々

が
津
波
の
被
災
に
も
負
け
ず
立

ち
上
が
る
よ
う
励
ま
し
て
い
る

か
の
よ
う
で
、
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
も
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
本
松
は
半

年
後
切
り
倒
さ
れ
た
。
幹
に
は

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
な
ど
の
幼
虫
が

食
べ
た
穴
が
無
数
に
あ
り
、
樹

皮
も
ボ
ロ
ボ
ロ
。
力
尽
き
て
の

枯
死
だ
っ
た
。
防
虫
・
防
腐
処

理
を
し
て
、
保
存
、
復
興
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
現
地
に
再
現
す
る
の
だ
と
い
う
。

勿
論
、
生
き
た
松
で
は
な
い
。

　

高
田
松
原
を
守
る
会
の
鈴
木
善
久
会

長
は
「
切
ら
れ
る
と
き
は
、
わ
が
身
に

鋸
を
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
つ
ら
か
っ

た
」
と
目
を
潤
ま
せ
た
。
保
存
再
現
に

は
１
億
５
千
万
円
も
か
か
る
と
い
う
。

「
保
存
は
う
れ
し
い
が
、
そ
ん
な
に
お

金
が
か
か
る
の
な
ら
、
他
の
復
興
に
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
か
と
も

思
い
ま
し
た
」
と
鈴
木
さ
ん
。

　

鈴
木
さ
ん
た
ち
が
考
え
て
い
る
「
再

生
」
は
、
一
本
松
の
松
か
さ
の
種
を
発

芽
さ
せ
、
高
田
松
原
全
体
を
再
生
さ
せ

る
こ
と
。

　

再
生
の
手
本
と
し

て
考
え
て
い
る
の
は
、

は
か
た
夢
松
原
の
会

の
活
動
だ
。
今
か
ら
25

年
前
、
は
か
た
夢
松

原
の
川
口
道
子
さ
ん

（
91
）
た
ち
は
、博
多
っ

子
の
「
原
風
景
」
と
も

い
う
べ
き
百
道
浜
が

埋
め
立
て
に
よ
っ
て

消
え
て
い
く
運
命
に

あ
っ
た
時
、
新
し
い
百

道
浜
と
松
原
を
創
り

出
そ
う
と
活
動
を
始

め
た
。
募
金
運
動
と
し

て「
株
券
」を
販
売（
千

円
）、「
配
当
」
は
松

ぼ
っ
く
り
。
大
き
な
反

響
を
呼
び
、
最
初
の
植

樹
は
４
本
だ
っ
た
が
、

今
は
４
万
本
を
越
え
て
、
市
民
の
憩
い

の
浜
辺
と
な
っ
て
い
る
。

　

は
か
た
夢
松
原
は
、
高
田
松
原
の
再

生
の
た
め
の
募
金
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
夢
松
原
の
松
の
種
が
、
遠
く
陸
前

高
田
の
松
原
に
飛
び
、
高
田
の
松
原
を

蘇
ら
せ
る
こ
と
、そ
れ
は
「
博
多
っ
子
」

み
ん
な
の
願
い
と
な
っ
て
い
る
。

奇跡の一本松
再生へ、みんなの力を―

はかた夢松原の会が募金活動

東日本大震災　　地震と被害の状況

発生日時 平成23年３月11日14時46分ごろ（津波は同49分）

震源と規模
Ｍ・９。三陸沖（牡鹿半島の東南東130㎞付近）深さ24㎞。
震度７（宮城県北部）震度６強（宮城県中・南部、福島県中通・浜通、茨城県北・
南部、栃木県北・南部）

断層の規模 長さ約450㎞、幅約200㎞、最大滑り量約30㎞・170秒継続

津波の規模 北海道―高知県の太平洋沿岸。

津波の観測 最大高37.9ｍ（岩手県宮古市田老）9.3ｍ以上（相馬）8.5ｍ以上（宮古）
８ｍ以上（大船渡）7.3ｍ以上（石巻市）

過去の地震との比較

東日本大震災 阪神淡路大震災 関東大震災

発生日 2011年３月11日 1995年１月７日 1923年６月15日

マグニチュード ９．０ ７．３ ７．９

死者行方不明 23,769人 6,437人 105,385人

家屋全半壊 170,538戸 249,180戸 372,659戸
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建
物
が
倒
壊
す
る
ほ
ど
の
揺
れ
で
あ
る
。

火
山
の
最
近
の
活
動
状
況

九
州
に
は
１
７
の
活
火
山
が
あ
る
。
う

ち
５
つ
は
薩
摩
硫
黄
島
な
ど
南
方
の
島
々

で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
除
く
１
２
の
活
火
山

を
図
３
に
示
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
過
去

１
０
０
０
年
以
内
に
噴
火
の
あ
っ
た
も
の

は
、
九
重
、
阿
蘇
、
雲
仙
、
霧
島
、
桜
島

の
５
つ
の
火
山
群
で
、
い
ず
れ
も
１
０
０

０
ｍ
を
超
え
る
山
々
か
ら
な
る
。 

九
重
で
は
１
９
９
５
、
９
６
年
に
星
生

山
で
噴
火
が
あ
り
、
降
灰
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
阿
蘇
山
は
、
９
万
年
前
の
巨
大
カ
ル

デ
ラ
噴
火
で
九
州
の
半
分
を
火
砕
流
が
覆

う
な
ど
九
州
最
大
の
活
火
山
で
あ
る
。
現

在
は
、
阿
蘇
五
岳
の
一
つ
中
岳
で
噴
火
が

続
き
、
１
９
５
８
年
の
噴
火
で
死
者
１
２

名
、
１
９
７
９
年
の
阿
蘇
火
口
の
爆
発
で

死
者
３
名
、
負
傷
者
１
１
名
を
出
し
た
。

雲
仙
で
は
普
賢
岳
が
活
動
し
て
い
る
。

１
７
９
２
年
の
噴
火
で
、
強
い
地
震
に
よ

り
眉
山
が
崩
壊
し
有
明
海
に
流
れ
込
み
、

大
津
波
が
発
生
。死
者
約
１
万
名
を
出
し
、

島
原
大
変
肥
後
迷
惑
と
い
わ
れ
た
。
そ
し

て
、
１
９
９
０
年
、

二
か
所
の
火
口
か

ら
噴
火
が
は
じ
ま

り
、
１
９
９
１
年
の
屏
風
岩
火
口
噴
火
で

溶
岩
ド
ー
ム
が
出
現
、
つ
い
に
火
砕
流
が

発
生
し
た
。
こ
の
時
、
死
者
・
行
方
不
明

者
４
３
名
が
出
た
。
そ
の
後
、
火
砕
流
は

た
び
た
び
発
生
し
、
ま
た
雨
に
よ
る
泥
流

被
害
が
あ
り
、
警
戒
区
域
が
指
定
さ
れ
た
。

最
大
時
は
１
万
１
千
人
が
避
難
対
象
と
な

っ
た
。 

霧
島
は
、
宮
崎
、
鹿
児
島
の
県
境
に
あ

る
火
山
群
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
御
鉢
と

新
燃
岳
（
し
ん
も
え
だ
け
）
が
活
動
状
態

に
あ
る
。
御
鉢
は
１
９
２
３
年
の
噴
火
以

来
穏
や
か
な
状
態
が
続
い
て
い
る
。

一
方
、新
燃
岳
は
地
震
が
群
発
し
、

２
０
０
８
年
、
２
０
１
０
年
に
小

噴
火
が
あ
っ
た
。 

桜
島
の
戦
後
に
お
け
る
火
山
活

動
は
３
期
に
分
れ
る
。
最
初
の
１

期
は
、
南
岳
山
腹
に
形
成
さ
れ
て

い
た
火
口
か
ら
の
噴
火
だ
。
１
９

４
６
年
か
ら
連
続
的
に
噴
火
し
、

火
柱
が
観
測
さ
れ
、
大
量
の
火
山

灰
が
降
り
、溶
岩
流
が
流
出
し
た
。 

２
期
目
は
、
南
岳
山
頂
の
火
口

か
ら
の
爆
発
噴
火
を
契
機
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
噴
火
後
１
９
６
０

年
代
に
一
旦
収
束
。
し
か
し
、
１

９
７
０
年
代
に
再
び
活
性
化
し
、

噴
石
や
火
砕
流
が
多
発
し
た
。
活

動
は
１
９
８
５
年
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
大
量
の
降
灰
が
あ
っ
た
が
、

１
９
９
０
年
代
に
爆
発
回
数
が
減

り
、
２
０
０
０
年
代
に
入
り
収
束

し
た
。 

そ
し
て
第
３
期
は
、
２
０
０
６

年
の
昭
和
噴
火
の
火
口
跡
か
ら
の

噴
火
で
あ
り
、
現
在
爆
発
回
数
が
年
ご
と

に
増
え
て
い
る
。 

要
す
る
に
、
５
つ
の
火
山
は
そ
れ
ぞ
れ

に
異
な
る
活
動
で
あ
る
が
、
あ
る
程
度
の

周
期
で
噴
火
が
活
発
な
と
き
と
、
沈
静
化

を
繰
り
返
し
て
い
る
。 

主
な
活
断
層 

九
州
の
活
断
層
に
つ
い
て
、
主
な
も
の

を
拾
い
出
せ
ば
図
３
に
併
記
す
る
と
お
り

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
状
況

を
表
３
に
示
す
。 

福
岡
県
に
は
３
つ
の
活
断
層
が
あ
る
。

そ
の
中
で
、
西
山
断
層
は
福
岡
市
と
北
九

州
市
の
中
間
に
あ
る
が
、
最
近
の
活
動
は

み
ら
れ
な
い
。
一
方
、
警
固
（
け
ご
）
断

層
は
、
２
０
０
５
年
に
福
岡
県
西
方
沖
地

震
を
発
生
さ
せ
た
。
水
縄
断
層
帯
は
、
う

き
は
市
～
久
留
米
市
に
あ
り
、
過
去
（
６

７
６
年
）
に
筑
紫
地
震
が
あ
っ
た
。 

長
崎
県
の
雲
仙
断
層
群
は
島
原
湾
か
ら

橘
湾
に
か
け
て
分
布
し
、
断
層
の
走
向
や

方
位
か
ら
３
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
北
部
、

南
東
部
お
よ
び
南
西
部
の
断
層
群
に
分
け

ら
れ
、
い
ず
れ
も
正
断
層
で
あ
る
。 

ま
た
、
大
分
県
の
別
府
・
万
年
山
（
は

ね
や
ま
）
断
層
帯
は
４
つ
に
区
分
さ
れ
、

そ
の
中
に
活
火
山
の
鶴
見
岳
、
伽
藍
岳
、

由
布
岳
が
あ
る
。
周
防
灘
断
層
群
は
周
防

灘
東
部
海
域
に
分
布
し
、
３
０
年
以
内
の

地
震
の
可
能
性
は
、
わ
が
国
で
見
て
高
い

グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
。 

熊
本
県
で
は
、
布
田
川
・
日
奈
久
断
層

帯
が
あ
る
。
最
新
の
活
動
は
１
０
０
０
年

表２ 主な活火山の最近の活動状況

別府―万年山断層帯

水縄断層帯

雲仙断層群

福江火山群

阿蘇山
九重山

鶴見岳・伽藍岳
由布岳

池田・山川

開聞岳

桜島

若尊

米丸・住吉池

雲仙

凡 例

△ 活火山
活断層
県境

（名を付した断層は長さ
15㎞程度以上のもの）

（玄
界
灘
）

（日
向
灘
）

佐賀平野北縁断層帯

霧島山

図 3火山および活断層 

（地震調査委員会検討資料） 

火山名 所在地 最高標高 戦後の噴火状況

九重山 大分県 中岳1791 １９９５、９６年に星生山で噴火し、降灰があった。

阿蘇山 熊本県
高岳

1592m

１９５８年、突然噴火し、死者１２。また、１９７９年、阿蘇第一火口が爆発し、死

者３名、負傷者１１名。1988～1995、2003～2005、2009年と噴火

雲仙岳 長崎県
平成新山

1483m

普賢岳で１９９０年より小噴火。１９９１年に地獄跡火口に溶岩ドームが出現

し、ついに火砕流発生し、死者・不明者43名を出した。その後も溶岩流は発

達し、しばしば火砕流が発生したが、１９９５年に溶岩噴出は停止した。

霧島山
鹿児島・

宮崎県

韓国岳

1700m

新燃岳で群発地震が群発する中で、１９９１、2008、２０１０年に小規模の噴火

が発生。

桜島 鹿児島県
北岳

1117m

１９５５年から２００６年までは南岳山頂火口中心の噴火であったが、２００６年６

月に昭和火口付近で小噴火発生。以降、同火口を中心に爆発回数が増加

（２００９年548、２０１０年896、２０１１年９９６回）。
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お
わ
り
に

　

江
戸
時
代
、
長
﨑
へ
向
か
う
道
は
長
﨑

街
道
１
本
で
あ
っ
た
。
西
の
箱
根
と
呼
ば

れ
た
険
し
い
日
見
峠
を
越
え
て
、
異
国
情

緒
豊
か
な
市
街
地
に
下
っ
て
行
く
。
国
道

34
号
は
ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
ト
で
芒
塚
の
急
坂

を
登
り
、
日
見
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
長
崎

に
降
り
て
行
く
。
昭
和
57
年
７
月
の
長
崎

大
水
害
は
こ
の
峠
の
両
側
で
崖
崩
れ
、
土

石
流
な
ど
土
砂
災
害
で
多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
、
市
街
地
で
は
「
都
市
型
水
害
の
原

形
」
と
言
わ
れ
、
自
動
車
が
流
れ
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
寸
断
、34
号
が
至
る
所
で
損
壊
、

「
都
市
の
孤
島
」
と
化
し
た
。

　

そ
の
教
訓
か
ら
、
今
は
日
見
バ
イ
パ
ス

の
建
設
、
長
崎
自
動
車
道
の
延
伸
で
、
再

び
孤
島
化
す
る
恐
れ
は
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ
た
。
長
崎
河
川
国
道
事
務
所
の
屋
上

か
ら
見
る
、
長
崎
街
道
、
国
道
34
号
、
日

見
バ
イ
パ
ス
、
高
速
道
の
日
見
夢
大
橋
が

重
な
っ
て
走
る
光
景
は
日
本
の
道
路
の

「
発
展
の
歴
史
」
を
物
語
り
、
印
象
深
い
。

　

新
日
見
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
坂
を
下
り

始
め
る
と
、
す
ぐ
中
島
川
上
流
の
「
本
河

内
高
部
ダ
ム
」
と
「
低
部
ダ
ム
」
が
現
れ

る
。
明
治
初
期
、
日
本
最
初
の
上
水
道
用

ダ
ム
と
し
て
建
設
さ
れ
、
支
流
の
「
西
山

ダ
ム
」
と
共
に
ダ
ム
建
設
史
上
、
記
念
碑

的
な
ダ
ム
だ
。

　

坂
を
下
り
終
わ
り
、
中
島
川
が
市
街
地

に
入
る
と
石
橋
群
が
現
れ
る
。
大
水
害
の

後
、
撤
去
か
、
現
地
保
存
か
。
市
民
を
二

分
す
る
熱
い
論
争
の
末
、
長
崎
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
長
崎
眼
鏡
橋
な
ど
の
現
地
保
存

が
決
ま
る
。
３
つ
の
ダ
ム
も
堤
体
は
保
存

さ
れ
洪
水
調
整
力
を
高
め
る
改
築
が
行
わ

れ
た
。
眼
鏡
橋
は
現
地
保
存
の
た
め
新
た

に
分
水
路
を
建
設
、
他
の
石
橋
も
新
石
橋

と
し
て
架
け
替
え
ら
れ
た
。
眼
鏡
橋
も
、

い
ち
早
く
近
代
上
水
道
を
備
え
さ
せ
た
３

つ
の
ダ
ム
も
、
市
民
の
誇
り
と
し
て
、
ま

た
、
長
崎
の
都
市
の
魅
力
と
し
て
残
っ
た

の
で
あ
る
。

　

11
年
後
の
平
成
５
年
、
鹿
児
島
大
水
害

で
江
戸
時
代
の
名
石
工
・
岩
永
三
五
郎
の

手
で
架
橋
さ
れ
た
五
石
橋
は
、「
洪
水
被

害
を
増
大
す
る
」
理
由
で
全
て
撤
去
、
う

ち
三
橋
が
遠
く
錦
江
湾
沿
い
の
石
橋
記
念

公
園
に
移
さ
れ
た
。
防
災
の
た
め
と
は
い

え
、
甲
突
川
と
五
石
橋
に
な
じ
ん
だ
鹿
児

島
育
ち
に
と
っ
て
故
郷
の
シ
ン
ボ
ル
を

失
っ
た
「
寂
し
さ
」
は
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
。

中
央
の
石
材
一
つ
を
は
ず
す
と
、
橋
は
落

ち
、
甲
突
川
は
防
御
用
の
お
堀
と
な
る
、

ま
た
三
五
郎
が
熊
本
に
帰
郷
す
る
と
き
、

薩
摩
藩
の
機
密
を
知
り
尽
く
し
た
者
と
し

て
、
刺
客
が
放
た
れ
た
、
な
ど
真
偽
は
別

と
し
て
、
橋
を
渡
る
と
き
、
あ
る
い
は
学

校
帰
り
に
た
た
ず
む
と
き
、
必
ず
、
思
い

出
し
、
忘
れ
ら
れ
な
い
物
語
で
あ
る
。

　

長
崎
と
、
鹿
児
島
。
二
つ
の
都
市
の
正

反
対
の
選
択
に
複
雑
な
思
い
だ
。

　

平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
も
石
橋

群
が
洪
水
に
さ
ら
さ
れ
た
。
矢
部
川
水
系

の
石
橋
４
橋
「
ひ
ふ
み
よ
橋
」
は
橋
上
２

ｍ
も
上
回
る
濁
流
に
耐
え
「
そ
の
頑
丈
さ

は
被
災
地
復
興
へ
の
勇
気
と
根
性
の
シ
ン

ボ
ル
」（
八
女
市
在
住
・
馬
場
紘
一
氏
・

元
九
州
整
備
局
河
川
部
長
）
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
。「
未
曾
有
の
被
害
」
を
受
け

な
が
ら
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
、
石

橋
た
ち
が
そ
こ
に
存
在
し
続
け
る
こ
と

で
、
く
じ
け
る
心
を
奮
い
立
た
せ
、
勇
気

を
も
ら
う
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
。

　

星
野
川
の
渓
谷
に
架
か
る
一
輪
ア
ー
チ

の
洗
玉
橋
か
ら
下
流
へ
川
幅
が
広
が
る
に

つ
れ
、
二
輪
、
三
輪
と
ア
ー
チ
を
増
や
し
、

四
輪
の
宮
ケ
原
橋
ま
で
、「
ひ
・
ふ
・
み
・
よ
」

と
連
な
る
橋
の
風
景
、
さ
す
が
「
石
橋
の

里
」、
そ
こ
に
蛍
が
舞
う
初
夏
は
、
た
だ
、

た
だ
絶
景
と
言
う
ほ
か
は
な
い
。

　

石
橋
は
確
か
に
頑
丈
、「
流
れ
な
い
橋
」

と
し
て
、
人
々
の
信
頼
を
集
め
て
き
た
。

錦
帯
橋
（
山
口
県
・
岩
国
市
）
は
岩
国
川

に
架
け
ら
れ
た
五
輪
の
美
し
い
橋
だ
。
木

橋
を
、
架
け
て
も
架
け
て
も
、
押
し
流
し

て
し
ま
う
暴
れ
川
。
藩
主
は
児
玉
九
郎
右

衛
門
に
命
じ
て
、
長
崎
の
石
橋
を
学
ば
せ

た
。
九
郎
右
衛
門
は
長
﨑
街
道
、
あ
の
日

見
峠
を
越
え
て
、
眼
鏡
橋
の
ア
ー
チ
橋
の

構
造
、
架
橋
技
術
を
学
び
、
持
ち
帰
っ
て
、

石
組
み
の
橋
脚
・
基
礎
が
が
っ
ち
り
し
た
、

洪
水
に
負
け
な
い
錦
帯
橋
を
造
り
あ
げ
た

（
寛
永
12
年
・
１
６
７
２
）。

　

確
か
に
、い
か
に
貴
重
な
石
橋
で
あ
れ
、

社
会
資
本
で
あ
る
以
上
、
洪
水
禍
を
拡
大

し
て
、
人
々
の
暮
ら
し
と
安
全
を
脅
か
す

こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
で
は
生
き
残

れ
な
い
。「
記
念
物
」
と
し
て
公
園
行
き

と
な
る
。
実
用
性
を
失
え
ば
、
橋
は
そ
の

魅
力
を
大
き
く
失
う
。
橋
は
、
社
会
に
役

立
つ
こ
と
が
命
な
の
だ
。

　

パ
リ
・
セ
ー
ヌ
川
に
は
幾
つ
も
の
石
橋

が
架
か
っ
て
い
る
。
両
替
橋
の
よ
う
に
、

昔
、
橋
上
に
建
物
が
並
ん
で
い
た
り
、
今

で
も
大
量
の
交
通
量
を
ま
か
な
う
橋
か

ら
、恋
人
た
ち
が
「
契
り
」
の
永
遠
を
願
っ

て
南
京
錠
を
架
け
る
歩
道
橋
ま
で
、
美
し

く
楽
し
い
橋
群
が
パ
リ
と
い
う
街
を
一

層
、
魅
力
的
に
し
て
い
る
。

　
新
品
の
背
広
も
い
い
け
れ
ど
、
着
こ
な

し
た
古
い
ツ
イ
ー
ド
を
愛
す
る
男
が
素
敵

な
よ
う
に
、
苔
が
付
き
、
蔦
が
模
様
を
描

く
石
橋
も
人
を
引
き
付
け
る
。
人
は
「
用

が
足
り
る
」
と
い
う
だ
け
で
、
満
足
す
る

も
の
で
は
な
い
。
都
市
も
山
の
村
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
し
ゃ
れ
の
達
人
で
あ
っ
て
ほ

し
い
。

　

石
橋
で
あ
れ
、
西
海
橋
、
若
戸
大
橋
な

ど
近
代
橋
で
あ
れ
、
一
つ
ひ
と
つ
に
、
橋

梁
技
術
者
た
ち
の
「
人
と
技
術
と
情
熱
の

物
語
」
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
街
の

思
い
も
あ
る
。
多
く
の
社
会
資
本
・
イ
ン

フ
ラ
が
老
朽
化
に
直
面
す
る
一
方
、
こ
れ

か
ら
地
球
的
な
気
象
変
動
で
「
想
定
外
の

自
然
災
害
」
に
さ
ら
さ
れ
て
い
く
の
だ
ろ

う
。
計
画
さ
れ
た
能
力
以
上
を
求
め
ら
れ

る
時
、
用
と
美
を
兼
ね
備
え
る
よ
う
に
石

橋
を
残
す
た
め
に
は
、
分
水
路
、
地
下
貯

水
池
の
建
設
な
ど
多
額
の
建
設
費
が
か
か

る
。
撤
去
か
、
現
地
保
存
か
の
、
二
者
選

択
は
難
し
い
が
「
総
合
治
水
」
の
道
は
必

ず
開
け
る
と
信
じ
て
い
る
。

�

（
平
成
26
年
夏
・
玉
川　

孝
道
）

用
と
美
、古
い
ツ
イ
ー
ド
を
着
こ
な
す
街
に
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お
礼
と
感
謝
を
込
め
て

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
Ⅳ―

「
荒
ぶ
る
自
然
」
に
立
ち
向
か
う―

の
取
材
、編
集
に
当
た
っ
て
、多
く
の
方
々

の
お
世
話
に
な
っ
た
。
お
忙
し
い
時
間
を
割
い
て
現
地
説
明
や
貴
重
な
お
話
と
共
に
写
真
、
資
料
の
提
供
も
い

た
だ
い
た
。
今
回
も
樗
木
九
州
大
学
名
誉
教
授
に
全
面
的
に
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。

　

昭
和
28
年
の
西
日
本
大
水
害
で
筑
後
川
の
調
査
・
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
高
橋
裕
東
京
大
学
名
誉
教
授
に

は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
第
１
巻
か
ら
ご
指
導
を
受
け
て
き
た
が
、
あ
の
大
水
害
か
ら
60
年
、
再
び
、
お

話
を
伺
う
こ
と
に
な
っ
た
。
地
球
温
暖
化
の
た
め
、
集
中
豪
雨
な
ど
が
一
層
激
し
く
、
強
く
な
り
、
台
風
も
大

型
化
、
甚
大
な
被
害
を
出
し
て
い
る
。
長
崎
大
水
害
、
鹿
児
島
大
水
害
、
そ
し
て
西
日
本
大
水
害
か
ら
59
年
目

の
平
成
24
年
７
月
、
九
州
北
部
豪
雨
と
大
災
害
が
続
く
中
で
、
我
々
は
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
学
び
取
っ
た
か
、

を
お
聞
き
し
た
か
っ
た
。
上
京
し
、
連
絡
し
た
日
は
、
何
と
、
膝
の
半
月
板
手
術
の
当
日
で
、
あ
き
ら
め
、
帰

福
す
る
こ
と
に
し
た
。
が
「
膝
の
手
術
だ
か
ら
、
話
は
出
来
る
」
と
翌
日
、
病
院
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
実
現
し
た
。「
私
も
１
９
５
３
年
の
大
水
害
が
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な
に
深
く
筑
後
川
と
共
に
数
奇

な
河
川
経
験
を
味
わ
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
私
の
河
川
観
に
徹
底
的
と
も
い
え
る
影
響
を
与
え
る

こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
私
の
河
川
人
生
を
変
え
た
大
水
害
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
改
め
て
、
私
の
河
川
観

を
培
っ
た
筑
後
川
に
感
謝
し
た
い
」（「
社
会
を
映
す
川
」
鹿
島
出
版
社
）。
そ
の
お
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
お

話
を
伺
う
事
が
出
来
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
表
紙
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
島
根
県
・
石
見
地
方
に
伝
わ
る
「
石
見
神
楽
」
は
オ
ロ
チ
退
治
の
物

語
だ
が
、
人
々
を
苦
し
め
る
８
つ
の
頭
を
持
つ
オ
ロ
チ
は
８
つ
の
谷
を
走
り
下
る
「
土
石
流
」
の
化
身
と
の
言

い
伝
え
が
あ
る
と
子
供
の
こ
ろ
聞
い
た
。
土
砂
災
害
に
苦
し
む
人
々
の
救
済
に
立
ち
あ
が
り
、
治
山
治
水
の
事

業
を
行
い
、
国
を
治
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
九
州
北
部
豪
雨
の
後
、
山
口
県
と
島
根
県
の
県
境
地
域
、
津
和

野
や
萩
市
周
辺
が
豪
雨
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
現
地
を
訪
れ
た
が
、Ｊ
Ｒ
線
は
不
通
、
国
道
は
寸
断
さ
れ
、

過
疎
化
が
進
む
中
で
、
復
旧
・
復
興
の
関
係
者
の
ご
苦
労
が
続
い

て
い
た
。
表
紙
の
写
真
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
い
た
島
根
県
庁
の
ご
厚
意
に
よ
る
。

　

長
﨑
大
水
害
、
ダ
ム
の
改
築
な
ど
で
は
長
崎
県
庁
の
三
根
祐
吉

氏
に
は
、
五
島
に
転
勤
さ
れ
た
後
も
何
度
も
取
材
に
応
じ
て
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
復
旧
工
事
に
お
い
そ
が
し
い
最
中
、
熊
本
県
阿

蘇
振
興
局
の
最
前
線
の
方
々
、
国
土
交
通
省
・
九
州
地
方
整
備
局

の
長
崎
、
熊
本
、
宮
崎
、
鹿
児
島
・
大
隅
河
川
国
道
事
務
所
の
方
々

に
は
現
地
取
材
、
資
料
提
供
な
ど
大
変
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

危
険
な
災
害
復
旧
現
場
で
地
域
を
守
り
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

社
会
の
基
盤
整
備
に
黙
々
と
汗
を
流
す
人
び
と
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
改
め
て
思
い
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
が

こ
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
を
通
し
て
少
し
で
も
多
く
の
人
々

に
伝
わ
れ
ば
何
よ
り
の
「
お
礼
」
に
な
る
と
願
っ
て
い
る
。�

（
玉

川
）

◎玉川孝道略歴
1940 年生まれ、鹿児島県出身。1963 年九
州大学法学部卒業、西日本新聞社（編集局）
入社、ワシントン特派員、地域報道部長、
東京編集長、編集局長、副社長、西日本
新聞会館社長。日本風景街道戦略委員、
九州風景街道推進会議副代表、道守九州
副代表世話人。著書、共著に「誰が一億
の命を守るのか」「我が紙つぶて」「常識
を超える」「命を守る」他多数。

新
土
木
遺
産

○
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
第
１
巻

◎
座
談
会
「
新
・
土
木
遺
産
の
発
掘
」

第
一
章　

関
門
国
道
ト
ン
ネ
ル―

苦
闘

の
21
年

①
海
底
の
道
を
拓
く

②
大
動
脈
の
若
さ
保
つ

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

住
友
彰
・
佐
藤
雄
二
・

川
崎
廸
一
各
氏

第
二
章　

挑
戦
の
心―

長
崎
の
長
大
橋

①
海
を
渡
る
六
つ
の
大
橋

②
新
西
海
橋
の
色
合
わ
せ

③
赤
い
吊
り
橋―

平
戸
大
橋

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

高
橋
和
雄
・
池
上
守

各
氏

◎
座
談
会
「
長
崎
の
長
大
橋
」

第
三
章　

筑
紫
次
郎―

暴
れ
ん
坊
と
そ

の
恩
恵

①
筑
後
川
60
年―

洪
水
、
渇
水
と
の
苦

闘
の
歴
史

②
福
岡
導
水―

福
岡
都
市
圏
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

青
山
俊
樹
・
高
橋
裕
・

帆
足
健
八
・
宮
路
米
蔵
各
氏

◎
座
談
会
「
洪
水
と
の
闘
い
」

○
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
第
２
巻

第
１
章　

天
草
五
橋
に
挑
む

①
夢
の
橋
実
現
す

②
渡
海
橋
へ
の
挑
戦

③
海
中
の
難
工
事
（
黒
之
瀬
戸
大
橋
）

④
新
天
門
橋
の
着
工
へ

⑤
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

中
島
英
治
・
那
須
野

幸
明
・
八
尋
勇
次
・
吉
本
信
一
各
氏

◎
座
談
会
「
真
珠
の
５
橋
を
造
る
」

第
二
章　

九
州
山
地
、
最
大
、
最
後
の
関

門
を
突
破
す
る

①
肥
後
ト
ン
ネ
ル

②
加
久
藤
ト
ン
ネ
ル

③
自
然
と
の
闘
い

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

藤
井
崇
弘
・
財
津
勝

各
氏

◎
座
談
会
「
中
央
構
造
線
を
突
破
す
る
」

第
三
章　

雲
仙
・
普
賢
岳

①
防
災
の
闘
い
20
年

②
無
人
化
施
工
と
ロ
ボ
Ｑ

③
安
心
安
全
の
故
郷

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

古
賀
省
三
・
須
郷
茂

夫
・
松
永
勝
也
・
大
町
信
郎
・
杉
本
伸
一

各
氏

◎
座
談
会
「
雲
仙
噴
火
20
年
を
語
る
」

○
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
第
３
巻

第
一
章　

若
戸
大
橋

①
長
大
吊
り
橋
の
原
点

②
夢
の
大
橋―
建
設
へ
の
物
語

③
「
百
年
大
橋
」―
長
寿
化
へ
の
挑
戦

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

吉
田
巌
・
下
川
浩
資
・

久
保
喜
延
・
金
子
鉄
男
・
南
立
朝
彦
各
氏

第
二
章　

関
門
橋
か
ら
本
四
架
橋
へ

①
関
門
橋―

本
四
連
絡
橋
へ
の
道
拓
く

②
本
四
連
絡
橋

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

日
野
伸
一
・
藤
川
寛

之
各
氏

第
三
章　

怒
り
の
川
内
川

①
川
内
川―

怒
り
の
川
と
治
水

②
鶴
田
ダ
ム
ー
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換

③
ダ
ム
治
水
と
不
信
の
間
で

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

島
谷
幸
宏
・
小
松
利

光
各
氏

第
四
章　

九
州
ダ
ム
群
の
系
譜

①
多
目
的
ダ
ム
の
足
ど
り

②
発
電
ダ
ム
の
先
駆
者

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

小
野
満
司
・
原
欽
五
・

杉
尾
哲
各
氏

◎
座
談
会　
「
ダ
ム
の
現
在
と
未
来
」

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」
１―

３
巻
の
内
容
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